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第 1部 事業概要 

第 1章 事業の背景 

 本事業の背景として、コロナ禍におけるスポーツ・体育系科目の授業実施に関する背

景・課題、ウェアラブルデバイスの普及、そして本校の所在する船橋市が「スポーツ健康

都市」宣言を行っていることが挙げられる。 

 

1.1 コロナ禍におけるスポーツ・体育系科目の授業実施に関する背景・課題 

 令和 2 年に世界的に流行した新型コロナウイルス感染症は、我が国においても甚大な影

響を及ぼした。令和 2 年 4 月には緊急事態宣言が発出され、外出の自粛等の行動制限をは

じめ、社会活動や経済活動における様々な制限が敷かれた。その結果、市民活動も大きな

影響を受けることになった。専修学校教育においてもその影響は大きく、文部科学省の調

査1によると、令和 2 年 6 月 1 日の時点においても、全国の 2.4%の専修学校が授業を延

期・中断しているという状況にあった。また、同調査では、6 月 1 日時点で授業を実施し

ている専修学校のうち、50.1%の学校が感染拡大の防止に配慮しつつ、学生を通学させて

行う対面授業が実施されており、41.1%の学校では対面授業と遠隔授業とが併用されてい

る。さらに、8.8%の学校では、対面授業が実施されておらず、遠隔授業のみが実施されて

いるという状況が報告されている。このように、専修学校においても、従来の授業形態を

大きく変更せざるを得ない状況となっている。 

 

令和 2 年 6 月 1 日時点における授業の実施状況 

 授業を実施している 授業を延期・中断している 

国立専門学校 9 校（100%） 0 校（－） 

公立専門学校 147 校（100%） 0 校（－） 

私立専門学校 1,977 校（97.4%） 53 校（2.6%） 

（全体） 2,133 校（97.6%） 53 校（2.4%） 

※全国の専門学校のうち、回答のあった学校数を母数としている。回答率

は 78.5%（全 2,784 校中 2,186 校から回答）。小数点第 4 位を四捨五

入。 

 

  

 
1 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた専門学校の授業の実施状況』 

https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_8.pdf 
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令和 2 年 6 月 1 日時点における授業の実施方法 

 対面授業 対面・遠隔を併用 遠隔授業 

国立専門学校 5 校（55.6%） 2 校（22.2%） 2 校（22.2%） 

公立専門学校 87 校（59.2%） 57 校（38.8%） 3 校（2.0%） 

私立専門学校 977 校（49.4%） 818 校（41.4%） 182 校（9.2%） 

（全体） 1,096 校（50.1%） 877 校（41.1%） 187 校（8.8%） 

※令和 2 年 6 月 1 日時点で授業を実施していると回答した 2,133 校を母数としている。 

 

 一方、スポーツ・体育系科目は元来、グラウンドや体育館等の体育施設を教場として利

用し、講師と学生が対面で、学生の身体運動を伴って授業を行うことを前提としてきた。

そのため、これらの授業科目は、遠隔教育で実施することが難しいと考えられている。実

際に、文部科学省の資料2では、専修学校対象のアンケートにおいて、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大を受けて遠隔授業を導入するに当たり、「授業を組み立てるためのノウ

ハウや遠隔授業に適した授業展開、遠隔授業向けの教材など教員のノウハウ不足や、遠隔

授業のコンテンツ不足、学習評価のノウハウ不足などが課題として挙げられた」と報告さ

れている。この結果はスポーツ・体育系科目に限らないが、当該科目においても同様の状

況が考えられる。 

 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のみならず、災害発生時等におい

ても、スポーツ・体育系科目の遠隔での授業実施が必要な場面も生じている。例えば、全

国 12 大学の学生 2,132 人の調査3によると、昨年 4 月から 5 月の緊急事態宣言下におい

て、大学生の心理的ストレスや、生活習慣の乱れ、運動不足、体力の低下が報告されてい

る。実際、6 割以上が心理的ストレスを自覚し、約 9 割が運動不足を自覚して 5 割が全く

運動をしていない、約 8 割が自粛生活で体力の衰えを感じている、等が挙げられている

（以下に詳細を示す）。そのため、こうした状況下においても、スポーツ・体育系科目に

より、学生の生活習慣の正常化や身体活動の促進を行うことは重要である。 

  

 
2 『令和 3 年度予算案をはじめとする専修学校関係の最新の動向について』p.6 

https://www.mext.go.jp/content/20210114-mxt_syogai01-100003309.pdf 
3 『2020 年春の緊急事態宣言下の大学生の心身の健康状態 －全国 12 大学 2,132 名が回答

した実態調査から－』 

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/forum/kanri/forum/pdf/20210402043634.pdf 
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＜精神・社会面＞ 

・6 割以上が心理的ストレスを自覚し、「やる気が出ない」等を自覚している。女子にや

や強い傾向。 

・COVID-19 感染について 71.8%が「不安を感じている」。女子の方が不安を感じる傾

向がやや強い。 

・新学期に入っても 4 割以上が新しい友人や知人ができていない。女子よりも男子の方

が、比率が高い。 

 

＜身体面＞ 

・外出の頻度について、半数以上（53.7%）が「週に 1-2 回」と回答した。男子の方

が、外出頻度が高い。 

・約 9 割が運動不足を自覚し 5 割が全く運動していない。女子では「運動不足を感じて

いる」、男子では「運動不足を感じていない」割合が高い。 

・調査対象者の約 8 割が「体力の衰えを感じる」と回答し、「疲れやすい」とか「脚力

の衰え」を自覚している。 

・約 8 割が自粛生活での体力の衰えを感じ、例年の同時期に比べ「運動を全くしていな

い」割合が 30 ポイント近く増加した。 

図表 1 緊急事態宣言下における大学生の心身の健康状態 

 

 なお、新型コロナウイルス感染症に対応したスポーツ・体育系科目の遠隔授業の取組事

例としては、文部科学省の資料、『新型コロナウイルス感染症に係る専修学校における遠

隔授業の取組事例集』4で、東京スポーツ・レクリエーション専門学校の取組が紹介されて

いる。当校では、アスレティックトレーナーを目指す全学科に先行してオンデマンド型の

一方通行授業を実施し、質問等学生からの要望は、Moodle や LINE を利用してフォロー

を実施している。令和 2 年 5 月中旬より、同時双方向型の授業を展開予定としているよう

に、各校で対応が迫られている状況にあることが改めて分かる。 

 

 さらに、スポーツ・体育系科目には、仲間とともに身体活動を体験することによる「友

達づくり」「仲間との信頼関係づくり」が可能になるという面もあり、心身を健康に保つ

だけでなく、豊かな人間性を育むことも、当該科目が果たしている役割の一つである。前

掲の資料 3でも、「新学期に入っても 4 割以上が新しい友人や知人ができていない」との

データもあり、こうした面からも、スポーツ・体育系科目の遠隔教育導入モデルが必要で

ある。 

 

 
4 https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf 
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1.2 ウェアラブルデバイスの普及 

 近年、話題となっている先端技術の一つに、ウェアラブルデバイスがある。「ウェアラブ

ルデバイス」とは、「wearable（＝身に付けることが可能）な情報端末」のことである。手

首や腕、頭等に装着して使用することで、スマートフォン等を取り出すことなく、簡単に情

報を得ることができる。腕時計型の「スマートウォッチ」やメガネ型の「スマートグラス」

等が代表的なものである。 

 

 

 

 利用シーンとしては、以下のようなものが代表的である。 

 

 （1）コミュニケーション 

   電話の着信やメール・SNS のメッセージを表示する。それらに対して返信できるも

のもある。 

 （2）音楽再生 

   音楽をストリーミング再生したり、本体に保存してある音楽ファイルを再生したり

する。 

 （3）健康管理 

   心拍数、体温、血圧、歩数等を計測し、そのデータを記録することで、健康管理に

活用できる。 

 

 このようなウェアラブルデバイスは、Society5.0 の技術発展により、安価で使いやすい

ものが家電量販店等でも容易に入手できるようになった。特に、「健康管理」に活用され

るウェアラブルデバイスでは、トレーニングやジョギング等の運動時における心拍数等の

バイタルデータを計測し、本体やサーバー等に運動の記録として保存できる。こうしたバ

イタルデータを解析することで、学生が遠隔で取り組む運動に対する評価が可能になり、

先述した専修学校が遠隔授業を導入する際の課題の一つである「学習評価のノウハウ不

足」を解決できる。遠隔で行うスポーツ系科目の学習評価については、学生に運動実践を

動画等に記録して提出させるような課題が国内の大学でも実施されているようだが、学生

の動画を一人一人評価することは非常に時間がかかり、講師にとっても負担になってしま
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う。ウェアラブルデバイスを活用することで、運動の外観だけでは判断が難しい心身への

効果を効率的に評価することが可能になる。また、学校に通わず家庭に拠点を置いて学習

するホームスクーリングが広く浸透している米国では、体育授業に関しても様々な自主身

体活動ツールが用意されているが、それらを各家庭で実施する際の課題の一つとして、

「活動記録の信憑性」が挙げられている5。こうした点においても、ウェアラブルデバイス

でバイタルデータを取得することで、運動の実施日時や実施時間、運動量等が記録される

ことになり、学生が適切に取り組んでいるか判断することができる。 

 

1.3 「スポーツ健康都市」船橋市 

 本校の所在する千葉県船橋市は、昭和 58 年に「スポーツ健康都市宣言」を 

行っており、スポーツを通して健康な生活を営むこと等を目指している。市立船橋高等学

校は野球やサッカー等の全国的な強豪校であることが知られ、バスケットボール B リーグ

の千葉ジェッツのホームタウンでもある等、スポーツ活動の盛んな地域でもある。そのた

め、本事業の取組を基に、将来、地域住民の健康を支える活動にも貢献していくことがで

きる。 

 

 

図表 2 スポーツ健康都市宣言6 

 

  

 
5 "Online Physical Education for Homeschoolers" 

https://www.thoughtco.com/online-physical-education-1833434 
6 船橋市ホームページ 

（https://www.city.funabashi.lg.jp/shisei/shoukai/002/p011413.html）より 
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第 2章 事業の目的 

 令和 2 年に世界的に流行した新型コロナウイルス感染症の影響により、専修学校は、急

遽、遠隔教育を導入する必要性に迫られた。スポーツ系科目は遠隔教育の導入が難しいと考

えられているが、新型コロナウイルス感染拡大や災害発生時においては、スポーツ系科目で

あっても遠隔で実施する必要な場面が生じている。実際、緊急事態宣言下において、学生の

心理的ストレスや生活習慣の乱れ、運動不足、体力の低下が報告されている。スポーツ系科

目には心身の健康を保つ他、「友達づくり」「仲間との信頼関係づくり」が可能になるという

面もあり、当該科目を遠隔で実施することは重要である。 

 

 一方、Society5.0 の技術発展により、体に装着して心拍数や呼吸数等のバイタルデータを

測定・記録できるウェアラブルデバイスが、安価で入手しやすくなってきている。 

 

 そこで本事業では、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モ

デルを構築し、その実証を行う。このモデルを活用することで、今後も想定される新型ウイ

ルスや大規模災害、増加する不登校等の事由により、遠隔授業が長期化する際に懸念される

運動能力の低下及びクラスメートとの仲間意識の希薄化といった問題に対する有効な対策

となることが期待される。 

 

 

第 3章 事業推進の流れ 

 本章では、まず令和 3 年度の取組概要（実績）を述べ、今年度の取組概要を報告する。 

 

3.1 令和 3年度の取組概要 

 今年度は、3 年間の事業期間の初年度として、開発工程の前段となる調査により情報を整

理し、それを基に、カリキュラム・シラバスの開発、及び e ラーニング教材の開発を行っ

た。 

 

 本事業で実施した各取組みについて、以下に概略を記載する。 

 

(1) 調査 

 教育プログラムの開発に先立ち、参考資料収集を目的として、スポーツ・体育系科目の遠

隔教育による実施事例調査と、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに

関する事例調査を行った。 
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 ①スポーツ・体育系科目の遠隔教育による実施事例調査 

  スポーツ・体育系科目を遠隔教育により実施した事例を収集し、カリキュラムや授業実

施上の工夫、課題等を整理することを目的として実施した。国内外の事例 23 件を収集し

た。 

 

②ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに関する事例調査 

  ウェアラブルデバイスを活用したスポーツトレーニングに関する事例を収集し、バイ

タルデータの解析方法や評価方法等を整理することを目的として実施した。33 件の事例

を収集したほか、ウェアラブルデバイスを使用して 2 名の被験者を対象に、のべ 13 日

間・約 115 時間分のバイタルデータを計測・取得した。 

 

(3) 教育プログラム開発 

 調査結果を基に、ウェアラブルデバイスを活用したスポーツ系科目の遠隔教育導入モデ

ルの教育プログラムを開発した。今年度は、本教育プログラムのカリキュラム（科目表）、

各科目のシラバス、各種テキスト教材及び e ラーニング教材を開発した。 

 

 

3.2 今年度の取組概要 

 2 年目となる今年度は、令和 3 年度の開発成果である教育プログラムを基に、そこで使用

するグループワーク教材、講師用指導ガイド及び e ラーニング教材を開発した。また、それ

らの効果を検証するための学生向け実証講座と講師向け研修を実施した。 

 

(1) 教材開発 

 今年度は、グループワーク教材、講師用指導ガイド、e ラーニング教材の開発を行った。 

 

○グループワーク教材開発 

体力トレーニング及びメンタルヘルストレーニングのグループワーク教材を開発した。 

 

○講師用指導ガイド開発 

昨年度から今年度にかけて開発した e ラーニング教材を用いて授業を行うための情報や

資料からなる講師用指導ガイドを開発した。 

 

○e ラーニング教材開発 

本教育プログラムの中核となる教材で、昨年度開発分に加え、今年度開発したグループ

ワーク教材や講師用指導ガイドから作成した解説映像を新たに収録した。 
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(2) 実証講座 

 開発した教育プログラムから、e ラーニング 40.5 時間、集合形式のグループワーク 6 時

間に、事前説明会 0.5 時間を加えた 47 時間の実証講座を構成した。この実証講座を、本校

の IT 系の学生を対象として実施し、実施結果を評価してその効果を検証した。 

 

(3) 講師向け研修 

 開発した講師用指導ガイドの内容、及び学生向けグループワークの内容から 6 時間の講

師向け研修を構成し、本校の IT 系の教員に対して実証的に実施した。その実施結果を評価

してその効果を検証した。 

 

 

3.3 実施委員会の構成 

 本事業では、専門学校、医療機関、IT 企業、行政機関等で実施委員会を構成し、事業の

推進に当たった。 

 

以下、実施委員会の構成機関である。 
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構成機関 役割等 都道府県 

船橋情報ビジネス専門学校 委員長 千葉県 

日本工学院八王子専門学校 開発・実証 東京都 

日本電子専門学校 開発・実証 東京都 

富山情報ビジネス専門学校 開発・実証 富山県 

愛媛大学医学部附属病院 調査 愛媛県 

株式会社人間と科学の研究所 調査・開発 東京都 

アテイン株式会社 調査・実証 東京都 

株式会社ジーミック 開発・実証 東京都 

株式会社 SHIFT 開発 東京都 

株式会社くららぼ 開発 東京都 

公益社団法人千葉県情報サービス産業協会 調査・実証 千葉県 

船橋市教育委員会 評価・助言 千葉県 

図表 3 実施委員会の構成 

 

 

3.4 実施委員会等の開催実績 

 今年度は、本事業を推進する上で、実施委員会 3 回、開発分科会 1 回、実証分科会 1 回

をそれぞれ開催した。以下、各会議について時系列で報告する。 

 

3.4.1 第 1回実施委員会（令和 4年 6月 22日開催） 

 第 1 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・本事業の事業計画説明 
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  ・本事業の内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.4.2 第 1回開発分科会（令和 4年 9月 5日開催） 

 第 1 回開発分科会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・VisionPose による運動解析について 

  ・講師用指導ガイドの開発について 

 

 

3.4.3 第 2回実施委員会（令和 4年 11月 4日開催） 

 第 2 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・骨格推定による運動解析について 

  ・メンタルヘルストレーニングについて 

  ・実証講座について 

 

 

3.4.4 第 1回実証分科会（令和 4年 12月 22日） 

 第 1 回実証分科会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・実証講座の方向性について 

 

 

3.4.5 第 3回実施委員会（令和 5年 1月 20日） 

 第 3 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・開発状況について 

  ・実証講座について 
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第 2部 開発報告 

 本章では、教育プログラム開発について報告する。 

 

第 1章 遠隔教育の導入方策とモデル化の概要 

 本事業では、ウェアラブルデバイスを活用してスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルの

構築を行う。 

 

1.1 カリキュラムの概要 

 本事業で開発したカリキュラムは、個人ワークとグループワークから構成した。全体の学

習時間は 30 コマ（45 時間）である。 

 

 個人ワークでは、独自に開発する e ラーニングシステムを活用して、「体力トレーニング

の理論と実践」（必修）、「バイタルデータの取得と解析」（必修）及び「メンタルヘルストレー

ニング」（選択）の各科目の学習を行う。 

 

「体力トレーニングの理論と実践」では、講師による体力トレーニングの実演映像（リア

ルタイムまたはオンデマンド）を見ながら、実際にそのトレーニングを行う。トレーニング

の際には、予め本校から貸与するウェアラブルデバイス「SUPER-BIT」を身に付け、トレー

ニングを行いながらバイタルデータを取得し、サーバーに記録する。サーバーに記録された

データを基に本校教員が AI を活用して解析し、学生にフィードバックする。 

 

「バイタルデータの取得と解析」では、体力トレーニングによる効果がウェアラブルデバ

イスで取得されるデータにどのように反映されるか、取得されたデータの解析方法等を学

習する。 

 

「メンタルヘルストレーニング」では、「体力トレーニングの理論と実践」で取得したバ

イタルデータを基に、「イメージトレーニング」「リラクゼーション」「コミュニケーション」

の中から提案されたメニューを選択してトレーニングを実践する。 

 

さらに、フィードバックされたデータを基に、グループワークにて、学生同士でトレーニ

ングの心身に対する効果の検証や評価等を行う。このグループワークは Zoom 等のオンラ

イン会議システムと独自開発する e ラーニングシステムとを組み合わせて実施する。 

 

以上のような構成で、スポーツ系と IT 系の学生双方が学べる分野横断的な教育プログラ
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ムとした。 

 

 

1.2 講師用指導ガイド及び講師向け研修 

 本事業で構築する遠隔教育導入モデルでは、ウェアラブルデバイスによるバイタルデー

タの取得や AI を用いたデータ解析、それを基にしたトレーニングの提案、さらには開発す

る e ラーニングシステムやオンライン会議システム等、従来の対面式授業には見られなかっ

た手法や教材等を扱う。そのため、本モデルによってどのように授業を行い、学習評価をど

のように行うかについて解説した講師用指導ガイドを開発する必要がある。講師用指導ガ

イドには、先述した授業運営や学習評価に関するものに加え、AI の関連知識や医学分野の

関連知識の解説も含める。さらに、この講師用指導ガイドを用いて、オンライン会議システ

ム上で講師向け研修を実施する。講師向け研修の実施時間は 15 時間程度を想定している。 

 

 

 

図表 4 本教育プログラムのイメージ 
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1.3 本モデルで活用するウェアラブルデバイス 

 本モデルでは、株式会社人間と科学の研究所が開発した「SUPER-BIT」というウェアラ

ブルデバイスを活用する。この「SUPER-BIT」は、本校が平成 30 年度～令和 2 年度に取

り組んだ文部科学省 専修学校による地域産業中核的人材養成事業 「AI と IoT を駆使して

地域医療連携とチーム医療をサポートできる高度 IT人材育成カリキュラム開発」において、

医療 IT 分野の教材として活用した「MR-BIT」の後継機種である。実証講座で実際に「MR-

BIT」を学生に装着してもらい、普段通りに 24 時間を過ごしている間に取得したバイタル

データを記録し、AI により解析するという内容の授業を行ったが、対象学生の生活の実態

がデータに鮮明に現れていた。こうした実績を基に、本事業では「SUPER-BIT」を活用す

ることとした。 

 

 「SUPER-BIT」には、「MR-BIT」に搭載されていた心電計、温度計、3 軸加速度計に加

え、3 軸のジャイロ、3 軸のコンパス、気圧計（高度計）の他、3 色の LED と有機 EL 表示

盤が搭載されている。この「SUPER-BIT」からは以下のようなデータが得られる。 

 

心電図 脈の乱れ、自律神経の導出、自律神経活動度 

温度 表皮温度、環境温度、体内温度 

加速度 重力加速度、運動加速度 

運動量 運動エネルギー、消費エネルギー、姿勢 

睡眠状態 睡眠状態の基本データ、無呼吸症候群（AHI）、睡眠の質 

ストレス状態 健康、問題あり、糖尿病、うつ病、自律神経、統合失調症、いじめ、パ

ワハラ等の抽出 

図表 5 「SUPER-BIT」で取得できるバイタルデータ（一部） 

 

 「SUPER-BIT」は、心臓の傍らに貼り付けて使用するため、ノイズが少なく、精度の高

いバイタルデータの測定が可能である。また、9 軸センサにより体幹に沿って体の代表値と

して測定できるため、スポーツ医学での活用も期待されている。さらに、生活防水機能を備

え、小型・軽量であるため、普段の生活のまま必要なデータが全て取得可能である。プライ

バシー保護機構も充実しているため、安心して利用できる。 

 

 平成 30 年度～令和 2 年度に取り組んだ事業では、主に温度や心電図、睡眠状態、運動量

等に関するデータを取得し、被験者となった学生の実際の生活リズムと一致していたこと

を確認した。本事業ではこの経験を元に、「SUPER-BIT」に新たに搭載された 3 軸のコン

パスや 3 軸のジャイロによって学生の姿勢を表すデータも取得し、学生が取り組んでいる

トレーニングの効果がどの程度現れているかや、実際にトレーニングを行っているかも含

めて評価することが一つのポイントとなる。SUPER-BIT には、MR-BIT にはなかった有機
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EL による表示盤もあるため、学生がトレーニングを行いながらその効果がどのように計測

されるかを自分でリアルタイムに確かめることができ、学生のモチベーション向上効果も

期待できる。 

 

 

図表 6 SUPER-BIT 

 

 なお、本モデルでは、開発や運用に係るコストを抑えるため、一般に普及している PC や

スマートフォン、タブレット等で容易に受講ができるようなシステム構成とする。個人ワー

クでは、基本的には標準的なブラウザで表示できるホームページ形式のものを想定し、グ

ループワークや講師向け研修では、無償で利用できる Zoom を中心に活用する。 

 

 

1.4 本モデルに期待される効果 

 本モデルを構築することで、第 1 部 第 1 章 1.1 で述べた、スポーツ系科目を遠隔教育で

実施する際の 3 つの課題の解決が期待できる。具体的には、講師用指導ガイドや講師向け

研修が講師のノウハウ不足の、本モデルのカリキュラムや教材が遠隔教育のコンテンツ不

足の、「SUPER-BIT」により取得したバイタルデータの解析が学習評価のノウハウ不足の、

それぞれ対策となる。さらに、今後も想定される新型ウイルスや大規模災害、増加する不登

校等の事由により、遠隔授業が長期化する際に懸念されるのが運動能力の低下及びクラス

メートとの仲間意識の希薄化である。本モデルは、これらの問題に対する有効な対策となる

ことが期待される。 
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第 2章 教育プログラム開発 

 今年度は、令和 3 年度の開発成果である教育プログラムを基に、そこで使用するグルー

プワーク教材、講師用指導ガイド及び e ラーニング教材を開発した。各教材について報告す

る前に、カリキュラムの概要を述べる。 

 

2.1 カリキュラム概要 

 本カリキュラムは、前章で述べたように、個人ワークとグループワークとから構成される。 

 

個人ワークでは、講師の映像を見ながら体力トレーニングを実践する「体力トレーニング

の理論と実践」（必修）を中核に据え、そこで必要なバイタルデータの意味や取得方法、解

析方法等を学習する「バイタルデータの意味と解析」を必修科目とした。さらに、取得した

バイタルデータの解析結果からメンタルヘルスの状態をフィードバックし、提案されるト

レーニングメニューを選択して実践する「メンタルヘルストレーニング」を、一部選択科目

として設定した。 

 

グループワークでは、フィードバックされたデータを基に、学生同士でトレーニングの心

身に対する効果の検証や評価等を行う。 

 

 以上の内容を整理したものが、次の科目表である。 
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科目名 
コマ数 

時間数 
概要 

体力トレーニングの理論と実践 
7 コマ 

10.5 時間 

体力トレーニングの理論を学習し、実践

する。その際、ウェアラブルデバイスを装

着し、トレーニング中のバイタルデータ

を取得する。 

バイタルデータの意味と解析 
10 コマ 

15 時間 

ウェアラブルデバイスによるバイタル

データの取得方法や、取得したデータの

意味、その解析方法について、講義や演習

により学習する。 

メンタルヘルストレーニング 

10 コマ 

15 時間 

（内 2 コ

マ・3 時間

は選択） 

メンタルヘルストレーニングの基礎知識

とその方法について学習する。さらに、

「体力トレーニングの理論と実践」で取

得したバイタルデータの解析結果を基

に、各学習者に適したメンタルヘルスト

レーニングのメニューを選択して受講・

実践し、講師によるアドバイスも行う。 

トレーニングとグループワーク 
3 コマ 

4.5 時間 

他科目による学習・実践内容を基に、ト

レーニングによる心身に対する効果の評

価・検証、今後のトレーニングプラン等に

関するグループディスカッションを行

う。 

合計 
30 コマ 

45 時間 

 

図表 7 本カリキュラムの科目表 

 

 以下、今年度開発した各教材について報告する。 

 

2.2 グループワーク教材 

 グループワーク教材は、「体力トレーニング」「メンタルヘルストレーニング」の各分野に

分けて開発した。 

 

2.2.1 グループワーク教材（体力トレーニング） 

 「グループワーク教材（体力トレーニング）」では、バイタルデータとその使い方、心拍

数、SUPER-BIT と BITAS7、最大心拍数とトレーニング指標といった、バイタルデータと

 
7 SUPER-BIT 専用のバイタルデータ解析ソフトウェア 
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トレーニングの関係について解説する。また、骨格推定による運動解析に必要な AI につい

て、学習の仕組みや問題解決の方法、さらには骨格推定の仕組みについて解説する。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. 測定されるバイタルデータと心拍数の変化 

2. Super-Bit と BITAS 

3. 心臓と心拍数 

4. 最大心拍数とトレーニング指標 

5. 理想的なバイタルデータ 

6. AI は何をしているのか－AI が行う【勉強】 

7. 〇×認識とデータ 

8. 〇×認識モデルと計算式 

9. ソルバーによる問題解決例 

10. 仮の重み値と閾値の解決 

11. 〇×認識モデルの完成とその応用例 

12. 骨格推定－理想的な解析結果－ 

13. システムの課題 

14. 運動解析システムの外部連携 

図表 8 「グループワーク教材（体力トレーニング）」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 9 「グループワーク教材（体力トレーニング）」 ページ例 
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2.2.2 グループワーク教材（メンタルヘルストレーニング） 

 「グループワーク教材（メンタルヘルストレーニング）」では、ストレスとメンタルヘル

スの関係や、SUPER-BIT を用いたバイタルデータの見方、ストレス解消法等について解説

する。 

 

 本教材の構成は、以下の通りである。 

 

1. ストレスとメンタルヘルスとの関係 

2. ストレス度診断 

3. BIT を用いたバイタルデータの見方 

4. 理想的なバイタルデータの例 

5. メンタルヘルストレーニングにおける結果の課題 

図表 10 「グループワーク教材（メンタルヘルストレーニング）」の構成 

 

 本教材は PowerPoint 形式で開発し、ノート部分に解説の参考になる情報や資料を記載し

て、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。以下は、本教材のイメージであ

る。 
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図表 11 「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」 ページ例 
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2.2 講師用指導ガイド 

 本ガイドは、講師向け研修で用いることを想定に開発した。本ガイドには、AI の関連知

識、スポーツ・医学分野の関連知識、教材・システム等の使用方法、授業の進め方、バイタ

ルデータ・骨格推定による評価方法、学生へのフィードバックのポイント等をまとめた。本

ガイドは、「体力トレーニング」「メンタルヘルストレーニング」「AI」「スポーツ・医学関連

知識」から構成される。 

 

 本ガイドの各部分について、構成及びイメージを報告する。 

 

1. バイタルデータの取得から解析までの流れ 

2. バイタルデータの記録方法 

3. バイナリファイル変換 

4. バイタルデータの解析方法 

5. 心臓の動きと脈波 

6. 心拍数とトレーニング指標 

7. バイタルデータと解析の例 

8. これまでの運動解析 

9. リアルタイム運動解析 

10. システム構成 

11. 解析パターン 

12. 遠隔解析 

13. 解析映像の配信 

14. 解析映像の記録 

15. システム連携 

16. メタバースへの展望 

図表 12 「講師用指導ガイド（体力トレーニング）」の構成 
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図表 13 「講師用指導ガイド（体力トレーニング）」 ページ例 
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1. バイタルデータによる評価方法 

2. ストレス度診断 

3. メンタルヘルスのバイタルデータによる評価の事例 

4. フィードバックやアドバイスのポイント 

5. 関連事項 

図表 14 「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」の構成 

 

 

図表 15 「講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）」 ページ例 
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1. AI の概要 

2. 機械学習の種類と仕組み、活用例 

3. AI の導入 

4. AI とスポーツ 

図表 16 「講師用指導ガイド（AI）」の構成 

 

 

図表 17 「講師用指導ガイド（AI）」 ページ例 
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1. スポーツと健康 

2. 身体の仕組みと働き 

3. 呼吸循環器系の働きとエネルギー供給 

4. 体力を構成する要素の体系 

5. 体力トレーニングの原理・原則 

6. トレーニングの種類 

7. スポーツとメンタルヘルス 

8. 外傷・障害の予防 

9. コンディショニングの手法 

10. 外科的応急処置 

図表 18 「講師用指導ガイド（スポーツ・医学関連知識）」の構成 
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図表 19 「講師用指導ガイド（スポーツ・医学関連知識）」 ページ例 
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2.4 eラーニング教材 

 本教材は、本教育プログラムを遠隔教育で実施するための中核教材である。本 e ラーニン

グ教材は、PC だけでなくスマートフォンでも利用が可能となっている。 

 

 

図表 20 e ラーニング教材 トップページ 

 

 以下、本 e ラーニング教材のメニュー構成や学習イメージについて報告する。 

 

2.6.1 eラーニング教材のメニュー構成 

 本 e ラーニング教材は、学生用メニューと講師用メニューから構成される。学生用アカウ

ントでサインインした場合は学生用メニューが表示される。講師用アカウントでサインイ

ンした場合は、学生用メニューに加えて講師用メニューが表示される。以下は、講師用アカ

ウントでサインインした場合のメニュー画面である。上部にある「SUPER-BIT の取り扱い

方法」「体力トレーニングの実践」「メンタルヘルストレーニング」の 3 つが学生用のメニュー

で、下部にある「管理者メニュー」が講師用のメニューとなっている。 
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図表 21 e ラーニング教材 メニュー画面（講師用） 

 

 この内、「SUPER-BIT の取り扱い方法」には、SUPER-BIT の装着方法や測定方法に関

する説明資料や説明動画を収録している。 
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2.6.2 「体力トレーニングの実践」のメニュー 

 「体力トレーニングの実践」には、「体力トレーニング」「バイタルデータの意味と解析」

及び「グループワーク（体力トレーニング）」の 3 つのメニュー群が設定されている。この

うち、「体力トレーニング」及び「バイタルデータの意味と解析」は昨年度開発したもので、

今年度は「グループワーク（体力トレーニング）」の部分を新たに開発した。 

 

 

図表 22 e ラーニング教材 「グループワーク（体力トレーニング）」のメニュー群 

 

 学生はここから説明資料をダウンロードしたり、トレーニング映像や講義映像を確認し

たりできる。さらに、学生自身がトレーニングを行っている動画を撮影した動画ファイルを

アップロードし、再生する機能を実装した。これにより、お手本となるトレーニング映像と、
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自身の映像とを比較して、姿勢や動き等をチェックすることができる。 

 

 また以下は、講義映像の学習画面である。他のメニュー項目も同様、講義映像は等倍再生、

1.5 倍速再生、2 倍速再生を選ぶことができる。 

 

 

図表 23 e ラーニング教材 学習画面の例 
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2.6.3 「メンタルヘルストレーニング」のメニュー構成 

 「メンタルヘルストレーニング」には、「メンタルヘルストレーニングの基礎知識」「メン

タルヘルストレーニングの方法」「イメージトレーニング」「リラクゼーション」「コミュニ

ケーション」「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」の 6 つのメニュー群が設定

されている。このうち、「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」が、今年度新た

に開発したものである。以下、「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」のメニュー

構成である。 

 

 

図表 24 e ラーニング教材 「グループワーク（メンタルヘルストレーニング）」の 

メニュー群 

 

2.6.5 講師用メニュー 

 「講師用メニュー」には、「講師向け研修（体力トレーニング）」「講師向け研修（メンタ

ルヘルストレーニング）」「講師向け研修（AI）」「講師向け研修（スポーツ・医学関連知識）」

及び「BITAS 解析方法」の 5 つのメニュー群が設定されている。このうち、「講師向け研修

（体力トレーニング）」「講師向け研修（メンタルヘルストレーニング）」「講師向け研修（AI）」

「講師向け研修（スポーツ・医学関連知識）」の 4 つが、今年度新たに開発したものである。 

 

 以下は、「講師用メニュー」のうち、「講師向け研修（体力トレーニング）」のメニュー群
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である。 

 

 

図表 25 e ラーニング教材 「講師向け研修（体力トレーニング）」のメニュー群 
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第 3部 実証講座実施報告 

 今年度までに開発した教育プログラムから一部を抽出し、実証講座を実施してその効果

を検証した。 

 

第 1章 実証講座の概要 

 今年度実施した実証講座の概要を報告する。 

 

1.1 実証講座の目的 

 今年度までに開発した教育プログラムに対し、その教育効果を検証し、課題を抽出して改

善することを目的とした。 

 

 

1.2 実証講座の実施 

 今年度は、グループワークの内容を中心に、昨年度開発した内容も一部取り入れて 6 時

間の集合講座を構成して実施した。本来はグループワークもオンラインでの実施を想定し

ているが、講座内で使用した各種機材のサポートの必要性等に鑑み、今年度の実証講座では

集合形式とした。また、集合講座の予習として、昨年度開発した e ラーニング全体（40.5 時

間相当）を学生各自で学習することとした。さらに、集合講座の「メンタルヘルストレーニ

ング」で活用するために、ウェアラブルデバイス「SUPER-BIT」を学生に貸与し、24 時間

分のバイタルデータを取得して提出させ、その解析を行っている。そのため、1 月 10 日に

SUPER-BIT の使用方法に関する説明会を実施している。 

 

1.2.1 実証講座の実施内容 

実施内容は、以下の通りである。 
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実施日 令和 5 年 1 月 10 日（火） 

時間 17:30～18:00 

実施会場 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

出席人数 5 名（本校学生） 

実施項目 ・SUPER-BIT 使用方法説明 

・e ラーニング使用方法説明 

備考 講師向け研修の対象となる教員と合同で実施 

図表 26 事前説明会 

 

 

実施日 令和 5 年 1 月 10 日（火）～1 月 23 日（月） 

実施方法 e ラーニング 

実施項目 ・体力トレーニングの実践 

 体力トレーニング 

 バイタルデータの意味と解析 

・メンタルヘルストレーニング 

 メンタルヘルストレーニングの基礎知識 

 メンタルヘルストレーニングの方法 

 イメージトレーニング 

 リラクゼーション 

 コミュニケーション 

備考 昨年度開発部分を実施 

合計 40.5 時間相当 

図表 27 e ラーニング実施内容 
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講座実施日 令和 5 年 1 月 24 日（火） 

時間 10:00～17:00 

実施会場 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

出席人数 5 名（本校学生） 

時間割 時間 実施内容 担当 

10:00～12:00 【バイタルデータと AI】 

・バイタルデータ 

・SUPER-BIT と BITAS 

・心臓と心拍数 

・最大心拍数とトレーニング指

標 

・理想的なバイタルデータ 

・AI が行う【勉強】 

・○×認識とデータ 

・○×認識モデルと計算式 

・ソルバーによる問題解決の例 

・仮の重み値と閾値の解決 

有限会社ワイズマン 

代表取締役 

原田 賢一 講師 

12:00～13:00 【メンタルヘルストレーニン

グ】 

・ストレスチェックテスト 

・バイタルサイン 

・バイタルサインの可視化 

・快適な睡眠 

・METs 

・ストレスプロフィールについ

て 

（事前計測・解析結果のフィー

ドバック） 

・ストレスとメンタルヘルスト

レーニング 

株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

14:00～17:00 【トレーニングとグループ

ワーク】 

・ウォーミングアップ 

・自己紹介 

・ウェアラブルデバイス（心拍

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 
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計）の使用方法について 

・運動時の心拍数の変化 

 ストレッチ 

・心拍計を利用したトレーニン

グ 

 各種トレーニング 

 個人ワーク 

 グループワーク 

・筋電図を使ってみよう 

 個人ワーク 

 グループワーク 

・動作解析（VisionPose）を使っ

てみよう 

 複数人の動作解析 

 個人ワーク 

 グループワーク 

・動作解析の応用例 

手島 貴範 講師 

備考 合計 6 時間 

図表 28 集合講座実施記録 
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1.2.2 実証講座（集合講座）で使用した教材 

 実証講座の集合講座では、今年度開発したグループワーク用教材から内容を抽出して再

構成した他、実証講座用に新たに開発した教材を使用した。また、心拍計、筋電計、骨格推

定システム（VisionPose）、SUPER-BIT も活用し、集合講座前、或いは講座内でバイタル

データの計測と解析を行っている。 

 

講座内容 仕様教材等 

バイタルデータと AI ・グループワーク用教材 

 「体力トレーニングの実践」を再構成 

メンタルヘルストレーニング ・グループワーク用教材 

 「メンタルヘルストレーニング」を再構成 

・SUPER-BIT（事前計測・解析） 

トレーニングとグループワーク ・「トレーニングとグループワーク」 

・記入用ワークシート 

以上を実証講座用に新たに開発 

・心拍計（講座内で計測・解析） 

・筋電計（講座内で計測・解析） 

・VisionPose（講座内で計測・解析） 

図表 29 実証講座（集合講座）で使用した教材等 

 

 

1.2.3 実証講座（集合講座）の様子 

 本項では、実証講座の集合講座の様子について報告する。 

 

1.2.3.1 バイタルデータと AI 

 「バイタルデータと AI」では、バイタルデータの代表例として心拍数を取り上げ、心拍

数によるトレーニング指標について解説した。また、AI の機械学習について簡単なモデル

を例に挙げて解説した他、Excel を用いて問題解決への応用について演習を行った。 
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図表 30 「バイタルデータと AI」の様子 

 

 

 

図表 31 「バイタルデータと AI」の様子（Excel による演習） 
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1.2.3.2 メンタルヘルストレーニング 

 「メンタルヘルストレーニング」では、初めにストレスチェックテストについて解説し、

実際に用紙を使ってストレスチェックテストを実施した。その後、バイタルサインについて

の解説やその可視化についての解説を行った。また、ストレスプロフィールについての解説

を行い、事前に SUPER-BIT によりバイタルデータを計測して解析した結果を、各学生に

フィードバックし、メンタルヘルストレーニングの方法を解説した。 

 

 

 

図表 32 「メンタルヘルストレーニング」の様子 
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図表 33 「メンタルヘルストレーニング」の様子 

 

 

1.2.3.3 トレーニングとグループワーク 

 「トレーニングとグループワーク」では、まず、ウォーミングアップとして講師及び学生

の自己紹介と、イラストを用いた簡単なパズルを行った。その後、心拍計の使用方法を解説

し、安静時の心拍数を計測した。また、実際にストレッチや各種トレーニングを実施して、

自分の心拍数がどのように変化するかを各自で確認した。その結果を基に、個人ワークとし

て、効果の実感しやすいトレーニングを考え、グループワークにより、各自のトレーニング

のアイデアを共有しながら、どのような運動で心拍数をモニタリングすると効果的かにつ

いて話し合った。さらに、全員の心拍数を同時にモニタリングしながらトレーニングを行う

グループエクササイズに取り組み、グループエクササイズについての新しいアイデアを考

え、それをグループで共有し、グループエクササイズの新しいアイデアについて討議した。 

 筋電図についても同様に、筋電図の解説を行った後、筋電図の計測をしたら面白そうなア

イデアを考え、それをグループで共有して新しい活用方法について討議した。 

 骨格推定システム「VisionPose」については、それを体験して自分の動作解析を行った。

その結果を基に、自分が動作解析を行ってみたい運動についてのアイデアを考え、それをグ

ループで共有し、新しい活用方法について討議を行った。 
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図表 34 「トレーニングとグループワーク」の様子（ストレッチ） 

 

 

 

図表 35 「トレーニングとグループワーク」の様子（グループワーク） 
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図表 36 「トレーニングとグループワーク」の様子（筋電計による計測） 

 

 

 

図表 37 「トレーニングとグループワーク」の様子（VisionPose による動作解析） 
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第 2章 実証講座の評価 

 本実証講座では、受講者に対して、講座の実施後におけるアンケート、及び「トレーニン

グとグループワーク」で受講者が記入したワークシートによって評価を行った。 

 

2.1 受講者アンケートによる評価 

 受講者に対して講座実施後にアンケートを行い、実施内容の理解度や今後のトレーニン

グの実施意向等について評価した。 

 

 

2.1.1 SUPER-BITの使い方について 

 

 

図表 38 SUPER-BIT に使い方について 

 

 事前にバイタルデータの計測を行うために受講者に貸与した SUPER-BIT の使い方につ

いては、1 名を除き「分かりやすかった」と回答している。 
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2.1.2 eラーニングの体力トレーニングで実際にやってみたもの 

 

 

図表 39 e ラーニングの体力トレーニングで実際にやってみたもの（複数回答） 

 

 昨年度開発して e ラーニングに収録した体力トレーニングについて、実際にやってみた

ものは、「ストレッチ」「下半身の自重トレーニング」が各 2 名、「上半身の自重トレーニン

グ」が 1 名であった。2 種類の「ダンスエクササイズ」については、どちらも取り組まれな

かったようである。 
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2.1.3 体力トレーニングによる変化 

 

 

図表 40 体力トレーニングによる変化（複数回答） 

 

 体力トレーニングの結果、どのような変化があったかでは、「思った以上に疲れた」が 3

名、「お手本の動作を行うのが難しかった」が 1 名という結果であった。e ラーニング開始

から集合講座までは 2 週間という短い期間であったので、「体力が向上したと思う」という

回答はなかったと考えられる。 
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2.1.4 eラーニングの「バイタルデータの意味と解析」の理解度 

 

 

図表 41 e ラーニングの「バイタルデータの意味と解析」の理解度 

 

 昨年度開発して e ラーニングに収録した「バイタルデータの意味と解析」の理解度では、

学習を行った 3 名については、「よく理解できた」「少し理解できた」との回答であった。 
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2.1.5 集合講座の「バイタルデータと AI」の理解度 

 

 

図表 42 集合講座の「バイタルデータと AI」の理解度 

 

 集合講座で実施した「バイタルデータと AI」の理解度では、「よく理解できた」が 2 名、

「少し理解できた」が 3 名という結果であった。 
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2.1.6 集合講座の「メンタルヘルストレーニング」の理解度 

 

 

図表 43 集合講座の「メンタルヘルストレーニング」の理解度 

 

 集合講座で実施した「メンタルヘルストレーニング」の理解度では、「よく理解できた」

が 1 名、「少し理解できた」が 4 名という結果であった。 
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2.1.7 集合講座の「トレーニングとグループワーク」の理解度 

 

 

図表 44 集合講座の「トレーニングとグループワーク」の理解度 

 

 集合講座で実施した「トレーニングとグループワーク」の理解度では、「よく理解できた」

が 4 名、「少し理解できた」が 1 名という結果であった。3 つの実施内容の中では最も理解

度が高い結果となった。 
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2.1.8 運動やスポーツを行う頻度 

 

 

図表 45 運動やスポーツを行う頻度 

 

 普段、学生が運動やスポーツを行う頻度について質問した。「毎日」「週に 4～6 日くらい」

「週に 1～3 日くらい」という回答が各 1 名、「ほとんど行わない」が 2 名という結果だっ

た。 
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2.1.9 普段、運動不足を感じるか 

 

 

図表 46 普段、運動不足を感じるか 

 

 普段、運動不足を感じるかについては、3 名が「とても感じる」、2 名が「少し感じる」と

いう回答であった。「あまり感じない」「全く感じない」という回答はなかった。前問では普

段から運動を行っているという回答が 3 名であったが、それでも、学生自身は運動不足を

感じているということが分かった。 
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2.1.10 普段、精神面で疲れやストレスを感じるか 

 

 

図表 47 普段、精神面でストレスや疲れを感じるか 

 

 普段、精神面でストレスや疲れを感じるかについては、2 名が「少し感じる」、2 名が「あ

まり感じない」、1 名が「全く感じない」という回答であった。「とても感じる」という回答

はなかった。今回の受講者は、精神面では比較的健康であることがうかがえる。 
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2.1.11 運動やメンタルヘルストレーニングを行う意向 

 

 

図表 48 運動やメンタルヘルストレーニングを行う意向 

 

 今後、運動やメンタルヘルストレーニングを行おうと思うかでは、「とても思う」が 1 名、

「少し思う」が 4 名という回答であった。「あまり思わない」という回答は 1 名であったが、

全体的には、今後も行っていこうという意向がうかがえる結果となった。 
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2.1.12 自由意見 

 今回の講座や、SUPER-BIT、運動、スポーツ、メンタルヘルスなどについての自由意見

には、以下のような回答があった。 

 

 ・興味深い内容でもう少し受けたかったです。 

 ・ウェアラブル端末には興味があったがそのデータの使い方に関しては興味がなかった。

今回の講座でデータの取り扱い方を学び面白かった。今後、運動していきたい。 

 ・スポーツに IT を活用するのに、前から少し興味があったので、今回の講座は面白かっ

た。 

 ・ふだん見れないデータなどが見れて面白かったです。スポーツの分野でも色々と IT が

活用されていて、自分が学んでいること以外にも様々なところで IT が活かされている

と感じました。 

 

 ウェアラブル端末や、スポーツに IT を活用することについて興味を持ったという意見が

寄せられた。また、今後の学習意欲をうかがえる回答もあった。 
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2.2 ワークシートによる評価 

 本実証講座の「トレーニングとグループワーク」では、トレーニングを実施しながら、心

拍計や筋電計等で測定を行い、ワークシートに課題の回答や各自の考えを記入している。 

 

 以下、各課題に対する学生 5 名の回答の一覧である。 

 

2.2.1 ウェアラブルデバイス（心拍計）の使用方法について 

 心拍センサーとスマートフォンを使った心拍数の計測を実施した。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

心 拍 セ ン

サーの装着 
できた できた できた できた  

アプリの設

定 
できた できた できた できた できた 

心 拍 セ ン

サーとアプ

リのペアリ

ング 

できた できた できた できた できた 

現在の心拍

数（拍／分） 
85  75 91  

図表 49 ウェアラブルデバイス（心拍計）の使用方法について 

 

 一部無回答があるが、心拍計の計測方法については理解し、実際に使用することができて

いる。 
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2.2.2 トレーニングの基礎 

 運動をした際の、身体の中で生じる反応や変化について考えた。 

 

①運動時における身体の反応 

 自分自身が運動やトレーニングをしているときのことを想像し、感じたことがある反応

には「○」を、感じたことがない反応には「×」を記入する。他に思いつく項目があれば追

加する。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

つらい ○ ○ ○ ○ ○ 

息が切れる ○ ○ ○ ○ ○ 

心臓がドキ

ドキする 
○ ○ ○ ○ ○ 

苦しい ○ ○ ○ ○ ○ 

清々しい × ○ ○ × ○ 

呼吸数が増

える 
○ ○ ○ ○ ○ 

心拍数が増

える 
○ ○ ○ ○ ○ 

汗だく ○ ○ ○ ○ ○ 

体温が上が

る 
○ ○ ○ ○ ○ 

血流が良く

なる 
× ○ ○ ○ ○ 

 
 

 わき腹が痛

くなる 
 

わき腹が痛

くなる 

 
 

 のどがかわ

く 
  

図表 50 運動時に感じたことがある／ない反応 

 

 「清々しい」「血流が良くなる」を除き、全員が「感じたことがある」と回答している。

その他の反応としては、「わき腹が痛くなる」「のどがかわく」を挙げる学生もいた。 
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運動の分類 

 これまでに体験したことのある運動やスポーツを 

  ・簡単な運動 

  ・ちょっときついなと感じる運動 

  ・つらい・激しい運動 

に分類する。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

簡単な運動 
ジョギング 

自転車 
 

ウォーキン

グ 

自転車 

ウォーキン

グ 

ウォーキン

グ 

踏み台昇降 

ちょっとき

ついなと感

じる運動 

バスケ 

50m 走 
筋トレ 

ランニング 

筋トレ 

野球 

バレーボー

ル 

ジョギング 

スクワット 

水泳 

ジョギング 

卓球 

なわとび 

水泳 

つらい・激

しい運動 
持久走 

シャトルラ

ン 

マラソン 

シャトルラ

ン 

マラソン 

バスケ 

サッカー 

ランニング 

バレーボー

ル 

バスケ 

マラソン 

シャトルラ

ン 

サッカー 

図表 51 運動の分類 

 

 「簡単な運動」にはウォーキングや自転車が多い。「ちょっときついなと感じる運動」に

は球技やジョギング、ランニングが分類された。「つらい・激しい運動」には、球技の他、

マラソンやランニング、ジョギングといった走るスポーツが分類されている。 

 

②現在の心拍数 

 心拍計を用いて、現在の心拍数を計測した。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

現在の心拍

数（拍／

分） 

88  75 90 表示なし 

図表 52 現在の心拍数 
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 測定できた学生は 75～90 拍／分であった。2 名はスマートフォンのアプリに表示が出ず、

正しく計測できなかった。 

 

 

2.2.3 運動時の心拍数の変化 

 運動した後、心拍数がどのように変化するかを計測した。 

 

①運動したときの心拍数と感覚を確かめてみよう 

 まず、椅子に座った状態で心を落ち着かせて呼吸を整えた状態で、安静時心拍数を計測し

た。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

安静時心拍

数（拍／

分） 

81  75 88 72 

図表 53 安静時心拍数 

 

 安静時心拍数は、前項で報告した「現在の心拍数」よりも下がっている。 

 

 

運動強度 

 年齢と安静時心拍数を基準に、運動時の心拍数が自分にとってどの程度の運動強度にな

るかを計算した。その計算は、以下の通りである。まず、 

 推定最高心拍数（220－年齢）＝A 

 安静時心拍数＝B 

 A－B＝C 

とおくと、 

 C×運動強度（%）＋B 

の値が、その運動強度に相当する心拍数となる。 

 

 また、運動強度と運動の効果との関係は、以下の通りである。 
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運動強度 効果 

最大（90～100%） 上級アスリートの瞬発力向上に役立つ 

きつい（80～90%） 短いトレーニングセッションで最大運動能力が向上 

普通（70～80%） 有酸素運動能力が向上 

軽い（60～70%） 基本的な持久力が増し、脂肪燃焼に効果がある 

非常に軽い（50～60%） 運動不足の解消、体力の回復をサポート 

図表 54 運動強度と効果 

 

 この計算方法によると、各学生の運動強度は以下のようになった。 

 

運動強度 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

50% 140.5 140 137.5 144 136 

60% 152.4 151 150 155.2 148.8 

70% 164.3 161 162.5 166.4 161.6 

80% 176.2 171 175 177.6 174.4 

90% 188.1 181 187.5 188.8 187.2 

図表 55 運動強度と心拍数（拍／分） 

 

 同年代ということもあり、運動強度に学生ごとの大きな差はなかった。 

 

 

②ストレッチ（軽運動）での心拍数の変化 

 ストレッチのような軽い運動で心拍数が上がるかについて考えた。まず、自分の心拍数が

ストレッチによってどれほどになるかを予想した。そして、実際にストレッチを行い、その

後、心拍数を測って結果を比較した。 

 

 学生 1 学生 2 学生 3 学生 4 学生 5 

予想心拍数 

（拍／分） 
110 150 95 110 90 

実際の心拍数 

（拍／分） 
95  88 127 84 

図表 56 ストレッチ後の予想心拍数と実際の心拍数 

 

 3 名は予想より実際の心拍数が低いという結果だったが、1 名は予想よりも高くなった。 
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2.2.4 グループワーク（1） 

 グループワーク（1）では、まず個人ワークとして、心拍数をモニタリングしながら行う

と効果を実感しやすいトレーニングについて考えた。その後、グループワークとして、それ

ぞれの心拍トレーニングのアイデアを共有しながら、どんな運動で心拍数をモニタリング

するのが効果的かを考えた。 

 

＜個人ワーク＞ 

 心拍数をモニタリングしながら行うと効果を実感しやすいトレーニング 

学生 1 自転車 

学生 2 ダンベルもちあげるやつ 

学生 3 
階段、ビリーズ・ブート・キャンプ、バービー、シャトルラン、 

野球、バスケ 

学生 4 ランニング、ジョギング、水泳 

学生 5 重いものをもちあげる、バタフライ（水泳）、インターバルトレーニング 

図表 57 個人ワーク回答 

 

＜グループワーク＞ 

・水泳（バタフライ） 

・インターバルトレーニング 

・階段上り下り 

図表 58 グループワーク回答 

 

 個人ワークでは、比較的オーソドックスなトレーニングの他、「階段」や「ビリーズ・ブー

ト・キャンプ」など、様々なアイデアが浮かんだ。グループワークでは、「水泳（バタフラ

イ）」「インターバルトレーニング」「階段上り下り」の 3 つにまとまった。 

 

 

2.2.5 グループエクササイズ 

 グループエクササイズでは、全員の心拍数を同時にモニタリングし、お互いを比較しなが

らトレーニングを行った。その後、グループエクササイズを実施してみて感じたことをまと

めた。また、個人ワークとして、グループエクササイズについての新しいアイデアを考えた。

その後、グループワークとして、それぞれのグループエクササイズのアイデアを共有しなが

ら、どんな運動で心拍数をモニタリングしながらグループエクササイズができそうか、新し

いアイデアを考えた。 
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①心拍計を利用したトレーニング（2） 

 グループエクササイズを実施し、一緒にトレーニングすることや自分の心拍数と他人の

心拍数を同時に確認できることで感じたことをまとめた。 

 

 グループエクササイズで感じたこと 

学生 1 
筋肉を使う系は皆そんなに上がってなかった 

自分が意外と上がりやすかった 

学生 2 
おもしろい 

続けられる 

学生 3 きついと思う程心拍数が上がる 

学生 4 人によって上がりやすさの差があるのがわかる 

学生 5 他の人の心拍数が見えることによって連帯感が出た 

図表 59 グループエクササイズで感じたこと 

 

 他人と心拍数を比較することの効果についての意見が多かった。 

 

②グループワーク（2） 

 

＜個人ワーク＞ 

 グループエクササイズの新しいアイデア 

学生 1 かくれんぼ、ドッヂボール、バスケ、野球 

学生 2 二人三脚、鬼ごっこ、ダンス 

学生 3 
1～6 階まで誰が 1 番か、ダーツみたいに 1 発に集中力が必要なもの、 

面接 

学生 4 集団面接、人狼ゲーム8 

学生 5 
誰が一番最初に 190 以上いけるのかの勝負、 

エナジードリンクとチルアウト9の効果調べ 

図表 60 個人ワーク回答 

 

 グループエクササイズの新しいアイデアでは、スポーツだけでなく、「かくれんぼ」や「鬼

ごっこ」のような遊びや、「面接」「人狼ゲーム」などで心理面での評価を行おうというもの、

「一番早く心拍数が 190 以上になる勝負」といったゲームのような使い方も挙げられた。 

 
8 参加者が村人彩サイドと人狼サイドに分かれて戦うテーブルトーク RPG 
9 リラクゼーションサポートドリンク 
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＜グループワーク＞ 

・面接（集団） 

・かくれんぼ 

・PK 

図表 61 グループワーク回答 

 

 グループワークでは、心拍計を心理面での評価に使おうという意図が見える回答となっ

た。 

 

 

2.2.6 筋電図 

 筋電図については、まずその仕組みを解説した。その後、個人ワークとして、筋電図の計

測をしたら面白そうな運動や動作についてのアイデアを考えた。そして、グループワークに

て各自のアイデアを共有し、筋電図の新しい活用方法について討議した。 

 

グループワーク（3） 

 

＜個人ワーク＞ 

 筋電図の計測をしたら面白そうな運動や動作 

学生 1 演奏、腕相撲 

学生 2 球技、ダーツ 

学生 3 ボクシング、ラグビー、野球、短距離、垂直跳び、体操 

学生 4 重いものを持つ（引っ越しなど）、瓶の蓋を開けるとき、家事、動物 

学生 5 

ボディビルダーの筋トレ中につける、 

筋肉ルーレットに試してみる、色々な競技のフォーム矯正、 

人工筋肉につける 

図表 62 個人ワーク回答 

 

 個人ワークでは、スポーツ以外の回答も多く挙がっていた。 

 

＜グループワーク＞ 

・動物につける 

・運動全般（フォームや動作の一部分） 

図表 63 グループワーク回答 
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 グループワークでは、動物につけて計測するというユニークな回答となった。 

 

 

2.2.7 動作解析（VisionPose） 

 動作解析については、まず、骨格推定システム「VisionPose」について、その概要や動作

解析の仕組みついて解説した。その後、各自の動作解析を行い、それを基に、個人ワークと

して動作解析を行いたい運動についてのアイデアを考えた。さらに、グループワークでそれ

を共有し、動作解析の新しい活用方法について討議した。 

 

＜個人ワーク＞ 

 動作解析をやってみたい運動 

学生 1 表情→感情、タイピング、野球球種 

学生 2 体操技、スケート、ダンス 

学生 3 体操、野球、重心と力の関わり方 

学生 4 ダンス 

学生 5 あやとりや折り紙の折り方 

図表 64 個人ワーク回答 

 

 動作を身につけるという観点での回答が挙げられている。 

 

＜グループワーク＞ 

・トップ選手の動き 

図表 65 グループワーク回答 

 

 グループワークでは、トップ選手の動きを解析して練習に取り入れようという観点の回

答が挙げられた。 
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第 3章 まとめ 

 今年度までの事業で開発した教育プログラムから内容を抽出して再構成し、事前説明会

0.5 時間、e ラーニング 40.5 時間、グループワーク（集合講座）6 時間の、合計 47 時間の

実証講座を実施した。 

 

 受講者アンケートでは、e ラーニング及び集合講座の内容を全員が「理解できた」と回答

している。難易度や教育手法については特に問題はないと考えられる。また、参考までに、

運動面や精神面での質問も設けているが、運動面では、全員が運動不足を感じているという

結果だった。一方、精神面でストレスを感じている学生は少なかった。そのような学生に対

して実施した集合講座であったが、その結果、受講者の大部分が「今後も運動やメンタルヘ

ルストレーニングを行おうと思う」と回答しており、本実証講座が、体力とレーニングやメ

ンタルヘルストレーニングの実施を促し、学生の健康づくりに貢献するという効果も確認

できた。さらに、自由意見では IT をスポーツに活用する点やデータを活用する点に興味を

持ったという意見もあり、IT 系の学生がスポーツ分野に興味を持つキッカケとなった点も

評価できる。 

 

 また、ワークシートでも、受講者がスポーツが専門ではないということも影響してか、心

拍計、筋電計、動作解析を行う運動として、実に様々な回答が挙げられた。各計測ツールの

仕組みや効果を理解した上で、グループワークでも積極的に議論が行われていた。学生が積

極的に参加できる講座を実施できた点も、大きな成果である。 

 

 昨年度から本事業を推進するにつれ、ウェアラブルデバイス「SUPER-BIT」では、取得

したデータの解析がリアルタイムにできず、解析には時間がかかることが分かった。そのた

め、受講者の負担を考慮し、実証講座での計測は 1 回、24 時間に限定して、そこで取得し

たデータを講師が解析しておき、その結果を集合講座でフィードバックするという形式を

とった。そのため、実証講座内での体力トレーニング及びメンタルヘルストレーニングの効

果は評価していない。この点の評価をどのように行うかは、今後の課題である。 

 

 また、今年度の実証講座では、心拍計、筋電計、骨格推定システム「VisionPose」といた

各種ツール・システムを使用した。こうしたツール・システムのサポートが必要になること

から、グループワークは集合形式で実施した。このグループワークを遠隔で実施できるか、

或いはグループワークは集合形式で実施するかは、今後の検討課題である。 
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第 4部 講師向け研修実施報告 

 今年度までに開発した教育プログラムから一部を抽出して講師向け研修を構成し、実証

的に実施してその効果を検証した。 

 

第 1章 講師向け研修の概要 

 今年度実施した講師向け研修の概要を報告する。 

 

1.1 講師向け研修の目的 

 今年度までに開発した講師向け研修の内容について、その効果を検証し、課題を抽出して

改善することを目的とした。 

 

 

1.2 講師向け研修の実施 

 今年度は、本校の IT 系の教員を対象に実施し、学生向けの教育プログラムの内容を授業

でどのように活用できるか、その可能性を考えてもらう研修とした。そのため、開発した講

師用指導ガイドの内容だけでなく、グループワークを中心に学生向け教育プログラムの内

容も一部、体験してもらい、その評価を行った。講師向け研修も本来はオンラインでの実施

を想定しているが、研修において使用した各種機材のサポートの必要性等に鑑み、今年度は

集合形式とした。また、学生向け教育プログラムの評価のため、昨年度開発した e ラーニン

グ全体（40.5 時間相当）を各自で視聴してもらっている。さらに、集合講座の「メンタルヘ

ルストレーニング」で活用するために、ウェアラブルデバイス「SUPER-BIT」を講師にも

貸与し、24 時間分のバイタルデータを取得して提出させ、その解析を行っている。そのた

め、1 月 10 日に SUPER-BIT の使用方法に関する説明会を実施している。 

 

 

1.2.1 講師向け研修の実施内容 

実施内容は、以下の通りである。 
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実施日 令和 5 年 1 月 10 日（火） 

時間 17:30～18:00 

実施会場 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

出席人数 5 名（本校教員） 

実施項目 ・SUPER-BIT 使用方法説明 

・e ラーニング使用方法説明 

備考 学生向け実証講座の受講者と合同で実施 

図表 66 事前説明会 

 

 

講座実施日 令和 5 年 1 月 24 日（火） 

時間 10:00～17:00 

実施会場 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

出席人数 5 名（本校学生） 

時間割 時間 実施内容 担当 

10:00～13:00 【トレーニングとグループ

ワーク】 

・ウォーミングアップ 

・自己紹介 

・ウェアラブルデバイス（心拍

計）の使用方法について 

・運動時の心拍数の変化 

 ストレッチ 

・心拍計を利用したトレーニン

グ 

 各種トレーニング 

 個人ワーク 

 グループワーク 

・筋電図を使ってみよう 

 個人ワーク 

 グループワーク 

・動作解析（VisionPose）を使っ

てみよう 

 動作解析 

 個人ワーク 

日本工学院 

八王子専門学校 

スポーツ・医療カレッジ 

スポーツ健康学科 

スポーツ健康学科三年制 

手島 貴範 講師 
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 グループワーク 

・動作解析の応用例 

13:00～15:00 【AI とバイタルデータによる

運動解析】 

・バイタルデータの記録方法 

・心臓の動きと脈波 

・心拍数とトレーニング指標 

・バイタルデータの解析と評価

の例 

・これまでの運動解析 

・リアルタイム運動解析 

・遠隔解析 

・システム連携 

・映像解析 

・解析モデル 

有限会社ワイズマン 

代表取締役 

原田 賢一 講師 

14:00～17:00 【メンタルヘルストレーニン

グ】 

・SUPER-BIT について 

・ストレスチェックについて 

・バイタルサインについて 

・最適な睡眠 

・事前計測・解析結果のフィー

ドバック 

・METs について 

・ストレスチェックテスト実施 

株式会社ベイシス 

代表取締役 

町田 一哉 講師 

備考 合計 6 時間 

図表 67 講師向け研修実施記録 
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1.2.2 講師向け研修で使用した教材 

 講師向け研修では、今年度開発した講師用指導ガイドから内容を抽出して再構成した他、

今回の研修向けに新たに開発した教材を使用した。また、心拍計、筋電計、骨格推定システ

ム（VisionPose）、SUPER-BIT も活用し、研修前、或いは研修内でバイタルデータの計測

と解析を行っている。 

 

研修内容 仕様教材等 

AI とバイタルデータによる運動

解析 

・講師用指導ガイド 

 「体力トレーニング」を再構成 

メンタルヘルストレーニング ・講師用指導ガイド 

 「メンタルヘルストレーニング」を再構成 

・SUPER-BIT（事前計測・解析） 

トレーニングとグループワーク ・「トレーニングとグループワーク」 

・記入用ワークシート 

以上を今回の研修用に新たに開発 

（実証講座と兼用） 

・心拍計（講座内で計測・解析） 

・筋電計（講座内で計測・解析） 

・VisionPose（講座内で計測・解析） 

図表 68 講師向け研修で使用した教材等 
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1.2.3 講師向け研修の様子 

 本項では、講師向け研修の様子について報告する。 

 

1.2.3.1 トレーニングとグループワーク 

 「トレーニングとグループワーク」では、まず、ウォーミングアップとして講師及び受講

者の自己紹介と、イラストを用いた簡単なパズルを行った。その後、心拍計の使用方法を解

説し、安静時の心拍数を計測した。また、実際にストレッチや各種トレーニングを実施して、

自分の心拍数がどのように変化するかを各自で確認した。その結果を基に、個人ワークとし

て、効果の実感しやすいトレーニングを考え、グループワークにより、各自のトレーニング

のアイデアを共有しながら、どのような運動で心拍数をモニタリングすると効果的かにつ

いて話し合った。さらに、全員の心拍数を同時にモニタリングしながらトレーニングを行う

グループエクササイズに取り組み、グループエクササイズについての新しいアイデアを考

え、それをグループで共有し、グループエクササイズの新しいアイデアについて討議した。 

 筋電図についても同様に、筋電図の解説を行った後、筋電図の計測をしたら面白そうなア

イデアを考え、それをグループで共有して新しい活用方法について討議した。骨格推定シス

テム「VisionPose」については、それを体験して自分の動作解析を行った。その結果を基に、

自分が動作解析を行ってみたい運動についてのアイデアを考え、それをグループで共有し、

新しい活用方法について討議を行った。 

 

 

図表 69 「トレーニングとグループワーク」の様子（講義） 

 



70 

 

 

 

図表 70 「トレーニングとグループワーク」の様子（ストレッチ） 

 

 

 

図表 71 「トレーニングとグループワーク」の様子（グループワーク） 
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図表 72 「トレーニングとグループワーク」の様子（筋電計による計測） 

 

 

1.2.3.2 AIとバイタルデータによる運動解析 

 「バイタルデータと AI」では、バイタルデータの代表例として心拍数を取り上げ、心拍

数によるトレーニング指標について解説した。また、骨格推定システム「VisionPose」を用

いた運動解析について解説し、リアルタイムでの運動解析や遠隔での運動解析の仕組み及

び事例を取り上げた。さらに、本教育プログラムで活用している運動解析システムの概要や

Unity 等とのシステム連携について解説し、応用例としてメタバースへの展開について紹介

した。 
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図表 73 「AI とバイタルデータによる運動解析」の様子 

 

 

 

図表 74 「AI とバイタルデータによる運動解析」の様子 
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1.2.3.3 メンタルヘルストレーニング 

 「メンタルヘルストレーニング」では、SUPER-BIT の概要や、ストレスチェックの方法、

バイタルサインについての解説やその可視化についての解説を行った。その後、事前に

SUPER-BIT によりバイタルデータを計測して解析した結果を、各受講者にフィードバック

した。最後に、実際にストレスチェックテストを実施し、アドバイスのポイント等を解説し

た。 

 

 

図表 75 「メンタルヘルストレーニング」の様子 
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図表 76 「メンタルヘルストレーニング」の様子 
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第 2章 講師向け研修の評価 

 本研修では、受講者に対して、研修の実施後におけるアンケート、及び「トレーニングと

グループワーク」で受講者が記入したワークシートによって評価を行った。 

 

2.1 受講者アンケートによる評価 

 受講者に対して研修実施後にアンケートを行い、実施内容の理解度や授業での活用可能

性等について評価した。 

 

 

2.1.1 SUPER-BITの使い方について 

 

 

図表 77 SUPER-BIT に使い方について 

 

 事前にバイタルデータの計測を行うために受講者に貸与した SUPER-BIT の使い方につ

いては、全員が「分かりやすかった」と回答している。 
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2.1.2 「トレーニングとグループワーク」の理解度 

 

 

図表 78 「トレーニングとグループワーク」の理解度 

 

 集合講座で実施した「トレーニングとグループワーク」の理解度では、全員が「よく理解

できた」と回答した。 
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2.1.3 「AIとバイタルデータによる運動解析」の理解度 

 

 

図表 79 「AI とバイタルデータによる運動解析」の理解度 

 

 「AI とバイタルデータによる運動解析」の理解度では、40%が「よく理解できた」、20%

が「少し理解できた」と回答している。一方、「あまり理解できなかった」という回答も 40%

あった。 
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2.1.4 「メンタルヘルストレーニング」の理解度 

 

 

図表 80 「メンタルヘルストレーニング」の理解度 

 

 「メンタルヘルストレーニング」の理解度では、全員が「よく理解できた」と回答してい

る。 
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2.1.5 普段、学生の精神面で不安や不調を感じることがあるか 

 

 

図表 81 普段、学生の精神面で不安や不調を感じることがあるか 

 

 普段、学生の精神面で不安や不調を感じることがあるかという質問では、20%が「とても

感じる」、80%が「少し感じる」という回答であった。教員の目を通して、学生が普段から

何らかのストレスを感じている傾向がうかがえる。 
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2.1.6 コロナ禍前と比較した学生の精神面での不安や不調を感じる頻度 

 

 

図表 82 コロナ禍前と比較した学生の精神面での不安や不調を感じる頻度 

 

 コロナ禍前と比較して、学生の精神面での不安や不調を感じる頻度はどう変化したかと

いう質問では、全員が「少し増えた」と回答している。学生のストレスにコロナ禍の影響が

あることが推測される。 
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2.1.7 学生向けに授業で取り扱ってみたい内容 

 

 

図表 83 学生向けに授業で取り扱ってみたい内容 

 

 今回の研修で体験してみて、学生向けに授業で取り扱ってみたいと思った内容では、「ト

レーニングとグループワーク」を全員が挙げていた。「AI とバイタルデータによる運動解析」

は 1 名、「メンタルヘルストレーニング」は 3 名という結果だった。 

 

  



82 

 

2.1.8 自由意見 

 今回の研修や、SUPER-BIT、運動、スポーツ、メンタルヘルスなどについての自由意見

には、以下のような回答があった。 

 

 ・仕事から趣味まで幅広く活かせると感じ、実生活に取り入れたいと思った。自分の見え

ない部分を可視化できて面白い。 

 ・それぞれの内容が興味深いものだったので、もっと詳細を学びたいと思った。元々、バ

イオ系に居たので、話を理解しやすかった様な気がする。 

 ・普段見えないところを数値でわかったりしてすごく良い機会になった。午前中の手島講

師の授業は資料がわかりやすく、体も動かして数値を見れたので良かった。 

 ・今回は研修に参加させていただきありがとうございました。自身の情報を数値として出

させていただいたことで、普段の生活でのストレスや運動・健康状態を知ることができ

ました。 

 ・手島先生の IT を含めたスポーツ関連はとてもおもしろく興味を持ちました。脈拍の利

用に関して、多くの活用方法があることが知れ良かったです。Super-Bit に関しても、

現在の自分の状態がわかり、おもしろかったです。（特に寝ている時の事を知れ） 

 

 研修内容に対して興味を持ったという回答が多かった。今後の活用意向がうかがえる内

容もあった。 
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2.2 ワークシートによる評価 

 本研修の「トレーニングとグループワーク」では、トレーニングを実施しながら、心拍計

や筋電計等で測定を行い、ワークシートに課題の回答や各自の考えを記入している。 

 

 以下、各課題に対する受講者 5 名の回答の一覧である。 

 

2.2.1 ウェアラブルデバイス（心拍計）の使用方法について 

 心拍センサーとスマートフォンを使った心拍数の計測を実施した。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

心 拍 セ ン

サーの装着 
できた できた できた できた  

アプリの設

定 
できた できた できた できた できた 

心 拍 セ ン

サーとアプ

リのペアリ

ング 

できた できた できた できた できた 

現在の心拍

数（拍／分） 
85 72 82 66 90 

図表 84 ウェアラブルデバイス（心拍計）の使用方法について 

 

心拍計の計測方法について理解し、実際に使用することができている。 

 

 

  



84 

 

2.2.2 トレーニングの基礎 

 運動をした際の、身体の中で生じる反応や変化について考えた。 

 

①運動時における身体の反応 

 自分自身が運動やトレーニングをしているときのことを想像し、感じたことがある反応

には「○」を、感じたことがない反応には「×」を記入する。他に思いつく項目があれば追

加する。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

つらい ○ ○ ○ ○ ○ 

息が切れる ○ ○ ○ ○ ○ 

心臓がドキ

ドキする 
○ ○ ○ ○ ○ 

苦しい ○ ○ ○ ○ ○ 

清々しい ○ × ○ × × 

呼吸数が増

える 
○ ○ ○ ○ ○ 

心拍数が増

える 
○ ○ ○ △ ○ 

汗だく ○ ○ ○ ○ ○ 

体温が上が

る 
○ ○ ○ ○ ○ 

血流が良く

なる 
○ ○ ○ ○ ○ 

 痛み、疲れ

を感じない 

頭が真っ白

になる 
寒い 楽しい やめたい 

 
頭痛 

 冷や汗をか

く 
頭痛 満腹感 

図表 85 運動時に感じたことがある／ない反応 

 

 「清々しい」「心拍数が増える」を除き、全員が「感じたことがある」と回答している。

その他の反応としては、「痛み、疲れを感じない」「頭痛」「寒い」「冷や汗をかく」「やめた

い」「満腹感」が挙げられた。 
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運動の分類 

 これまでに体験したことのある運動やスポーツを 

  ・簡単な運動 

  ・ちょっときついなと感じる運動 

  ・つらい・激しい運動 

に分類する。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

簡単な運動 

ウォーキン

グ 

サイクリン

グ 

ウォーキン

グ 

ゲートボー

ル 

ウォーキン

グ 

ゴルフ 

ウォーキン

グ 

ボール投げ

系 

ジョギング 

野球 

ちょっとき

ついなと感

じる運動 

水泳 

登山 

ランニング 

サイクリン

グ 

バドミント

ン 

階段 

ランニング 

バレーボー

ル 

ジョギング 

筋トレ 

体幹トレー

ニング 

階段 

ウェイト 

水泳 

つらい・激

しい運動 

マラソン 

100m 走 

ボクシング 

マラソン 

サッカー 

登山 

ボルダリン

グ 

水泳 

ボクシング 

マラソン 

サッカー 

バスケット

ボール 

水泳 

ボクシング 

ランニング 

サッカー 

フットサル 

水泳 

バービー 

図表 86 運動の分類 

 

 「簡単な運動」にはウォーキングが多い。「ちょっときついなと感じる運動」には球技や

ジョギング、ランニング等が分類された。「つらい・激しい運動」には、球技の他、マラソ

ンや 100m 走といった走るスポーツの他、登山やボルダリング、ボクシング等が分類され

ている。 
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②現在の心拍数 

 心拍計を用いて、現在の心拍数を計測した。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

現在の心拍

数（拍／

分） 

61 72 78 67 97 

図表 87 現在の心拍数 

 

 受講者の心拍数は、61～97 拍／分と、少し幅が大きかった。 

 

 

2.2.3 運動時の心拍数の変化 

 運動した後、心拍数がどのように変化するかを計測した。 

 

①運動したときの心拍数と感覚を確かめてみよう 

 まず、椅子に座った状態で心を落ち着かせて呼吸を整えた状態で、安静時心拍数を計測し

た。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

安静時心拍

数（拍／

分） 

61 65 69 69 92 

図表 88 安静時心拍数 

 

 安静時心拍数は、4 人が 60 台まで下がっている。 

 

 

運動強度 

 第 3 章 2.2 節 2.2.3 項で報告した方法と同様に、教員についても運動強度を計算した。各

受講者の運動強度は以下のようになった。 
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運動強度 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

50% 126.5 131 132.5 128 144 

60% 139.6 144 145.2 141.6 154 

70% 152.7 157 157.9 155.2 164 

80% 165.8 170 170.6 168.8 175 

90% 178.9 183 183.3 182.4 185 

図表 89 運動強度と心拍数（拍／分） 

 

 安静時心拍数が比較的高い教員 5 は、運動強度 80%までの心拍数が他の 4 人に比べて高

く、その差はやや大きい。運動強度 90%では、その差は縮まっている。 

 

 

②ストレッチ（軽運動）での心拍数の変化 

 ストレッチのような軽い運動で心拍数が上がるかについて考えた。まず、自分の心拍数が

ストレッチによってどれほどになるかを予想した。そして、実際にストレッチを行い、その

後、心拍数を測って結果を比較した。 

 

 教員 1 教員 2 教員 3 教員 4 教員 5 

予想心拍数 

（拍／分） 
90 85 130 85 115 

実際の心拍数 

（拍／分） 
94 93 86 83 121 

図表 90 ストレッチ後の予想心拍数と実際の心拍数 

 

 3 名は予想より実際の心拍数が高いという結果だった。先の運動強度では 40%以下とな

る心拍数となっている。 

 

 

2.2.4 グループワーク（1） 

 グループワーク（1）では、まず個人ワークとして、心拍数をモニタリングしながら行う

と効果を実感しやすいトレーニングについて考えた。その後、グループワークとして、それ

ぞれの心拍トレーニングのアイデアを共有しながら、どんな運動で心拍数をモニタリング

するのが効果的かを考えた。 
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＜個人ワーク＞ 

 心拍数をモニタリングしながら行うと効果を実感しやすいトレーニング 

教員 1 サイクリング、登山、マラソン、100m 走、ゴルフ 

教員 2 バンジージャンプの際に装着（ビビり具合） 

教員 3 

長距離、登山（長いもの程ペース感を見る） 

水泳 

ゴルフ、弓道（メンタル） 

ギャンブル 

教員 4 階段の段飛ばし、他の筋トレ 

教員 5 スピード打ち込み10、サーキット系、HIIT11、ダーツ 

図表 91 個人ワーク回答 

 

＜グループワーク＞ 

・ダーツ（メンタル） 

・登山 

・階段（通勤等も含む。出社～退社までの 1 日） 

図表 92 グループワーク回答 

 

 個人ワークでは、比較的オーソドックスなトレーニングの他、「登山」や「弓道」、「階段」

など、様々なアイデアが浮かんだ。グループワークでは、「ダーツ」「登山」「階段」の 3 つ

にまとまった。 

 

 

2.2.5 グループエクササイズ 

 グループエクササイズでは、全員の心拍数を同時にモニタリングし、お互いを比較しなが

らトレーニングを行った。その後、グループエクササイズを実施してみて感じたことをまと

めた。また、個人ワークとして、グループエクササイズについての新しいアイデアを考えた。

その後、グループワークとして、それぞれのグループエクササイズのアイデアを共有しなが

ら、どんな運動で心拍数をモニタリングしながらグループエクササイズができそうか、新し

いアイデアを考えた。 

 

 

  

 
10 柔道の基本的な練習方法で、スピードの速い打ち込みを繰り返す。 
11 High Intensity Interval Training（高強度インターバルトレーニング）。負荷の高い運

動と小休憩を繰り返すトレーニング法。 
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①心拍計を利用したトレーニング（2） 

 グループエクササイズを実施し、一緒にトレーニングすることや自分の心拍数と他人の

心拍数を同時に確認できることで感じたことをまとめた。 

 

 グループエクササイズで感じたこと 

教員 1 

手抜きが分かるので困る 

仲間にペースを合わせる競技（自転車など）でペース合わせ 

合否 

教員 2 他の人と同時に行うため、ある一定の数値は欲しいと感じました。 

教員 3  

教員 4 
もも上げなどの激しい運動だと大きく変化する 

体力的にきつくても心拍数が上がらない時もある？？ 

教員 5 人によってバラツキが大きいのがおもしろいと思った 

図表 93 グループエクササイズで感じたこと 

 

 他人と比較してどうだったかという意見が多かった。 

 

②グループワーク（2） 

 

＜個人ワーク＞ 

 グループエクササイズの新しいアイデア 

教員 1 授業に活かせる、チームプレー 

教員 2 試験時（集団面接）に誰が焦っているかモニタリングする 

教員 3 

授業 

面接練習…集団面接、面接官側も 

ヨガ、瞑想、座禅 

絶叫系 

教員 4 
ババ抜き（2 枚の状態）、グループなら増やしても良い 

サッカーの試合の疲れ（小さい子） 

教員 5 ボート、大縄跳び 

図表 94 個人ワーク回答 

 

 グループエクササイズの新しいアイデアでは、授業や集団面接といった教員ならではの

回答があった。その他、ババ抜きやボートなど、集団で取り組むものが多かった。 
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＜グループワーク＞ 

・授業、面接練習に導入して、客観的なデータから学生の状態を把握することができる 

図表 95 グループワーク回答 

 

 グループワークでは、授業や集団面接での客観的な評価に活用するという意見にまと

まった。 

 

 

2.2.6 筋電図 

 筋電図については、まずその仕組みを解説した。その後、個人ワークとして、筋電図の計

測をしたら面白そうな運動や動作についてのアイデアを考えた。そして、グループワークに

て各自のアイデアを共有し、筋電図の新しい活用方法について討議した。 

 

グループワーク（3） 

 

＜個人ワーク＞ 

 筋電図の計測をしたら面白そうな運動や動作 

教員 1 絵、陶芸、e スポーツ、歌、楽器 

教員 2 

（高橋）名人のボタン連打 

剣道の素振りの力の込め方 

（ゴルフ、ゲートボール） 

教員 3 野球、ゴルフ、体操、顔 

教員 4 
サッカーのパスとシュートの筋肉の違い 

水泳のバタフライ、背泳ぎ、クロール、平泳ぎの違い 

教員 5 

受け身を取る際の力の入り方の計測 

ボールをキャッチする時の計測 

シバリング12 

図表 96 個人ワーク回答 

 

 個人ワークでは、スポーツに関するものや、同じスポーツでの違い、絵や陶芸などスポー

ツとは異なるものも挙げられていた。 

 

  

 
12 寒いときや発熱時に生じる「身震い」 
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＜グループワーク＞ 

・油絵のタッチ 

・e スポーツ 

・ゴルフのインパクトの瞬間 

・体操 

・立ち方、姿勢 

図表 97 グループワーク回答 

 

 グループワークでは、ゴルフや体操といったスポーツの他、「油絵のタッチ」といった内

容も挙げられた。 

 

 

2.2.7 動作解析（VisionPose） 

 動作解析については、まず、骨格推定システム「VisionPose」について、その概要や動作

解析の仕組みついて解説した。その後、各自の動作解析を行い、それを基に、個人ワークと

して動作解析を行いたい運動についてのアイデアを考えた。さらに、グループワークでそれ

を共有し、動作解析の新しい活用方法について討議した。 

 

＜個人ワーク＞ 

 動作解析をやってみたい運動 

教員 1 

組み体操 

同じ動作を繰り返す（自転車とか） 

ライン作業 

教員 2 マジシャンの手品を見破れるか 

教員 3 

歩行、癖、防犯 

空手 

姿勢 

教員 4 
マラソンの動き 

字の書き方 

教員 5 ビリヤード、ダーツ、書道、ドミノ 

図表 98 個人ワーク回答 

 

 スポーツや運動以外に、「ライン作業」「字の書き方」といった動作に関するものも多く挙

げられた。 
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＜グループワーク＞ 

・書道 

・空手 

・歩行（人の特定） 

・手品 

・マラソン 

・動物 

図表 99 グループワーク回答 

 

 グループワークでは、技能の向上に関わるものの他、人の特定に活用する、動物の動作解

析を行うといった回答も見られた。 
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第 3章 まとめ 

 今年度までに開発した講師向け研修の内容、及びグループワークを中心に学生向け教育

プログラムの内容も一部組み込み、研修を構成して実証的に実施した。集合形式で実施時間

は 6 時間である。 

 

 受講者アンケートでは、「トレーニングとグループワーク」及び「メンタルヘルストレー

ニング」については、全員が「よく理解できた」と回答している。一方、「AI とバイタルデー

タによる運動解析」は、「あまり理解できなかった」という回答が 2 名から挙がっている。

受講者は IT 系の教員なので AI については比較的馴染みがあることが予想される。それで

も「あまり理解できなかった」という回答が挙がったことから、難易度や研修方法に原因が

あると考えられる。次年度に改善を目指したい。また、参考までに学生の精神面についての

質問を行っているが、学生の精神面での不安や不調については全員が感じると回答してい

る。さらに、その頻度はコロナ禍前と比較して、全員が「少し増えた」と回答していること

から、コロナ禍の影響で学生が精神面で不安や不調をきたしていることが改めて明らかに

なった。これは学生に対して実施した受講者アンケートの結果とも一致している。さらに、

自由意見では、研修の内容に興味を持ったという意見が多く、授業や生活面でも活用してい

きたいという意見もあった。このことから、本校における本教育プログラムの導入可能性を

確かめることができた。 

 

 また、ワークシートでは、スポーツが専門ではないということも影響してか、心拍計、筋

電計、動作解析を行う運動として、実に様々な回答が挙げられた。各計測ツールの仕組みや

効果を理解した上で、グループワークでも積極的に議論が行われていた。このように学生向

けの講座内容を教員が体験することで、授業でどのように活用していくかを考えるキッカ

ケになったことが期待される。 

 

 以上により、講師向け研修の効果は十分に確かめることができた。次年度は、難易度の調

整や研修方法の再検討を行い、効果を自高めていくことを計画したい。 
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第 4部 次年度以降への展開検討 

第 1章 今年度の事業成果 

 今年度は、3 年間の事業期間における 2 年目として、昨年度の事業に引き続き各種教材を

開発し、実証講座を実施した。 

 

 今年度は、グループワーク教材及び講師用指導ガイドを開発し、e ラーニングに実装した。

こうして開発した教育プログラムから、e ラーニング及び集合講座からなる実証講座を構成

して、本校の IT 系の学生を対象に実施した。受講者アンケート及びワークシートからは、

学生の理解度は高く、積極的にグループワークに取り組んでいたことがうかがえる。また、

IT 系の学生に体力トレーニングやメンタルヘルストレーニングに興味を持たせ、今後も取

り組む意向を引き出したことは大きな成果である。また、本校の IT 系の教員に対しても、

講師向け研修を実証的に行った。こちらは一部、難易度の調整が課題として残ったが、実施

内容については授業で取り扱ってみたいという回答が全員から得られた。 

 

 なお、実証講座内では評価を行わなかった、体力トレーニング及びメンタルヘルストレー

ニングの効果については、SUPER-BIT だけでなく、心拍計や筋電計、VisionPose 等を組

み合わせて、遠隔教育を前提とした評価方法を検討していくことも、次年度の課題である。 

 

 

第 2章 次年度以降への展開 

本章では、令和 5 年度の事業計画、及び事業終了後の成果の活用方針の概略を述べる。 

 

2.1 令和 5年度事業計画 

 令和 5 年度は、3 年間の事業時間の最終年度として、令和 4 年度に引き続きカリキュラム

や教材の開発と改善を行う。また、それらを活用して講師向け研修を実施する。実証講座に

て評価を行い、教育プログラムの検証と 3 年間の成果のとりまとめを行う。 

 

○開発 

 令和 4 年度の実証結果を基に、カリキュラム・シラバス・教材の改善、及び必要に応じて

教材の追加開発を行う。 

  

○講師向け研修の実施 

 令和 4 年度の実証講座の実施結果を踏まえ、明らかになった課題に対応した内容を盛り
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込みながら、「講師用指導ガイド」を用いて講師向けの研修を実施する。研修時間は 15 時間

程度を想定している。 

 

○実証講座の実施 

 令和 4 年度の実証講座の実施結果を踏まえ、明らかになった課題に対応した内容を盛り

込みながら、「体力トレーニングの理論と実践」「トレーニングとグループワーク」を中心と

した 20 時間程度の実証用カリキュラムを構成し、本校及び実施委員会参画校の学生 30 名

程度を対象に実施する。実施結果を評価し、教育プログラムの改善に活用する。 

 

2.2 事業終了後の成果の活用方針 

 本事業により構築するスポーツ系科目の遠隔教育導入モデルは、既に述べたように、今後

も想定される新型ウイルスや大規模災害、増加する不登校等の事由により、遠隔授業が長期

化する際に懸念される運動能力の低下及びクラスメートとの仲間意識の希薄化といった問

題に対する有効な対策となることが期待される。それに加えて、従来の対面による授業運営

に加えて、本事業で構築する遠隔教育の手法を組み合わせることで、対面と遠隔とのそれぞ

れの特性を活用して相乗効果が生まれ、より教育効果の高い授業運営に繋がる可能性も期

待できる。 

 

 今後、本モデルを拡張してより教育効果の高いものとしていく上では、教育プログラムの

拡張等が不可欠である。そのためには、本事業の実施委員会に加え、より多くの教育機関や

企業、業界団体、行政等との連携体制を整えていくことが重要となる。そこで、文部科学省

や、「専修学校における先端技術実証研究」の分野横断連絡調整会議の指導や協力も受けな

がら、他プロジェクトとの連携体制を構築していくことを計画している。 

 

 例えば、本事業で確立するウェアラブルデバイスによるバイタルデータの取得・解析方法

と、「先端技術利活用検証プロジェクトにおける実証研究」にて研究されている AR や VR

等を組み合わせれば、学生が実施しているトレーニングの成果をリアルタイムで確認し、予

め設定した目標までの進捗状況を視覚的に捉えられるような仕組みを構築することも可能

である。このような仕組みによって、学生のモチベーション向上を支援し、より教育効果の

高いモデルへと拡張していくことも検討したい。 

 

 以上のような遠隔教育モデル拡張を検討していく連携体制の整備と並行し、本事業で構

築するモデルの直接的な活用方針として、20 時間程度の短期講座の実施や、本事業実施委

員会参画校を中心とした教育機関へのモデル導入、さらには、本モデルを基にして一般向け

のトレーニングプログラムを構築し、地域の方を対象とした公開講座の実施等を検討して

いる。  
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付録 
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グループワーク教材（体力トレーニング） 
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キ
ス
ト

0

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
践

こ
れ
か
ら
説
明
す
る
の
は
、

20
22
年
度
に
文
科
省
委
託
事
業
と
し
て
研
究
を
進
め
た
、
【
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と

AI
を
用
い
た
運
動
解
析
】
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
用
テ
キ
ス
ト
で
す
。

0

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ

1

•
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
そ
の
使
い
方

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
練
習
を
し
た
り
、
身
体
の
あ
る
特
定
の
部
位
に
集
中
的
に
負
荷
を
か
け
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
目
的
は
記
録
の
更
新
、
あ
る
い
は
病
気
に
な
ら
な
い
丈
夫

な
体
作
り
や
体
重
を
減
ら
す
、
気
分
転
換
な
ど
、
個
人
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
、
す

な
わ
ち
運
動
す
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。
で
は
そ
の
運
動
が
効
果
的
な
の
か
、
自
分
の
能
力
に
適
し
た
運
動
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
把
握
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
指
標
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
一

つ
に
心
拍
数
が
あ
り
ま
す
。
運
動
す
る
と
汗
を
か
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
「
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
の
で
良
い
運
動
を
し
た
」

な
ど
と
言
っ
て
、
運
動
量
の
お
お
ま
か
な
把
握
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
運
動
に
よ
っ
て
体
温
が
上
昇
す
る
か
ら

で
す
ね
。
運
動
に
よ
る
、
心
拍
数
や
血
圧
、
体
温
、
呼
吸
の
様
子
の
変
化
、
と
い
う
よ
う
な
人
間
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
示

す
指
標
を
【
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
】
あ
る
い
は
単
に
【
バ
イ
タ
ル
】
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、
運
動
の
様
子
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

場
合
の
方
法
や
注
目
点
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。

1
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測
定

さ
れ

る
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

と
心

拍
数

の
変

化

2

2

測
定

さ
れ

る
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

3

出
典
：

◇
脈
波
は
心
臓
収
縮
の
電
気
信
号
を
取
得
して
測
定
して
い
る

◇
心
拍
数
は
脈
波
を
ソ
フト
ウエ
ア
で
加
工
して
得
て
い
る

◇
体
温
は
赤
外
線
セ
ン
サ
に
よ
る
も
の
が
多
い

心
電
図
は
脈
波
と同

じと
考
え
て
よ
い

測
定
さ
れ
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

上
の
図
は
、
保
険
医
療
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム
工
業
会
が

20
13
年
に
提
案
し
た
、
宅
内
制
御
装
置
と
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
・ア
ダ
プ
タ
間

の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
通
信
仕
様
案
の
一
部
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
な

ど
を
含
む
装
置
は

20
項
目
以
上
の
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
中
で
ほ
と
ん
ど
の
身
体
装
着
型
デ
バ
イ
ス
で
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
次
の

3つ
で
す
。

１
．
心
拍
数
（
＝
脈
拍
数
）

２
．
脈
波
（
も
と
は
心
臓
収
縮
の
た
め
の
電
気
信
号
に
よ
る
）

３
．
体
温
（
表
皮
温
度
）

※
こ
の
ほ
か
に
、
血
圧
を
取
り
扱
う
デ
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
精
度
の
高
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ
け
？
と
思
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
心
拍
数
と
脈
波
は
、
人
の
身
体
に
起
こ
っ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
も
含
め
た
多
く
の

こ
と
の
表
示
値
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
脈
波
】
は
心
臓
の
筋
肉
の
収
縮
の
た
め
の
電
気
信
号
を
取
得
し
て
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
【
脈
拍
数
】は
【
脈
波
】
を
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
で
加
工
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
ま
す
。
【
脈
波
】は
上
の
図
の
【
心
電
図
】
と
同
様
に
考
え
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
【
体
温
】

は
温
度
セ
ン
サ
で
測
定
で
き
ま
す
が
、
体
表
面
か
ら
放
射
さ
れ
る
赤
外
線
を
セ
ン
サ
で
検
出
す
る
こ
と
で
取
得
す
る
方
法
（
注
１
）
を

採
用
し
て
い
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
研
究
で
使
用
す
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
（

Su
pe

r-B
it）
で
は
上
の

3項
目
以
外
に
、
身
体
の
姿
勢
（
立
っ
て
い
る
か
寝
て
い

る
か
）
な
ど
も
分
か
り
、
体
温
の
測
定
値
等
と
合
わ
せ
て
、
眠
り
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
、
起
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
特
定
し
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
店
舗
や
施
設
の
入
り
口
に
置
か
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
に
顔
を
近
づ
け
て
検
温
す
る
デ
バ
イ
ス
で
は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

画
像
を
基
に
体
温
を
測
定
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

3
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心
拍

数
の

把
握

4

99
99

se
c

Su
pe

r-B
it

心
拍
数
の
把
握

心
拍
数
を
測
る
と
き
に
は
、
図
の
よ
う
に
し
て
手
首
を
軽
く
押
さ
え
て
時
計
を
見
な
が
ら
一
定
時
間
の
心
拍
数
を
数
え
て
、

そ
れ
を

1分
あ
た
り
に
換
算
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
注
１
）
。
し
か
し
こ
の
方
法
で
は
運
動
中
の
心
拍
数
の
変
化
を
調
べ
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
、
腕
時
計
型
や
耳
た
ぶ
に
ク
リ
ッ
プ
を
装
着
す
る
よ
う
な
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
や
心
電
図
測
定
装

置
な
ど
を
体
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
運
動
中
で
も
正
確
な
心
拍
数
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
研
究
で
は

Su
pe

r-B
it
と
い
う
胸
に
装
着
す
る
タ
イ
プ
の
デ
バ
イ
ス
（
図
中
右
）
を
用
い
て
取
得
す
る
心
拍
数
を
運
動
解
析
の
バ
イ
タ
ル

デ
ー
タ
と
し
て
用
い
ま
す
。
心
臓
は
上
の
図
の
左
下
（
赤
色
の
曲
線
）
に
あ
る
よ
う
な
電
気
信
号
に
従
っ
て
体
内
に
血
液
を

循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
心
拍
数
は
、
こ
の
電
気
信
号
の
ピ
ー
ク
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
数
値
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
拍
を
測
定
記
録
す
る
デ
バ
イ
ス
は
内
部
で
こ
の
処
理
を
行
う
か
、
あ
る
い
は
運
動
中
の
電
気
信
号

を
記
録
し
て
お
い
て
、
解
析
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
一
定
時
間
毎
の
ピ
ー
ク
数
を
計
数
し
て
い
ま
す
。

Su
pe

r-B
it
は
後
者

の
タ
イ
プ
の
デ
バ
イ
ス
で
す
。

（
注
１
）

1分
あ
た
り
の
脈
拍
数
を
【

bp
m
：

be
at

pe
r m

in
ut

e】
と
い
う
単
位
で
示
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

4

心
拍

数
の

正
常

値

5

心
拍
数
の
正
常
値

上
の
図
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
心
拍
数
の
正
常
な
値
は
、
人
の
成
長
の
段
階
に
よ
っ
て
、

新
生
児
：

12
0~

14
0

bp
m

乳
児
：

10
0~

12
0

bp
m

幼
児
：

90
~1

10
bp

m
学
童
：

80
~1

00
bp

m
成
人
：

60
~1

00
bp

m

と
さ
れ
て
い
て
、
身
体
が
大
き
く
成
長
す
る
に
し
た
が
っ
て
心
拍
数
は
下
が
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
人
の
心
拍
数

は
毎
分

60
回
で
す
か
ら
、

1秒
に

1回
と
覚
え
る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。
心
臓
は
意
識
し
な
く
て
も
毎
秒

1回
、
収
縮
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
意
識
し
な
い
身
体
の
動
き
を
つ
か
さ
ど
る
神
経
を
自
律
神
経
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
自
律

神
経
は
無
意
識
の
う
ち
に
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に
変
化
を
表
し
ま
す
。
ス
リ
ル
満
点
の
映
画
を
鑑
賞
す
る
と
手
に
汗

を
か
い
た
り
し
ま
す
。
心
拍
数
も
そ
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
運
動
も
し
て
い
な
い
の
に
面
接
の
直
前

に
心
拍
数
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
自
律
神
経
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

5

101



成
長

に
よ

る
心

拍
数

の
変

化

6

成
長
に
よ
る
心
拍
数
の
変
化

人
は
子
供
か
ら
大
人
に
な
る
に
し
た
が
い
運
動
量
も
増
加
し
て
、
身
体
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
肺
活
量
や

食
事
量
な
ど
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る
の
は
、
成
長
と
と
も
に
内
蔵
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
心

臓
も
同
様
に
大
き
く
な
り
【
一
回
の
収
縮
で
送
り
出
せ
る
血
液
量
が
増
加
す
る
】
の
で
、
成
長
と
と
も
に
通
常
時
の
心
拍
数

が
減
少
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
身
体
の
成
長
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
大
人
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

6

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

に
よ

る
心

拍
数

の
減

少

7

◇
運
動
に
よ
り心

拍
数
の
上
昇
が
抑
え
られ
る

◇
運
動
が
楽
に
な
りも
っと
負
荷
を
か
け
られ
る

◇
も
っと
長
く運
動
で
き
る

◇
体
重
の
減
少
に
つ
な
が
る

◇
運
動
に
よ
り心

拍
数
が
上
昇
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
に
よ
る
心
拍
数
の
減
少

あ
る
程
度
の
時
間
を
か
け
て
長
い
距
離
を
走
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
継
続
し
て
い
る
と
、
同
じ
コ
ー
ス
を
走
っ
て
き
た
の
に

ま
だ
走
れ
そ
う
！
と
か
、
楽
に
走
れ
た
！
な
ど
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
記
録
や
体
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
と
、
身
体
に
あ
る
程
度
の
負
荷
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
結
果
心
拍
数
が
上
昇
し
ま
す
。
軽
い
負
荷
の
か
か

る
長
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
例
え
ば
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
）
を
継
続
的
に
行
う
と
、
身
体
が
そ
の
運
動
に
慣
れ
て
き
て
心
拍
数

の
上
昇
は
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
負
荷
の
大
き
い
運
動
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
心
拍
数
が
抑
え

ら
れ
て
も
耐
え
ら
れ
る
体
に
な
る
と
、
も
っ
と
速
く
、
も
っ
と
長
い
時
間
、
も
っ
と
長
い
距
離
を
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
で
す
。
【
体
力
が
つ
い
て
き
た
】
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

同
じ
運
動
を
行
っ
て
い
る
の
に
心
拍
数
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
臓
が
引
き
起
こ
す
血
流

が
効
率
よ
く
酸
素
を
全
身
に
運
べ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
血
液
が
運
ぶ
酸
素
が
全
身
の
筋
肉
で
消
費
さ
れ
る
と

き
に
体
内
の
脂
肪
が
燃
焼
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
定
時
間
、
運
動
を
続
け
て
い
る
と
こ
の
状
況
が
続
き
ま
す
。
こ

れ
が
有
酸
素
運
動
で
す
。
一
定
の
運
動
を
続
け
て
心
拍
数
が
上
昇
し
た
後
、
運
動
を
や
め
て
も
し
ば
ら
く
の
間
は
心
拍
数

が
上
昇
し
た
ま
ま
の
状
態
が
継
続
し
ま
す
。
そ
の
間
も
新
鮮
な
酸
素
を
含
ん
だ
血
液
が
全
身
を
循
環
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

運
動
後
の
回
復
に
も
有
効
に
働
き
ま
す
。
有
酸
素
運
動
を
続
け
る
と
脂
肪
燃
焼
が
継
続
さ
れ
て
そ
の
分
の
体
重
が
減
少

し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
体
重
が
減
少
す
れ
ば
運
動
量
自
体
が
さ
ら
に
減
少

す
る
の
で
同
じ
距
離
を
同
じ
時
間
で
走
っ
て
も
運
動
量
と
し
て
は
軽
く
な
り
、
楽
に
走
れ
る
わ
け
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
有

効
性
は
運
動
を
続
け
て
い
る
人
が
一
番
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
数
値
と
し
て
把
握
す
れ
ば
、
記
録
な
ど
も
行
い

や
す
く
な
り
ま
す
。

7
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S
u

p
e
r-

B
IT

 と
B

IT
A

S

8

8

S
u

p
e
r-

B
it

9

Su
pe

r-B
it

上
の
図
は
、
こ
の
研
究
で
脈
波
の
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

Su
pe

r-B
it
を
示

し
て
い
ま
す
。
表
面
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
測
定
中
の
脈
波
（
心
電
図
波
形
）

で
す
。
こ
の

Su
pe

r-B
it
を
胸
部
に
装
着
し
て
測
定
を
開
始
す
る
と
一
定
時
間
脈
波
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

表
示
は
消
え
て
記
録
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
脈
波
デ
ー
タ
は

20
0H

zの
サ
ン
プ
リ
ン
グ
周
期
で
記
録
さ
れ
て
最
長
で

12
時
間

分
の
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
ま
す
。
本
体
裏
側
に
電
極
パ
ッ
ド
を
取
り
付
け
る
金
属
ホ
ッ
ク
が
あ
り
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
電

極
を
そ
こ
に
取
り
付
け
て
胸
部
に
装
着
し
ま
す
。
実
際
に
測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
対
象
運
動
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
自
転
車
に

よ
る
ロ
ー
ド
ラ
ン
を
計
画
し
て
い
て
最
長
で
も

2時
間
程
度
で
す
か
ら
、
記
録
時
間
に
問
題
は
有
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

時
間
内
で
あ
れ
ば
、
体
操
や
ダ
ン
ス
運
動
、
負
荷
を
用
い
た
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
球
技
や
乗
馬
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど

い
っ
た
、
様
々
な
運
動
時
の
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
防
水
機
能
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
、

水
泳
な
ど
水
中
の
運
動
で
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

9
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B
IT

A
S

（
B

IT
A

n
a
ly

si
s

S
o
ft

w
a
re

）

10

脈
波

脈
の
間
隔

平
均
心
拍
数

呼
吸
数

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

姿
勢

睡
眠
時
無
呼
吸

交
感
神
経
・副
交
感
神
経
活
動

運
動
時
の
デ
ー
タと
して
注
目

BI
TA

S

上
の
図
は

Su
pe

r-B
IT
で
測
定
・
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
【

BI
TA

S】
（

BI
T

An
al

ys
is

So
ftw

ar
e
の
略
）
の
解
析
画
面
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解
析
画
面
で
は
次
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
表
示
し
て
い
ま
す
。

１
．
脈
波

２
．
脈
の
間
隔
（

RR
間
隔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

３
．
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
活
動
状
況

４
．
平
均
心
拍
数

５
．
呼
吸
数

６
．
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

７
．
姿
勢

８
．
睡
眠
時
無
呼
吸
の
発
生

こ
の
中
で
、
運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
す
る
の
は
脈
波
、
脈
の
間
隔
、
平
均
心
拍
数
に
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
上
の
図
は
、
夜
間
の
睡
眠
を
含
ん
で
い
る
、
長
時
間
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
も
の
の
例
で
す
。
運
動
中
の
デ
ー

タ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
運
動
中
の
デ
ー
タ
は
、
全
体
の
時
間
が
短
く
な
り
、
脈
の
間
隔
や
平
均
心
拍
数

な
ど
は
も
っ
と
粗
い
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
に
よ
り
デ
バ
イ
ス
が
振
動
す
る
の
で
、
呼
吸
数
は
正
常
に
取
得
で

き
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
無
呼
吸
の
出
現
も
検
出
で
き
ま
せ
ん
。

10

脈
波

11

脈
波 解
析
画
面
の
最
上
部
を
右
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
脈
波
の
拡
大
図
が
上
の
図
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
画
面
で
心
拍

数
と
心
拍
波
形
（
脈
波
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
画
面
で
は
時
刻
表
示
が
確
認
で
き
る
の
で
、
長
時
間
の
運
動
と

な
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
も
、
ど
の
辺
り
を
走
っ
て
い
た
と
き
の
デ
ー
タ
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
際
、
走
っ
て

い
る
コ
ー
ス
の
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
負
荷
の
大
き
さ
（
例
え
ば
坂
道
な
ど
）
で
、
心
拍
数
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
注
１
）
。

（
注
１
）
脈
波
は
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
も
の
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は

1拍
抜
け
る
部
分
が
発
生
し
た
り
、
反
対
に
一
定
間

隔
の
間
に
突
然

1拍
入
り
込
ん
だ
り
、
リ
ズ
ム
が
乱
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
不
整
脈
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

健
常
者
で
も
不
整
脈
は
見
ら
れ
ま
す
。

11

104



心
臓

と
心

拍
数

12

12

心
臓

と
血

液
の

循
環

13

心
臓
と
血
液
の
循
環

心
臓
は
休
み
な
く
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
る
臓
器
で
す
。
心
拍
の
元
に
な
っ
て
い
る
心
臓
の
動
き
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
上
の
図
は
、
心
臓
が
ど
の
よ
う
に
し
て
血
液
を
人
の
体
内
に
送
り
出
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
図
で

す
。
心
臓
筋
肉
の
収
縮
が
血
液
の
循
環
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
循
環
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
右
心
室
か
ら
出
た
血
液
が
肺
動
脈
を
経
て
肺
に
入
り
込
み
ま
す

２
．
肺
で
酸
素
を
取
り
込
み
ま
す

３
．
肺
静
脈
を
経
由
し
て
左
心
房
に
戻
り
ま
す

４
．
左
心
室
が
ポ
ン
プ
と
な
っ
て
大
動
脈
に
血
液
を
送
り
出
し
ま
す

５
．
大
動
脈
は
全
身
の
血
管
を
経
由
し
て
隅
々
ま
で
新
鮮
な
血
液
を
送
り
ま
す

６
．
酸
素
が
少
な
く
な
っ
た
血
液
は
大
静
脈
を
経
て
右
心
房
に
戻
り
ま
す

７
．
右
心
室
が
ポ
ン
プ
と
な
り
再
び
肺
動
脈
を
経
て
肺
に
送
ら
れ
ま
す

13
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心
臓

の
電

気
刺

激
経

路

14

心
臓
の
電
気
刺
激
経
路

心
臓
は
心
房
か
ら
寝
室
に
向
か
っ
て
流
れ
る
わ
ず
か
な
電
気
刺
激
で
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
の
電
気
刺
激
の

通
り
道
を
【
刺
激
伝
導
系
】
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
正
常
な
場
合
の
電
気
刺
激
は
次
の
よ
う
な
順
番
で
伝
播
さ
れ
ま
す
。

１
．
右
心
房
の
一
番
右
上
に
あ
る
【
洞
結
節
】
と
呼
ば
れ
る
部
分
か
ら
刺
激
を
発
し
て
心
房
全
体
を
収
縮
さ
せ
ま
す

２
．
電
気
刺
激
は
【
房
室
結
節
】
と
い
う
場
所
に
集
ま
り
ま
す

３
．
【
房
室
結
節
】
で
少
し
時
間
を
遅
ら
せ
て
【
ヒ
ス
束
】
と
い
う
部
分
に
伝
え
ら
れ
ま
す

４
．
【
ヒ
ス
束
の
先
】
か
ら
【
右
脚
（
う
き
ゃ
く
）
】
【
左
脚
（
さ
き
ゃ
く
）
】
に
分
か
れ
て
伝
わ
り
ま
す

５
．
さ
ら
に
【
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
】
に
伝
わ
り
心
室
全
体
が
刺
激
さ
れ
ま
す

こ
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
り
繰
り
返
し
心
臓
を
収
縮
さ
せ
て
い
る
電
気
信
号
を
体
表
で
検
出
し
た
も
の
が
心
電
図
波
形

（
脈
波
）
で
す
。

14

脈
波

の
形

15

この
間
隔
を
【R
ー

R間
隔
：

RR
I】
と呼

ぶ

脈
波
の
形

上
の
図
は
脈
波
の
概
形
を
示
し
た
も
の
で
す
。
縦
軸
は
電
気
信
号
の
強
さ
、
横
軸
は
時
間
経
過
を
表
し
て
い
ま
す
。
図

の
PQ

RS
Tは
波
形
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
々
の
ピ
ー
ク
の
名
称
を
用
い
て

P波
、

Q
RS
波
、
そ
し
て

T波
で

1サ
イ
ク

ル
が
終
了
し
ま
す
。
各
々
の
波
の
期
間
の
心
臓
の
状
態
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
P波
：

心
房
全
体
が
収
縮
し
て
い
る
期
間
で
す

□
Q

RS
波
：
心
室
の
収
縮
の
前
半
で
す

□
T波
：

心
室
の
収
縮
の
後
半
で
す

※
心
房
の
収
縮
は
心
室
の
拡
張
の
後
半
部
と
重
な
っ
て
い
ま
す

一
番
鋭
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
【

R】
は
、
心
臓
の
心
室
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
急
激
に
収
縮
し
て
血
液
を
心
臓
か
ら
送
り
出
し
て

い
る
時
に
発
生
す
る
電
気
信
号
で
す
。
【

R】
が
毎
分
何
回
発
生
し
て
い
る
の
か
を
表
す
数
値
が
心
拍
数
（
脈
拍
数
）
で
す
。

安
静
時
と
比
べ
る
と
運
動
を
始
め
る
と
少
し
時
間
を
お
い
て
【

Rと
Rの
間
隔
】
（
注
１
）
が
短
く
な
り
、
激
し
い
運
動
を
行
う
と

さ
ら
に
こ
の
間
隔
は
短
く
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
こ
の
間
隔
を
【

Rー
R間
隔
】
（

Rー
R

In
te

rv
al
：

RR
I）
と
呼
び
ま
す
。

15
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R
R

Iの
変

化

16

◇
RR

Iは
揺
らい
で
い
る
の
が
普
通

※
呼
吸
と血

圧
の
変
化
に
同
期
した
揺
らぎ
が
含
ま
れ
る
の
が
普
通
の
状
態

精
神
的
ス
トレ
ス
も
把
握
で
き
る
！

RR
Iの
変
化

経
過
時
間
を
横
軸
に
と
り
、

RR
Iの
変
化
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
上
の
図
の
よ
う
に
、
ゆ
ら
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

れ
を
【
心
拍
ゆ
ら
ぎ
】
と
呼
び
、
周
期
的
な
変
化
と
し
て
現
れ
る
【
心
拍
ゆ
ら
ぎ
】
は
人
の
自
律
神
経
に
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
心
拍
揺
ら
ぎ
に
は
呼
吸
と
同
期
し
た
変
化
と
、
血
圧
と
同
期
し
た
変
化
が
現
れ
ま
す
。
健
常
者
で
も
こ
の

揺
ら
ぎ
は
現
れ
る
の
で
、
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
自
体
が
普
通
で
す
。
自
律
神
経
は
人
の
精
神
状
態
と
深
い
関
係
が
あ
り
、

強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
は
こ
の
心
拍
ゆ
ら
ぎ
に
変
化
が
現
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
心
拍
数
と
脈
波
を
記
録
す
る
こ

と
で
、
運
動
に
よ
る
肉
体
的
な
負
荷
を
測
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
日
常
の
生
活
時
に
記
録
を
取
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
精
神

面
で
の
ス
ト
レ
ス
を
測
る
指
標
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

16

最
大

心
拍

数
と

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

指
標

17

17
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最
大

心
拍

数

18

最
大
心
拍
数

日
々
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
が
明
確
な
場
合
、
毎
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
が
分
か
り
や
す
い
数
値
で
設
定
で
き

る
と
都
合
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
に
心
拍
数
を
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
標
値
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
上
の
図
で
示
す
【
最
大
心
拍
数
＝
２
２
０
ー
年
齢
】
を
求
め
ま
す
。
（
※
実
際
に
は
同

じ
年
齢
の
人
で
も
個
人
差
が
あ
り
、
実
際
に
耐
え
ら
れ
る
最
大
心
拍
数
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
値
は
目
安
と
し
て
使

い
ま
す
。
）

20
歳
の
方
は

20
0b

pm
、

40
歳
で
は

18
0b

pm
、

60
歳
で
は

16
0b

pm
が
最
大
心
拍
数
に
な
り
ま
す
。

18

安
静

時
と

運
動

時
の

心
拍

数

19

安
静
時
と
運
動
時
の
心
拍
数

上
の
図
は
運
動
中
の
心
拍
数
の
変
化
の
概
要
を
図
に
示
し
た
も
の
で
す
。
運
動
前
（
平
常
時
）
は
、
安
静
時
の
心
拍
数

で
す
。
運
動
開
始
前
に
は
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
行
い
、
少
し
心
拍
数
が
上
昇
し
て
き
て
か
ら
本
格
的
な
運
動
に
入
り
ま
す
。

運
動
中
の
後
半
に
は
最
大
心
拍
数
と
な
り
、
そ
の
後
運
動
を
終
え
て
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
に
し
た
が
っ
て
心
拍
数
は
減
少

し
て
き
ま
す
。
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
後
も
運
動
前
よ
り
少
し
高
い
心
拍
数
が
続
き
、
回
復
を
促
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
運
動
中
の
心
拍
数
の
変
化
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
運
動
前
の
心
拍
数
か
ら
記
録
を
始
め
て
、

運
動
終
了
後
回
復
期
が
十
分
に
入
る
期
間
ま
で
の
記
録
を
取
り
ま
す
。
同
じ
運
動
を
数
日
行
い
、
そ
の
記
録
か
ら
【
安
静

時
心
拍
数
】
と
【
運
動
時
の
最
大
心
拍
数
】
を
求
め
ま
す
。

19
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ト
レ

ー
ニ

ン
グ

指
標

の
求

め
方

20

◇
例
え
ば
3
0
歳
で
安
静
時
心
拍
数
が
6
0
b
p
m
、
【
最
大
心
拍
数
が
1
9
0
b
p
m
】
の
一
般
の
方
が
【
6
0
%
の
強
度
】

で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
場
合
に
は
①
の
式
で
計
算
す
る
と

（
1
9
0
×
0
.6
）
＝
1
1
4
b
p
m

と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
正
確
に
求
め
る
に
は
②
の
式
で

（
1
9
0
-6
0
）
×
0
.6
＋
6
0
＝
1
3
8
b
p
m

と
計
算
で
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
の
求
め
方

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
標
と
し
て
の
数
値
を
簡
単
に
求
め
る
に
は

①
【
最
大
心
拍
数
×
運
動
強
度
】

の
式
を
用
い
ま
す
。
例
え
ば

30
歳
で
安
静
時
心
拍
数
が

60
bp

m
、
最
大
心
拍
数
が

19
0

bp
m
の
一
般
の
方
が

60
%
の
強
度
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
場
合
に
は

（
19

0
×

0.
6）
＝

11
4

bp
m

で
す
。
こ
の
値
が
一
つ
の
指
標
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
安
静
時
心
拍
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
正
確
に
求
め
る
に
は
②
の
式

②
（
最
大
心
拍
数
ー
安
静
時
心
拍
数
）
×
運
動
強
度
＋
安
静
時
心
拍
数

を
用
い
て

（
19

0-
60
）
×

0.
6＋

60
＝

13
8

bp
m

で
求
め
る
と
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
際
に
は
、
運
動
強
度
も
含
め
て
記
録
を
取
り
続
け
、
運
動
時
の
最
大
心

拍
数
が
こ
の
値
に
達
す
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
全
身
持
久
力
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
設
定
し
た

運
動
強
度
＝

60
%
と
い
う
の
は
、
個
人
差
も
あ
り
、
行
う
運
動
の
種
類
に
よ
っ
て
も
設
定
値
は
異
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

（
注
１
）
安
静
時
心
拍
数
は
、
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
は

40
bp

m
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

1回
の
心
拍
で
送
り
出
せ

る
血
液
量
が
多
い
こ
と
が
理
由
で
す
。
い
わ
ゆ
る
【
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
】
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
般
に
健
常
者

で
【
安
静
時
心
拍
数
が
小
さ
い
方
】
は
【
体
力
レ
ベ
ル
が
高
い
方
】
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

20

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ

21

•
解
析
結
果
の
見
方

理
想
的
な
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

以
下
で
は
、
実
際
に

Su
pe

r-B
it
を
装
着
し
て
取
得
し
た
理
想
的
な
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
例
を
示
し
て
、
そ
の
見
方
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

21
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バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例
（

約
1

時
間

の
ラ

ン
ニ

ン
グ

）

22

脈
波

脈
の
間
隔

平
均
心
拍
数

測
定
開
始
後
１
時
間

測
定
終
了

測
定
開
始

測
定
中

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
例

上
の
図
は
、
筆
者
が
い
つ
も
走
っ
て
い
る
一
般
市
街
地
で
設
定
し
た
約

8k
m
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
、

1k
m
あ
た
り
約

6
分
の
ペ
ー
ス
で
走
っ
た
際
に

Su
pe

r-B
it
で
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
ま
す
。
準
備
運
動
か
ら
初
め
て
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

ま
で
、
全
体
の
時
間
は

1時
間

20
分
程
度
で
す
。
実
際
に
走
っ
て
い
る
時
間
は

1時
間
未
満
で
、
コ
ー
ス
途
中
に
あ
る
赤

信
号
で
止
ま
っ
て
い
る
時
間
も
計
測
し
て
い
ま
す
の
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
時
々
平
均
心
拍
数
が
下
が
る
部
分
が
あ
り
ま

す
。
上
の
図
の
最
上
段
は
脈
波
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
図
で
表
示
し
て
い
る
の
は
、
記
録
し
た
運
動
全
体
で
は
な
く
、

記
録
を
開
始
し
た
直
後
の
短
い
時
間
の
部
分
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
右
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
全
体
が
見
渡
せ

ま
す
。
図
の
中
央
や
や
右
寄
り
の
縦
線
は
測
定
開
始
後

1時
間
の
目
安
で
す
。
脈
波
以
外
は
測
定
開
始
か
ら
終
了
ま
で

の
様
子
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

22

脈
波

の
変

化

23

１
．
準
備
運
動
を
終
え
て
ゆ
っく
りり
始
め
る

２
．
ラン
ニ
ン
グ
中
に
一
瞬
赤
信
号
に
か
か
る

３
．
８

km
コー
ス
ラン
を
終
え
て
５
０

m
ダッ
シ
ュ３

本

４
．
ダッ
シ
ュを
終
え
て
クー
ル
ダウ
ン
に
入
る

脈
波
の
変
化

上
の
図
は
、
準
備
運
動
後
、
走
り
始
め
て
か
ら
運
動
後
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ま
で
の
、
部
分
的
な
脈
波
の
変
化
を
示
し
て

い
ま
す
。

１
．
関
節
の
回
転
や
首
筋
、
背
筋
、
手
足
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
準
備
運
動
を
軽
く
行
い
、
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
走

り
始
め
ま
し
た
。

２
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
赤
信
号
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
青
信
号
に
な
り
再
び
走
り
始
め
ま
し
た
。

３
．
コ
ー
ス
ラ
ン
を
終
え
て
少
し
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
後
、
止
ま
ら
ず
に

50
m
の
ダ
ッ
シ
ュ
を

3本
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

2
回
目
部
分
の
脈
波
で
す
。

４
．
ダ
ッ
シ
ュ
を
終
え
て
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
入
る
様
子
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
行
っ
た
運
動
と
の
脈
波
の
変
化
は
、
当
然
な
が
ら
同
期
し
て
い
ま
す
。
脈
波
の
変
化
の
様
子
を

見
る
だ
け
で
運
動
の
強
さ
の
様
子
は
あ
る
程
度
把
握
で
き
ま
す
。

23
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詳
し

い
脈

波

24

わ
ず
か
に
振
幅
増
加

わ
ず
か
な
振
幅
増
加

安
静
時
振
幅

RR
間
隔

RR
間
隔
減
少 RR
間
隔
減
少

大
き
い
振
幅
増
加

詳
し
い
脈
波

上
の
図
は
、
計
測
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
、
脈
波
の
詳
し
い
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
脈
波
の
左
上
の
ラ
ベ
ル
は
、

そ
の
時
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。
各
々
の
脈
波
を
見
る
と
詳
し
い
変
化
が
分
か
り
ま
す
。

１
．
装
着
時
（
安
静
時
）
：
安
静
時
の

RR
間
隔
と
脈
波
の
振
幅
を
把
握
し
て
お
き
ま
す
。

２
．
準
備
運
動
時
：
軽
い
準
備
運
動
を
行
う
に
従
い
、
若
干

RR
間
隔
が
短
く
な
る
と
と
も
に
、
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
振
幅
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
臓
の

1回
の
拍
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

３
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
時
：
準
備
運
動
後
ゆ
っ
く
り
と
走
り
始
め
ま
し
た
。
若
干
振
幅
が
小
さ
く
見
え
る
部
分
が
あ
り
、

RR
間

隔
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
準
備
運
動
の
時
よ
り
楽
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

４
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
約

3分
後
：

RR
間
隔
が
短
く
な
り
、
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

５
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
約

5分
後
：

3分
後
か
ら
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
振
幅
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

６
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
約

8分
後
：

RR
間
隔
が
短
く
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
振
幅
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

７
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
約

45
分
後
：

8分
後
か
ら
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
波
形
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
約

50
分
後
：

45
分
後
か
ら
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

９
．
ロ
ー
ド
ラ
ン
終
了
時
：
こ
れ
ま
で
の
中
で
一
番

RR
間
隔
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
．

50
m
ダ
ッ
シ
ュ
時
：
ロ
ー
ド
ラ
ン
終
了
後
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
続
い
た
の
で
、

RR
間
隔
は
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
振
幅
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

１
１
．
計
測
終
了
時
：
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
振
幅
は
減
少
し
、

RR
間
隔
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
が
、
安
静
時
ほ
ど
に
な
な

り
ま
せ
ん
。
全
身
に
ま
だ
ま
だ
酸
素
を
活
発
に
送
り
続
け
て
回
復
を
促
し
て
い
る
状
態
で
す
。

24

R
R

間
隔

と
平

均
心

拍
数

25

計
測
開
始
か
ら１

時
間
の
目
安

RR
間
隔

平
均
心
拍
数

ラン
ニ
ン
グ
を
開
始
して
徐
々
に

RR
間
隔
が
狭
ま
る

１
つ
目
の
大
き
な
下
りと
上
り

２
つ
目
の
大
き
な
下
りと
上
り

①
②

③
④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

RR
間
隔
と
平
均
心
拍
数

上
の
図
は
、

RR
間
隔
と
平
均
心
拍
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
取
り
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
ほ
ぼ
完
全
に
歩
道
を
走
る
こ
と
が
で

き
る
約
８

km
の
市
街
地
道
路
で
す
。
コ
ー
ス
中
に
は
踏
切
、
交
差
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
信
号
機
が
あ
り
ま
す
。
赤
信
号
で
は
完
全

に
停
止
し
て
休
ん
で
い
ま
す
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
前
半
と
後
半
に

2か
所
、
高
低
差
約

10
m
以
上
の
、
下
り
坂
の
後
上
り
坂
が
続
く

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
上
の

RR
間
隔
の
チ
ャ
ー
ト
を
見
る
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
後
、
段
階
的
に

RR
間
隔
が
狭
く
な
り

1つ
目
の
大
き
な
下

り
、
上
り
で
心
拍
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
。
そ
の
後
、
記
録
の
中
ほ
ど
で
は
平
坦
な
部
分
が
続
き
ま
す
。
こ
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
高

低
差
の
な
い
、
広
い
歩
道
で
す
。
そ
の
後

2か
所
目
の
下
り
坂
の
後
の
上
り
坂
で
、
再
び
心
拍
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

終
了
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

平
均
心
拍
数
を
見
る
と
、
さ
ら
に
細
か
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

①
の
部
分
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
の
部
分
で
は
平
均
心
拍
数
が
一
度
大
き
く
低
下
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
図
の
コ
メ
ン
ト
で
示
す
よ
う
に
大
き
な
下
り
坂
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
力
を
使
わ
ず
に
下
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
下
っ
た
分
を
上
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
平
均
心
拍
数
は
上
昇
し
ま
す
。

③
1つ
目
の
坂
を
上
り
き
る
と
、
平
坦
で
見
通
し
の
良
い
、
幅
の
広
い
歩
道
を
走
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
は
し
ば
ら
く
の
間
落
ち
着

い
て
い
ま
す
。

④
後
半
に
も
大
き
な
下
り
坂
が
あ
る
の
で
、
楽
に
下
っ
た
後
の
上
り
返
し
の
平
均
心
拍
数
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
記

録
開
始
か
ら
約

1時
間
の
場
所
で
す
。

⑤
コ
ー
ス
ラ
ン
を
終
え
て
ジ
ョ
グ
を
し
て
い
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
が
下
が
り
ま
す
。

⑥
そ
の
後

50
m
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
が
上
昇
し
ま
す
。

⑦
2回
目
の

50
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
い
、
平
均
心
拍
数
が
再
び
上
昇
し
ま
す
。

⑧
同
様
に

3回
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
で
、
平
均
心
拍
数
が
上
昇
し
ま
す
。

⑨
そ
の
後
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
脈
波
と

RR
間
隔
、
平
均
心
拍
数
で
か
な
り
運
動
の
様
子
が
分
析
で
き
ま
す
。
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A
I

は
何

を
し

て
い

る
の

か

26

•
骨
格
推
定
の
仕
組
み
に
迫
る
！

AI
は
何
を
し
て
い
る
の
か

こ
の
研
究
で
は
、

AI
（
骨
格
推
定
エ
ン
ジ
ン
）
を
用
い
た
運
動
時
の
身
体
の
動
き
の
解
析
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
運
動
す
る
人
の
映
像
（
画
像
）
を
用
い
て

AI
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
か
り
や
す
い
例
を
使
っ
て
、

画
像
を
認
識
す
る

AI
の
仕
組
み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

26

A
Iが

行
う

【
勉

強
】

27

27
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A
I

は
何

を
し

て
い

る
の

か
？

28

AI
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？

あ
る

AI
に
つ
い
て
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
専
門
家
の
方
が
こ
ん
な
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
AI
は
高
速
過
ぎ
る
の
で
、
結
果
は

OK
な
の
に
ロ
ジ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
人
間
の
理
解
が
進
ま
な
い
。

仕
事
を
理
解
し
た
う
え
で
処
理
す
る
【
ス
キ
ル
】
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
す
が
、
結
果
だ
け
が
欲
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に

AI
は
適
合
す
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
す
べ
き
大
き
な
価
値
が
あ
る
こ
と
は
分
か
る
の
で
す
が
、
中
身
の
分
か
ら
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
ま
ま
で
は

ち
ょ
っ
と
・
・
・
。
そ
こ
で
こ
の

AI
の
仕
組
み
に
つ
い
て
【

AI
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？
】
を
考
え
ま
す
。
現
在
の

AI
シ
ス
テ

ム
に
は
、
か
な
り
処
理
能
力
の
高
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

AI
は
【
判
断
】
や
【
計
算
】
を
し

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
【
判
断
】
は
、
大
量
の
大
小
比
較
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
は
何
と
な
く
想
像
で

き
ま
す
。
比
較
に
は
【
判
断
基
準
】
が
必
要
で
す
。
【
計
算
】
で
は
、
大
量
の
数
式
を
演
算
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

AI
を

利
用
す
る
対
象
ご
と
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
、
【
計
算
式
】
（
注
１
）
と
【
判
断
基
準
】
は
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
の
か
？
と
い
う

疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
探
す
の
が
、
【
学
習
】
と
呼
ば
れ
て
い
る
処
理
で
す
。

（
注
１
）
【
計
算
式
】
に
は
、
係
数
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
【
学
習
】
で
は
、
目
的
に
応
じ
た
【
判
断
基
準
】
と
【
係
数
を
含
め

た
計
算
式
】
を
探
し
出
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

28

勉
強

の
成

果

29

勉
強
の
成
果

勉
強
の
成
果
が
発
揮
で
き
る
と
、
テ
ス
ト
で
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

AI
も
【
学
習
】
の
成
果
が
実
れ
ば
、

良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
い
ま
す
か
？

一
人
で
勉
強
し
て
い
る
と
き
は
、
お
そ
ら
く
教
科
書
や
多
く
の
本
を
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
、
そ
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
、
練
習
問
題
を
解
い
て
答
え
合
わ
せ
（
注
１
）
を
し
て
み
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答
え
合
わ
せ
を
し
て
、
も
し

間
違
っ
て
い
た
ら
も
う
一
度
説
明
を
読
ん
で
、
解
答
を
し
て
み
る
・
・
・
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
（
注
２
）
よ
く
勉
強
す

る
と
【
頭
が
良
く
な
る
】
と
言
い
ま
す
。
こ
の
と
き
【
脳
の
し
わ
が
増
え
る
】
な
ん
て
言
い
ま
す
が
本
当
で
し
ょ
う
か
？
【

AI
】

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
注
１
）
【
答
え
合
わ
せ
】
は
、
私
た
ち
に
重
要
な
こ
と
で
す
が

AI
に
も
た
い
へ
ん
重
要
な
学
習
の
作
業
で
す
。
解
答
が
付

い
て
い
る
こ
と
を

AI
で
は
【
教
師
付
き
】
と
言
い
ま
す
。
答
え
合
わ
せ
の
結
果
、
正
解
か
否
か
を

Ye
sか

No
か
の

2値
で

評
価
す
る
の
で
は
な
く
て
、
【
ど
の
程
度
正
解
に
近
い
か
】
で
評
価
す
る
の
が

AI
の
学
習
シ
ス
テ
ム
で
す
。
〇
か
×
で
判

断
さ
れ
る
よ
り
も
【
考
え
方
は
あ
っ
て
い
る
の
で
少
し
加
点
を
し
て
や
ろ
う
】
と
い
う
方
が
、
私
た
ち
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
先
生
方
と
同
じ
よ
う
に

AI
は
と
て
も
人
間
味
が
あ
る
の
で
す
。

（
注
２
）
【
答
え
合
わ
せ
を
す
る
】
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
出
し
た
答
え
と
正
解
と
の
【
差
】
を
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

AI
で
は
こ
の
【
差
】
を
【
誤
差
】
と
し
て
、
学
習
（
＝
モ
デ
ル
を
作
る
）
を
行
う
際
に
、
そ
の
【
誤
差
】
が
最
小
に
な
る
よ
う
に
【
最
適

化
】
と
い
う
処
理
を
行
い
ま
す
。
最
適
化
は
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
あ
り
ま
す
が
、
後
で

Ex
ce

lの
ソ
ル
バ
ー
機
能
を
用
い
て

最
適
化
の
例
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

29
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果

30

学
習
の
成
果

AI
の
【
学
習
の
成
果
】
は
、
上
の
図
で
示
す
よ
う
に

□
判
断
や
比
較
の
基
準
値

□
係
数
や
閾
値
を
含
む
計
算
式

を
沢
山
詰
め
込
ん
だ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
【
モ
デ
ル
】
が
出
来
上
が
る
こ
と
で
す
。
人
に
は
得
意
な
分
野
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
モ
デ
ル
も
人
と
同
じ
よ
う
に
学
習
の
内
容
に
応
じ
て
得
意
な
分
野
の
モ
デ
ル
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、
人
の
骨
格
を
推
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
モ
デ
ル
は
骨

格
推
定
が
得
意
な
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
骨
格
推
定
の
モ
デ
ル
を
い
き
な
り
考
え
る
の
は
大
変
難
し
い
の
で
、

以
下
で
は
手
書
き
の
文
字
を
認
識
す
る
モ
デ
ル
を

AI
が
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
作
り
上
げ
る
か
を

Ex
ce

lを
用
い
て
説
明

し
て
い
ま
す
。

Ex
ce

lは
身
近
に
あ
る
表
計
算
ソ
フ
ト
で
す
か
ら
皆
さ
ん
の

PC
に
も
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
説
明
し
て

い
る
例
に
倣
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
り
、
文
字
認
識
の
モ
デ
ル
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

30

〇
×

認
識

と
デ

ー
タ

31
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識

32

〇
×
の
認
識

上
の
図
は
、
〇
と
×
を
認
識
す
る
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
た
め
に
使
用
し
た
画
像
デ
ー
タ
の
一
部
で
す
。

3×
3画
素
な
の

で
、
画
像
と
し
て
は
粗
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
で
も
十
分
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
で
す
。
私
は
文
字
を

書
く
の
が
苦
手
な
の
で
、
〇
を
書
く
と
き
ち
ん
と
閉
じ
て
い
な
か
っ
た
り
楕
円
の
よ
う
に
扁
平
な
〇
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
書
い
た
も
の
は
他
の
人
に
読
ん
で
理
解
し
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。
（
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
の
モ
デ
ル
が

良
く
学
習
さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
の
証
明
で
す
ね
。
）
わ
ず
か

9画
素
な
の
で
、
〇
（
あ
る
い
は
×
）
と
思
わ
れ
る
画

像
を
全
て
デ
ー
タ
に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
デ
ー
タ
と
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
と
を
比
べ
て
同
じ
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
で
〇
と
判

断
す
る
【
お
手
本
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
】
に
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
が
も
し
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
だ
っ
た
ら
文
字
の
種
類
が
沢
山
あ
る
わ
け
で
、
し
か
も
大
文
字
と
小
文
字
や
筆
記
体
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。

1
文
字
当
た
り
の
手
書
き
パ
タ
ー
ン
が
ほ
ん
の

9画
素
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
文
字
で
は
な
く
単
語
、
あ
る
い
は
文
章
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
【
お
手
本
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
】
処
理
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。

AI
で
は
ど
の
よ
う

に
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

32

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

登
場

33

ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
登
場

20
世
紀
の
終
わ
り
に
画
期
的
な
方
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
動
物
の
【
神
経
細
胞
を
真
似
た
数
式
】
を
沢
山
つ

な
い
で
作
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
解
答
の
あ
る
お
手
本
の
デ
ー
タ
（
教
師
有
り
デ
ー
タ
）
を
沢
山

読
み
込
ま
せ
て
答
え
合
わ
せ
を
し
、
正
解
と
の
誤
差
が
で
き
る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
に
【
判
断
基
準
】
や
【
閾
値
、
係
数
を

含
む
数
式
】
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
モ
デ
ル
を
作
る
方
法
で
す
。
こ
の
【
神
経
細
胞
を
真
似
た
数
式
】
（
重
み
、
数
式
、
閾
値

を
含
む
）
を
【
ニ
ュ
ー
ロ
ン
：

ne
ur

on
】
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
上
の
図
で
は
左
側
か
ら
入
っ
て
き
た
信
号
に
重

み
づ
け
を
し
て
、
あ
る
閾
値
を
加
味
し
た
計
算
結
果
を
出
力
す
る
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
閾
値
は
入
力
信
号
に
対
す
る
感

度
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

上
の
図
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
ど
う
し
て

AI
の
モ
デ
ル
の
中
心
と
な
り
得
る
の
か
、
実
際
に
試
し
て
確
か
め
る
こ
と
に

し
ま
す
。
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34

文
字
認
識
モ
デ
ル
の
構
造
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
の
図
は
、
〇
か
×
か
の
手
書
き
文
字
を
認
識
す
る

AI
モ
デ
ル
の
構
造
の
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

AI
で
は
モ
デ
ル
を

【
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
モ
デ
ル
は
【
入
力
層
】
、
【
中
間
層
（
隠
れ
層
）
】
（
注
１
）
、
そ
し
て

【
出
力
層
】
の

3層
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
一
番
左
に
書
い
て
あ
る

9個
の
白
黒
の
マ
ス
目
は
、
認
識
対
象
の
画
像
デ
ー
タ

の
画
素
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
層
の
数
字
は
、
層
を
構
成
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
表
し
て
い
ま
す
。
入
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ

ン
は
画
像
デ
ー
タ
の
画
素
の
数
字
と
対
応
し
て
い
ま
す
。
各
層
の
働
き
は
次
の
通
り
で
す
。

【
入
力
層
】
：
画
素
と

1体
1に
対
応
し
て
い
て
、
画
素
そ
れ
ぞ
れ
の
値
（
こ
の
場
合
は

0
あ
る
い
は

1）
を
取
り
出
し
て
、

そ
の
ま
ま
【
中
間
層
】
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
す
べ
て
に
画
素
の
デ
ー
タ
を
送
り
ま
す
。
【
入
力
層
】
は
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
対
し

て
何
も
し
ま
せ
ん
。

【
中
間
層
】
（
一
般
に
は
【
隠
れ
層
】
と
い
う
）
：
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
入
力
さ
れ
た
信
号
（
こ
こ
で
は
画
素
デ
ー

タ
）
に
そ
れ
ぞ
れ
、
【
あ
る
重
み
づ
け
】
を
し
て
計
算
を
行
っ
た
後
、
【
閾
値
】
に
よ
る
感
度
に
よ
っ
て
そ
の
結
果
を
出
力
し
ま

す
。 【
出
力
層
】
：
【
中
間
層
】
と
同
じ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
【
中
間
層
】
か
ら
の
入
力
に
【
あ
る
重
み
づ
け
】
を
し
て
計
算
を

行
っ
た
後
、
【
閾
値
】
に
よ
る
感
度
に
よ
っ
て
そ
の
結
果
を
出
力
し
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
に
登
場
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
は
、
全
て
個
別
に
【
重
み
】
と
【
閾
値
】
を
持
た
せ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
は
じ
め
は

【
仮
の
値
】
で
設
定
し
て
お
き
ま
す
。

（
注
１
）
【
隠
れ
層
】
と
い
う
呼
び
名
が
一
般
的
で
す
が
、
中
間
層
と
も
呼
び
ま
す
。
こ
こ
で
は
【
間
に
あ
る
層
】
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
【
中
間
層
】
と
書
い
て
い
ま
す
。

34

最
適

化

35

最
適
化

ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
上
の
図
で
示
す
よ
う
に
、
全
て
固
有
の
重
み
と
閾
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

9画
素
と
い
う
小
さ
な
画
像
を
認

識
す
る
モ
デ
ル
で
も
、
上
の
図
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

38
個
の
重
み
と
閾
値
が
あ
り
ま
す
（
注
１
）
。
モ
デ
ル
を

作
る
際
に
は
、
初
め
に
【
仮
の
重
み
値
】
と
【
仮
の
閾
値
】
を
設
定
す
る
の
で
す
が
、
【
仮
の
値
】
で
す
か
ら
当
然
〇
あ
る
い

は
×
と
い
う
正
解
と
の
【
誤
差
】
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
【
誤
差
】
が
で
き
る
だ
け
小
さ
く
な
る
よ
う
に
、
こ
の

38
個
の

数
値
を
調
整
し
な
が
ら
、
最
適
な
値
を
探
っ
て
い
く
の
が
【
最
適
化
】
で
す
。

こ
の
後
の
実
験
で
は
、

Ex
ce

lの
ソ
ル
バ
ー
機
能
を
利
用
し
て
、
こ
の
最
適
化
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
〇
×
の
手
書
き
文
字
を
認
識
す
る
モ
デ
ル
を

Ex
ce

lを
用
い
て
作
成
す
る
方
法
を
具
体
的
に
説

明
し
ま
す
。

（
注

1）
重
み
＝

33
個
、
閾
値
＝

5個
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36

〇
、
×
の
画
像
デ
ー
タ

上
の
図
は
、
手
書
き
し
た
【
〇
】
と
【
×
】
の

3×
3画
素
の
白
黒
（

2値
）
デ
ー
タ
の
一
部
で
す
。
こ
れ
は
、

AI
が
ど
の
よ

う
に
デ
ー
タ
を
用
い
て
画
像
か
ら
文
字
や
物
体
を
認
識
す
る
の
か
を
説
明
す
る
た
め
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ー
タ
で
す
。
こ
れ

を
基
に
し
て
学
習
を
行
い
、
文
字
を
認
識
す
る
【
推
論
モ
デ
ル
】
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
は
見
て
分
か
る
よ
う
に
、

表
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
０
と
１
の
数
字
は
画
素
が
文
字
の
線
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
し
て
い
ま
す
（
注
１
）
。

簡
単
な
表
で
す
か
ら

Ex
ce

lを
用
い
て
容
易
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
の
図
の
一
番
上
の
セ
ル
に
は

1,
2,
３

...
と
番

号
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

Ex
ce

lの
シ
ー
ト
に
は
右
の
方
に

30
番
ま
で
〇
の
画
像
デ
ー
タ
が
続
き
、
さ
ら
に
そ
の

右
に

31
番
か
ら

60
番
ま
で
×
の
画
像
デ
ー
タ
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
画
素
数
の
大
き
な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
書
い
た
文
字
の
線
の
太
さ
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
画
素
数
も
変
化
し
ま
す
。

画
素
数
が
上
の
図
の
よ
う
に
少
な
い
場
合
は
、
各
々
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
設
定
す
る
【
重
み
値
】
が
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

36

シ
ー

ト
上

の
1

文
字

分
の

デ
ー

タ
の

例

37

画
素
デ
ー
タ

正
解

シ
ー
ト
上
の

1文
字
分
の
デ
ー
タ
の
例

上
の
図
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
上
に
作
成
し
た
一
番
初
め
の
〇
の
画
像
デ
ー
タ
の
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
番
上
の
セ
ル
は

画
像
の
番
号
、
そ
の
下
に
は
画
素
の
列
番
号
、
左
側
に
は
画
素
の
行
番
号
、
そ
し
て
実
際
の
画
像
デ
ー
タ
の
画
素
値
、

そ
し
て
一
番
下
に
は
こ
の
画
像
が
表
し
て
い
る
解
答
の
〇
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
１
）
。
初
め
の

1文
字
分
の
画
像

デ
ー
タ
の
左
上
は
【

D5
】
の
セ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
〇
と
×
各
々

30
個
ず
つ
右
に
つ
づ
い
て
い
る
シ
ー
ト
を
作
り

教
師
有
り
デ
ー
タ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
【

3x
3D

at
a】
と
い
う
シ
ー
ト
名
で
作
成
し
ま
し
た
。

（
注
１
）
画
像
が
×
の
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
解
答
の
セ
ル
に
は
×
を
記
入
し
ま
す
。
モ
デ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
こ
の
解
答

の
セ
ル
の
内
容
を
〇
あ
る
い
は
×
と
比
較
し
て
、
一
致
す
る
場
合
は

1を
、
不
一
致
の
場
合
に
は

0を
表
示
す
る
よ
う
に
数

式
を
記
述
し
ま
す
。
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作
成

し
た

学
習

デ
ー

タ
（

教
師

デ
ー

タ
）

38

〇
を
書
い
た
パ
ター
ンの
例

×
を
書
い
た
パ
ター
ンの
例

作
成
し
た
学
習
デ
ー
タ

上
の
図
は
、
作
成
し
た
手
書
き
文
字
の
全
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
ま
す
。
左
側
が
〇
を
、
右
側
が
×
を
書
い
た
パ
タ
ー
ン

で
す
。
各
々

30
個
ず
つ
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
デ
ー
タ
と
す
る
場
合
に
は
、
図
で
グ
レ
イ
に
な
っ
て
い
る
画
素
を
１
、
白
の
画

素
を
０
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
し
て
い
ま
す
。
左
側
の
正
解
は
〇
、
右
側
は
×
を
正
解
（
注
１
）
と
し
て
い
る
教
師
デ
ー
タ
に
な
り

ま
す
。

（
注
１
）
正
解
を
数
値
の

1
で
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
は

0
で
表
現
し
ま
す
。

38

〇
×

認
識

モ
デ

ル
と

計
算

式

39

39
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〇
×

認
識

モ
デ

ル
（

１
~

６
）

40

〇
×
認
識
モ
デ
ル

上
の
図
は
、
【

3x
3D

at
a】
シ
ー
ト
を
教
師
有
り
デ
ー
タ
と
し
て
参
照
し
て
い
る
【
〇
×
認
識
モ
デ
ル
】
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

記
述
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。
各
々
の
項
目
の
番
号
順
に
説
明
し
ま
す
。

１
．
入
力
層
の
出
力
：
こ
の
部
分
の
セ
ル
は
【

3x
3D

at
a】
の
画
像
の
各
画
素
を
参
照
し
て
い
ま
す
。
入
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
特

に
画
素
デ
ー
タ
に
対
し
て
何
も
し
な
い
の
で
、
参
照
す
る
こ
と
で
そ
の
デ
ー
タ
を
出
力
し
て
い
ま
す
。

２
．
解
答
：
モ
デ
ル
が
出
力
し
た
結
果
を
こ
の
解
答
で
答
え
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
解
答
と
の
ズ
レ
は
、
１
１
の
誤
差
に
表
示
さ
れ

ま
す
。

３
．
隠
れ
層
（
中
間
層
）
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
番
号

４
．
隠
れ
層
の
入
力
の
重
み
値
【仮
】
（
注
１
）
：
隠
れ
層
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
入
力
層
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
出
力
を
参
照
し
て
取
り
込
み
ま
す
。

そ
の
後
こ
の
【
重
み
値
】
を
掛
け
算
し
て
計
算
を
行
い
ま
す
。
初
め
は
正
確
な
重
み
値
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
仮
の
値
と
し
て

0~
1の

乱
数
を
発
生
さ
せ
て
そ
の
値
だ
け
を
重
み
値
と
し
て
設
定
し
て
お
き
ま
す
。
最
適
化
の
段
階
で
モ
デ
ル
と
し
て
求
め
た
い
重
み
値
の

最
適
な
値
が
確
定
し
ま
す
。

５
．
隠
れ
層
の
閾
値
【
仮
】
（
注
１
）
：
隠
れ
層
の
出
力
を
求
め
る
【
計
算
式
】（
注
２
）
に
用
い
る
閾
値
を
設
定
し
ま
す
。
閾
値
も
重
み
値

と
同
じ
よ
う
に
、

0~
1の
乱
数
で
仮
の
値
を
設
定
し
て
お
き
、
最
適
化
の
段
階
で
、
最
適
な
閾
値
が
決
ま
り
ま
す
。

６
．
隠
れ
層
の
出
力
：
隠
れ
層
は
画
像
の
特
徴
を
抽
出
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
隠
れ
層
は

1層
で
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ロ
ン
は

3個
に
し
ま
し
た
。
複
雑
な
対
象
の
認
識
（
例
え
ば
運
動
し
て
い
る
人
の
骨
格
の
認
識
な
ど
）
で
は
さ
ら
に
多
く
の

ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
持
つ
複
数
の
隠
れ
層
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
モ
デ
ル
も
複
雑
に
な
り
、
最
適
化
の
段
階
で
非
常
に

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
【
仮
】
の
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
後
で
も
う
一
度
説
明
し
ま
す
。

（
注
２
）
隠
れ
層
の
出
力
を
求
め
る
【
計
算
式
】
に
つ
い
て
は
、
後
で
説
明
を
し
ま
す
。

40

〇
×

認
識

モ
デ

ル
（

７
~

）

41

〇
×
認
識
モ
デ
ル

７
．
出
力
層
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
番
号
：
出
力
層
は

2個
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
で
番
号
は

1，
2で
す
。

８
．
出
力
層
の
入
力
重
み
値
【
仮
】
（
注
１
）
：
出
力
層
は
、
隠
れ
層
の
出
力
セ
ル
を
参
照
し
て
入
力
と
し
て
取
り
込
み
ま
す
。
そ
の
後
、

こ
の
【
重
み
値
】
を
掛
け
算
し
て
計
算
を
行
い
ま
す
。
他
の
層
の
入
力
重
み
値
と
同
様
に
、
初
め
は
正
確
な
重
み
値
は
分
か
ら
な
い

の
で
、
仮
の
値
と
し
て

0~
1の
乱
数
を
発
生
さ
せ
て
そ
の
値
だ
け
を
重
み
値
と
し
て
設
定
し
て
お
き
ま
す
。
最
適
化
の
段
階
で
モ
デ
ル

と
し
て
求
め
た
い
重
み
値
の
最
適
な
値
が
確
定
し
ま
す
。

９
．
出
力
層
の
閾
値
【
仮
】
（
注
１
）
：
出
力
層
の
出
力
を
求
め
る
【
計
算
式
】（
注
２
）
に
用
い
る
閾
値
を
設
定
し
ま
す
。
閾
値
も
重
み
値

と
同
じ
よ
う
に
、

0~
1の
乱
数
で
仮
の
値
を
設
定
し
て
お
き
、
最
適
化
の
段
階
で
、
最
適
な
閾
値
が
決
ま
り
ま
す
。

１
０
．
出
力
層
の
出
力
：こ
れ
が
こ
の
画
像
（
番
号
１
の
〇
の
画
像
）の
認
識
モ
デ
ル
の
出
し
た
答
え
で
す
。
左
側
の
値
は
〇
ら
し
さ
、

右
側
の
数
値
は
×
ら
し
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

１
１
．
こ
の
【

1画
像
】
の
モ
デ
ル
出
力
と
正
解
と
の
【
平
方
誤
差
】
：
こ
の
モ
デ
ル
が
出
し
た
答
え
と
正
解
と
の
差
を
表
す
数
値
で
す
。
単

純
に
引
き
算
し
た
だ
け
で
は
、
誤
差
に
含
ま
れ
る
＋
の
値
と

-の
値
で
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
正
解
か
ら
回
答
を
引
き
算
し
た
値
を

2乗
し
て
得
ら
れ
る
値
、
【
平
方
誤
差
】
を
示
し
ま
す
。

１
２
．
全
て
の
画
像
の
誤
差
の
合
計
：
〇
と
×
各
々

30
個
づ
つ
あ
る
画
像
の
、
認
識
モ
デ
ル
の
平
方
誤
差
を
全
て
加
え
合
わ
せ
た

【
平
方
誤
差
の
総
和
】
を
計
算
し
て
出
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
の
段
階
で
行
う
【
最
適
化
】
の
処
理
は
、
こ
の
【
平
方
誤
差
の
総
和
】

が
最
小
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
説
明
し
た
【
仮
の
重
み
値
】
と
【
仮
の
閾
値
】
を
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

（
注
１
）
【
仮
】
の
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
後
で
も
う
一
度
説
明
し
ま
す
。

（
注
２
）
出
力
層
の
出
力
を
求
め
る
【
計
算
式
】
に
つ
い
て
は
、
後
で
説
明
を
し
ま
す
。
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計
算

式

42

これ
を
シ
グ
モ
イド
関
数
と呼

ぶ

計
算
式

【
隠
れ
層
】
お
よ
び
【
出
力
層
】
の
計
算
式
は
、
ず
ば
り
上
の
図
で
示
す
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
式
は
【
シ
グ
モ
イ
ド
関

数
】
と
呼
ば
れ
る
関
数
の
式
で
す
（
注
１
）
。
式
の
中
の

a
は
【
重
み
値
】
、

b
は
【
閾
値
】
で
す
。

AI
で
は
、
こ
れ
ら
の
定
数

が
と
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
次
頁
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
【
活
性
化
関
数
】
が
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
働
き
を
決
定
づ
け
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
こ
こ
で
説
明
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
こ
の
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
を
用
い
た
式
で
計
算
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
入
力
か
ら
出
力
を
決
め
る
た
め
の
関
数
を
【
活
性
化
関
数
】
と
呼
び
ま
す
。
モ
デ
ル
に
用
い
ら
れ
る
ニ
ュ
ー

ロ
ン
の
式
に
は
、
他
の
種
類
の
【
活
性
化
関
数
】
も
あ
り
ま
す
。

42

シ
グ

モ
イ

ド
関

数
の

グ
ラ

フ

43

ｂ
は
グ
ラフ
の
水
平
位
置
を
決
め
る

a
は
グ
ラフ
の
傾
き
を
決
め
る

シ
グ
モ
イ
ド
関
数
の
グ
ラ
フ

上
の
図
は
、
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
に
含
ま
れ
る
変
数

a
と

b
を
変
化
さ
せ
た
と
き
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。

a
が
変
化
す

る
と
、
グ
ラ
フ
の
傾
き
が
変
わ
り
ま
す
。

b
が
変
化
す
る
と
グ
フ
ラ
フ
の
水
平
位
置
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て

a
を
【
重
み
値
】
、

b
を
【
閾
値
】
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
モ
デ
ル
で

AI
が
発
展
を
し
て
き
た

1
つ
の
要
因
で
す
。
隠
れ
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
も
、
出
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
も
、
同
じ
形
の
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
を
用
い
て
い
ま
す

が
、
最
適
化
の
段
階
で
、
各
々
の

a,
b
の
値
は
個
別
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
目
的
に
か
な
う
モ
デ
ル
が
開

発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
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ソ
ル

バ
ー

に
よ

る
問

題
解

決
の

例

44

44

ソ
ル

バ
ー

45

ソ
ル
バ
ー

AI
モ
デ
ル
の
最
適
化
は
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
を
既
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
そ
れ

を
行
う
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
作
成
し
た

Ex
ce

lの
シ
ー
ト
を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。

Ex
ce

lに
は
【
ソ
ル
バ
ー
】

機
能
が
あ
り
ま
す
。
数
式
の
計
算
結
果
を
【
目
標
値
】
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
結
果
を
得
る
た
め
に
複
数
の
制
約
条
件
を
指

定
し
、
【
任
意
の
セ
ル
を
変
化
さ
せ
て
最
適
値
を
求
め
る
】
機
能
で
す
。
こ
の
【
任
意
の
セ
ル
を
変
化
さ
せ
て
最
適
値
を
求

め
る
】
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
作
成
し
て
い
る
〇
×
認
識
モ
デ
ル
の
最
適
化
に
は
最
善
の
機
能
で
す
。
【
任
意
の
セ

ル
を
変
化
さ
せ
る
】
と
は
、
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
セ
ル
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
該
当
し
ま
す
。

ソ
ル
バ
ー
は
、
ア
ド
イ
ン
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
、
使
用
す
る
た
め
に
は
こ
れ
を
有
効
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
の
図
で
示
す
よ
う
に
し
て
、
ソ
ル
バ
ー
ア
ド
イ
ン
を
有
効
に
し
ま
す
。

１
．
フ
ァ
イ
ル

そ
の
他

オ
プ
シ
ョ
ン

ア
ド
イ
ン

設
定
と
た
ど
る
と
【
ア
ド
イ
ン
ウ
イ
ン
ド
ウ
】
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

２
．
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
【
ソ
ル
バ
ー
ア
ド
イ
ン
】
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
【

O
K】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

３
．
す
る
と
、
デ
ー
タ
メ
ニ
ュ
ー
の
【
リ
ボ
ン
】
に
【
ソ
ル
バ
ー
】
が
現
れ
ま
す
。
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ソ
ル

バ
ー

に
よ

る
最

適
化

問
題

の
例

46

=
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ソ
ル
バ
ー
に
よ
る
最
適
化
問
題
の
例

上
の
図
の
よ
う
な
新
し
い
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。
こ
の
例
で
は
予
算
の
セ
ル
以
外
に
は
、
数
式
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
【
値
段
の
異
な
る
商
品
を
予
算
内
で
購
入
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
が
良
い
か
】
と
い
う
問
題
で
す
。
暗

算
の
特
異
な
方
は
す
ぐ
に
答
え
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
普
通
は
少
し
考
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
ソ
ル

バ
ー
で
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

46

ソ
ル

バ
ー

の
設

定
と

問
題

解
決

47

ソ
ル
バ
ー
の
設
定
と
問
題
解
決

【
デ
ー
タ
】
メ
ニ
ュ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ソ
ル
バ
ー
を
選
択
し
ま
す
。
ソ
ル
バ
ー
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
ま

す
。 １
．
目
的
セ
ル
の
設
定
：
予
算
の
セ
ル
を
選
択

２
．
目
標
値
：
は
指
定
値
を
選
択
し
ま
す
。
そ
の
右
の
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
購
入
予
算
と
し
て

30
00
円
を
入
力
し
ま
す
。

３
．
変
数
セ
ル
の
変
更
：
個
数
の
セ
ル
を
選
択
し
ま
す
。

４
．
制
約
条
件
の
対
象
：
追
加
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
現
れ
る
【
制
約
条
件
の
変
更
】
で
個
数
の
セ
ル
を
選
択
し
て
、

【
＝
整
数
】
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
設
定
し
な
い
と
、
サ
ン
マ

0.
3匹
と
か
、
マ
グ
ロ

1.
2匹
な
ど
と
い
う
答
え
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

５
．
【
制
約
の
な
い
変
数
を
非
負
数
に
す
る
】
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て

６
．
解
決
方
法
の
選
択
：
は
【

GR
C非
線
形
】
を
選
択
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
設
定
し
た
ら
、
【
解
決
】
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ソ
ル
バ
ー
は
、
し
ば
ら
く
い
ろ
い
ろ
と
数
値
を
変
更

し
な
が
ら
答
え
を
探
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。
計
算
中
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
左
下
に
試
行
の
回
数
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ソ
ル
バ
ー
を
〇
×
認
識
モ
デ
ル
の
最
適
化
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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仮
の

重
み

値
と

閾
値

の
解

決

48

仮
の
重
み
値
と
閾
値
の
解
決

い
よ
い
よ
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
ソ
ル
バ
ー
を
使
っ
て
、
〇
×
認
識
モ
デ
ル
の
【
仮
】
の
重
み
値
、
と
閾
値
を
解
決
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

48

モ
デ

ル
の

数
式

49

モ
デ
ル
の
数
式

モ
デ
ル
の
最
適
化
を
行
う
に
は
、
モ
デ
ル
の
シ
ー
ト
に
数
式
を
記
述
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
の
図
の
該
当
す
る
セ

ル
に
次
の
よ
う
に
数
式
を
記
述
し
て
下
さ
い
。
セ
ル
ア
ド
レ
ス
と
数
式
を
示
し
ま
す
。

①
．

[I1
0]

=I
F(

‘3
x3

Da
ta

’!D
8=

“〇
”,1

,0
)

②
．

[J1
0]

=I
F(

'3
x3

Da
ta

'!D
8=

"×
",1

,0
)

③
．

[I1
3]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
I7

:K
9,

$D
$7

:$
F$

9)
+$

D$
16

))
④
．

[J1
3]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
I7

:K
9,

$D
$1

0:
$F

$1
2)

+$
E$

16
))

⑤
．

[K
13

]
=1

/(
1+

EX
P(

-S
UM

PR
OD

UC
T(

I7
:K

9,
$D

$1
3:

$F
$1

5)
+$

F$
16

))
⑥
．

[I1
8]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
$D

$1
7:

$F
$1

7,
I1

3:
K1

3)
+$

D$
19

))
⑦
．

[J1
8]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
$D

$1
8:

$F
$1

8,
I1

3:
K1

3)
+$

E$
19

))
⑧
．

[I2
1]

=S
UM

XM
Y2

(I1
0:

J1
0,

I1
8:

J1
8)

⑨
．

[F
21

]
=S

UM
(I2

1:
GF

21
)

こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
関
数
は

5種
類
で
す
。

１
．

IF
(条
件
、
条
件
を
満
た
す
場
合
の
値
、
満
た
さ
な
い
場
合
の
値

)
条
件
式
に
応
じ
て
選
択
が
で
き
ま
す
。

２
．

EX
P(

)
指
数
関
数
の
値
を
計
算
し
ま
す
。
（
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
の
計
算
に
使
い
ま
す
。
）

３
．

SU
M

PR
OD

UC
T(

)
パ
ラ
メ
ー
タ
で
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
を
セ
ル
ご
と
に
掛
け
算
し
ま
す
。

４
．

SU
M

XM
Y2

()
2つ
の
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
に
あ
る
【
数
値
の
差
】
の
平
方
和
を
計
算
し
ま
す
。

５
．

SU
M

()
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
の
値
の
合
計
を
求
め
ま
す
。

な
お
、
モ
デ
ル
の
シ
ー
ト
は
、
図
の
右
側
に
も
全
部
で

60
個
の
〇
×
画
像
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
該
当
の
セ
ル

に
も
同
様
に
数
式
を
記
述
す
る
の
で
す
が
、
上
に
示
し
た
①
か
ら
⑨
の
式
の
セ
ル
参
照
（
相
対
参
照
と
絶
対
参
照
、
複
合

参
照
）
を
用
い
る
こ
と
で
、

1文
字
分
の
セ
ル
を
そ
の
ま
ま
右
に
コ
ピ
ー
す
る
と
同
様
の
式
が
入
っ
た
セ
ル
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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①
~

⑨
の

数
式

50

①
．
[I
1
0
]

=
IF
(‘
3
x3
D
a
ta
’!
D
8
=
“〇
”,
1
,0
)

②
．
[J
1
0
]

=
IF
('
3
x3
D
a
ta
'!
D
8
=
"×
",
1
,0
)

③
．
[I
1
3
]

=
1
/(
1
+
E
X
P
(-
S
U
M
P
R
O
D
U
C
T
(I
7
:K
9
,$
D
$
7
:$
F
$
9
)+
$
D
$
1
6
))

④
．
[J
1
3
]

=
1
/(
1
+
E
X
P
(-
S
U
M
P
R
O
D
U
C
T
(I
7
:K
9
,$
D
$
1
0
:$
F
$
1
2
)+
$
E
$
1
6
))

⑤
．
[K
1
3
]

=
1
/(
1
+
E
X
P
(-
S
U
M
P
R
O
D
U
C
T
(I
7
:K
9
,$
D
$
1
3
:$
F
$
1
5
)+
$
F
$
1
6
))

⑥
．
[I
1
8
]

=
1
/(
1
+
E
X
P
(-
S
U
M
P
R
O
D
U
C
T
($
D
$
1
7
:$
F
$
1
7
,I
1
3
:K
1
3
)+
$
D
$
1
9
))

⑦
．
[J
1
8
]

=
1
/(
1
+
E
X
P
(-
S
U
M
P
R
O
D
U
C
T
($
D
$
1
8
:$
F
$
1
8
,I
1
3
:K
1
3
)+
$
E
$
1
9
))

⑧
．
[I
2
1
]

=
S
U
M
X
M
Y
2
(I
1
0
:J
1
0
,I
1
8
:J
1
8
)

⑨
．
[F
2
1
]

=
S
U
M
(I
2
1
:G
F
2
1
)

①
~⑨
の
数
式

モ
デ
ル
の
最
適
化
を
行
う
に
は
、
モ
デ
ル
の
シ
ー
ト
に
数
式
を
記
述
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
の
図
の
該
当
す
る
セ

ル
に
次
の
よ
う
に
数
式
を
記
述
し
て
下
さ
い
。
セ
ル
ア
ド
レ
ス
と
数
式
を
示
し
ま
す
。

①
．

[I1
0]

=I
F(

‘3
x3

Da
ta

’!D
8=

“〇
”,1

,0
)

②
．

[J1
0]

=I
F(

'3
x3

Da
ta

'!D
8=

"×
",1

,0
)

③
．

[I1
3]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
I7

:K
9,

$D
$7

:$
F$

9)
+$

D$
16

))
④
．

[J1
3]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
I7

:K
9,

$D
$1

0:
$F

$1
2)

+$
E$

16
))

⑤
．

[K
13

]
=1

/(
1+

EX
P(

-S
UM

PR
OD

UC
T(

I7
:K

9,
$D

$1
3:

$F
$1

5)
+$

F$
16

))
⑥
．

[I1
8]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
$D

$1
7:

$F
$1

7,
I1

3:
K1

3)
+$

D$
19

))
⑦
．

[J1
8]

=1
/(

1+
EX

P(
-S

UM
PR

OD
UC

T(
$D

$1
8:

$F
$1

8,
I1

3:
K1

3)
+$

E$
19

))
⑧
．

[I2
1]

=S
UM

XM
Y2

(I1
0:

J1
0,

I1
8:

J1
8)

⑨
．

[F
21

]
=S

UM
(I2

1:
GF

21
)

こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
関
数
は

5種
類
で
す
。

１
．

IF
(条
件
、
条
件
を
満
た
す
場
合
の
値
、
満
た
さ
な
い
場
合
の
値

)
条
件
式
に
応
じ
て
選
択
が
で
き
ま
す
。

２
．

EX
P(

)
指
数
関
数
の
値
を
計
算
し
ま
す
。
（
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
の
計
算
に
使
い
ま
す
。
）

３
．

SU
M

PR
OD

UC
T(

)
パ
ラ
メ
ー
タ
で
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
を
セ
ル
ご
と
に
掛
け
算
し
ま
す
。

４
．

SU
M

XM
Y2

()
2つ
の
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
に
あ
る
【
数
値
の
差
】
の
平
方
和
を
計
算
し
ま
す
。

５
．

SU
M

()
指
定
し
た
セ
ル
範
囲
の
値
の
合
計
を
求
め
ま
す
。

な
お
、
モ
デ
ル
の
シ
ー
ト
は
、
図
の
右
側
に
も
全
部
で

60
個
の
〇
×
画
像
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
該
当
の
セ
ル

に
も
同
様
に
数
式
を
記
述
す
る
の
で
す
が
、
上
に
示
し
た
①
か
ら
⑨
の
式
の
セ
ル
参
照
（
相
対
参
照
と
絶
対
参
照
、
複
合

参
照
）
を
用
い
る
こ
と
で
、

1文
字
分
の
セ
ル
を
そ
の
ま
ま
右
に
コ
ピ
ー
す
る
と
、
同
じ
式
が
入
っ
た
セ
ル
を
簡
単
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

50

【
仮

】
の

【
重

み
値

】
と

【
閾

値
】

の
設

定

51

１
．
初
め
に
赤
枠
内
の
セ
ル
に

＝
RA

N
D

()
を
記
述
す
る

２
．
次
に
赤
枠
内
を
コピ
ー
す
る

３
．
張
り付

け
る
際
に
は
、以

下
の
よ
うに

【数
値
の
貼
り付

け
】を
選
択
す
る

【
仮
】
の
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
設
定

上
の
図
の
赤
枠
で
示
し
て
い
る
部
分
に
は
、
隠
れ
層
と
出
力
層
の
仮
の
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
が
入
り
ま
す
。
こ
の
部
分

に
は
、

Ex
ce

lの
関
数

RA
ND

()
を
用
い
て

0~
1
の
乱
数
を
発
生
さ
せ
て
そ
の
数
値
を
設
定
し
ま
す
。
次
の
手
順
で
設
定

し
ま
す
。

１
．

[D
7]
の
セ
ル
に
＝

RA
ND

()
と
入
力
し
ま
す
。

２
．

[D
7]
を
赤
枠
内
の
セ
ル
に
こ
の
式
を
コ
ピ
ー
、
貼
り
付
け
し
ま
す
。

３
．
赤
枠
内
の
セ
ル
を
全
て
選
択
し
て
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

４
．
同
じ
赤
枠
内
に
【
数
値
の
貼
り
付
け
】
で
貼
り
付
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
は
乱
数
の
数
値
だ
け
が
張
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
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モ
デ

ル
最

適
化

ソ
ル

バ
ー

の
設

定
と

解
決

52

モ
デ
ル
最
適
化
ソ
ル
バ
ー
の
設
定
と
解
決

式
と
仮
の
値
の
準
備
が
で
き
た
ら
、
【
デ
ー
タ
】
メ
ニ
ュ
ー
の
リ
ボ
ン
か
ら
【
ソ
ル
バ
ー
】
を
選
び
、
上
の
図
の
よ
う
に
設
定

し
ま
す
。

１
．
目
的
セ
ル
の
設
定
：
平
方
誤
差
の
合
計
の
セ
ル

２
．
目
標
値
：
最
小
値
を
選
択

３
．
変
数
セ
ル
の
変
更
：
隠
れ
層
と
出
力
層
の
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
の
仮
の
値
が
入
っ
て
い
る
セ
ル

４
．
制
約
条
件
：
な
し

５
．
制
約
の
な
い
変
数
を
非
負
数
に
す
る
：
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る

６
．
解
決
方
法
の
選
択
：

GR
G非
線
形

上
の
よ
う
に
設
定
し
た
ら
、
解
決
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
左
下
を
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
ソ
ル
バ
ー
の
試
行

が
進
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

52

ソ
ル

バ
ー

の
結

果

53

ソ
ル
バ
ー
の
結
果

ソ
ル
バ
ー
が
こ
の
〇
×
文
字
認
識
モ
デ
ル
の
最
適
化
を
終
え
る
と
、
上
の
よ
う
な
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
ど
う

や
ら
収
束
値
が
見
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
も
し
、
収
束
し
な
い
場
合
や
途
中
で
矛
盾
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
結
果
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
考
に
、
数
式
の
乱
数
で
設
定
し
た
初
期

値
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
試
行
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
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〇
×

認
識

モ
デ

ル
の

完
成

と
そ

の
応

用
例

54

54

最
適

化
後

の
モ

デ
ル

の
出

力

55

最
適
化
後
の
モ
デ
ル
の
出
力

上
の
図
は
、
無
事
に
ソ
ル
バ
ー
が
最
小
値
を
見
つ
け
て
く
れ
た
例
で
す
。
初
め
に
設
定
し
て
お
い
た
仮
の
値
は
ソ
ル

バ
ー
に
よ
り
変
更
さ
れ
て
、
こ
の
場
合
は
目
的
の
【
平
方
誤
差
の
合
計
】
は

0.
55
と
い
う
値
に
な
り
ま
し
た
。
理
想
的
に
は

こ
の
セ
ル
が

0
に
な
る
と
良
い
の
で
す
が
、
簡
単
に
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
【
仮
】
の
値
を
変
え
て
行
っ
て
み
る
と
、

ま
た
異
な
る
値
に
収
束
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
度
か
繰
り
返
し
て
で
き
る
だ
け
小
さ
く
な
る
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
を
探

し
て
み
て
下
さ
い
。

シ
ー
ト
の
右
側
に
あ
る
出
力
層
の
出
力
を
見
る
と
、

1番
の
画
像
の
出
力
層

1番
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
出
力
値
は

0.
5
と

0.
01
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
の
赤
枠
内
）
。
こ
れ
は
、
モ
デ
ル
が

1番
の
画
像
は
、
〇
で
あ
り
そ
う
な
割
合
を

0.
5
と
判
断
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
は
、
×
で
あ
り
そ
う
な
割
合
を

0.
01
と
判
断
し
た
よ
う
で
す
。

2番
の
画
像
の
同
じ
値
を

見
る
と
、
〇
で
あ
り
そ
う
な
割
合
が

1.
0
と
な
っ
て
い
ま
す
。
【
こ
れ
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
〇
だ
！
】
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

シ
ー
ト
を
さ
ら
に
右
に
進
む
と
、
×
の
画
像
に
対
す
る
モ
デ
ル
の
評
価
が
出
力
さ
れ
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 こ
の
モ
デ
ル
に
【
任
意
の
画
像
】
を
入
力
す
る
と
、
上
の
赤
枠
の
出
力
層
の
結
果
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を
持
つ

AI
シ
ス
テ

ム
が
そ
の
画
像
に
対
し
て
認
識
し
た
〇
と
×
の
【
そ
う
（

Ye
s）
で
あ
り
そ
う
な
割
合
】
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

Ex
ce

lを
用

い
て
も
簡
単
な

AI
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
と
い
う
の
は
、
【
重
み
値
】
と
【
閾
値
】
を
調
整
し
て
い
く

試
行
過
程
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
実
際
の
骨
格
推
定
で
は
、
画
素
の
値
は

2値
で
は
な
く
例
え
ば

65
万
色
以
上

で
あ
り
、

1画
像
の
画
素
数
も
上
の
図
の
モ
デ
ル
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で
す
か
ら
、
仮
の
設
定
値

の
数
も
当
然
多
い
も
の
に
な
り
、
モ
デ
ル
全
体
で
は
膨
大
な
数
の
仮
の
値
を
最
小
誤
差
を
目
指
し
て
猛
烈
な
勢
い
で
試

行
を
繰
り
返
し
て
、
調
整
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
高
速

CP
Uや

GP
U、
そ
し
て
多
く
の
メ
モ
リ
を
搭
載

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
、
そ
の
処
理
を
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
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56

目
の
教
師
デ
ー
タ

上
の
図
は
、

5x
5=

25
画
素
の
目
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
教
師
デ
ー
タ
で
、
各
々
の
画
像
の
左
下
に
あ
る
【

R】
【

L】
の
文
字

で
右
目
か
左
目
か
を
表
し
て
い
る
教
師
デ
ー
タ
で
す
。
〇
と
×
の
文
字
に
代
え
て
、
次
は
同
じ
方
法
で
目
を
推
定
す
る
モ

デ
ル
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
実
験
で
は
図
の
よ
う
な
右
左
が
対
象
の
イ
ラ
ス
ト
デ
ー
タ
を

30
個
作
り
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
モ
デ
ル
の
入
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
画
素
数
と
同
じ

25
個
、
隠
れ
層
と
出
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
、
〇
×
認
識

モ
デ
ル
と
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ

3個
と

2個
に
し
ま
し
た
。
隠
れ
層
と
出
力
層
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
計
算
式
は
、
〇
×
認
識
モ
デ

ル
と
同
じ
シ
グ
モ
イ
ド
関
数
を
用
い
ま
し
た
。

56

目
の

認
識

モ
デ

ル

57

目
の
認
識
モ
デ
ル

上
の
図
は
、
ソ
ル
バ
ー
で
最
適
化
を
行
っ
た
後
の
目
の
認
識
モ
デ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。
全
体
の
誤
差
の
合
計
は

3.
26
と
な
り
ま
し
た
。
ソ
ル
バ
ー
の
進
行
状
況
を
見
て
い
る
と

40
0回
以
上
、
試
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
私
が
日
常
利
用
し
て
い
る

PC
で
、
数
分
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
る
と
、
番
号

1の
教
師
デ
ー
タ
を
学

習
し
た
結
果
で
は
、
右
目
ら
し
さ
が

0.
91
と
な
っ
て
い
ま
す
。
〇
×
文
字
と
同
じ
よ
う
に
、
図
形
や
画
像
に
つ
い
て
も
こ
の
よ

う
に
ソ
ル
バ
ー
で
モ
デ
ル
を
最
適
化
で
き
る
こ
と
を
確
か
め
て
み
ま
し
た
（
注
１
）
。
身
体
の
骨
格
を
推
定
す
る
モ
デ
ル
で
は
、

画
素
数
や
画
像
の
色
数
な
ど
が
は
る
か
に
大
き
い
数
に
な
る
の
で
、
ソ
ル
バ
ー
機
能
で
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、

AI
推
定
モ
デ
ル
の
内
容
は
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
骨
格
推
定
の
仕
組
み
で
す
。

（
注
１
）
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
設
定
し
た
係
数
や
閾
値
の
初
期
値
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て
み
る
と
、
ソ
ル
バ
ー
の
結
果
も
変
化
す

る
の
で
、
こ
こ
で
示
し
て
い
る
も
の
が
、
【
最
も
最
適
化
で
き
た
】
モ
デ
ル
と
は
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
点
は

注
意
が
必
要
で
す
。
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骨
格

推
定

58

•
理
想
的
な
解
析
結
果
の
見
方

骨
格
推
定

こ
の
研
究
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
姿
勢
推
定
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
映
像
を
そ
の
ま
ま
解

析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
と
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
人
の
骨
格
を
推
定
し
、
結
果
を
オ
ー
バ
ー
レ
イ
描
画
し
た
映
像
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
骨
格
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
描
画
に
は
関
節
の
座
標
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
隣
り
合
う
関
節
の
座
標
は

2次
元
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
座
標
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
ビ
デ
オ
撮
影
し
た
運
動
の
様
子
を
ビ
デ
オ
フ
ァ

イ
ル
と
し
て
入
力
し
て
解
析
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
実
際
の
運
動
の
理
想
的
な
解
析
例
を
挙
げ
て
そ
の
解
析
結
果
が
ど

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

58

解
析

設
定

ウ
イ

ン
ド

ウ

59

解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド
ウ

研
究
で
用
い
た
解
析
シ
ス
テ
ム
に
は
多
く
の
解
析
機
能
が
造
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
の
図
は
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
【

Co
nf

ig
】
ボ
タ
ン
を
押

下
し
た
際
に
表
示
さ
れ
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
解
析
対
象
を
選
択
し
た
り
、
グ
ラ
フ
の
有
無
、
そ
し
て
ビ
デ
オ
解
析
の
結
果
動
画

を
保
存
す
る
場
所
の
設
定
な
ど
が
行
え
ま
す
。

【
Po

rt
：
】
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
は
、
接
続
で
き
る
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
（

CO
M
ポ
ー
ト
）
を
選
択
す
る
た
め
に
使
い
ま
す
（
注
１
）
。

CO
M
ポ
ー
ト
を
選
択
し
て

【
Co

nn
ec

t】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
解
析
終
了
時
は
【

Di
sc

on
ne

ct
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

CO
M
ポ
ー
ト
を
開
放
し
ま
す
。

右
側
の
人
体
と
そ
の
周
囲
に
あ
る
黄
色
の
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
解
析
対
象
を
指
定
し
ま
す
。

〇
AL

Lー
Jo

in
t

全
身
の
骨
格
を
推
定
し
ま
す
。
こ
の
時
、
【

Ch
ar

t:】
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
て
も
、
グ
ラ
フ
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
M

om
en

tu
m

In
de

x
運
動
量
指
数
を
解
析
す
る
モ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
を
選
ぶ
と
解
析
結
果
画
面
の
下
側
に

20
0ピ
ク
セ
ル
ご
と
に

目
盛
り
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
モ
ー
ド
で
は
人
体
の
図
の
【

Sp
in

M
id
】
と
【

Sp
in

Ba
se
】
の
中
間
点
が
計
算
さ
れ

て
、
結
果
画
面
に
黄
色
い
点
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
人
体
の
重
心
と
考
え
て
、
運
動
中
の
映
像
フ
レ
ー
ム
ご

と
の
重
心
位
置
の
移
動
量
を
ピ
ク
セ
ル
単
位
で
グ
ラ
フ
に
表
示
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
視
野
で
画
面
の
下
側
に
あ
る

目
盛
り
間
距
離
を
一
定
に
と
れ
ば
、
同
じ
尺
度
で
運
動
量
指
数
の
比
較
評
価
が
で
き
ま
す
。

〇
Sq

ua
tt

ow
ar

d
th

e 
Le

ft、
Ri

gh
t

左
向
き
、
右
向
き
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
解
析
を
行
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
は
、

Kn
ee

 と
Hi

p 
の
角
度
、
そ
し
て

Ha
nd
の

水
平
位
置
を
重
心
と
し
た
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

〇
Go

lf
Sw

in
g

ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
中
の
骨
格
の
動
き
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
目
、
鼻
、
胸
な
ど
の
関
節
と
そ
れ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
骨
格
は
、
解
析
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

〇
関
節
開
度

人
体
図
中
の
黄
色
い
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
で
選
択
し
た
関
節
の
開
度
を
解
析
し
ま
す
。

（
注
１
）

CO
M
ポ
ー
ト
は
、
解
析
中
の
関
節
開
度
を
シ
リ
ア
ル
通
信
で
出
力
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
に
説
明
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御
や

Un
ity
と

の
連
携
に
用
い
ま
す
。
通
常
の
運
動
解
析
で
は
操
作
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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60

全
身
運
動
解
析

正
面
か
ら
ダ
ン
ス
運
動
を
し
て
い
る
人
の
ビ
デ
オ
映
像
を
解
析
し
た
例
で
す
。
ビ
デ
オ
映
像
は
う
ま
く
全
身
が
撮
影
さ
れ

て
い
る
の
で
、
全
身
の
骨
格
が
く
ま
な
く
解
析
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
解
析
対
象
の
映
像
は
背
景
が
一
様
な
壁
に
な
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
の
背
景
に
い
ろ
い
ろ
な
掲
示
物
や
柱
な
ど
に
よ
る
影
な
ど
が
映
り
込
む
と
、
関
節
の
推
定
位
置
に
誤
り

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
前
屈
運
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
対
象
者
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
着

用
し
て
い
る
服
装
の
色
な
ど
も
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
１
）
全
身
運
動
時
の
骨
格
を
推
定
す
る
場
合
は
数
値
化
す
る
項
目
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
モ
ー
ド
で
は

グ
ラ
フ
描
画
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

60

関
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61

関
節
開
度
解
析

上
の
図
は
右
肘
の
開
き
角
度
を
計
算
し
て
い
る
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
関
節
は
通
常

18
0度
ま
で
開
く
の
で
、
描
画
し
て

い
る
グ
ラ
フ
は
縦
軸
を
最
大

20
0度
に
設
定
し
ま
し
た
。

関
節
開
度
は
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
解
析
が
で
き
ま
す
。
解
析
対
象
の
関
節
を
容
易
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
【
解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド
ウ
】
を
設
け
て
い
ま
す
。
解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
指
定
で
き
る
関
節
開

度
解
析
対
象
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
手
首

２
．
肘

３
．
脇

４
．
腰
（
ヒ
ッ
プ
）

５
．
膝

６
．
足
首

各
々
右
・
左
の
関
節
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
定
し
た
関
節
に
は
上
の
図
で
示
す
よ
う
に
黄
色
の
円
が
描
画

さ
れ
ま
す
。
グ
ラ
フ
の
描
画
は
指
定
し
た
関
節
開
度
を
（

de
g）
で
プ
ロ
ッ
ト
し
て
右
か
ら
左
に
ス
ク
ロ
ー
ル
表
示
し
て
い
ま
す
。

解
析
結
果
は
グ
ラ
フ
も
含
め
て
【

m
p4
形
式
】
の
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
を

入
力
と
し
た
解
析
で
は
、
解
析
と
同
時
に
シ
ス
テ
ム
内
に
結
果
の
フ
ァ
イ
ル
が
保
存
さ
れ
ま
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
に
カ
メ
ラ
映
像

を
入
力
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
外
部
で
の
記
録
が
可
能
で
す
。
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62

赤
い
●
印

赤
い
●
印

ス
ク
ワ
ッ
ト

上
の
図
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
の
解
析
例
で
す
。
図
右
下
の
挿
入
図
は
、
昨
年
度
の
ビ
デ
オ
映
像
を
こ
の
研
究
で
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム
で
改
め
て
解
析
し
た
結
果
で
す
。
昨
年
度
は
推
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
関
係
で
ウ
ェ
イ
ト
が
あ
る
と
手
の
ひ
ら

や
首
な
ど
の
身
体
の
一
部
が
隠
れ
て
し
ま
い
、
正
し
い
骨
格
推
定
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
は
シ
ャ
フ
ト

の
み
（
ウ
ェ
イ
ト
無
し
）
で
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
究
に
用
い
た
モ
デ
ル
で
は
、
あ
る
程
度
身

体
が
隠
れ
て
も
関
節
の
位
置
を
推
定
で
き
る
の
で
、
ウ
ェ
イ
ト
を
取
り
付
け
た
状
態
で
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
解
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
イ
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
手
の
ひ
ら
に
【
赤
い
丸
印
】
が
見
え
て
い
る
の
は
、
手
の
ひ
ら
の

位
置
（
つ
ま
り
、
シ
ャ
フ
ト
の
位
置
）
を

AI
が
推
定
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
位
置
が
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
を
計

算
す
る
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
は

2つ
有
り
、
上
の
グ
ラ
フ
は
腰
（
解
析
モ
デ
ル
上
は

Hi
p
）
と
膝
そ
れ
ぞ
れ
の
開
度
（
度
）
を
表
示
し
、
下
の
グ
ラ

フ
は
手
の
ひ
ら
を
重
心
位
置
と
し
た

Hi
p
と
膝
の
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
を
表
示
し
て
い
ま
す
（
注

1）
。

（
注

1）
こ
こ
で
表
示
し
て
い
る
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
は
、
関
節
と
重
心
位
置
と
の
実
際
の
長
さ
で
計
算
し
た
も
の
で
は
な
く
、

解
析
シ
ス
テ
ム
が
検
出
し
た
、
画
面
上
の
水
平
座
標
軸
で
の
手
の
ひ
ら
と
、
膝
、

Hi
p
そ
れ
ぞ
れ
の
座
標
距
離
を
基
に
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
相
互
に
、
あ
る
い
は
、
同
じ
方
の
運
動
を
継
続
的
に
評
価
す
る
場
合
は
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
画
面
上
に

一
定
の
長
さ
の
直
線
を
描
画
す
る
な
ど
、
解
析
す
る
場
合
の
画
角
が
一
定
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
施
す
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
は
実
際
の
値
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
指
標
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
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黄
色
の
メモ
リ

運
動
量
指
数
解
析

上
の
図
は
、
運
動
量
指
数
解
析
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
解
析
対
象
者
の
腹
部
に
丸
印
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
丸
印
は

AI
が
検
出
し
た

Sp
in

Ba
se
と

Sp
in

M
id
の
中
間
点
を
計
算
し
て
そ
の
位
置
を
示
し
た
も
の
で
す
。
身
体
を
動
か
す
と
運

動
量
が
発
生
し
ま
す
。
一
般
に
運
動
量
は

kg
・

m
/s
の
単
位
で
表
す
こ
と
か
ら
、
人
が
動
い
た
時
の
運
動
量
は
、
お
お
む

ね
【
体
重
×
運
動
の
速
さ
】
（
注

1）
で
把
握
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
人
の
動
き
の
運
動
量
は
【
グ
ラ
フ
の
波
の
高
さ
が

ど
こ
ま
で
高
く
な
っ
た
か
】
と
い
う
瞬
間
的
な
運
動
量
と
、
【
グ
ラ
フ
の
波
が
作
る
面
積
】
が
表
す
【
運
動
開
始
か
ら
終
了
ま

で
の
合
計
の
運
動
量
】
で
把
握
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
運
動
し
て
い
る
最
中
の
瞬
間
的
な
運
動
量
を
プ
ロ
ッ
ト

し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
実
際
の
値
は
、
上
で
説
明
し
た
解
析
対
象
者
腹
部
の
丸
印
が
、
前
の
動
画
フ
レ
ー
ム
と
比

べ
て
画
像
上
の
座
標
で
ど
れ
だ
け
の
距
離
（
座
標
上
の
直
線
距
離
）
を
動
い
た
か
（
注

2）
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
運

動
量
は
単
位
時
間
（
秒
）
あ
た
り
の
値
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
解
析
で
は
【
フ
レ
ー
ム
間
隔
時
間
あ
た
り
】
な
っ
て

い
ま
す
。
運
動
の
大
き
さ
の
比
較
基
準
の
た
め
に
画
面
の
下
の
部
分
に

20
0ピ
ク
セ
ル
ご
と
に
目
盛
り
を
描
画
し
て
い
ま

す
。
画
像
フ
レ
ー
ム
の
上
部
と
左
右
部
分
に
も
目
盛
り
を
描
画
し
た
ほ
う
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
善
す
べ
き
部
分

が
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
注

1）
正
確
に
は
、
質
量
×
速
度
。

（
注

2）
Sq

rt
(x

^2
+

y^
2)
。
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シ
ス

テ
ム

の
課

題

64

シ
ス
テ
ム
の
課
題

こ
の
研
究
で
用
い
て
い
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
記
録
・
解
析
シ
ス
テ
ム
（

Su
pe

r-B
it
お
よ
び

BI
TA

S）
や
骨
格
推
定
シ
ス
テ
ム

は
、
ま
だ
開
発
途
上
で
す
。
実
際
に
使
用
す
る
と
い
ろ
い
ろ
気
に
な
る
点
が
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
課
題
を
整

理
し
て
い
ま
す
。

64

バ
イ

タ
ル

記
録

・
解

析
シ

ス
テ

ム
の

課
題

65

バ
イ
タ
ル
記
録
・
解
析
シ
ス
テ
ム
の
課
題

上
の
表
は
、
バ
イ
タ
ル
記
録
・
解
析
シ
ス
テ
ム
の
課
題
や
要
望
事
項
等
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
内
容
の
詳
細
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
大
量
の
発
汗
に
よ
る
導
子
の
剥
が
れ

導
子
の
上
か
ら
サ
ー
ジ
カ
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
補
強
装
着
す
る
必
要
が
あ
っ
て
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
感
じ
る
。

２
．
安
定
し
た
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
が
記
録
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

初
め
に
記
録
を
行
っ
た
際
は
、
き
れ
い
な
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
変
化
が
記
録
で
き
た
の
で
す
が
、
何
度
か
繰
り
返
す
と
大
き
く
ノ
イ
ズ
が
載
っ
た
状
態
の
脈

波
が
記
録
さ
れ
て
し
ま
い
、
脈
波
や
平
均
脈
拍
数
等
、
脈
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
変
化
が
記
録
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
大
量
の
発
汗
が
原
因

か
と
考
え
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、
自
転
車
走
行
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
状
況
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ほ
ど
の
発
汗
は
な
く
、
走
行

時
に
は
風
も
受
け
る
の
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
発
汗
は
少
な
め
で
し
た
。

３
．
表
皮
温
度
の
測
定
結
果
が
解
析
シ
ス
テ
ム
に
現
れ
な
い

解
析
シ
ス
テ
ム
（

BI
TA

S）
の
画
面
に
は
【
表
皮
温
度
】
の
文
字
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

４
．
解
析
シ
ス
テ
ム
に
は
姿
勢
項
目
が
あ
り
、
高
精
度
の
セ
ン
サ
（
加
速
度
、
ジ
ャ
イ
ロ
）
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
動
解
析
時
に
は
、
例
え
ば
上
下
動
な
ど

の
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
と
良
い
。

５
．
測
定
開
始
時
の
心
電
波
形
が
本
体
に
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
時
間
経
過
後
消
え
て
し
ま
う
。
運
動
解
析
時
に
は
、

12
時
間
と
い
う
よ
う
な
長
時
間
の
記

録
を
す
る
必
要
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
電
力
を
消
費
し
て
も
心
電
波
形
が
表
示
さ
れ
る
と
良
い
。

６
．
運
動
時
に
本
体
に
そ
の
時
点
で
の
デ
ー
タ
を
表
示
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
平
均
脈
拍
数
、
そ
れ
ま
で
の
運
動
量
指
数
（
絶
対
値
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
目
安

と
な
る
指
数
で
良
い
）
な
ど
。

７
．

Su
pe

r-B
it
は
あ
く
ま
で
も
医
療
用
な
の
で
、
運
動
解
析
用
の
デ
バ
イ
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
。

①
．
血
圧
表
示
、
記
録

②
．
平
均
脈
拍
数
表
示

③
．
脈
波
の
表
示

④
．
体
温
変
化
の
表
示
、
記
録

⑤
．
イ
ベ
ン
ト
の
記
録

運
動
中
に
特
に
後
の
解
析
の
役
に
立
つ
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
た
め
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
そ
の
箇
所
が
記
録
に
現
れ
る
機
能

⑥
．
気
圧
セ
ン
サ
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
気
圧
の
変
動
に
よ
る
高
低
差
の
記
録

10
13

hP
a（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
）
を
基
準
に
し
た
高
低
差
で
よ
い
。

⑦
．
想
定
移
動
距
離

概
ね
の
移
動
距
離
か
、
あ
る
い
は
移
動
距
離
指
数
の
よ
う
な
も
の
。

⑧
．
４
で
指
摘
し
た
上
下
動
。

他
に
も
気
づ
き
か
れ
た
点
は
、
ぜ
ひ
ご
意
見
と
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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骨
格

推
定

シ
ス

テ
ム

の
課

題

66

※
【ダ
イレ
クト
解
析
】と
は
カメ
ラ映

像
を
直
接
解
析
す
る
方
法
で
す
。

骨
格
推
定
シ
ス
テ
ム
の
課
題

上
の
表
は
、
骨
格
推
定
シ
ス
テ
ム
の
課
題
や
要
望
事
項
等
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
内
容
の
詳
細
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
解
析
結
果
画
像
の
骨
格
描
画
色
が
薄
い

AI
に
よ
り
推
定
し
た
関
節
座
標
を
基
に
骨
格
を
キ
ャ
プ
チ
ャ
画
像
に
オ
ー
バ
ー
レ
イ
描
画
し
て
い
ま
す
が
、
解
析
時
に
表
示
さ
れ
る
骨
格
は
明
瞭
な
の

に
、
動
画
保
存
さ
れ
た
も
の
で
は
骨
格
の
描
画
が
薄
く
、
解
析
結
果
を
再
生
時
に
見
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
動
画
の
元
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
プ
チ
ャ
画
像
と
骨

格
が
描
画
さ
れ
た
画
像
は
、
シ
ス
テ
ム
内
部
で
別
の
レ
イ
ヤ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
、
動
画
保
存
時
に
こ
れ
ら
の
レ
イ
ヤ
を

1つ
の
レ
イ
ヤ
に
合
成
す
る
処
理

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
合
成
処
理
に
利
用
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
関
数
に
は
、
レ
イ
ヤ
の
デ
ー
タ
の
明
る
さ
の
割
合
を
合
計
で

1.
0に
な
る
よ
う
に
指
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ

り
、
こ
の
値
を
調
整
し
て
も
現
状
が
限
界
で
す
。
そ
の
た
め
動
画
保
存
を
他
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
か
、
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
解
析
結
果
グ
ラ
フ
の
ス
ク
ロ
ー
ル
が
止
ま
る
こ
と
が
あ
る

解
析
対
象
が

AI
（
骨
格
推
定
エ
ン
ジ
ン
）
で
認
識
で
き
な
い
場
合
、
解
析
結
果
画
面
左
上
の
グ
ラ
フ
部
分
の
ス
ク
ロ
ー
ル
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
解
析

対
象
が
認
識
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
グ
ラ
フ
の
ス
ク
ロ
ー
ル
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
グ
ラ
フ
も
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
開
発
し

た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
グ
ラ
フ
の
仕
様
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
運
動
の
解
析
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
機
能
を
盛
り
込
む
際
に
も
、
解
析
対
象
の
運
動
毎
に
、
目
的
や
解
析
の
内
容
と
結
果
の
表
示
、
記
録
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
運
動
に
つ
い
て
も

1つ
の
シ
ス
テ
ム
で
対
応
す
る
に
は
限
界
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、

1つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
全
て
を
賄

う
の
で
は
な
く
、
解
析
対
象
ご
と
に
シ
ス
テ
ム
を
分
け
て
開
発
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

Su
pe

r-B
it
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

３
．
ビ
デ
オ
解
析
時
に
解
析
結
果
が
ス
ロ
ー
で
表
示
さ
れ
る

直
得
カ
メ
ラ
映
像
を
入
力
す
る
場
合
も
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
を
入
力
す
る
場
合
も
、
画
像

1フ
レ
ー
ム
ご
と
に

AI
骨
格
推
定
を
行
い
そ
の
結
果
を
オ
ー
バ
ー

レ
イ
描
画
し
て
出
力
フ
ァ
イ
ル
に

1フ
レ
ー
ム
追
加
保
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
か
か
る
時
間
が
現
在
の
状
態
で
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
高
速
に
し
て
完
全
な
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
近
づ
け
る
に
は
、
さ
ら
に
処
理
能
力
の
高
く
大
き
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
フ
レ
ー
ム
ご
と
の
解
析
処
理
を

複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
併
用
し
て
行
う
【
並
列
処
理
】
あ
る
い
は
【
同
時
処
理
】
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
複
数
コ
ア
の

GP
Uや

CP
Uを
利
用
す
る
こ

と
と
同
じ
概
念
で
す
が
、
物
理
的
に
異
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
並
列
処
理
は
、
検
討
の
余
地
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
改
善
の
余
地
が
あ
り
希
望
が
持
て
ま
す

が
一
方
で
は
シ
ス
テ
ム
が
大
規
模
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．
カ
メ
ラ
映
像
を
直
接
解
析
す
る
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
で
は
、
解
析
結
果
を
保
存
す
る
と
解
析
結
果
の
表
示
が
カ
ク
カ
ク
し
た
り
、
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
も
３
と
同
様
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
発
当
初
に
は
グ
ラ
フ
描
画
は
行
わ
ず
、
単
な
る
骨
格
推
定
だ
け
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
問

題
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

1つ
の
シ
ス
テ
ム
で
い
ろ
い
ろ
な
解
析
を
行
う
よ
う
に
し
た
こ
と
で
表
面
化
し
た
問
題
で
す
。
現
在
は
、
解
析
結
果
映
像
を
シ
ス
テ

ム
外
部
に
取
り
出
し
て
保
存
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
【
並
列
処
理
】
と
同
じ
考
え
方
で
す
。

５
．
使
用
し
て
い
る
骨
格
推
定
エ
ン
ジ
ン
で
は
、
全
身
の
関
節
の
【
二
次
元
座
標
】
（
注
１
）
の
出
力
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
複
数
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
を
入
力

し
た
場
合
、
【
三
次
元
座
標
】
が
出
力
さ
れ
る
機
能
も
あ
る
の
で
、
奥
行
き
を
考
慮
し
た
運
動
解
析
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
が
開
発
で
き
ま
す
。
現
状
で
は
二
次
元
座

標
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
三
次
元
座
標
を
取
り
扱
う
解
析
シ
ス
テ
ム
を
別
途
開
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
が
【
メ
タ
バ
ー
ス
】
や
【
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
】
な
ど
の
外
部
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
や
す
く
、
応
用
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

６
．
他
の
運
動
の
解
析
を
行
い
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
運
動
と
解
析
点
、
結
果
の
示
し
方
が
明
確
に
な
れ
ば
対
応
す
る
解
析
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

66

運
動

解
析

シ
ス

テ
ム

の
外

部
連

携
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ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
制

御

68

ロボ
ット
ア
ー
ム
⇒

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御

上
の
図
は
、
解
析
し
た
関
節
開
度
の
デ
ー
タ
を
シ
リ
ア
ル
通
信
で
外
部
出
力
し
て
、
そ
れ
を
受
信
し
た
マ
イ
コ
ン
で

【
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
】
を
動
か
し
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
な
ど
の
制
御
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
関
節
の
動
き

を
評
価
し
た
結
果
を
外
部
出
力
す
る
と
、
複
雑
な
動
作
を
遠
隔
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

68

メ
タ

バ
ー

ス
連

携

69

メ
タ
バ
ー
ス
連
携

上
の
図
は
、
ゲ
ー
ム
開
発
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る

Un
ity
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
、
別
の

PC
の
中
に
い
る
ア
バ

タ
ー
の
腕
を
、
人
体
と
同
じ
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
様
子
で
す
。
腕
を
動
か
し
て
肘
関
節
の
開
度
が
変
化
す
る
と
、
そ
れ
と

同
じ
角
度
に
ア
バ
タ
ー
の
腕
が
動
き
ま
す
。

Un
ity
上
の
ア
バ
タ
ー
は
、
人
体
と
同
じ
よ
う
に
関
節
と
骨
格
（
ボ
ー
ン
）
が
あ

り
、
関
節
開
度
（

Un
ity
の
場
合
は
回
転
角
度
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
）
を
設
定
す
れ
ば
、
ア
バ
タ
ー
の
ボ
ー
ン
が
動
い
て
く

れ
ま
す
。
人
体
の
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
が
発
達
す
る
と
メ
タ
バ
ー
ス
の
中
に
自
分
の
分
身
が
登
場
し
て
活
躍
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。
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70

終
わ
り
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グループワーク教材（メンタルヘルストレーニング） 



令
和

4
年

度
「
専

修
学

校
に

よ
る

先
端

技
術

利
活

用
実

証
研

究
」

-
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

ス
ポ

ー
ツ

系
科

目
の

遠
隔

教
育

導
入

モ
デ

ル
の

構
築

－

近
年

の
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
学

生
の

心
理

的
ス

ト
レ

ス
、

生
活

習
慣

の
乱

れ
、

運
動

不
足

、
体

力
の

低
下

が
報

告
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な

状
況

下
に

お
い

て
も

、
学

生
の

生
活

習
慣

の
正

常
化

や
、

身
体

活
動

の
促

進
を

行
う

こ
と

は
重

要
で

あ
り

、
近

年
、

S
o
c
ie

ty
5
.0

関
連

の
技

術
発

展
に

よ
り

、
心

拍
数

や
呼

吸
数

、
身

体
の

姿
勢

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
計

測
し

、
そ

の
デ

ー
タ

を
サ

ー
バ

ー
に

蓄
積

で
き

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
が

、
安

価
で

入
手

し
や

す
く

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

こ
の

よ
う

な
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
使

用
し

、
今

後
も

想
定

さ
れ

る
新

型
ウ

イ
ル

ス
や

大
規

模
災

害
な

ど
、

増
加

す
る

不
登

校
等

の
事

由
に

よ
り

、
遠

隔
授

業
が

長
期

化
す

る
際

に
懸

念
さ

れ
、

心
理

的
ス

ト
レ

ス
や

運
動

能
力

の
低

下
及

び
、

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

と
の

仲
間

意
識

の
希

薄
化

な
ど

の
問

題
に

対
す

る
有

効
な

対
策

と
な

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。

1

令
和

4
年

度

「
専

修
学

校
に

よ
る

先
端

技
術

利
活

用
実

証
研

究
」

-
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

ス
ポ

ー
ツ

系
科

目
の

遠
隔

教
育

導
入

モ
デ

ル
の

構
築

－

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）

最
先

端
の

超
小

型
・
軽

量
メ

モ
リ

型
生

体
セ

ン
サ

を
用

い
て

、
自

律
神

経
等

を
測

定
す

る
こ

と
で

、
皆

さ
ん

の
1
日

の
メ

ン
タ

ル
・フ

ィ
ジ

カ
ル

の
状

態
を

を
評

価
し

よ
う

と
い

う
講

座
で

す
。

簡
単

に
生

体
信

号
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

心
理

的
ス

ト
レ

ス
や

生
活

習
慣

の
乱

れ
、

運
動

不
足

や
体

力
の

低
下

が
、

自
分

自
身

に
、

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
か

？
が

、
可

視
化

さ
れ

、
簡

単
に

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
、

効
果

が
表

れ
る

の
な

ら
、

自
分

だ
け

で
は

な
く
、

家
族

、
友

人
、

先
生

な
ど

、
周

り
の

方
々

も
1
日

の
メ

ン
タ

ル
や

フ
ィ

ジ
カ

ル
の

状
態

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
、

ス
ト

レ
ス

な
ど

か
ら

身
を

守
り

、
病

気
を

す
る

こ
と

な
く
長

く
健

康
で

い
る

指
標

と
な

る
た

め
、

ス
ト

レ
ス

社
会

は
無

く
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

・
最

近
で

は
、

生
体

信
号

を
電

気
信

号
と

し
て

出
力

す
る

セ
ン

サ
は

、
た

く
さ

ん
出

て
い

ま
す

。
・
皆

さ
ん

も
ご

存
じ

の
よ

う
に

、
A

p
pl

e
W

at
c
h
な

ど
は

、
光

学
式

、
電

気
式

心
拍

セ
ン

サ
ー

や
加

速
度

セ
ン

サ
ー

を
搭

載
し

て
い

ま
す

。
・
加

速
度

セ
ン

サ
ー

は
歩

数
計

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

2

ht
tp

s:/
/w

w
w

.jp
.td

k.
co

m
/t

ec
h-

m
ag

/f
ro

nt
_l

in
e/

00
6
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そ
の

具
体

的
な

取
組

内
容

、
方

法
と

し
て

、
今

回
、

株
式

会
社

人
間

と
科

学
の

研
究

所
開

発
の

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
（
S
U

P
E
R

-
B

IT
）
を

用
い

て
、

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

践
、

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

取
得

と
解

析
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

を
行

い
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

は
、

生
体

情
報

追
跡

装
置

:B
io

In
fo

rm
at

io
n
T
ra

c
e
rの

頭
文

字
を

と
っ

て
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

い
う

言
い

方
で

呼
ん

で
い

る
小

型
軽

量
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
の

こ
と

で
す

。

そ
の

S
U

P
E
R

-
B

IT
に

数
多

く
の

生
態

信
号

が
取

れ
る

こ
と

か
ら

S
U

P
E
R

と
命

名
し

た
と

聞
い

て
お

り
ま

す
。

3

○
具

体
的

な
取

組
内

容
＜

方
法

＞

株
式

会
社

人
間

と
科

学
の

研
究

所
開

発
の

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
（
S
U

P
E
R

-
B

IT
)を

用
い

て

・
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
践

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
と

解
析

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

等

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

は
、

B
io

In
fo

rm
at

io
n
T
ra

c
e
r（

生
体

情
報

追
跡

装
置

）

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
具

体
的

な
取

り
組

み
内

容

本
日

の
＜

講
座

の
内

容
＞

は
、

・
B

IT
（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r：

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
サ

ー
）
を

用
い

た
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
で

す
。

（
１

）
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係
：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

（
２

）
ス

ト
レ

ス
度

診
断

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

問
診

記
入

問
診

結
果

説
明

（
３

）
B

IT
を

用
い

た
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
見

方
（
４

）
理

想
的

な
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
例

（
５

）
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

結
果

の
課

題
に

関
す

る
内

容
（
６

）
そ

の
他

、
関

連
事

項
な

ど
の

説
明

を
い

た
し

ま
す

。

ま
ず

は
、

（
１

）
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係
：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

か
ら

、

4

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

基
礎

知
識

：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

４
：

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

５
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

ス
ト

レ
ス

を
な

く
す

た
め

に
は

・
・
・

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
講

座
内

容
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ま
ず

は
、

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

に
つ

い
て

お
話

を
い

た
し

ま
す

。
メ

ン
タ

ル
と

は
、

い
っ

た
い

何
な

の
で

し
ょ

う
か

？
メ

ン
タ

ル
を

構
成

す
る

要
素

は
3
つ

、
「
心

・
技

・
体

」
、

ス
ポ

ー
ツ

の
世

界
で

よ
く
聞

く
言

葉
で

す
。

心
は

、
感

情
、

メ
ン

タ
ル

面
、

心
理

面
、

精
神

面
、

心
、

気
持

ち
、

で
あ

っ
て

、
技

は
、

思
考

、
技

術
面

、
作

戦
、

戦
術

、
そ

し
て

、
体

は
、

行
動

、
体

力
、

持
久

力
、

コ
ン

デ
シ

ョ
ニ

ン
ク

な
ど

の
身

体
の

こ
と

で
す

。
心

技
体

は
、

バ
ラ

ン
ス

か
と

れ
て

い
る

こ
と

が
重

要
だ

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
メ

ン
タ

ル
と

聞
い

て
、

一
般

的
に

イ
メ

ー
ジ

さ
れ

る
言

葉
の

な
か

に
、

「
努

力
」
や

「
根

性
」
「
執

念
」
「折

れ
な

い
心

」
「
平

常
心

」
「
精

神
」
「
心

」
と

い
っ

た
も

の
が

あ
る

り
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
ら

は
、

メ
ン

タ
ル

の
な

か
の

「
思

考
」

を
表

す
言

葉
だ

、
と

も
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
「
感

情
」
は

、
喜

び
や

悲
し

み
、

怒
り

な
ど

と
い

っ
た

よ
う

に
状

況
に

よ
っ

て
、

天
気

の
よ

う
に

コ
ロ

コ
ロ

と
変

わ
る

も
の

で
す

。
「
行

動
」
は

、
文

字
通

り
、

目
標

達
成

へ
と

導
く
「
行

動
」
の

数
々

で
す

。
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
落

ち
て

い
る

時
で

も
、

「
ル

ー
テ

ィ
ン

（
習

慣
）
の

行
動

」
で

、
少

し
ず

つ
で

も
私

た
ち

を
目

標
に

近
づ

け
て

く
れ

る
力

強
い

存
在

で
す

。
皆

さ
ん

も
、

ご
存

じ
だ

と
思

い
ま

す
が

、
ラ

グ
ビ

ー
の

五
郎

丸
選

手
が

キ
ッ

ク
を

す
る

前
に

行
う

ル
ー

テ
ィ

ン
を

「
プ

レ
・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

・
ル

ー
テ

ィ
ン

」
と

言
い

ま
す

。

5

メ
ン

タ
ル

を
構

成
す

る
3つ

の
要

素

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

心
=
感

情 技
=
思

考
体

=
行

動

皆
さ

ん
は

、
心

・
技

・
体

の
バ

ラ
ン

ス
が

と
れ

て
い

ま
す

か
？

ス
ポ

ー
ツ

を
や

っ
て

お
ら

れ
る

方
な

ら
、

技
・体

に
つ

い
て

は
、

毎
日

練
習

し
て

い
る

と
い

う
人

が
ほ

と
ん

ど
だ

と
思

い
ま

す
。

で
も

、
心

の
部

分
、

つ
ま

り
メ

ン
タ

ル
面

の
ト

レ
ニ

ン
グ

を
し

て
い

る
、

と
い

う
人

は
少

な
い

で
し

ょ
う

。
そ

れ
で

心
技

体
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
て

い
る

、
と

言
え

る
で

し
ょ

う
か

？
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

と
き

、
技

術
・
体

力
面

が
必

要
な

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
で

す
が

、
そ

れ
だ

け
で

は
勝

負
に

勝
て

ま
せ

ん
。

つ
ま

り
、

本
当

の
実

力
を

身
に

着
け

る
た

め
に

は
、

技
術

、
体

力
、

そ
し

て
心

の
部

分
を

そ
れ

ぞ
れ

、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
ト

レ
二

ン
ク

す
る

必
要

力
ず

あ
る

の
で

す
。

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
ク

は
、

こ
の

心
の

部
分

の
ト

レ
ニ

ン
ク

を
行

い
ま

す
。

体
だ

け
で

は
な

く
、

心
も

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

し
て

、
「
心

技
体

」
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

る
の

で
す

。
3
つ

の
要

素
が

そ
ろ

っ
た

メ
ン

タ
ル

は
、

目
標

に
向

か
っ

て
進

む
「
力

」で
す

。
そ

し
て

、
困

難
を

乗
り

越
え

る
時

に
役

立
つ

心
強

い
「
武

器
」
な

の
で

す
。

メ
ン

タ
ル

は
目

標
と

と
も

に
存

在
す

る
。

メ
ン

タ
ル

の
「
思

考
」
「
感

情
」「

行
動

」
と

い
う

3要
素

は
、

私
達

が
目

標
に

向
か

う
た

め
の

力
で

あ
り

、
困

難
を

乗
り

越
え

る
心

強
い

武
器

な
の

で
す

。

6

メ
ン

タ
ル

を
構

成
す

る
3つ

の
要

素

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

心
=
感

情 技
=
思

考
体

=
行

動
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心
は

、
感

情
、

メ
ン

タ
ル

面
、

心
理

面
、

精
神

面
、

気
持

ち
で

す
。

現
在

の
心

の
状

態
を

自
分

で
自

分
の

こ
こ

ろ
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
の

か
？

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
上

で
「
メ

ン
タ

ル
」の

概
念

に
つ

い
て

、
改

め
て

理
解

を
深

め
ま

す
。

そ
も

そ
も

メ
ン

タ
ル

は
3
つ

の
要

素
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

「
思

考
」
「感

情
」
「
行

動
：
イ

メ
ー

ジ
」
が

構
成

要
素

と
な

り
ま

す
。

こ
の

3
つ

の
要

素
が

バ
ラ

ン
ス

よ
く
組

み
合

わ
さ

っ
て

い
る

も
の

が
メ

ン
タ

ル
と

言
え

、
良

い
状

態
に

す
る

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
要

素
に

お
け

る
問

題
点

を
確

認
し

解
決

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
す

。
そ

の
た

め
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
自

身
の

中
で

「
思

考
」
「
感

情
」
「
行

動
」
の

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ
た

状
態

を
目

指
し

、
3
つ

の
要

素
に

お
け

る
問

題
解

決
に

取
り

組
む

手
法

と
捉

え
ら

れ
ま

す
。

7

心
=
感

情 技
=
思

考
体

=
行

動

心
=
感

情
、

メ
ン

タ
ル

面
、

心
理

面
、

精
神

面
、

気
持

ち

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

こ
れ

は
あ

く
ま

で
も

傾
向

で
す

が
、

メ
ン

タ
ル

が
強

い
人

の
特

徴
と

し
て

3
点

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

・
常

に
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
精

神
で

前
向

き
自

分
の

思
い

通
り

に
な

ら
な

く
て

も
「
ま

あ
い

い
か

」
と

受
け

流
せ

る
性

格
何

で
も

自
分

に
都

合
良

く
解

釈
す

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

さ
が

あ
る

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

嫌
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
く
よ

く
よ

せ
ず

、
す

ぐ
に

切
り

替
え

ら
れ

る
困

っ
た

時
は

す
ぐ

に
人

に
頼

れ
る

・
苦

し
い

と
き

ほ
ど

笑
顔

趣
味

を
持

っ
て

い
て

、
現

実
逃

避
が

上
手

メ
ン

タ
ル

が
強

い
人

は
、

ど
ん

な
状

況
下

で
も

物
事

を
前

向
き

に
捉

え
る

思
考

を
持

ち
ま

す
。

こ
の

思
考

に
よ

っ
て

困
難

や
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

を
「
成

長
の

機
会

」
と

受
け

止
め

、
失

敗
を

恐
れ

ず
に

行
動

を
起

こ
す

の
で

す
。

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

思
考

に
基

づ
い

た
行

動
は

感
情

に
も

良
い

影
響

を
与

え
、

苦
悩

し
て

し
ま

う
よ

う
な

場
面

で
も

笑
顔

を
欠

か
さ

ず
に

努
力

す
る

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

8

メ
ン

タ
ル

が
強

い
人

の
特

徴

・
常

に
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
精

神
で

前
向

き

自
分

の
思

い
通

り
に

な
ら

な
く
て

も
「
ま

あ
い

い
か

」と
受

け
流

せ
る

性
格

何
で

も
自

分
に

都
合

良
く
解

釈
す

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

さ
が

あ
る

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

嫌
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
く
よ

く
よ

せ
ず

、
す

ぐ
に

切
り

替
え

ら
れ

る

困
っ

た
時

は
す

ぐ
に

人
に

頼
れ

る

・
苦

し
い

と
き

ほ
ど

笑
顔

趣
味

を
持

っ
て

い
て

、
現

実
逃

避
が

上
手

メ
ン

タ
ル

が
弱

い
人

の
特

徴

・
頭

が
良

い

・
真

面
目

な
努

力
家

で
あ

る

ま
じ

め
で

、
細

か
い

こ
と

に
も

こ
だ

わ
る

几
帳

面

・
完

璧
主

義
者

で
あ

る

一
度

言
っ

た
自

分
の

意
見

は
譲

ら
な

い
頑

固
者

す
ぐ

に
他

人
の

失
敗

を
責

め
立

て
て

し
ま

う

・
内

向
的

で
あ

る

自
分

の
意

見
が

あ
る

の
に

は
っ

き
り

言
え

ず
人

に
合

わ
せ

る

頼
れ

る
人

が
周

り
に

い
な

い
と

考
え

て
悩

み
を

溜
め

込
み

が
ち

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係
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メ
ン

タ
ル

が
弱

い
人

の
特

徴
：
メ

ン
タ

ル
が

弱
い

人
の

特
徴

と
し

て
4
点

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

・
頭

が
良

い
・
真

面
目

な
努

力
家

で
あ

る
ま

じ
め

で
、

細
か

い
こ

と
に

も
こ

だ
わ

る
几

帳
面

・
完

璧
主

義
者

で
あ

る
一

度
言

っ
た

自
分

の
意

見
は

譲
ら

な
い

頑
固

者
す

ぐ
に

他
人

の
失

敗
を

責
め

立
て

て
し

ま
う

・
内

向
的

で
あ

る
自

分
の

意
見

が
あ

る
の

に
は

っ
き

り
言

え
ず

人
に

合
わ

せ
る

頼
れ

る
人

が
周

り
に

い
な

い
と

考
え

て
悩

み
を

溜
め

込
み

が
ち

頭
の

回
転

が
早

い
人

や
高

い
思

考
力

を
持

つ
人

ほ
ど

、
メ

ン
タ

ル
が

弱
い

傾
向

が
あ

り
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

現
状

を
深

く
理

解
し

分
析

し
や

す
く
最

悪
の

状
態

を
も

予
測

で
き

て
し

ま
う

た
め

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
思

考
に

至
る

可
能

性
が

高
い

た
め

で
す

。

行
動

面
に

お
い

て
は

真
面

目
で

完
璧

を
追

い
求

め
る

特
徴

が
あ

る
と

、
少

し
で

も
良

い
結

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
際

に
落

ち
込

み
や

す
く
挫

折
や

無
力

を
感

じ
や

す
く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

積
極

性
が

な
く
内

向
的

で
あ

る
場

合
も

、
メ

ン
タ

ル
の

弱
い

特
徴

の
1つ

で
す

。
悩

み
や

思
い

を
自

分
自

身
だ

け
で

抱
え

込
ん

で
し

ま
う

こ
と

で
孤

独
を

感
じ

、
物

事
を

マ
イ

ナ
ス

な
方

向
に

捉
え

や
す

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

「
ス

ト
レ

ス
に

強
く
な

り
た

い
」
「ス

ト
レ

ス
耐

性
を

高
め

た
い

」
と

い
う

人
は

多
い

と
思

い
ま

す
。

一
昔

前
は

、
メ

ン
タ

ル
疾

患
に

な
ら

な
い

た
め

に
、

「
ス

ト
レ

ス
耐

性
を

高
め

よ
う

」と
い

わ
れ

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
、

最
近

で
は

ス
ト

レ
ス

を
我

慢
す

る
、

耐
え

忍
ぶ

の
で

は
な

く
、

受
け

流
し

た
ほ

う
が

い
い

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

9

メ
ン

タ
ル

が
強

い
人

の
特

徴

・
常

に
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
精

神
で

前
向

き

自
分

の
思

い
通

り
に

な
ら

な
く
て

も
「
ま

あ
い

い
か

」と
受

け
流

せ
る

性
格

何
で

も
自

分
に

都
合

良
く
解

釈
す

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

さ
が

あ
る

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

嫌
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
く
よ

く
よ

せ
ず

、
す

ぐ
に

切
り

替
え

ら
れ

る

困
っ

た
時

は
す

ぐ
に

人
に

頼
れ

る

・
苦

し
い

と
き

ほ
ど

笑
顔

趣
味

を
持

っ
て

い
て

、
現

実
逃

避
が

上
手

メ
ン

タ
ル

が
弱

い
人

の
特

徴

・
頭

が
良

い

・
真

面
目

な
努

力
家

で
あ

る

ま
じ

め
で

、
細

か
い

こ
と

に
も

こ
だ

わ
る

几
帳

面

・
完

璧
主

義
者

で
あ

る

一
度

言
っ

た
自

分
の

意
見

は
譲

ら
な

い
頑

固
者

す
ぐ

に
他

人
の

失
敗

を
責

め
立

て
て

し
ま

う

・
内

向
的

で
あ

る

自
分

の
意

見
が

あ
る

の
に

は
っ

き
り

言
え

ず
人

に
合

わ
せ

る

頼
れ

る
人

が
周

り
に

い
な

い
と

考
え

て
悩

み
を

溜
め

込
み

が
ち

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

昔
、

お
笑

い
芸

人
が

歌
っ

た
。

チ
ャ

ラ
チ

ャ
チ

ャ
チ

ャ
ラ

チ
ャ

～
♪

で
始

ま
る

「
右

か
ら

来
た

も
の

を
左

へ
受

け
流

す
の

歌
」
の

よ
う

に
、

受
け

流
し

た
方

が
よ

い
の

で
す

。
そ

れ
を

示
す

言
葉

が
「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
」
で

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

（
re

si
lie

n
c
e
）
と

は
、

「
回

復
力

」
「
弾

性
（
し

な
や

か
さ

）
」
を

意
味

す
る

英
単

語
で

す
。

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
な

」
と

形
容

さ
れ

る
人

物
は

、
困

難
な

問
題

、
危

機
的

な
状

況
、

ス
ト

レ
ス

と
い

っ
た

要
素

に
遭

遇
し

て
も

、
す

ぐ
に

立
ち

直
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

も
と

も
と

は
物

体
の

弾
性

を
表

す
言

葉
で

す
が

、
そ

れ
が

心
の

回
復

力
（
精

神
的

な
強

さ
の

指
標

の
一

つ
）
を

説
明

す
る

も
の

と
し

て
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

「
心

が
折

れ
る

」
と

い
う

表
現

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
は

耐
え

忍
ぶ

か
ら

折
れ

て
し

ま
う

わ
け

で
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

で
、

ス
ト

レ
ス

を
「
受

け
流

す
」
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
決

し
て

「折
れ

る
」
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

-
-
-
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レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

メ
リ

ッ
卜

は
、

【
メ

リ
ッ

卜
1
】

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
な

り
づ

ら
い

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

原
因

は
、

ス
ト

レ
ス

で
す

。
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
処

理
で

き
な

い
の

で
、

心
も

身
体

も
疲

れ
て

し
ま

い
、

メ
ン

タ
ノ

レ
疾

患
に

な
る

リ
ス

ク
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
高

い
人

は
、

ス
ト

レ
ス

を
上

手
に

受
け

流
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

は
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

予
防

に
な

り
ま

す
。

【
メ

リ
ッ

卜
2
 】

メ
ン

タ
ル

疾
患

が
治

り
や

す
い

「
メ

ン
タ

ノ
レ

疾
患

が
治

り
ま

せ
ん

」
と

い
う

人
は

、
「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
が

低
い

」
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

物
事

を
悲

観
的

に
捉

え
、

目
先

の
症

状
に

一
喜

一
憂

し
、

す
ぐ

に
「
自

分
に

は
無

理
」
と

思
い

、
先

生
や

コ
ー

チ
、

主
治

医
に

も
相

談
し

な
い

。
そ

の
よ

う
な

「
思

考
パ

タ
ー

ン
」
に

な
っ

て
い

な
い

で
し

ょ
う

か
。

「
メ

ン
タ

ル
疾

患
を

治
す

」
「
再

発
し

な
い

」
た

め
に

は
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
が

不
可

欠
で

す
。

【
メ

リ
ッ

卜
3
】

身
体

疾
患

の
予

防
、

長
生

き
で

き
る

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
限

ら
ず

、
「
学

校
や

職
場

の
ス

ト
レ

ス
」や

「
人

間
関

係
」
の

ス
ト

レ
ス

は
、

身
体

疾
患

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
そ

う
し

た
ス

ト
レ

ス
を

受
け

流
す

こ
と

で
、

身
体

の
病

気
に

な
る

リ
ス

ク
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
メ

リ
ッ

卜
4
 】

悩
み

が
な

く
な

る
、

学
校

生
活

が
が

楽
し

く
な

る
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
受

け
流

せ
る

よ
う

に
な

っ
た

な
ら

、
人

間
関

係
の

悩
み

も
消

え
て

、
毎

日
が

楽
し

く
な

る
は

ず
で

す
。

そ
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

や
学

業
に

も
集

中
で

き
て

、
成

果
も

出
せ

る
は

ず
で

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

と
、

「
悩

み
」や

「
ス

ト
レ

ス
」
か

ら
解

放
さ

れ
毎

日
が

楽
し

く
な

り
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

、
身

体
疾

患
、

両
方

の
予

防
が

で
き

て
、

長
生

き
で

き
る

。
究

極
の

健
康

法
で

あ
り

、
幸

福
に

な
る

方
法

が
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
な

の
で

す
。

11

フ
ィ
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ド
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の
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そ
も

そ
も

ス
ト

レ
ス

と
は

、
外

部
か

ら
刺

激
を

受
け

た
と

き
に

生
じ

る
「
ひ

ず
み

」
の

こ
と

で
す

。

外
部

か
ら

の
刺

激
に

は
、

天
候

や
騒

音
な

ど
の

環
境

的
要

因
、

病
気

や
睡

眠
不

足
な

ど
の

身
体

的
要

因
、

不
安

や
悩

み
な

ど
心

理
的

な
要

因
、

そ
し

て
人

間
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

い
、

仕
事

が
忙

し
い

な
ど

の
社

会
的

要
因

が
あ

り
ま

す
。

・
心

理
的

：
怒

り
、

不
安

、
恐

怖
、

緊
張

、
失

望
な

ど
、

、
・
生

理
的

：
睡

眠
不

足
、

生
活

リ
ズ

ム
の

乱
れ

、
極

度
の

空
腹

、
過

労
な

ど
、

、
・
物

理
的

：
高

温
、

低
温

、
高

圧
、

低
圧

、
騒

音
、

放
射

線
、

光
線

な
ど

、
、

・
化

学
的

：
酸

素
欠

乏
、

有
害

な
化

学
物

質
（
ヒ

素
、

鉛
、

カ
ド

ミ
ウ

ム
、

水
銀

な
ど

）
、

栄
養

素
の

量
や

質
の

過
不

足
な

ど
、

、
・
生

物
学

的
：
各

種
抗

原
（
細

菌
、

ウ
ィ

ル
ス

、
ア

レ
ル

ゲ
ン

な
ど

、
、

最
近

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

）
が

あ
り

ま
す

。
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ス
ト

レ
ス

ht
tp

s:/
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/

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係
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私
た

ち
の

体
の

中
に

は
、

自
律

神
経

と
い

う
、

神
経

系
が

あ
り

ま
す

。
自

律
神

経
と

は
、

内
臓

や
代

謝
、

体
温

と
い

っ
た

体
の

機
能

を
2
4
時

間
体

制
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

神
経

の
こ

と
で

す
。

心
と

体
を

活
発

に
す

る
交

感
神

経
と

、
休

ま
せ

る
副

交
感

神
経

が
バ

ラ
ン

ス
を

取
り

な
が

ら
、

私
た

ち
の

体
を

支
え

て
い

ま
す

。

人
間

関
係

や
学

校
で

の
悩

み
、

不
安

、
強

い
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
と

い
っ

た
ス

ト
レ

ス
が

原
因

で
、

交
感

神
経

系
が

優
位

な
時

間
帯

が
長

い
状

態
が

続
く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

ス
ト

レ
ス

に
弱

い
体

質
や

、
対

人
関

係
が

苦
手

と
い

っ
た

方
は

、
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
と

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

、
自

律
神

経
が

乱
れ

て
し

ま
い

ま
す

の
で

、
特

に
注

意
を

要
し

ま
す

。
思

春
期

や
更

年
期

、
他

の
病

気
や

疲
労

な
ど

で
体

が
弱

っ
て

い
る

よ
う

な
時

も
、

ス
ト

レ
ス

へ
の

耐
性

が
低

く
な

り
ま

す
。

ま
た

、
近

年
の

娯
楽

や
刺

激
に

あ
ふ

れ
た

社
会

構
造

は
交

感
神

経
を

優
位

に
し

や
す

い
と

言
わ

れ
て

お
り

、
無

自
覚

の
う

ち
に

ス
ト

レ
ス

を
た

め
込

ん
で

い
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。

自
律

神
経

が
不

調
を

き
た

し
た

り
乱

れ
た

り
す

る
と

、
体

に
も

不
調

が
起

き
る

こ
と

は
、

何
と

な
く
想

像
で

き
ま

す
よ

ね
？

最
近

は
特

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
外

出
が

制
限

さ
れ

、
仕

事
の

環
境

の
変

化
も

相
ま

っ
て

ス
ト

レ
ス

に
さ

ら
さ

れ
る

こ
と

も
多

く
、

自
律

神
経

に
は

良
く
な

い
環

境
で

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。

コ
ロ

ナ
禍

で
の

環
境

変
化

に
伴

う
ス

ト
レ

ス
の

増
加

が
原

因
で

、
自

律
神

経
失

調
症

を
発

症
す

る
と

い
っ

た
ケ

ー
ス

も
見

ら
れ

る
の

で
、

気
を

付
け

ま
し

ょ
う

。

13

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

ht
tp

://
w

w
w

.n
at

ur
al

-c
.co

m
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lo
g/

20
18

/0
4/

po
st

-1
34

-5
85

42
5.

ht
m

l

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

現
代

人
の

不
調

は
、

自
律

神
経

が
関

与
し

て
い

る
場

合
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。

副
交

感
神

経
が

十
分

に
働

か
な

い
事

が
原

因
と

な
り

、
交

感
神

経
が

常
に

優
位

な
状

態
に

な
っ

た
り

、
逆

に
副

交
感

神
経

が
過

剰
反

応
し

過
ぎ

て
、

「
頭

が
重

い
」
、

「
イ

ラ
イ

ラ
す

る
」
、

「
疲

労
感

が
取

れ
な

い
」
、

「
よ

く
眠

れ
な

い
」
な

ど
の

、
「
な

ん
と

な
く
体

調
が

悪
い

」
と

い
う

強
く
主

観
的

な
多

岐
に

わ
た

る
自

覚
症

状
の

訴
え

が
あ

る
も

の
の

、
検

査
を

し
て

も
客

観
的

所
見

に
乏

し
く
、

原
因

と
な

る
病

気
が

見
つ

か
ら

な
い

状
態

を
指

す
、

不
定

愁
訴

（
ふ

て
い

し
ゅ

う
そ

）を
招

く
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
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自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

ht
tp
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不
定

愁
訴

多
岐

に
わ

た
る

自
覚

症
状

の
訴

え
が

あ
る

も
の

の
、

検
査

を
し

て
も

客
観

的
所

見
に

乏
し

く
、

原
因

と
な

る
病

気
が

見
つ

か
ら

な
い

状
態

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係
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皆
さ

ん
に

特
に

関
係

の
あ

る
不

定
愁

訴
の

中
に

眼
か

ら
く
る

不
定

愁
訴

が
あ

り
ま

す
。

学
校

で
パ

ソ
コ

ン
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

長
時

間
使

う
、

あ
る

い
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

ポ
ー

タ
ブ

ル
ゲ

ー
ム

を
長

時
間

さ
れ

る
方

が
急

増
し

て
い

ま
す

。
電

車
に

乗
っ

た
時

も
、

皆
さ

ん
一

様
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

見
て

お
ら

れ
ま

す
。

し
か

も
眼

か
ら

と
て

も
近

い
距

離
で

!
日

々
そ

う
い

う
環

境
で

過
ご

さ
れ

て
い

ま
す

と
、

色
々

な
体

の
不

調
が

出
て

く
る

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
・
体

の
不

調
：
肩

が
凝

る
、

腕
が

痛
む

、
手

指
の

し
び

れ
(頸

椎
症

、
腱

鞘
炎

な
ど

)
・
精

神
の

不
調

：
イ

ラ
イ

ラ
、

不
安

感
、

抑
う

つ
状

態
、

ゲ
ー

ム
障

害
、

ネ
ッ

ト
依

存
・
眼

の
不

調
：
近

視
の

進
行

、
調

節
障

害
(ピ

ン
ト

が
合

わ
な

く
な

る
)、

ド
ラ

イ
ア

イ
、

急
性

後
天

性
内

斜
視

・
こ

れ
ら

の
不

定
愁

訴
の

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

原
因

の
一

つ
と

し
て

、
『眼

の
ピ

ン
ト

を
調

節
す

る
筋

肉
の

緊
張

や
け

い
れ

ん
』
が

あ
り

ま
す

。
・
こ

れ
ら

は
自

律
神

経
失

調
症

や
外

傷
な

ど
で

も
起

こ
り

え
ま

す
。

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
時

に
は

、
外

を
見

た
り

、
眼

を
休

ま
せ

た
り

し
て

下
さ

い
。

15

ht
tp

s:/
/a

st
ax

an
th

in
-la

b.
co

m
/u

ni
de

nt
ifi

ed
-c

om
pl

ai
nt

s/

不
定

愁
訴

『
眼

の
ピ

ン
ト

を
調

節
す

る
筋

肉
の

緊
張

や
け

い
れ

ん
』

学
校

で
パ

ソ
コ

ン
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

長
時

間
使

う
、

あ
る

い
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

ポ
ー

タ
ブ

ル
ゲ

ー
ム

を
長

時
間

さ
れ

る
方

が
急

増
し

て
い

ま
す

電
車

に
乗

っ
た

時
も

、
皆

さ
ん

一
様

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
見

て
お

ら
れ

ま
す

し
か

も
眼

か
ら

と
て

も
近

い
距

離
で

!
日

々
そ

う
い

う
環

境
で

過
ご

さ
れ

て
い

ま
す

と
、

色
々

な
体

の
不

調
が

出
て

く
る

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

体
の

不
調

：
肩

が
凝

る
、

腕
が

痛
む

、
手

指
の

し
び

れ
(頸

椎
症

、
腱

鞘
炎

な
ど

)
精

神
の

不
調

：
イ

ラ
イ

ラ
、

不
安

感
、

抑
う

つ
状

態
、

ゲ
ー

ム
障

害
、

ネ
ッ

ト
依

存
眼

の
不

調
：
近

視
の

進
行

、
調

節
障

害
(ピ

ン
ト

が
合

わ
な

く
な

る
)、

ド
ラ

イ
ア

イ
、

急
性

後
天

性
内

斜
視

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
：
ス

ト
レ

ス
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

係

次
は

（
２

）
ス

ト
レ

ス
度

診
断

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

問
診

記
入

問
診

結
果

説
明

で
す

。

16

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

基
礎

知
識

：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

４
：

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

５
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

ス
ト

レ
ス

を
な

く
す

た
め

に
は

・
・
・

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明
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厚
生

労
働

省
が

提
示

す
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
参

照
：厚

生
労

働
省

「
労

働
衛

生
行

政
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

と
原

発
作

業
員

の
健

康
管

理
に

つ
い

て
」
P

.6
5
参

照
）
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
上

で
実

施
で

き
ま

す
。

そ
の

結
果

、
「
疲

労
」
「
不

安
」「

抑
う

つ
」
の

ス
コ

ア
が

自
動

集
計

さ
れ

、
「
高

ス
ト

レ
ス

者
」
に

該
当

す
る

か
が

わ
か

り
ま

す
。

同
時

に
、

セ
ン

サ
の

測
定

デ
ー

タ
に

基
づ

く
「
疲

労
」
「不

安
」

「
抑

う
つ

」
の

ス
コ

ア
も

参
考

値
と

し
て

表
示

さ
れ

ま
す

の
で

、
両

結
果

を
比

較
す

る
こ

と
で

、
セ

ル
フ

ケ
ア

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

両
結

果
が

一
致

す
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

本
来

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
制

度
と

は
、

2
0
15

年
1
2
月

1
日

：
従

業
員

5
0人

以
上

の
職

場
で

毎
年

一
度

定
期

的
に

行
う

こ
と

が
義

務
化

さ
れ

、
従

業
員

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
（
問

診
）
と

、
医

師
に

よ
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
に

基
づ

い
た

面
接

指
導

の
実

施
等

を
事

業
者

に
対

し
義

務
づ

け
る

制
度

で
す

。
そ

の
結

果
を

本
人

に
通

知
し

て
自

ら
の

ス
ト

レ
ス

の
状

況
に

つ
い

て
気

付
き

を
促

し
、

個
人

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

の
リ

ス
ク

を
低

減
さ

せ
ま

す
。

ま
た

、
検

査
結

果
を

分
析

し
て

、
職

場
環

境
の

改
善

を
図

り
ま

す
。

労
働

者
が

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

調
に

な
る

こ
と

を
未

然
に

防
止

す
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

し
た

も
の

で
す

。

仕
事

に
つ

い
て

は
、

学
校

生
活

に
置

き
換

え
れ

ば
、

学
生

に
も

使
用

可
能

で
す

。

17

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

設
問

は
、

S
T
E
P

1
仕

事
に

つ
い

て
全

1
7
問

S
T
E
P

2
最

近
1
か

月
の

状
態

に
つ

い
て

全
2
9
問

S
T
E
P

3
周

り
の

方
々

に
つ

い
て

全
9
問

S
T
E
P

4
満

足
度

に
つ

い
て

全
2
問

全
5
7
問

で
チ

ェ
ッ

ク
終

了
で

す
。

18

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明
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ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

考
え

ら
れ

る
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

９
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

。
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
（
量

）
仕

事
の

量
が

多
い

こ
と

や
時

間
内

に
仕

事
を

処
理

し
き

れ
な

い
こ

と
に

よ
る

業
務

負
担

の
こ

と
心

理
的

な
仕

事
の

負
担

(質
)

仕
事

で
求

め
ら

れ
る

注
意

集
中

の
程

度
、

知
識

、
技

術
の

高
さ

な
ど

質
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

自
覚

的
な

身
体

的
負

担
度

仕
事

で
か

ら
だ

を
動

か
す

必
要

が
あ

る
な

ど
身

体
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

職
場

で
の

対
人

関
係

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
部

署
内

で
の

意
見

の
相

違
、

あ
る

い
は

部
署

同
士

の
対

立
な

ど
対

人
関

係
に

関
す

る
負

担
の

こ
と

職
場

環
境

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
騒

音
、

照
明

、
温

度
、

換
気

な
ど

の
物

理
的

な
職

場
環

境
の

問
題

に
よ

る
負

担
の

こ
と

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
度

仕
事

の
内

容
や

予
定

や
手

順
な

ど
を

自
分

で
決

め
ら

れ
る

程
度

の
こ

と
技

能
の

活
用

度
持

っ
て

い
る

技
術

、
知

識
、

技
能

、
資

格
な

ど
が

仕
事

上
活

用
さ

れ
て

い
る

度
合

の
こ

と
仕

事
へ

の
適

性
度

仕
事

の
内

容
が

自
分

に
向

い
て

い
る

、
合

っ
て

い
る

こ
と

働
き

が
い

仕
事

の
意

義
が

認
識

で
き

、
働

き
が

い
を

感
じ

て
い

る
こ

と

19

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

考
え

ら
れ

る
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

９
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

項
目

名
説

明

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
（
量

）
仕

事
の

量
が

多
い

こ
と

や
時

間
内

に
仕

事
を

処
理

し
き

れ
な

い
こ

と
に

よ
る

業
務

負
担

の
こ

と

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
(質

)
仕

事
で

求
め

ら
れ

る
注

意
集

中
の

程
度

、
知

識
、

技
術

の
高

さ
な

ど
質

的
な

業
務

負
担

の
こ

と

自
覚

的
な

身
体

的
負

担
度

仕
事

で
か

ら
だ

を
動

か
す

必
要

が
あ

る
な

ど
身

体
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

職
場

で
の

対
人

関
係

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
部

署
内

で
の

意
見

の
相

違
、

あ
る

い
は

部
署

同
士

の
対

立
な

ど
対

人
関

係
に

関
す

る
負

担
の

こ
と

職
場

環
境

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
騒

音
、

照
明

、
温

度
、

換
気

な
ど

の
物

理
的

な
職

場
環

境
の

問
題

に
よ

る
負

担
の

こ
と

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
度

仕
事

の
内

容
や

予
定

や
手

順
な

ど
を

自
分

で
決

め
ら

れ
る

程
度

の
こ

と

技
能

の
活

用
度

持
っ

て
い

る
技

術
、

知
識

、
技

能
、

資
格

な
ど

が
仕

事
上

活
用

さ
れ

て
い

る
度

合
の

こ
と

仕
事

へ
の

適
性

度
仕

事
の

内
容

が
自

分
に

向
い

て
い

る
、

合
っ

て
い

る
こ

と

働
き

が
い

仕
事

の
意

義
が

認
識

で
き

、
働

き
が

い
を

感
じ

て
い

る
こ

と

ス
ト

レ
ス

に
よ

っ
て

起
こ

る
心

身
の

反
応

ス
ト

レ
ス

の
要

因
６

項
目

を
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
で

表
示

し
ま

す
。

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

活
気 活

気
、

元
気

、
い

き
い

き
な

ど
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

感
情

の
度

合
い

の
こ

と
で

、
必

ず
し

も
仕

事
と

関
連

し
た

活
気

で
は

な
い

イ
ラ

イ
ラ

感
怒

り
、

立
腹

、
イ

ラ
イ

ラ
な

ど
の

症
状

の
度

合
い

の
こ

と
疲

労
感

疲
れ

、
へ

と
へ

と
、

だ
る

さ
な

ど
の

疲
労

に
関

連
し

た
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

不
安 感

気
が

張
り

つ
め

て
い

る
、

不
安

、
落

ち
着

か
な

い
な

ど
の

不
安

に
関

す
る

症
状

の
度

合
い

の
こ

と
抑

う
つ

感
憂

う
つ

感
、

お
っ

く
う

さ
、

集
中

力
の

低
下

な
ど

、
気

分
と

気
力

の
低

下
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

身
体

愁
訴

全
般

的
な

身
体

的
な

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

20

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

に
よ

っ
て

起
こ

る
心

身
の

反
応

ス
ト

レ
ス

の
要

因
６

項
目

を
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
で

表
示

し
ま

す
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す

項
目

名
説

明

活
気

活
気

、
元

気
、

い
き

い
き

な
ど

の
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
感

情
の

度
合

い
の

こ
と

で
、

必
ず

し
も

仕
事

と
関

連
し

た
活

気
で

は
な

い

イ
ラ

イ
ラ

感
怒

り
、

立
腹

、
イ

ラ
イ

ラ
な

ど
の

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

疲
労

感
疲

れ
、

へ
と

へ
と

、
だ

る
さ

な
ど

の
疲

労
に

関
連

し
た

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

不
安

感
気

が
張

り
つ

め
て

い
る

、
不

安
、

落
ち

着
か

な
い

な
ど

の
不

安
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

抑
う

つ
感

憂
う

つ
感

、
お

っ
く
う

さ
、

集
中

力
の

低
下

な
ど

、
気

分
と

気
力

の
低

下
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

身
体

愁
訴

全
般

的
な

身
体

的
な

症
状

の
度

合
い

の
こ

と
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ス
ト

レ
ス

反
応

に
影

響
を

与
え

る
他

の
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

４
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

。
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

上
司

か
ら

の
支

援
度

上
司

が
話

し
か

け
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

上
司

が
部

下
に

行
う

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
同

僚
か

ら
の

支
援

度
同

僚
が

話
し

を
し

や
す

く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

同
僚

同
士

で
の

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
家

族
・
友

人
か

ら
の

支
援

度
配

偶
者

、
家

族
、

友
人

等
か

ら
受

け
ら

れ
る

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
仕

事
や

生
活

の
満

足
度

仕
事

や
家

庭
生

活
に

関
す

る
全

般
的

な
満

足
度

の
こ

と

21

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

反
応

に
影

響
を

与
え

る
他

の
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

４
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

項
目

名
説

明

上
司

か
ら

の
支

援
度

上
司

が
話

し
か

け
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

上
司

が
部

下
に

行
う

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

同
僚

か
ら

の
支

援
度

同
僚

が
話

し
を

し
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

同
僚

同
士

で
の

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

家
族

・
友

人
か

ら
の

支
援

度
配

偶
者

、
家

族
、

友
人

等
か

ら
受

け
ら

れ
る

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

仕
事

や
生

活
の

満
足

度
仕

事
や

家
庭

生
活

に
関

す
る

全
般

的
な

満
足

度
の

こ
と

問
診

結
果

表
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

で
す

。
回

答
内

容
と

点
数

、
及

び
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。

22

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明
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あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

に
つ

い
て

【
医

師
に

よ
る

面
談

指
導

の
要

否
に

つ
い

て
・
事

業
場

か
ら

の
ご

案
内

】
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
に

お
き

ま
し

て
、

心
身

の
健

康
面

に
お

い
て

特
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
何

か
心

配
な

こ
と

な
ど

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
社

内
外

の
相

談
窓

口
や

産
業

医
面

談
も

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
維

持
と

職
場

環
境

の
改

善
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

ス
ト

レ
ス

調
査

票
の

結
果

か
ら

、
“あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
”
を

作
成

し
ま

し
た

。
こ

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
か

ら
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

の
状

態
を

お
お

よ
そ

把
握

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

出
来

る
と

思
い

ま
す

。

結
果

を
ご

ら
ん

い
た

だ
き

、
ご

自
分

の
心

の
健

康
管

理
に

お
役

立
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
い

ス
ト

レ
ス

度
や

、
そ

れ
に

伴
う

心
の

問
題

に
つ

い
て

は
、

こ
の

結
果

の
み

で
判

断
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

ご
心

配
な

方
は

専
門

家
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

別
紙

「
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
」
に

お
示

し
い

た
し

ま
し

た
が

、
あ

な
た

は
、

ス
ト

レ
ス

を
あ

ま
り

か
か

え
て

お
ら

ず
、

ま
た

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

も
あ

ま
り

な
い

よ
う

で
す

。

た
だ

し
、

ス
ト

レ
ス

は
、

急
に

仕
事

が
忙

し
く
な

っ
た

り
、

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

（仕
事

に
関

連
し

た
も

の
や

、
ご

家
族

の
問

題
）
が

重
な

ろ
と

、
急

に
あ

な
た

に
重

く
の

し
か

か
っ

て
く
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。

あ
な

た
の

場
合

、
活

気
、

イ
ラ

イ
ラ

感
、

疲
労

感
、

不
安

、
抑

う
つ

感
、

身
体

愁
訴

、
全

て
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。

あ
な

た
の

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
り

う
る

因
子

で
は

、
仕

事
の

量
的

負
担

、
質

的
負

担
、

対
人

関
係

上
の

ス
ト

レ
ス

、
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

度
、

全
て

に
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

今
回

の
調

査
時

点
で

は
、

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
普

段
か

ら
ス

ト
レ

ス
を

た
め

こ
ま

ず
、

気
分

転
換

を
は

か
る

よ
う

に
こ

こ
ろ

が
け

る
こ

と
を

お
勧

め
い

た
し

ま
す

。
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ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

に
つ

い
て

【
医

師
に

よ
る

面
談

指
導

の
要

否
に

つ
い

て
・事

業
場

か
ら

の
ご

案
内

】
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
に

お
き

ま
し

て
、

心
身

の
健

康
面

に
お

い
て

特
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
何

か
心

配
な

こ
と

な
ど

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
社

内
外

の
相

談
窓

口
や

産
業

医
面

談
も

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
維

持
と

職
場

環
境

の
改

善
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

ス
ト

レ
ス

調
査

票
の

結
果

か
ら

、
“あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
”を

作
成

し
ま

し
た

。
こ

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
か

ら
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

の
状

態
を

お
お

よ
そ

把
握

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

出
来

る
と

思
い

ま
す

。

結
果

を
ご

ら
ん

い
た

だ
き

、
ご

自
分

の
心

の
健

康
管

理
に

お
役

立
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
い

ス
ト

レ
ス

度
や

、
そ

れ
に

伴
う

心
の

問
題

に
つ

い
て

は
、

こ
の

結
果

の
み

で
判

断
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

ご
心

配
な

方
は

専
門

家
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

別
紙

「
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
」に

お
示

し
い

た
し

ま
し

た
が

、

あ
な

た
は

、
ス

ト
レ

ス
を

あ
ま

り
か

か
え

て
お

ら
ず

、
ま

た
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
な

る
要

素
も

あ
ま

り
な

い
よ

う
で

す
。

た
だ

し
、

ス
ト

レ
ス

は
、

急
に

仕
事

が
忙

し
く
な

っ
た

り
、

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

（仕
事

に
関

連
し

た
も

の
や

、
ご

家
族

の
問

題
）

が
重

な
ろ

と
、

急
に

あ
な

た
に

重
く
の

し
か

か
っ

て
く
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。

あ
な

た
の

場
合

、
活

気
、

イ
ラ

イ
ラ

感
、

疲
労

感
、

不
安

、
抑

う
つ

感
、

身
体

愁
訴

、
全

て
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。

あ
な

た
の

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
り

う
る

因
子

で
は

、
仕

事
の

量
的

負
担

、
質

的
負

担
、

対
人

関
係

上
の

ス
ト

レ
ス

、
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

度
、

全
て

に
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

今
回

の
調

査
時

点
で

は
、

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
普

段
か

ら
ス

ト
レ

ス
を

た
め

こ
ま

ず
、

気
分

転
換

を
は

か
る

よ
う

に
こ

こ
ろ

が
け

る
こ

と
を

お
勧

め
い

た
し

ま
す

。

次
は

（
３

）
B

IT
を

用
い

た
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
見

方
で

す
。

24

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

基
礎

知
識

：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

４
：

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

５
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

ス
ト

レ
ス

を
な

く
す

た
め

に
は

・
・
・

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

147



最
初

に
、

そ
の

具
体

的
な

取
組

内
容

、
方

法
で

お
話

し
し

た
、

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
：
S
up

e
r-

B
IT

を
用

い
て

第
2
段

階
（
詳

細
チ

ェ
ッ

ク
）
：
2
4
時

間
計

測
の

チ
ェ

ッ
ク

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ス
ト

レ
ス

を
評

価
し

ま
す

。
今

回
用

い
る

最
新

の
S
U

P
E
R

-
B

IT
は

、
従

来
の

M
R

-
B

IT
に

、
ジ

ャ
イ

ロ
、

コ
ン

パ
ス

、
P

P
G

及
び

気
圧

計
を

組
み

込
み

、
よ

り
多

く
の

生
体

情
報

を
入

手
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

科
学

的
に

可
視

化
す

る
セ

ン
サ

ー
で

す
。

P
P

G
と

は
、

光
電

式
容

積
脈

波
記

録
法

に
よ

る
信

号
か

ら
取

り
出

し
た

脈
拍

数
変

動
で

、
心

拍
数

、
動

脈
圧

、
血

管
硬

化
指

数
、

脈
波

伝
播

時
間

、
脈

波
伝

播
速

度
、

心
拍

出
量

、
動

脈
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
、

末
梢

抵
抗

と
い

っ
た

心
臓

血
管

系
の

関
連

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

P
P

G
信

号
は

、
L
E
D

を
使

っ
て

人
間

の
皮

膚
に

光
を

当
て

、
血

流
の

た
め

に
生

じ
る

反
射

光
の

強
さ

の
変

化
を

フ
ォ

ト
ダ

イ
オ

ー
ド

で
測

定
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
得

ら
れ

ま
す

。

こ
れ

に
加

え
、

３
種

類
の

L
E
D

(赤
色

、
赤

外
線

、
緑

色
)を

搭
載

し
更

に
表

面
に

有
機

E
L
の

表
示

盤
を

有
し

、
心

電
波

形
、

瞬
間

心
拍

数
と

そ
の

連
続

曲
線

、
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
の

動
き

、
呼

吸
周

波
数

、
体

温
、

表
皮

温
度

の
連

続
曲

線
等

の
デ

ー
タ

の
可

視
化

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

さ
ら

に
、

従
来

の
M

R
-
B

IT
の

機
能

に
加

え
て

、
①

３
軸

の
ジ

ャ
イ

ロ
(頭

部
、

胴
体

、
四

肢
の

動
き

）
②

３
軸

の
コ

ン
パ

ス
③

気
圧

計
(高

度
計

)
も

搭
載

し
て

お
り

ま
す

。

25

第
2
段

階
（
詳

細
チ

ェ
ッ

ク
）
：
2
4
時

間
計

測

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
：
S
u
p
e
r-

B
IT

（
（
株

）
人

間
と

科
学

の
研

究
所

開
発

）

を
用

い
２

段
階

の
チ

ェ
ッ

ク
に

よ
り

、
メ

ン
タ

ル
ス

ト
レ

ス
を

評
価

し
ま

す
。

B
IT

と
は

、
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r（

生
体

情
報

追
跡

装
置

）
と

い
う

、

小
型

軽
量

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
セ

ン
サ

の
こ

と
で

す
。

S
u
p
e
r-

B
IT

の
特

長

1
. 
超

小
型

（
サ

イ
ズ

：
4
9
.3

×
4
0
.2

×
1
1
.9

㎜
、

重
量

：
4
3
g）

の

ウ
エ

ア
ブ

ル
タ

イ
プ

の
た

め
装

着
が

簡
単

2
. 
S
/
N

(ノ
イ

ズ
)比

の
優

秀
さ

と
波

形
の

忠
実

さ

3
. 
超

極
少

電
力

消
費

の
た

め
長

時
間

継
続

使
用

可
能

4
. 
防

水
性

に
よ

り
、

装
着

時
の

シ
ャ

ワ
ー

や
入

浴
等

も
可

能

5
. 
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
機

能
と

し
て

、
フ

ァ
ー

ム
ウ

ェ
ア

に
書

き
込

み
が

可
能

6
. 
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
機

構
の

充
実

7
. 
極

め
て

多
様

な
利

用
方

法

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

主
な

解
析

メ
ニ

ュ
ー

は
、

①
心

電
図

（
脈

の
乱

れ
、

自
律

神
経

の
導

出
、

自
律

神
経

活
動

度
）

②
温

度
（
表

皮
温

度
、

環
境

温
度

、
体

内
温

度
）

③
加

速
度

（
重

力
加

速
度

、
運

動
加

速
度

、
微

小
体

動
）

④
運

動
量

（
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
M

E
T
s、

姿
勢

)
⑤

睡
眠

状
態

（
睡

眠
状

態
の

基
本

デ
ー

タ
無

呼
吸

症
候

群
(A

H
I)
、

睡
眠

の
質

、
N

R
E
N

e
tc

.）
⑥

ス
ト

レ
ス

状
態

（
健

康
→

問
題

あ
り

糖
尿

病
う

つ
病

、
自

律
神

経
統

合
失

調
症

い
じ

め
パ

ワ
ハ

ラ
等

の
抽

出
）

⑦
血

中
酸

素
飽

和
濃

度
（
パ

ル
ス

・オ
キ

シ
メ

ー
タ

）
⑧

パ
ル

ス
ウ

ェ
ー

ブ
⑨

血
管

年
齢

⑩
気

圧
（
下

二
桁

）
⑪

高
度

（
5
㎝

位
の

精
度

）
で

す
。

ま
た

、
特

徴
と

し
て

は
、

・
心

臓
の

傍
で

、
ノ

イ
ズ

の
少

な
い

、
し

っ
か

り
と

し
た

波
形

が
測

定
で

き
る

。
（
心

臓
の

近
く
で

の
血

圧
も

算
出

の
可

能
性

）
・
心

と
体

の
動

き
を

連
動

さ
せ

測
定

で
き

る
。

・
9
軸

セ
ン

サ
に

よ
り

、
体

幹
に

沿
っ

て
体

の
代

表
値

と
し

て
測

定
で

き
る

。
こ

れ
は

、
ス

ポ
ー

ツ
医

学
の

強
力

な
測

定
武

器
と

な
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
（
全

て
の

ス
ポ

ー
ツ

に
対

応
で

き
る

）
・
多

く
の

機
能

（
e
x.

血
中

酸
素

飽
和

濃
度

、
気

圧
と

高
度

（
高

地
訓

練
値

）
、

血
管

年
齢

e
tc

.を
有

し
、

“
未

病
発

見
セ

ン
サ

”
と

な
る

。
）

・
生

活
防

水
機

能
を

持
ち

、
普

段
の

生
活

の
ま

ま
必

要
デ

ー
タ

が
全

て
取

得
可

能
で

あ
る

。
・
体

に
影

響
を

与
え

な
い

ユ
ー

ス
ウ

ェ
ア

に
や

さ
し

い
設

計
で

あ
る

。
と

な
っ

て
い

ま
す

。

26

S
U

P
E
R

-
B

IT

サ
イ

ズ
：
4
0
x4

3
x1

3
㎜

重
量

：
2
0
g

生
体

セ
ン

サ
①

心
電

図
（
E
C

G
）

1
秒

間
に

1
2
5
回

の
心

臓
の

電
位

差
を

測
定

②
皮

膚
温

度
：
赤

外
線

温
度

セ
ン

サ
③

3
軸

加
速

度
・
3
軸

ジ
ャ

イ
ロ

・
3軸

コ
ン

パ
ス

内
蔵

・
心

臓
の

傍
で

、
ノ

イ
ズ

の
少

な
い

、
し

っ
か

り
と

し
た

波
形

が
測

定
で

き
る

（
心

臓
の

近
く
で

の
血

圧
も

算
出

の
可

能
性

）
・
心

と
体

の
動

き
を

連
動

さ
せ

測
定

で
き

る
・
9
軸

セ
ン

サ
に

よ
り

、
体

幹
に

沿
っ

て
体

の
代

表
値

と
し

て
測

定
で

き
る

⇒
ス

ポ
ー

ツ
医

学
の

強
力

な
測

定
武

器
と

な
る

（
全

て
の

ス
ポ

ー
ツ

に
対

応
で

き
る

）
・
多

く
の

機
能

（
e
x.

血
中

酸
素

飽
和

濃
度

、
気

圧
と

高
度

（
高

地
訓

練
値

）、
血

管
年

齢
e
tc

.を
有

し
、

“
未

病
発

見
セ

ン
サ

”
と

な
る

）
・
生

活
防

水
機

能
を

持
ち

、
普

段
の

生
活

の
ま

ま
必

要
デ

ー
タ

が
全

て
取

得
可

能
・
体

に
影

響
を

与
え

な
い

ユ
ー

ス
ウ

ェ
ア

に
や

さ
し

い
設

計

①
心

電
図

（
脈

の
乱

れ
、

自
律

神
経

の
導

出
、

自
律

神
経

活
動

度
）

②
温

度
（
表

皮
温

度
、

環
境

温
度

、
体

内
温

度
）

③
加

速
度

（
重

力
加

速
度

、
運

動
加

速
度

、
微

小
体

動
）

④
運

動
量

（
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
M

E
T
s、

姿
勢

)
⑤

睡
眠

状
態

（
睡

眠
状

態
の

基
本

デ
ー

タ
：
無

呼
吸

症
候

群
(A

H
I)
、

睡
眠

の
質

、
N

R
E
N

な
ど

.）
⑥

ス
ト

レ
ス

状
態

（
健

康
→

問
題

有
無

、
糖

尿
病

、
う

つ
病

、
自

律
神

経
統

合
失

調
症

、
い

じ
め

、
パ

ワ
ハ

ラ
等

の
抽

出
）

⑦
血

中
酸

素
飽

和
濃

度
（
パ

ル
ス

・
オ

キ
シ

メ
ー

タ
）

⑧
パ

ル
ス

ウ
ェ

ー
ブ

⑨
血

管
年

齢
P

P
G

⑩
気

圧
（
下

二
桁

）
⑪

高
度

（
5
㎝

位
の

精
度

）

○
具

体
的

な
取

組
内

容
＜

方
法

＞

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方
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・
B

IT
に

よ
り

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

解
析

す
る

ソ
フ

ト
は

B
IT

A
S
(＝

B
IT

 A
n
al

ys
is

 S
o
ft

w
ar

e
)と

よ
び

ま
す

・
B

IT
A

S
に

よ
り

デ
ー

タ
解

析
を

行
う

こ
と

で
、

か
ら

だ
の

健
康

状
態

の
み

な
ら

ず
、

こ
こ

ろ
の

健
康

状
態

ま
で

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

27

B
IT

A
S
：
B

IT
 A

n
al

ys
is

 S
o
ft

w
ar

e

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

B
IT

で
2
4
時

間
測

定
し

た
デ

ー
タ

を
B

IT
A

S
に

か
け

る
こ

と
に

よ
り

、
自

動
で

結
果

を
解

析
し

て
く
れ

ま
す

。

脈
の

乱
れ

、
心

拍
数

、
呼

吸
数

、
糖

尿
の

可
能

性
、

睡
眠

時
間

、
入

眠
潜

時
、

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
、

運
動

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
M

E
T
ｓ
、

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

な
ど

で
す

。
各

項
目

の
解

析
デ

ー
タ

は
、

す
べ

て
、

こ
の

一
時

解
析

か
ら

導
き

出
し

て
い

ま
す

。

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

※
ソ

フ
ト

で
は

脈
の

乱
れ

に
つ

い
て

は
、

1
分

間
の

最
大

発
生

数
が

5
回

以
上

、
ま

た
は

全
発

生
回

数
が

2
0
回

以
上

の
場

合
は

“
あ

り
”
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

交
感

神
経

（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）自
律

神
経

活
動

度
（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)
心

電
図

の
C

V
R

-
R

（
呼

吸
に

よ
る

心
拍

数
の

変
動

の
程

度
）
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

糖
尿

病
の

方
に

多
く
見

ら
れ

る
自

律
神

経
の

機
能

障
害

数
値

と
の

相
似

性
に

よ
り

糖
尿

病
の

リ
ス

ク
を

判
定

し
て

い
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

2
.2

％
以

上
で

あ
れ

ば
「
リ

ス
ク

が
少

な
い

」
と

判
定

し
て

い
ま

す
が

、
今

回
の

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
は

、
使

用
し

ま
せ

ん
。

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）
一

般
的

に
、

心
拍

数
は

1
0
0
以

上
を

「
頻

脈
」
と

い
い

、
6
0
以

下
を

「
徐

脈
」と

い
い

ま
す

。
安

静
時

の
健

康
な

成
人

（
2
0
歳

か
ら

6
0
歳

）
の

平
均

的
な

心
拍

数
は

、
毎

分
男

性
6
0
～

8
0
回

毎
分

女
性

7
0
～

9
0
回

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
※

未
成

年
の

場
合

は
9
0
～

1
8
0
回

ま
で

変
動

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

6
0
～

1
0
0
回

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

「
正

常
」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）
安

静
時

の
健

康
な

成
人

の
平

均
的

な
呼

吸
数

は
、

毎
分

1
2
～

2
0
回

と
い

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

1
2
～

2
0
回

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

「
正

常
」と

判
定

し
て

い
ま

す
。

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示
加

速
度

セ
ン

サ
お

よ
び

心
拍

に
よ

る
睡

眠
時

無
呼

吸
を

表
示

、
分

析
に

必
要

な
加

速
度

セ
ン

サ
の

詳
細

を
表

示

28

各
項

目
の

解
析

デ
ー

タ
は

、
す

べ
て

、
こ

の
一

時
解

析
か

ら
導

き
出

し
て

い
ま

す

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

。
交

感
神

経
（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）
自

律
神

経
活

動
度

（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示

加
速

度
セ

ン
サ

お
よ

び
心

拍
に

よ
る

睡
眠

時
無

呼
吸

を
表

示
、

分
析

に
必

要
な

加
速

度
セ

ン
サ

の
詳

細
を

表
示

B
IT

を
用

い
た
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イ

タ
ル
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ス
ト

レ
ス

ダ
イ

ヤ
グ

ラ
ム

は
、

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

を
計

測
す

る
も

の
で

あ
り

、
横

軸
に

自
律

神
経

活
動

度
（
C

V
R

R
)を

と
り

、
縦

軸
に

交
感

神
経

（S
N

S
)と

っ
た

座
標

軸
を

作
り

ま
す

。

自
律

神
経

活
動

度
(C

V
R

R
)は

自
律

神
経

活
動

度
は

、
自

律
神

経
全

体
の

活
動

度
合

い
を

示
し

ま
す

。
交

感
神

経
活

動
と

副
交

感
神

経
活

動
の

大
き

さ
に

関
す

る
指

標
と

し
て

、
個

人
間

で
の

自
律

神
経

活
動

の
違

い
を

比
較

す
る

た
め

の
指

標
と

し
て

利
用

し
ま

す
。

C
V

R
R

=
R

R
間

隔
の

標
準

偏
差

/
R

R
間

隔
の

平
均

値
(R

R
間

隔
変

動
係

数
)

B
IT

で
は

、
自

律
神

経
活

動
度

(C
V

R
R

)が
大

き
く
て

、
交

感
神

経
活

動
が

大
き

い
場

合
は

、
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
場

合
の

(良
い

)ス
ト

レ
ス

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

自
律

神
経

活
動

度
(C

V
R

R
)が

小
さ

い
時

に
は

心
は

受
け

身
(悪

い
)で

す
。

こ
の

状
態

で
交

感
神

経
活

動
が

大
き

い
場

合
に

、
精

神
的

に
不

健
康

な
状

態
(い

わ
ゆ

る
、

ス
ト

レ
ス

な
状

態
)

に
な

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
・
図

は
自

律
神

経
活

動
の

元
気

さ
と

ス
ト

レ
ス

の
大

き
さ

の
分

布
・
横

軸
が

C
V

R
R

、
縦

軸
が

L
F
/
H

F
比

と
な

っ
て

い
ま

す
・
自

律
神

経
の

活
動

は
周

波
数

帯
0
.0

4
以

上
で

あ
る

の
が

“
元

気
”
な

状
態

・
そ

れ
以

下
の

“
元

気
で

な
い

”
状

態
の

と
き

に
ス

ト
レ

ス
値

が
高

い
の

は
よ

く
な

い

29

ス
ト

レ
ス

ダ
イ

ヤ
グ

ラ
ム

は
、

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

を
計

測
す

る
も

の
で

あ
り

、
横

軸
に

自
律

神
経

活
動

度
（C

V
R

R
)を

と
り

、
縦

軸
に

交
感

神
経

（
S
N

S
)と

っ
た

座
標

軸
を

作
り

ま
す

。
当

研
究

所
の

研
究

で
は

、
自

律
神

経
活

動
度

は
４

％
～

５
％

を
境

界
と

し
て

、
５

％
以

上
を

G
o
o
d 

S
tr

e
ss

、
４

％
以

下
を

B
ad

S
tr

e
ss

に
分

け
て

い
ま

す
。

（
特

許
第

6
64

90
60

号
「
心

身
状

態
診

断
支

援
装

置
お

よ
び

生
体

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

」）

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

C
V

R
R

が
自

律
神

経
の

“
元

気
さ

”
を

表
す

の
に

対
し

、
心

拍
変

動
の

時
系

列
デ

ー
タ

か
ら

抽
出

し
た

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

表
す

の
が

「
ス

ト
レ

ス
指

標
（
L
F
/
H

F
比

）
」
で

す
。

L
F
（
低

周
波

）
と

H
F
（
高

周
波

）
の

パ
ワ

ー
の

比
率

値
は

、
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
の

全
体

の
バ

ラ
ン

ス
を

表
し

て
い

ま
す

。
数

値
が

高
い

と
交

感
神

経
優

位
を

、
低

い
場

合
は

副
交

感
神

経
優

位
を

示
し

て
い

ま
す

。

健
診

シ
ス

テ
ム

で
は

、
こ

の
2
つ

を
用

い
て

、
心

の
状

態
を

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す
。

研
究

で
は

、
自

律
神

経
活

動
度

は
４

％
～

５
％

を
境

界
と

し
て

、
５

％
以

上
を

G
o
o
d
 S

tr
e
ss

、
４

％
以

下
を

B
ad

S
tr

e
ss

に
分

け
て

い
ま

す
。

緑
色

は
能

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

自
律

神
経

活
動

度
が

大
き

く
、

自
発

的
・
主

体
的

に
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
良

い
ス

ト
レ

ス
で

、
G

o
o
d
 S

tr
e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

P
o
si

ti
ve

 S
tr

e
ss

、
A

c
ti
ve

 S
tr

e
ss

と
も

言
い

ま
す

）
一

方
、

自
律

神
経

活
動

が
小

さ
く
、

受
け

身
で

や
ら

さ
れ

意
識

で
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
ス

ト
レ

ス
が

黄
色

の
受

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

悪
い

ス
ト

レ
ス

で
、

B
ad

 S
tr

e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

N
eg

at
iv

e
 S

tr
e
ss

、
P

as
si

ve
 S

tr
e
ss

と
も

言
い

ま
す

）
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ス
ト

レ
ス

ダ
イ

ヤ
グ

ラ
ム

は
、

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

を
計

測
す

る
も

の
で

あ
り

、
横

軸
に

自
律

神
経

活
動

度
（C

V
R

R
)を

と
り

、
縦

軸
に

交
感

神
経

（
S
N

S
)と

っ
た

座
標

軸
を

作
り

ま
す

。
当

研
究

所
の

研
究

で
は

、
自

律
神

経
活

動
度

は
４

％
～

５
％

を
境

界
と

し
て

、
５

％
以

上
を

G
o
o
d 

S
tr

e
ss

、
４

％
以

下
を

B
ad

S
tr

e
ss

に
分

け
て

い
ま

す
。

（
特

許
第

6
64

90
60

号
「
心

身
状

態
診

断
支

援
装

置
お

よ
び

生
体

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

」）

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の
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心
臓

の
収

縮
は

電
気

的
な

刺
激

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
ず

、
心

臓
の

中
の

洞
結

節
と

い
う

と
こ

ろ
が

自
発

的
に

電
気

的
に

興
奮

し
、

そ
の

興
奮

が
心

臓
の

筋
肉

全
体

に
伝

わ
る

と
、

心
臓

は
収

縮
し

ま
す

。

体
の

胸
部

の
2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。

こ
れ

も
、

心
臓

が
次

に
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

を
短

く
し

よ
う

と
す

る
交

感
神

経
と

、
長

く
し

よ
う

と
す

る
副

交
感

神
経

の
拮

抗
的

な
支

配
を

受
け

て
い

る
か

ら
で

す
。

間
隔

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

い
ほ

ど
自

律
神

経
活

動
は

元
気

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

こ
の

R
R

間
隔

の
ば

ら
つ

き
の

度
合

い
を

示
す

の
が

C
V

R
R

（
:C

o
e
ff
ic

ie
n
to

fV
ar

ia
ti
o
n
o
fR

R
In

te
rv

al
）
＝

R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

31

～
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

見
方

～
赤

が
交

感
神

経
で

青
が

副
交

感
神

経
の

動
き

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
緊

張
状

態
が

続
く
と

交
感

神
経

が
活

発
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

い
る

と
き

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

動
い

て
い

ま
す

。

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
心

拍
数

が
上

昇
し

、
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

気
温

が
低

下
す

る
と

交
感

神
経

が
刺

激
さ

れ
、

体
温

を
上

昇
さ

せ
る

反
応

が
起

き
、

気
温

が
上

昇
し

た
際

は
、

副
交

感
神

経
が

刺
激

さ
れ

、
体

温
を

低
下

さ
せ

る
反

応
が

起
き

ま
す

。

睡
眠

時
間

中
の

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
（
赤

の
突

起
部

分
睡

眠
時

無
呼

吸
が

発
生

し
て

い
る

状
態

）

自
律

神
経

の
活

動
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
、

ド
ッ

ト
(点

)が
グ

ラ
フ

上
方

に
散

在
し

ま
す

。

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

の
説

明

心
臓

の
収

縮
は

電
気

的
な

刺
激

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
ず

、
心

臓
の

中
の

洞
結

節
と

い
う

と
こ

ろ
が

自
発

的
に

電
気

的
に

興
奮

し
、

そ
の

興
奮

が
心

臓
の

筋
肉

全
体

に
伝

わ
る

と
、

心
臓

は
収

縮
し

ま
す

。
体

の
胸

部
の

2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
も

、
心

臓
が

次
に

収
縮

ま
で

の
時

間
間

隔
を

短
く
し

よ
う

と
す

る
交

感
神

経
と

、
長

く
し

よ
う

と
す

る
副

交
感

神
経

の
拮

抗
的

な
支

配
を

受
け

て
い

る
か

ら
で

す
。

間
隔

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

い
ほ

ど
自

律
神

経
活

動
は

元
気

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

こ
の

R
R

間
隔

の
ば

ら
つ

き
の

度
合

い
を

示
す

の
が

C
V

R
R

（
:C

o
e
ff

ic
ie

n
to

fV
ar

ia
ti
o
n
o
fR

R
In

te
rv

al
）
＝

R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

そ
し

て
、

そ
の

結
果

を
、

わ
か

り
や

す
く
解

説
し

ま
す

。

・
脈

の
乱

れ
の

解
説

：
心

電
図

か
ら

脈
の

乱
れ

の
有

無
を

表
し

て
い

ま
す

。
※

解
析

ソ
フ

ト
で

は
脈

の
乱

れ
に

つ
い

て
は

、
1
分

間
の

最
大

発
生

数
が

5
回

以
上

、
ま

た
は

全
発

生
回

数
が

2
0
回

以
上

の
場

合
は

”
あ

り
”
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

不
安

を
感

じ
る

場
合

に
は

、
病

院
で

診
察

を
受

け
て

く
だ

さ
い

。
・
心

拍
数

に
関

す
る

解
説

：
一

般
的

に
、

心
拍

数
は

1
0
0
以

上
を

「
頻

脈
」
と

い
い

、
6
0
以

下
を

「
徐

脈
」と

い
い

ま
す

。
安

静
時

の
健

康
な

成
人

（
2
0
歳

か
ら

6
0
歳

）
の

平
均

的
な

心
拍

数
は

、
毎

分
男

性
6
0
～

8
0
回

、
毎

分
女

性
7
0
～

9
0
回

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
未

成
年

の
場

合
は

9
0
～

1
8
0
回

ま
で

変
動

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

※
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

6
0
～

1
0
0
回

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

「
正

常
」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

・
呼

吸
数

に
関

す
る

解
説

：
安

静
時

の
健

康
な

成
人

の
平

均
的

な
呼

吸
数

は
、

毎
分

1
2
～

2
0
回

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
弊

社
の

解
析

ソ
フ

ト
で

は
、

青
色

の
実

測
値

が
1
2
～

2
0回

の
範

囲
内

に
あ

れ
ば

「
正

常
」
と

判
定

し
て

い
ま

す
・
糖

尿
の

可
能

性
に

関
す

る
解

説
：

心
電

図
の

C
V

R
-
R

（
呼

吸
に

よ
る

心
拍

数
の

変
動

の
程

度
）
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

糖
尿

病
の

方
に

多
く
見

ら
れ

る
自

律
神

経
の

機
能

障
害

数
値

と
の

相
似

性
に

よ
り

糖
尿

病
の

リ
ス

ク
を

判
定

し
て

い
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

測
定

値
が

2
.2

％
以

上
の

範
囲

内
に

あ
れ

ば
「
リ

ス
ク

が
少

な
い

」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

32

～
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

見
方

～
赤

が
交

感
神

経
で

青
が

副
交

感
神

経
の

動
き

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
緊

張
状

態
が

続
く
と

交
感

神
経

が
活

発
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

い
る

と
き

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

動
い

て
い

ま
す

。

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
心

拍
数

が
上

昇
し

、
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

気
温

が
低

下
す

る
と

交
感

神
経

が
刺

激
さ

れ
、

体
温

を
上

昇
さ

せ
る

反
応

が
起

き
、

気
温

が
上

昇
し

た
際

は
、

副
交

感
神

経
が

刺
激

さ
れ

、
体

温
を

低
下

さ
せ

る
反

応
が

起
き

ま
す

。

睡
眠

時
間

中
の

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
（
赤

の
突

起
部

分
睡

眠
時

無
呼

吸
が

発
生

し
て

い
る

状
態

）

自
律

神
経

の
活

動
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
、

ド
ッ

ト
(点

)が
グ

ラ
フ

上
方

に
散

在
し

ま
す

。

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

の
説

明

心
臓

の
収

縮
は

電
気

的
な

刺
激

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
ず

、
心

臓
の

中
の

洞
結

節
と

い
う

と
こ

ろ
が

自
発

的
に

電
気

的
に

興
奮

し
、

そ
の

興
奮

が
心

臓
の

筋
肉

全
体

に
伝

わ
る

と
、

心
臓

は
収

縮
し

ま
す

。
体

の
胸

部
の

2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
も

、
心

臓
が

次
に

収
縮

ま
で

の
時

間
間

隔
を

短
く
し

よ
う

と
す

る
交

感
神

経
と

、
長

く
し

よ
う

と
す

る
副

交
感

神
経

の
拮

抗
的

な
支

配
を

受
け

て
い

る
か

ら
で

す
。

間
隔

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

い
ほ

ど
自

律
神

経
活

動
は

元
気

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

こ
の

R
R

間
隔

の
ば

ら
つ

き
の

度
合

い
を

示
す

の
が

C
V

R
R

（
:C

o
e
ff

ic
ie

n
to

fV
ar

ia
ti
o
n
o
fR

R
In

te
rv

al
）
＝

R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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次
は

（
４

）
理

想
的

な
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
例

で
す

。

33

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

基
礎

知
識

：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

４
：

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

５
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

ス
ト

レ
ス

を
な

く
す

た
め

に
は

・
・
・

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

早
朝

に
近

所
の

ス
ー

パ
ー

で
パ

ー
ト

タ
イ

ム
で

働
く
７

０
代

女
性

の
解

析
結

果
で

す
。

睡
眠

の
質

の
“
見

え
る

化
”
：

就
寝

中
は

副
交

感
神

経
が

よ
く
活

動
し

て
お

り
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
非

常
に

良
い

睡
眠

状
態

で
す

。

寝
返

り
の

“
見

え
る

化
”
：

就
寝

中
に

よ
く
寝

返
り

し
て

い
る

の
が

判
り

ま
す

。
と

て
も

リ
ラ

ッ
ク

ス
度

が
高

い
質

の
良

い
睡

眠
で

あ
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

・
睡

眠
の

質
の

解
説

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
だ

け
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

・
睡

眠
時

無
呼

吸
の

状
態

の
解

説
寝

て
い

る
と

き
に

呼
吸

が
1
0
秒

以
上

停
止

す
る

状
態

を
睡

眠
時

無
呼

吸
と

定
義

さ
れ

て
い

ま
す

。
弊

社
の

解
析

ソ
フ

ト
で

は
、

睡
眠

中
に

お
い

て
呼

吸
が

1
0
秒

以
上

の
停

止
又

は
低

下
の

回
数

の
判

定
を

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
結

果
は

4
段

階
で

表
示

し
て

お
り

、
「
重

篤
」
の

方
は

す
ぐ

に
病

院
で

精
密

な
診

断
と

治
療

を
受

け
て

く
だ

さ
い

。
「
無

発
生

」
：
１

時
間

に
4
回

以
下

「
軽

度
」
：
１

時
間

に
5
回

以
上

1
4
回

以
下

「
中

程
度

」
：
１

時
間

に
1
5
回

以
上

2
9
回

以
下

「
重

篤
」
：
１

時
間

に
3
0
回

以
上

ス
ト

レ
ス

の
“
見

え
る

化
”
：

朝
か

ら
の

パ
ー

ト
タ

イ
ム

の
仕

事
を

終
え

た
後

は
、

ず
ー

っ
と

副
交

感
神

経
が

活
動

し
た

ま
ま

の
状

態
な

の
で

、
ゆ

っ
た

り
と

し
た

状
態

で
あ

る
こ

と
が

よ
く
わ

か
り

ま
す

。

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

の
図

で
も

、
ほ

と
ん

ど
ス

ト
レ

ス
が

出
て

い
な

い
状

態
な

の
が

よ
く
判

り
ま

す
。

34

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

睡
眠

の
質

の
“
見

え
る

化
”

就
寝

中
は

副
交

感
神

経
が

よ
く
活

動
し

て
お

り
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
非

常
に

良
い

睡
眠

状
態

で
す

ス
ト

レ
ス

の
“
見

え
る

化
”

就
業

後
は

ず
ー

っ
と

副
交

感
神

経
が

活
動

し
た

ま
ま

の
状

態
な

の
が

よ
く
わ

か
り

ま
す

。
下

図
の

よ
う

に
ほ

と
ん

ど
ス

ト
レ

ス
が

出
て

い
な

い
状

態
な

の
が

よ
く
判

り
ま

す
。

寝
返

り
の

“
見

え
る

化
”

就
寝

中
に

よ
く
寝

返
り

し
て

い
る

の
が

判
り

ま
す

。
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S
U

P
E
R

-
B

IT
を

装
着

し
、

1日
装

着
し

、
解

析
レ

ポ
ー

ト
の

、
自

律
神

経
活

動
と

ス
ト

レ
ス

の
プ

ロ
ッ

ト
を

み
る

と
、

い
つ

、
ス

ト
レ

ス
が

か
か

っ
た

か
が

わ
か

り
ま

す
。

そ
の

時
に

何
が

あ
っ

た
か

？

そ
れ

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
問

題
を

解
決

に
導

き
ま

す
。

先
ほ

ど
も

お
話

し
し

た
よ

う
に

、
緑

色
は

、
能

動
的

ス
ト

レ
ス

：自
律

神
経

活
動

度
が

大
き

く
、

自
分

を
鼓

舞
す

る
よ

う
な

状
態

で
す

。
オ

レ
ン

ジ
色

は
受

動
的

ス
ト

レ
ス

：
自

律
神

経
活

動
度

が
小

さ
く
、

や
ら

さ
れ

感
（い

や
で

あ
る

）
状

態
で

す
。

ス
ト

レ
ス

な
ん

て
い

ら
な

い
、

も
う

ご
め

ん
だ

と
、

思
う

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

残
念

な
が

ら
ス

ト
レ

ス
を

な
く
す

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
そ

れ
よ

り
も

、
ス

ト
レ

ス
と

う
ま

く
つ

き
あ

う
こ

と
が

大
切

で
す

。
ま

ず
は

、
ス

ト
レ

ス
が

た
ま

っ
た

と
き

の
サ

イ
ン

を
知

る
こ

と
で

、
こ

こ
ろ

の
病

気
の

予
防

に
も

な
り

ま
す

。
大

切
な

友
達

を
支

え
る

力
に

も
な

る
で

し
ょ

う
。

ス
ト

レ
ス

を
う

ま
く
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
方

法
を

知
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

こ
こ

ろ
が

疲
れ

た
と

き
や

、
つ

ら
い

と
き

、
困

っ
た

と
き

の
た

め
に

、
セ

ル
フ

ケ
ア

の
方

法
を

知
る

こ
と

で
、

つ
ら

い
気

持
ち

も
軽

く
で

き
る

で
し

ょ
う

。

35

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

ス
ト

レ
ス

に
つ

い
て

、
知

っ
て

お
い

た
ほ

う
が

い
い

の
は

、
「
思

い
出

す
こ

と
で

、
ス

ト
レ

ス
が

起
こ

る
」
と

い
う

現
象

で
す

。
「
嫌

な
こ

と
」
を

思
い

出
し

た
だ

け
で

、
心

身
に

「
ス

ト
レ

ス
反

応
」
は

起
こ

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
学

校
で

嫌
な

こ
と

が
あ

る
と

、
涙

が
出

て
き

た
り

、
腹

が
立

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

れ
ら

は
「
ス

ト
レ

ス
反

応
」
の

ひ
と

つ
で

す
。

学
校

で
嫌

な
こ

と
が

あ
っ

て
も

、
家

に
帰

っ
て

、
す

っ
か

り
忘

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
「
ス

ト
レ

ス
反

応
」

は
、

学
校

で
起

こ
っ

た
１

回
だ

け
で

す
。

で
も

、
家

に
帰

っ
て

、
「
あ

あ
、

今
日

、
こ

ん
な

嫌
な

こ
と

が
あ

っ
た

」
と

思
い

出
す

と
、

ま
た

、
「
ス

ト
レ

ス
反

応
」

が
起

こ
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
何

度
も

思
い

出
す

現
象

は
、

「
反

芻
（
は

ん
す

う
）
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
（
英

語
で

は
、

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ru

m
in

at
io

n
）
。

何
度

も
思

い
出

し
て

、
気

持
ち

が
消

え
な

い
と

、
「
ス

ト
レ

ス
反

応
」
が

続
い

て
し

ま
い

（
慢

性
化

）
、

体
の

病
気

や
、

う
つ

病
な

ど
心

の
病

気
に

つ
な

が
り

や
す

く
な

る
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

36

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

思
い

出
す

こ
と

で
、

ス
ト

レ
ス

が
起

こ
る

何
度

も
思

い
出

す
現

象
を

、
「
反

芻
（
は

ん
す

う
）
」

英
語

で
は

、
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ru
m

in
at

io
n）

。
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～
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

見
方

～
赤

が
交

感
神

経
で

青
が

副
交

感
神

経
の

動
き

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
緊

張
状

態
が

続
く
と

交
感

神
経

が
活

発
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

い
る

と
き

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

動
い

て
い

ま
す

。

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
心

拍
数

が
上

昇
し

、
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

気
温

が
低

下
す

る
と

交
感

神
経

が
刺

激
さ

れ
、

体
温

を
上

昇
さ

せ
る

反
応

が
起

き
、

気
温

が
上

昇
し

た
際

は
、

副
交

感
神

経
が

刺
激

さ
れ

、
体

温
を

低
下

さ
せ

る
反

応
が

起
き

ま
す

。

睡
眠

時
間

中
の

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
（
赤

の
突

起
部

分
睡

眠
時

無
呼

吸
が

発
生

し
て

い
る

状
態

）

自
律

神
経

の
活

動
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
、

ド
ッ

ト
(点

)が
グ

ラ
フ

上
方

に
散

在
し

ま
す

。

37

～
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

見
方

～
赤

が
交

感
神

経
で

青
が

副
交

感
神

経
の

動
き

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
緊

張
状

態
が

続
く
と

交
感

神
経

が
活

発
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

い
る

と
き

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

動
い

て
い

ま
す

。

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
心

拍
数

が
上

昇
し

、
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

気
温

が
低

下
す

る
と

交
感

神
経

が
刺

激
さ

れ
，

体
温

を
上

昇
さ

せ
る

反
応

が
起

き
、

気
温

が
上

昇
し

た
際

は
、

副
交

感
神

経
が

刺
激

さ
れ

、
体

温
を

低
下

さ
せ

る
反

応
が

起
き

ま
す

。

睡
眠

時
間

中
の

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
（
赤

の
突

起
部

分
睡

眠
時

無
呼

吸
が

発
生

し
て

い
る

状
態

）

自
律

神
経

の
活

動
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
、

ド
ッ

ト
(点

)が
グ

ラ
フ

上
方

に
散

在
し

ま
す

。

心
臓

の
収

縮
は

電
気

的
な

刺
激

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
ず

、
心

臓
の

中
の

洞
結

節
と

い
う

と
こ

ろ
が

自
発

的
に

電
気

的
に

興
奮

し
、

そ
の

興
奮

が
心

臓
の

筋
肉

全
体

に
伝

わ
る

と
、

心
臓

は
収

縮
し

ま
す

。
体

の
胸

部
の

2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
も

、
心

臓
が

次
に

収
縮

ま
で

の
時

間
間

隔
を

短
く
し

よ
う

と
す

る
交

感
神

経
と

、
長

く
し

よ
う

と
す

る
副

交
感

神
経

の
拮

抗
的

な
支

配
を

受
け

て
い

る
か

ら
で

す
。

間
隔

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

い
ほ

ど
自

律
神

経
活

動
は

元
気

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

こ
の

R
R

間
隔

の
ば

ら
つ

き
の

度
合

い
を

示
す

の
が

C
V

R
R

（
: 
C

o
e
ff

ic
ie

n
t 

o
f 
V

ar
ia

ti
o
n
 o

f 
R

R
 I
n
te

rv
al

）
＝

R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

順
天

堂
大

学
医

学
部

教
授

小
林

弘
幸

先
生

著
「
自

律
神

経
の

話
」
の

本
に

は
、

～
睡

眠
の

質
は

夜
の

過
ご

し
方

で
変

わ
る

～
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
ま

ず
、

夕
食

は
午

後
8
時

頃
ま

で
に

済
ま

せ
る

の
が

ベ
ス

ト
。

食
後

あ
ま

り
時

間
を

置
か

ず
に

就
寝

す
る

と
、

内
臓

が
休

ま
ら

ず
に

眠
り

が
浅

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

入
浴

は
3
9
～

4
0
度

く
ら

い
の

ぬ
る

め
の

お
湯

に
1
5
分

ほ
ど

浸
か

る
と

、
副

交
感

神
経

の
働

き
が

よ
く
な

り
睡

眠
の

質
を

高
め

て
く
れ

ま
す

。
あ

ま
り

熱
い

お
湯

に
入

っ
た

り
、

シ
ャ

ワ
ー

だ
け

で
済

ま
せ

た
り

す
る

の
は

N
G

で
す

。
食

事
や

入
浴

の
後

は
交

感
神

経
を

刺
激

し
な

い
よ

う
意

識
的

に
ゆ

っ
た

り
と

過
ご

す
こ

と
。

寝
る

直
前

の
お

酒
は

眠
り

が
浅

く
な

る
の

で
、

お
酒

を
飲

む
な

ら
早

め
の

時
間

帯
に

た
し

な
む

程
度

に
。

就
寝

3
0
分

前
に

は
ス

マ
ホ

を
置

き
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
ベ

ッ
ド

に
入

れ
ば

、
「
眠

れ
な

い
」
な

ん
て

こ
と

と
は

無
縁

に
な

り
ま

す
。

毎
日

同
じ

く
ら

い
の

時
間

に
寝

起
き

し
て

規
則

正
し

く
生

活
す

る
こ

と
で

睡
眠

の
質

が
高

ま
り

、
自

律
神

経
も

整
っ

て
く
る

の
で

す
。

38

睡
眠

の
質

の
説

明

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

～
睡

眠
の

質
は

夜
の

過
ご

し
方

で
変

わ
る

～
（
順

天
堂

大
学

医
学

部
教

授
小

林
弘

幸
先

生
著

「
自

律
神

経
の

話
」
よ

り
）

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
ま

ず
、

夕
食

は
午

後
8
時

頃
ま

で
に

済
ま

せ
る

の
が

ベ
ス

ト
。

食
後

あ
ま

り
時

間
を

置
か

ず
に

就
寝

す
る

と
、

内
臓

が
休

ま
ら

ず
に

眠
り

が
浅

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

入
浴

は
3
9
～

4
0
度

く
ら

い
の

ぬ
る

め
の

お
湯

に
1
5
分

ほ
ど

浸
か

る
と

、
副

交
感

神
経

の
働

き
が

よ
く
な

り
睡

眠
の

質
を

高
め

て
く
れ

ま
す

。
あ

ま
り

熱
い

お
湯

に
入

っ
た

り
、

シ
ャ

ワ
ー

だ
け

で
済

ま
せ

た
り

す
る

の
は

N
G

で
す

。
食

事
や

入
浴

の
後

は
交

感
神

経
を

刺
激

し
な

い
よ

う
意

識
的

に
ゆ

っ
た

り
と

過
ご

す
こ

と
。

寝
る

直
前

の
お

酒
は

眠
り

が
浅

く
な

る
の

で
、

お
酒

を
飲

む
な

ら
早

め
の

時
間

帯
に

た
し

な
む

程
度

に
。

就
寝

3
0
分

前
に

は
ス

マ
ホ

を
置

き
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
ベ

ッ
ド

に
入

れ
ば

、
「
眠

れ
な

い
」
な

ん
て

こ
と

と
は

無
縁

に
な

り
ま

す
。

毎
日

同
じ

く
ら

い
の

時
間

に
寝

起
き

し
て

規
則

正
し

く
生

活
す

る
こ

と
で

睡
眠

の
質

が
高

ま
り

、
自

律
神

経
も

整
っ

て
く
る

の
で

す
。

睡
眠

に
は

「
緊

張
型

睡
眠

」
と

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

あ
る

短
時

間
睡

眠
で

も
す

っ
き

り
と

起
き

ら
れ

る
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
と

長
時

間
寝

て
も

疲
れ

が
残

る
「
緊

張
型

睡
眠

」
は

、
睡

眠
中

に
以

下
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

ま
す

。

緊
張

型
睡

眠
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
・
睡

眠
中

も
体

は
緊

張
・
興

奮
し

た
ま

ま
。

・
心

身
と

も
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

て
ゆ

っ
く
り

と
睡

眠
で

き
て

い
る

。
・
睡

眠
中

も
脳

や
内

臓
が

動
い

て
い

る
。

・
脳

や
内

臓
も

動
き

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

。
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短
時

間
睡

眠
で

も
す

っ
き

り
と

起
き

ら
れ

る
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
と

長
時

間
寝

て
も

疲
れ

が
残

る
「
緊

張
型

睡
眠

」
は

、
睡

眠
中

に
以

下
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

ま
す

。
緊

張
型

睡
眠

は
、

・
睡

眠
中

も
体

は
緊

張
・
興

奮
し

た
ま

ま
。

・
睡

眠
中

も
脳

や
内

臓
が

動
い

て
い

る
。

睡
眠

で
す

。

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

は
、

・
心

身
と

も
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

て
ゆ

っ
く
り

と
睡

眠
で

き
て

い
る

。
・
脳

や
内

臓
も

動
き

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

。
前

の
そ

の
行

動
が

睡
眠

を
妨

げ
る

か
も

し
れ

な
い

。
睡

眠
で

す
。

自
律

神
経

を
安

定
さ

せ
る

の
に

大
切

な
、

質
の

良
い

睡
眠

＝
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

で
き

る
就

寝
前

の
行

動
、

反
対

に
緊

張
型

睡
眠

に
陥

り
や

す
い

行
動

は
以

下
の

通
り

で
す

。

副
交

感
神

経
を

高
め

る
に

は
、

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

で
き

る
行

動
・
3
9
～

4
0
度

の
お

風
呂

に
1
5
分

浸
か

る
・
寝

る
前

の
動

作
を

ゆ
っ

く
り

行
う

・
夕

食
を

食
べ

て
3
時

間
経

っ
て

か
ら

寝
る

・
2
4
時

ま
で

に
寝

る

交
感

神
経

を
高

め
て

し
ま

う
の

は
、

「
張

型
睡

眠
」
に

な
り

や
す

い
行

動
・
就

寝
直

前
ま

で
ス

マ
ホ

や
テ

レ
ビ

を
見

る
・
夜

も
昼

間
の

よ
う

な
明

る
い

照
明

で
す

ご
す

・
食

べ
て

す
ぐ

寝
る

・
4
2
度

以
上

の
熱

い
お

風
呂

に
浸

か
る

・
寝

酒
で

す
の

で
、

良
質

な
睡

眠
を

と
る

た
め

に
、

皆
さ

ん
も

、
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

で
き

る
行

動
を

取
っ

て
く
だ

さ
い

。
39

睡
眠

の
質

の
説

明

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

～
睡

眠
の

質
は

夜
の

過
ご

し
方

で
変

わ
る

～
（
順

天
堂

大
学

医
学

部
教

授
小

林
弘

幸
先

生
著

「
自

律
神

経
の

話
」
よ

り
）

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
ま

ず
、

夕
食

は
午

後
8
時

頃
ま

で
に

済
ま

せ
る

の
が

ベ
ス

ト
。

食
後

あ
ま

り
時

間
を

置
か

ず
に

就
寝

す
る

と
、

内
臓

が
休

ま
ら

ず
に

眠
り

が
浅

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

入
浴

は
3
9
～

4
0
度

く
ら

い
の

ぬ
る

め
の

お
湯

に
1
5
分

ほ
ど

浸
か

る
と

、
副

交
感

神
経

の
働

き
が

よ
く
な

り
睡

眠
の

質
を

高
め

て
く
れ

ま
す

。
あ

ま
り

熱
い

お
湯

に
入

っ
た

り
、

シ
ャ

ワ
ー

だ
け

で
済

ま
せ

た
り

す
る

の
は

N
G

で
す

。
食

事
や

入
浴

の
後

は
交

感
神

経
を

刺
激

し
な

い
よ

う
意

識
的

に
ゆ

っ
た

り
と

過
ご

す
こ

と
。

寝
る

直
前

の
お

酒
は

眠
り

が
浅

く
な

る
の

で
、

お
酒

を
飲

む
な

ら
早

め
の

時
間

帯
に

た
し

な
む

程
度

に
。

就
寝

3
0
分

前
に

は
ス

マ
ホ

を
置

き
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
ベ

ッ
ド

に
入

れ
ば

、
「
眠

れ
な

い
」
な

ん
て

こ
と

と
は

無
縁

に
な

り
ま

す
。

毎
日

同
じ

く
ら

い
の

時
間

に
寝

起
き

し
て

規
則

正
し

く
生

活
す

る
こ

と
で

睡
眠

の
質

が
高

ま
り

、
自

律
神

経
も

整
っ

て
く
る

の
で

す
。

睡
眠

に
は

「
緊

張
型

睡
眠

」
と

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

あ
る

短
時

間
睡

眠
で

も
す

っ
き

り
と

起
き

ら
れ

る
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
と

長
時

間
寝

て
も

疲
れ

が
残

る
「
緊

張
型

睡
眠

」
は

、
睡

眠
中

に
以

下
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

ま
す

。

緊
張

型
睡

眠
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
・
睡

眠
中

も
体

は
緊

張
・
興

奮
し

た
ま

ま
。

・
心

身
と

も
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

て
ゆ

っ
く
り

と
睡

眠
で

き
て

い
る

。
・
睡

眠
中

も
脳

や
内

臓
が

動
い

て
い

る
。

・
脳

や
内

臓
も

動
き

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

。

睡
眠

バ
ラ

ン
ス

と
は

、

・
睡

眠
時

間
：

一
般

的
に

は
7
～

8
時

間
が

基
準

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

長
年

続
け

て
い

る
自

分
の

平
均

的
な

睡
眠

時
間

と
の

対
比

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
因

み
に

、
北

海
道

大
学

の
玉

腰
暁

子
先

生
が

、
4
0
～

7
9
歳

の
男

女
約

1
0
万

人
を

、
1
0
年

間
に

わ
た

っ
て

追
跡

調
査

し
ま

し
た

。
対

象
者

の
平

均
睡

眠
時

間
は

男
性

7
.5

時
間

、
女

性
7
.1

時
間

で
し

た
が

、
死

亡
率

が
最

も
低

か
っ

た
の

は
、

男
女

と
も

睡
眠

時
間

が
7
時

間
の

人
た

ち
で

し
た

。
睡

眠
時

間
が

7
時

間
よ

り
短

い
人

も
長

い
人

も
、

死
亡

率
が

高
く
な

る
傾

向
が

示
さ

れ
ま

し
た

。

・
入

眠
潜

時
：

入
眠

潜
時

と
は

入
床

し
て

か
ら

、
眠

り
に

つ
く
ま

で
の

い
わ

ゆ
る

寝
つ

き
の

時
間

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
人

に
よ

っ
て

様
々

で
す

が
、

一
般

的
に

は
1
0分

か
ら

2
0
分

く
ら

い
で

寝
付

け
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
離

床
潜

時
：

離
床

潜
時

と
は

目
が

覚
め

て
か

ら
起

床
す

る
ま

で
の

い
わ

ゆ
る

寝
起

き
の

時
間

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
人

に
よ

っ
て

様
々

で
す

が
、

一
般

的
に

は
目

覚
め

て
か

ら
1
0
分

か
ら

2
0
分

で
起

き
れ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
睡

眠
効

率
：

入
床

し
て

か
ら

起
床

ま
で

の
間

に
、

実
際

に
寝

て
い

る
時

間
が

ど
れ

位
か

を
示

す
数

値
で

、
9
0
%
以

上
な

ら
良

い
と

判
断

し
ま

す
。

そ
れ

が
下

が
る

と
少

し
睡

眠
が

浅
い

か
、

何
ら

か
の

他
の

原
因

で
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

40

睡
眠

バ
ラ

ン
ス

の
説

明

・
睡

眠
時

間
：
一

般
的

に
は

7
～

8
時

間
が

基
準

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

長
年

続
け

て
い

る
自

分
の

平
均

的
な

睡
眠

時
間

と
の

対
比

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

因
み

に
、

北
海

道
大

学
の

玉
腰

暁
子

先
生

が
、

4
0
～

7
9
歳

の
男

女
約

1
0
万

人
を

、
1
0
年

間
に

わ
た

っ
て

追
跡

調
査

し
ま

し
た

。
対

象
者

の
平

均
睡

眠
時

間
は

男
性

7
.5

時
間

、
女

性
7
.1

時
間

で
し

た
が

、
死

亡
率

が
最

も
低

か
っ

た
の

は
、

男
女

と
も

睡
眠

時
間

が
7
時

間
の

人
た

ち
で

し
た

。
睡

眠
時

間
が

7
時

間
よ

り
短

い
人

も
長

い
人

も
、

死
亡

率
が

高
く
な

る
傾

向
が

示
さ

れ
ま

し
た

。
・
入

眠
潜

時
：
入

眠
潜

時
と

は
入

床
し

て
か

ら
、

眠
り

に
つ

く
ま

で
の

い
わ

ゆ
る

寝
つ

き
の

時
間

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
人

に
よ

っ
て

様
々

で
す

が
、

一
般

的
に

は
1
0
分

か
ら

2
0
分

く
ら

い
で

寝
付

け
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
離

床
潜

時
：
離

床
潜

時
と

は
目

が
覚

め
て

か
ら

起
床

す
る

ま
で

の
い

わ
ゆ

る
寝

起
き

の
時

間
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

人
に

よ
っ

て
様

々
で

す
が

、
一

般
的

に
は

目
覚

め
て

か
ら

1
0
分

か
ら

2
0
分

で
起

き
れ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
睡

眠
効

率
：
入

床
し

て
か

ら
起

床
ま

で
の

間
に

、
実

際
に

寝
て

い
る

時
間

が
ど

れ
位

か
を

示
す

数
値

で
、

9
0
%
以

上
な

ら
良

い
と

判
断

し
ま

す
。

そ
れ

が
下

が
る

と
少

し
睡

眠
が

浅
い

か
、

何
ら

か
の

他
の

原
因

で
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
寝

返
り

回
数

：
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

☞
寝

返
り

の
効

果
と

し
て

は
■

身
体

に
か

か
る

負
担

を
軽

減
す

る
起

き
て

い
る

間
は

、
重

い
頭

を
支

え
る

た
め

に
背

骨
や

関
節

、
筋

肉
に

大
き

な
圧

力
や

負
担

が
か

か
っ

て
い

ま
す

。
体

を
横

に
し

て
重

力
が

軽
く
な

っ
た

状
態

で
、

そ
れ

ら
を

リ
セ

ッ
ト

す
る

。
寝

返
り

に
は

、
日

中
に

生
じ

た
体

の
歪

み
を

調
整

す
る

役
割

が
あ

り
ま

す
。

■
血

液
の

循
環

を
良

く
す

る
血

液
の

循
環

は
同

じ
姿

勢
で

居
続

け
る

と
、

血
管

が
圧

迫
さ

れ
て

血
流

が
阻

害
さ

れ
ま

す
。

寝
て

い
る

間
は

そ
れ

を
寝

返
り

で
圧

迫
さ

れ
る

部
位

を
定

期
的

に
変

え
て

防
ぎ

ま
す

。
寝

返
り

を
打

た
な

い
で

皮
膚

が
圧

迫
さ

れ
続

け
れ

ば
褥

瘡
（
じ

ょ
く
そ

う
）
が

起
こ

り
ま

す
。

い
わ

ゆ
る

床
ず

れ
で

す
。

■
寝

具
の

空
気

を
入

れ
替

え
て

体
温

調
節

や
湿

度
調

節
を

す
る

寝
返

り
に

は
、

掛
け

布
団

や
毛

布
に

こ
も

っ
た

空
気

を
入

れ
替

え
る

効
果

が
あ

り
ま

す
。

空
気

の
入

れ
替

え
に

よ
っ

て
、

睡
眠

に
適

し
た

温
度

や
湿

度
を

保
て

れ
ば

、
季

節
に

関
わ

ら
ず

快
適

な
睡

眠
環

境
を

作
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

ふ
と

ん
や

ベ
ッ

ド
内

の
温

度
や

湿
度

の
調

節
に

は
適

度
な

寝
返

り
が

不
可

欠
で

す
。
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・
寝

返
り

回
数

：
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

寝
返

り
の

効
果

と
し

て
は

■
身

体
に

か
か

る
負

担
を

軽
減

す
る

起
き

て
い

る
間

は
、

重
い

頭
を

支
え

る
た

め
に

背
骨

や
関

節
、

筋
肉

に
大

き
な

圧
力

や
負

担
が

か
か

っ
て

い
ま

す
。

体
を

横
に

し
て

重
力

が
軽

く
な

っ
た

状
態

で
、

そ
れ

ら
を

リ
セ

ッ
ト

す
る

。
寝

返
り

に
は

、
日

中
に

生
じ

た
体

の
歪

み
を

調
整

す
る

役
割

が
あ

り
ま

す
。

■
血

液
の

循
環

を
良

く
す

る
血

液
の

循
環

は
同

じ
姿

勢
で

居
続

け
る

と
、

血
管

が
圧

迫
さ

れ
て

血
流

が
阻

害
さ

れ
ま

す
。

寝
て

い
る

間
は

そ
れ

を
寝

返
り

で
圧

迫
さ

れ
る

部
位

を
定

期
的

に
変

え
て

防
ぎ

ま
す

。
寝

返
り

を
打

た
な

い
で

皮
膚

が
圧

迫
さ

れ
続

け
れ

ば
褥

瘡
（
じ

ょ
く
そ

う
）
が

起
こ

り
ま

す
。

い
わ

ゆ
る

床
ず

れ
で

す
。

■
寝

具
の

空
気

を
入

れ
替

え
て

体
温

調
節

や
湿

度
調

節
を

す
る

寝
返

り
に

は
、

掛
け

布
団

や
毛

布
に

こ
も

っ
た

空
気

を
入

れ
替

え
る

効
果

が
あ

り
ま

す
。

空
気

の
入

れ
替

え
に

よ
っ

て
、

睡
眠

に
適

し
た

温
度

や
湿

度
を

保
て

れ
ば

、
季

節
に

関
わ

ら
ず

快
適

な
睡

眠
環

境
を

作
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

ふ
と

ん
や

ベ
ッ

ド
内

の
温

度
や

湿
度

の
調

節
に

は
適

度
な

寝
返

り
が

不
可

欠
で

す
。

41

睡
眠

バ
ラ

ン
ス

の
説

明

・
睡

眠
時

間
：
一

般
的

に
は

7
～

8
時

間
が

基
準

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

長
年

続
け

て
い

る
自

分
の

平
均

的
な

睡
眠

時
間

と
の

対
比

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

因
み

に
、

北
海

道
大

学
の

玉
腰

暁
子

先
生

が
、

4
0
～

7
9
歳

の
男

女
約

1
0
万

人
を

、
1
0
年

間
に

わ
た

っ
て

追
跡

調
査

し
ま

し
た

。
対

象
者

の
平

均
睡

眠
時

間
は

男
性

7
.5

時
間

、
女

性
7
.1

時
間

で
し

た
が

、
死

亡
率

が
最

も
低

か
っ

た
の

は
、

男
女

と
も

睡
眠

時
間

が
7
時

間
の

人
た

ち
で

し
た

。
睡

眠
時

間
が

7
時

間
よ

り
短

い
人

も
長

い
人

も
、

死
亡

率
が

高
く
な

る
傾

向
が

示
さ

れ
ま

し
た

。
・
入

眠
潜

時
：
入

眠
潜

時
と

は
入

床
し

て
か

ら
、

眠
り

に
つ

く
ま

で
の

い
わ

ゆ
る

寝
つ

き
の

時
間

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
人

に
よ

っ
て

様
々

で
す

が
、

一
般

的
に

は
1
0
分

か
ら

2
0
分

く
ら

い
で

寝
付

け
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
離

床
潜

時
：
離

床
潜

時
と

は
目

が
覚

め
て

か
ら

起
床

す
る

ま
で

の
い

わ
ゆ

る
寝

起
き

の
時

間
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

人
に

よ
っ

て
様

々
で

す
が

、
一

般
的

に
は

目
覚

め
て

か
ら

1
0
分

か
ら

2
0
分

で
起

き
れ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
睡

眠
効

率
：
入

床
し

て
か

ら
起

床
ま

で
の

間
に

、
実

際
に

寝
て

い
る

時
間

が
ど

れ
位

か
を

示
す

数
値

で
、

9
0
%
以

上
な

ら
良

い
と

判
断

し
ま

す
。

そ
れ

が
下

が
る

と
少

し
睡

眠
が

浅
い

か
、

何
ら

か
の

他
の

原
因

で
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
寝

返
り

回
数

：
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

☞
寝

返
り

の
効

果
と

し
て

は
■

身
体

に
か

か
る

負
担

を
軽

減
す

る
起

き
て

い
る

間
は

、
重

い
頭

を
支

え
る

た
め

に
背

骨
や

関
節

、
筋

肉
に

大
き

な
圧

力
や

負
担

が
か

か
っ

て
い

ま
す

。
体

を
横

に
し

て
重

力
が

軽
く
な

っ
た

状
態

で
、

そ
れ

ら
を

リ
セ

ッ
ト

す
る

。
寝

返
り

に
は

、
日

中
に

生
じ

た
体

の
歪

み
を

調
整

す
る

役
割

が
あ

り
ま

す
。

■
血

液
の

循
環

を
良

く
す

る
血

液
の

循
環

は
同

じ
姿

勢
で

居
続

け
る

と
、

血
管

が
圧

迫
さ

れ
て

血
流

が
阻

害
さ

れ
ま

す
。

寝
て

い
る

間
は

そ
れ

を
寝

返
り

で
圧

迫
さ

れ
る

部
位

を
定

期
的

に
変

え
て

防
ぎ

ま
す

。
寝

返
り

を
打

た
な

い
で

皮
膚

が
圧

迫
さ

れ
続

け
れ

ば
褥

瘡
（
じ

ょ
く
そ

う
）
が

起
こ

り
ま

す
。

い
わ

ゆ
る

床
ず

れ
で

す
。

■
寝

具
の

空
気

を
入

れ
替

え
て

体
温

調
節

や
湿

度
調

節
を

す
る

寝
返

り
に

は
、

掛
け

布
団

や
毛

布
に

こ
も

っ
た

空
気

を
入

れ
替

え
る

効
果

が
あ

り
ま

す
。

空
気

の
入

れ
替

え
に

よ
っ

て
、

睡
眠

に
適

し
た

温
度

や
湿

度
を

保
て

れ
ば

、
季

節
に

関
わ

ら
ず

快
適

な
睡

眠
環

境
を

作
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

ふ
と

ん
や

ベ
ッ

ド
内

の
温

度
や

湿
度

の
調

節
に

は
適

度
な

寝
返

り
が

不
可

欠
で

す
。

次
は

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
結

果
の

課
題

に
関

す
る

内
容

で
す

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
不

調
と

は
？

原
因

や
症

状
、

ケ
ア

方
法

に
つ

い
て

42

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

ス
ト

レ
ス

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
の

関
係

基
礎

知
識

：
B

IT
に

か
か

わ
る

医
療

用
語

な
ど

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

B
IT

を
用

い
た

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

見
方

４
：

理
想

的
な

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

例

５
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

ス
ト

レ
ス

を
な

く
す

た
め

に
は

・
・
・

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題
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自
律

神
経

は
、

体
の

中
で

「
生

き
る

た
め

に
必

要
な

休
制

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
」
を

し
て

く
れ

て
い

ま
す

。
血

液
が

循
環

し
て

体
温

を
一

定
に

保
つ

、
食

べ
た

物
を

内
臓

が
消

化
す

る
、

緊
張

し
て

心
臓

が
高

鳴
る

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

す
る

と
呼

吸
が

穏
や

か
に

な
る

な
ど

、
私

た
ち

が
円

々
の

生
活

の
中

で
無

意
識

で
行

っ
て

い
る

事
柄

は
、

す
べ

て
自

律
神

経
の

お
か

げ
で

す
。

2
4
時

間
休

む
こ

と
な

く
休

中
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

く
れ

て
い

る
お

か
げ

で
、

私
た

ち
は

生
活

で
き

て
い

ま
す

。
そ

の
自

律
神

経
が

乱
れ

る
と

体
に

は
次

の
よ

う
な

症
状

が
現

れ
始

め
ま

す
。

慢
性

的
な

肩
こ

り
・
腰

痛
・
頭

痛
・
倦

怠
感

・
原

因
不

明
の

痛
み

・
生

理
痛

・
薄

毛
な

ど
・・

・
。

今
ま

で
に

、
皆

さ
ん

も
、

こ
の

よ
う

な
体

の
症

状
を

感
じ

た
こ

と
が

少
な

か
ら

ず
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
そ

の
症

状
が

進
行

す
る

と
、

う
つ

病
や

自
律

神
経

失
調

症
と

い
っ

た
精

神
症

状
が

現
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

「
い

え
い

え
、

私
は

ま
だ

そ
の

よ
う

な
症

状
は

無
い

で
す

よ
」
と

い
う

方
で

も
、

自
律

神
経

の
働

き
と

い
う

の
は

人
間

の
生

理
現

象
と

言
え

る
の

で
知

ら
ず

知
ら

ず
の

う
ち

に
体

へ
影

響
し

て
い

ま
す

。
よ

く
聞

く
「
〇

〇
代

を
過

ぎ
た

ら
一

気
に

体
に

ガ
タ

が
き

た
」と

い
う

の
は

ま
さ

に
こ

の
例

で
、

コ
ッ

プ
に

少
し

ず
つ

溜
ま

っ
た

水
が

い
ず

れ
は

溢
れ

る
よ

う
に

、
無

症
状

で
経

過
し

て
い

た
症

状
が

一
気

に
表

出
す

る
の

で
す

。

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
は

人
そ

れ
ぞ

れ
。

必
ず

し
も

ど
ち

ら
か

一
方

が
優

位
に

な
る

わ
け

で
は

な
く
、

両
方

の
働

き
が

高
い

人
も

い
れ

ば
、

逆
に

両
方

が
低

い
人

も
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

次
の

4
タ

イ
プ

に
分

か
れ

ま
す

。

①
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
と

も
に

高
い

絶
好

調
タ

イ
プ

交
感

神
経

の
働

き
に

よ
り

高
い

集
中

力
や

適
度

な
緊

張
感

を
持

ち
な

が
ら

、
副

交
感

神
経

の
働

き
に

よ
る

落
ち

着
き

や
リ

ラ
ッ

ク
ス

感
も

保
っ

て
い

る
状

態
。

ま
さ

に
心

身
と

も
に

絶
好

調
と

い
え

る
状

態
で

す
。

日
中

は
適

度
な

緊
張

感
を

も
ち

つ
つ

、
夜

は
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

休
息

で
き

る
理

想
的

な
タ

イ
プ

。
仕

事
で

も
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
で

も
自

分
の

能
力

を
い

か
ん

な
く
発

揮
で

き
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

仕
事

や
環

境
な

ど
の

変
化

に
よ

っ
て

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
た

り
、

疲
れ

が
蓄

積
し

た
り

す
る

と
、

「
B

：
が

ん
ば

り
す

ぎ
タ

イ
プ

」
や

「
C

：
ね

む
だ

る
タ

イ
プ

」
に

な
っ

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
る

の
で

、
毎

日
の

ケ
ア

で
、

こ
の

ま
ま

好
調

な
状

態
を

キ
ー

プ
し

ま
し

ょ
う

。
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②
交

感
神

経
が

高
く
、

副
交

感
神

経
が

低
い

：
が

ん
ば

り
す

ぎ
タ

イ
プ

常
に

ア
ク

セ
ル

全
開

で
仕

事
や

家
事

を
テ

キ
パ

キ
と

こ
な

す
タ

イ
プ

。
こ

の
タ

イ
プ

は
、

ス
ト

レ
ス

を
抱

え
て

い
る

人
に

多
い

タ
イ

プ
と

も
い

え
ま

す
。

交
感

神
経

が
緊

張
や

興
奮

を
呼

び
起

こ
し

、
副

交
感

神
経

に
よ

る
ブ

レ
ー

キ
も

利
か

な
い

た
め

焦
り

や
イ

ラ
イ

ラ
を

感
じ

や
す

く
な

り
ま

す
。

血
流

が
悪

く
な

る
こ

と
で

、
健

康
状

態
に

も
悪

影
響

が
生

じ
ま

す
。

緊
張

状
態

が
続

き
、

が
ん

ば
り

す
ぎ

て
し

ま
う

た
め

、
心

身
の

疲
れ

に
気

付
き

に
く
い

の
が

特
徴

で
す

。
リ

ラ
ッ

ク
ス

モ
ー

ド
に

切
り

替
え

る
こ

と
が

苦
手

で
、

休
息

が
足

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

い
つ

の
ま

に
か

疲
れ

が
蓄

積
し

て
い

る
、

い
つ

も
手

足
が

冷
え

て
い

る
、

寝
つ

き
が

悪
い

と
い

っ
た

プ
チ

不
調

に
悩

ま
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

③
交

感
神

経
が

低
く
、

副
交

感
神

経
が

高
い

ね
む

だ
る

タ
イ

プ
ア

ク
セ

ル
が

踏
み

込
め

ず
や

る
気

や
集

中
力

が
発

揮
で

き
ま

せ
ん

。
ブ

レ
ー

キ
の

利
き

も
強

す
ぎ

る
の

で
、

眠
気

や
だ

る
さ

、
抑

う
つ

状
態

に
陥

り
が

ち
で

す
。

お
だ

や
か

な
タ

イ
プ

。
イ

ラ
イ

ラ
す

る
こ

と
が

な
い

反
面

、
や

る
気

ス
イ

ッ
チ

が
な

か
な

か
オ

ン
に

な
ら

ず
、

眠
気

や
だ

る
さ

に
悩

ま
さ

れ
る

の
が

こ
の

タ
イ

プ
の

特
徴

で
す

。
こ

の
タ

イ
プ

の
人

に
必

要
な

の
は

“
メ

リ
ハ

リ
”
と

い
え

る
で

し
ょ

う
。

④
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
と

も
に

低
い

ぐ
っ

た
り

タ
イ

プ
自

律
神

経
の

有
効

な
働

き
が

失
わ

れ
て

い
る

状
態

で
、

活
動

自
体

が
困

難
に

な
り

ま
す

。
心

身
が

パ
ワ

ー
ダ

ウ
ン

し
た

状
態

。
心

身
の

疲
労

が
蓄

積
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

本
人

は
そ

の
自

覚
が

な
い

こ
と

も
。

何
を

す
る

に
も

だ
る

い
、

疲
れ

て
い

る
の

に
寝

つ
け

な
い

、
寝

て
も

疲
れ

が
と

れ
な

い
、

1
年

を
通

し
て

冷
え

を
感

じ
や

す
い

な
ど

の
不

調
が

あ
る

人
は

、
今

す
ぐ

対
策

を
。

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

は
①

の
よ

う
に

ど
ち

ら
も

高
く
「
1：

1
」
の

バ
ラ

ン
ス

で
働

く
の

が
理

想
的

で
す

。

②
や

③
の

よ
う

に
「
1
：
1
.5

」
以

上
の

差
が

生
じ

る
と

、
心

身
に

不
調

が
現

れ
や

す
く
な

り
ま

す
。
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自
律

神
経

は
と

て
も

素
直

で
す

。
嬉

し
い

こ
と

が
あ

れ
ば

一
紺

に
喜

び
、

悲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
一

緒
に

落
ち

込
み

ま
す

。
そ

の
変

化
は

体
に

も
現

れ
ま

す
。

誰
し

も
が

悲
し

い
こ

と
や

憂
鬱

な
こ

と
が

続
け

ば
体

は
重

く
食

欲
だ

っ
て

湧
き

ま
せ

ん
。

鏡
を

見
れ

ば
気

持
ち

と
一

緒
に

背
中

も
丸

く
な

り
ま

す
。

気
持

ち
が

落
ち

込
ん

だ
と

き
な

ど
に

「
肩

を
落

と
す

」
と

は
よ

く
言

い
ま

す
が

、
こ

れ
ら

は
気

分
が

落
ち

込
み

（
心

）
、

自
律

神
経

が
乱

れ
る

こ
と

で
姿

勢
（
体

）
も

丸
く

な
る

と
い

う
反

応
に

よ
る

も
の

で
す

。

医
学

の
世

界
に

は
「
プ

ラ
セ

ボ
（
ブ

ラ
シ

ー
ボ

）
」と

い
う

現
象

が
あ

り
ま

す
。

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

人
も

い
る

と
思

い
ま

す
が

、
効

果
の

な
い

偽
物

の
薬

を
本

物
と

説
明

さ
れ

服
用

す
る

と
、

実
際

の
薬

を
飲

ん
だ

時
と

同
等

に
近

い
効

果
が

も
た

ら
さ

れ
る

と
い

う
現

象
で

す
。

こ
の

現
象

は
、

「
薬

を
飲

ん
だ

」
と

い
う

安
心

感
が

も
た

ら
さ

れ
た

こ
と

で
脳

内
か

ら
痛

み
を

抑
制

す
る

エ
ン

ド
ル

フ
ィ

ン
と

い
う

脳
内

物
質

が
放

出
さ

れ
、

そ
れ

が
ホ

ル
モ

ン
分

泌
、

免
疫

力
な

ど
に

プ
ラ

ス
に

働
く
と

い
う

仕
組

み
で

す
。

さ
ら

に
驚

く
こ

と
に

、
薬

が
「
偽

物
」と

説
明

が
さ

れ
た

後
に

服
用

し
て

も
一

定
以

上
の

効
果

が
も

た
ら

さ
れ

る
と

い
う

研
究

結
果

も
多

数
あ

り
ま

す
。

つ
ま

り
、

効
能

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
「
飲

ん
だ

」
と

い
う

事
実

を
「
心

」
＝

脳
が

思
い

込
む

こ
と

で
「
体

」に
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
、

「
心

と
体

」
の

繋
が

り
は

、
医

学
的

に
も

確
立

さ
れ

た
も

の
が

あ
る

の
で

す
。
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
と

は
、

多
様

で
忙

し
い

現
代

社
会

に
お

い
て

安
心

感
や

肯
定

的
な

思
考

、
時

に
適

度
な

ス
ト

レ
ス

を
「
心

と
体

」
に

か
け

な
が

ら
、

上
手

に
向

き
合

い
健

康
な

体
を

自
ら

手
に

入
れ

る
こ

と
が

コ
ン

セ
プ

ト
に

な
り

ま
す

。

「
ス

ト
レ

ス
は

体
に

よ
く
な

い
」
と

広
く
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

ス
ト

レ
ス

は
生

き
て

い
れ

ば
必

ず
感

じ
ま

す
。

大
事

な
こ

と
は

ス
ト

レ
ス

の
捉

え
方

、
向

き
合

い
方

で
す

。
ス

ト
レ

ス
は

悪
者

で
は

な
く
う

ま
く
付

き
合

っ
て

い
く
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
持

ち
、

気
負

わ
ず

に
向

き
合

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
自

律
神

経
を

整
え

る
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

、
「大

事
な

発
表

の
時

に
緊

張
し

な
く
な

る
」
「
い

ざ
と

い
う

時
に

本
来

以
上

の
力

が
発

揮
で

き
る

」
「
疲

れ
や

す
か

っ
た

体
が

寝
て

起
き

る
と

軽
く
な

っ
て

い
る

」
「
人

の
目

を
気

に
し

な
く
な

る
」
な

ど
様

々
な

効
果

が
実

感
で

き
る

で
し

ょ
う

。

こ
れ

ら
を

自
ら

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

れ
ば

日
常

生
活

の
様

々
な

場
面

で
良

い
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。
そ

し
て

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

に
は

、
意

識
し

て
継

続
す

る
こ

と
が

ポ
イ

ン
ト

で
す

。
「
病

は
気

か
ら

」
「
fa

n
c
y 

m
ay

 k
ill

 o
r 

c
u
re

（
病

気
で

死
ぬ

の
も

助
か

る
の

も
思

い
込

み
次

第
）
」

「
心

・
技

・
体

」
「
健

全
な

肉
体

に
は

健
全

な
精

神
が

宿
る

」
・・

・
「
心

と
体

」
の

繋
が

り
を

表
す

こ
と

わ
ざ

は
、

古
く

か
ら

残
っ

て
い

ま
す

。

先
人

た
ち

の
経

験
か

ら
生

ま
れ

、
受

け
継

が
れ

た
こ

れ
ら

の
言

葉
は

、
言

い
か

え
れ

ば
、

人
が

地
球

上
で

生
命

と
し

て
の

営
み

を
始

め
、

そ
の

命
を

後
世

に
伝

え
る

と
い

う
使

命
を

重
ね

て
出

た
1つ

の
結

果
と

言
え

ま
す

。

近
年

で
は

自
律

神
経

を
含

め
脳

科
学

の
発

展
に

よ
り

、
そ

の
関

係
性

は
科

学
的

に
も

証
明

さ
れ

て
い

ま
す

。
単

な
る

精
神

論
や

根
性

論
で

は
な

く
、

医
学

に
お

け
る

解
剖

学
、

生
理

学
、

心
理

学
、

脳
科

学
、

理
学

療
法

法
の

視
点

か
ら

も
裏

付
け

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

自
律

神
経

は
自

分
の

分
身

に
似

て
お

り
、

気
分

や
体

調
に

よ
っ

て
変

化
し

ま
す

。
個

人
や

年
齢

、
性

別
に

よ
っ

て
も

そ
の

症
状

と
し

て
の

現
れ

方
は

異
な

り
ま

す
。
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西
洋

医
学

、
東

洋
医

学
、

代
替

医
療

、
民

間
療

法
を

含
め

て
数

多
く
の

考
え

方
が

あ
る

中
で

、
ど

の
側

面
に

も
否

定
的

で
あ

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。

全
く
同

じ
人

間
は

い
ま

せ
ん

の
で

、
そ

の
方

に
合

っ
た

改
善

に
ど

れ
だ

け
貢

献
で

き
る

か
が

全
て

だ
と

思
い

ま
す

。
心

（
ス

ト
レ

ス
）
と

体
（
姿

勢
）
は

自
律

神
経

に
密

接
な

関
係

が
あ

る
と

い
う

の
は

、
先

に
述

べ
た

と
お

り
で

す
。

睡
眠

不
足

の
状

態
が

続
く
と

・
・・

１
．

食
欲

を
増

進
さ

せ
る

ホ
ル

モ
ン

の
分

泌
が

増
え

る
２

．
自

律
神

経
の

乱
れ

に
よ

り
、

血
圧

の
調

節
が

上
手

く
い

か
な

く
な

る
３

．
血

糖
値

を
下

げ
る

イ
ン

ス
リ

ン
の

分
泌

量
が

減
り

血
糖

値
が

上
が

り
や

す
く
な

る
な

ど
、

睡
眠

不
足

は
生

活
習

慣
病

に
も

大
き

く
関

わ
っ

て
き

ま
す

そ
れ

で
は

、
「
睡

眠
の

質
」
を

上
げ

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

生
活

を
送

れ
ば

い
い

の
か

ポ
イ

ン
ト

１
日

の
光

を
浴

び
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
２

運
動

も
適

度
に

行
い

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

３
３

食
し

っ
か

り
食

べ
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
４

寝
る

直
前

ま
で

食
べ

る
の

は
控

え
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
５

寝
る

前
の

お
茶

や
コ

ー
ヒ

ー
、

た
ば

こ
は

控
え

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

６
寝

酒
は

控
え

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

７
寝

る
前

の
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
の

使
用

は
控

え
ま

し
ょ

う
質

の
良

い
睡

眠
は

か
ら

だ
と

こ
こ

ろ
の

健
康

を
つ

く
り

ま
す

副
交

感
神

経
が

働
く
睡

眠
時

は
、

心
身

の
疲

れ
を

解
消

し
、

細
胞

の
修

復
も

行
わ

れ
る

大
切

な
時

間
で

す
。

就
寝

前
は

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
状

態
で

、
で

き
れ

ば
部

屋
は

消
灯

し
た

状
態

で
眠

り
に

つ
く
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
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ph
p

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

（
re

si
lie

n
c
e
）
と

は
、

「
回

復
力

」
「
弾

性
（
し

な
や

か
さ

）
」
を

意
味

す
る

英
単

語
で

す
。

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
な

」
と

形
容

さ
れ

る
人

物
は

、
困

難
な

問
題

、
危

機
的

な
状

況
、

ス
ト

レ
ス

と
い

っ
た

要
素

に
遭

遇
し

て
も

、
す

ぐ
に

立
ち

直
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

も
と

も
と

は
物

体
の

弾
性

を
表

す
言

葉
で

す
が

、
そ

れ
が

心
の

回
復

力
（
精

神
的

な
強

さ
の

指
標

の
一

つ
）
を

説
明

す
る

も
の

と
し

て
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

「
心

が
折

れ
る

」
と

い
う

表
現

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
は

耐
え

忍
ぶ

か
ら

折
れ

て
し

ま
う

わ
け

で
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

で
、

ス
ト

レ
ス

を
「
受

け
流

す
」
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
決

し
て

「折
れ

る
」
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

-
-
-

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

メ
リ

ッ
卜

は
、

【
メ

リ
ッ

卜
1
】

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
な

り
づ

ら
い

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

原
因

は
、

ス
ト

レ
ス

で
す

。
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
処

理
で

き
な

い
の

で
、

心
も

身
体

も
疲

れ
て

し
ま

い
、

メ
ン

タ
ノ

レ
疾

患
に

な
る

リ
ス

ク
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
高

い
人

は
、

ス
ト

レ
ス

を
上

手
に

受
け

流
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

は
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

予
防

に
な

り
ま

す
。

【
メ

リ
ッ

卜
2
 】

メ
ン

タ
ル

疾
患

が
治

り
や

す
い

「
メ

ン
タ

ノ
レ

疾
患

が
治

り
ま

せ
ん

」
と

い
う

人
は

、
「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
が

低
い

」
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

物
事

を
悲

観
的

に
捉

え
、

目
先

の
症

状
に

一
喜

一
憂

し
、

す
ぐ

に
「
自

分
に

は
無

理
」
と

思
い

、
先

生
や

コ
ー

チ
、

主
治

医
に

も
相

談
し

な
い

。
そ

の
よ

う
な

「
思

考
パ

タ
ー

ン
」
に

な
っ

て
い

な
い

で
し

ょ
う

か
。

「
メ

ン
タ

ル
疾

患
を

治
す

」
「
再

発
し

な
い

」
た

め
に

は
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
が

不
可

欠
で

す
。
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【
メ

リ
ッ

卜
3
】

身
体

疾
患

の
予

防
、

長
生

き
で

き
る

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
限

ら
ず

、
「
学

校
や

職
場

の
ス

ト
レ

ス
」や

「
人

間
関

係
」
の

ス
ト

レ
ス

は
、

身
体

疾
患

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
そ

う
し

た
ス

ト
レ

ス
を

受
け

流
す

こ
と

で
、

身
体

の
病

気
に

な
る

リ
ス

ク
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
メ

リ
ッ

卜
4
 】

悩
み

が
な

く
な

る
、

学
校

生
活

が
が

楽
し

く
な

る
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
受

け
流

せ
る

よ
う

に
な

っ
た

な
ら

、
人

間
関

係
の

悩
み

も
消

え
て

、
毎

日
が

楽
し

く
な

る
は

ず
で

す
。

そ
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

や
学

業
に

も
集

中
で

き
て

、
成

果
も

出
せ

る
は

ず
で

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

と
、

「
悩

み
」や

「
ス

ト
レ

ス
」
か

ら
解

放
さ

れ
毎

日
が

楽
し

く
な

り
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

、
身

体
疾

患
、

両
方

の
予

防
が

で
き

て
、

長
生

き
で

き
る

。
究

極
の

健
康

法
で

あ
り

、
幸

福
に

な
る

方
法

が
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
な

の
で

す
。
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じ
ゃ

ぁ
～

自
分

は
ス

ト
レ

ス
に

強
い

の
か

、
弱

い
の

か

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

重
要

性
は

理
解

で
き

た
と

思
い

ま
す

が
、

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

が
湧

か
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
「

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

、
高

い
人

」
の

特
徴

を
表

に
ま

と
め

ま
し

た
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
高

い
人

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
o
r 

無
理

し
て

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

な
る

ニ
ュ

ー
卜

ラ
ル

で
い

る
0
 か

1
0
0
で

考
え

る
（
二

分
思

考
）

グ
ラ

デ
ー

シ
ョ

ン
で

考
え

る
完

璧
主

義
、

頑
固

、
ま

じ
め

だ
い

た
い

、
ボ

チ
ボ

チ
で

い
い

、
自

由
「
無

理
」
「
こ

れ
じ

ゃ
ダ

メ
だ

」
が

口
癖

「
な

ん
と

か
な

る
」
「
そ

れ
で

い
い

」
が

口
癖

悲
観

的
、

現
実

を
受

け
入

れ
な

い
楽

観
的

、
現

実
を

受
け

入
れ

る
（
受

容
力

）
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

苦
手

事
実

と
感

情
を

わ
け

で
考

え
る

最
初

の
目

標
に

固
執

す
る

、
融

通
が

利
か

な
い

目
標

を
変

更
す

る
、

切
り

替
え

上
手

（
柔

軟
性

）
過

去
や

未
来

を
気

に
し

て
不

安
に

な
る

今
に

注
目

す
る

プ
ラ

イ
ド

や
体

面
を

気
に

す
る

結
果

に
こ

だ
わ

る
（
結

果
オ

ー
ラ

イ
）

細
か

い
と

こ
ろ

に
こ

だ
わ

る
全

体
を

見
通

す
（
大

局
観

）
一

喜
一

憂
す

る
長

期
的

に
考

え
る

（
大

局
観

）
人

を
信

頼
し

な
い

、
ま

ず
疑

う
人

を
信

頼
す

る
、

ま
ず

信
じ

る
（
つ

な
が

り
）

自
分

ひ
と

り
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

（
孤

独
）

人
に

相
談

す
る

（
つ

な
が

り
）

「
前

例
が

な
い

の
で

で
き

な
い

」
と

考
え

る
「
な

ん
と

か
で

き
る

方
法

は
な

い
か

」
と

考
え

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
こ

と
を

変
え

よ
う

と
す

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
と

「
変

え
ら

れ
る

」
を

分
け

て
考

え
る

生
真

面
目

、
真

に
受

け
る

笑
い

、
ユ

ー
モ

ア
で

受
け

流
す

（
ユ

ー
モ

ア
カ

）

こ
れ

を
見

て
い

た
だ

く
と

、
自

分
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
高

い
の

か
、

低
い

の
か

。
ま

た
、

自
分

の
ど

の
部

分
を

改
善

し
て

い
け

ば
い

い
の

か
も

、
自

ず
と

わ
か

る
は

ず
で

す
。
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レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
高

い
人

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
o
r 

無
理

し
て

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

な
る

ニ
ュ

ー
卜

ラ
ル

で
い

る

0
 か

1
0
0
で

考
え

る
（
二

分
思

考
）

グ
ラ

デ
ー

シ
ョ

ン
で

考
え

る

完
璧

主
義

、
頑

固
、

ま
じ

め
だ

い
た

い
、

ボ
チ

ボ
チ

で
い

い
、

自
由

「
無

理
」
「
こ

れ
じ

ゃ
ダ

メ
だ

」
が

口
癖

「
な

ん
と

か
な

る
」
「
そ

れ
で

い
い

」
が

口
癖

悲
観

的
、

現
実

を
受

け
入

れ
な

い
楽

観
的

、
現

実
を

受
け

入
れ

る
（
受

容
力

）

感
情

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
苦

手
事

実
と

感
情

を
わ

け
で

考
え

る

最
初

の
目

標
に

固
執

す
る

、
融

通
が

利
か

な
い

目
標

を
変

更
す

る
、

切
り

替
え

上
手

（
柔

軟
性

）

過
去

や
未

来
を

気
に

し
て

不
安

に
な

る
今

に
注

目
す

る

プ
ラ

イ
ド

や
体

面
を

気
に

す
る

結
果

に
こ

だ
わ

る
（
結

果
オ

ー
ラ

イ
）

細
か

い
と

こ
ろ

に
こ

だ
わ

る
全

体
を

見
通

す
（
大

局
観

）

一
喜

一
憂

す
る

長
期

的
に

考
え

る
（
大

局
観

）

人
を

信
頼

し
な

い
、

ま
ず

疑
う

人
を

信
頼

す
る

、
ま

ず
信

じ
る

（
つ

な
が

り
）

自
分

ひ
と

り
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

（
孤

独
）

人
に

相
談

す
る

（
つ

な
が

り
）

「
前

例
が

な
い

の
で

で
き

な
い

」
と

考
え

る
「
な

ん
と

か
で

き
る

方
法

は
な

い
か

」
と

考
え

る

「
変

え
ら

れ
な

い
」
こ

と
を

変
え

よ
う

と
す

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
と

「
変

え
ら

れ
る

」
を

分
け

て
考

え
る

生
真

面
目

、
真

に
受

け
る

笑
い

、
ユ

ー
モ

ア
で

受
け

流
す

（
ユ

ー
モ

ア
カ

）
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で
は

、
具

体
的

に
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

？

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

に
は

、
9
つ

の
能

力
が

あ
り

ま
す

。

1
自

尊
感

情
：
自

分
を

過
小

評
価

し
な

い
、

自
己

否
定

し
な

い
2
自

己
効

力
感

：
自

分
に

で
き

る
、

と
い

う
感

覚
3
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
：
感

情
的

に
な

ら
な

い
4
楽

観
性

：
す

ぐ
悲

観
的

に
な

ら
な

い
5
思

考
の

柔
軟

性
：
融

通
が

利
く

6
大

局
観

：
全

体
を

見
通

す
7
つ

な
が

り
：
ひ

と
り

で
悩

ま
な

い
、

相
談

す
る

8
洞

察
力

：
自

分
や

周
囲

を
客

観
的

に
洞

察
す

る
力

9
ユ

ー
モ

ア
：
笑

い
で

受
け

流
す

こ
の

、
9
つ

の
能

力
を

そ
れ

ぞ
れ

高
め

て
い

く
こ

と
が

、
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
方

法
と

な
り

ま
す

。

精
神

面
に

お
い

て
、

結
果

が
出

せ
な

い
方

の
多

く
は

、
も

っ
と

厳
し

い
練

習
を

や
っ

て
お

け
ば

よ
か

っ
た

。
と

振
り

返
っ

た
り

、
「
弱

い
か

ら
負

け
た

」「
実

力
が

な
い

か
ら

負
け

た
」
と

い
っ

て
自

分
を

納
得

さ
せ

た
い

気
持

ち
に

な
っ

た
り

、
今

回
は

運
が

悪
か

っ
た

と
か

、
し

ょ
う

が
な

い
、

と
言

っ
た

り
す

る
人

も
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
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レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
9
つ

の
能

力

1
自

尊
感

情
自

分
を

過
小

評
価

し
な

い
、

自
己

否
定

し
な

い

2
自

己
効

力
感

自
分

に
で

き
る

、
と

い
う

感
覚

3
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
感

情
的

に
な

ら
な

い

4
楽

観
性

す
ぐ

悲
観

的
に

な
ら

な
い

5
思

考
の

柔
軟

性
融

通
が

利
く

6
大

局
観

全
体

を
見

通
す

7
つ

な
が

り
ひ

と
り

で
悩

ま
な

い
、

相
談

す
る

8
洞

察
力

自
分

や
周

囲
を

客
観

的
に

洞
察

す
る

力

9
ユ

ー
モ

ア
笑

い
で

受
け

流
す

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

お
け

る
結

果
の

課
題

こ
れ

は
コ

ロ
ナ

肺
炎

の
C

T
画

像
で

す
。

熱
が

な
く
て

も
、

P
C

R
検

査
陰

性
で

も
、

息
切

れ
と

か
あ

っ
た

ら
、

必
ず

C
T
を

撮
っ

て
く
だ

さ
い

！
コ

ロ
ナ

肺
炎

の
可

能
性

あ
り

ま
す

。

こ
う

な
ら

な
い

た
め

に
も

、
自

律
神

経
を

整
え

ま
し

ょ
う

。
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
ま

ず
は

、
姿

勢
を

整
え

る
で

す
。

驚
く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

実
を

い
う

と
、

姿
勢

は
自

律
神

経
の

乱
れ

と
密

接
に

関
わ

っ
て

い
ま

す
。

『
病

院
で

自
律

神
経

失
調

症
や

更
年

期
障

害
と

言
わ

れ
た

』
、

『
の

ぼ
せ

、
ホ

ッ
ト

フ
ラ

ッ
シ

ュ
、

め
ま

い
、

頭
痛

、
疲

労
感

、
不

眠
、

イ
ラ

イ
ラ

、
肩

こ
り

な
ど

定
ま

ら
な

い
症

状
が

あ
る

』
『
病

院
で

色
々

な
検

査
を

し
た

が
、

問
題

無
し

と
言

わ
れ

た
が

ど
う

し
て

も
辛

い
症

状
が

あ
る

』
、

『
肩

こ
り

、
頭

痛
、

歯
ぎ

し
り

、
不

眠
な

ど
症

状
が

全
身

に
多

々
あ

る
』
、

『
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

が
多

く
、

肩
こ

り
が

ひ
ど

い
』
、

『
最

近
元

気
が

出
な

く
て

仕
事

（学
校

）
に

ま
と

も
に

行
け

な
く

な
っ

た
』
、

『
常

に
イ

ラ
イ

ラ
し

て
し

ま
う

』
な

ど
、

現
在

の
体

の
状

態
が

ど
の

よ
う

に
自

律
神

経
に

影
響

し
て

い
る

の
か

、
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

53

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

姿
勢

の
歪

み
の

チ
ェ

ッ
ク

自
律

神
経

に
と

っ
て

、
姿

勢
が

天
井

に
向

か
っ

て
ピ

ン
と

の
び

、
積

み
木

の
よ

う
に

連
な

り
1
つ

1つ
の

背
骨

に
柔

軟
性

が
あ

る
状

態
が

理
想

的
で

す
。

猫
背

な
ど

の
悪

い
姿

勢
を

続
け

て
い

る
と

、
背

中
と

肩
の

筋
肉

が
硬

く
な

り
、

そ
こ

か
ら

つ
な

が
っ

て
い

る
頭

蓋
骨

を
包

む
筋

肉
も

硬
く
な

っ
て

い
き

ま
す

。
さ

ら
に

は
悪

い
姿

勢
に

よ
っ

て
内

臓
が

圧
迫

さ
れ

、
内

臓
の

働
き

が
弱

っ
て

い
き

ま
す

。

代
表

的
な

例
と

し
て

わ
か

り
や

す
い

の
が

胃
で

す
。

胃
が

弱
る

と
、

上
方

に
持

ち
上

が
る

た
め

、
横

隔
膜

の
上

が
り

下
が

り
の

邪
魔

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

そ
れ

に
よ

り
肺

の
膨

ら
む

範
囲

が
狭

く
な

り
、

背
中

や
肩

の
筋

肉
が

大
き

く
固

ま
っ

て
し

ま
う

の
で

す
。

そ
れ

に
伴

っ
て

頭
蓋

骨
を

包
む

筋
肉

が
硬

く
な

り
、

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く
な

る
こ

と
も

自
律

神
経

が
乱

れ
る

原
因

と
な

り
ま

す
。

悪
い

姿
勢

は
百

害
あ

っ
て

一
利

な
し

と
い

う
わ

け
で

す
ね

。
悪

い
姿

勢
は

他
に

も
あ

り
ま

す
。

猫
背

に
加

え
て

、
胸

を
張

り
す

ぎ
て

反
っ

た
姿

勢
も

あ
ま

り
良

い
姿

勢
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
あ

ぐ
ら

の
姿

勢
で

座
っ

た
り

、
足

を
組

ん
で

椅
子

に
座

っ
た

り
す

る
の

も
、

自
律

神
経

の
乱

れ
に

つ
な

が
り

ま
す

。

背
中

を
反

る
姿

勢
は

、
胸

推
（
背

中
の

骨
）
や

腰
椎

（
腰

の
骨

）
に

負
担

が
か

か
り

、
骨

が
歪

み
ま

す
。

骨
が

歪
む

と
、

椎
骨

と
椎

骨
の

聞
か

ら
出

て
い

る
体

の
各

器
官

に
つ

な
が

る
神

経
が

圧
迫

さ
れ

て
、

各
器

官
が

弱
り

ま
す

。

各
器

官
と

は
、

内
臓

や
目

や
鼻

、
腕

、
足

な
ど

体
の

部
分

の
こ

と
で

す
。

54

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
ま

ず
は

自
分

の
体

が
ゆ

が
ん

で
い

る
か

ど
う

か
、

今
の

状
態

を
確

認
し

て
次

の
チ

ェ
ッ

ク
に

進
み

ま
す

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

内
臓

を
圧

迫
す

る
の

で
、

猫
背

や
胸

を
張

り
す

ぎ
る

姿
勢

は
ダ

メ
！
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で
は

、
ど

の
よ

う
な

姿
勢

が
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

こ
こ

で
は

姿
勢

が
悪

く
な

っ
て

い
な

い
か

の
「歪

み
チ

ェ
ッ

ク
」
と

「
背

骨
の

柔
軟

性
の

チ
ェ

ッ
ク

」
を

し
ま

す
。

姿
勢

や
柔

軟
性

の
違

い
は

人
そ

れ
ぞ

れ
あ

り
ま

す
が

、
次

の
チ

ェ
ッ

ク
項

目
が

現
時

点
で

で
き

る
か

で
き

な
い

か
、

自
分

の
姿

勢
が

ど
の

方
向

に
ず

れ
て

い
る

か
を

確
か

め
て

く
だ

さ
い

。

姿
勢

の
チ

ェ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、
ス

マ
ホ

な
ど

で
ご

自
身

の
姿

勢
を

写
真

に
撮

り
、

お
確

か
め

く
だ

さ
い

。
チ

ェ
ッ

ク
の

中
に

は
、

今
は

と
て

も
で

き
な

い
と

い
う

も
の

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

き
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
体

の
動

き
を

改
善

す
る

た
め

の
ス

ト
レ

ッ
チ

方
法

を
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

と
き

に
痛

み
が

出
た

場
合

は
す

ぐ
に

や
め

て
く
だ

さ
い

。

姿
勢

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
で

す
。

つ
ま

ず
は

楽
に

立
っ

て
み

て
く
だ

さ
い

。
足

を
軽

く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

び
ま

す
。

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。

55

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
ま

ず
は

自
分

の
体

が
ゆ

が
ん

で
い

る
か

ど
う

か
、

今
の

状
態

を
確

認
し

て
次

の
チ

ェ
ッ

ク
に

進
み

ま
す

頭
の

付
け

根

背
骨

お
尻

の
割

れ
目

耳
た

ぶ

肩

股
関

節
の

付
け

根

膝
の

皿
の

1c
m

後
ろ

外
く
る

ぶ
し

の
1c

m
前

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

首
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

は
、

横
と

正
面

か
ら

、
首

の
ず

れ
を

確
認

し
ま

す
。

①
横

向
き

の
と

き
、

肩
の

位
置

を
基

準
に

し
た

線
に

対
し

て
耳

た
ぶ

が
前

に
ず

れ
て

い
る

か
？

、
後

ろ
に

ず
れ

て
い

る
か

？
確

認
し

ま
す

。

②
正

面
の

と
き

、
体

の
中

心
線

に
対

し
て

頭
が

右
に

ず
れ

え
て

い
る

か
？

左
に

ず
れ

て
い

る
か

？
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
O

K
で

す
。

前
後

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

を
行

い
ま

す
。

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

を
行

い
ま

す
。
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フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
首

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
OK

で
す

。
前

後
に

ず
れ

て
い

る
場

合
：
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
：
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

前
？

後
ろ

？

左
？

右
？

①
横

向
き

の
と

き
、

肩
の

位
置

を
基

準
に

し
た

線
に

対
し

て
耳

た
ぶ

が
前

に
ず

れ
て

い
る

か
？

、
後

ろ
に

ず
れ

て
い

る
か

？

②
正

面
の

と
き

、
体

の
中

心
線

に
対

し
て

頭
が

右
に

ず
れ

え
て

い
る

か
？

左
に

ず
れ

て
い

る
か

？

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り
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そ
し

て
胸

を
張

っ
た

り
曲

げ
た

り
せ

ず
、

を
背

中
と

く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
て

く
だ

さ
い

。

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
る

と
背

筋
が

す
っ

と
、

理
想

的
な

形
で

立
ち

ま
す

。

加
え

て
目

線
は

真
正

面
を

向
く
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
姿

勢
を

特
に

意
識

せ
ず

に
で

も
で

き
る

よ
う

、
心

が
け

て
み

ま
し

ょ
う

。

ま
ず

は
自

分
の

体
が

ゆ
が

ん
で

い
る

か
ど

う
か

、
今

の
状

態
を

確
認

し
て

次
の

チ
ェ

ッ
ク

に
進

み
ま

す
。

57

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
胸

を
張

っ
た

り
曲

げ
た

り
せ

ず
、

を
背

中
と

く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
画

像
：h

tt
ps

:/
/y

og
aj

ou
rn

al
.jp

/1
43

76

背
中

と
く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
る

。

普
段

の
姿

勢
に

気
を

つ
け

て
い

て
も

、
意

外
と

見
落

と
し

が
ち

な
の

が
、

電
車

の
中

で
の

姿
勢

で
す

。
通

学
途

中
の

電
車

内
で

運
良

く
空

い
た

席
に

座
っ

て
、

う
っ

か
り

寝
て

し
ま

う
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

そ
し

て
、

そ
の

時
に

、
首

か
ら

頭
部

が
下

が
り

、
う

つ
む

い
た

姿
勢

に
な

っ
て

い
た

ら
要

注
意

。
そ

れ
は

自
律

神
経

に
と

っ
て

あ
ま

り
良

い
状

態
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

ま
た

、
電

車
の

中
を

見
渡

す
と

、
車

内
の

全
員

が
ス

マ
ホ

の
画

面
を

見
な

が
ら

下
を

向
い

て
い

る
光

景
を

よ
く

目
に

し
ま

す
。

下
を

向
き

続
け

て
い

る
と

、
首

に
負

担
が

か
か

り
、

首
の

筋
肉

が
硬

く
な

り
ま

す
。

首
の

筋
肉

が
硬

く
な

る
と

、
そ

の
筋

肉
が

支
え

て
い

る
頚

椎
（
首

の
骨

）
が

引
っ

張
ら

れ
て

、
歪

ん
で

し
ま

う
の

で
す

。
頚

椎
か

歪
む

と
、

椎
骨

と
椎

骨
の

間
に

あ
る

神
経

が
圧

迫
さ

れ
、

痛
み

か
出

た
り

、
そ

の
神

経
の

働
き

を
弱

め
た

り
し

ま
す

。

頚
椎

の
聞

か
ら

出
て

い
る

神
経

は
、

首
か

ら
上

の
頭

部
周

辺
の

器
官

に
つ

な
が

る
神

経
の

た
め

、
こ

れ
ら

の
神

経
が

圧
迫

さ
れ

る
と

、
目

の
奥

の
痛

み
や

頭
痛

な
ど

の
症

状
が

出
ま

す
。

ま
た

、
首

の
筋

肉
が

硬
く
な

る
と

頭
蓋

骨
の

動
き

も
悪

く
な

り
、

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く
な

り
ま

す
。

脳
脊

髄
液

の
重

要
性

に
つ

い
て

は
、

こ
こ

ま
で

何
度

も
触

れ
て

き
た

と
お

り
で

す
。

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く

な
る

と
、

自
律

神
経

の
乱

れ
に

繋
が

っ
て

き
ま

す
。

頚
椎

の
歪

み
を

正
す

た
め

に
も

、
電

車
の

中
で

は
下

を
向

か
ず

、
前

を
向

く
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
通

学
中

は
つ

い
つ

い
ス

マ
ホ

を
見

て
し

ま
い

が
ち

で
す

が
、

ス
マ

ホ
を

見
な

い
時

間
を

つ
く
る

こ
と

で
、

自
然

と
前

を
向

く
姿

勢
で

い
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

58

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
首

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
OK

で
す

。
前

後
に

ず
れ

て
い

る
場

合
：
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
：
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
下
を
向
い
て
い
る
と

頚
椎

が
圧

迫
さ
れ

て
し

ま
う
！
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次
は

、

①
横

向
き

で
寝

て
両

股
関

節
と

膝
を

垂
直

に
曲

げ
、

下
に

な
っ

た
手

で
膝

と
骨

盤
が

動
か

な
い

よ
う

に
、

し
っ

か
り

押
さ

え
ま

す
。

背
骨

柔
軟

性
チ

ェ
ッ

ク
：
背

骨
ね

じ
り

チ
ェ

ッ
ク

で
す

。
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

②
上

の
手

は
頭

の
上

に
置

き
、

肘
が

床
に

つ
く
よ

う
に

上
半

身
を

ひ
ね

っ
て

体
を

開
き

ま
す

。

※
反

対
側

も
行

い
ま

し
ょ

う
。

判
定

：
肘

が
床

に
つ

け
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ
を

行
い

ま
す

。

59

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
ね

じ
り

チ
ェ

ッ
ク

横
と

正
面

か
ら

、
首

の
ず

れ
を

確
認

し
ま

す
。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
肘

が
床

に
つ

け
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ

①
横

向
き

で
寝

て
両

股
関

節
と

膝
を

垂
直

に
曲

げ
、

下
に

な
っ

た
手

で
膝

と
骨

盤
が

動
か

な
い

よ
う

に
し

っ
か

り
押

さ
え

る
。

②
上

の
手

は
頭

の
上

に
置

き
、

肘
が

床
に

つ
く
よ

う
に

上
半

身
を

ひ
ね

っ
て

体
を

開
く
。

下
半

身
は

し
っ

か
り

固
定

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
胸

椎
の

ば
し

テ
ス

ト
で

す
。

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
ま

す
。

土
下

座
を

す
る

よ
う

に
、

肘
の

力
を

抜
い

て
胸

骨
を

床
に

近
づ

け
て

背
筋

を
の

ば
し

ま
す

。

判
定

：
胸

骨
が

床
に

つ
け

ば
O

K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ
で

改
善

を
行

い
ま

す
。

60

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
胸

椎
の

ば
し

テ
ス

ト

判
定

：
胸

骨
が

床
に

つ
け

ば
OK

で
す

。
出

来
な

か
っ

た
場

合
：
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
る

。
土

下
座

を
す

る
よ

う
に

、
肘

の
力

を
抜

い
て

胸
骨

を
床

に
近

づ
け

て
背

筋
を

の
ば

す
。

胸
を

床
に

近
づ

け
る

お
尻

～
腰

も
丸

め
る

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

165



次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
も

も
抱

え
込

み
テ

ス
ト

で
す

。

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
ま

す
。

土
下

座
を

す
る

よ
う

に
、

肘
の

力
を

抜
い

て
胸

骨
を

床
に

近
づ

け
て

背
筋

を
の

ば
し

ま
す

。

①
下

側
の

足
を

ま
っ

す
ぐ

に
の

ば
し

ま
す

。

②
下

側
の

足
を

1
3
5
度

に
曲

げ
ま

す
。

③
下

側
の

足
を

9
0
度

に
曲

げ
ま

す
。

※
反

対
側

も
行

い
ま

し
ょ

う
。

判
定

：
：
３

つ
と

も
膝

が
胸

に
つ

け
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
の

ば
し

（
座

位
）
ス

ト
レ

ッ
チ

で
改

善
を

行
い

ま
す

。

61

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
も

も
抱

え
込

み
テ

ス
ト

横
向

き
に

寝
て

、
上

側
の

足
を

抱
え

込
み

、
胸

に
つ

け
る

。
下

側
の

足
は

3段
階

に
曲

げ
て

そ
れ

ぞ
れ

行
う

。

②
下

側
の

足
を

13
5度

に
曲

げ
る

③
下

側
の

足
を

90
度

に
曲

げ
る

。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
３

つ
と

も
膝

が
胸

に
つ

け
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
の

ば
し

（
座

位
）

①
下

側
の

足
を

ま
っ

す
ぐ

に
の

ば
す

。

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

13
5° 90
°

次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
弓

な
り

テ
ス

ト
で

す
。

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

、
腰

を
後

ろ
に

反
ら

せ
ま

す
。

手
は

腰
に

当
て

て
も

O
K
で

す
。

や
り

や
す

い
位

置
で

行
い

ま
す

。

判
定

：
：
判

定
：
背

骨
全

体
が

そ
れ

て
い

れ
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
、

胸
椎

ひ
ね

り
ス

ト
レ

ッ
チ

胸
椎

の
ば

し
ス

ト
レ

ッ
チ

胸
椎

横
た

お
し

ス
ト

レ
ッ

チ
で

改
善

を
行

い
ま

す
。

い
か

が
で

し
た

か
？

ご
自

身
の

今
の

姿
勢

と
背

骨
の

状
態

を
把

握
し

て
い

た
だ

け
た

で
し

ょ
う

か
。

背
骨

の
中

に
あ

る
脊

髄
に

は
交

感
神

経
、

副
交

感
神

経
が

点
在

し
ま

す
。

良
い

姿
勢

で
あ

る
こ

と
と

背
骨

の
柔

軟
性

が
あ

る
こ

と
は

自
律

神
経

の
乱

れ
を

防
ぐ

一
因

と
な

り
ま

す
。

交
感

神
経

が
過

敏
に

な
っ

て
い

る
と

筋
肉

は
硬

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
体

の
柔

軟
性

が
落

ち
て

し
ま

い
ま

す
。

よ
っ

て
、

チ
ェ

ッ
ク

に
ひ

っ
か

か
る

項
目

が
多

い
方

は
交

感
神

経
が

過
敏

に
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

ひ
っ

か
か

っ
た

チ
ェ

ッ
ク

に
対

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
交

感
神

経
を

整
え

る
た

め
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

行
い

ま
し

ょ
う

。

現
時

点
で

こ
の

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
な

か
っ

た
と

し
て

も
、

ス
ト

レ
ッ

チ
や

こ
の

チ
ェ

ッ
ク

の
体

勢
で

ス
ト

レ
ッ

チ
を

継
続

的
に

行
え

ば
、

柔
軟

性
が

上
が

っ
て

い
き

ま
す

。

62

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
弓

な
り

テ
ス

ト
足

を
肩

幅
に

開
い

て
立

ち
、

腰
を

後
ろ

に
そ

ら
せ

る
。

手
は

腰
に

当
て

て
も

O
Kで

す
。

や
り

や
す

い
位

置
で

行
い

ま
す

。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
背

骨
全

体
が

そ
れ

て
い

れ
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ
胸

椎
横

た
お

し
ス

ト
レ

ッ
チ

）NG
①

腰
だ

け
曲

が
っ

て
い

る

NG
②

膝
が

曲
が

っ
て

い
る

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
姿

勢
を

整
え

る
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

紹
介

し
ま

す
。

自
律

神
経

を
整

え
る

4
つ

の
ス

ト
レ

ッ
チ

は
、

順
天

堂
大

学
医

学
部

教
授

で
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

ス
ポ

ー
ツ

ド
ク

タ
ー

で
も

あ
る

小
林

教
授

が
推

奨
し

て
い

る
方

法
で

す
。

簡
単

な
動

作
な

の
で

、
自

宅
は

も
ち

ろ
ん

、
外

出
先

で
も

、
ち

ょ
っ

と
し

た
時

間
で

実
践

で
き

ま
す

。

筋
肉

の
硬

直
は

自
律

神
経

に
大

き
く
影

響
し

ま
す

。
筋

肉
の

硬
直

を
防

ぐ
運

動
を

す
る

こ
と

は
と

て
も

大
切

で
す

。
と

は
い

え
、

突
然

運
動

を
始

め
て

も
長

続
き

し
ま

せ
ん

。

ま
ず

は
自

律
神

経
が

整
う

、
簡

単
な

ス
ト

レ
ッ

チ
を

や
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
そ

の
場

に
立

っ
て

行
っ

た
り

、
学

校
の

椅
子

に
座

っ
た

ま
ま

で
き

ま
す

。

メ
ニ

ュ
ー

は
全

部
で

4
種

類
。

肩
、

首
、

背
中

、
腕

と
あ

り
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

挑
戦

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

ど
の

ス
ト

レ
ッ

チ
も

難
し

い
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

や
り

方
は

重
要

と
な

り
ま

す
。

ス
ト

レ
ッ

チ
の

基
本

は
、

筋
肉

に
痛

み
が

出
な

い
、

少
し

伸
び

て
い

る
な

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

2
0
～

3
0秒

止
め

る
の

が
基

本
で

す
。

筋
肉

を
止

め
て

い
る

間
は

、
大

き
く
息

を
吐

き
続

け
る

の
も

重
要

で
す

。

も
し

息
を

吐
き

き
っ

た
ら

、
途

中
で

1
回

吸
っ

て
、

ま
た

吐
き

続
け

ま
す

。
さ

ら
に

効
果

を
高

め
る

た
め

に
は

、
自

分
で

伸
ば

し
た

い
筋

肉
の

場
所

を
意

識
し

な
が

ら
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

ス
ト

レ
ッ

チ
を

生
活

に
取

り
入

れ
て

、
自

律
神

経
を

整
え

、
心

と
身

体
の

健
康

管
理

に
役

立
て

ま
し

ょ
う

。

63

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ht
tp
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ

（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

（
２

）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ
（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

や
り

方

1
. 
両

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

ま
す

。

2
. 
両

腕
を

上
げ

て
、

右
手

の
先

を
左

手
で

つ
か

み
ま

す
。

3
. 
息

を
吐

き
な

が
ら

上
体

を
左

に
倒

し
、

右
の

体
側

を
伸

ば
し

ま
す

。

4
. 
息

を
吸

い
な

が
ら

上
体

を
戻

し
、

体
を

上
方

向
へ

伸
ば

し
ま

す
。

5
. 
つ

か
む

手
を

反
対

に
替

え
、

反
対

側
も

同
様

に
伸

ば
し

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

体
側

を
伸

ば
す

こ
と

で
、

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

な
が

ら
、

筋
肉

へ
の

血
流

を
促

す
ス

ト
レ

ッ
チ

で
す

。

体
側

を
伸

ば
す

と
き

に
曲

げ
た

側
の

腸
が

圧
迫

さ
れ

る
の

で
、

腸
に

刺
激

を
与

え
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

で
き

る
だ

け
手

の
端

を
持

つ
と

効
果

的
で

す
。
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2

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

体
側

を
伸

ば
す

こ
と

で
、

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

な
が

ら
、

筋
肉

へ
の

血
流

を
促

し
ま

す
。

手
の

ひ
ら

を
天

井
に

向
け

る

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

、
手

の
指

を
組

ん
で

手
の

ひ
ら

を
天

井
に

向
け

る
。

腕
は

耳
よ

り
後

ろ
の

位
置

で
真

っ
す

ぐ
に

伸
ば

す
。

鼻
か

ら
大

き
く
息

を
吸

う
。

体
側

が
一

挙
に

伸
び

る
よ

う
に

大
き

く
口

か
ら

息
を

吐
き

な
が

ら
腰

を
左

に
ス

ラ
イ

ド
さ

せ
て

、
全

身
で

弓
な

り
を

つ
く
る

。
こ

の
と

き
、

左
の

わ
き

の
下

、
腰

、
骨

盤
の

側
面

が
伸

び
、

さ
ら

に
左

足
の

小
趾

に
体

重
が

か
か

っ
て

い
る

感
覚

が
あ

れ
ば

、
効

い
て

い
る

証
拠

で
す

。

最
大

ま
で

伸
ば

し
た

ら
2
0秒

キ
ー

プ
。

呼
吸

は
止

め
な

い
こ

と
。

手
を

組
み

替
え

て
反

対
側

も
同

様
に

行
い

ま
す

。
左

右
交

互
に

行
っ

て
く
だ

さ
い

。
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（
2
）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
.
足

を
肩

幅
に

開
い

て
立

ち
ま

す
。

2
. 
両

腕
を

前
に

伸
ば

し
て

右
手

の
先

を
左

手
で

つ
か

み
ま

す
。

3
. 
息

を
吐

き
な

が
ら

、
右

腕
を

左
手

で
左

側
に

ひ
っ

ぱ
り

ま
す

。
斜

め
上

、
真

横
、

斜
め

下
の

3
方

向
ず

つ
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

4
. 
1
に

戻
り

つ
か

む
手

を
反

対
に

替
え

、
反

対
側

も
同

様
に

ひ
っ

ぱ
り

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

腕
か

ら
背

中
、

わ
き

腹
ま

で
の

筋
肉

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
刺

激
す

る
ス

ト
レ

ッ
チ

で
す

。

手
の

端
を

持
っ

て
行

う
と

筋
が

伸
び

や
す

く
、

よ
り

効
果

的
で

す
。
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
２

）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

腕
か

ら
背

中
、

わ
き

腹
ま

で
の

筋
肉

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
刺

激
し

ま
す

。

足
を

肩
幅

に
開

き
、

手
を

前
に

出
し

て
肩

の
高

さ
ま

で
上

げ
、

左
手

で
右

手
の

指
先

を
つ

か
む

上
体

は
、

そ
の

ま
ま

を
保

ち
、

息
を

吐
き

な
が

ら
、

左
手

で
右

手
を

真
横

に
ひ

っ
ぱ

り
ま

す
。

斜
め

上
、

真
横

、
斜

め
下

の
3
方

向
ず

つ
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

最
初

に
戻

り
つ

か
む

手
を

反
対

に
替

え
、

反
対

側
も

同
様

に
ひ

っ
ぱ

り
ま

す
。

（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
．

両
ひ

じ
を

曲
げ

て
肩

よ
り

上
に

上
げ

る
（
腕

が
上

が
ら

な
い

人
は

で
き

る
と

こ
ろ

ま
で

で
O

K
）
。

手
は

軽
く

握
っ

て
鎖

骨
の

あ
た

り
に

置
く
。

2
．

両
ひ

じ
を

、
ゆ

っ
く
り

と
後

ろ
に

引
く
。

5秒
か

け
て

息
を

吐
き

な
が

ら
、

ひ
じ

の
位

置
は

で
き

る
だ

け
下

げ
な

い
よ

う
に

。
肋

骨
か

ら
肩

甲
骨

を
「
は

が
す

」
意

識
で

ぎ
ゅ

っ
と

強
め

に
寄

せ
る

。

3
．

肩
甲

骨
を

寄
せ

た
ま

ま
ひ

じ
を

下
げ

、
脱

力
す

る
。

こ
れ

を
5
回

繰
り

返
す

。

ポ
イ

ン
ト

朝
起

き
た

時
に

5
回

、
寝

る
前

に
5
回

、
習

慣
に

す
る

の
が

お
す

す
め

で
す

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
の

合
間

な
ど

に
も

随
時

行
う

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

一
つ

ひ
と

つ
の

動
作

を
じ

っ
く
り

と
行

う
こ

と
が

大
切

で
す

。

肩
甲

骨
を

肋
骨

か
ら

は
が

す
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

で
動

か
し

、
肩

甲
骨

周
辺

の
筋

肉
を

ほ
ぐ

し
ま

し
ょ

う
。

肩
甲

挙
筋

と
菱

形
筋

を
意

識
し

て
動

か
す

こ
と

で
、

背
中

か
ら

肩
に

か
け

て
楽

に
な

り
ま

す
。

猫
背

や
冷

え
の

改
善

な
ど

の
効

果
も

期
待

で
き

ま
す

。
肩

甲
骨

の
ス

ト
レ

ッ
チ

を
習

慣
化

し
て

、
自

由
に

動
く
肩

甲
骨

を
取

り
戻

し
ま

し
ょ

う
。
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

2
．

両
ひ

じ
を

、
ゆ

っ
く
り

と
後

ろ
に

引
く
。

5
秒

か
け

て
息

を
吐

き
な

が
ら

、
ひ

じ
の

位
置

は
で

き
る

だ
け

下
げ

な
い

よ
う

に
。

肋
骨

か
ら

肩
甲

骨
を

「
は

が
す

」
意

識
で

ぎ
ゅ

っ
と

強
め

に
寄

せ
る

。

腕
が

V
字

に
な

る
よ

う
に

1
．

両
ひ

じ
を

曲
げ

て
肩

よ
り

上
に

上
げ

る
（
腕

が
上

が
ら

な
い

人
は

で
き

る
と

こ
ろ

ま
で

で
O

K
）
。

手
は

軽
く
握

っ
て

鎖
骨

の
あ

た
り

に
置

く
。

3
．

肩
甲

骨
を

寄
せ

た
ま

ま
ひ

じ
を

下
げ

、
脱

力
す

る
。

こ
れ

を
5
回

繰
り

返
す

。

肩
甲

骨
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

習
慣

化
し

て
、

自
由

に
動

く
肩

甲
骨

を
取

り
戻

し
ま

す
。
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（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
. 
椅

子
に

腰
か

け
て

、
両

ひ
ざ

が
直

角
に

曲
が

る
よ

う
に

座
り

ま
す

。

2
. 
右

足
首

を
左

ひ
ざ

の
上

に
乗

せ
ま

す
。

3
. 
足

先
を

持
っ

て
、

右
足

首
を

グ
ル

グ
ル

と
回

し
ま

す
。

4
. 
1
.の

姿
勢

に
戻

り
乗

せ
る

足
を

反
対

に
し

て
、

左
足

も
同

様
に

回
し

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

足
首

を
ひ

ざ
の

上
に

置
く
こ

と
で

、
股

関
節

の
可

動
域

を
広

げ
ま

す
。

さ
ら

に
、

足
首

を
グ

ル
グ

ル
と

回
す

こ
と

で
、

そ
の

動
き

を
股

関
節

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
と

め
自

律
神

経
の

バ
ラ

ン
ス

を
整

え
た

い
時

は
、

適
度

に
身

体
を

動
か

す
こ

と
が

大
切

で
す

。

今
回

ご
紹

介
し

た
ス

ト
レ

ッ
チ

方
法

は
、

自
宅

で
も

外
出

先
で

も
簡

単
に

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

短
時

間
で

す
っ

き
り

と
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

日
常

生
活

に
も

積
極

的
に

取
り

入
れ

て
み

ま
し

ょ
う

。
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9

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

1
. 椅

子
に

腰
か

け
て

、
両

ひ
ざ

が
直

角
に

曲
が

る
よ

う
に

座
り

ま
す

。

2
. 右

足
首

を
左

ひ
ざ

の
上

に
乗

せ
ま

す
。

3
. 足

先
を

持
っ

て
、

右
足

首
を

グ
ル

グ
ル

と
回

し
ま

す
。

4
. 1

.の
姿

勢
に

戻
り

乗
せ

る
足

を
反

対
に

し
て

、
左

足
も

同
様

に
回

し
ま

す
。

足
首

を
ひ

ざ
の

上
に

置
く
こ

と
で

、
股

関
節

の
可

動
域

を
広

げ
ま

す
。

長
時

間
、

お
疲

れ
さ

ま
で

し
た

。

68

長
時

間
お

疲
れ

さ
ま

で
し

た
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A
Iと
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る

運
動
解
析

AI
に
よ
る
運
動
解
析

概
要

AI
と
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
運
動
解
析

こ
の
内
容
は
、

20
22
年
度
文
科
省
専
修
学
校
委
託
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

20
21
年
度
に
は
、

9軸
セ
ン
サ
な
ど
を
用
い
て
小
さ
い
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
人
体
の
姿
勢
推
定
を
行
い
、
そ
の
補
完
技
術
と
し
て

AI
 に
よ
る
姿
勢
推
定
技
術
を
調
査
・
研
究
し
ま
し
た
。
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
型
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能

力
で
は
、
人
が
動
い
て
い
る
様
子
を
一
度
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
、
そ
れ
を
フ
レ
ー
ム
ご
と
に
分
解
し
て
姿
勢
推
定
を
行
い
、
結

果
を
描
画
し
て
連
続
し
た
フ
レ
ー
ム
と
し
て
動
画
フ
ァ
イ
ル
に
出
力
す
る
よ
う
な
処
理
を
繰
り
返
し
て
、
結
果
を
得
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
処
理
に
は
手
間
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、

Go
og

le
Co

la
bo

ra
to

ry
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
る

AI
 処

理
系
を
利
用
し
て
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
利
用
で
き
る
処
理
系
に
は
時
間
や
記
憶
容
量
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
長

時
間
の
利
用
や
多
く
の
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
を
解
析
す
る
こ
と
は
、
自
由
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
ラ
イ
セ
ン
ス
の
都

合
上
、
適
用
で
き
る
分
野
に
も
限
り
が
あ
り
、
悩
ま
し
い
問
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
、
か
つ
商
利
用
も
可
能
な

Vi
sio

n
Po

se
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
解
析
モ

デ
ル
と
シ
ス
テ
ム
開
発
用
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
度
は
こ
の

Vi
sio

n
Po

se
を
用
い
た
リ
ア
ル
タ

イ
ム
運
動
解
析
の
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

Su
pe

r-B
it
と
い
う
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
用
い
て
取
得

す
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、
運
動
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

0

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
か
ら
解
析
ま
で
の
流
れ

1

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
か
ら
解
析
ま
で
の
流
れ

上
の
図
は
、

Su
pe

r-B
it
を
用
い
た
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
取
得
か
ら
解
析
ま
で
の
流
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
で
左
か

ら
順
に
次
の
手
順
に
よ
り
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
り
扱
い
ま
す
。

１
．

Su
pe

r-B
it
を
装
着
し
て
、
運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
記
録
し
ま
す
。

２
．

Su
pe

r-B
it
と

PC
を
接
続
し
て

Su
pe

r-B
it
内
部
に
記
録
さ
れ
て
い
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を

PC
に
読
み
出
し
て
、
解
析

シ
ス
テ
ム
【

BI
TA

S】
で
取
り
扱
え
る
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
に
変
換
し
ま
す
。

３
．
【

BI
TA

S】
に
よ
り
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
変
化
を
観
察
し
ま
す
。

こ
の
後
、
順
を
追
っ
て
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
具
体
的
な
方
法
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

1
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バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
記
録
方
法

2

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
記
録
方
法

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
、
あ
る
い
は
通
常
状
態
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
運
動
の
評
価
を
行
う
上
で
重
要
な

こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は

Su
pe

r-B
it
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。

2

S
u
p
e
r-
B
it

3

Su
pe

r-B
it

上
の
図
は
、
こ
の
研
究
で
脈
波
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

Su
pe

r-B
it
を
示
し

て
い
ま
す
。
前
面
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
測
定
中
の
脈
波
（
心
電
図
波
形
）
で

す
。
こ
の

Su
pe

r-B
it
を
胸
部
に
装
着
し
て
測
定
を
開
始
す
る
と
一
定
時
間
脈
波
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
表

示
は
消
え
て
記
録
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
脈
波
デ
ー
タ
は

20
0H

zの
サ
ン
プ
リ
ン
グ
周
期
で
記
録
さ
れ
て
最
長
で

12
時
間
分

の
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
ま
す
（
注
１
）
。
本
体
裏
側
に
電
極
パ
ッ
ド
を
取
り
付
け
る
金
属
ホ
ッ
ク
が
あ
り
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ

ル
電
極
を
そ
こ
に
取
り
付
け
て
胸
部
に
装
着
し
ま
す
。
実
際
の
測
定
対
象
運
動
は
体
操
、
ダ
ン
ス
運
動
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
よ

う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
自
転
車
に
よ
る
ロ
ー
ド
ラ
ン
で
最
長
で
も

2時
間
程
度
で
す
か
ら
、
記
録
時
間

に
問
題
は
有
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
球
技
や
乗
馬
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
の
様
々
な
運
動
時
の

デ
ー
タ
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
注
２
）
。

（
注
１
）

24
時
間
記
録
で
き
る
モ
ー
ド
も
あ
り
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研
究
で
は

12
時
間
の
記
録
を
用
い
ま
す
。

（
注
２
）
防
水
性
が
な
い
た
め
、
水
中
で
の
運
動
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

3
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B
IT
A
S
（
B
IT
A
n
a
ly
si
s
S
o
ft
w
a
re
）

4

脈
波

脈
の
間
隔

平
均
心
拍
数

呼
吸
数

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

姿
勢

睡
眠
時
無
呼
吸

交
感
神
経
・副
交
感
神
経
活
動

運
動
時
の
デ
ー
タと
して
注
目

取
得
で
き
る
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

上
の
図
は

Su
pe

r-B
IT
で
測
定
・
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
【

BI
TA

S】
（

BI
T

An
al

ys
is

So
ftw

ar
e
の
略
）
の
解
析
画
面
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
解
析
画
面
は
上
の
図
の
次
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
表
示
し
て
い

ま
す
。

１
．
脈
波

２
．
脈
の
間
隔
（

RR
間
隔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

３
．
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
活
動
状
況

４
．
平
均
心
拍
数

５
．
呼
吸
数

６
．
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

７
．
姿
勢

８
．
睡
眠
時
無
呼
吸
の
発
生
状
況

こ
こ
で
、
【
運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
】
【
脈
波
】
、
【
脈
の
間
隔
】
、
【
平
均
心
拍
数
】
で
す
。

（
注
１
）
上
の
図
は
、
夜
間
の
睡
眠
を
含
ん
で
い
る
長
時
間
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
も
の
の
例
で
す
。
運
動
中
の
デ
ー
タ

で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
運
動
中
の
デ
ー
タ
は
、
全
体
の
時
間
が
短
く
な
り
、
脈
の
間
隔
や
平
均
心
拍
数
な

ど
は
も
っ
と
粗
い
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
に
よ
り
デ
バ
イ
ス
が
振
動
す
る
の
で
、
呼
吸
数
は
正
常
に
取
得
で
き

ま
せ
ん
。
睡
眠
を
挟
ま
な
い
の
で
睡
眠
時
無
呼
吸
の
出
現
も
検
出
で
き
ま
せ
ん
。

Su
pe

r-B
it
で
は
、
短
時
間
運
動
中
（
例

え
ば
、
短
距
離
走
や
跳
躍
競
技
な
ど
の
、
数
秒
か
ら
数
十
秒
の
運
動
）
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
詳
細
に
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
時
間
解
像
度
の
低
い
デ
ー
タ
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

4

導
子
の
取
付

5

電
極
パ
ッ
ド
（
導
子
）
の
取
付

上
の
図
、
左
側
に

Su
pe

r-B
it
本
体
裏
面
と
そ
の
下
に
は
電
極
パ
ッ
ド
（
導
子
）
の
表
、
裏
を
示
し
て
い
ま
す
。

Su
pe

r-B
it

は
、
心
臓
の
脈
動
の
刺
激
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
電
気
刺
激
を
表
皮
で
検
出
す
る
た
め
、
使
用
す
る
際
に
は
電
極
を
取
り

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
電
極
パ
ッ
ド
表
面
に
あ
る
ス
ナ
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

Su
pe

r-B
it
裏
面
の
電
極
パ
ッ
ド
取
付
用
ス
ナ
ッ

プ
ボ
タ
ン
に
は
め
込
ん
で
、
右
の
図
の
よ
う
に

2枚
取
り
付
け
ま
す
。

5
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電
極
パ
ッ
ド
の
調
整

6

電
極
パ
ッ
ド
の
調
整

上
の
図
で
示
す
よ
う
に
、

2枚
の
電
極
パ
ッ
ド
を
適
切
に
回
転
し
て
、
電
極
パ
ッ
ド
間
の
表
皮
温
度
セ
ン
サ
が
見
え
る
よ
う

に
調
整
し
ま
す
。
こ
の
際
、
電
極
パ
ッ
ド
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
電
極
パ
ッ
ド
が
重
な
っ
て
し
ま
う
と
、

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
正
確
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
注
１
）
。

（
注
１
）
脈
波
の
デ
ー
タ
は
、
心
臓
の
収
縮
の
も
と
に
な
る
電
気
刺
激
を
電
圧
と
し
て
表
皮
で
計
測
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

計
測
は
、
電
極
間
の
人
体
の
抵
抗
を
測
定
し
て
い
る
の
で
、
電
極
パ
ッ
ド
が
重
な
っ
て
し
ま
う
と
電
気
抵
抗
が
常
に

0に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
電
気
刺
激
を
測
定
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

6

電
源
投
入

7

電
源
投
入

次
の
手
順
で
電
源
を
投
入
し
ま
す
。

□
電
極
パ
ッ
ド
裏
面
の
透
明
シ
ー
ル
を
剥
が
し
ま
す
。

□
Su

pe
r-B

it
前
面
の
右
下
の
ス
イ
ッ
チ
を

1回
押
し
て
、
電
源
を
投
入
し
ま
す
。

7

174



計
測
準
備

8

計
測
準
備

電
源
が
入
る
と

Su
pe

r-B
it
に
起
動
画
面
と
し
て
フ
ァ
ー
ム
ウ
エ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
が
数
秒
間
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
計
測
モ
ー
ド
選
択
画
面
に
移
行
し
ま
す
。

8

計
測
モ
ー
ド
の
選
択

9

計
測
モ
ー
ド
の
選
択

Su
pe

r-B
it
に
は
、
上
の
図
で
示
す
よ
う
に
計
測
モ
ー
ド
の
一
覧
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
右
下
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、

計
測
モ
ー
ド
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
押
さ
れ
る
度
に
計
測
モ
ー
ド
が

1行
ず
つ
下
に
移
動
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
下
で
も
う
一
度
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
再
び
最
上
部
の
計
測
モ
ー
ド
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
ス
イ
ッ

チ
を
適
当
な
回
数
押
し
て
、
上
か
ら

2番
目
の
【
２
．

AL
L-

20
0M

od
e】
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

9
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身
体
へ
の
装
着

10

身
体
へ
の
装
着

次
頁
以
下
の
注
意
点
を
理
解
し
た
う
え
で
、
計
測
モ
ー
ド
を
選
択
し
た
後
、
す
ぐ
に
胸
部
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

10

電
極
パ
ッ
ド
貼
り
付
け
の
注
意
点

11

電
極
パ
ッ
ド
貼
り
付
け
の
注
意
点

上
の
図
は
、

Su
pe

r-B
it
の
取
扱
説
明
書
記
載
事
項
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

Su
pe

r-B
it
は
電
極
パ
ッ
ド
に

よ
っ
て
心
臓
の
電
気
刺
激
信
号
を
取
得
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
電
極
パ
ッ
ド
の
取
付
は
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
取
得
の
た
め

の
最
も
重
要
な
事
項
の
一
つ
で
す
。
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

Su
pe

r-B
it
を
身
体
に
装
着
す
る
際
に
は

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
装
着
時
は
、
直
立
し
て
正
し
い
姿
勢
を
と
り
体
の
力
を
抜
い
て
装
着
し
ま
す
。

※
自
分
自
身
で
装
着
す
る
場
合
は
、
上
半
身
が
前
か
が
み
に
な
り
や
す
い
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
人
に

張
り
付
け
て
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

２
．
装
着
後
に
そ
の
位
置
を
変
更
す
る
場
合
は
、
電
極
パ
ッ
ド
を
剥
が
し
た
後
、
必
ず
新
し
い
電
極
パ
ッ
ド
に
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

３
．
電
極
シ
ー
ト
が
皮
膚
に
ぴ
っ
た
り
と
密
着
す
る
よ
う
に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。
（
図
右
上
：

PO
IN

T.２
参
照
）

４
．
電
極
パ
ッ
ド
中
央
の
窪
み
に
は
、
導
電
性
の
ジ
ェ
ル
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ジ
ェ
ル
が
粘
着
部
に
付
着
す
る
と
、

運
動
中
に
電
極
パ
ッ
ド
が
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
極
を
張
り
付
け
る
部
分
の
皮
膚
に
ジ
ェ
ル
が
付
着
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
完
全
に
拭
き
取
っ
て
乾
燥
し
た
後
に
張
り
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
一
度
皮
膚
に
張
り
付
け
た
電
極
パ
ッ
ド
を
剥
が
し
た
場
合
は
、
必
ず
新
し
い
電
極
パ
ッ
ド
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
多
量
の
発
汗
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
に
説
明
す
る
サ
ー
ジ
カ
ル
テ
ー
プ
や
絆
創
膏
な
ど
に
よ
る
補
強
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

11
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S
u
p
e
r-
B
it
の
装
着

12

Su
pe

r-B
it
の
装
着

上
の
図
は
、

Su
pe

r-B
it
を
装
着
す
る
適
切
な
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。
身
体
の
中
心
線
と
左
右
の
脇
の
ラ
イ
ン
が
交
差

す
る
箇
所
の
左
側
（
図
で
は
右
側
）
に
、

Su
pe

r-B
it
の

2枚
の
パ
ッ
ド
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
貼
り
付
け
て
く
だ
さ

い
。

12

テ
ー
プ
に
よ
る
貼
り
付
け
の
補
強

13

N
G

O
K

O
K

テ
ー
プ
に
よ
る
貼
り
付
け
の
補
強

多
量
の
発
汗
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
電
極
パ
ッ
ド
が
剥
が
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
上
図
右
の
よ
う
な

サ
ー
ジ
カ
ル
テ
ー
プ
、
絆
創
膏
な
ど
に
よ
る
補
強
が
有
効
で
す
。
こ
の
際
、
上
図
左
に
示
す
よ
う
に
、
電
極
パ
ッ
ド
に
対
し

て
縦
に
補
強
し
て
く
だ
さ
い
。

2枚
の
電
極
パ
ッ
ド
に
ま
た
が
る
よ
う
に
テ
ー
プ
を
張
る
と
、
汗
が
テ
ー
プ
に
染
み
込
み
正
し

い
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
が
記
録
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

13
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計
測
準
備

14

計
測
準
備

Su
pe

r-B
it
を
正
し
く
装
着
で
き
た
ら
、

Su
pe

r-B
it
右
下
の
ス
イ
ッ
チ
を
【
長
押
し
】
し
て
計
測
準
備
に
入
り
ま
す
。

14

記
録
デ
ー
タ
が
S
u
p
e
r-
B
it
に
残
っ
て
い
る
場
合

15

記
録
デ
ー
タ
が

Su
pe

r-B
it
に
残
っ
て
い
る
場
合

計
測
準
備
に
入
っ
た
際
に
、
前
回
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
が

Su
pe

r-B
it
内
に
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
上
の
図
に
示
す
よ
う

に
、
画
面
に
【

Er
as

e
m

em
or

y
？
】
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
に
は
、
右
下
の
ス
イ
ッ
チ

【
OK
】
を
押
し
て
、

Su
pe

r-B
it
内
部
の
デ
ー
タ
を
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

15
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計
測
準
備

16

計
測
準
備

計
測
準
備
状
態
に
入
る
と
、

Su
pe

r-B
it
に
は
心
電
図
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
心
電
図
が
上
の
図
の
様
に
脈
を
打
た
ず
乱

れ
た
状
態
の
場
合
は
、

Su
pe

r-B
it
が
身
体
に
正
し
く
装
着
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
【
左
下
の
ス
イ
ッ

チ
】
を
押
し
て
、
【
モ
ー
ド
選
択
】
に
戻
り
、
再
び
装
着
状
態
を
確
認
し
た
上
で
、
【
モ
ー
ド
選
択
か
ら
や
り
直
し
】
ま
す
。

16

計
測
ス
タ
ー
ト

17

計
測
ス
タ
ー
ト

上
の
図
の
様
に
、
脈
を
打
つ
状
態
の
心
電
図
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

1分
後
に
画
面
表
示
が
消
え
て
、
記
録

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

1分
間
を
待
た
ず
に
、
す
ぐ
に
記
録
を
始
め
る
場
合
は
、
右
下
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
計
測
記
録
状
態
に
移
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

17
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計
測
中

18

計
測
中

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
計
測
中
（
記
録
中
）
は
、

Su
pe

r-B
it
右
上
の

LE
D
が

3秒
ご
と
に
点
滅
し
ま
す
。
こ
の
点
滅
を
確
認

後
、
記
録
し
た
い
運
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

18

計
測
終
了
（
自
動
）

19

【２
．

Al
l-M

od
e】
で
は
最
長
１
２
時
間
の
記
録
が
で
き
ま
す
。

計
測
終
了
（
自
動
）

計
測
開
始
か
ら
【

24
時
間
】
（
注
意
：
２
．

Al
l-M

od
e
に
よ
る
測
定
で
は

12
時
間
）
経
過
す
る
と
、
自
動
的
に
計
測
が
終
了

し
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
計
測
終
了
時
か
ら

LE
D
は
消
灯
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

19
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計
測
の
途
中
停
止

20

計
測
の
途
中
停
止

12
時
間
に
満
た
な
い
運
動
時
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
場
合
に
は
、
手
動
で
記
録
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
上
の
図
に
示
す
よ
う
に
、

Su
pe

r-B
it
の
【
左
右
の
ス
イ
ッ
チ
】
を
【
同
時
に
押
し
て
】
く
だ
さ
い
。

20

デ
ー
タ
の
確
定

21

デ
ー
タ
の
確
定

Su
pe

r-B
it
に
上
の
図
に
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
後
、
右
下
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
時
点
で
、
計
測
を
終
え
て
、
測
定
し
た
デ
ー
タ
が
確
定
さ
れ
ま
す
。

運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、

Su
pe

r-B
it
本
体
内
部
の
メ
モ
リ
に
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、
以
後
の
手
順
で
、

Su
pe

r-B
it
内
の
デ
ー
タ
を
読
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

21
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バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
変
換

22

バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
変
換

Su
pe

r-B
it
を
装
着
し
て
記
録
し
た
運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
ま
だ

Su
pe

r-B
it
の
内
部
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
解

析
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を
読
み
出
し
て
、
解
析
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱
え
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
変
換
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
バ
イ
ナ
リ
変
換
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

以
下
、
そ
の
手
順
を
説
明
し
ま
す
。

22

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
出
し

23

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
出
し

上
の
図
の
様
に
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
記
録
し
た

Su
pe

r-B
it
を

US
B
ケ
ー
ブ
ル
で

PC
と
接
続
し
ま
す
。

23
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デ
ー
タ
変
換
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
起
動

24

デ
ー
タ
変
換
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
起
動

解
析
用

PC
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
あ
る
【

IM
SI

_U
SB

_A
PI
】
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
デ
ー
タ
変
換
用
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
起
動
し
ま
す
。

24

U
S
B
ポ
ー
ト
の
認
識

25

US
B
ポ
ー
ト
の
認
識

Su
pe

r-B
it
と

PC
を
接
続
し
た
状
態
で

IM
SI

_U
SB

_A
PI
を
起
動
す
る
と
、
認
識
さ
れ
て
い
る

US
B
ポ
ー
ト
が
画
面
上
に

現
れ
ま
す
。

※
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
起
動
後
に

Su
pe

r-B
it
を

PC
と
接
続
し
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
【

US
B

De
vi

ce
Se

le
ct

io
n】
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

25

183



U
S
B
ポ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン

26

US
B
ポ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン

画
面
右
上
の
【

Op
en

US
B】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

US
B
ポ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

※
こ
の
時
、
ボ
タ
ン
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
示
が
、
【

Cl
os

e
US

B】
に
変
わ
り
ま
す
。

26

S
u
p
e
r-
B
it
内
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
表
示

27

Su
pe

r-B
it
内
デ
ー
タ
の
サ
イ
ズ
表
示

Op
en

US
B
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

Su
pe

r-B
it
の
製
品
情
報
お
よ
び
、
記
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
等
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

Su
pe

r-B
it
内
の
デ
ー
タ
を

PC
に
保
存
す
る
場
合
に
は
、
保
存
先
を
指
定
し
て
ダ
ウ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま

す
。 既
に
不
要
な
記
録
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
場
合
に
は
、
【
メ
モ
リ
ー
消
去
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

27
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ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

28

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

上
の
図
は
、

Su
pe

r-B
it
内
の
デ
ー
タ
を

PC
に
読
み
だ
し
て
い
る
際
の
画
面
表
示
例
で
す
。
【
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ボ
タ
ン
】
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
緑
色
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
が
現
れ
て
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
進
行
状
況
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

28

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
完
了

29

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
完
了

Su
pe

r-B
it
内
の
デ
ー
タ
の
読
み
出
し
が
終
了
す
る
と
、
【

bi
nフ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
ま
し
た
。
】
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
指
定
の
フ
ォ
ル
ダ
に
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
（

*.
bi

n）
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、
バ
イ

ナ
リ
変
換
さ
れ
た

Su
pe

r-B
it
内
の
デ
ー
タ
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
OK
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
閉
じ
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
右
上
の
×
印
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

終
了
し
ま
す
。

29
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バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
解
析
方
法

30

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
解
析
方
法

PC
に
取
り
出
し
た
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
生
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
が
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
ま
ま
フ
ァ
イ
ル
を
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
以
下
で
は
、
解
析
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
【

BI
TA

S】
を
用
い
て
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
手
順
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

30

B
IT
A
S

31

BI
TA

S

Bi
o

In
fo

rm
at

io
n

Tr
ac

er
An

ar
isy

sS
of

tw
ae

rの
頭
文
字
を
取
り
【

BI
TA

S】
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
上

の
図
に
示
す
よ
う
な

Su
pe

r-B
it
で
取
得
し
た
心
電
図
デ
ー
タ
の
他
に
、
体
温
や
姿
勢
な
ど
を
加
味
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
心
身
の
状
態
（
注
１
）
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
す
。
図
で
示
し
て
い
る
の
は
、
睡
眠
を
含
む
長
時
間
の
通
常
生
活

の
デ
ー
タ
で
す
が
、
こ
の
研
究
で
対
象
と
し
て
い
る
運
動
は
長
く
て
も
数
時
間
程
度
の
デ
ー
タ
で
す
か
ら
、
図
の
よ
う
に
密

度
の
高
い
チ
ャ
ー
ト
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

以
下
で
は
、
こ
の
【

BI
TA

S】
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
に
上
の
図
に
示
す
チ
ャ
ー
ト
を
見
れ
ば
良
い
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
【
心
身
の
状
態
】
と
記
述
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
あ
る
程
度
の
自
律
神
経
と
交
感
神
経
の
状
態
が
把

握
で
き
て
、
被
験
者
の
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
度
な
ど
が
分
か
る
か
ら
で
す
。

31
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B
IT
A
S
の
起
動

32

BI
TA

S
の
起
動

上
の
図
左
下
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
画
面
に
あ
る
【

BI
TA

S】
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て

BI
TA

S
を

起
動
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
立
ち
上
が
る
と
図
の
よ
う
な
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
ま
す
（
注
１
）
。
そ
こ
に
は
事
業
所
名

と
被
験
者
名
が
一
覧
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
々
を
選
択
し
ま
す
。
選
択
す
る
と
図
で
示
す
よ
う
に
青
く
反
転
表
示
さ
れ

ま
す
。
続
け
て
【
分
析
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
選
択
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
開
き
ま
す
（
次
頁
）
。

（
注
１
）
こ
こ
で
は
、
事
業
所
登
録
、
被
験
者
登
録
が
完
了
し
て
い
る
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
【
事
業
登
録
】
と
【
被

験
者
登
録
】
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
説
明
し
ま
す
。

32

解
析
対
象
フ
ァ
イ
ル
の
指
定

33

解
析
対
象
フ
ァ
イ
ル
の
指
定

分
析
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
【
フ
ァ
イ
ル
選
択
ウ
イ
ン
ド
ウ
】
が
開
き
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
、

Su
pe

r-B
it
か
ら
読
み

だ
し
た
バ
イ
ナ
リ
ア
フ
ィ
ル
の
保
存
個
所
を
開
き
、
分
析
対
象
の
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
を
選
択
し
ま
す
。
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル

に
は
、 ID
XX

XX
X_

m
od

el
2_

D9
99

9_
T9

99
9.

bi
n

の
よ
う
な
名
称
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

ID
XX

XX
X
は
デ
バ
イ
ス
の

ID
、

D9
99

9
は
、
デ
ー
タ
を
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
に

変
換
し
た
日
付
（
月
日
）
、

T9
99

9
は
、
デ
ー
タ
を
バ
イ
ナ
リ
フ
ァ
イ
ル
に
変
換
し
た
時
刻
（
時
分
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
名
を
見
て
、
解
析
対
象
の
フ
ァ
イ
ル
を
選
択
し
て
、
【
開
く
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
【

BI
TA

S】
が
指
定
さ
れ
た

フ
ァ
イ
ル
を
読
み
込
ん
で
、
解
析
処
理
を
行
い
ま
す
。

33
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B
IT
A
S
解
析
結
果

34

脈
波

脈
の
間
隔

平
均
心
拍
数

呼
吸
数

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

姿
勢

睡
眠
時
無
呼
吸

交
感
神
経
・副
交
感
神
経
活
動

運
動
時
の
デ
ー
タと
して
注
目

BI
TA

S解
析
結
果

【
解
析
処
理
は
自
動
的
】
に
進
み
ま
す
。
処
理
が
完
了
す
る
と
上
の
図
に
示
す
よ
う
な
表
示
に
な
り
ま
す
。
図
は
睡
眠
を

含
む
長
時
間
の
生
活
の
様
子
を
解
析
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
解
析
画
面
は
大
ま
か
に
次
の
デ
ー
タ
を
チ
ャ
ー
ト
に
し
た
も

の
で
す
。

１
．
脈
波

２
．
脈
の
間
隔
（

RR
間
隔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

３
．
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
活
動
状
況

４
．
平
均
心
拍
数

５
．
呼
吸
数

６
．
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

７
．
姿
勢

８
．
睡
眠
時
無
呼
吸
の
発
生

こ
こ
で
、
運
動
中
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
【
脈
波
】
、
【
脈
の
間
隔
】
、
【
平
均
心
拍
数
】
で
す
。
こ

の
画
面
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
操
作
等
に
つ
い
て
は
、
次
頁
の
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
１
）
上
の
図
は
、
夜
間
の
睡
眠
を
含
ん
で
い
る
、
長
時
間
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
も
の
の
例
で
す
。
運
動
中
の
デ
ー

タ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
運
動
中
の
デ
ー
タ
は
、
全
体
の
時
間
が
短
く
な
り
、
脈
の
間
隔
や
平
均
心
拍
数

な
ど
は
も
っ
と
粗
い
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
運
動
に
よ
り
デ
バ
イ
ス
が
振
動
す
る
の
で
、
呼
吸
数
は
正
常
に
取
得
で

き
ま
せ
ん
。

34

解
析
完
了
画
面
の
詳
細

35

解
析
完
了
画
面
の
詳
細

解
析
処
理
が
自
動
的
に
進
み
、
処
理
が
完
了
す
る
と
上
の
図
に
示
す
よ
う
な
表
示
に
な
り
ま
す
。
図
は
睡
眠
を
含
む
長

時
間
の
生
活
の
様
子
を
解
析
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
眠
り
に
入
っ
た
時
【

Sl
ee

p
In
】
や
目
覚
め
た
時
【

Sl
ee

p
Ou

t】
も
そ
こ

か
ら
分
か
り
ま
す
。
長
時
間
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
場
合
に
は
、
全
て
の
チ
ャ
ー
ト
が
重
要
な
意
味
を
満
ち
ま
す
が
、
短
い

時
間
の
運
動
解
析
で
は
、
前
頁
で
示
し
た
項
目
の
う
ち
、
次
の

3つ
が
重
要
で
す
。

□
【
脈
波
】
：
心
電
図
そ
の
も
の
で
す
。

□
【
脈
の
間
隔
】
：
後
に
示
す
脈
の
ピ
ー
ク
間
隔
【

R-
R間
隔
】
で
す
。

RR
Iと
も
言
い
ま
す
。

□
【
平
均
心
拍
数
】
：

1分
間
当
た
り
の
平
均
心
拍
数
で
す
。

35
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脈
波

36

脈
波 解
析
画
面
の
最
上
部
【
脈
波
】
部
分
を
右
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
脈
波
の
拡
大
図
が
上
の
図
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の

画
面
で
心
拍
数
と
心
拍
波
形
（
脈
波
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
画
面
で
は
時
刻
表
示
が
確
認
で
き
る
の
で
、
長
時

間
の
運
動
と
な
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
も
、
ど
の
辺
り
を
走
っ
て
い
た
と
き
の
デ
ー
タ
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
の

際
、
走
っ
て
い
る
コ
ー
ス
の
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
負
荷
の
大
き
さ
（
例
え
ば
坂
道
な
ど
）
で
、
心
拍
数
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
起
き
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
注
１
）
。

（
注
１
）
脈
波
は
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
も
の
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は

1拍
抜
け
る
部
分
が
発
生
し
た
り
、
反
対
に
一
定
間

隔
の
間
に
突
然

1拍
入
り
込
ん
だ
り
、
リ
ズ
ム
が
乱
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
不
整
脈
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

健
常
者
で
も
不
整
脈
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

36

事
業
所
と
被
験
者
の
登
録

37

事
業
所
と
被
験
者
の
登
録

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
説
明
を
後
回
し
に
し
て
い
た
事
業
所
登
録
と
被
験
者
登
録
の
手
順
を
説
明
し
ま
す
。

37
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事
業
所
登
録

38

ここ
で
【ユ
ー
ザ
ー
管
理
】

を
クリ
ック
して
くだ
さい
。

事
業
所
登
録

事
業
所
登
録
は
、
被
験
者
の
所
属
す
る
組
織
（
企
業
や
事
業
所
、
あ
る
い
は
部
門
や
学
校
、
チ
ー
ム
な
ど
）
を
登
録
す

る
も
の
で
す
。
初
め
て

BI
TA

Sを
起
動
す
る
と
、
上
の
よ
う
な
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
画
面
右
側
の
【
ユ
ー
ザ
ー
管
理
ボ
タ

ン
】
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
次
頁
の
よ
う
な
【
ユ
ー
ザ
ー
管
理
】
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

38

ユ
ー
ザ
ー
管
理
画
面

39

ユ
ー
ザ
ー
管
理
画
面

こ
の
画
面
で
、

①
．
事
業
所
名

②
．
事
業
所
の
所
在
地

を
入
力
後
、

③
．
【
事
業
所
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

登
録
確
認
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
【

O
K】
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
後
、
【
戻
る
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

39
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被
験
者
事
業
所
の
選
択

40

被
験
者
住
所
の
選
択

前
画
面
で
【
戻
る
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
登
録
し
た
事
業
所
が
一
覧
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
験
者
は
登
録
事
業

所
ご
と
に
管
理
さ
れ
る
の
で
、
被
験
者
を
登
録
す
る
事
業
所
を
一
覧
か
ら
選
択
し
、
そ
の
後
【
ユ
ー
ザ
管
理
】
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
【
被
験
者
登
録
画
面
】
を
表
示
し
ま
す
。

40

被
験
者
情
報
の
入
力

41

被
験
者
情
報
の
入
力

被
験
者
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
上
の
図
に
示
す
よ
う
に

①
．
整
理
番
号
：
必
須
で
す
。

②
．
氏
名
（
漢
字
）

③
．
カ
ナ

④
．
住
所
（
任
意
）

⑤
．
性
別

⑥
．
生
年
月
日

⑦
．
身
長
（
半
角
数
字
）

⑧
．
体
重
（
半
角
数
字
）

を
入
力
し
て
、
【
ユ
ー
ザ
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
【

OK
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
さ
ら
に
登
録
し
た
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表

示
さ
れ
ま
す
の
で
、
【

O
K】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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登
録
完
了

42

登
録
完
了

以
上
で
、
【
事
業
所
登
録
】
と
【
被
験
者
登
録
】
が
完
了
し
ま
し
た
。
複
数
の
被
験
者
を
登
録
す
る
場
合
に
は
、
整
理
番
号

を
変
え
て
登
録
し
て
下
さ
い
。

42

心
臓
の
動
き
と
脈
波

43

心
臓
の
動
き
と
脈
波

心
臓
は
、
人
の
意
識
に
は
関
係
な
く
常
に
血
液
を
身
体
に
循
環
さ
せ
る
た
め
に
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
動
き
と
そ
の
結
果
現
れ
る
脈
波
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
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心
臓
と
血
液
の
循
環

44

心
臓
と
血
液
の
循
環

心
臓
は
休
み
な
く
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
る
臓
器
で
す
。
心
拍
の
元
に
な
っ
て
い
る
心
臓
の
動
き
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
上
の
図
は
、
心
臓
が
ど
の
よ
う
に
し
て
血
液
を
人
の
体
内
に
送
り
出
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
図
で

す
。
心
臓
筋
肉
の
収
縮
が
血
液
の
循
環
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
循
環
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
右
心
室
か
ら
出
た
血
液
が
肺
動
脈
を
経
て
肺
に
入
り
込
み
ま
す

２
．
肺
で
酸
素
を
取
り
込
み
ま
す

３
．
肺
静
脈
を
経
由
し
て
左
心
房
に
戻
り
ま
す

４
．
左
心
室
が
ポ
ン
プ
と
な
っ
て
大
動
脈
に
血
液
を
送
り
出
し
ま
す

５
．
大
動
脈
は
全
身
の
血
管
を
経
由
し
て
隅
々
ま
で
新
鮮
な
血
液
を
送
り
ま
す

６
．
酸
素
が
少
な
く
な
っ
た
血
液
は
大
静
脈
を
経
て
右
心
房
に
戻
り
ま
す

７
．
右
心
室
が
ポ
ン
プ
と
な
り
再
び
肺
動
脈
を
経
て
肺
に
送
ら
れ
ま
す

44

心
臓
の
電
気
刺
激
経
路

45

心
臓
の
電
気
刺
激
経
路

心
臓
は
心
房
か
ら
寝
室
に
向
か
っ
て
流
れ
る
わ
ず
か
な
電
気
刺
激
で
収
縮
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
の
電
気
刺
激
の

通
り
道
を
【
刺
激
伝
導
系
】
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
正
常
な
場
合
の
電
気
刺
激
は
次
の
よ
う
な
順
番
で
伝
播
さ
れ
ま
す
。

１
．
右
心
房
の
一
番
右
上
に
あ
る
【
洞
結
節
】
と
呼
ば
れ
る
部
分
か
ら
刺
激
を
発
し
て
心
房
全
体
を
収
縮
さ
せ
ま
す

２
．
電
気
刺
激
は
【
房
室
結
節
】
と
い
う
場
所
に
集
ま
り
ま
す

３
．
【
房
室
結
節
】
で
少
し
時
間
を
遅
ら
せ
て
【
ヒ
ス
束
】
と
い
う
部
分
に
伝
え
ら
れ
ま
す

４
．
【
ヒ
ス
束
の
先
】
か
ら
【
右
脚
（
う
き
ゃ
く
）
】
【
左
脚
（
さ
き
ゃ
く
）
】
に
分
か
れ
て
伝
わ
り
ま
す

５
．
さ
ら
に
【
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
】
に
伝
わ
り
心
室
全
体
が
刺
激
さ
れ
ま
す

こ
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
り
繰
り
返
し
心
臓
を
収
縮
さ
せ
て
い
る
電
気
信
号
を
体
表
で
検
出
し
た
も
の
が
心
電
図
波
形

（
脈
波
）
で
す
。
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脈
波
の
形

46

この
間
隔
を
【R
ー

R間
隔
：

RR
I】
と呼
ぶ

脈
波
の
形

上
の
図
は
脈
波
の
概
形
を
示
し
た
も
の
で
す
。
縦
軸
は
電
気
信
号
の
強
さ
、
横
軸
は
時
間
経
過
を
表
し
て
い
ま
す
。
図

の
PQ

RS
Tは
波
形
の
ピ
ー
ク
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
々
の
ピ
ー
ク
の
名
称
を
用
い
て

P波
、

Q
RS
波
、
そ
し
て

T波
で

1サ
イ
ク

ル
が
終
了
し
ま
す
。
各
々
の
波
の
期
間
の
心
臓
の
状
態
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
P波
：

心
房
全
体
が
収
縮
し
て
い
る
期
間
で
す

□
Q

RS
波
：
心
室
の
収
縮
の
前
半
で
す

□
T波
：

心
室
の
収
縮
の
後
半
で
す

※
心
房
の
収
縮
は
心
室
の
拡
張
の
後
半
部
と
重
な
っ
て
い
ま
す

一
番
鋭
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
【

R】
は
、
心
臓
の
心
室
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
急
激
に
収
縮
し
て
血
液
を
心
臓
か
ら
送
り
出
し
て

い
る
時
に
発
生
す
る
電
気
信
号
で
す
。
【

R】
が
毎
分
何
回
発
生
し
て
い
る
の
か
を
表
す
数
値
が
心
拍
数
（
脈
拍
数
）
で
す
。

安
静
時
と
比
べ
る
と
運
動
を
始
め
る
と
少
し
時
間
を
お
い
て
【

Rと
Rの
間
隔
】
（
注
１
）
が
短
く
な
り
、
激
し
い
運
動
を
行
う
と

さ
ら
に
こ
の
間
隔
は
短
く
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
こ
の
間
隔
を
【

Rー
R間
隔
】
（

Rー
R

In
te

rv
al
：

RR
I）
と
呼
び
ま
す
。

46

R
R
Iの
変
化

47

◇
RR

Iは
揺
らい
で
い
る
の
が
普
通

※
呼
吸
と血
圧
の
変
化
に
同
期
した
揺
らぎ
が
含
ま
れ
る
の
が
普
通
の
状
態

精
神
的
ス
トレ
ス
も
把
握
で
き
る
！

RR
Iの
変
化

経
過
時
間
を
横
軸
に
と
り
、

RR
Iの
変
化
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
上
の
図
の
よ
う
に
、
ゆ
ら
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

れ
を
【
心
拍
ゆ
ら
ぎ
】
と
呼
び
ま
す
。
周
期
的
な
変
化
と
し
て
現
れ
る
【
心
拍
ゆ
ら
ぎ
】
は
人
の
自
律
神
経
に
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
拍
揺
ら
ぎ
に
は
呼
吸
と
同
期
し
た
変
化
と
血
圧
と
同
期
し
た
変
化
が
現
れ
ま
す
。
健
常
者
で
も

こ
の
揺
ら
ぎ
は
現
れ
る
の
で
、
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
自
体
が
普
通
で
す
。
自
律
神
経
は
人
の
精
神
状
態
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
は
こ
の
心
拍
ゆ
ら
ぎ
に
変
化
が
現
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
心
拍
数
と
脈
波
を
記
録
す

る
こ
と
で
、
運
動
に
よ
る
肉
体
的
な
負
荷
を
測
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
日
常
の
生
活
時
に
記
録
を
取
れ
ば
、
精
神
面
で
の

ス
ト
レ
ス
を
測
る
指
標
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
時
間
の
運
動
解
析
で
は
、

RR
I揺
ら
ぎ
を
得
る
た
め
の
十
分
な
時
間

が
取
れ
な
い
た
め
、
こ
の
指
標
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
【
登
山
】
な
ど
で
は
、
興
味
あ
る
デ
ー
タ
が

取
得
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
走
る
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
長
時
間
競
技
で
も
同
様
に
、
重
要

な
指
標
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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心
拍
数
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標

48

心
拍
数
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標

こ
こ
で
は
、
運
動
時
の
指
標
の
基
準
に
な
る
、
最
大
心
拍
数
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

48

最
大
心
拍
数

49

最
大
心
拍
数

日
々
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
が
明
確
な
場
合
、
毎
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
が
分
か
り
や
す
い
数
値
で
設
定
で
き

る
と
都
合
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
に
心
拍
数
を
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
標
値
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
上
の
図
で
示
す
【
最
大
心
拍
数
＝
２
２
０
ー
年
齢
】
を
求
め
ま
す
。

20
歳
の
方
は

20
0b

pm
、

40
歳
で
は

18
0b

pm
、

60
歳
で
は

16
0b

pm
が
最
大
心
拍
数
と
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
。
（
※
実
際
に
は
同
じ
年
齢
の
人
で
も
個
人
差
が
あ
り
、
実
際
に
耐
え
ら
れ
る
最
大
心
拍
数
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
値
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し
て
使
い
ま
す
。
）
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安
静
時
と
運
動
時
の
心
拍
数

50

安
静
時
と
運
動
時
の
心
拍
数

上
の
図
は
運
動
中
の
心
拍
数
の
変
化
の
概
要
を
図
に
示
し
た
も
の
で
す
。
運
動
前
（
平
常
時
）
は
、
安
静
時
の
心
拍
数

で
す
。
運
動
開
始
前
に
は
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
行
い
、
少
し
心
拍
数
が
上
昇
し
て
き
て
か
ら
本
格
的
な
運
動
に
入
り
ま
す
。

運
動
中
の
後
半
に
は
最
大
心
拍
数
と
な
り
、
そ
の
後
運
動
を
終
え
て
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
に
し
た
が
っ
て
心
拍
数
は
減
少

し
て
き
ま
す
。
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
後
も
運
動
前
よ
り
少
し
高
い
心
拍
数
が
続
き
、
回
復
を
促
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
運
動
中
の
心
拍
数
の
変
化
を
記
録
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
運
動
前
の
心
拍
数
か
ら
記
録
を
始
め
て
、

運
動
終
了
後
回
復
期
が
十
分
に
入
る
期
間
ま
で
の
記
録
を
取
り
ま
す
。
同
じ
運
動
を
数
日
行
い
、
そ
の
記
録
か
ら
【
安
静

時
心
拍
数
】
と
【
運
動
時
の
最
大
心
拍
数
】
を
求
め
ま
す
。

50

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
の
求
め
方

51

◇
例
え
ば
3
0
歳
で
安
静
時
心
拍
数
が
6
0
b
p
m
、
【
最
大
心
拍
数
が
1
9
0
b
p
m
】
の
一
般
の
方
が
【
6
0
%
の
強
度
】

で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
場
合
に
は
①
の
式
で
計
算
す
る
と

（
1
9
0
×
0
.6
）
＝
1
1
4
b
p
m

と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
正
確
に
求
め
る
に
は
②
の
式
で

（
1
9
0
-6
0
）
×
0
.6
＋
6
0
＝
1
3
8
b
p
m

と
計
算
で
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
標
の
求
め
方

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
標
と
し
て
の
数
値
を
簡
単
に
求
め
る
に
は

①
【
最
大
心
拍
数
×
運
動
強
度
】

の
式
を
用
い
ま
す
。
例
え
ば

30
歳
で
安
静
時
心
拍
数
が

60
bp

m
、
最
大
心
拍
数
が

19
0

bp
m
の
一
般
の
方
が

60
%
の
強
度
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
場
合
に
は

（
19

0
×

0.
6）
＝

11
4

bp
m

で
す
。
こ
の
値
が
一
つ
の
指
標
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
安
静
時
心
拍
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
正
確
に
求
め
る
に
は
②
の
式

②
（
最
大
心
拍
数
ー
安
静
時
心
拍
数
）
×
運
動
強
度
＋
安
静
時
心
拍
数

を
用
い
て

（
19

0-
60
）
×

0.
6＋

60
＝

13
8

bp
m

で
求
め
る
と
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
際
に
は
、
運
動
強
度
も
含
め
て
記
録
を
取
り
続
け
、
運
動
時
の
最
大
心

拍
数
が
こ
の
値
に
達
す
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
全
身
持
久
力
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
設
定
し
た

運
動
強
度
＝

60
%
と
い
う
の
は
、
個
人
差
も
あ
り
、
行
う
運
動
の
種
類
に
よ
っ
て
も
設
定
値
は
異
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

（
注
１
）
安
静
時
心
拍
数
は
、
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
は

40
bp

m
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

1回
の
心
拍
で
送
り
出
せ

る
血
液
量
が
多
い
こ
と
が
理
由
で
す
。
い
わ
ゆ
る
【
ス
ポ
ー
ツ
心
臓
】
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
般
に
健
常
者

で
【
安
静
時
心
拍
数
が
小
さ
い
方
】
は
【
体
力
レ
ベ
ル
が
高
い
方
】
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
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バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
解
析
と
評
価
の
例

52

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
解
析
と
評
価
の
例

以
下
で
は
、
実
際
に

Su
pe

r-B
it
を
装
着
し
て
運
動
時
に
取
得
し
た
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
示
し
て
、
そ
の
解
析
と
評
価
の

例
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

52

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
例
（
約
1
時
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

53

脈
波

脈
の
間
隔

平
均
心
拍
数

測
定
開
始
後
１
時
間

測
定
終
了

測
定
開
始

測
定
中

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
例

上
の
図
は
、
筆
者
が
い
つ
も
走
っ
て
い
る
一
般
市
街
地
で
設
定
し
た
【
約

8k
m
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
】
を
、
【

1k
m
あ
た
り

約
6分
の
ペ
ー
ス
】
で
走
っ
た
際
に

Su
pe

r-B
it
で
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
こ
の
解
析
結
果
チ
ャ
ー
ト

の
見
方
を
示
し
ま
す
。

□
準
備
運
動
か
ら
初
め
て
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ま
で
、
全
体
の
時
間
は

1時
間

20
分
程
度
で
す
。
こ
の
時
間
は
上
の
図
で

【
測
定
中
】
と
し
て
示
し
て
あ
り
ま
す
。
実
際
に
走
っ
て
い
る
時
間
は

1時
間
未
満
で
、
コ
ー
ス
中
に
あ
る
赤
信
号
で
止
ま
っ

て
い
る
時
間
も
計
測
し
て
い
る
の
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
時
々
平
均
心
拍
数
が
下
が
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

□
上
の
図
の
最
上
段
は
脈
波
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
示
し
て
い
る
の
は
、
記
録
し
た
運
動
全
体
で
は
な
く
、
【
記

録
を
開
始
し
た
直
後
の
短
い
時
間
の
部
分
の
脈
波
】
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
脈
波
を
右
に
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と

計
測
開
始
か
ら
終
了
ま
で
、
全
体
の
脈
波
が
見
渡
せ
ま
す
。

□
図
の
【
中
央
や
や
右
寄
り
の
縦
線
】
は
測
定
開
始
後

1時
間
の
目
安
で
す
。

□
脈
波
以
外
は
測
定
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
様
子
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

上
の
解
析
結
果
か
ら
こ
の
運
動
を
評
価
し
て
み
ま
す
。
筆
者
の
年
齢
は

66
歳
で
す
か
ら
、
簡
単
に
求
め
た
最
大
心
拍

数
は

22
0
－

66
＝

15
4
で
す
。
上
の
図
の
平
均
心
拍
数
の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
、
実
際
の
最
大
心
拍
数
を
見
る
と
、

17
0前

後
を
上
下
し
て
お
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
中
盤
で
し
ば
ら
く
の
間
こ
の
平
均
心
拍
数
を
維
持
で
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
運
動
は
、

通
常
の
人
で
あ
れ
ば
か
な
り
激
し
い
運
動
強
度
に
な
り
ま
す
が
、
私
に
は
最
適
な
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
注
１
）
。

（
注
１
）
筆
者
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
長
距
離
走
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
成
人
し
て
か
ら
今
ま
で
既
に

20
0レ
ー
ス
く
ら
い
を

走
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
運
動
強
度
は
１
で
設
定
し
て
い
ま
す
。
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脈
波
の
変
化

54

１
．
準
備
運
動
を
終
え
て
ゆ
っく
りり
始
め
る

２
．
ラン
ニ
ン
グ
中
に
一
瞬
赤
信
号
に
か
か
る

３
．
８

km
コー
ス
ラン
を
終
え
て
５
０

m
ダッ
シ
ュ３
本

４
．
ダッ
シ
ュを
終
え
て
クー
ル
ダウ
ン
に
入
る

脈
波
の
変
化

上
の
図
は
、
準
備
運
動
後
か
ら
運
動
後
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ま
で
の
脈
波
の
変
化
の
【
一
部
】
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
．
関
節
の
回
転
や
首
筋
、
背
筋
、
手
足
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
準
備
運
動
を
軽
く
行
い
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
走
り

始
め
ま
し
た
。

２
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
赤
信
号
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
青
信
号
に
な
り
再
び
走
り
始
め
ま
し
た
。

３
．
コ
ー
ス
ラ
ン
を
終
え
て
ジ
ョ
グ
後
、
止
ま
ら
ず
に

50
m
の
ダ
ッ
シ
ュ
を

3本
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

2回
目
部
分
の

脈
波
で
す
。

４
．
ダ
ッ
シ
ュ
を
終
え
て
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
入
る
様
子
で
す
。
こ
の
資
料
で
は

3本
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
の
最
後
か
ら
の
記
録

が
示
さ
れ
て
い
て
、
徐
々
に
脈
波
が
小
さ
く
、
間
隔
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
行
っ
た
運
動
と
脈
波
の
変
化
は
、
当
然
な
が
ら
同
期
し
て
い
ま
す
。
脈
波
の
変
化
の
様
子
を
見
る

だ
け
で
運
動
の
強
さ
の
様
子
は
あ
る
程
度
把
握
で
き
ま
す
。

54

詳
し
い
脈
波

55

わ
ず
か
に
振
幅
増
加

わ
ず
か
な
振
幅
増
加

安
静
時
振
幅

RR
間
隔

RR
間
隔
減
少 RR
間
隔
減
少

大
き
い
振
幅
増
加

詳
し
い
脈
波

上
の
図
は
、
計
測
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
、
脈
波
の
詳
し
い
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
脈
波
の
左
上
の
ラ
ベ
ル
は
、

そ
の
時
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。
各
々
の
脈
波
を
見
る
と
詳
し
い
変
化
が
分
か
り
ま
す
。

１
．
装
着
時
（
安
静
時
）
：
安
静
時
の

RR
間
隔
と
脈
波
の
振
幅
を
把
握
し
て
お
き
ま
す
。

２
．
準
備
運
動
時
：
軽
い
準
備
運
動
を
行
う
に
従
い
、
若
干

RR
間
隔
が
短
く
な
る
と
と
も
に
、
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
振
幅
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
臓
の

1回
の
拍
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

３
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
時
：
準
備
運
動
後
ゆ
っ
く
り
と
走
り
始
め
ま
し
た
。
若
干
振
幅
が
小
さ
く
見
え
る
部
分
が
あ
り
、

RR
間

隔
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
準
備
運
動
の
時
よ
り
楽
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

４
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始

3分
後
：

RR
間
隔
が
短
く
な
り
、
振
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

５
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始

5分
後
：

3分
後
か
ら
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
振
幅
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

６
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始

8分
後
：

RR
間
隔
が
短
く
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
振
幅
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

７
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始

45
分
後
：

8分
後
か
ら
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
波
形
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
．
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始

50
分
後
：

45
分
後
か
ら
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

９
．
ロ
ー
ド
ラ
ン
終
了
時
：
こ
れ
ま
で
の
中
で
一
番

RR
間
隔
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
．

50
m
ダ
ッ
シ
ュ
時
：
ロ
ー
ド
ラ
ン
終
了
後
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
続
い
た
の
で
、

RR
間
隔
は
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
振
幅
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

１
１
．
計
測
終
了
時
：
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
振
幅
は
減
少
し
、

RR
間
隔
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
が
、
安
静
時
ほ
ど
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
全
身
に
ま
だ
ま
だ
酸
素
を
活
発
に
送
り
続
け
て
回
復
を
促
し
て
い
る
状
態
で
す
。
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R
R
間
隔
と
平
均
心
拍
数

56

計
測
開
始
か
ら１
時
間
の
目
安

RR
間
隔

平
均
心
拍
数

ラン
ニ
ン
グ
を
開
始
して
徐
々
に

RR
間
隔
が
狭
ま
る

１
つ
目
の
大
き
な
下
りと
上
り

２
つ
目
の
大
き
な
下
りと
上
り

①
②

③
④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

RR
間
隔
と
平
均
心
拍
数

上
の
図
は
、

RR
間
隔
と
平
均
心
拍
数
の
チ
ャ
ー
ト
を
取
り
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
ほ
ぼ
完
全
に
歩
道
を
走
る
こ
と
が
で

き
る
約
８

km
の
市
街
地
道
路
で
す
。
コ
ー
ス
中
に
は
踏
切
、
交
差
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
信
号
機
が
あ
り
ま
す
。
赤
信
号
で
は
完
全

に
停
止
し
て
休
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
中
に
は
前
半
と
後
半
に

2か
所
、
高
低
差
約

10
m
以
上
の
、
下
り
坂
の
後
上
り
坂
が

続
く
箇
所
（
鉄
道
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
が
あ
り
ま
す
。
上
の

RR
間
隔
の
チ
ャ
ー
ト
を
見
る
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
始
後
、
段
階
的
に

RR
間
隔

が
狭
ま
り
、

1つ
目
の
大
き
な
下
り
と
、
上
り
で
心
拍
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
記
録
の
中
央
部
で
平
坦
な
部
分
が
続

き
ま
す
。
こ
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
高
低
差
の
な
い
幅
の
広
い
歩
道
で
す
。
そ
の
後

2か
所
目
の
下
り
坂
の
後
の
上
り
返
し
の
坂
で
、
再

び
心
拍
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
終
了
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

平
均
心
拍
数
を
見
る
と
、
さ
ら
に
細
か
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

①
の
部
分
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
の
部
分
で
は
平
均
心
拍
数
が
一
度
大
き
く
低
下
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
図
で
示
す
よ
う
に
大
き
な
下
り
坂
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
力
を

使
わ
ず
に
下
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
下
っ
た
分
を
上
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
平
均
心
拍
数
は
上
昇
し
ま
す
。

③
1つ
目
の
坂
を
上
り
き
る
と
、
平
坦
で
長
め
の
良
い
幅
の
広
い
歩
道
を
走
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
は
し
ば
ら
く
の
間
落
ち
着
い

て
い
ま
す
。

④
後
半
に
も
大
き
な
下
り
坂
が
あ
る
の
で
、
楽
に
下
っ
た
後
の
上
り
返
し
の
平
均
心
拍
数
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
記

録
開
始
か
ら

1時
間
の
場
所
で
す
。

⑤
コ
ー
ス
ラ
ン
を
終
え
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
状
態
で
、
平
均
心
拍
数
が
徐
々
に
下
が
り
ま
す
。

⑥
そ
の
後

50
m
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
平
均
心
拍
数
が
上
昇
し
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
も
い
き
な
り
最
高
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
出
す

こ
と
は
で
き
ず
に
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
心
拍
数
も
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

⑦
2回
目
の

50
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
い
、
平
均
心
拍
数
が
再
び
上
昇
し
ま
す
。

⑧
同
様
に

3回
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
で
、
平
均
心
拍
数
が
上
昇
し
ま
す
。

⑨
そ
の
後
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
脈
波
と

RR
間
隔
、
平
均
心
拍
数
で
か
な
り
運
動
の
様
子
が
分
析
で
き
ま
す
。

56

こ
れ
ま
で
の
運
動
解
析

57

こ
れ
ま
で
の
運
動
解
析

20
21
年
度
ま
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
利
用
で
き
る
環
境
を
用
い
て
運
動
解
析
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
上
に
は
、
利

用
時
間
や
適
応
対
象
な
ど
、
諸
々
の
制
約
が
あ
る
も
の
の
無
償
で
利
用
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
そ
れ
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
下
で
そ
の
様
子
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
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2
0
2
1
年
度
の
ビ
デ
オ
解
析

58

20
21
年
度
の
ビ
デ
オ
解
析

上
の
図
は
、

20
21
年
度
の
解
析
環
境
を
示
し
て
い
ま
す
。
解
析
の
手
順
は
、
解
析
対
象
を
撮
影
し
た
動
画
フ
ァ
イ
ル
を

必
要
に
応
じ
て

m
p4
形
式
に
変
換
し
て
お
き
ま
す
。
次
に
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
（
上
の
図

で
は

AI
サ
ー
バ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
）
。
そ
の
後
、
解
析
処
理
を
行
う
と
解
析
結
果
フ
ァ
イ
ル
が
出
力
さ
れ
ま
す
。
こ
の

解
析
結
果
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ロ
ー
カ
ル

PC
で
い
ろ
い
ろ
な
骨
格
解
析
な
ど
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

58

全
身
骨
格
推
定

59

全
身
骨
格
推
定

上
の
図
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の

AI
を
利
用
し
て
、
運
動
し
て
い
る
人
の
全
身
骨
格
を
推
定
し
た
例
で
す
。
人
が
運
動
し
て
い

る
様
子
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
た
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
て

AI
で
推
定
し
た
全
身
の
関
節
位
置
と
そ
れ
を
結
ぶ
骨
格
を
、
元
に

な
る
映
像
の
上
に
描
画
出
力
し
た
ビ
デ
オ
映
像
の
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
左
上
の
写
真
を
見
る
と
一
度
に
複
数
の
人
の

骨
格
を
推
定
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

図
で
は
、
単
に
運
動
し
て
い
る
人
の
全
身
骨
格
を
推
定
結
果
と
し
て
描
画
し
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
こ
の
時
、
骨
格
の
も

と
と
な
る
全
身
の
関
節
座
標
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
関
節
座
標
か
ら
計
算
に
よ
り
、
関
節
の
開
き
具
合
を
計
算
す

れ
ば
さ
ら
に
詳
し
い
解
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
例
を
次
頁
に
示
し
ま
す
。

59

200



ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
の
解
析
例

60

動
画
と同
期
して
い
る

ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
の
解
析
例

上
の
図
は
、
首
、
腰
、
膝
、
く
る
ぶ
し
の
関
節
を
指
定
し
て
認
識
を
行
な
い
、
抽
出
さ
れ
た
関
節
の
座
標
を
用
い
て
、
く
る

ぶ
し
の
位
置
か
ら
少
し
前
に
重
心
が
あ
る
と
想
定
し
て
そ
の
位
置
に
縦
の
直
線
（
白
）
を
重
ね
た
画
像
を
基
に
関
節
を
直

線
で
結
び
、
そ
の
座
標
を
用
い
た
演
算
に
よ
っ
て
角
度
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
値
を
画
像
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
態
を
数
値
と
し
て
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
上
の
グ
ラ
フ
は
そ
の
角
度
と
【
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
】
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
、
グ
ラ
フ
上
の
点
が
動
画
と
同
期
し
て
動
く
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時
の
身
体
や
負
荷
の
様
子
が
さ
ら
に

把
握
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注

1）
こ
こ
で
用
い
た

AI
 の
モ
デ
ル
で
は
、
ウ
ェ
イ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
と
首
や
顔
の
部
分
が
隠
れ
て
、
解
析
に

必
要
な
関
節
を
認
識
で
き
な
い
の
で
、
シ
ャ
フ
ト
だ
け
を
保
持
し
て
行
っ
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
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の
流
れ

上
の
図
は
、
運
動
し
て
い
る
人
の
様
子
を
撮
影
し
て
、
そ
の
動
画
か
ら
連
続
的
な
姿
勢
（
骨
格
・
関
節
位
置
）
の
変
化
を

推
定
す
る
手
順
を
示
し
て
い
ま
す
。

AI
に
よ
る
姿
勢
推
定
に
は
処
理
を
担
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
負
荷
が
大
き
く
、
ク
ラ
ウ
ド

上
に
置
か
れ
て
い
る

AI
専
用
の
環
境
を
用
い
て
推
定
を
行
っ
て
い
た
た
め
に
、
撮
影
し
た
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
ク
ラ
ウ
ド
に

Up
lo

ad
し
た
後
、
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
て
、
結
果
の
フ
ァ
イ
ル
を

Do
w

nl
oa

d
し
て
再
生
す
る
こ
と
で
、
運
動
の
効

果
を
評
価
す
る
、
と
い
う
手
順
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
上
の

AI
解
析
環
境
は
、
そ
の
都
度
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
手
間
が

か
か
る
こ
と
や
、

Up
lo

ad
・

Do
w

nl
oa

d
と
い
う
作
業
が
伴
い
、
こ
れ
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
の
デ
ー
タ
量
が
増
え
、
速
度

の
問
題
が
伴
う
こ
と
と
な
ど
の
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
手
続
き
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
の
で
煩
雑
に
な
り
、
そ
の
前

後
で
は
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
変
換
処
理
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
（
【
ク
ラ
ウ
ド
解
析
の
問
題
点
】
参
照
）
。
ま
た
解

析
を
行
う
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ
る

Py
th

on
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
に
馴
染
の
少
な
い
方
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
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上
の
図
は
、
骨
格
推
定
を
目
的
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
上
の

Go
og

le
Co

la
bo

ra
to

ry
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
各
種
ラ
イ
ブ
ラ
リ
や
特
定

の
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境
も
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と
消
滅
し
て
し
ま
う
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

Go
og

le
Co

la
bo

ra
to

ry
は
、

AI
に
よ
る
骨
格
推
定
に
利
用
で
き
ま
す
が
、
汎
用
的
で
あ
り
骨
格
推
定
に
特
化
し
た
環
境
は
準
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
解
析
を
行
う
に
あ
た
り
前
も
っ
て
そ
れ
に
必
要
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
利
用
で
き
る

領
域
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
準
備
し
た
環
境
や
解
析
結
果
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
と
全
て
消
え
て
し
ま

う
た
め
、
後
ほ
ど
手
元
で
解
析
結
果
を
評
価
し
た
い
場
合
は
、

Do
w

nl
oa

d
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

処
理
対
象
フ
ァ
イ
ル
形
式
は

m
p4
で
あ
る
フ
ァ
イ
ル
な
の
に
、

PC
で
再
生
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル

は
別
に
動
画
処
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
フ
ァ
イ
ル
を
も
う
一
度

m
p4
に
変
換
出
力
す
る
こ
と
で
再
生
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
処
理
も
煩
雑
で
す
。

※
こ
れ
は
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
解
析
処
理
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
析
対
象
ビ
デ
オ
撮
影
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
場
合
、
手
持
ち
で
は
ど
う
し
て
も
カ
メ
ラ
の
視
線
が
動
い
て
し
ま
い
関
節
の
開
き
具
合
な
ど
を
数
値
に
す
る
と
誤
差
が
生
じ
て
し
ま
う

の
で
、
理
想
的
に
は
カ
メ
ラ
を
三
脚
な
ど
で
固
定
し
て
撮
影
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
場
合
、
縦

長
の
動
画
に
な
っ
て
い
て

PC
に
取
り
込
む
と

90
度
、
あ
る
い
は

18
0度
回
転
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
際
も
動
画
処

理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
事
前
に
処
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

以
上
、

20
21
年
度
に
は
上
で
説
明
し
た
よ
う
に

AI
を
用
い
た
骨
格
推
定
に
よ
る
運
動
解
析
は
ク
ラ
ウ
ド
上
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
し

た
。
ま
た

Ra
sp

be
rr

y
Pi
や

Je
ts

on
Na

no
の
よ
う
な
小
型
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ボ
ー
ド
で
も
（
そ
の
処
理
速
度
は
遅
い
も
の
の
）

骨
格
推
定
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

20
22
年
度
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
骨
格
推
定
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
運
動
解
析
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し

た
の
で
、
次
頁
以
後
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
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リ
ア
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ム
運
動
解
析

こ
の
研
究
に
用
い
た
の
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
骨
格
推
定
エ
ン
ジ
ン
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
モ
デ
ル
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
一
度
ビ
デ

オ
で
運
動
の
様
子
を
撮
影
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、
そ
し
て
高
度
な
処
理
能
力
を

持
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
運
動
解
析
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
で
は
、
開
発
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
く
つ
か
の
実
験
例
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
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最
も
シ
ンプ
ル
な
構
成

リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析

解
析
対
象
の
様
子
は
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
映
像
を
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
て
、
直
接
解
析
を

行
う
の
が
【
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
】
で
す
（
注

1）
。
こ
の
研
究
で
最
大
の
特
徴
は
人
の
運
動
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
析
で
き
る

点
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
解
析
負
荷
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
が
追
い
付
か
ず
、
ど
う
し
て
も
遅
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
の

で
、
ビ
デ
オ
フ
ァ
イ
ル
映
像
を

1フ
レ
ー
ム
ず
つ
入
力
し
て
、
解
析
を
行
い
人
体
の
骨
格
の
動
き
を
推
定
し
て
い
ま
し
た

（
20

21
年
度
ま
で
）
。
そ
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
解
析
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
確

実
に
解
析
が
で
き
る
反
面
、
解
析
に
は
長
い
時
間
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
処
理
能
力
の
高
い
ク
ラ
ウ
ド
上
の
シ

ス
テ
ム
に
、
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
解
析
を
行
っ
た
後
、
結
果
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
い
う

手
間
が
必
要
で
、
そ
こ
に
も
時
間
が
か
か
る
上
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
速
度
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

【
運
動
解
析
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
】
だ
け
を
考
え
れ
ば
こ
れ
で
実
用
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
の
様
子
を
撮
影
し
た

ビ
デ
オ
が
あ
れ
ば
後
か
ら
で
も
解
析
が
で
き
る
こ
と
自
体
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
解
析
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
高
い
処
理
能
力
と
そ
れ
を
引
き
出
す
モ
デ
ル
の
作
成
、
そ
の
モ
デ
ル
を
用
い
た
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
よ
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
も
解
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

上
の
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
解
析
対
象
、
カ
メ
ラ
、
解
析
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
構
成
は
最
も
シ
ン
プ
ル
で
、
し
か
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
解
析
が
で
き
る
と
い
う
理
想
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Vi
sio

nP
os

e
と
い
う
リ
ア
ル
タ
イ
ム
姿
勢
推
定
エ
ン

ジ
ン
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
度
は
、
図
で
示
し
て
い
る
通
り
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
発
し
た
運
動
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
験
例
に
つ
い
て
は
、
次
頁
以
下
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

（
注

1）
こ
の
研
究
で
は
、
開
発
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
基
本
的
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
を
行
う
の
で
、
直
接
カ
メ
ラ
か
ら
の

映
像
を
解
析
す
る
も
の
を
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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上
の
図
は
正
面
か
ら
ダ
ン
ス
運
動
を
し
て
い
る
人
の
ビ
デ
オ
映
像
を
解
析
し
た
例
で
す
。
ビ
デ
オ
映
像
に
は
全
身
が
完

全
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
身
骨
格
が
解
析
で
き
て
い
ま
す
。

※
こ
の
解
析
対
象
の
映
像
は
背
景
が
一
様
な
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
背
景
に
い
ろ
い
ろ
な
掲
示
物
や
柱
な

ど
に
よ
る
影
な
ど
が
映
り
込
む
と
、
関
節
の
推
定
位
置
に
誤
り
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

全
身
運
動
時
の
骨
格
を
推
定
す
る
場
合
は
、
数
値
化
す
る
項
目
を
決
め
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
モ
ー
ド
を
選
択
し
た
場

合
に
は
グ
ラ
フ
描
画
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
前
屈
運
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
対
象
者
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
着

用
し
て
い
る
服
装
の
色
や
、
照
明
に
よ
る
影
な
ど
が
影
響
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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上
の
図
は
右
肘
の
開
き
角
度
を
計
算
し
て
い
る
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
関
節
は
通
常

18
0度
ま
で
開
く
の
で
、
描
画
し
て

い
る
グ
ラ
フ
は
縦
軸
を
最
大

20
0度
に
設
定
し
ま
し
た
。

関
節
開
度
は
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
解
析
が
で
き
ま
す
。
解
析
対
象
の
関
節
を
容
易
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
は
【
解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド
ウ
】
を
設
け
て
い
ま
す
。
上
の
図
で
は
、
解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
、
右
肘
を
選
択

し
て
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
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上
の
図
は
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
【

Co
nf

ig
】
ボ
タ
ン
を
押
下
し
た
際
に
表
示
さ
れ
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
解
析
対
象
を
選
択

し
た
り
、
グ
ラ
フ
の
有
無
、
そ
し
て
ビ
デ
オ
解
析
の
結
果
動
画
を
保
存
す
る
場
所
の
指
定
が
で
き
ま
す
。

【
Po

rt
：
】
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
は
、
接
続
で
き
る
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
（

CO
M
ポ
ー
ト
）
が
選
択
で
き
ま
す
（
注
１
）
。

CO
M
ポ
ー
ト
を
選
択
し
て
【

Co
nn

ec
t】
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
解
析
終
了
時
は
【

Di
sc

on
ne

ct
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

CO
M
ポ
ー
ト
を
開
放
し
ま
す
。

右
側
の
人
体
と
そ
の
周
囲
に
あ
る
黄
色
の
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
で
解
析
対
象
を
選
択
し
ま
す
。

〇
AL

Lー
Jo

in
t

全
身
の
骨
格
を
推
定
し
ま
す
。
こ
の
時
、
【

Ch
ar

t:】
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
て
も
、
グ
ラ
フ
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇
M

om
en

tu
m

In
de

x
運
動
量
指
数
を
解
析
す
る
モ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
を
選
ぶ
と
解
析
結
果
画
面
の
下
側
に

20
0ピ
ク
セ
ル
ご
と
に

目
盛
り
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
モ
ー
ド
で
は
人
体
の
図
の
【

Sp
in

M
id
】
と
【

Sp
in

Ba
se
】
の
中
間
点
が
計
算
さ
れ

て
、
結
果
画
面
に
黄
色
い
点
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
人
体
の
重
心
と
考
え
て
、
運
動
中
の
映
像
フ
レ
ー
ム
ご

と
の
重
心
位
置
の
移
動
量
を
ピ
ク
セ
ル
単
位
で
グ
ラ
フ
に
表
示
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
視
野
で
画
面
の
下
側
に
あ
る

目
盛
り
間
距
離
を
一
定
に
と
れ
ば
、
同
じ
尺
度
で
運
動
量
指
数
の
比
較
評
価
が
で
き
ま
す
。

〇
Sq

ua
tt

ow
ar

d
th

e 
Le

ft、
Ri

gh
t

左
向
き
、
右
向
き
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
解
析
を
行
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
は
、

Kn
ee

 と
Hi

p 
の
角
度
、
そ
し
て

Ha
nd
の

水
平
位
置
を
重
心
と
し
た
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

〇
Go

lf
Sw

in
g

ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
中
の
骨
格
の
動
き
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
目
、
鼻
、
胸
な
ど
の
関
節
と
そ
れ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
骨
格
は
、
解
析
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

〇
関
節
開
度

人
体
図
中
の
黄
色
い
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
で
選
択
し
た
関
節
の
開
度
を
解
析
し
ま
す
。
全
身
で

12
か
所
の
関
節
に

つ
い
て
、
解
析
が
で
き
ま
す
。

（
注

1）
CO

M
ポ
ー
ト
は
、
解
析
中
の
関
節
開
度
を
シ
リ
ア
ル
通
信
で
出
力
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
部
連
携
の
項
で
説
明
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御

や
Un

ity
と
の
連
携
に
用
い
ま
す
。
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ス
ク
ワ
ッ
ト

68

赤
い
●
印

赤
い
●
印

ス
ク
ワ
ッ
ト
解
析

上
の
図
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
の
解
析
例
で
す
。
図
右
下
の
挿
入
図
は
、
前
年
度
の
ビ
デ
オ
映
像
を
こ
の
研
究
で
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム
で
改
め
て
解
析
し
た
結
果
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
上
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
解
析
結
果
と
比
較
し
て
、
同
様
の
解
析
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
推
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
関
係
で
ウ
ェ
イ
ト
が
あ
る
と
手
の
ひ
ら
や
首
な
ど
の
身
体
の
一
部
が
隠

れ
て
し
ま
い
、
正
し
い
骨
格
推
定
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
は
シ
ャ
フ
ト
の
み
（
ウ
ェ
イ
ト
無
し
）
で
運
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
研
究
に
用
い
た
モ
デ
ル
で
は
、
あ
る
程
度
身
体
が
隠
れ
て
も
関
節
の
位
置
を
推
定
で
き

る
の
で
、
ウ
ェ
イ
ト
を
取
り
付
け
た
状
態
で
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
解
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
イ
ト
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
手
の
ひ
ら
に
【
赤
い
丸
印
】
が
見
え
て
い
る
の
は
、
手
の
ひ
ら
の
位
置
（
つ
ま
り
、
シ
ャ
フ
ト
の
位
置
）
を

AI
が

推
定
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
位
置
が
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
を
計
算
す
る
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
は

2つ
有
り
、
上
の
グ
ラ
フ
は
腰
（
解
析
モ
デ
ル
上
は

Hi
p
）
と
膝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
度
（
度
）
を
表
示
し
、
下
の
グ

ラ
フ
は
手
の
ひ
ら
を
重
心
位
置
と
し
た

Hi
p
と
膝
の
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
を
表
示
し
て
い
ま
す
（
注

1）
。

（
注

1）
こ
こ
で
表
示
し
て
い
る
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
は
、
関
節
と
重
心
位
置
と
の
実
際
の
長
さ
で
計
算
し
た
も
の
で
は
な
く
、

解
析
シ
ス
テ
ム
が
検
出
し
た
、
画
面
上
の
水
平
座
標
軸
で
の
手
の
ひ
ら
と
、
膝
、

Hi
p
そ
れ
ぞ
れ
の
座
標
距
離
を
基
に
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
相
互
に
、
あ
る
い
は
、
同
じ
方
の
運
動
を
継
続
的
に
評
価
す
る
場
合
は
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
画
面
上
に

一
定
の
長
さ
の
直
線
を
描
画
す
る
な
ど
、
解
析
す
る
場
合
の
画
角
が
一
定
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
施
す
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
モ
ー
メ
ン
ト
ア
ー
ム
は
実
際
の
値
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
指
標
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

68

実
際
の
解
析
例

【
運
動
量
指
数
解
析
】

69

黄
色
の
メモ
リ

運
動
量
指
数
解
析

上
の
図
は
、
運
動
量
指
数
解
析
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
ダ
ン
ス
運
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
ビ
デ
オ
を
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
再
度
解
析
し
た
も
の
で
す
。
解
析
対
象
者
の
腹
部
に
丸
印
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
丸
印
は

AI
が
検
出
し
た

Sp
in

Ba
se
と

Sp
in

M
id
の
中
間
点
を
計
算
し
て
そ
の
位
置
を
示
し
た
も
の
で
す
。
身
体
を
動
か
す
と
運
動
量
が
発
生
し

ま
す
。
一
般
に
運
動
量
は

kg
・

m
/s
の
単
位
で
表
す
こ
と
か
ら
、
人
が
動
い
た
時
の
運
動
量
は
、
お
お
む
ね
【
体
重
×
運

動
の
速
さ
】
（
注
１
）
で
把
握
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
人
の
動
き
の
運
動
量
は
【
グ
ラ
フ
の
波
の
高
さ
が
ど
こ
ま
で
高
く

な
っ
た
か
】
と
い
う
瞬
間
的
な
運
動
量
と
、
【
グ
ラ
フ
の
波
が
作
る
面
積
】
が
表
す
【
運
動
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
合
計
の
運

動
量
】
で
把
握
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
運
動
し
て
い
る
最
中
の
瞬
間
的
な
運
動
量
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
実
際
の
値
は
、
上
で
説
明
し
た
解
析
対
象
者
腹
部
の
丸
印
が
、
前
の
動
画
フ
レ
ー
ム
と
比

べ
て
画
像
上
の
座
標
で
ど
れ
だ
け
の
距
離
（
座
標
上
の
直
線
距
離
）
を
動
い
た
か
（
注
２
）
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
運

動
量
は
単
位
時
間
（
秒
）
あ
た
り
の
値
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
解
析
で
は
【
フ
レ
ー
ム
間
隔
時
間
あ
た
り
】
に
な
っ

て
い
ま
す
（
注
３
）
。
運
動
の
大
き
さ
の
比
較
基
準
の
た
め
に
画
面
の
下
の
部
分
に

20
0ピ
ク
セ
ル
ご
と
に
目
盛
り
を
描
画

し
て
い
ま
す
。
画
像
フ
レ
ー
ム
の
上
部
と
左
右
部
分
に
も
目
盛
り
を
描
画
し
た
ほ
う
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
善
す
べ

き
部
分
は
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
注
１
）
正
確
に
は
、
質
量
×
速
度
。

（
注
２
）

Sq
rt

(x
^2

+
y^

2)
。

（
注
３
）
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
ビ
デ
オ
入
力
を

30
FP

S
（
毎
秒

30
フ
レ
ー
ム
）
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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【
腹
筋
運
動
解
析
】

70

腹
筋
運
動
解
析

上
の
図
は
、
腹
筋
運
動
解
析
の
一
部
を
示
し
て
い
ま
す
。
映
像
を
真
横
か
ら
撮
影
し
て
い
る
の
で
、
解
析
設
定
ウ
イ
ン
ド

ウ
（
図
右
）
で
設
定
し
た
関
節
位
置
の
開
度
を
捕
え
て
精
度
よ
く
グ
ラ
フ
描
画
し
て
い
ま
す
が
、
中
央
下
の
挿
入
図
で
示
す

よ
う
に
、
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
変
わ
る
と
被
験
者
の
衣
服
と
マ
ッ
ト
の
色
が
同
じ
な
の
で
、

AI
が
誤
認
識
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

AI
に
よ
る
運
動
解
析
を
精
度
よ
く
行
う
た
め
に
は
、
照
明
や
服
装
、
周
囲
の
環
境
な
ど
を
十
分
に
検
討
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

AI
骨
格
推
定
の
制
度
を
上
げ
る
に
は
、
背
景
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は
っ
き
り
す
る
環
境
が
望

ま
し
い
よ
う
で
す
。

70

実
際
の
解
析
例

【
腕
立
て
伏
せ
運
動
解
析
】

71

腕
立
て
伏
せ
解
析

上
の
図
は
、
腕
立
て
伏
せ
運
動
を
解
析
し
た
結
果
の
一
部
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
央
下
の
挿
入
図
で
示
す
よ
う
に
、
前

方
か
ら
の
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
の
変
化
に
対
し
て
は
、
左
肘
が
う
ま
く
検
出
さ
れ
て
、
関
節
開
度
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
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シ
ス
テ
ム
構
成

72

シ
ス
テ
ム
構
成

開
発
し
た
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
解
析
処
理
を
行
う

PC
を
中
心
に
、
カ
メ
ラ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
、
他
の

PC
及
び

AV
信
号
を
取
り
扱
う
機
器
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
広
範
囲
な
拡
張
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ

な
ケ
ー
ス
を
網
羅
し
た
構
成
図
を
基
に
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
説
明
し
ま
す
。

72

運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図

73

運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図

上
の
図
は
、
今
年
度
開
発
し
た
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
構
成
図
を
示
し
て
い
ま
す
。
最
小
の
シ
ス
テ
ム
構
成
か
ら
、
遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
や

外
部
で
の
記
録
機
能
も
含
め
た
拡
張
性
の
あ
る
構
成
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
構
成
図
に
従
う
全
て
の
ケ
ー
ス
で
、
実
際
に
解
析
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
構
成
図
に
は
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

１
．
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お
い
た
運
動
の
動
画
を
読
み
込
み
（
解
析
シ
ス
テ
ム

PC
左
下
の

m
p4
フ
ァ
イ
ル
）
解
析
を
行
う
ケ
ー
ス
。
こ
の
ケ
ー

ス
は

20
21
年
度
の
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
解
析
と
同
様
で
す
。
（
注
１
）

２
．
カ
メ
ラ
を

US
B
あ
る
い
は

HD
M

I/U
SB
経
由
で
解
析
用

PC
に
接
続
し
て
、
解
析
対
象
を
撮
影
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
解
析
を
行
う

ケ
ー
ス
。

３
．

IP
カ
メ
ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
、

IP
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
で
そ
の
画
像
を
受
信
し
、
そ
の
表
示
を
そ
の
ま
ま

HD
M

I/U
SB
経
由
で
解
析
用

PC
に
入
力
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
越
し
の
運
動
解
析
を
実
現
す
る
ケ
ー
ス
。

４
．
最
近
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
、
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
複
数
の
解
析
対
象
者
を
リ
モ
ー
ト
で
個
別
に
遠
隔
解
析
す
る
ケ
ー
ス
。
こ
の
場

合
、
実
際
の
リ
モ
ー
ト
会
議
と
同
様
に
解
析
参
加
者
が
複
数
人
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
カ
メ
ラ
画
像
を
解
析
対
象
と
す
る
こ
と
で
そ
の
結
果
を
全
員

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
教
育
的
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

５
．
様
々
な
場
所
で
の
記
録

□
解
析
シ
ス
テ
ム
内

□
解
析
シ
ス
テ
ム
外

□
遠
隔
地

６
．
解
析
結
果
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

□
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
よ
る
配
信

□
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
る
配
信

７
．
解
析
結
果
の

LA
N内
配
信

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
、
こ
の
後
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

（
注
１
）
解
析
対
象
動
画
の
【
撮
影
】
は
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
用
の

PC
で
録
画
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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解
析
パ
タ
ー
ン

74

解
析
パ
タ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
構
成
図
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
運
動
解
析
を
行
う
パ
タ
ー
ン
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
下
で
は
、
実
際
に
行
っ
た
運
動
解
析
の
パ
タ
ー
ン
を
説
明
し
て
、
そ
の
問
題
点
の
対
処
方
法
な
ど
も
考
え
て
み
ま
し
た
。 74

ビ
デ
オ
解
析

75
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

ビ
デ
オ
解
析

解
析
対
象
の
動
き
を
カ
メ
ラ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
も
含
む
）
で
撮
影
し
た
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
て
、
こ
れ
を
解
析
シ

ス
テ
ム
に
入
力
し
て
解
析
す
る
方
法
を
ビ
デ
オ
解
析
と
呼
ん
で
い
ま
す
（
注
１
）
。
動
画
フ
ァ
イ
ル
の
解
析
は
、
静
止
画
の

解
析
と
同
じ
方
法
で
【

1フ
レ
ー
ム
ず
つ
】
行
え
ば
、
動
画
全
体
を
解
析
で
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
用
い
て
い
る

Vi
sio

n
Po

se
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
（
ビ
デ
オ
解
析
に
対
し
て
、
こ
の
解
析
方
法
を
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
静
止
画
解
析
の
手
続
き
を
動
画
フ
ァ
イ
ル
の
全
て
の
フ
レ
ー
ム
に
対
し
て
行
え

ば
、
ビ
デ
オ
解
析
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。

こ
の
方
法
で
は
、
入
力
の
フ
レ
ー
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て

1フ
レ
ー
ム
ず
つ
読
み
込
ま
れ
ま
す
か
ら
、

1フ
レ
ー
ム
の

解
析
が
終
わ
る
ま
で
、
次
の
フ
レ
ー
ム
が
入
力
さ
れ
る
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
解
析
結
果
の
フ
レ
ー
ム
を
描
画

し
た
後
、
そ
れ
を

m
p4
な
ど
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
に
出
力
し
て
も
、
解
析
自
体
に
時
間
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
く
、
解

析
と
同
時
に
解
析
結
果
の
動
画
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

但
し
、
画
像
処
理
中
は
い
ろ
い
ろ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
負
荷
を
か
け
る
の
で
、
実
際
に
ビ
デ
オ
解
析
を
行
っ
て
み
る
と
、

【
解
析
中
は
】
ス
ロ
ー
な
解
析
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
解
析
結
果
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
再
生
す
る
と
全
く
問
題
の
な

い
結
果
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
、
解
析
中
の
ス
ロ
ー
な
映
像
の
原
因
は
、
解
析
対
象
動
画
を

1フ
レ
ー
ム
読
み

込
ん
で
、
解
析
を
行
い
そ
の
結
果
を
基
に
骨
格
と
グ
ラ
フ
を
描
画
し
、
結
果
の
フ
レ
ー
ム
を
別
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
す

る
と
い
う
、
一
連
の
処
理
に
大
変
時
間
が
か
か
り
、
フ
レ
ー
ム
間
隔
時
間
以
上
に
処
理
時
間
が
長
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

（
注
１
）
ク
ラ
ウ
ド
に
動
画
フ
ァ
イ
ル
を

Up
lo

ad
し
て
解
析
す
る
方
法
と
同
じ
。
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イ
レ
ク
ト
解
析

76
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

ダ
イ
レ
ク
ト
解
析

上
の
図
は
、
解
析
対
象
の
運
動
の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
な
が
ら
、
そ
の
映
像
を

US
B
あ
る
い
は

HD
M

I/U
SB
経
由

で
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
て
、
直
接
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
運
動
解
析
を
行
う
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
こ
の
研

究
で
用
い
て
い
る

Vi
sio

n
Po

se
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
姿
勢
推
定
エ
ン
ジ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
解
析
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
入
力
と
す
る
こ
と
と
の
区
別
を
つ
け
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
カ
メ
ラ
か
ら
の
直
接

入
力
と
い
う
意
味
合
い
で
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
解
析
の
内
容
に
応
じ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
解
析
で

も
行
え
ま
す
の
で
応
用
範
囲
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
映
像
を
そ
の
場
で
解
析
で
き
る
た
め
、
指
導
の
場
で
利

用
す
れ
ば
教
育
的
な
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
過

度
な
運
動
や
不
適
切
な
負
荷
の
掛
け
方
を
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
指
導
者
が
直
接
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
安
全
面
に

も
配
慮
し
た
指
導
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

76

ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
の
問
題
点

77

◇
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
中
に
グ
ラ
フ
を
描
画
し
て
い
る
と
、
結
果
の
映
像
表

示
が
カ
ク
カ
ク
し
て
、
表
示
が
追
い
付
か
な
い
こ
と
も
あ
る
!!

※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
の
問
題
点

ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
中
に
グ
ラ
フ
描
画
を
選
択
し
て
い
る
と
、
結
果
画
像
の
表
示
が
カ
ク
カ
ク
し
て
、
ひ
ど
い
場
合
は
描
画
が

追
い
付
か
ず
に
動
き
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
現
象
が
出
て
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
実
験
し
て
み
る
と
開
発
環
境
の
グ
ラ
フ
描
画

に
原
因
が
在
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
実
験
に
よ
っ
て
、
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
を
行
う
際
に
解
析
結
果
の
記
録
と
グ
ラ
フ
描

画
を
停
止
し
て
い
る
と
問
題
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
姿
勢
を
推
定
し
た
ビ
デ
オ
が
見
え

る
だ
け
で
、
関
節
開
度
や
重
心
の
移
動
量
な
ど
の
計
算
結
果
を
分
か
り
や
す
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
結
果

も
残
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
次
頁
で
説
明
す
る
よ
う
に
対
応
策
を
考
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
実
験
を
進
め
る
と
、
【
ビ
デ
オ
解
析
】
で
は
解
析
中
の
モ
ニ
タ
に
表
示
さ
れ
る
解
析
結
果
は
、
【
ス
ロ
ー
な
動
画
表

示
】
に
な
り
ま
す
が
解
析
結
果
の
動
画
に
は
問
題
が
な
く
、
【
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
】
で
は
、
グ
ラ
フ
表
示
し
て
い
て
も
【
記
録
を

残
さ
な
け
れ
ば
】
良
好
な
解
析
結
果
動
画
が
表
示
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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カ
ク
ツ
キ
問
題
の
原
因
と
対
応

⇒
別
系
統
で
の
記
録

78
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

カ
ク
ツ
キ
問
題
の
原
因
と
対
応

カ
ク
ツ
キ
の
問
題
は
使
用
し
て
い
る
グ
ラ
フ
描
画
の
た
め
の
【

ch
ar

tコ
ン
ト
ロ
ー
ル
】
に
よ
る
グ
ラ
フ
表
示
に
大
変
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
原
因
で
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
グ
ラ
フ
表
示
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
【
グ
ラ
フ
を
後
方
に
ス
ク

ロ
ー
ル
す
る
機
能
】
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
も
、
原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
カ
メ
ラ
映
像

の
1フ
レ
ー
ム
の
解
析
が
終
了
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
々
と
動
画
フ
レ
ー
ム
が
入
力
さ
れ
て
く
る
こ
と
も
原
因

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
骨
格
を
推
定
す
る
に
は
十
分
な
能
力
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
が
、
グ
ラ

フ
描
画
と
解
析
結
果
動
画
の
記
録
を
同
時
に
行
う
に
は
、
ま
だ
能
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
と
判
断
し
ま
し
た
。

使
用
し
て
い
る

Vi
sio

n
Po

se
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
は
、
カ
メ
ラ
の
一
時
停
止
機
能
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
使
う
と
カ
メ
ラ
を

停
止
し
て
い
る
間
に
動
い
た
運
動
の
解
析
が
で
き
ま
せ
ん
。
解
析
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
に
叶
う
よ
う
、

PC
の
処
理
能
力
が

十
分
に
高
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
に
限
界
が
あ
る

の
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
グ
フ
ラ
フ
描
画
を
あ
き
ら
め
る
と
、
解
析
結
果
を
分
か
り
や
す
く
す
る
方
法
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
の
処
理
結
果
は
グ
ラ
フ
も
含
め
て
描
画
を
行
い
、
【
解
析
結
果
の
動
画
保
存
は
別
系
統
で
記

録
】
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
対
応
に
よ
り
カ
ク
ツ
キ
問
題
が
解
消
さ
れ
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
で
も
記
録
が
残
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
解
析
結
果
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
は
、
【
解
析
映
像
の
記
録
】
の
項
で
説
明
し
ま
す
。

78

遠
隔
解
析

79

遠
隔
解
析

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
こ
と
で
、
広
範
囲
に
広
が
る
解
析
シ
ス
テ
ム
を
容
易
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以

下
で
は
そ
の
実
施
機
器
構
成
と
実
施
例
を
説
明
し
ま
す
。
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IP
カ
メ
ラ
に
よ
る
解
析

80

※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

IP
カ
メ
ラ
に
よ
る
解
析

上
の
図
は

IP
カ
メ
ラ
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
て
解
析
す
る
様
子
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
目
前
に
解
析
対
象
者
が
い
な
い
場
合
で
も
、
遠
く
に
い
る
人
の
運
動
を
解
析
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
般
に
、

IP
カ
メ
ラ
は
撮
影
し
て
い
る
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
た
り
カ
メ
ラ
を
制
御
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
付
属
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
行
う

た
め
に
は
、
カ
メ
ラ
の
映
像
を
確
認
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

PC
と
、
そ
の

PC
で
表
示

し
て
い
る
運
動
映
像
を
最
終
的
に

US
B

I/F
で
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
た
め
の
変
換
装
置
が
必
要
で
す
。

上
の
図
で
は
、
カ
メ
ラ
と
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
は

W
iF

i接
続
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
に
よ
る

LA
N
接
続
で
も
良
い

わ
け
で
、

W
iF

iよ
り
通
信
速
度
が
速
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
の

HD
M

I出
力
を

US
B

I/F
に
変
換
す
る
変
換

装
置
は
多
く
の
種
類
、
仕
様
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
解
析
シ
ス
テ
ム

PC
の
入
力
仕
様
（
注

1）
に
合
う
も
の
を

選
択
す
る
か
、

PC
で
認
識
で
き
る

US
B
映
像
入
力
に
合
う
設
定
を

PC
側
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注

1）
こ
の
研
究
で
開
発
し
た
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
フ
レ
ー
ム
サ
イ
ズ
：

12
80
×

72
0、
フ
レ
ー
ム
レ
イ
ト
：

30
に
な
っ
て
い
ま

す
。

80

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
遠
隔
運
動
解
析

81

※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
遠
隔
運
動
解
析

上
の
図
は
遠
隔
運
動
解
析
を
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
行
う
場
合
の
構
成
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
会
議
参
加
端
末
は

X,
A,

B
の

3台
で
す
。
端
末
（

X）
は
、
解
析
対
象
者
の
端
末
で
、
解
析
し
た
い
運
動
の
様
子
を
送
信
す
る
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
端
末
（

A）
は
、
解
析
対
象
者
の
運
動
の
様
子
を
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
た
め
の
端
末
と
な
り
ま
す
。
端
末
（

B）
は
、
解
析
結
果
映
像
を
配
信
す
る
た
め
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
簡
単
に
言
え
ば
、
（

X）
は
運
動
の
様
子

を
探
る
セ
ン
サ
ー
、
（

A）
は
入
力

I/F
、
（

B）
は
出
力

I/F
、
と
い
う
よ
う
な
分
担
で
す
。

端
末
（

A）
の
画
面
表
示
に
は
リ
モ
ー
ト
端
末
（

X）
の
カ
メ
ラ
映
像
を
表
示
し
ま
す
。
端
末
（

A）
の
画
面
表
示
を
解
析
シ
ス

テ
ム
に
入
力
し
ま
す
。
解
析
結
果
画
面
を

HD
M

I/U
SB
変
換
ア
ダ
プ
タ
経
由
で
端
末
（

B）
に
入
力
し
て
や
る
と
、
端
末
（
Ｘ
）

の
会
議
シ
ス
テ
ム
の
画
面
に
は
Ａ
，
Ｂ
，
Ｘ
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
端
末
（
Ｂ
）
の
画
面
を
大
き
く

表
示
す
る
と
、
解
析
結
果
が
解
析
対
象
者
の
端
末
（
Ｘ
）
に
大
き
く
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
構
成
を
実
際
に

Zo
om
と

Sk
yp

e
で
試
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
解
析
シ
ス
テ
ム
側
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
双
方
向

の
通
信
量
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
身
体
の
運
動
解
析
は
可
能
で
す
（
注

1）
。
複
数
の
参
加
者
が
い
て
も
解
析
結
果
画
面
を

大
き
く
表
示
す
る
こ
と
で
そ
の
解
析
結
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
解
析
者
が
解
説
を
行
え
ば
音
声
も
全

員
に
届
く
の
で
、
遠
隔
に
複
数
の
参
加
者
が
い
る
よ
う
な
場
合
で
も
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す
。

こ
の
実
験
は

3台
の
端
末
を
同
じ
場
所
で
会
議
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
解
析
対
象
者
の
運
動

映
像
が
解
析
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
が
共
有
画
面
に
現
れ
る
ま
で
に
は
、
時
間
的
な
遅
れ
が
出
て
い
ま
し
た
。
解
析
対
象

者
や
他
の
参
加
者
の
端
末
が
も
っ
と
遠
距
離
に
あ
る
場
合
や
、
経
由
す
る
機
器
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
さ
ら
に
時

間
遅
れ
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば

5G
通
信
回
線
な
ど
を
利
用
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
遅
れ
は
改
善

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
注

1）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
伝
搬
時
間
と
、
各

PC
画
面
を

HD
M

I/U
SB
変
換
す
る
た
め
の
時
間
遅
れ
が
発
生
す
る
の

で
、
素
早
い
動
き
は
、
解
析
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
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遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
の
例
（
S
k
y
p
e
）

82

遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
の
例
（

Sk
yp

e）

上
の
図
は

Sk
yp

e
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し

て
い
る
人
の
運
動
を
、
遠
隔
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
析
し
て
、
そ
の
結
果
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
に
配
信
し
て
い
る
例
で

す
。
図
に
は

1台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
左
端
）
と

4台
の

PC
が
写
っ
て
い
ま
す
が
、
左
側

3台
の

PC
が
こ
の
解
析
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
（
右
端
の

PC
は
こ
の
遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
る

PC
で
、
運
動
解
析
に
は
直
接

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

X）
は
、
解
析
対
象
者
の
運
動
の
様
子
を
撮
影
し
て
、
運
動
解
析
へ
の
映
像
入
力
を
担
う
端
末
で
す
。

PC
（

A）
は
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
主
催
し
て
い
る
端
末
で
す
。

PC
（

B）
は
、
解
析
結
果
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
に
配
信
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
中
央
の

PC
は
運
動
解
析
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
構
成
で
は
心
臓
部

と
な
る

PC
で
す
。

82

S
k
y
p
e
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
の
結
果

83

Sk
yp

e
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
の
結
果

上
の
図
は

Sk
yp

e
を
用
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
参
加
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
を
行
っ
た
際
の
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

画
面
を
示
し
て
い
ま
す
。
画
面
の
左
側
に
解
析
結
果
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
、
画
面
共

有
機
能
は
使
わ
ず
、
解
析
結
果
映
像
を
解
析
結
果
配
信
用
端
末
の
カ
メ
ラ
映
像
と
し
て
配
信
し
ま
し
た
。
解
析
対
象
者
の

画
面
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
れ
ば
解
析
結
果
が
大
き
く
写
り
ま
す
が
、
実
際
に
運
動
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
を
注
目
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
他
の
方
法
で
解

析
映
像
を
録
画
し
て
、
後
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
し
ょ
う
。

83
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遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
の
例
（
Z
o
o
m
）

84

遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
の
例
（

Zo
om
）

上
の
図
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

Zo
om
を
用
い
て
遠
隔
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運
動
解
析
を
行
っ
て
い
る
様

子
で
す
。
機
器
構
成
は

Sk
yp

e
と
同
じ
で
す
。

Zo
om
で
は
、
解
析
結
果
の
映
像
の
解
像
度
が
低
く
、
鮮
明
な
映
像
配
信
が
で
き
な
い
こ
と
と
、
映
像
の
縦
横
の
比
が

運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
出
力
映
像
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
点
が
、

Sk
yp

e
と
の
違
い
で
し
た
。
し
か
し
参
加
者
の
カ
メ
ラ
画

像
を
ピ
ン
機
能
で
拡
大
す
れ
ば
、
解
析
結
果
を
大
き
く
し
て
配
信
で
き
る
の
で
そ
の
点
で
は
、

Sk
yp

e
よ
り
使
い
や
す
く
感

じ
ま
し
た
。

84

Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
の
結
果

85

Zo
om
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
の
結
果

上
の
図
は
、

Zo
om
を
用
い
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
参
加
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
解
析
を
行
っ
た
際
の
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

画
面
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
画
面
共
有
を
用
い
ず
に
解
析
結
果
映
像
を
配
信
し
ま
し
た
。
画
面
共
有
機
能
を
用
い

な
く
て
も
、
ピ
ン
機
能
で
画
面
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

85
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解
析
映
像
の
配
信

86

解
析
映
像
の
配
信

先
ほ
ど
の
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
遠
隔
運
動
解
析
で
は
、
シ
ス
テ
ム
自
体
に
配
信
機
能
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
会

議
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
な
く
て
も
、
解
析
結
果
の
映
像
を
遠
隔
地
に
広
く
配
信
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の

配
信
手
段
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

86

解
析
映
像
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

１
【
専
用
ソ
フ
ト
に
よ
る
配
信
】

87
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

解
析
映
像
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
１
【
専
用
ソ
フ
ト
に
よ
る
配
信
】

上
の
図
は
、
解
析
結
果
映
像
を
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
す
る
場
合
の

1例
を
示
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
用

PC
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
（
注

1）
。
そ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
に
特
化
し
た
機
能
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
な
手
順
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図
の
右
下
（
挿
入
図
）
は
、

Yo
uT

ub
e
で
テ
ス
ト
配
信
し

た
も
の
を

PC
の
ブ
ラ
ウ
ザ
で
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ご
と
に
、
そ
の
設
定
方
法
が
異
な
る
の
で
こ
こ
で
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
般
に
ス
ト
リ
ー
ム

キ
ー
を
発
行
し
て
、
そ
れ
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
設
定
す
る
こ
と
で
対
象
の
シ
ス
テ
ム
に
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
信
を

見
る
場
合
は
、
視
聴
用
の

UR
Lが
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
視
聴
者
に
通
知
し
ま
す
。
こ
の
配
信
は
携
帯
電
話
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注

1）
OB

S
な
ど
。
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解
析
映
像
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

２
【
装
置
に
よ
る
配
信
】

88
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

解
析
映
像
の
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
２
【
装
置
に
よ
る
配
信
】

音
声
や
映
像
信
号
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ボ
タ
ン
で
切
り
替
え
る
装
置
が

AV
Sw

itc
he

rで
す
。
こ
の
よ
う
な
装
置
に
は
、

ゲ
ー
ム
配
信
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る

St
re

am
配
信
専
用
の
機
能
を
持
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
配
信
専
用
サ
イ

ト
で
発
行
さ
れ
る
ス
ト
リ
ー
ム
キ
ー
を
設
定
し
て
、
映
像
ソ
ー
ス
信
号
を
選
ん
で
、
配
信
開
始
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
配
信
が

始
ま
り
ま
す
。
配
信
を
視
聴
す
る
方
に
は
メ
ー
ル
な
ど
で
、
配
信
用
の

UR
Lを
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

装
置
を
用
い
る
と
、
配
信
中
に
別
系
統
か
ら
音
声
を
入
力
し
た
り
、
途
中
で
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
た
ビ
デ
オ
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
を
流
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
一
般
的
な
テ
レ
ビ
放
送
の
縮
小
版
と
考
え
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
上

の
図
中
央
の
挿
入
図
は
、
こ
の
装
置
を
用
い
て

Yo
uT

ub
e
に
テ
ス
ト
配
信
し
て
い
る
様
子
で
す
。

88

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
配
信

89

IP
AD

D
RE

SS

※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
配
信

解
析
結
果
映
像
は
、
上
の
図
の
よ
う
に
、

AV
Sw

itc
he

rを
経
由
し
て
、

LA
N
ケ
ー
ブ
ル
経
由
で
【
指
定
の
場
所
だ
け
】
に

配
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

AV
Sw

itc
he

rで
配
信
先
の
装
置
（

St
re

am
in

g
Br

id
ge
）
を
指
定
し
て
配

信
し
て
い
ま
す
。
配
信
先
の

St
re

am
in

g
Br

id
ge
に
は
、

IP
Ad

dr
es

sが
設
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

IP
Ad

dr
es

sに
向
け

て
AV

Sw
itc

he
rが
配
信
を
行
い
ま
す
。
上
の
図
で
は

1系
統
の
配
信
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
複
数
系
統
の
配
信
を
行
う
こ

と
の
で
き
る

AV
Sw

itc
he

rを
用
い
る
と
、
複
数
の
解
析
シ
ス
テ
ム
で
異
な
る
解
析
対
象
を
同
時
刻
に
解
析
し
て
、
そ
れ
ら

解
析
結
果
を
異
な
る
先
に
配
信
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
可
）
を
利
用
す
る
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
配
信
先
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
海

外
で
も
、
配
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

W
iF

iで
は
な
く
、
メ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
で

LA
N
接
続
す
る
方
が
通
信
速
度
も
高
速
に
保

た
れ
る
で
し
ょ
う
。
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解
析
モ
ニ
タ

90
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

解
析
モ
ニ
タ

運
動
解
析
結
果
の
映
像
は
、
解
析
中
に
モ
ニ
タ
し
た
い
も
の
で
す
。
解
析
用

PC
で
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
映
像
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
他
の
場
所
で
も
モ
ニ
タ
し
た
い
場
合
に
は
、
解
析
用

PC
の

HD
M

I出
力
を

AV
Sw

itc
he

rに
配
信
し
て
い

る
系
統
が
使
え
ま
す
。

AV
Sw

itc
he

rも
モ
ニ
タ
用
の
出
力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
接
続
す
れ

ば
、
モ
ニ
タ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
応
用
に
な
り
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
へ
の
系
統
を

HD
M

Iス
プ
リ
ッ
タ
で
分
岐
す
れ
ば
、
映
像
信
号
を
別
系
統
に
流
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
こ
の
解
析
シ
ス
テ
ム
の
同
系
統
の
映
像
信
号
で
、
同
時
に
多
岐
に
わ
た
る
他
の
解
析
を
行
っ
て

し
ま
う
と
い
う
目
論
見
に
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
注
１
）
。

（
注
１
）
例
え
ば
、
あ
る
人
の
運
動
を
撮
影
し
た
映
像
を
そ
の
ま
ま
複
数
の
解
析
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
れ
ば
、
あ
る
解
析
シ

ス
テ
ム
で
は
、
特
に
上
半
身
に
注
目
し
て
解
析
し
、
一
方
別
の
解
析
シ
ス
テ
ム
で
は
下
半
身
の
運
動
に
つ
い
て
解
析
し
た

り
、
同
じ
身
体
個
所
に
つ
い
て
、
異
な
る
解
析
を
同
時
に
行
う
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

90

解
析
映
像
の
記
録

91

解
析
映
像
の
記
録

ビ
デ
オ
解
析
で
は
、
解
析
と
同
時
に
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
で
は
、
カ
ク
ツ
キ
問
題
の

た
め
に
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
記
録
を
別
系
統
で
行
う
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
。
以
下
で
は
ビ
デ
オ
解
析

時
の
記
録
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
系
統
で
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

91
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解
析
シ
ス
テ
ム
内
記
録

92
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

解
析
シ
ス
テ
ム
内
記
録

ビ
デ
オ
解
析
で
は
、
上
の
図
（
再
掲
）
の
よ
う
に
解
析
し
な
が
ら
そ
の
結
果
を
動
画
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
解
析
中
は
表
示
さ
れ
る
結
果
映
像
が
ス
ロ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
結
果
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
は
、

30
FP

S
の
フ
レ
ー
ム
レ
イ

ト
で
記
録
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
再
生
時
に
は
通
常
の
速
さ
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 ダ
イ
レ
ク
ト
解
析
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

92

配
信
端
末
に
よ
る
記
録

93
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

配
信
端
末
に
よ
る
記
録

上
の
図
は
、
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
を
行
う

PC
で
記
録
を
行
う
ケ
ー
ス
を
示
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
中
に
は
、
配
信
し
な
が
ら
記
録
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も
あ
り
ま
す
（
注

1）
。

配
信
端
末
に
解
析
結
果
画
像
を
入
力
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
用
い
れ
ば
解
析
用

PC
の
処
理
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
解
析
結
果
映
像
を
ス
ト
リ
ー
ム
配
信
し
な
が
ら
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注

1）
OB

S
な
ど
。

93
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A
V
S
w
it
ch
e
r
に
よ
る
記
録

94
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

AV
Sw

itc
he

rに
よ
る
記
録

AV
Sw

itc
he

rの
よ
う
な
装
置
に
は
配
信
中
の
映
像
を
残
す
た
め
に
録
画
機
能
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

機
能
を
利
用
す
れ
ば
ボ
タ
ン
一
つ
で
解
析
結
果
を
映
像
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
発
メ
ー
カ
独
自

の
記
録
装
置
や
市
販
の

SS
D
な
ど
に
記
録
で
き
る
も
の
な
ど
が
選
択
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
装
置
を
記
録
用
に
利
用
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
記
録
し
た
フ
ァ
イ
ル
の

PC
で
の
再
生
の
方
法
に
つ
い
て
、
注
意
事
項
な
ど

を
事
前
に
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

US
B
出
力
を
持
っ
て
い
る

AV
Sw

itc
he

rで
あ
れ
ば
、
こ
の
装
置
で
記
録
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、

US
B
出
力
を
別
途

PC
へ
の
映
像
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
入
力
と
し
て
分
岐
し
、
さ
ら
に
別
系
統
で
録
画
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

94

レ
コ
ー
ダ
に
よ
る
記
録

95
※
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
構
成
図
か
ら抜
粋

レ
コ
ー
ダ
に
よ
る
記
録

解
析
結
果
の
映
像
は

HD
M

Iで
PC
か
ら
出
力
で
き
る
の
で
、
そ
の
系
統
の
先
に

HD
M

Iで
入
力
で
き
る
レ
コ
ー
ダ
を

接
続
す
れ
ば
、
解
析
結
果
が
記
録
で
き
ま
す
。
上
の
図
で
は
レ
コ
ー
ダ
の
入
力
は

HD
M

Iと
し
て
い
ま
す
が
、

AV
端
子
入

力
を
備
え
て
い
る
装
置
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

HD
M

I/A
V
変
換
ケ
ー
ブ
ル
（
あ
る
い
は
装
置
）
な
ど
が
利
用
で
き
ま

す
。
こ
こ
で
は
記
録
先
媒
体
は

SS
D
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

HD
D
を
使
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
レ
コ
ー
ダ
自
体
が
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
へ
の
書
き
込
み
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
な
解
析
結
果
は
デ
ィ
ス
ク
に
書
き
込
ん
で
、
保
存
す
る
な

ど
の
処
置
が
で
き
ま
す
。

上
の
図
の
写
真
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
（
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
）
な
レ
コ
ー
ダ
の
例
で
す
。
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シ
ス
テ
ム
連
携

96

シ
ス
テ
ム
連
携

シ
ス
テ
ム
構
成
が
、
た
い
へ
ん
大
き
く
広
が
る
可
能
性
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
他
の
シ
ス
テ
ム
と
協
調
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
詳
し
い
運
動
解
析
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

解
析
結
果
デ
ー
タ
を
直
接
外
部
の
シ
ス
テ
ム
に
送
信
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
他
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す
る
よ
う
な

こ
と
も
可
能
で
す
。
以
下
で
は
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
発
展
性
を
探
る
た
め
に
、
シ
リ
ア
ル
通
信
を
利
用
し
て
他
の
シ
ス

テ
ム
と
連
携
し
た
実
験
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

96

筋
電
位
セ
ン
サ
と
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ

97

筋
電
位
検
出
用
導
子

ボ
イス
レ
コー
ダ

□
ボ
イス
レ
コー
ダは
、フ
リー
ア
プ
リを
利
用

□
筋
電
位
セ
ン
サ
は
、部
品
数
も
少
な
く、
数
十
分

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
作
成
で
き
ま
す
。

※
ケ
ー
ブ
ル
類
を
除
い
て
材
料
費
は
約
三
千
円
。

□
基
板
中
央
に
在
る
の
は
、筋
電
位
信
号
を
拡
大

す
る
ア
ン
プ
で
す

バ
ッテ
リケ
ー
ス

（
単
４
電
池
４
個
）

筋
電
位
セ
ン
サ
と
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ

上
の
図
は
、
自
作
し
た
簡
易
筋
電
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を
示
し
て
い
ま
す
。
筋
電
位
の
変
化
を
検
出
す
る
導
子
（

3個
）
、

中
央
と
右
の
図
は
自
作
し
た
筋
電
位
セ
ン
サ
で
す
。
こ
の
筋
電
位
セ
ン
サ
は
回
路
が
簡
単
で
、
配
線
も
図
の
様
に
少
な

い
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
容
易
に
製
作
で
き
る
も
の
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
類
、
電
源
な
ど
を
除
け
ば
材
料
費
は

20
00
円
程
度

で
す
。
筋
電
位
変
化
の
測
定
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
（
フ
リ
ー
ア
プ
リ
）
を
利
用
し
て
、
筋
電
波
形
の

表
示
と
記
録
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
フ
リ
ー
ア
プ
リ
は
、
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
目
的
と
好
み
に
合
っ
た
も
の

を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

An
dr

oi
d用
や

iP
ho

ne
用
な
ど
、
そ
し
て

W
in

do
w

sP
C
用
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
代
わ
り
に
小
さ
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
備
え
た
マ
イ
コ
ン
で
筋
電
波
形
の
表
示
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
運
動
の
様
子
を
骨
格
推
定
か
ら
解
析
し
、
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
で
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
合
わ
せ
て
筋
肉

の
動
き
も
観
察
で
き
れ
ば
、
か
な
り
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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簡
易
筋
電
位
計
測

98

簡
易
筋
電
位
計
測

上
の
図
左
は
、
筆
者
が
自
作
し
た
簡
易
筋
電
位
計
測
計
で
腕
に
力
を
入
れ
て
い
る
際
の
、
筋
電
位
の
変
化
を
測
定
し

て
い
る
様
子
で
す
。
腕
に
力
を
入
れ
る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
に
小
さ
な
波
形
が
現
れ
ま
す
。
筋
電
位
の

変
化
は
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
は
、
上
の
図
右
の
様
に
、
記
録
し
た
筋
電
位
の
変
化
を
再
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
そ
の
際
拡
大
波
形
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
筋
電
位
測
定
シ
ス
テ
ム
を

AI
に
よ
る
骨
格
推
定
と
同
時
に
用
い
れ
ば
、
漫
然
と
身
体
を
動
か
し
て
い
る
の
か
、
特

定
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
と
使
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
の
か
が
判
断
で
き
、
運
動
自
体
の
質
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
筋

電
図
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（

EM
Gー

BF
）
と
い
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
様
の

考
え
方
で
す
。

98

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御

99

ロボ
ット
ア
ー
ム
⇒

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御

上
の
図
は
、
解
析
し
た
関
節
開
度
の
デ
ー
タ
を
シ
リ
ア
ル
通
信
で
外
部
出
力
し
て
、
そ
れ
を
受
信
し
た
マ
イ
コ
ン
で

【
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
】
を
動
か
し
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
制
御
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
関
節
の
動
き
を
評

価
し
た
結
果
を
外
部
出
力
す
る
と
、
複
雑
な
動
作
で
遠
隔
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
側
で
関
節
開
度
を
シ
リ
ア
ル
通
信
出
力
す
る
機
能
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

本
研
究
で
は
、

Vi
sio

n
Po

se
の
開
発
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
言
語

C#
を
用
い
て
シ
リ
ア
ル
通
信
機
能
を
組
み

込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
制
御
す
る
側
で
は
、
解
析
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
る
関
節
開
度
を
シ
リ
ア
ル
通

信
で
受
信
し
て
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
出
力
す
る
機
能
が
必
要
で
す
。
上
の
図
に
示
し
て
い
る
の
は
、

ES
P8

26
6
と
い
う
マ
イ

コ
ン
を
用
い
て
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
様
子
で
す
。
こ
の
マ
イ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は

C+
+
と
い
う

言
語
で
開
発
し
ま
し
た
。
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サ
ー
ボ
モ
ー
タ

10
0

◇
サ
ー
ボ
モ
ー
タは
、主
軸
の
回
転
角
度
が
制
御
で
き
る

◇
右
図
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タは
主
軸
が
最
大

18
0度
回
転
す
る

◇
主
軸
に
ホ
ー
ン
（
白
い
パ
ー
ツ）
を
取
り付
け
て
使
う

◇
ロボ
ット
制
御
や
位
置
決
め
な
どに
使
わ
れ
る

◇
デ
ー
タシ
ー
トの
一
部
を
下
記
に
示
す

ホ
ー
ン

※
主
軸
中
心
か
ら1

cm
の
所
に
糸
を
取
り

付
け
て
、1

.8
kg
未
満
の
加
重
を
引
き
上

げ
る
力
が
あ
る

18
0度

サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
動
作
に
は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
用
い
て
い
ま
す
。
電
流
の

O
N/

OF
Fで
回
転
と
停
止
、
電
流
の
方
向
で

回
転
の
方
向
を
制
御
す
る
一
般
の

DC
モ
ー
タ
と
異
な
り
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
は
電
源
以
外
に
パ
ル
ス
信
号
を
入
力
す
る
こ

と
で
そ
の
主
軸
の
回
転
角
度
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
の
図
右
の
よ
う
に
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
か
ら
伸
び
る
配
線
に

は
、
電
源
以
外
に
信
号
を
入
力
す
る
ケ
ー
ブ
ル
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
の
図
左
に
は
、
そ
の
仕
様
の
一
部
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
モ
ー
タ
の
特
性
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
モ
ー
タ
は
模
型
用
な
の
で
、
大
き
さ
も
ト
ル
ク
も
小
さ
い
も

の
で
す
が
、
仕
事
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
機
械
な
ど
で
は
、
大
型
で
重
く
、
そ
の
分
大
き
な
ト
ル
ク
を
発
生
す
る
も
の
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
例
で
は
最
大
回
転
角
度

18
0度
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
用
い
て
い
ま
す
が
、

36
0度
あ
る
い
は
ロ
ー

タ
リ
ー
型
（
通
常
の

DC
モ
ー
タ
の
様
に
回
転
す
る
も
の
）
な
ど
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

10
0

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
制
御
信
号

10
1

◇
サ
ー
ボ
ケ
ー
ブ
ル

オ
レ
ン
ジ
：
サ
ー
ボ
制
御
信
号

赤
：
電
源
＋

茶
：

G
N

D

周
期

(2
0m

s)
に
対
す
る
割
合

(%
)で
示
す

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
制
御
信
号

上
の
図
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
一
部
で
す
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
は

PW
M
信
号
で
制
御
し
ま
す
。

Pu
lse

W
ise

M
od

ul
at

io
n
（
パ
ル
ス
幅
変
調
）
の
頭
文
字
を
取
り

PW
M
制
御
と
言
い
ま
す
。
実
際
の

PW
M
信
号
は
上
の
図
で

示
す
よ
う
に
一
定
周
期
（

PW
M
周
期
）
の
中
に
あ
る
【
パ
ル
ス
の
幅
】
に
対
応
す
る
軸
の
回
転
角
度
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ

の
信
号
を
精
度
よ
く
出
力
す
る
た
め
に
は
、
時
間
経
過
に
対
し
て
正
確
な
信
号
出
力
処
理
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
を
行
う

た
め
に
は
一
般
に
割
込
み
制
御
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
モ
ー
タ
メ
ー
カ
や
マ
イ
コ
ン
メ
ー
カ
か
ら
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
制
御
用
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
数
多
く
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
シ
ス

テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
（
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
）
制
御

10
2

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
制
御
用
マ
イ
コ
ン

実
際
に
使
用
し
た
マ
イ
コ
ン
基
板
を
図
に
示
し
ま
す
。
こ
の
マ
イ
コ
ン
は
、
電
車
の
チ
ケ
ッ
ト
程
度
の
大
き
さ
で

20
本
の

ピ
ン
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
ピ
ン
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
次
頁
に
そ
れ
を
示
し
ま
す
。

上
の
図
は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
出
力
で
制
御
す
る
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。
関
節
開
度
解
析
を
指

定
す
る
と
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
出
力
は
指
定
さ
れ
て
い
る
関
節
の
開
度
を
【
度
】
で
出
力
し
ま
す
。
こ
れ
を
数
字
列
に
し

て
、
シ
リ
ア
ル
出
力
し
マ
イ
コ
ン
へ
送
り
ま
す
。

PC
は

US
B
ケ
ー
ブ
ル
経
由
で
こ
れ
を
送
信
し
、
マ
イ
コ
ン
は
図
右
の
写
真

の
左
側
に
あ
る
マ
イ
ク
ロ

US
B
コ
ネ
ク
タ
を
経
由
し
て
関
節
開
度
の
デ
ー
タ
を
受
信
し
ま
す
。
通
信
は
文
字
列
で
行
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
数
値
に
変
換
し
た
後
、
そ
れ
に
対
応
す
る

PW
M
信
号
の
パ
ル
ス
幅
を
計
算
し
て
、
出
力
し
ま
す
。

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
へ
の
出
力
に
は
次
頁
に
示
す
ピ
ン
ア
サ
イ
ン
で
事
前
に
決
め
た
出
力
ポ
ー
ト
か
ら

PW
M
信
号
を
出
力
し

ま
す
。

10
2

マ
イ
コ
ン
の
ピ
ン
ア
サ
イ
ン

10
3

マ
イ
コ
ン
の
ピ
ン
ア
サ
イ
ン

図
に
利
用
し
た
マ
イ
コ
ン
の
ピ
ン
ア
サ
イ
ン
表
と
回
路
図
を
示
し
ま
す
。
全
部
で
脚
ピ
ン
が

20
ピ
ン
あ
り
、
各
々
、
役
割
が

決
ま
っ
て
い
る
も
の
と
汎
用
的
に
利
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
ピ
ン
番
号

3（
GP

IO
14
端
子
）
を
使
用
し
て

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
へ
の

PW
M
信
号
出
力
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

10
3
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マ
イ
コ
ン
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

10
4

マ
イ
コ
ン
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

上
の
図
は
、
マ
イ
コ
ン
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
接
続
し
た
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
は

3本
の

信
号
線
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
赤
色
は
電
源
（

DC
+5

V）
、
茶
色
は

GN
D（

DC
0V
）
そ
し
て
橙
色
（
黄
色
く
見
え
る
）
が

PW
M
信
号
で
す
。

10
4

メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
展
開

10
5

メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
展
望

す
こ
し
大
袈
裟
で
す
が
、
最
近
【
メ
タ
バ
ー
ス
】
と
い
う
言
葉
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

開
発
し
た
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
は
メ
タ
バ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
し
て
も
連
携
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
実
験
し
た
例
を

説
明
し
て
い
ま
す
。

10
5
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U
n
it
y
連
携

10
6

Un
ity
連
携

上
の
図
は
、
ゲ
ー
ム
開
発
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る

Un
ity
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
、
別
の

PC
の
中
に
い
る
ア
バ

タ
ー
の
腕
を
、
人
体
と
同
じ
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
様
子
で
す
。
腕
を
動
か
し
て
肘
関
節
の
開
度
が
変
化
す
る
と
、
そ
れ
と

同
じ
角
度
に
ア
バ
タ
ー
の
腕
が
動
き
ま
す
。

Un
ity
上
の
ア
バ
タ
ー
は
、
人
体
と
同
じ
よ
う
に
関
節
と
骨
格
（
ボ
ー
ン
）
が
あ

り
、
関
節
開
度
（

Un
ity
の
場
合
は
回
転
角
度
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
）
を
設
定
す
れ
ば
、
ア
バ
タ
ー
の
ボ
ー
ン
が
動
い
て
く

れ
ま
す
。
ア
バ
タ
ー
の
関
節
に
は
親
子
関
係
が
あ
り
、
親
側
の
関
節
を
動
か
せ
ば
そ
こ
か
ら
先
に
つ
な
が
る
子
の
ボ
ー
ン

も
連
動
し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
験
で
は
、
先
ほ
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
（
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
）
と
同
じ
よ
う
に

関
節
開
度
（
こ
こ
で
は
左
肘
に
限
定
し
て
）
を

Un
ity
側
で
設
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
図
の
よ
う
な

De
m

o
を
行
い

ま
し
た
。

人
体
の
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
が
発
達
す
る
と
メ
タ
バ
ー
ス
の
中
に
自
分
の
分
身
が
登
場
し
て
活
躍
す
る
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。

10
6

メ
タ
バ
ー
ス
へ
！

10
7

メ
タ
バ
ー
ス
へ
！

図
の
よ
う
に
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
の
出
力
を
（
こ
の
場
合
は
、
関
節
開
度
）
ア
バ
タ
ー
の
世
界
へ
入
力
し
て
身
体
を
動

か
す
と
い
う
試
み
は
、
最
近
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
【
メ
タ
バ
ー
ス
】
へ
の
展
開
が
視
野
に
入
り
ま
す
。
こ
の
研
究
で
は
、

そ
れ
が
主
目
的
で
は
な
い
の
で
、
身
体
の
一
部
を
動
か
す
こ
と
に
と
ど
め
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
し
て
複
数
の
ア
バ

タ
ー
を
複
数
人
の
動
き
と
連
動
し
て
動
か
す
試
み
に
は
、
津
田
塾
大
学
の
新
田
善
久
先
生
が
行
わ
れ
た
K
in
e
c
t
を
用
い

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
K
in
e
c
t
も
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
身
体
の
各
部
の
動
き
を
検
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

で
は
U
n
it
y
と
の
連
携
に
は
シ
リ
ア
ル
通
信
を
用
い
て
い
ま
す
が
、
K
in
e
c
t
は
通
信
そ
の
も
の
が
異
な
る
の
で
、
応
用
す

る
場
合
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
K
in
e
c
t
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
用
い
れ
ば
独
自
の
シ
ス
テ
ム
開
発
が
可

能
で
す
。

10
7
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U
n
ji
ty
連
携
用
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

10
8

Un
ity
連
携
用
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

上
の
図
は
、

Un
ity
の
ア
バ
タ
ー
を
動
か
す
た
め
に
作
成
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
基
板
で
す
。

1枚
の
ブ
レ
ッ
ド
ボ
ー
ド
上

に
2枚
の
同
じ
基
盤
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

US
B-
シ
リ
ア
ル
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
基
板
で
す
。
対
向
し
て
配
置
し
、

各
々
の

Tx
D（
送
信
）
信
号
と

Rx
D（
受
信
）
信
号
を
接
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
板
を
経
由
し
て
運
動
解
析
用

PC
と

Un
ity

開
発
用

PC
と
を
接
続
す
る
と
、
双
方
向
の
シ
リ
ア
ル
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
8

テ
ス
ト
用
治
具

10
9

テ
ス
ト
用
治
具

図
に
示
す
基
板
は
、

Un
ity
内
の
ア
バ
タ
ー
が
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
が
出
力
す
る
関
節
開
度
デ
ー
タ
に
対
応
し
て
正
し

く
動
作
す
る
か
ど
う
か
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
に
作
成
し
た
治
具
基
板
で
す
。
複
数
の
シ
ス
テ
ム
を
何
ら
か
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
で
接
続
し
て
動
か
す
場
合
、
片
側
の
シ
ス
テ
ム
が
確
実
に
動
作
す
る
か
ど
う
か
を
テ
ス
ト
し
て
お
け
ば
、
両
者
を
接
続
し

た
場
合
に
問
題
が
発
生
し
た
際
、
ど
ち
ら
が
う
ま
く
動
い
て
い
な
い
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
図
の
右

上
に
あ
る
の
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
可
変
抵
抗
器
）
で
す
。
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
回
転
角
に
対
応
し
た
抵
抗
の
変
化
で
、
電
圧
を

変
化
さ
せ
て
、
そ
れ
を
角
度
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
出
力
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
板
上
の
マ
イ
コ
ン
に
書
き
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

変
化
す
る
電
圧
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

A/
D
変
換
を
行
い
ま
す
。

A/
D
変
換
は
、
マ
イ
コ
ン
利
用
の
基
本
的
技

術
で
す
。

こ
の
治
具
を

Un
ity
側

PC
に
接
続
し
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
回
転
し
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
ア
バ
タ
ー
の
腕
が
動
く
こ
と
を
確

認
し
た
後
に
、
運
動
解
析
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
を
行
い
、
動
作
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

10
9
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終
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講師用指導ガイド（メンタルヘルストレーニング）



令
和

4
年

度
「
専

修
学

校
に

よ
る

」

-
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

ス
ポ

ー
ツ

系
科

目
の

遠
隔

教
育

導
入

モ
デ

ル
の

構
築

－

近
年

の
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
学

生
の

心
理

的
ス

ト
レ

ス
、

生
活

習
慣

の
乱

れ
、

運
動

不
足

、
体

力
の

低
下

が
報

告
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な

状
況

下
に

お
い

て
も

、
学

生
の

生
活

習
慣

の
正

常
化

や
、

身
体

活
動

の
促

進
を

行
う

こ
と

は
重

要
で

あ
り

、
近

年
、

S
o
c
ie

ty
5
.0

関
連

の
技

術
発

展
に

よ
り

、
心

拍
数

や
呼

吸
数

、
身

体
の

姿
勢

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
計

測
し

、
そ

の
デ

ー
タ

を
サ

ー
バ

ー
に

蓄
積

で
き

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
が

、
安

価
で

入
手

し
や

す
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

、
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
を

使
用

し
、

今
後

も
想

定
さ

れ
る

新
型

ウ
イ

ル
ス

や
大

規
模

災
害

な
ど

、
増

加
す

る
不

登
校

等
の

事
由

に
よ

り
、

遠
隔

授
業

が
長

期
化

す
る

際
に

懸
念

さ
れ

、
心

理
的

ス
ト

レ
ス

や
運

動
能

力
の

低
下

及
び

、
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
と

の
仲

間
意

識
の

希
薄

化
な

ど
の

問
題

に
対

す
る

有
効

な
対

策
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

1

令
和

4
年

度

「
専

修
学

校
に

よ
る

先
端

技
術

利
活

用
実

証
研

究
」

-
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

ス
ポ

ー
ツ

系
科

目
の

遠
隔

教
育

導
入

モ
デ

ル
の

構
築

－

講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）

最
先

端
の

超
小

型
・
軽

量
メ

モ
リ

型
生

体
セ

ン
サ

を
用

い
て

、
自

律
神

経
等

を
測

定
す

る
こ

と
で

、
皆

さ
ん

の
1
日

の
メ

ン
タ

ル
・フ

ィ
ジ

カ
ル

の
状

態
を

を
評

価
し

よ
う

と
い

う
講

座
で

す
。

簡
単

に
生

体
信

号
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

心
理

的
ス

ト
レ

ス
や

生
活

習
慣

の
乱

れ
、

運
動

不
足

や
体

力
の

低
下

が
、

自
分

自
身

に
、

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
か

？
が

、
可

視
化

さ
れ

、
簡

単
に

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
、

効
果

が
表

れ
る

の
な

ら
、

自
分

だ
け

で
は

な
く
、

家
族

、
友

人
、

先
生

な
ど

、
周

り
の

方
々

も
1
日

の
メ

ン
タ

ル
や

フ
ィ

ジ
カ

ル
の

状
態

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
、

ス
ト

レ
ス

な
ど

か
ら

身
を

守
り

、
病

気
を

す
る

こ
と

な
く
長

く
健

康
で

い
る

指
標

と
な

る
た

め
、

ス
ト

レ
ス

社
会

は
無

く
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

・
最

近
で

は
、

生
体

信
号

を
電

気
信

号
と

し
て

出
力

す
る

セ
ン

サ
は

、
た

く
さ

ん
出

て
い

ま
す

。
・
皆

さ
ん

も
ご

存
じ

の
よ

う
に

、
A

p
pl

e
W

at
c
h
な

ど
は

、
光

学
式

、
電

気
式

心
拍

セ
ン

サ
ー

や
加

速
度

セ
ン

サ
ー

を
搭

載
し

て
い

ま
す

。
・
加

速
度

セ
ン

サ
ー

は
歩

数
計

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

2

ht
tp

s:/
/w

w
w

.jp
.td

k.
co

m
/t

ec
h-

m
ag

/f
ro

nt
_l

in
e/

00
6

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

228



パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
な

ど
も

そ
の

一
つ

で
・
指

先
を

は
さ

む
だ

け
で

脈
拍

数
と

と
も

に
血

中
酸

素
飽

和
度

(S
p
O

2
)＊

も
測

定
し

て
く
れ

る
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

セ
ン

サ
は

、
便

利
な

ヘ
ル

ス
ケ

ア
機

器
と

し
て

病
院

や
診

療
所

(ク
リ

ニ
ッ

ク
)ほ

か
、

家
庭

で
も

広
く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。

*
血

中
酸

素
飽

和
度

（
S
p
O

2
）
：
心

臓
か

ら
送

ら
れ

る
動

脈
血

中
の

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

が
、

ど
れ

く
ら

い
酸

素
と

結
び

つ
い

て
い

る
か

を
示

す
割

合
の

こ
と

で
す

。

（
生

徒
に

測
ら

せ
る

）

・
正

常
値

は
9
7
％

か
ら

1
0
0
％

で
、

9
0
％

以
下

は
呼

吸
不

全
の

状
態

で
す

。

3

3

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築 ・
指

先
を

は
さ

む
だ

け
で

脈
拍

数
と

と
も

に
血

中
酸

素
飽

和
度

(S
p
O

2
)*

も
測

定
し

て
く
れ

る
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

セ
ン

サ
は

、
便

利
な

ヘ
ル

ス
ケ

ア
機

器
と

し
て

病
院

や
診

療
所

(ク
リ

ニ
ッ

ク
)ほ

か
、

家
庭

で
も

広
く
使

わ
れ

て
い

ま
す

。

講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

の
内

容
は

、

・
B

IT
（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r：

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
サ

ー
）
を

用
い

た
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
で

す
。

（
１

）
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

に
よ

る
評

価
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

使
用

方
法

等

（
２

）
ス

ト
レ

ス
度

診
断

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

問
診

記
入

問
診

結
果

説
明

（
３

）
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

に
よ

る
評

価
の

事
例

（
４

）
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

や
ア

ド
バ

イ
ス

の
ポ

イ
ン

ト

（
５

）
そ

の
他

、
関

連
事

項

な
ど

の
説

明
を

い
た

し
ま

す
。

ま
ず

は
、

（
１

）
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

に
よ

る
評

価
方

法
な

ど
か

ら
、

4

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

使
用

方
法

等

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

４
：

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

229



具
体

的
な

取
組

内
容

、
方

法
と

し
て

、
今

回
、

株
式

会
社

人
間

と
科

学
の

研
究

所
開

発
の

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
（
S
U

P
E
R

-
B

IT
）
を

用
い

て
、

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

践
、

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
の

取
得

と
解

析
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

を
行

い
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

は
、

生
体

情
報

追
跡

装
置

:B
io

In
fo

rm
at

io
n
T
ra

c
e
rの

頭
文

字
を

と
っ

て
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

い
う

言
い

方
で

呼
ん

で
い

る
小

型
軽

量
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
の

こ
と

で
す

。

そ
の

S
U

P
E
R

-
B

IT
に

数
多

く
の

生
態

信
号

が
取

れ
る

こ
と

か
ら

S
U

P
E
R

と
命

名
し

た
と

聞
い

て
お

り
ま

す
。

5

○
具

体
的

な
取

組
内

容
＜

方
法

＞

株
式

会
社

人
間

と
科

学
の

研
究

所
開

発
の

メ
モ

リ
型

生
体

セ
ン

サ
（
S
U

P
E
R

-
B

IT
)を

用
い

て

・
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
践

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
と

解
析

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

等

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

は
、

B
io

In
fo

rm
at

io
n
T
ra

ce
r（

生
体

情
報

追
跡

装
置

）

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

全
体

の
流

れ
は

、
1
：
計

測
・
解

析
準

備
2
：
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

装
着

＆
2
4
時

間
計

測
3
：
計

測
自

動
終

了
4
：
S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

の
接

続
：
デ

ー
タ

転
送

5
：
計

測
デ

ー
タ

の
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
変

換
6
：
計

測
デ

ー
タ

の
解

析

・
B

IT
に

よ
り

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

解
析

す
る

ソ
フ

ト
は

B
IT

A
S
(＝

B
IT

 A
n
al

ys
is

 S
o
ft

w
ar

e
)と

よ
び

ま
す

。
・
B

IT
A

S
に

よ
り

デ
ー

タ
解

析
を

行
う

こ
と

で
、

か
ら

だ
の

健
康

状
態

の
み

な
ら

ず
、

こ
こ

ろ
の

健
康

状
態

ま
で

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、

メ
ン

タ
ル

ス
ト

レ
ス

を
評

価
し

ま
す

。

6

■
S
U

P
E
R

-
B

IT
＆

S
-
B

IT
A

S
の

全
体

の
流

れ

①
S

U
P

E
R

-
B

IT
の

装
着

②
2
4
時

間
計

測
③

計
測

自
動

終
了

④
P

C
と

接
続

し
て

計
測

デ
ー

タ
の

解
析

へ

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

S
U

P
E
R

-
B

IT【
計

測
・
解

析
準

備
】

B
IT

専
用

充
電

器

電
極

パ
ッ

ド

解
析

用
Ｐ

Ｃ

【
S

U
P

E
R

-
B

IT
の

装
着

＆
計

測
】

【
S

U
P

E
R

-
B

IT
と

P
C

の
接

続
：
デ

ー
タ

転
送

】
【
計

測
デ

ー
タ

の
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
変

換
】

【
計

測
デ

ー
タ

の
解

析
】

【
印

刷
帳

票
：
B

IT
A

S
-

B
e
n
e
fi
ts

】

解
析

終
了

後

【
４

種
類

の
印

刷
帳

票
か

ら
選

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

】

デ
ー

タ
変

換
ソ

フ
ト

（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）

デ
ー

タ
解

析
ソ

フ
ト

（
S
-
B

IT
A

S
）

6

【
印

刷
帳

票
：
B

IT
A

S
-

H
e
a
lt
h
c
h
e
c
k】

【
印

刷
帳

票
：
B

IT
A

S
-

S
tr

e
ss

】

【
印

刷
帳

票
：
B

IT
A

S
-

S
le

e
p
】

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
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計
測

前
の

準
備

：
B

IT
の

充
電

を
す

る
。

念
の

た
め

計
測

開
始

の
前

に
充

電
し

て
く
だ

さ
い

。
充

電
中

は
ラ

ン
プ

が
青

色
点

灯
し

ま
す

。
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
B

A
T

4
.1

0
V

 以
上

の
数

値
が

表
示

さ
れ

て
い

れ
ば

2
4
時

間
計

測
可

能
で

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
 は

、
充

電
器

に
て

満
充

電
後

、
自

動
的

に
省

電
カ

モ
ー

ド
に

な
り

ま
す

が
微

量
電

力
を

消
費

し
ま

す
の

で
、

未
使

用
の

ま
ま

1
週

間
以

上
経

過
し

た
場

合
に

は
、

2
4時

間
計

測
に

必
要

な
電

力
容

量
に

満
た

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
正

確
に

測
定

す
る

た
め

に
は

、
正

し
い

測
り

方
を

守
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

B
IT

に
電

極
パ

ッ
ド

を
取

り
付

け
、

（
水

分
を

よ
く
拭

き
取

っ
た

手
で

扱
っ

て
く
だ

さ
い

）
B

IT
本

体
の

背
面

に
あ

る
ス

ナ
ッ

プ
ボ

タ
ン

と
電

極
シ

ー
ト

の
ス

ナ
ッ

プ
ボ

タ
ン

を
は

め
合

わ
せ

て
く
だ

さ
い

。
電

極
の

パ
ッ

ド
が

重
な

ら
な

い
よ

う
に

取
り

付
け

て
く
だ

さ
い

。

7

（
注

意
）
念

の
た

め
計

測
開

始
の

前
に

充
電

し
て

く
だ

さ
い

。
S
U

P
E
R

-
B

IT
 は

、
充

電
器

に
て

満
充

電
後

、
自

動
的

に
省

電
カ

モ
ー

ド
に

な
り

ま
す

が
微

量
電

力
を

消
費

し
ま

す
の

で
、

未
使

用
の

ま
ま

1
週

間
以

上
経

過
し

た
場

合
に

は
、

2
4
時

間
計

測
に

必
要

な
電

力
容

量
に

満
た

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

●
B

IT
の

充
電

を
す

る

●
B

IT
に

電
極

パ
ッ

ド
を

取
り

付
け

る
（
水

分
を

よ
く
拭

き
取

っ
た

手
で

扱
っ

て
く
だ

さ
い

）

×
取

り
付

け
の

悪
い

例

電
極

間
が

適
切

○
取

り
付

け
の

良
い

例
使

用
す

る
ス

ナ
ッ

プ
ボ

タ
ン

B
IT

本
体

の
背

面
に

あ
る

ス
ナ

ッ
プ

ボ
タ

ン
と

電
極

シ
ー

ト
の

ス
ナ

ッ
プ

ボ
タ

ン
を

は
め

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。

電
極

の
パ

ッ
ド

が
重

な
ら

な
い

よ
う

に
取

り
付

け
て

く
だ

さ
い

本
体

裏
側

表
皮

温
度

を
測

定
す

る
セ

ン
サ

計
測

前
の

準
備 本

体
裏

側

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

右
側

面

M
ic

ro
 U

S
B

/
B

タ
イ

プ
の

専
用

充
電

器
M

ic
ro

U
S
B

/
B

口
へ

根
元

ま
で

確
実

に
挿

し
て

く
だ

さ
い

使
用

前
に

は
1
0
0
％

充
電

(ラ
ン

プ
消

灯
ま

で
）
を

し
て

く
だ

さ
い

充
電

中
は

ラ
ン

プ
が

青
色

点
灯

し
ま

す

M
ic

ro
 U

S
B

挿
入

口
M

ic
ro

 U
S

B
挿

入
口

※
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
B

A
T

4
.1

0
V

  
 以

上
の

数
値

が
表

示
さ

れ
て

い
れ

ば
2
4
時

間
計

測
可

能
で

す
。

電
極

間
が

狭
い

・
着

部
干

渉
表

皮
温

度
を

測
定

す
る

セ
ン

サ
が

隠
れ

て
い

る

本
体

裏
側

●
B

IT
電

極
を

貼
り

付
け

る
位

置
の

洗
浄

皮
膚

の
洗

浄
被

験
者

の
皮

膚
（
電

極
と

接
触

す
る

部
分

）
、

ま
た

は
何

度
も

貼
り

直
し

し
た

電
極

な
ど

、
汚

れ
て

い
る

と
接

触
抵

抗
が

高
く
な

り
、

電
位

差
が

生
じ

て
記

録
が

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
電

極
が

接
触

す
る

部
分

を
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
綿

等
で

よ
く
拭

き
、

汚
れ

、
脂

分
を

き
れ

い
に

取
り

除
い

て
く
だ

さ
い

。
そ

の
後

良
く
乾

か
し

て
く
だ

さ
い

。
上

胸
部

に
傷

口
や

炎
症

の
あ

る
場

合
は

使
用

を
控

え
て

く
だ

さ
い

。

B
IT

電
極

を
貼

り
付

け
る

位
置

の
皮

膜
剤

塗
布

（
保

護
）

電
極

パ
ッ

ド
は

皮
膚

の
か

ぶ
れ

を
起

こ
し

に
く
い

素
材

の
も

の
を

厳
選

し
て

お
り

ま
す

が
2
4
時

間
貼

り
付

け
た

状
態

に
な

り
ま

す
の

で
、

皮
膚

炎
症

な
ど

の
既

往
歴

の
あ

る
方

は
皮

膜
剤

の
使

用
を

推
奨

し
て

お
り

ま
す

。
＜

推
奨

品
＞

一
般

医
療

機
器

届
出

番
号

：
1
3
B

1
X
1
0
1
0
9
0
0
0
1
4
8

販
売

名
：
キ

ャ
ビ

ロ
ン

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
皮

膜
貼

り
付

け
位

置
に

皮
膚

皮
膜

剤
を

塗
布

し
ま

す
。

そ
の

後
よ

く
乾

か
し

て
く
だ

さ
い

。
電

極
は

１
回

で
貼

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
位

置
が

悪
く
貼

り
直

す
場

合
、

皮
膚

に
付

着
し

た
電

極
中

心
部

の
ジ

ェ
ル

を
完

全
に

拭
き

取
り

乾
燥

さ
せ

て
か

ら
貼

り
直

し
て

く
だ

さ
い

。
電

極
の

粘
着

部
に

ジ
ェ

ル
が

付
着

す
る

と
粘

着
力

が
失

わ
れ

正
常

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
で

き
ま

せ
ん

。
※

電
極

パ
ッ

ド
を

1
回

貼
り

付
け

た
後

に
剥

が
し

た
場

合
は

、
新

し
い

電
極

パ
ッ

ド
に

取
り

換
え

て
貼

り
付

け
て

く
だ

さ
い

。
・
高

導
電

性
ウ

ェ
ッ

ト
ゲ

ル
・
あ

る
程

度
の

体
動

に
耐

え
る

接
着

性
・
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
フ

ォ
ー

ム
バ

ッ
キ

ン
グ

材
・
オ

フ
セ

ッ
ト

コ
ネ

ク
タ

ー
な

ど
肌

に
優

し
く
剥

が
れ

に
く
い

も
の

を
使

用
し

て
お

り
ま

す
が

、
2
4
時

間
の

間
に

剥
が

れ
が

発
生

す
る

と
正

確
な

計
測

が
で

き
ま

せ
ん

。
※

サ
ー

ジ
カ

ル
テ

ー
プ

補
強

ス
ポ

ー
ツ

を
さ

れ
る

方
や

激
し

く
体

を
動

か
す

方
な

ど
体

動
が

激
し

い
場

合
に

は
電

極
の

剥
が

れ
防

止
に

、
サ

ー
ジ

カ
ル

テ
ー

プ
で

B
IT

を
固

定
し

て
く
だ

さ
い

。
皮

膚
刺

激
の

原
因

と
な

り
ま

す
の

で
、

サ
ー

ジ
カ

ル
テ

ー
プ

は
、

引
っ

張
ら

ず
に

（
伸

ば
さ

ず
に

）
貼

っ
て

く
だ

さ
い

。
本

品
の

使
用

に
よ

り
発

疹
、

発
赤

、
か

ゆ
み

等
が

生
じ

た
場

合
は

使
用

を
中

止
し

、
医

師
又

は
薬

剤
師

に
相

談
し

て
く
だ

さ
い

。
皮

膚
を

傷
め

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

、
は

が
す

時
は

、
体

毛
の

流
れ

に
沿

っ
て

ゆ
っ

く
り

は
が

し
て

く
だ

さ
い

。

こ
こ

か
ら

2
4
時

間
の

計
測

が
始

ま
り

ま
す

。

8

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
最

適
な

位
置

右
側

に
な

る
電

極
パ

ッ
ド

を
（
左

上
胸

や
や

中
心

よ
り

）
右

脇
と

左
脇

の
ラ

イ
ン

上
の

中
心

の
左

側
に

貼
る

。
左

側
パ

ッ
ド

は
右

パ
ッ

ド
に

沿
っ

て
そ

の
ま

ま
貼

り
付

け
て

く
だ

さ
い

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
最

適
な

位
置

右
側

に
な

る
電

極
パ

ッ
ド

を
（
左

上
胸

や
や

中
心

よ
り

）
右

脇
と

左
脇

の
ラ

イ
ン

上
の

中
心

の
左

側
に

貼
る

。
左

側
パ

ッ
ド

は
右

パ
ッ

ド
に

沿
っ

て
そ

の
ま

ま
貼

り
付

け
て

く
だ

さ
い

サ
ー

ジ
カ

ル
テ

ー
プ

↓
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計
測

が
終

了
し

た
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

を
接

続
し

て
、

デ
ー

タ
変

換
の

準
備

を
し

ま
す

。
S
U

P
E
R

-
B

IT
を

付
属

の
U

S
B

ケ
ー

ブ
ル

で
P

C
本

体
に

接
続

し
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

左
側

の
L
E
D

ラ
ン

プ
が

青
く
点

灯
し

ま
す

。

9

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
1

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

S
U

P
E
R

-B
IT

と
P

C
本

体
を

接
続

し
て

、
デ

ー
タ

変
換

の
準

備
を

し
ま

す
。

9

S
U

P
E
R

-
B

IT
を

付
属

の
Ｕ

Ｓ
Ｂ

ケ
ー

ブ
ル

で
Ｐ

Ｃ
本

体
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
接

続
す

る
と

、
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

左
側

の
L
E
D

ラ
ン

プ
が

青
く
点

灯
し

ま
す

。

S
U

P
E
R

-
B

IT
を

付
属

の
Ｕ

Ｓ
Ｂ

ケ
ー

ブ
ル

で
Ｐ

Ｃ
本

体
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
接

続
す

る
と

、
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

左
側

の
L
E
D

ラ
ン

プ
が

青
く
点

灯
し

ま
す

。

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

P
C

本
体

の
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

し
ま

す
。

10

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
2

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

IM
S
I_
U

S
B

_A
P

I（
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

）
の

ア
イ

コ
ン

を
ダ

ブ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

IM
S
I_
U

S
B

_A
P

I（
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

）
の

ア
イ

コ
ン

を
ダ

ブ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

P
C

本
体

の
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（I

M
S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

し
ま

す
。

10

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
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①
IM

S
I
S
-
B

it
 ｖ

2
.3

a 
>
 U

S
B

 D
e
vi

c
e
 S

e
le

c
ti
o
n

:
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

す
る

と
、

「
U

S
B

D
e
vi

c
e

S
e
le

c
ti
o
n
」
の

内
容

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

次
に

、
②

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

設
定

し
ま

す
。

次
に

、
③

「
O

p
e
n

U
S
B

」
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

＝
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
読

み
込

ま
れ

ま
す

。

11

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
3

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

IM
S

I
S

-
B

it
 ｖ

2
.3

a 
>
 U

S
B

 D
e
vi

c
e 

S
e
le

ct
io

n：
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

す
る

と
、

以
下

の
よ

う
な

画
面

が
立

ち
上

が
り

ま
す

。

①
S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

が
接

続
さ

れ
た

状
態

で
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

す
る

と
、

こ
の

よ
う

な
「
U

S
B

D
e
vi

c
e

S
e
le

c
ti
o
n」

の
内

容
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

①
S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

が
接

続
さ

れ
た

状
態

で
デ

ー
タ

変
換

ソ
フ

ト
（
IM

S
I_
U

S
B

_A
P

I）
を

起
動

す
る

と
、

こ
の

よ
う

な
「
U

S
B

D
e
vi

c
e

S
e
le

c
ti
o
n」

の
内

容
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

1
1

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

③
O

pe
n

U
S
B

を
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
＝

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
読

み
込

み
開

始

③
O

pe
n

U
S
B

を
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
＝

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
読

み
込

み
開

始

②
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

設
定

し
ま

す
。

②
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

設
定

し
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

製
品

情
報

と
保

存
さ

れ
た

デ
ー

タ
量

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

①
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

、
先

ほ
ど

設
定

し
た

保
存

フ
ォ

ル
ダ

に
デ

ー
タ

を
保

存
さ

せ
ま

す
。

12

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
4

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

IM
S

I
S

-
B

it
 ｖ

2
.3

a 
>
 O

p
e
n
 U

S
B

：
S

U
P

E
R

-
B

IT
に

格
納

さ
れ

て
い

る
バ

イ
ナ

リ
デ

ー
タ

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

ま
す

。

デ
ー

タ
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

状
況

が
こ

こ
に

表
示

さ
れ

ま
す

。
デ

ー
タ

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
状

況
が

こ
こ

に
表

示
さ

れ
ま

す
。

①
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
①

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

①
12

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

製
品

情
報

と
保

存
さ

れ
た

デ
ー

タ
量

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
の

製
品

情
報

と
保

存
さ

れ
た

デ
ー

タ
量

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
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①
O

K
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

し
て

く
だ

さ
い

。

C
ド

ラ
イ

ブ
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

フ
ォ

ル
ダ

に
S
-
B

IT
変

換
デ

ー
タ

（
任

意
）
と

い
う

フ
ォ

ル
ダ

を
作

成
し

て
あ

り
、

そ
こ

に
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
が

保
存

さ
れ

ま
す

。

13

O
K
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。
O

K
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

C
ド

ラ
イ

ブ
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

フ
ォ

ル
ダ

に
S
-B

IT
変

換
デ

ー
タ

（
任

意
）
と

い
う

フ
ォ

ル
ダ

を
作

成
し

て
あ

り
、

そ
こ

に
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
が

保
存

さ
れ

ま
す

。

13

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
5

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

IM
S

I
S

-
B

it
 ｖ

2
.3

a 
>
 O

p
e
n
 U

S
B

：
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

完
了

す
る

と
、

フ
ァ

イ
ル

保
存

フ
ォ

ル
ダ

に
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
と

し
て

保
存

さ
れ

ま
す

。

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

①
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

変
更

す
る

場
合

は
、

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
変

更
し

て
く
だ

さ
い

。

※
デ

ー
タ

の
消

去
方

法
に

つ
い

て
S
U

P
E
R

-
B

IT
内

に
格

納
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

消
去

す
る

場
合

は
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

を
接

続
し

た
状

態
で

「
メ

モ
リ

消
去

」
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
消

去
さ

れ
ま

す
。

②
IM

S
I
S
-
B

it
 ｖ

2
.3

aを
閉

じ
る

場
合

は
こ

こ
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

14

１
．

デ
ー

タ
取

得
準

備
-
6

（
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
変

換
）

IM
S

I
S

-
B

it
 ｖ

2
.3

a 
>
 O

p
e
n
 U

S
B

：
S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

を
接

続
し

た
状

態
で

、
「
O

pe
n

U
S
B

」
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

＝
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

デ
ー

タ
読

み
込

み

①
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

変
更

す
る

場
合

は
、

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
変

更
し

て
く
だ

さ
い

。

①
S
U

P
E
R

-
B

IT
の

計
測

デ
ー

タ
の

保
存

先
を

変
更

す
る

場
合

は
、

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
変

更
し

て
く
だ

さ
い

。

②
こ

こ
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。
②

こ
こ

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
く
だ

さ
い

。

※
デ

ー
タ

の
消

去
方

法
に

つ
い

て
S
U

P
E
R

-
B

IT
内

に
格

納
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

消
去

す
る

場
合

は
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

を
接

続
し

た
状

態
で

「
メ

モ
リ

消
去

」
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
消

去
さ

れ
ま

す
。

※
デ

ー
タ

の
消

去
方

法
に

つ
い

て
S
U

P
E
R

-
B

IT
内

に
格

納
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

消
去

す
る

場
合

は
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
と

P
C

本
体

を
接

続
し

た
状

態
で

「
メ

モ
リ

消
去

」
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
消

去
さ

れ
ま

す
。

1
4

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
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P
C

本
体

の
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
解

析
ソ

フ
ト

S
-
B

IT
A

S
を

起
動

し
ま

す
。

15

２
．

解
析

準
備

-
1

（
解

析
ソ

フ
ト

S
-
B

IT
A

S
起

動
）

S
-
B

IT
A

S
（
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

）の
ア

イ
コ

ン
を

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
し

て
く
だ

さ
い

。
S
-
B

IT
A

S
（
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

）の
ア

イ
コ

ン
を

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
し

て
く
だ

さ
い

。

P
C

本
体

の
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
解

析
ソ

フ
ト

S
-
B

IT
A

S
を

起
動

し
ま

す
。

15

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法

①
事

業
所

選
択

欄
の

0
1
-
船

橋
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学

校
…

を
シ

ン
グ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
②

ユ
ー

ザ
ー

選
択

画
面

に
0
0
0
-
0
0
1
、

デ
モ

、
デ

モ
と

表
示

さ
れ

ま
す

。
こ

こ
で

は
、

00
0
-
0
0
1
、

デ
モ

、
デ

モ
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

青
く
反

転
し

ま
す

。
②

つ
づ

い
て

「
分

析
」
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

16

①
事

業
所

選
択

欄
の

0
1
-
船

橋
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学

校
…

を
シ

ン
グ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、

①
事

業
所

選
択

欄
の

0
1
-
船

橋
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学

校
…

を
シ

ン
グ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、

２
．

解
析

準
備

-
2

（
事

業
所

、
ユ

ー
ザ

の
選

択
）

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

事
業

所
選

択
：

実
際

に
解

析
す

る
に

あ
た

り
、

事
業

所
選

択
欄

の
事

業
所

名
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

①

16

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

②
ユ

ー
ザ

ー
選

択
画

面
で

、
分

析
し

た
い

被
験

者
を

選
択

し
て

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
0
0
0-

00
1、

デ
モ

、
デ

モ
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

青
く
反

転
し

ま
す

。

②
ユ

ー
ザ

ー
選

択
画

面
で

、
分

析
し

た
い

被
験

者
を

選
択

し
て

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
0
0
0-

00
1、

デ
モ

、
デ

モ
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

青
く
反

転
し

ま
す

。

②

②
つ

づ
い

て
「分

析
」
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。
②

つ
づ

い
て

「分
析

」
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。
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解
析

対
象

と
な

る
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
が

保
存

さ
れ

て
い

る
フ

ォ
ル

ダ
が

表
示

さ
れ

ま
す

の
で

、
こ

の
フ

ォ
ル

ダ
を

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
か

、
「
開

く
」
を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

下
さ

い
。

17

２
．

解
析

準
備

-
3

（
ユ

ー
ザ

ー
の

計
測

デ
ー

タ
確

認
-
1
）

解
析

対
象

と
な

る
バ

イ
ナ

リ
フ

ァ
イ

ル
が

保
存

さ
れ

て
い

る
フ

ォ
ル

ダ
が

表
示

さ
れ

ま
す

の
で

、
こ

の
フ

ォ
ル

ダ
を

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
か

、
「開

く
」を

シ
ン

グ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
て

下
さ

い
。

o
r

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

事
業

所
選

択
＞

ユ
ー

ザ
ー

選
択

＞
分

析
＞

計
測

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
選

択

17

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

解
析

す
る

バ
イ

ナ
リ

フ
ァ

イ
ル

（
＊

＊
＊

＊
＊

.b
in

)を
指

定
し

て
、

開
く
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

18

２
．

解
析

準
備

-
3

（
ユ

ー
ザ

ー
の

計
測

デ
ー

タ
確

認
-
2
）

解
析

す
る

バ
イ

ナ
リ

フ
ァ

イ
ル

（＊
＊

＊
＊

＊
.b

in
)

を
指

定
し

て
、

開
く
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

事
業

所
選

択
＞

ユ
ー

ザ
ー

選
択

＞
分

析
＞

計
測

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
選

択

18

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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フ
ァ

イ
ル

を
読

み
込

む
と

「
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

を
C

S
V

フ
ァ

イ
ル

に
分

析
中

で
す

。
」
と

表
示

が
出

ま
す

。

19

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

事
業

所
選

択
＞

ユ
ー

ザ
ー

選
択

＞
分

析
＞

：
解

析
中

の
表

示
：バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
C

S
V

フ
ァ

イ
ル

へ
の

分
割

２
．

解
析

準
備

-
4

（
計

測
デ

ー
タ

の
変

換
-
1
）

フ
ァ

イ
ル

を
読

み
込

む
と

こ
の

よ
う

な
表

示
が

出
ま

す
。

19

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

解
析

中
の

表
示

：
デ

ー
タ

分
析

S
T
E
P

【
1
】

S
T
E
P

【
2
】
と

進
み

ま
す

。

20

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

事
業

所
選

択
＞

ユ
ー

ザ
ー

選
択

＞
分

析
：

解
析

中
の

表
示

：デ
ー

タ
分

析
S

T
E
P

【
1】

S
T
E
P

【
2】

と
進

み
ま

す
。

２
．

解
析

準
備

-
4

（
計

測
デ

ー
タ

の
変

換
-
2
）

20

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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解
析

中
の

表
示

：
分

析
デ

ー
タ

の
編

集
A

n
al

ys
is

【
1
】

A
n
al

ys
is

【
2
】
と

進
み

ま
す

。

21

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
解

析
中

の
表

示
：分

析
デ

ー
タ

の
編

集
A

n
al

ys
is

【
1
】

A
n
al

ys
is

【
2
】と

進
み

ま
す

。

２
．

解
析

準
備

-
4

（
計

測
デ

ー
タ

の
変

換
-
3
）

21

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

不
必

要
な

ノ
イ

ズ
を

除
去

し
ま

す
。

解
析

中
の

表
示

：
自

律
神

経
解

析
結

果
の

ノ
イ

ズ
除

去
と

進
み

ま
す

。

22

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
解

析
中

の
表

示
：自

律
神

経
解

析
結

果
の

ノ
イ

ズ
除

去

２
．

解
析

準
備

-
4

（
計

測
デ

ー
タ

の
変

換
-
4
）

22

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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解
析

完
了

画
面

＝
一

次
解

析
デ

ー
タ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
に

よ
り

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

解
析

す
る

ソ
フ

ト
を

、
S
U

P
E
R

-
B

IT
 A

n
al

ys
is

 S
o
ft

w
ar

e
バ

イ
タ

ス
と

よ
び

ま
す

。

23

解
析

が
完

了
す

る
と

、
こ

の
よ

う
な

画
面

に
な

り
ま

す
。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
解

析
完

了
画

面
＝

一
次

解
析

デ
ー

タ

２
．

解
析

準
備

-
4

（
計

測
デ

ー
タ

の
変

換
-
5
）

23

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

SU
PE

R-
BI

TA
S(

＝
SU

PE
R-

BI
TA

na
lys

isS
of

tw
ar

e)

解
析

ソ
フ

ト
S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
の

一
番

上
は

、
心

拍
加

速
度

セ
ン

サ
ー

（
約

1
分

間
）
を

表
示

し
て

ま
す

。
S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
で

の
脈

の
乱

れ
に

つ
い

て
は

、
1
分

間
の

最
大

発
生

数
が

5
回

以
上

、
ま

た
は

全
発

生
回

数
が

2
0
回

以
上

の
場

合
は

“
あ

り
”
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

二
番

目
は

、
心

拍
の

R
-
R

間
隔

表
示

し
て

い
ま

す
。

左
か

ら
赤

間
が

1
0
秒

、
青

間
が

3
0
秒

で
す

。

三
番

目
は

、
心

拍
デ

ー
タ

か
ら

分
析

し
た

自
律

神
経

関
連

の
グ

ラ
フ

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
交

感
神

経
（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）自
律

神
経

活
動

度
（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)
心

電
図

の
C

V
R

-
R

（
呼

吸
に

よ
る

心
拍

数
の

変
動

の
程

度
）
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

糖
尿

病
の

方
に

多
く

見
ら

れ
る

自
律

神
経

の
機

能
障

害
数

値
と

の
相

似
性

に
よ

り
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

を
判

定
し

て
い

ま
す

。

S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
で

は
、

青
色

の
実

測
値

が
2
.2

％
以

上
で

あ
れ

ば
「
リ

ス
ク

が
少

な
い

」
と

判
定

し
て

い
ま

す
が

、
今

回
の

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
は

、
使

用
し

ま
せ

ん
。

四
番

目
は

、
心

拍
デ

ー
タ

か
ら

分
析

し
た

、
平

均
心

拍
数

（
分

単
位

）
を

表
示

し
て

い
ま

す
。

一
般

的
に

、
心

拍
数

は
1
0
0
以

上
を

「
頻

脈
」
と

い
い

、
6
0
以

下
を

「
徐

脈
」と

い
い

ま
す

。
安

静
時

の
健

康
な

成
人

（
2
0
歳

か
ら

6
0
歳

）
の

平
均

的
な

心
拍

数
は

、
毎

分
男

性
6
0
～

80
回

毎
分

女
性

7
0
～

9
0
回

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
※

未
成

年
の

場
合

は
9
0
～

1
8
0
回

ま
で

変
動

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
で

は
、

青
色

の
実

測
値

が
6
0
～

1
0
0
回

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

「
正

常
」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

24

各
項

目
の

解
析

デ
ー

タ
は

、
す

べ
て

、
こ

の
一

時
解

析
SU

PE
R-

BI
TA

Sか
ら

導
き

出
し

て
い

ま
す

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

。
交

感
神

経
（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）
自

律
神

経
活

動
度

（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示

加
速

度
セ

ン
サ

お
よ

び
心

拍
に

よ
る

睡
眠

時
無

呼
吸

を
表

示
、

分
析

に
必

要
な

加
速

度
セ

ン
サ

の
詳

細
を

表
示

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
-1

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
1
）

分
析

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
ソ

フ
ト

を
閉

じ
る

表
示

時
刻

指
定

ボ
タ

ン

B
e
dI

n
の

ラ
イ

ン

S
le

e
pI

n
の

ラ
イ

ン

S
le

e
p
O

u
tの

ラ
イ

ン
B

e
dO

u
tの

ラ
イ

ン

B
e
d
In

の
ボ

タ
ン

S
le

ep
In

の
ボ

タ
ン

S
le

ep
O

ut
の

ボ
タ

ン
B

e
d
O

u
t

の
ボ

タ
ン

確
定

ボ
タ

ン
ク

リ
ア

ボ
タ

ン
自

動
・
手

動
切

り
替

え
ボ

タ
ン
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六
番

目
は

、
加

速
度

セ
ン

サ
か

ら
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

赤
外

線
(I
R

)温
度

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
の

表
面

温
度

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
赤

外
線

(I
R

)温
度

の
最

も
一

般
的

な
用

途
は

、
耳

の
温

度
測

定
、

額
の

温
度

測
定

、
ま

た
は

皮
膚

の
温

度
測

定
で

す
。

皮
膚

を
温

め
た

り
冷

や
し

た
り

す
る

こ
と

は
、

体
が

自
己

調
節

し
、

体
幹

温
度

を
一

定
に

保
つ

1
つ

の
方

法
で

す
の

で
、

通
常

、
体

幹
温

度
よ

り
も

大
き

く
変

動
し

ま
す

。
赤

外
線

(I
R

)温
度

セ
ン

サ
に

よ
り

、
医

療
用

途
に

お
い

て
高

精
度

の
非

接
触

式
温

度
測

定
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

感
染

か
ら

低
体

温
症

ま
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

症
状

に
苦

し
む

方
に

と
っ

て
、

非
常

に
重

要
で

あ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

七
番

目
は

、
加

速
度

セ
ン

サ
に

よ
る

姿
勢

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
色

で
表

示
さ

れ
ま

す
。

八
番

目
は

、
加

速
度

セ
ン

サ
お

よ
び

心
拍

に
よ

る
睡

眠
時

の
無

呼
吸

を
表

示
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

分
析

に
必

要
な

加
速

度
セ

ン
サ

の
詳

細
を

表
示

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
、

S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
に

よ
り

デ
ー

タ
解

析
を

行
う

こ
と

で
、

健
康

状
態

(体
の

健
康

)、
心

身
状

態
(心

や
眠

り
の

健
康

)、
運

動
状

態
(活

動
量

、
歩

行
バ

ラ
ン

ス
、

ス
ポ

ー
ツ

選
手

の
活

動
解

析
に

も
適

応
)の

把
握

が
測

定
出

来
ま

す
。

25

各
項

目
の

解
析

デ
ー

タ
は

、
す

べ
て

、
こ

の
一

時
解

析
SU

PE
R-

BI
TA

Sか
ら

導
き

出
し

て
い

ま
す

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

。
交

感
神

経
（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）
自

律
神

経
活

動
度

（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示

加
速

度
セ

ン
サ

お
よ

び
心

拍
に

よ
る

睡
眠

時
無

呼
吸

を
表

示
、

分
析

に
必

要
な

加
速

度
セ

ン
サ

の
詳

細
を

表
示

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
-1

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
1
）

分
析

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
ソ

フ
ト

を
閉

じ
る

表
示

時
刻

指
定

ボ
タ

ン

B
e
dI

n
の

ラ
イ

ン

S
le

e
pI

n
の

ラ
イ

ン

S
le

e
p
O

u
tの

ラ
イ

ン
B

e
dO

u
tの

ラ
イ

ン

B
e
d
In

の
ボ

タ
ン

S
le

ep
In

の
ボ

タ
ン

S
le

ep
O

ut
の

ボ
タ

ン
B

e
d
O

u
t

の
ボ

タ
ン

確
定

ボ
タ

ン
ク

リ
ア

ボ
タ

ン
自

動
・
手

動
切

り
替

え
ボ

タ
ン

心
電

図
波

形
が

表
示

さ
れ

て
い

る
部

分
で

、
右

ク
リ

ッ
ク

す
る

拡
大

図
を

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

拡
大

図
で

は
、

「
拡

大
X
」
「
縮

小
X
」「

拡
大

Y
」「

縮
小

Y
」
で

大
き

さ
を

自
由

に
変

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ス
ク

ロ
ー

ル
し

た
と

き
の

時
刻

表
示

が
一

番
右

側
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ス
ク

ロ
ー

ル
バ

ー
を

動
か

す
こ

と
で

、
計

測
開

始
か

ら
終

了
ま

で
ス

ク
ロ

ー
ル

し
て

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

26

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：
心

電
図

波
形

に
つ

い
て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
2
）

心
電

図
波

形
が

表
示

さ
れ

て
い

る
部

分
で

、
右

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
以

下
の

よ
う

な
拡

大
図

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

ス
ク

ロ
ー

ル
バ

ー
を

動
か

す
こ

と
で

、
計

測
開

始
か

ら
終

了
ま

で
ス

ク
ロ

ー
ル

し
て

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
拡

大
X
」
「縮

小
X
」「

拡
大

Y
」「

縮
小

Y
」
で

大
き

さ
を

自
由

に
変

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ス
ク

ロ
ー

ル
し

た
と

き
の

時
刻

表
示

が
一

番
右

側
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

26

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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全
て

の
項

目
の

チ
ェ

ッ
ク

を
外

す
と

赤
点

線
内

の
よ

う
に

全
て

の
表

示
が

消
え

ま
す

。

27

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：す

べ
て

の
チ

ェ
ッ

ク
項

目
を

外
し

た
状

態

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
3
）

全
て

の
項

目
の

チ
ェ

ッ
ク

を
外

す
と

以
下

の
よ

う
に

全
て

の
表

示
が

消
え

ま
す

。

2
7

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
le

e
p
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
赤

点
線

内
の

よ
う

な
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

睡
眠

の
時

間
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

28

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：S

le
e
pに

つ
い

て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
4
）

S
le

e
pに

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
以

下
の

よ
う

な
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

28

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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C
V

R
R

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

以
下

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（
自

律
神

経
活

動
度

を
ド

ッ
ト

表
示

）
心

電
図

の
C

V
R

-
R

（
呼

吸
に

よ
る

心
拍

数
の

変
動

の
程

度
）
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

糖
尿

病
の

方
に

多
く

見
ら

れ
る

自
律

神
経

の
機

能
障

害
数

値
と

の
相

似
性

に
よ

り
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

を
判

定
し

て
い

ま
す

。
S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
で

は
、

青
色

の
実

測
値

が
2
.2

％
以

上
で

あ
れ

ば
「
リ

ス
ク

が
少

な
い

」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

29

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：C

V
R

R
に

つ
い

て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
5
）

C
V

R
R

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

以
下

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（
自

律
神

経
活

動
度

を
ド

ッ
ト

表
示

）

29

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

R
R

間
隔

変
動

R
R

IV
に

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
赤

点
線

内
の

よ
う

な
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

R
-
R

間
隔

検
査

と
は

、
自

律
神

経
の

機
能

の
異

常
を

調
べ

る
検

査
で

す
。

30

R
R

IV
に

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
以

下
の

よ
う

な
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：R

R
IV

に
つ

い
て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
6
）

30

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

242



R
e
al

に
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

赤
点

線
内

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

31

R
e
al

に
だ

け
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

以
下

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：R

e
al

に
つ

い
て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
7
）

31

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

M
o
ve

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

赤
点

線
内

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
⇒

覚
醒

時
と

睡
眠

時
の

X
軸

(赤
)・

Y
軸

(青
)・

Z
軸

(緑
)で

体
動

を
み

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

M
O

V
E
が

表
示

さ
れ

て
い

る
部

分
で

、
右

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
加

速
度

セ
ン

サ
拡

大
図

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

32

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：M

o
ve

に
つ

い
て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
8
）

M
O

V
E
が

表
示

さ
れ

て
い

る
部

分
で

、
右

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
加

速
度

セ
ン

サ
拡

大
図

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

M
o
ve

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

以
下

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
⇒

覚
醒

時
と

睡
眠

時
の

X
軸

(赤
)・

Y
軸

(青
)・

Z
軸

(緑
)で

体
動

を
み

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

32

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

243



A
p
n
e
aR

e
al

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

赤
点

線
内

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

無
呼

吸
が

い
つ

発
生

し
た

か
が

確
認

で
き

ま
す

。
寝

て
い

る
間

に
何

度
も

呼
吸

が
止

ま
っ

た
り

（
無

呼
吸

）、
気

道
の

空
気

の
流

れ
が

悪
く
（
低

呼
吸

）
な

っ
た

り
す

る
こ

と
に

よ
り

、
日

中
の

眠
気

で
勉

強
に

集
中

で
き

な
い

と
か

、
起

床
時

に
頭

痛
や

寝
た

ら
な

い
な

ど
の

症
状

が
で

る
病

気
で

、
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

ス
リ

ー
プ

・
ア

プ
ニ

ア
・
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（
S
le

e
p
A

p
n
e
aS

yn
d
ro

m
e
：
S
A

S
）
が

あ
り

ま
す

。

「
一

晩
（
7
時

間
）
の

睡
眠

中
に

1
0
秒

以
上

の
無

呼
吸

が
3
0
回

以
上

、
ま

た
は

、
睡

眠
1
時

間
あ

た
り

の
無

呼
吸

数
や

低
呼

吸
数

が
5
回

以
上

お
こ

る
状

態
」
と

定
義

さ
れ

て
い

ま
す

。

そ
の

結
果

、
眠

っ
て

い
る

つ
も

り
で

も
体

に
と

っ
て

は
十

分
な

睡
眠

が
と

れ
て

お
ら

ず
、

起
床

時
の

頭
痛

が
生

じ
た

り
、

日
中

の
居

眠
り

が
多

く
な

っ
た

り
し

ま
す

。
い

び
き

を
か

く
人

に
多

く
み

ら
れ

ま
す

。

33

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：A

pn
ea

R
ea

lに
つ

い
て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
9
）

33

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

A
pn

e
aR

e
al

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

以
下

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

S
m

al
lm

v（
微

小
体

動
）
に

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
赤

点
線

内
の

よ
う

グ
ラ

フ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

34

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
一

次
解

析
デ

ー
タ

画
面

の
説

明
：S

m
al

lm
vに

つ
い

て

３
．

解
析

準
備

-
5

（
デ

ー
タ

解
析

画
面

の
説

明
-
1
0
）

S
m

al
lm

v（
微

小
体

動
）に

だ
け

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
る

と
以

下
の

よ
う

な
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

34

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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S
U

P
E
R

-
B

IT
A

S
の

解
析

は
、

“
S
e
m

iA
u
to

”
自

動
解

析
と

“手
動

解
析

”
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
ま

す
。

解
析

さ
れ

た
デ

ー
タ

の
ベ

ッ
ト

イ
ン

の
時

間
が

や
入

眠
時

間
が

ず
れ

て
い

た
り

、
起

床
時

間
や

ベ
ッ

ト
ア

ウ
ト

な
ど

を
手

動
で

変
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

本
講

座
で

は
、

主
に

自
動

解
析

を
使

用
し

ま
す

。

35

“
自

動
解

析
”

“
自

動
解

析
”

４
．

解
析

-
1

35

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法 “
手

動
解

析
”

“
手

動
解

析
”

S
e
m

iA
u
to

に
チ

ェ
ッ

ク
が

入
っ

た
状

態
で

、
赤

点
線

内
に

赤
い

線
が

入
れ

ば
O

K
で

す
。

＝
睡

眠
時

間
が

確
定

※
自

動
解

析
の

結
果

、
睡

眠
時

無
呼

吸
に

関
し

て
疑

問
が

生
じ

た
場

合
は

再
度

手
動

解
析

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

36

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
「
S
e
m

iA
ut

o
」に

チ
ェ

ッ
ク

が
入

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

ま
す

。
＝

自
動

解
析

４
．

自
動

解
析

-
1 S

e
m

iA
u
to

に
チ

ェ
ッ

ク
が

入
っ

た
状

態

36

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

こ
の

赤
い

線
が

入
れ

ば
O

K
。

＝
睡

眠
時

間
が

確
定

※
自

動
解

析
の

結
果

、
睡

眠
時

無
呼

吸
に

関
し

て
疑

問
が

生
じ

た
場

合
は

再
度

手
動

解
析

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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朱
色

の
ラ

イ
ン

は
、

体
動

が
止

ま
っ

た
＝

寝
床

に
つ

い
た

＝
B

e
d
In

状
態

一
般

的
に

立
位

か
ら

坐
位

へ
姿

勢
を

変
え

る
と

、
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
伏

臥
位

仰
臥

位
等

の
姿

勢
に

な
る

と
、

も
う

一
段

の
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
。

同
時

に
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

も
顕

著
に

低
下

を
示

し
ま

す
。

37

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
B

e
dI

n
：B

ed
In

ラ
イ

ン
表

示

４
．

自
動

解
析

-
2

37

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

一
般

的
に

立
位

か
ら

坐
位

へ
姿

勢
を

変
え

る
と

、
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
伏

臥
位

仰
臥

位
等

の
姿

勢
に

な
る

と
、

も
う

一
段

の
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
。

同
時

に
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

も
顕

著
に

低
下

を
示

し
ま

す
。

一
般

的
に

立
位

か
ら

坐
位

へ
姿

勢
を

変
え

る
と

、
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
伏

臥
位

仰
臥

位
等

の
姿

勢
に

な
る

と
、

も
う

一
段

の
心

拍
数

、
呼

吸
数

が
低

下
す

る
。

同
時

に
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

も
顕

著
に

低
下

を
示

し
ま

す
。

朱
色

の
ラ

イ
ン

は
、

体
動

が
止

ま
っ

た
＝

寝
床

に
つ

い
た

)＝
B

ed
In

状
態

S
le

e
p
In

の
ラ

イ
ン

以
下

の
点

を
考

慮
し

ま
す

。

S
le

e
p
In

の
時

点
で

➀
S
N

S
と

P
S
N

S
の

交
替

②
心

拍
数

の
二

段
目

の
減

少
③

呼
吸

数
の

減
少

と
呼

吸
数

は
数

幅
の

減
少

④
表

皮
温

度
の

二
段

目
の

上
昇

⑤
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
減

少
と

動
き

の
静

ま
り

（
M

o
ve

の
拡

大
図

で
確

認
）

な
ど

、
睡

眠
時

に
は

副
交

感
神

経
の

強
ま

り
と

同
時

に
表

面
の

毛
細

血
管

が
活

発
に

な
り

、
表

面
温

度
は

上
昇

し
ま

す
。

38

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
S
le

ep
In

：S
le

e
pI

nラ
イ

ン
表

示

４
．

自
動

解
析

-
3

38

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
le

e
pI

n
黄

緑
色

の
ラ

イ
ン

が
入

り
ま

す
。

246



姿
勢

が
大

き
く
変

動
し

た
時

刻
に

S
le

e
p
O

u
tの

水
色

の
ラ

イ
ン

が
入

り
ま

す
。

39

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
S
le

ep
O

u
t：

S
le

ep
O

ut
ラ

イ
ン

表
示

４
．

自
動

解
析

-
4

39

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
le

e
pO

u
t

水
色

の
ラ

イ
ン

が
入

り
ま

す
。

①
姿

勢
が

大
き

く
変

動
し

た
位

置
②

呼
吸

数
が

上
が

っ
た

箇
所

③
平

均
心

拍
数

が
上

昇
B

e
tO

u
tの

黄
橙

色
の

ラ
イ

ン
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

40

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
B

e
tO

ut
：B

et
O

ut
ラ

イ
ン

表
示

４
．

自
動

解
析

-
5

40

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

①
姿

勢
が

大
き

く
変

動
し

た
位

置
②

呼
吸

数
が

上
が

っ
た

箇
所

③
平

均
心

拍
数

が
上

昇

①②③
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睡
眠

時
間

が
確

定
し

て
い

る
状

態
（
４

本
ラ

イ
ン

が
入

っ
た

状
態

）
で

Z
o
o
m

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

41

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

>Z
o
o
m

：
解

析
す

る
時

間
帯

を
任

意
に

指
定

し
て

表
示

し
、

C
S
V

デ
ー

タ
と

し
て

出
力

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

41

睡
眠

時
間

が
確

定
し

た
段

階
（
４

本
ラ

イ
ン

が
入

っ
た

状
態

）で
Z
o
o
m

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
1

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

Z
o
o
m

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
上

記
の

よ
う

な
赤

線
内

の
画

面
が

出
現

し
ま

す
。

42

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
o
m

>
時

間
表

示
指

定
画

面

42

Z
o
o
m

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
上

記
の

よ
う

な
画

面
が

出
現

し
ま

す

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
2

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

248



①
開

始
時

刻
（
上

段
）
と

終
了

時
刻

（
下

段
）
を

直
接

入
力

（
半

角
数

字
）
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

②
日

に
ち

は
、

カ
レ

ン
ダ

ー
か

ら
も

開
始

日
（
上

段
）
と

終
了

日
（下

段
）
を

指
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

③
時

間
帯

の
ス

ク
ロ

ー
ル

ボ
タ

ン
[ 

開
始

時
刻

（
上

段
）
と

終
了

時
刻

（
下

段
）]

を
動

か
し

て
調

整
す

る
こ

と
で

解
析

時
間

帯
の

時
刻

を
指

定
で

き
ま

す
。

④
特

定
の

時
間

だ
け

出
力

し
た

と
き

に
は

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

に
レ

点
を

入
れ

て
出

力
時

間
（
分

）
を

入
力

（
半

角
数

字
）
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

⑤
S
le

e
p
In

⇔
S
le

e
p
O

u
tの

時
間

帯
を

ス
ク

ロ
ー

ル
表

示
さ

せ
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。

⑥
表

示
し

た
時

間
帯

の
ス

ク
ロ

ー
ル

表
示

を
消

す
と

き
に

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

⑦
B

e
d
In

⇔
B

e
d
O

u
tの

時
間

帯
を

ス
ク

ロ
ー

ル
表

示
さ

せ
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。

⑧
指

定
し

た
時

間
帯

の
C

S
V

デ
ー

タ
を

出
力

す
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
※

出
力

す
る

C
S
V

デ
ー

タ
の

格
納

先
は

、
「
S
-
B

IT
変

換
デ

ー
タ

」
フ

ォ
ル

ダ
に

デ
フ

ォ
ル

ト
設

定
し

て
あ

り
ま

す
。

⑨
指

定
し

た
時

間
帯

を
一

次
解

析
画

面
と

し
て

表
示

す
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
※

元
の

一
次

解
析

画
面

に
戻

す
と

き
は

、
“
ク

リ
ア

ボ
タ

ン
を

押
し

て
”
か

ら
も

う
一

度
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。

⑩
す

べ
て

の
表

示
時

間
指

定
機

能
を

閉
じ

る
と

き
に

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

43

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>時
間

表
示

指
定

画
面

：表
示

機
能

の
説

明

③
時

間
帯

の
ス

ク
ロ

ー
ル

ボ
タ

ン
[ 

開
始

時
刻

（
上

段
）
と

終
了

時
刻

（
下

段
）
]を

動
か

し
て

調
整

す
る

こ
と

で
解

析
時

間
帯

の
時

刻
を

指
定

で
き

ま
す

。
①

開
始

時
刻

（
上

段
）
と

終
了

時
刻

（
下

段
）
を

直
接

入
力

（
半

角
数

字
）
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

②
日

に
ち

は
、

カ
レ

ン
ダ

ー
か

ら
も

開
始

日
（
上

段
）
と

終
了

日
（
下

段
）
を

指
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

⑤
S
le

e
p
In

⇔
S
le

e
p
O

u
t

の
時

間
帯

を
ス

ク
ロ

ー
ル

表
示

さ
せ

る
と

き
に

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

⑦
B

e
d
In

⇔
B

e
d
O

u
tの

時
間

帯
を

ス
ク

ロ
ー

ル
表

示
さ

せ
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
⑥

表
示

し
た

時
間

帯
の

ス
ク

ロ
ー

ル
表

示
を

消
す

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。

⑩
す

べ
て

の
表

示
時

間
指

定
機

能
を

閉
じ

る
と

き
に

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

⑨
指

定
し

た
時

間
帯

を
一

次
解

析
画

面
と

し
て

表
示

す
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
※

元
の

一
次

解
析

画
面

に
戻

す
と

き
は

、
“
ク

リ
ア

ボ
タ

ン
を

押
し

て
”

か
ら

も
う

一
度

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

⑧
指

定
し

た
時

間
帯

の
C

S
V

デ
ー

タ
を

出
力

す
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
※

出
力

す
る

C
S
V

デ
ー

タ
の

格
納

先
は

、
「
S
-
B

IT
変

換
デ

ー
タ

」
フ

ォ
ル

ダ
に

デ
フ

ォ
ル

ト
設

定
し

て
あ

り
ま

す
。 43

④
特

定
の

時
間

だ
け

出
力

し
た

と
き

に
は

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

に
レ

点
を

入
れ

て
出

力
時

間
（
分

）
を

入
力

（
半

角
数

字
）
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
3

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

S
le

e
p
T
im

e
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

、
拡

大
実

行
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

44

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>S
le

e
pT

im
e：

S
le

e
pI

n
⇔

S
le

e
pO

ut
の

時
間

帯
を

表
示

す
る

と
き

。

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
4

44

S
le

e
pT

im
e

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
、

拡
大

実
行

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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S
le

e
p
In

⇔
S
le

e
p
O

u
tの

時
間

帯
の

拡
大

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

45

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>S
le

e
pT

im
e：

S
le

e
pI

n
⇔

S
le

e
pO

ut
の

時
間

帯
の

拡
大

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

45

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
4

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

B
e
d
T
im

e
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

、
拡

大
実

行
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

46

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>B
e
d
T
im

e
：

B
e
dI

n
⇔

B
e
dO

ut
の

時
間

帯
を

表
示

す
る

と
き

。

46

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
5

B
e
dT

im
e

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
、

拡
大

実
行

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

250



B
e
d
In

⇔
B

e
d
O

u
tの

時
間

帯
の

拡
大

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

47

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>B
e
d
T
im

e
：

B
e
dI

n
⇔

B
e
dO

ut
の

時
間

帯
の

拡
大

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

47

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
5

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

指
定

し
た

時
間

帯
の

拡
大

画
面

が
表

示
さ

れ
た

段
階

で
C

S
V

出
力

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

48

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
指

定
し

た
時

間
帯

の
拡

大
画

面
が

表
示

さ
れ

た
段

階
で

C
S
V

出
力

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

48

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6

C
S
V

出
力

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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C
S
V

デ
ー

タ
の

格
納

先
を

指
定

し
ま

す
。

※
こ

こ
で

は
「
S
-
B

IT
変

換
デ

ー
タ

」
フ

ォ
ル

ダ
に

デ
フ

ォ
ル

ト
設

定
し

て
あ

り
ま

す
。

49

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
C

S
V

デ
ー

タ
の

格
納

先
を

指
定

し
ま

す
。

※
こ

こ
で

は
「
S
-
B

IT
変

換
デ

ー
タ

」
フ

ォ
ル

ダ
に

デ
フ

ォ
ル

ト
設

定
し

て
あ

り
ま

す
。

C
S
V

保
存

先
を

聞
い

て
き

ま
す

49

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

フ
ァ

イ
ル

名
（
N

):
の

と
こ

ろ
に

、
任

意
の

フ
ァ

イ
ル

名
を

入
力

し
て

、
「
保

存
」
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

※
こ

こ
で

は
「
解

析
デ

ー
タ

」
と

し
ま

す
。

50

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
C

S
V

デ
ー

タ
の

フ
ァ

イ
ル

名
を

入
力

し
ま

す
。

フ
ァ

イ
ル

名
（
N

):
の

と
こ

ろ
に

、
任

意
の

フ
ァ

イ
ル

名
を

入
力

し
て

、
「
保

存
」
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

※
こ

こ
で

は
「
解

析
デ

ー
タ

」と
し

ま
す

。
50

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
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C
S
V

デ
ー

タ
の

出
力

終
了

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

51

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
C

S
V

デ
ー

タ
の

出
力

終
了

メ
ッ

セ
ー

ジ
表

示
。

「
フ

ォ
ル

ダ
ー

を
開

く
」を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
出

力
先

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

51

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

こ
の

よ
う

に
C

S
V

フ
ァ

イ
ル

が
生

成
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
ダ

ブ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

52

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
C

S
V

フ
ァ

イ
ル

の
生

成
。

52

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6 こ

の
よ

う
に

C
S
V

フ
ァ

イ
ル

が
生

成
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
ダ

ブ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、
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C
S
V

フ
ァ

イ
ル

が
生

成
さ

れ
、

す
べ

て
の

解
析

項
目

が
表

示
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

必
要

に
応

じ
て

加
工

し
て

く
だ

さ
い

。

53

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

＞
Z
o
om

>任
意

時
間

帯
指

定
>C

S
V

出
力

：
す

べ
て

の
解

析
項

目
が

表
示

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
加

工
し

て
く
だ

さ
い

。

53

５
．

指
定

計
測

時
間

帯
表

示
機

能
-
6

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

デ
ー

タ
解

析
の

印
刷

せ
ず

に
終

了
す

る
場

合
、

E
X
IT

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
終

了
し

ま
す

。

54

6
．

デ
ー

タ
解

析
終

了
S

-
B

IT
A

S
管

理
＞

ホ
ル

タ
ー

情
報

表
示

：
自

動
解

析
を

終
了

す
る

場
合

は
、

E
xi

tを
ク

リ
ッ

ク
し

て
終

了
し

ま
す

。

54

印
刷

せ
ず

に
終

了
す

る
場

合
、

E
X
IT

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
終

了
し

ま
す

。

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

：
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法

254



つ
ぎ

は
、

（
２

）ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明
で

す
。

55

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

仕
様

方
法

等

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

４
：

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

厚
生

労
働

省
が

提
示

す
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
参

照
：厚

生
労

働
省

「
労

働
衛

生
行

政
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

と
原

発
作

業
員

の
健

康
管

理
に

つ
い

て
」
P

.6
5
参

照
）
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
上

で
実

施
で

き
ま

す
。

そ
の

結
果

、
「
疲

労
」
「
不

安
」「

抑
う

つ
」
の

ス
コ

ア
が

自
動

集
計

さ
れ

、
「
高

ス
ト

レ
ス

者
」
に

該
当

す
る

か
が

わ
か

り
ま

す
。

同
時

に
、

セ
ン

サ
の

測
定

デ
ー

タ
に

基
づ

く
「
疲

労
」
「不

安
」

「
抑

う
つ

」
の

ス
コ

ア
も

参
考

値
と

し
て

表
示

さ
れ

ま
す

の
で

、
両

結
果

を
比

較
す

る
こ

と
で

、
セ

ル
フ

ケ
ア

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

両
結

果
が

一
致

す
る

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

本
来

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
制

度
と

は
、

2
0
15

年
1
2
月

1
日

：
従

業
員

5
0人

以
上

の
職

場
で

毎
年

一
度

定
期

的
に

行
う

こ
と

が
義

務
化

さ
れ

、
従

業
員

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
（
問

診
）
と

、
医

師
に

よ
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
に

基
づ

い
た

面
接

指
導

の
実

施
等

を
事

業
者

に
対

し
義

務
づ

け
る

制
度

で
す

。

そ
の

結
果

を
本

人
に

通
知

し
て

自
ら

の
ス

ト
レ

ス
の

状
況

に
つ

い
て

気
付

き
を

促
し

、
個

人
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

調
の

リ
ス

ク
を

低
減

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

検
査

結
果

を
分

析
し

て
、

職
場

環
境

の
改

善
を

図
り

ま
す

。
労

働
者

が
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

に
な

る
こ

と
を

未
然

に
防

止
す

る
こ

と
を

主
な

目
的

と
し

た
も

の
で

す
。

仕
事

に
つ

い
て

は
、

学
校

生
活

に
置

き
換

え
れ

ば
、

学
生

に
も

使
用

可
能

で
す

。

56

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明
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設
問

は
、

S
T
E
P

1
仕

事
に

つ
い

て
全

1
7
問

S
T
E
P

2
最

近
1
か

月
の

状
態

に
つ

い
て

全
2
9
問

S
T
E
P

3
周

り
の

方
々

に
つ

い
て

全
9
問

S
T
E
P

4
満

足
度

に
つ

い
て

全
2
問

全
5
7
問

で
チ

ェ
ッ

ク
終

了
で

す
。

57

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

考
え

ら
れ

る
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

９
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

。
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
（
量

）
仕

事
の

量
が

多
い

こ
と

や
時

間
内

に
仕

事
を

処
理

し
き

れ
な

い
こ

と
に

よ
る

業
務

負
担

の
こ

と
心

理
的

な
仕

事
の

負
担

(質
)

仕
事

で
求

め
ら

れ
る

注
意

集
中

の
程

度
、

知
識

、
技

術
の

高
さ

な
ど

質
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

自
覚

的
な

身
体

的
負

担
度

仕
事

で
か

ら
だ

を
動

か
す

必
要

が
あ

る
な

ど
身

体
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

職
場

で
の

対
人

関
係

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
部

署
内

で
の

意
見

の
相

違
、

あ
る

い
は

部
署

同
士

の
対

立
な

ど
対

人
関

係
に

関
す

る
負

担
の

こ
と

職
場

環
境

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
騒

音
、

照
明

、
温

度
、

換
気

な
ど

の
物

理
的

な
職

場
環

境
の

問
題

に
よ

る
負

担
の

こ
と

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
度

仕
事

の
内

容
や

予
定

や
手

順
な

ど
を

自
分

で
決

め
ら

れ
る

程
度

の
こ

と
技

能
の

活
用

度
持

っ
て

い
る

技
術

、
知

識
、

技
能

、
資

格
な

ど
が

仕
事

上
活

用
さ

れ
て

い
る

度
合

の
こ

と
仕

事
へ

の
適

性
度

仕
事

の
内

容
が

自
分

に
向

い
て

い
る

、
合

っ
て

い
る

こ
と

働
き

が
い

仕
事

の
意

義
が

認
識

で
き

、
働

き
が

い
を

感
じ

て
い

る
こ

と

58

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

考
え

ら
れ

る
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

９
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

項
目

名
説

明

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
（
量

）
仕

事
の

量
が

多
い

こ
と

や
時

間
内

に
仕

事
を

処
理

し
き

れ
な

い
こ

と
に

よ
る

業
務

負
担

の
こ

と

心
理

的
な

仕
事

の
負

担
(質

)
仕

事
で

求
め

ら
れ

る
注

意
集

中
の

程
度

、
知

識
、

技
術

の
高

さ
な

ど
質

的
な

業
務

負
担

の
こ

と

自
覚

的
な

身
体

的
負

担
度

仕
事

で
か

ら
だ

を
動

か
す

必
要

が
あ

る
な

ど
身

体
的

な
業

務
負

担
の

こ
と

職
場

で
の

対
人

関
係

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
部

署
内

で
の

意
見

の
相

違
、

あ
る

い
は

部
署

同
士

の
対

立
な

ど
対

人
関

係
に

関
す

る
負

担
の

こ
と

職
場

環
境

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
騒

音
、

照
明

、
温

度
、

換
気

な
ど

の
物

理
的

な
職

場
環

境
の

問
題

に
よ

る
負

担
の

こ
と

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
度

仕
事

の
内

容
や

予
定

や
手

順
な

ど
を

自
分

で
決

め
ら

れ
る

程
度

の
こ

と

技
能

の
活

用
度

持
っ

て
い

る
技

術
、

知
識

、
技

能
、

資
格

な
ど

が
仕

事
上

活
用

さ
れ

て
い

る
度

合
の

こ
と

仕
事

へ
の

適
性

度
仕

事
の

内
容

が
自

分
に

向
い

て
い

る
、

合
っ

て
い

る
こ

と

働
き

が
い

仕
事

の
意

義
が

認
識

で
き

、
働

き
が

い
を

感
じ

て
い

る
こ

と
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ス
ト

レ
ス

に
よ

っ
て

起
こ

る
心

身
の

反
応

ス
ト

レ
ス

の
要

因
６

項
目

を
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
で

表
示

し
ま

す
。

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

活
気 活

気
、

元
気

、
い

き
い

き
な

ど
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

感
情

の
度

合
い

の
こ

と
で

、
必

ず
し

も
仕

事
と

関
連

し
た

活
気

で
は

な
い

イ
ラ

イ
ラ

感
怒

り
、

立
腹

、
イ

ラ
イ

ラ
な

ど
の

症
状

の
度

合
い

の
こ

と
疲

労
感

疲
れ

、
へ

と
へ

と
、

だ
る

さ
な

ど
の

疲
労

に
関

連
し

た
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

不
安 感

気
が

張
り

つ
め

て
い

る
、

不
安

、
落

ち
着

か
な

い
な

ど
の

不
安

に
関

す
る

症
状

の
度

合
い

の
こ

と
抑

う
つ

感
憂

う
つ

感
、

お
っ

く
う

さ
、

集
中

力
の

低
下

な
ど

、
気

分
と

気
力

の
低

下
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と 身

体
愁

訴
全

般
的

な
身

体
的

な
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

59

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

に
よ

っ
て

起
こ

る
心

身
の

反
応

ス
ト

レ
ス

の
要

因
６

項
目

を
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
で

表
示

し
ま

す
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す

項
目

名
説

明

活
気

活
気

、
元

気
、

い
き

い
き

な
ど

の
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
感

情
の

度
合

い
の

こ
と

で
、

必
ず

し
も

仕
事

と
関

連
し

た
活

気
で

は
な

い

イ
ラ

イ
ラ

感
怒

り
、

立
腹

、
イ

ラ
イ

ラ
な

ど
の

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

疲
労

感
疲

れ
、

へ
と

へ
と

、
だ

る
さ

な
ど

の
疲

労
に

関
連

し
た

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

不
安

感
気

が
張

り
つ

め
て

い
る

、
不

安
、

落
ち

着
か

な
い

な
ど

の
不

安
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

抑
う

つ
感

憂
う

つ
感

、
お

っ
く
う

さ
、

集
中

力
の

低
下

な
ど

、
気

分
と

気
力

の
低

下
に

関
す

る
症

状
の

度
合

い
の

こ
と

身
体

愁
訴

全
般

的
な

身
体

的
な

症
状

の
度

合
い

の
こ

と

ス
ト

レ
ス

反
応

に
影

響
を

与
え

る
他

の
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

４
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

。
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

中
心

部
分

に
近

い
ほ

ど
ス

ト
レ

ス
の

度
合

い
が

高
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

上
司

か
ら

の
支

援
度

上
司

が
話

し
か

け
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

上
司

が
部

下
に

行
う

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
同

僚
か

ら
の

支
援

度
同

僚
が

話
し

を
し

や
す

く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

同
僚

同
士

で
の

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
家

族
・
友

人
か

ら
の

支
援

度
配

偶
者

、
家

族
、

友
人

等
か

ら
受

け
ら

れ
る

支
援

の
度

合
い

の
こ

と
仕

事
や

生
活

の
満

足
度

仕
事

や
家

庭
生

活
に

関
す

る
全

般
的

な
満

足
度

の
こ

と

60

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

ス
ト

レ
ス

反
応

に
影

響
を

与
え

る
他

の
因

子
ス

ト
レ

ス
の

要
因

４
項

目
を

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
表

示
し

ま
す

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
中

心
部

分
に

近
い

ほ
ど

ス
ト

レ
ス

の
度

合
い

が
高

い
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

項
目

名
説

明

上
司

か
ら

の
支

援
度

上
司

が
話

し
か

け
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

上
司

が
部

下
に

行
う

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

同
僚

か
ら

の
支

援
度

同
僚

が
話

し
を

し
や

す
く
、

頼
り

に
な

り
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
な

ど
、

同
僚

同
士

で
の

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

家
族

・
友

人
か

ら
の

支
援

度
配

偶
者

、
家

族
、

友
人

等
か

ら
受

け
ら

れ
る

支
援

の
度

合
い

の
こ

と

仕
事

や
生

活
の

満
足

度
仕

事
や

家
庭

生
活

に
関

す
る

全
般

的
な

満
足

度
の

こ
と
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問
診

結
果

表
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

で
す

。
回

答
内

容
と

点
数

、
及

び
レ

ー
ダ

ー
チ

ャ
ー

ト
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。

61

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

に
つ

い
て

【
医

師
に

よ
る

面
談

指
導

の
要

否
に

つ
い

て
・
事

業
場

か
ら

の
ご

案
内

】
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
に

お
き

ま
し

て
、

心
身

の
健

康
面

に
お

い
て

特
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
何

か
心

配
な

こ
と

な
ど

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
社

内
外

の
相

談
窓

口
や

産
業

医
面

談
も

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
維

持
と

職
場

環
境

の
改

善
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

ス
ト

レ
ス

調
査

票
の

結
果

か
ら

、
“
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
”
を

作
成

し
ま

し
た

。
こ

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
か

ら
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

の
状

態
を

お
お

よ
そ

把
握

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

出
来

る
と

思
い

ま
す

。

結
果

を
ご

ら
ん

い
た

だ
き

、
ご

自
分

の
心

の
健

康
管

理
に

お
役

立
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
い

ス
ト

レ
ス

度
や

、
そ

れ
に

伴
う

心
の

問
題

に
つ

い
て

は
、

こ
の

結
果

の
み

で
判

断
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

ご
心

配
な

方
は

専
門

家
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

別
紙

「
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
」
に

お
示

し
い

た
し

ま
し

た
が

、
あ

な
た

は
、

ス
ト

レ
ス

を
あ

ま
り

か
か

え
て

お
ら

ず
、

ま
た

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

も
あ

ま
り

な
い

よ
う

で
す

。

た
だ

し
、

ス
ト

レ
ス

は
、

急
に

仕
事

が
忙

し
く
な

っ
た

り
、

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

（仕
事

に
関

連
し

た
も

の
や

、
ご

家
族

の
問

題
）
が

重
な

ろ
と

、
急

に
あ

な
た

に
重

く
の

し
か

か
っ

て
く
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。

あ
な

た
の

場
合

、
活

気
、

イ
ラ

イ
ラ

感
、

疲
労

感
、

不
安

、
抑

う
つ

感
、

身
体

愁
訴

、
全

て
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。

あ
な

た
の

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
り

う
る

因
子

で
は

、
仕

事
の

量
的

負
担

、
質

的
負

担
、

対
人

関
係

上
の

ス
ト

レ
ス

、
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

度
、

全
て

に
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

今
回

の
調

査
時

点
で

は
、

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
普

段
か

ら
ス

ト
レ

ス
を

た
め

こ
ま

ず
、

気
分

転
換

を
は

か
る

よ
う

に
こ

こ
ろ

が
け

る
こ

と
を

お
勧

め
い

た
し

ま
す

。

62

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

に
つ

い
て

【
医

師
に

よ
る

面
談

指
導

の
要

否
に

つ
い

て
・事

業
場

か
ら

の
ご

案
内

】
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
に

お
き

ま
し

て
、

心
身

の
健

康
面

に
お

い
て

特
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
何

か
心

配
な

こ
と

な
ど

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
社

内
外

の
相

談
窓

口
や

産
業

医
面

談
も

ご
活

用
く
だ

さ
い

。
維

持
と

職
場

環
境

の
改

善
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

ス
ト

レ
ス

調
査

票
の

結
果

か
ら

、
“あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
”を

作
成

し
ま

し
た

。
こ

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
か

ら
、

あ
な

た
の

ス
ト

レ
ス

の
状

態
を

お
お

よ
そ

把
握

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

出
来

る
と

思
い

ま
す

。

結
果

を
ご

ら
ん

い
た

だ
き

、
ご

自
分

の
心

の
健

康
管

理
に

お
役

立
て

く
だ

さ
い

。
詳

し
い

ス
ト

レ
ス

度
や

、
そ

れ
に

伴
う

心
の

問
題

に
つ

い
て

は
、

こ
の

結
果

の
み

で
判

断
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

ご
心

配
な

方
は

専
門

家
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

別
紙

「
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
」
に

お
示

し
い

た
し

ま
し

た
が

、

あ
な

た
は

、
ス

ト
レ

ス
を

あ
ま

り
か

か
え

て
お

ら
ず

、
ま

た
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
な

る
要

素
も

あ
ま

り
な

い
よ

う
で

す
。

た
だ

し
、

ス
ト

レ
ス

は
、

急
に

仕
事

が
忙

し
く
な

っ
た

り
、

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
る

要
素

（仕
事

に
関

連
し

た
も

の
や

、
ご

家
族

の
問

題
）

が
重

な
ろ

と
、

急
に

あ
な

た
に

重
く
の

し
か

か
っ

て
く
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。

あ
な

た
の

場
合

、
活

気
、

イ
ラ

イ
ラ

感
、

疲
労

感
、

不
安

、
抑

う
つ

感
、

身
体

愁
訴

、
全

て
に

問
題

は
み

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。

あ
な

た
の

仕
事

で
の

ス
ト

レ
ス

の
原

因
と

な
り

う
る

因
子

で
は

、
仕

事
の

量
的

負
担

、
質

的
負

担
、

対
人

関
係

上
の

ス
ト

レ
ス

、
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

度
、

全
て

に
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

今
回

の
調

査
時

点
で

は
、

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
普

段
か

ら
ス

ト
レ

ス
を

た
め

こ
ま

ず
、

気
分

転
換

を
は

か
る

よ
う

に
こ

こ
ろ

が
け

る
こ

と
を

お
勧

め
い

た
し

ま
す

。
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つ
ぎ

は
、

（
３

）メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
で

す
。

63

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

仕
様

方
法

等

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

４
：

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

R
e
p
o
rt

 を
ク

リ
ッ

ク

64

R
e
po

rt
 を

ク
リ

ッ
ク

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
：

:「
R

e
po

rt
」ボ

タ
ン

＝
デ

ー
タ

解
析

結
果

帳
票

を
出

力
し

ま
す

。

64

７
．

印
刷

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
出

力
-
1

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
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デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（
B

IT
A

S
-
H

e
al

th
c
ar

e
）
出

力
選

択
画

面
：
以

下
の

よ
う

な
画

面
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

B
IT

A
S
-
S
le

e
p
＝

「
睡

眠
解

析
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
B

IT
A

S
-
S
tr

e
ss

＝
「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
B

IT
A

S
-
H

e
al

th
＝

「
個

人
用

2
4
時

間
健

診
サ

ー
ビ

ス
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
B

IT
A

S
-
B

e
n
e
fi
ts

＝
「
法

人
従

業
員

用
2
4
時

間
健

診
サ

ー
ビ

ス
」の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力

本
講

座
で

は
、

B
IT

A
S
-
H

e
al

th
及

び
B

IT
A

S
-
B

en
e
fi
ts

の
出

力
は

行
い

ま
せ

ん
。

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
方

法
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
※

現
状

は
、

出
力

し
た

い
「
P

D
F
」
の

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

□
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

65

65

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）出

力
選

択
画

面
：

以
下

の
よ

う
な

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

「
睡

眠
解

析
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力

終
了

す
る

と
き

に
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。

選
択

し
た

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

を
表

示
す

る
と

き
に

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力

「
個

人
用

2
4時

間
健

診
サ

ー
ビ

ス
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力

「
法

人
従

業
員

用
2
4時

間
健

診
サ

ー
ビ

ス
」
の

解
析

結
果

レ
ポ

ー
ト

の
出

力

出
力

を
希

望
す

る
解

析
結

果
レ

ポ
ー

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

□
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
ま

す
。

（
複

数
選

択
可

）

レ
ポ

ー
ト

の
出

力
方

法
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
※

現
状

は
、

出
力

し
た

い
「
P

D
F
」
の

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

□
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
出

力
-
2

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

睡
眠

解
析

レ
ポ

ー
ト

B
IT

A
S
-
S
le

e
p
表

紙
※

睡
眠

解
析

レ
ポ

ー
ト

P
D

F
を

印
刷

す
る

場
合

は
、

P
D

F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

66

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

T
O

P
：

１
枚

目
に

、
解

析
レ

ポ
ー

ト
表

紙
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（
P
D

F
画

面
）

66

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
1

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

260



６
つ

の
項

目
を

表
す

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

で
睡

眠
バ

ラ
ン

ス
を

可
視

化
し

て
い

ま
す

。

睡
眠

バ
ラ

ン
ス

・
睡

眠
時

間
：
一

般
的

に
は

7
～

8
時

間
が

基
準

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

長
年

続
け

て
い

る
自

分
の

平
均

的
な

睡
眠

時
間

と
の

対
比

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

因
み

に
、

北
海

道
大

学
の

玉
腰

暁
子

先
生

が
、

4
0
～

7
9
歳

の
男

女
約

1
0
万

人
を

、
1
0
年

間
に

わ
た

っ
て

追
跡

調
査

し
ま

し
た

。
対

象
者

の
平

均
睡

眠
時

間
は

男
性

7
.5

時
間

、
女

性
7
.1

時
間

で
し

た
が

、
死

亡
率

が
最

も
低

か
っ

た
の

は
、

男
女

と
も

睡
眠

時
間

が
7
時

間
の

人
た

ち
で

し
た

。
睡

眠
時

間
が

7
時

間
よ

り
短

い
人

も
長

い
人

も
、

死
亡

率
が

高
く
な

る
傾

向
が

示
さ

れ
ま

し
た

。

67

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

睡
眠

バ
ラ

ン
ス

：
2
枚

目
に

、
睡

眠
バ

ラ
ン

ス
の

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（P
D

F
画

面
）

67

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
2

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

・
入

眠
潜

時
：
入

眠
潜

時
と

は
入

床
し

て
か

ら
、

眠
り

に
つ

く
ま

で
の

い
わ

ゆ
る

寝
つ

き
の

時
間

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
人

に
よ

っ
て

様
々

で
す

が
、

一
般

的
に

は
1
0分

か
ら

2
0
分

く
ら

い
で

寝
付

け
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
離

床
潜

時
：
離

床
潜

時
と

は
目

が
覚

め
て

か
ら

起
床

す
る

ま
で

の
い

わ
ゆ

る
寝

起
き

の
時

間
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

人
に

よ
っ

て
様

々
で

す
が

、
一

般
的

に
は

目
覚

め
て

か
ら

1
0
分

か
ら

2
0
分

で
起

き
れ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
睡

眠
効

率
：
入

床
し

て
か

ら
起

床
ま

で
の

間
に

、
実

際
に

寝
て

い
る

時
間

が
ど

れ
位

か
を

示
す

数
値

で
、

9
0
%
以

上
な

ら
良

い
と

判
断

し
ま

す
。

そ
れ

が
下

が
る

と
少

し
睡

眠
が

浅
い

か
、

何
ら

か
の

他
の

原
因

で
よ

く
眠

れ
て

い
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
寝

返
り

回
数

：
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

☞
寝

返
り

の
効

果
と

し
て

は
■

身
体

に
か

か
る

負
担

を
軽

減
す

る
起

き
て

い
る

間
は

、
重

い
頭

を
支

え
る

た
め

に
背

骨
や

関
節

、
筋

肉
に

大
き

な
圧

力
や

負
担

が
か

か
っ

て
い

ま
す

。
体

を
横

に
し

て
重

力
が

軽
く
な

っ
た

状
態

で
、

そ
れ

ら
を

リ
セ

ッ
ト

す
る

。
寝

返
り

に
は

、
日

中
に

生
じ

た
体

の
歪

み
を

調
整

す
る

役
割

が
あ

り
ま

す
。

■
血

液
の

循
環

を
良

く
す

る
血

液
の

循
環

は
同

じ
姿

勢
で

居
続

け
る

と
、

血
管

が
圧

迫
さ

れ
て

血
流

が
阻

害
さ

れ
ま

す
。

寝
て

い
る

間
は

そ
れ

を
寝

返
り

で
圧

迫
さ

れ
る

部
位

を
定

期
的

に
変

え
て

防
ぎ

ま
す

。
寝

返
り

を
打

た
な

い
で

皮
膚

が
圧

迫
さ

れ
続

け
れ

ば
褥

瘡
（じ

ょ
く
そ

う
）
が

起
こ

り
ま

す
。

い
わ

ゆ
る

床
ず

れ
で

す
。

■
寝

具
の

空
気

を
入

れ
替

え
て

体
温

調
節

や
湿

度
調

節
を

す
る

寝
返

り
に

は
、

掛
け

布
団

や
毛

布
に

こ
も

っ
た

空
気

を
入

れ
替

え
る

効
果

が
あ

り
ま

す
。

空
気

の
入

れ
替

え
に

よ
っ

て
、

睡
眠

に
適

し
た

温
度

や
湿

度
を

保
て

れ
ば

、
季

節
に

関
わ

ら
ず

快
適

な
睡

眠
環

境
を

作
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

ふ
と

ん
や

ベ
ッ

ド
内

の
温

度
や

湿
度

の
調

節
に

は
適

度
な

寝
返

り
が

不
可

欠
で

す
。

68

68

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

睡
眠

情
報

：
3
枚

目
に

、
睡

眠
時

間
等

の
睡

眠
情

報
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（P

D
F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
3

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
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寝
て

い
る

と
き

に
呼

吸
が

1
0
秒

以
上

停
止

す
る

状
態

を
睡

眠
時

無
呼

吸
と

定
義

さ
れ

て
い

ま
す

。
弊

社
の

解
析

ソ
フ

ト
で

は
、

睡
眠

中
に

お
い

て
呼

吸
が

1
0
秒

以
上

の
停

止
又

は
低

下
の

回
数

の
判

定
を

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
結

果
は

4
段

階
で

表
示

し
て

お
り

、
「
重

篤
」
に

該
当

し
た

場
合

に
は

す
ぐ

に
病

院
で

精
密

な
診

断
と

治
療

を
受

け
て

く
だ

さ
い

。
B

IT
A

S
で

は
睡

眠
時

無
呼

吸
に

関
し

て
は

以
下

の
よ

う
に

定
義

し
て

お
り

ま
す

。
（
1
時

間
の

発
生

回
数

）
「
無

発
生

」
：
５

回
未

満
「
軽

度
」
：
５

回
以

上
１

５
回

未
満

「
中

程
度

」
：
１

５
回

以
上

３
０

回
未

満
「
重

篤
」
：
３

０
回

以
上

睡
眠

中
に

呼
吸

停
止

や
低

呼
吸

が
発

生
し

た
場

合
、

1
0
秒

以
上

の
呼

吸
停

止
が

1
時

間
に

5
回

以
上

見
ら

れ
れ

ば
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

(s
le

e
p
 a

p
n
e
a 

sy
n
d
ro

m
e
；
S
A

S
)と

な
り

ま
す

。
【
症

状
】

S
A

S
の

症
状

は
夜

間
の

症
状

と
日

中
の

症
状

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

・
夜

間
：
激

し
い

い
び

き
、

無
呼

吸
、

異
常

な
体

動
、

寝
て

い
る

間
に

何
度

も
目

が
覚

め
る

、
呼

吸
性

ア
シ

ド
ー

シ
ス

・
日

中
：
傾

眠
傾

向
（
軽

度
の

意
識

障
害

）
起

床
時

の
頭

痛
、

集
中

力
の

低
下

【
種

類
】

・
中

枢
型

（
C

S
A

S
）

息
が

止
ま

っ
て

、
胸

や
腹

の
呼

吸
運

動
も

止
ま

っ
て

い
る

。
（
脳

か
ら

の
呼

吸
刺

激
が

な
い

）
・
閉

塞
型

（
O

S
A

S
）

息
は

止
ま

っ
て

い
る

が
、

胸
や

腹
は

呼
吸

し
よ

う
と

動
い

て
い

る
。

（
脳

か
ら

呼
吸

刺
激

が
あ

る
が

、
の

ど
で

空
気

の
流

れ
が

ブ
ロ

ッ
ク

さ
れ

る
）

・
混

合
型

最
初

中
枢

型
で

始
ま

り
閉

塞
型

に
移

行
（
病

態
生

理
上

は
閉

塞
型

）
閉

塞
性

が
ほ

と
ん

ど
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
多

く
は

閉
塞

型
の

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
が

占
め

ま
す

。
【
合

併
症

リ
ス

ク
】

心
筋

梗
塞

を
起

こ
し

た
人

の
3
0
％

、
脳

卒
中

を
起

こ
し

た
人

の
5
0
％

高
血

圧
が

あ
る

人
の

3
0
～

5
0
％

、
糖

尿
病

が
あ

る
人

の
3
0
％

に
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

が
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

健
常

者
に

比
し

て
、

脳
血

管
障

害
・脳

梗
塞

は
10

倍
、

高
血

圧
３

倍
虚

血
性

心
疾

患
６

倍
の

危
険

因
子

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

69

69

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

睡
眠

時
無

呼
吸

：
4
枚

目
に

、
睡

眠
時

無
呼

吸
に

つ
い

て
の

判
定

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
4

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

の
解

説
：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

見
方

：

赤
が

交
感

神
経

で
青

が
副

交
感

神
経

の
動

き
を

表
示

し
て

い
ま

す
。

緊
張

状
態

が
続

く
と

交
感

神
経

が
活

発
で

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

い
る

と
き

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

動
い

て
い

ま
す

。

心
拍

数
：

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
心

拍
数

が
上

昇
し

、
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

呼
吸

数
：

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

皮
膚

温
度

：
気

温
が

低
下

す
る

と
交

感
神

経
が

刺
激

さ
れ

、
体

温
を

上
昇

さ
せ

る
反

応
が

起
き

、
気

温
が

上
昇

し
た

際
は

、
副

交
感

神
経

が
刺

激
さ

れ
、

体
温

を
低

下
さ

せ
る

反
応

が
起

き
ま

す
。

睡
眠

時
無

呼
吸

領
域

：

睡
眠

時
間

中
の

睡
眠

時
無

呼
吸

の
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
（
赤

の
突

起
部

分
睡

眠
時

無
呼

吸
が

発
生

し
て

い
る

状
態

）

（
C

V
R

R
）

自
律

神
経

の
活

動
状

態
を

示
し

て
い

ま
す

。
活

動
が

活
発

な
ほ

ど
、

ド
ッ

ト
(点

)が
グ

ラ
フ

上
方

に
散

在
し

ま
す

。

70

70

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

：
5
枚

目
に

、
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

解
析

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（
P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
5

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
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心
臓

の
収

縮
は

電
気

的
な

刺
激

に
よ

る
も

の
で

す
。

ま
ず

、
心

臓
の

中
の

洞
結

節
と

い
う

と
こ

ろ
が

自
発

的
に

電
気

的
に

興
奮

し
、

そ
の

興
奮

が
心

臓
の

筋
肉

全
体

に
伝

わ
る

と
、

心
臓

は
収

縮
し

ま
す

。
体

の
胸

部
の

2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
も

、
心

臓
が

次
に

収
縮

ま
で

の
時

間
間

隔
を

短
く
し

よ
う

と
す

る
交

感
神

経
と

、
長

く
し

よ
う

と
す

る
副

交
感

神
経

の
拮

抗
的

な
支

配
を

受
け

て
い

る
か

ら
で

す
。

間
隔

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

い
ほ

ど
自

律
神

経
活

動
は

元
気

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

の
R

R
間

隔
の

ば
ら

つ
き

の
度

合
い

を
示

す
の

が
C

V
R

R
（
: C

o
e
ff
ic

ie
n
t 

o
f 

V
ar

ia
ti
o
n
 o

f 
R

R
 

In
te

rv
al

）
＝

R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

71

71

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

：
5
枚

目
に

、
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

解
析

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（
P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
5

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

睡
眠

の
質

の
解

説
：

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

～
睡

眠
の

質
は

夜
の

過
ご

し
方

で
変

わ
る

～
（
順

天
堂

大
学

医
学

部
教

授
小

林
弘

幸
先

生
著

「
自

律
神

経
の

話
」
よ

り
）

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「緊
張

型
睡

眠
」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
ま

ず
、

夕
食

は
午

後
8
時

頃
ま

で
に

済
ま

せ
る

の
が

ベ
ス

ト
。

食
後

あ
ま

り
時

間
を

置
か

ず
に

就
寝

す
る

と
、

内
臓

が
休

ま
ら

ず
に

眠
り

が
浅

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

入
浴

は
3
9
～

4
0
度

く
ら

い
の

ぬ
る

め
の

お
湯

に
1
5
分

ほ
ど

浸
か

る
と

、
副

交
感

神
経

の
働

き
が

よ
く
な

り
睡

眠
の

質
を

高
め

て
く
れ

ま
す

。
あ

ま
り

熱
い

お
湯

に
入

っ
た

り
、

シ
ャ

ワ
ー

だ
け

で
済

ま
せ

た
り

す
る

の
は

N
G

で
す

。
食

事
や

入
浴

の
後

は
交

感
神

経
を

刺
激

し
な

い
よ

う
意

識
的

に
ゆ

っ
た

り
と

過
ご

す
こ

と
。

寝
る

直
前

の
お

酒
は

眠
り

が
浅

く
な

る
の

で
、

お
酒

を
飲

む
な

ら
早

め
の

時
間

帯
に

た
し

な
む

程
度

に
。

就
寝

3
0
分

前
に

は
ス

マ
ホ

を
置

き
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
ベ

ッ
ド

に
入

れ
ば

、
「
眠

れ
な

い
」
な

ん
て

こ
と

と
は

無
縁

に
な

り
ま

す
。

毎
日

同
じ

く
ら

い
の

時
間

に
寝

起
き

し
て

規
則

正
し

く
生

活
す

る
こ

と
で

睡
眠

の
質

が
高

ま
り

、
自

律
神

経
も

整
っ

て
く
る

の
で

す
。

72

72

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

睡
眠

の
質

：
6
枚

目
に

、
「睡

眠
の

質
」に

つ
い

て
の

判
定

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
6

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
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睡
眠

に
は

「
緊

張
型

睡
眠

」
と

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

あ
る

。
短

時
間

睡
眠

で
も

す
っ

き
り

と
起

き
ら

れ
る

「リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

」
と

長
時

間
寝

て
も

疲
れ

が
残

る
「
緊

張
型

睡
眠

」
は

、
睡

眠
中

に
以

下
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

ま
す

。

緊
張

型
睡

眠
睡

眠
中

も
体

は
緊

張
・
興

奮
し

た
ま

ま
。

・
睡

眠
中

も
脳

や
内

臓
が

動
い

て
い

る
。

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

・
心

身
と

も
に

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

て
ゆ

っ
く
り

と
睡

眠
で

き
て

い
る

。
・
脳

や
内

臓
も

動
き

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

。

就
寝

前
の

そ
の

行
動

が
睡

眠
を

妨
げ

る
か

も
し

れ
な

い
自

律
神

経
を

安
定

さ
せ

る
の

に
大

切
な

、
質

の
良

い
睡

眠
＝

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

で
き

る
就

寝
前

の
行

動
、

反
対

に
緊

張
型

睡
眠

に
陥

り
や

す
い

行
動

は
以

下
の

通
り

で
す

。

副
交

感
神

経
を

高
め

る
に

は
、

「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
が

で
き

る
行

動
。

・
3
9
～

4
0
度

の
お

風
呂

に
1
5
分

浸
か

る
。

・
寝

る
前

の
動

作
を

ゆ
っ

く
り

行
う

。
・
夕

食
を

食
べ

て
3
時

間
経

っ
て

か
ら

寝
る

。
・
2
4
時

ま
で

に
寝

る
。

交
感

神
経

を
高

め
て

し
ま

う
行

動
に

は
、

「
張

型
睡

眠
」
に

な
り

や
す

い
行

動
。

・
就

寝
直

前
ま

で
ス

マ
ホ

や
テ

レ
ビ

を
見

る
。

・
夜

も
昼

間
の

よ
う

な
明

る
い

照
明

で
す

ご
す

。
・
食

べ
て

す
ぐ

寝
る

。
・
4
2
度

以
上

の
熱

い
お

風
呂

に
浸

か
る

。
・
寝

酒
。

で
す

の
で

、
良

質
な

睡
眠

を
と

る
た

め
に

、
皆

さ
ん

も
、

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

が
で

き
る

行
動

を
取

っ
て

く
だ

さ
い

。

73

73

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
le

ep
（「

睡
眠

解
析

」）
＞

睡
眠

の
質

：
6
枚

目
に

、
「睡

眠
の

質
」に

つ
い

て
の

判
定

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
睡

眠
解

析
」
-
6

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

ス
ト

レ
ス

解
析

レ
ポ

ー
ト

B
IT

A
S
-
S
tr

e
ss

表
紙

74

74

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
1

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

T
O

P
：

１
枚

目
に

、
解

析
レ

ポ
ー

ト
表

紙
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（
P
D

F
画

面
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

264



G
o
o
d
 S

tr
e
ss

（
グ

ッ
ド

・
ス

ト
レ

ス
）
と

B
ad

 S
tr

e
ss

（
バ

ッ
ド

・
ス

ト
レ

ス
）
の

解
説

緑
色

は
能

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

自
律

神
経

活
動

度
が

大
き

く
、

自
発

的
・
主

体
的

に
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
良

い
ス

ト
レ

ス
で

、
G

o
o
d
 S

tr
e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

P
o
si

ti
ve

 S
tr

e
ss

、
A

c
ti
ve

 S
tr

e
ss

と
も

言
い

ま
す

）
一

方
、

自
律

神
経

活
動

が
小

さ
く
、

受
け

身
で

や
ら

さ
れ

意
識

で
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
ス

ト
レ

ス
が

黄
色

の
受

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

悪
い

ス
ト

レ
ス

で
、

B
ad

 S
tr

e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

N
e
ga

ti
ve

 S
tr

e
ss

、
P

as
si

ve
 S

tr
e
ss

と
も

言
い

ま
す

）

75

75

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
2

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

ス
ト

レ
ス

グ
ラ

フ
：

2
枚

目
に

、
ス

ト
レ

ス
グ

ラ
フ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（P
D

F
画

面
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

ス
ト

レ
ス

ダ
イ

ヤ
グ

ラ
ム

は
、

自
律

神
経

の
ス

ト
レ

ス
度

を
計

測
す

る
も

の
で

あ
り

、
横

軸
に

自
律

神
経

活
動

度
（
C

V
R

R
)を

と
り

、
縦

軸
に

交
感

神
経

（
S
N

S
)と

っ
た

座
標

軸
を

作
り

ま
す

。

当
研

究
所

の
研

究
で

は
、

自
律

神
経

活
動

度
は

４
％

～
５

％
を

境
界

と
し

て
、

５
％

以
上

を
G

o
o
d
 

S
tr

e
ss

、
４

％
以

下
を

B
ad

S
tr

e
ss

に
分

け
て

い
ま

す
。

緑
色

は
能

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

自
律

神
経

活
動

度
が

大
き

く
、

自
発

的
・
主

体
的

に
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
良

い
ス

ト
レ

ス
で

、
G

o
o
d
 S

tr
e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

P
o
si

ti
ve

 S
tr

e
ss

、
A

c
ti
ve

 S
tr

e
ss

と
も

言
い

ま
す

）

一
方

、
自

律
神

経
活

動
が

小
さ

く
、

受
け

身
で

や
ら

さ
れ

意
識

で
動

い
て

い
る

と
き

に
出

る
ス

ト
レ

ス
が

黄
色

の
受

動
的

ス
ト

レ
ス

で
、

悪
い

ス
ト

レ
ス

で
、

B
ad

 S
tr

e
ss

と
言

い
ま

す
。

（
ま

た
は

N
e
ga

ti
ve

 S
tr

e
ss

、
P

as
si

ve
 S

tr
e
ss

と
も

言
い

ま
す

）

76

76

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
3

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

ス
ト

レ
ス

ダ
イ

ヤ
グ

ラ
ム

：
3
枚

目
に

、
時

間
帯

ご
と

の
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（P

D
F
画

面
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

265



～
自

律
神

経
と

は
？

～
情

報
を

伝
え

る
神

経
は

大
き

く
２

つ
に

分
け

ら
れ

ま
す

。
脳

か
ら

脊
髄

へ
と

つ
な

が
る

「
中

枢
神

経
」と

、
そ

こ
か

ら
全

身
の

隅
々

へ
と

伸
び

る
「
末

梢
神

経
」
で

す
。

さ
ら

に
末

梢
神

経
は

「
体

性
神

経
」
と

「
自

律
神

経
」
と

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

体
性

神
経

に
は

感
覚

を
伝

え
る

「
知

覚
神

経
」
と

、
手

足
な

ど
の

筋
肉

を
動

か
す

「
運

動
神

経
」
が

あ
り

ま
す

。
一

方
の

自
律

神
経

は
、

内
臓

働
き

や
血

液
の

流
れ

な
ど

、
生

命
を

維
持

す
る

た
め

の
機

能
を

司
っ

て
い

ま
す

。

自
律

神
経

は
自

分
の

意
志

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

心
臓

を
動

か
し

て
血

液
を

全
身

へ
と

送
る

、
呼

吸
を

す
る

、
食

べ
物

を
消

化
し

栄
養

素
を

吸
収

す
る

、
暑

い
と

き
に

汗
を

出
し

、
寒

い
と

き
に

体
を

震
え

さ
せ

て
体

温
調

節
を

す
る

。
こ

れ
ら

は
す

べ
て

自
律

神
経

の
働

き
に

よ
っ

て
制

御
さ

れ
て

い
る

も
の

で
す

。
起

き
て

い
る

と
き

も
眠

っ
て

い
る

と
き

も
、

私
た

ち
の

意
志

に
関

係
な

く
、

体
の

機
能

を
維

持
す

る
た

め
に

自
律

神
経

は
2
4
時

間
休

み
な

く
働

き
続

け
て

い
る

の
で

す
。

77

77

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
4

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

自
律

神
経

グ
ラ

フ
：

4
枚

目
に

、
自

律
神

経
（交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
）
の

活
動

グ
ラ

フ
）が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（P

D
F
画

面
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

～
交

感
神

経
・
副

交
感

神
経

の
役

割
と

は
？

～
自

律
神

経
は

「
交

感
神

経
」と

「
副

交
感

神
経

」と
に

分
け

ら
れ

ま
す

。
私

た
ち

の
体

を
車

に
例

え
た

場
合

、
ア

ク
セ

ル
の

役
割

を
す

る
の

が
交

感
神

経
、

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
を

す
る

の
が

副
交

感
神

経
で

す
。

交
感

神
経

が
優

位
に

な
る

と
血

管
が

収
縮

し
、

心
拍

数
と

血
圧

が
上

昇
。

心
身

と
も

に
興

奮
状

態
と

な
り

、
ま

さ
に

ア
ク

セ
ル

を
踏

み
込

ん
で

前
進

し
よ

う
と

い
う

態
勢

に
な

り
ま

す
。

一
方

で
、

副
交

感
神

経
が

優
位

に
な

る
と

血
管

が
ゆ

る
み

、
心

拍
数

や
血

圧
が

低
下

し
ま

す
。

興
奮

に
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

り
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
状

態
に

な
る

の
で

す
。

こ
の

よ
う

に
体

に
と

っ
て

正
反

対
の

役
割

を
持

つ
2つ

の
神

経
が

交
互

に
働

く
こ

と
に

よ
っ

て
、

動
く
べ

き
と

き
に

は
動

き
、

休
む

べ
き

と
き

に
は

休
む

と
い

う
、

生
き

物
本

来
の

メ
リ

ハ
リ

あ
る

活
動

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
の

で
す

。

通
常

、
人

間
は

日
中

に
交

感
神

経
が

優
位

に
な

り
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

優
位

に
な

り
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
不

規
則

な
生

活
習

慣
、

仕
事

や
人

間
関

係
の

ス
ト

レ
ス

な
ど

様
々

な
原

因
に

よ
り

現
代

人
の

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
は

乱
れ

が
ち

。
交

感
神

経
ば

か
り

が
優

位
に

な
る

と
、

全
身

の
血

流
が

悪
く
な

り
、

い
つ

ま
で

も
心

身
の

興
奮

状
態

が
続

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
逆

に
副

交
感

神
経

の
優

位
状

態
が

続
く
と

、
意

欲
が

上
が

ら
ず

、
無

気
力

感
や

疲
労

感
を

招
き

や
す

く
な

り
ま

す
。

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
の

ど
ち

ら
か

一
方

が
優

位
に

な
る

の
で

は
な

く
、

両
者

の
バ

ラ
ン

ス
が

適
切

に
保

た
れ

る
こ

と
で

初
め

て
、

人
間

と
い

う
車

は
走

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

わ
け

で
す

。

（
順

天
堂

大
学

医
学

部
教

授
小

林
弘

幸
先

生
著

「
自

律
神

経
の

話
」
よ

り
）

78

78

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
4

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

自
律

神
経

グ
ラ

フ
：

4
枚

目
に

、
自

律
神

経
（交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
）
の

活
動

グ
ラ

フ
）が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（P

D
F
画

面
）

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例
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暑
い

時
に

汗
を

か
い

た
り

、
運

動
し

た
時

に
心

臓
の

拍
動

を
速

め
た

り
、

物
を

食
べ

た
時

に
消

化
液

を
分

泌
さ

せ
た

り
な

ど
、

私
た

ち
は

、
本

人
の

意
思

で
は

な
く
自

然
と

体
を

動
か

し
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
生

命
活

動
に

必
要

な
無

意
識

の
活

動
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

い
る

の
が

「
自

律
神

経
」
で

す
。

そ
も

そ
も

神
経

は
脳

の
中

心
部

や
脊

髄
に

あ
る

「
中

枢
神

経
」
と

体
中

に
は

り
め

ぐ
ら

さ
れ

て
い

る
「末

梢
神

経
」
に

分
け

ら
れ

、
自

律
神

経
は

こ
の

末
梢

神
経

の
一

部
。

自
律

神
経

に
は

、
心

身
の

活
動

を
活

発
に

す
る

交
感

神
経

と
、

休
息

に
導

く
副

交
感

神
経

が
あ

り
、

こ
の

2
つ

は
シ

ー
ソ

ー
の

よ
う

に
お

互
い

に
バ

ラ
ン

ス
を

取
り

な
が

ら
働

い
て

い
ま

す
。

例
え

ば
眠

っ
て

い
る

時
は

副
交

感
神

経
が

優
位

に
働

い
て

い
る

状
態

、
朝

起
き

て
だ

ん
だ

ん
と

交
感

神
経

が
優

位
に

な
り

日
中

は
活

動
的

に
な

り
ま

す
。

日
中

は
活

動
を

し
て

夜
は

眠
る

と
い

う
リ

ズ
ム

で
暮

ら
す

こ
と

が
大

切
な

の
は

、
自

律
神

経
の

本
来

の
リ

ズ
ム

に
沿

っ
て

い
る

か
ら

。
ま

た
、

両
方

が
し

っ
か

り
と

働
き

交
感

神
経

が
や

や
優

位
な

状
態

が
心

身
と

も
に

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

状
態

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

保
ち

し
っ

か
り

と
働

い
て

も
ら

う
た

め
に

は
、

日
々

の
生

活
の

リ
ズ

ム
を

整
え

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
朝

は
太

陽
が

昇
る

と
と

も
に

起
き

、
日

中
活

動
し

て
夜

は
き

ち
ん

と
眠

る
と

い
う

体
に

備
わ

っ
て

い
る

本
来

の
リ

ズ
ム

で
暮

ら
す

こ
と

。
そ

の
た

め
に

は
、

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

が
切

り
替

わ
る

、
朝

と
夜

の
過

ご
し

方
を

見
直

し
ま

し
ょ

う
。

79

79

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

※
P

D
F
の

画
面

を
印

刷
す

る
場

合
は

、
P

D
F
画

面
上

の
印

刷
ア

イ
コ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

の
上

、
P

C
の

設
定

に
従

っ
て

印
刷

し
て

く
だ

さ
い

。

S
-
B

IT
A

S
管

理
＞

R
e
po

rt
 ＞

デ
ー

タ
解

析
結

果
帳

票
（B

IT
A

S
-H

ea
lt
hc

ar
e
）＞

B
IT

A
S
-
S
tr

es
s（

「ス
ト

レ
ス

解
析

」）
＞

自
律

神
経

活
動

バ
ラ

ン
ス

：
5
枚

目
に

、
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
の

解
析

結
果

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

（
P
D

F
画

面
）

７
．

印
刷

「
ス

ト
レ

ス
解

析
」
-
5

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

80

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例
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各
項

目
の

解
析

デ
ー

タ
は

、
す

べ
て

、
こ

の
一

時
解

析
か

ら
導

き
出

し
て

い
ま

す

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

※
ソ

フ
ト

で
は

脈
の

乱
れ

に
つ

い
て

は
、

1
分

間
の

最
大

発
生

数
が

5
回

以
上

、
ま

た
は

全
発

生
回

数
が

2
0
回

以
上

の
場

合
は

“
あ

り
”
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

し
て

い
ま

す
。

交
感

神
経

（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）自
律

神
経

活
動

度
（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)
心

電
図

の
C

V
R

-
R

（
呼

吸
に

よ
る

心
拍

数
の

変
動

の
程

度
）
を

測
定

す
る

こ
と

で
、

糖
尿

病
の

方
に

多
く

見
ら

れ
る

自
律

神
経

の
機

能
障

害
数

値
と

の
相

似
性

に
よ

り
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

を
判

定
し

て
い

ま
す

。
弊

社
の

解
析

ソ
フ

ト
で

は
、

青
色

の
実

測
値

が
2
.2

％
以

上
で

あ
れ

ば
「
リ

ス
ク

が
少

な
い

」と
判

定
し

て
い

ま
す

が
、

今
回

の
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

は
、

使
用

し
ま

せ
ん

。

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）
一

般
的

に
、

心
拍

数
は

1
0
0
以

上
を

「
頻

脈
」
と

い
い

、
6
0
以

下
を

「
徐

脈
」と

い
い

ま
す

。
安

静
時

の
健

康
な

成
人

（
2
0
歳

か
ら

6
0
歳

）
の

平
均

的
な

心
拍

数
は

、
毎

分
男

性
6
0
～

8
0
回

毎
分

女
性

7
0
～

9
0
回

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
※

未
成

年
の

場
合

は
9
0～

1
8
0
回

ま
で

変
動

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

6
0
～

1
00

回
の

範
囲

内
で

あ
れ

ば
「
正

常
」
と

判
定

し
て

い
ま

す
。

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）
安

静
時

の
健

康
な

成
人

の
平

均
的

な
呼

吸
数

は
、

毎
分

1
2
～

2
0
回

と
い

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

弊
社

の
解

析
ソ

フ
ト

で
は

、
青

色
の

実
測

値
が

1
2
～

2
0
回

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

「
正

常
」と

判
定

し
て

い
ま

す
。

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示
加

速
度

セ
ン

サ
お

よ
び

心
拍

に
よ

る
睡

眠
時

無
呼

吸
を

表
示

、
分

析
に

必
要

な
加

速
度

セ
ン

サ
の

詳
細

を
表

示

81

解
析

デ
ー

タ
の

説
明

各
項

目
の

解
析

デ
ー

タ
は

、
す

べ
て

、
こ

の
一

時
解

析
か

ら
導

き
出

し
て

い
ま

す

心
拍

（
約

1
分

間
）
加

速
度

セ
ン

サ
ー

表
示

心
拍

の
R

-
R

間
隔

表
示

：
左

か
ら

赤
間

が
1
0
秒

青
間

が
3
0
秒

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
自

律
神

経
関

連
の

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

。
交

感
神

経
（
赤

）
、

副
交

感
神

経
（
青

）
自

律
神

経
活

動
度

（
C

V
R

R
)R

R
間

隔
変

動
（
R

R
IV

)

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

平
均

心
拍

数
を

表
示

（
分

単
位

）

心
拍

デ
ー

タ
か

ら
分

析
し

た
、

呼
吸

数
を

表
示

（
分

単
位

）

加
速

度
セ

ン
サ

か
ら

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

表
示

、
IR

セ
ン

サ
か

ら
皮

膚
温

度
を

表
示

加
速

度
セ

ン
サ

に
よ

る
姿

勢
を

表
示

、
立

位
以

外
の

姿
勢

が
継

続
し

て
い

る
箇

所
が

赤
表

示

加
速

度
セ

ン
サ

お
よ

び
心

拍
に

よ
る

睡
眠

時
無

呼
吸

を
表

示
、

分
析

に
必

要
な

加
速

度
セ

ン
サ

の
詳

細
を

表
示

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

1

82

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

1
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（
6
0
代

男
性

）
正

常
な

睡
眠

2
0
時

3
0
分

装
着

T
V

ゲ
ー

ム
2
3
時

0
0
分

就
寝

0
2
時

5
8
分

ト
イ

レ
0
7
時

2
0
分

起
床

4
5
分

朝
食

0
8
時

3
0
分

出
勤

4
0
分

会
社

到
着

ま
で

を
測

定
し

ま
し

た
。

83

心
電

, 加
速

度
, ジ

ャ
イ

ロ
, 磁

気
2
0
0
H

z 
気

圧
1
0
1
5
.2

h
P
a

開
始

日
時

2
0
2
2
/0

1/
0
4 

2
0
:2

2
:1

0 
T
u
e
 終

了
日

時
2
0
2
2
/0

1/
05

 0
8
:2

2
:4

8
 W

e
d

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
①

：
一

次
デ

ー
タ

全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

84

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
①

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

269



緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

0
2
時

5
8
分

ト
イ

レ
起

床
で

高
く
な

っ
て

ま
す

。
-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

85

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
①

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

1
回

、
全

発
生

数
は

2
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
6
4
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
7
.3

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

86

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
①

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス

270



睡
眠

時
間

：
8

2
4

入
眠

潜
時

：
2
分

入
床

時
刻

：
2
2

5
6

入
眠

時
刻

：
2
2

5
9

覚
醒

時
刻

：
7
時

2
2
分

離
床

時
刻

：
7
時

2
6
分

離
床

潜
時

：
4
分

離
床

回
数

：
5
 回

睡
眠

効
率

：
9
9
 %

寝
返

り
回

数
：
2
6
 回

-
-
-

※
縦

軸
の

交
感

神
経

は
ア

ク
セ

ル
を

踏
ん

で
い

る
状

態
で

体
が

活
発

に
動

い
て

い
る

状
態

で
す

。
横

軸
の

副
交

感
神

経
は

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
で

す
。

昼
は

交
感

神
経

が
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

活
発

に
な

り
ま

す
。

夜
に

交
感

神
経

が
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

87

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
①

：
睡

眠
の

質
と

バ
ラ

ン
ス

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

2

88

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

2
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（
6
0
代

男
性

）
本

日
は

、
営

業
先

へ
出

向
し

、
半

日
出

向
先

職
員

様
へ

パ
ソ

コ
ン

の
操

作
説

明
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

ま
す

。

0
5
時

2
0
分

起
床

2
5
分

装
着

0
6
時

1
0
分

通
勤

車
神

奈
川

ま
で

高
速

道
を

運
転

前
日

か
ら

の
雪

で
路

面
は

凍
結

0
8
時

3
5
分

現
着

4
5
分

ス
タ

ッ
フ

様
と

打
合

せ
0
9
時

0
0
分

操
作

説
明

開
始

1
3
時

1
5
分

終
了

撤
収

1
3
時

1
9
分

帰
社

へ
車

高
速

道
を

運
転

前
日

か
ら

の
雪

で
路

面
は

凍
結

1
7
時

1
5
分

帰
社

P
C

操
作

ま
で

を
測

定
し

ま
し

た
。

89

心
電

, 加
速

度
, ジ

ャ
イ

ロ
, 磁

気
2
0
0
H

z
気

圧
1
0
1
7
.0

hP
a

開
始

日
時

2
0
2
2
/0

1/
0
7 

0
5
:2

5
:1

9 
F
ri

終
了

日
時

2
0
2
2
/0

1/
0
7 

1
7
:2

5
:5

4 
F
ri

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
②

：
一

次
デ

ー
タ

0
6
：
1
0
大

雪
の

高
速

道
路

の
運

転
8
:4

5
～

1
3
：
2
0
新

規
開

業
立

会
で

の
緊

張
1
3
：
2
0
～

1
7
:1

5
高

速
道

路
の

運
転

特
に

、
1
0
時

～
1
3
時

ま
で

交
感

神
経

の
散

発
が

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

ス
ト

レ
ス

バ
ラ

ン
ス

を
強

く
崩

し
て

い
る

よ
う

で
す

。
-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

90

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
②

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

272



0
9
時

0
0
分

～
1
3
時

1
5
分

開
始

か
ら

終
了

ま
で

、
緊

張
状

態
が

続
き

、
交

感
神

経
（
赤

）
が

活
発

に
動

い
て

い
る

の
が

よ
く
わ

か
り

ま
す

。
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

の
で

、
心

拍
数

、
呼

吸
数

も
上

昇
し

て
い

ま
す

。
行

き
の

運
転

よ
り

も
1
3
時

頃
か

ら
の

帰
り

の
運

転
の

方
が

ス
ト

レ
ス

に
感

じ
て

い
る

よ
う

で
す

。
-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

91

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
②

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
の

で
、

心
拍

数
、

呼
吸

数
も

上
昇

し
て

い
ま

す
。

1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

0
回

、
全

発
生

数
は

0
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
8
5
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
9
.4

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

92

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
②

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
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B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

3

93

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

3

（
6
0
代

男
性

）
ゴ

ル
フ

2
0
時

3
0
分

装
着

T
V

2
3
時

0
0
分

就
寝

0
3
時

3
0
分

ト
イ

レ
0
7
時

0
0
分

起
床

4
5
分

朝
食

0
9
時

3
7
分

ス
タ

ー
ト

1
5
時

3
0
分

終
了

ま
で

を
測

定
し

ま
し

た
。

94

心
電

2
0
0
H

z,
 加

速
度

, ジ
ャ

イ
ロ

, 磁
気

2
0
H

z 
温

度
, 気

圧
1
H

z
開

始
日

時
2
0
2
2
/0

1/
1
1 

2
0
:4

5
:3

1 
T
u
e

終
了

日
時

2
0
2
2
/
01

/
12

 1
6
:4

8
:5

9
 W

e
d

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
一

次
デ

ー
タ

274



全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
特

に
ゴ

ル
フ

を
や

っ
て

い
る

と
き

は
、

副
交

感
神

経
が

優
位

に
な

っ
て

ま
す

-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

95

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

0
3
時

3
0
分

ト
イ

レ
起

床
で

高
く
な

っ
て

ま
す

。
（
グ

ラ
フ

で
は

4
時

）
-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

96

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム
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心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

1
回

、
全

発
生

数
は

1
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
7
2
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
8
.3

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

97

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス

睡
眠

時
間

：
7

1
9

入
眠

潜
時

：
1
分

入
床

時
刻

：
2
3

7
入

眠
時

刻
：
2
3

8

覚
醒

時
刻

：
6
時

2
7
分

離
床

時
刻

：
6
時

5
1
分

離
床

潜
時

：
2
4
分

離
床

回
数

：
1
 回

睡
眠

効
率

：
9
5
 %

寝
返

り
回

数
：
1
9
 回

-
-
-

※
縦

軸
の

交
感

神
経

は
ア

ク
セ

ル
を

踏
ん

で
い

る
状

態
で

体
が

活
発

に
動

い
て

い
る

状
態

で
す

。
横

軸
の

副
交

感
神

経
は

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
で

す
。

昼
は

交
感

神
経

が
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

活
発

に
な

り
ま

す
。

夜
に

交
感

神
経

が
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

98

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
睡

眠
の

質
と

バ
ラ

ン
ス

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。
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運
動

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

は
、

体
重

1
kg

あ
た

り
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

1
4
.2

kc
al

/
kg

軽
強

度
活

動
：
2
3
0
分

中
強

度
活

動
：
1
2
8
分

高
強

度
活

動
：
1
4
分

有
効

活
動

量
：
1
4
2
分

で
す

。
ゴ

ル
フ

は
3
.5

M
E
T
ｓ
で

す
の

で
1
4
2
÷

１
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
に

相
当

す
る

時
間

約
1
8
分

＝
7
.8

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

(メ
ッ

ツ
・
時

)で
す

。
高

い
運

動
と

い
え

ま
す

。
ー

－
－

※
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T
ｓ
）
M

E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。

99

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
③

：
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T

S
）

M
E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
下

表
の

よ
う

に
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

4

10
0

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

4
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（
6
0
代

男
性

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

用
ワ

ク
チ

ン
3
回

目
接

種
後

前
日

、
1
4
:0

5
ワ

ク
チ

ン
接

種
3
回

目

1
8
:5

2
装

着
T
V

鑑
賞

2
3
:3

5
  

就
寝

0
1
:0

0
ト

イ
レ

0
3
:3

5
ト

イ
レ

0
7
:4

7
起

床
3
6
.5

℃
 

ト
イ

レ
0
7
:5

2
朝

食
0
9
:1

0
買

い
物

少
々

ダ
ル

さ
有

、
腰

か
ら

足
（
左

右
）

:5
5

鎮
痛

解
熱

薬
服

用
1
0
:5

5
3
6
.4

℃
  
 

1
1
:1

0
昼

食
1
1
:5

5
3
6
.3

℃
1
2
:3

0
休

憩
T
V

鑑
賞

1
2
:5

0
ト

イ
レ

T
V

鑑
賞

1
4
:1

5
ト

イ
レ

昼
寝

1
5
:4

0
ト

イ
レ

1
6
:5

0
3
7
.0

℃
1
7
:0

0
風

呂
ま

で
を

測
定

し
ま

し
た

。

10
1

心
電

2
0
0
H

z,
 加

速
度

, ジ
ャ

イ
ロ

, 磁
気

2
0
H

z
温

度
, 気

圧
1
H

z
開

始
日

時
2
0
2
2
/0

1/
2
2 

1
8
:5

2
:2

3 
S
at

終
了

日
時

2
0
2
2
/
01

/2
3 

1
7
:1

9
:5

8 
S
u
n

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
④

：
一

次
デ

ー
タ

全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
1
3
時

以
降

体
調

の
変

化
で

交
感

神
経

が
優

位
に

な
っ

て
ま

す
。

-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

10
2

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
④

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ
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緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

1
2
時

以
降

体
調

不
良

、
ワ

ク
チ

ン
の

副
反

応
が

出
て

き
た

？
-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

10
3

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
④

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

1
回

、
全

発
生

数
は

3
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
6
4
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
7
.9

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

10
4

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
④

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
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睡
眠

時
間

：
9
時

間
2
6
分

入
眠

潜
時

：
1
9
分

入
床

時
刻

：
2
1

2
2

入
眠

時
刻

：
2
1

4
1

覚
醒

時
刻

：
7
時

7
分

離
床

時
刻

：
7
時

4
1
分

離
床

潜
時

：
3
4
分

離
床

回
数

：
5
回

睡
眠

効
率

：
9
1
 %

寝
返

り
回

数
：
2
2
 回

-
-
-

※
縦

軸
の

交
感

神
経

は
ア

ク
セ

ル
を

踏
ん

で
い

る
状

態
で

体
が

活
発

に
動

い
て

い
る

状
態

で
す

。
横

軸
の

副
交

感
神

経
は

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
で

す
。

昼
は

交
感

神
経

が
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

活
発

に
な

り
ま

す
。

夜
に

交
感

神
経

が
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

10
5

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
④

：
睡

眠
の

質
と

バ
ラ

ン
ス

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

5

10
6

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

5
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（
6
0
代

女
性

）
正

常
睡

眠

2
1
時

5
0
分

母
寝

か
す

1
0
時

0
0
分

ワ
イ

ン
飲

み
な

が
ら

テ
レ

ビ
C

M
中

に
踊

る
1
2
時

0
0
分

就
寝

0
7
時

0
0
分

起
床

洗
濯

1
5
分

着
替

え
朝

食
支

度
4
5
分

洗
顔

0
8
時

洗
濯

物
干

す
3
0
分

朝
食

5
5
分

母
送

り
出

す
5
7
分

自
宅

出
発

0
9
時

0
6
分

会
社

到
着

ま
で

を
測

定
し

ま
し

た
。

10
7

心
電

, 加
速

度
, ジ

ャ
イ

ロ
, 磁

気
2
0
0
H

z
気

圧
1
0
1
4
.5

hP
a

開
始

日
時

2
0
2
2
/0

1/
0
4 

2
1
:4

2
:1

9 
T
u
e

終
了

日
時

2
0
2
2
/
01

/
05

 0
9
:4

5
:1

4
 W

e
d

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑤

：
一

次
デ

ー
タ

全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

10
8

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑤

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

281



緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

10
9

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑤

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

1
回

、
全

発
生

数
は

2
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
7
2
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
8
.0

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

11
0

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑤

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス

282



睡
眠

時
間

：
6
時

間
4
1
分

入
眠

潜
時

：
0
分

入
床

時
刻

：
2
3

5
3

入
眠

時
刻

：
2
3

5
3

覚
醒

時
刻

：
6
時

3
4
分

離
床

時
刻

：
7
時

1
分

離
床

潜
時

：
2
7
分

離
床

回
数

：
1
回

睡
眠

効
率

：
9
4
 %

寝
返

り
回

数
：
1
6
 回

-
-
-

※
縦

軸
の

交
感

神
経

は
ア

ク
セ

ル
を

踏
ん

で
い

る
状

態
で

体
が

活
発

に
動

い
て

い
る

状
態

で
す

。
横

軸
の

副
交

感
神

経
は

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
で

す
。

昼
は

交
感

神
経

が
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

活
発

に
な

り
ま

す
。

夜
に

交
感

神
経

が
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

11
1

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑤

：
睡

眠
の

質
と

バ
ラ

ン
ス

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

6

11
2

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

6
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（
6
0
代

女
性

）
フ

ラ
ダ

ン
ス

0
7
時

0
0
分

起
床

洗
濯

0
7
時

5
0
分

装
着

0
8
時

洗
濯

物
干

す
3
0
分

朝
食

1
3
時

0
０

分
自

宅
出

発
1
3
時

3
0
分

フ
ラ

ダ
ン

ス
教

室
ま

で
を

測
定

し
ま

し
た

。

11
3

心
電

, 加
速

度
, ジ

ャ
イ

ロ
, 磁

気
2
0
0
H

z
気

圧
1
0
2
1
.9

hP
a

開
始

日
時

2
0
2
2
/0

1/
0
8 

0
7
:5

7
:0

4 
S
at

終
了

日
時

2
0
2
2
/
01

/0
8 

1
9
:5

9
:5

4 
S
at

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑥

：
一

次
デ

ー
タ

全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
特

に
1
5
時

以
降

フ
ラ

ダ
ン

ス
を

や
っ

て
い

る
と

き
は

、
新

し
い

ポ
ー

ズ
を

覚
え

る
た

め
交

感
神

経
が

優
位

に
な

っ
て

ま
す

。
ー

－
－

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

11
4

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑥

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

284



緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

ー
－

－
※

毎
晩

の
よ

う
に

夜
更

か
し

や
眠

り
の

浅
い

状
態

が
続

く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

11
5

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑥

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

1
回

、
全

発
生

数
は

2
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
9
2
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
2
3
.6

回
/
分

で
す

。
ー

－
－

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

11
6

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑥

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス

285



運
動

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

は
、

体
重

1
kg

あ
た

り
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

1
4
.2

kc
al

/
kg

軽
強

度
活

動
：
2
8
5
分

中
強

度
活

動
：
1
1
分

高
強

度
活

動
：
2
分

有
効

活
動

量
：
1
3
分

で
す

。
フ

ラ
ダ

ン
ス

は
4
.5

M
E
T
ｓ
で

す
。

高
い

運
動

と
い

え
ま

す
ー

－
－

※
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T
ｓ
）
M

E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。

11
7

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑥

：
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T

S
）

M
E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
下

表
の

よ
う

に
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

7

11
8

B
IT

A
S
に

よ
る

解
析

事
例

7
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（
6
0
代

女
性

）
フ

ラ
ダ

ン
ス

2
3
時

1
0
分

装
着

5
0
分

就
寝

0
5
時

寝
返

り
0
6
時

寝
返

り
0
7
時

1
0
分

起
床

着
替

え
5
0
分

フ
ラ

復
習

0
8
時

支
度

2
5
分

朝
食

4
5
分

出
発

5
5
分

到
着

1
2
時

3
0
分

ト
イ

レ
昼

買
い

物
1
3
時

0
0
分

昼
食

1
5
時

3
5
分

ト
イ

レ
1
7
時

5
0
分

ト
イ

レ
1
8
時

1
0
分

車
4
0
分

到
着

5
0
分

着
替

え
準

備
体

操
1
9
時

ス
テ

ッ
プ

練
習

1
5
分

フ
ラ

2
0
時

1
0
分

着
替

え
2
5
分

運
転

ス
ー

パ
ー

買
い

物
5
0
分

運
転

2
1
時

0
5
分

夕
飯

ま
で

を
測

定
し

ま
し

た
。

11
9

心
電

2
0
0
H

z,
 加

速
度

, 
ジ

ャ
イ

ロ
, 
磁

気
2
0
H

z
温

度
, 
気

圧
1
H

z
開

始
日

時
2
0
2
2
/
0
1
/
1
3
 2

2
:4

9
:1

0
 T

h
u

終
了

日
時

2
0
2
2
/
0
1
/
1
4
 2

2
:2

2
:3

4
 F

ri

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
一

次
デ

ー
タ

全
体

的
に

副
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
で

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
い

ま
す

。
特

に
1
9
時

以
降

フ
ラ

ダ
ン

ス
を

や
っ

て
い

る
と

き
は

、
新

し
い

ポ
ー

ズ
を

覚
え

る
た

め
交

感
神

経
が

優
位

に
な

っ
て

ま
す

。
車

の
運

転
で

の
緊

張
で

、
交

感
神

経
が

優
位

に
な

っ
て

ま
す

。
-
-
-

※
自

律
神

経
を

整
え

る
に

は
、

睡
眠

の
質

も
高

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

に
は

副
交

感
神

経
が

し
っ

か
り

と
働

く
「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。

12
0

自
律

神
経

を
整

え
る

に
は

、
睡

眠
の

質
も

高
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
に

は
副

交
感

神
経

が
し

っ
か

り
と

働
く
「リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
」
を

目
指

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
※

グ
ラ

フ
は

１
分

単
位

で
表

示

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
自

律
神

経
グ

ラ
フ

287



緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

、
交

感
神

経
が

優
位

に
な

っ
て

ま
す

。
-
-
-

※
毎

晩
の

よ
う

に
夜

更
か

し
や

眠
り

の
浅

い
状

態
が

続
く
と

、
交

感
神

経
優

位
の

「
緊

張
型

睡
眠

」
に

な
り

、
い

く
ら

寝
て

も
す

っ
き

り
せ

ず
、

心
身

と
も

に
疲

れ
が

と
れ

ま
せ

ん
。

一
方

で
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
睡

眠
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
前

日
の

疲
れ

を
十

分
に

回
復

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

、
朝

の
目

覚
め

も
よ

く
な

り
ま

す
。

こ
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

睡
眠

を
し

っ
か

り
と

と
る

に
は

就
寝

前
の

過
ご

し
方

を
ル

ー
テ

ィ
ン

化
す

る
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。

12
1

緑
は

能
動

的
ス

ト
レ

ス
を

表
し

、
自

律
神

経
活

動
度

が
大

き
く
自

発
的

、
主

体
的

に
動

い
て

い
る

状
態

で
良

い
ス

ト
レ

ス
で

す
。

※
自

律
神

経
の

ス
ト

レ
ス

度
は

、
B

IT
装

着
か

ら
以

下
の

時
間

帯
で

の
測

定
結

果
の

平
均

値
で

表
示

し
て

い
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
ス

ト
レ

ス
ダ

イ
ヤ

グ
ラ

ム

心
電

波
形

か
ら

脈
の

乱
れ

は
あ

り
ま

せ
ん

。
1
分

間
の

最
大

発
生

数
は

2
回

、
全

発
生

数
は

8
回

で
す

。
心

拍
数

は
、

覚
醒

時
7
2
回

/
分

で
す

。
呼

吸
数

は
、

覚
醒

時
1
8
.8

回
/
分

で
す

。
-
-
-

※
副

交
感

神
経

の
活

動
が

活
発

な
場

合
は

心
拍

数
が

低
下

し
ま

す
。

交
感

神
経

が
活

性
化

し
て

く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

12
2

副
交

感
神

経
の

活
動

が
活

発
な

場
合

は
心

拍
数

が
低

下
し

ま
す

。
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
浅

く
な

り
呼

吸
回

数
が

多
く
な

り
ま

す
。

逆
に

副
交

感
神

経
が

活
性

化
し

て
く
る

と
、

呼
吸

が
深

く
、

呼
吸

回
数

が
少

な
く
な

り
ま

す
。

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
自

律
神

経
活

動
バ

ラ
ン

ス
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睡
眠

時
間

：
7
時

間
2
分

入
眠

潜
時

：
１

分
入

床
時

刻
：
2
3

4
9

入
眠

時
刻

：
2
3

5
0

覚
醒

時
刻

：
6
時

5
2
分

離
床

時
刻

：
7
時

5
1
分

離
床

潜
時

：
2
9
分

離
床

回
数

：
0
回

睡
眠

効
率

：
9
3
 %

寝
返

り
回

数
：
1
0
 回

-
-
-

※
縦

軸
の

交
感

神
経

は
ア

ク
セ

ル
を

踏
ん

で
い

る
状

態
で

体
が

活
発

に
動

い
て

い
る

状
態

で
す

。
横

軸
の

副
交

感
神

経
は

ブ
レ

ー
キ

の
役

割
で

す
。

昼
は

交
感

神
経

が
、

夜
は

副
交

感
神

経
が

活
発

に
な

り
ま

す
。

夜
に

交
感

神
経

が
強

い
と

悪
い

睡
眠

に
な

り
ま

す
。

12
3

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
睡

眠
の

質
と

バ
ラ

ン
ス

縦
軸

の
交

感
神

経
は

ア
ク

セ
ル

を
踏

ん
で

い
る

状
態

で
体

が
活

発
に

動
い

て
い

る
状

態
で

す
。

横
軸

の
副

交
感

神
経

は
ブ

レ
ー

キ
の

役
割

で
す

。
昼

は
交

感
神

経
が

、
夜

は
副

交
感

神
経

が
活

発
に

な
り

ま
す

。
夜

に
交

感
神

経
が

強
い

と
悪

い
睡

眠
に

な
り

ま
す

。

運
動

時
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

は
、

体
重

1
kg

あ
た

り
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

5
.3

kc
al

/
kg

軽
強

度
活

動
：
1
3
8
分

中
強

度
活

動
：
1
8
分

高
強

度
活

動
：
1
0
分

有
効

活
動

量
：
2
8
分

で
す

。
フ

ラ
ダ

ン
ス

は
4
.5

M
E
T
ｓ
で

す
。

高
い

運
動

と
い

え
ま

す
。

-
-
-

※
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T
ｓ
）
M

E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。

12
4

B
IT

A
S

に
よ

る
解

析
事

例
⑦

：
1
日

の
運

動
量

（
M

E
T

S
）

M
E
T
ｓ
と

は
M

e
ta

b
o
lic

 E
q
u
iv

al
e
n
ts

の
略

で
、

運
動

の
強

度
を

表
し

ま
す

。
下

表
の

よ
う

に
数

字
が

大
き

い
ほ

ど
強

い
運

動
に

な
り

、
「
中

強
度

」
「
高

強
度

」
を

合
わ

せ
て

有
効

活
動

量
と

い
い

、
成

人
で

1
日

3
0
分

以
上

を
目

標
に

し
て

く
だ

さ
い

。
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つ
ぎ

は
、

（
４

）フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

で
す

。

12
5

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

仕
様

方
法

等

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

４
：

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

コ
ロ

ナ
禍

に
求

め
ら

れ
る

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

で
、

新
し

い
生

活
様

式
へ

の
変

化
が

急
激

に
必

要
と

な
り

ま
し

た
。

ほ
ん

の
数

か
月

の
間

に
生

活
そ

の
も

の
が

激
変

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。
通

勤
・
通

学
方

法
の

変
化

、
働

き
方

、
学

び
方

の
ス

タ
イ

ル
、

職
場

や
学

校
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
な

ど
、

感
染

予
防

対
策

の
た

め
に

変
え

る
こ

と
を

余
儀

な
く
さ

れ
ま

し
た

。

特
に

自
粛

期
間

中
は

、
多

く
の

企
業

や
学

校
が

改
革

に
踏

み
切

り
、

「
テ

レ
ワ

ー
ク

」
、

「
リ

モ
ー

ト
ワ

ー
ク

」
、

「
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

」
と

言
っ

た
言

葉
が

、
当

た
り

前
の

よ
う

に
飛

び
交

う
よ

う
に

な
り

、
時

差
出

勤
、

時
差

通
学

な
ど

、
社

会
生

活
や

働
き

方
、

学
び

方
、

職
場

、
学

校
の

環
境

そ
の

も
の

が
激

変
し

た
の

で
す

。

当
初

は
、

「
在

宅
ワ

ー
ク

、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

だ
と

自
宅

だ
か

ら
感

染
の

心
配

が
な

く
安

心
」
、

「
自

宅
だ

と
通

勤
、

通
学

時
間

が
か

か
ら

な
い

か
ら

楽
」な

ど
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

面
だ

け
が

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
結

果
、

実
際

に
そ

う
い

っ
た

働
き

方
、

学
び

方
を

取
り

入
れ

て
み

る
と

、
多

く
の

人
が

「決
し

て
楽

で
は

な
い

」
と

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
の

で
す

。

自
宅

で
仕

事
や

学
業

に
集

中
で

き
る

環
境

の
整

備
や

、
ト

ラ
ブ

ル
発

生
時

の
対

応
な

ど
、

多
く
の

方
が

慣
れ

な
い

中
で

、
在

宅
ワ

ー
ク

な
ら

で
は

の
悩

み
を

抱
え

る
こ

と
に

な
っ

た
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

、
家

族
と

過
ご

す
時

間
が

増
え

、
お

互
い

の
状

況
に

応
じ

た
協

力
体

制
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

思
う

よ
う

に
外

出
が

で
き

な
い

中
、

心
身

と
も

に
家

族
間

で
の

負
担

が
増

加
し

た
こ

と
は

想
像

に
難

く
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
ま

で
、

職
場

や
学

校
に

行
き

、
気

軽
に

友
人

に
会

い
、

そ
こ

で
は

顔
を

合
わ

せ
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

の
が

普
通

の
日

常
だ

っ
た

わ
け

で
し

た
。

対
面

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

、
ス

ト
レ

ス
に

な
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
話

し
た

い
こ

と
が

な
く
て

も
、

顔
を

合
わ

せ
れ

ば
言

葉
を

交
わ

す
。

そ
ん

な
積

み
重

ね
が

、
小

さ
な

ス
ト

レ
ス

発
散

に
な

っ
て

い
た

こ
と

も
事

実
で

す
。

12
6

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法

コ
ロ

ナ
禍

に
求

め
ら

れ
る

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ロ

ナ
禍

で
の

不
調

の
原

因

急
激

な
生

活
様

式
の

変
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
の

変
化

先
が

見
え

な
い

こ
と

へ
の

不
安

290



と
こ

ろ
が

、
あ

る
日

を
境

に
、

電
話

や
メ

ー
ル

、
画

面
越

し
で

の
対

話
に

切
り

替
え

な
く
て

は
な

ら
な

く
な

っ
た

こ
と

で
、

ス
ト

レ
ス

が
蓄

積
し

て
し

ま
う

状
況

に
陥

っ
た

方
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

慣
れ

な
い

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

に
、

気
疲

れ
を

し
た

方
も

多
い

の
で

は
な

い
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
、

こ
れ

か
ら

も
続

く
と

思
わ

れ
る

一
番

大
き

な
原

因
が

、
「
見

え
な

い
敵

と
戦

わ
な

く
て

は
な

ら
な

い
状

況
」
で

す
。

不
安

と
恐

怖
を

感
じ

な
い

わ
け

に
は

い
き

ま
せ

ん
。

人
間

は
、

「
予

測
で

き
な

い
こ

と
」
、

「
終

わ
り

が
見

え
な

い
こ

と
」
へ

の
不

安
に

、
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

ま
さ

に
今

の
状

況
は

ス
ト

レ
ス

フ
ル

な
状

態
な

の
で

す
。

ま
た

、
仕

事
量

の
激

減
に

よ
り

、
将

来
や

生
活

へ
の

不
安

を
感

じ
て

い
る

方
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
ん

な
不

安
な

気
持

ち
を

持
っ

た
ま

ま
、

「
心

の
内

を
話

せ
る

友
達

や
家

族
と

も
思

う
よ

う
に

会
え

な
い

」
、

「
趣

味
や

娯
楽

も
ま

だ
我

慢
が

必
要

」
と

い
う

状
況

が
続

く
と

、
な

か
な

か
気

持
ち

を
、

前
向

き
に

持
て

な
く
な

る
も

の
で

す
。

「
新

型
コ

ロ
ナ

に
か

か
っ

た
ら

ど
う

し
よ

う
」
と

い
う

考
え

方
は

、
恐

怖
や

不
安

と
な

っ
て

免
疫

低
下

に
繋

が
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
呼

吸
を

整
え

る
こ

と
で

、
自

律
神

経
を

刺
激

し
、

交
感

神
経

、
副

交
感

神
経

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

は
、

三
密

を
避

け
る

こ
と

の
他

に
、

ス
ト

レ
ス

を
解

消
し

て
体

調
を

整
え

、
免

疫
を

高
め

る
こ

と
も

あ
る

の
で

す
。

ス
マ

ー
ト

ウ
ォ

ッ
チ

な
ど

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
に

は
、

ス
ト

レ
ス

解
消

や
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

支
援

す
る

ア
プ

リ
も

用
意

さ
れ

て
い

ま
す

。
職

場
や

学
校

に
お

け
る

健
康

管
理

は
、

い
ま

や
従

業
員

や
生

徒
に

と
っ

て
も

雇
用

主
や

先
生

に
と

っ
て

も
優

先
事

で
す

。
少

し
考

え
方

を
変

え
る

だ
け

で
、

日
々

の
生

活
の

中
で

、
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

の
で

す
。

そ
ん

な
心

身
を

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
た

り
、

運
動

不
足

や
ス

ト
レ

ス
解

消
の

た
め

に
、

ス
マ

ー
ト

ウ
ォ

ッ
チ

な
ど

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

積
極

的
に

活
用

し
、

意
識

的
に

「
感

染
予

防
を

し
て

体
調

管
理

を
意

識
し

よ
う

」
と

変
え

る
こ

と
で

、
恐

怖
や

ス
ト

レ
ス

が
「
や

る
気

」
へ

と
変

化
さ

せ
ま

し
ょ

う
。

12
7

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法

コ
ロ

ナ
禍

に
求

め
ら

れ
る

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ロ

ナ
禍

で
の

不
調

の
原

因

急
激

な
生

活
様

式
の

変
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
の

変
化

先
が

見
え

な
い

こ
と

へ
の

不
安

自
律

神
経

は
、

体
の

中
で

「
生

き
る

た
め

に
必

要
な

休
制

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
」
を

し
て

く
れ

て
い

ま
す

。
血

液
が

循
環

し
て

体
温

を
一

定
に

保
つ

、
食

べ
た

物
を

内
臓

が
消

化
す

る
、

緊
張

し
て

心
臓

が
高

鳴
る

、
リ

ラ
ッ

ク
ス

す
る

と
呼

吸
が

穏
や

か
に

な
る

な
ど

、
私

た
ち

が
円

々
の

生
活

の
中

で
無

意
識

で
行

っ
て

い
る

事
柄

は
、

す
べ

て
自

律
神

経
の

お
か

げ
で

す
。

2
4
時

間
休

む
こ

と
な

く
休

中
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

く
れ

て
い

る
お

か
げ

で
、

私
た

ち
は

生
活

で
き

て
い

ま
す

。
そ

の
自

律
神

経
が

乱
れ

る
と

体
に

は
次

の
よ

う
な

症
状

が
現

れ
始

め
ま

す
。

慢
性

的
な

肩
こ

り
・
腰

痛
・
頭

痛
・
倦

怠
感

・
原

因
不

明
の

痛
み

・
生

理
痛

・
薄

毛
な

ど
・
・
・
。

今
ま

で
に

、
皆

さ
ん

も
、

こ
の

よ
う

な
体

の
症

状
を

感
じ

た
こ

と
が

少
な

か
ら

ず
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
そ

し
て

そ
の

症
状

が
進

行
す

る
と

、
う

つ
病

や
自

律
神

経
失

調
症

と
い

っ
た

精
神

症
状

が
現

れ
る

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。

「
い

え
い

え
、

私
は

ま
だ

そ
の

よ
う

な
症

状
は

無
い

で
す

よ
」
と

い
う

方
で

も
、

自
律

神
経

の
働

き
と

い
う

の
は

人
間

の
生

理
現

象
と

言
え

る
の

で
知

ら
ず

知
ら

ず
の

う
ち

に
体

へ
影

響
し

て
い

ま
す

。

よ
く
聞

く
「
〇

〇
代

を
過

ぎ
た

ら
一

気
に

体
に

ガ
タ

が
き

た
」
と

い
う

の
は

ま
さ

に
こ

の
例

で
、

コ
ッ

プ
に

少
し

ず
つ

溜
ま

っ
た

水
が

い
ず

れ
は

溢
れ

る
よ

う
に

、
無

症
状

で
経

過
し

て
い

た
症

状
が

一
気

に
表

出
す

る
の

で
す

。

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
は

人
そ

れ
ぞ

れ
。

必
ず

し
も

ど
ち

ら
か

一
方

が
優

位
に

な
る

わ
け

で
は

な
く
、

両
方

の
働

き
が

高
い

人
も

い
れ

ば
、

逆
に

両
方

が
低

い
人

も
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

次
の

4
タ

イ
プ

に
分

か
れ

ま
す

。

①
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
と

も
に

高
い

絶
好

調
タ

イ
プ

交
感

神
経

の
働

き
に

よ
り

高
い

集
中

力
や

適
度

な
緊

張
感

を
持

ち
な

が
ら

、
副

交
感

神
経

の
働

き
に

よ
る

落
ち

着
き

や
リ

ラ
ッ

ク
ス

感
も

保
っ

て
い

る
状

態
。

ま
さ

に
心

身
と

も
に

絶
好

調
と

い
え

る
状

態
で

す
。

日
中

は
適

度
な

緊
張

感
を

も
ち

つ
つ

、
夜

は
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

休
息

で
き

る
理

想
的

な
タ

イ
プ

。
仕

事
で

も
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
で

も
自

分
の

能
力

を
い

か
ん

な
く
発

揮
で

き
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

仕
事

や
環

境
な

ど
の

変
化

に
よ

っ
て

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
た

り
、

疲
れ

が
蓄

積
し

た
り

す
る

と
、

「
B

：
が

ん
ば

り
す

ぎ
タ

イ
プ

」
や

「
C

：
ね

む
だ

る
タ

イ
プ

」
に

な
っ

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
る

の
で

、
毎

日
の

ケ
ア

で
、

こ
の

ま
ま

好
調

な
状

態
を

キ
ー

プ
し

ま
し

ょ
う

。
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②
交

感
神

経
が

高
く
、

副
交

感
神

経
が

低
い

：
が

ん
ば

り
す

ぎ
タ

イ
プ

常
に

ア
ク

セ
ル

全
開

で
仕

事
や

家
事

を
テ

キ
パ

キ
と

こ
な

す
タ

イ
プ

。
こ

の
タ

イ
プ

は
、

ス
ト

レ
ス

を
抱

え
て

い
る

人
に

多
い

タ
イ

プ
と

も
い

え
ま

す
。

交
感

神
経

が
緊

張
や

興
奮

を
呼

び
起

こ
し

、
副

交
感

神
経

に
よ

る
ブ

レ
ー

キ
も

利
か

な
い

た
め

焦
り

や
イ

ラ
イ

ラ
を

感
じ

や
す

く
な

り
ま

す
。

血
流

が
悪

く
な

る
こ

と
で

、
健

康
状

態
に

も
悪

影
響

が
生

じ
ま

す
。

緊
張

状
態

が
続

き
、

が
ん

ば
り

す
ぎ

て
し

ま
う

た
め

、
心

身
の

疲
れ

に
気

付
き

に
く
い

の
が

特
徴

で
す

。
リ

ラ
ッ

ク
ス

モ
ー

ド
に

切
り

替
え

る
こ

と
が

苦
手

で
、

休
息

が
足

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

い
つ

の
ま

に
か

疲
れ

が
蓄

積
し

て
い

る
、

い
つ

も
手

足
が

冷
え

て
い

る
、

寝
つ

き
が

悪
い

と
い

っ
た

プ
チ

不
調

に
悩

ま
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

③
交

感
神

経
が

低
く
、

副
交

感
神

経
が

高
い

ね
む

だ
る

タ
イ

プ
ア

ク
セ

ル
が

踏
み

込
め

ず
や

る
気

や
集

中
力

が
発

揮
で

き
ま

せ
ん

。
ブ

レ
ー

キ
の

利
き

も
強

す
ぎ

る
の

で
、

眠
気

や
だ

る
さ

、
抑

う
つ

状
態

に
陥

り
が

ち
で

す
。

お
だ

や
か

な
タ

イ
プ

。
イ

ラ
イ

ラ
す

る
こ

と
が

な
い

反
面

、
や

る
気

ス
イ

ッ
チ

が
な

か
な

か
オ

ン
に

な
ら

ず
、

眠
気

や
だ

る
さ

に
悩

ま
さ

れ
る

の
が

こ
の

タ
イ

プ
の

特
徴

で
す

。
こ

の
タ

イ
プ

の
人

に
必

要
な

の
は

“
メ

リ
ハ

リ
”
と

い
え

る
で

し
ょ

う
。

④
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
と

も
に

低
い

ぐ
っ

た
り

タ
イ

プ
自

律
神

経
の

有
効

な
働

き
が

失
わ

れ
て

い
る

状
態

で
、

活
動

自
体

が
困

難
に

な
り

ま
す

。
心

身
が

パ
ワ

ー
ダ

ウ
ン

し
た

状
態

。
心

身
の

疲
労

が
蓄

積
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

本
人

は
そ

の
自

覚
が

な
い

こ
と

も
。

何
を

す
る

に
も

だ
る

い
、

疲
れ

て
い

る
の

に
寝

つ
け

な
い

、
寝

て
も

疲
れ

が
と

れ
な

い
、

1
年

を
通

し
て

冷
え

を
感

じ
や

す
い

な
ど

の
不

調
が

あ
る

人
は

、
今

す
ぐ

対
策

を
。

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

は
①

の
よ

う
に

ど
ち

ら
も

高
く
「
1：

1
」
の

バ
ラ

ン
ス

で
働

く
の

が
理

想
的

で
す

。

②
や

③
の

よ
う

に
「
1
：
1
.5

」
以

上
の

差
が

生
じ

る
と

、
心

身
に

不
調

が
現

れ
や

す
く
な

り
ま

す
。
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自
律

神
経

は
と

て
も

素
直

で
す

。
嬉

し
い

こ
と

が
あ

れ
ば

一
紺

に
喜

び
、

悲
し

い
こ

と
が

あ
れ

ば
一

緒
に

落
ち

込
み

ま
す

。
そ

の
変

化
は

体
に

も
現

れ
ま

す
。

誰
し

も
が

悲
し

い
こ

と
や

憂
鬱

な
こ

と
が

続
け

ば
体

は
重

く
食

欲
だ

っ
て

湧
き

ま
せ

ん
。

鏡
を

見
れ

ば
気

持
ち

と
一

緒
に

背
中

も
丸

く
な

り
ま

す
。

気
持

ち
が

落
ち

込
ん

だ
と

き
な

ど
に

「
肩

を
落

と
す

」
と

は
よ

く
言

い
ま

す
が

、
こ

れ
ら

は
気

分
が

落
ち

込
み

（心
）
、

自
律

神
経

が
乱

れ
る

こ
と

で
姿

勢
（
体

）
も

丸
く
な

る
と

い
う

反
応

に
よ

る
も

の
で

す
。

医
学

の
世

界
に

は
「
プ

ラ
セ

ボ
（
ブ

ラ
シ

ー
ボ

）
」と

い
う

現
象

が
あ

り
ま

す
。

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

人
も

い
る

と
思

い
ま

す
が

、
効

果
の

な
い

偽
物

の
薬

を
本

物
と

説
明

さ
れ

服
用

す
る

と
、

実
際

の
薬

を
飲

ん
だ

時
と

同
等

に
近

い
効

果
が

も
た

ら
さ

れ
る

と
い

う
現

象
で

す
。

こ
の

現
象

は
、

「
薬

を
飲

ん
だ

」
と

い
う

安
心

感
が

も
た

ら
さ

れ
た

こ
と

で
脳

内
か

ら
痛

み
を

抑
制

す
る

エ
ン

ド
ル

フ
ィ

ン
と

い
う

脳
内

物
質

が
放

出
さ

れ
、

そ
れ

が
ホ

ル
モ

ン
分

泌
、

免
疫

力
な

ど
に

プ
ラ

ス
に

働
く
と

い
う

仕
組

み
で

す
。

さ
ら

に
驚

く
こ

と
に

、
薬

が
「
偽

物
」と

説
明

が
さ

れ
た

後
に

服
用

し
て

も
一

定
以

上
の

効
果

が
も

た
ら

さ
れ

る
と

い
う

研
究

結
果

も
多

数
あ

り
ま

す
。

つ
ま

り
、

効
能

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
「
飲

ん
だ

」
と

い
う

事
実

を
「
心

」
＝

脳
が

思
い

込
む

こ
と

で
「
体

」に
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
、

「
心

と
体

」
の

繋
が

り
は

、
医

学
的

に
も

確
立

さ
れ

た
も

の
が

あ
る

の
で

す
。
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「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
と

は
、

多
様

で
忙

し
い

現
代

社
会

に
お

い
て

安
心

感
や

肯
定

的
な

思
考

、
時

に
適

度
な

ス
ト

レ
ス

を
「
心

と
体

」
に

か
け

な
が

ら
、

上
手

に
向

き
合

い
健

康
な

体
を

自
ら

手
に

入
れ

る
こ

と
が

コ
ン

セ
プ

ト
に

な
り

ま
す

。

「
ス

ト
レ

ス
は

体
に

よ
く
な

い
」
と

広
く
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

ス
ト

レ
ス

は
生

き
て

い
れ

ば
必

ず
感

じ
ま

す
。

大
事

な
こ

と
は

ス
ト

レ
ス

の
捉

え
方

、
向

き
合

い
方

で
す

。
ス

ト
レ

ス
は

悪
者

で
は

な
く
う

ま
く
付

き
合

っ
て

い
く
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
持

ち
、

気
負

わ
ず

に
向

き
合

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
自

律
神

経
を

整
え

る
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

、
「大

事
な

発
表

の
時

に
緊

張
し

な
く
な

る
」
「
い

ざ
と

い
う

時
に

本
来

以
上

の
力

が
発

揮
で

き
る

」
「
疲

れ
や

す
か

っ
た

体
が

寝
て

起
き

る
と

軽
く
な

っ
て

い
る

」
「
人

の
目

を
気

に
し

な
く
な

る
」
な

ど
様

々
な

効
果

が
実

感
で

き
る

で
し

ょ
う

。

こ
れ

ら
を

自
ら

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

れ
ば

日
常

生
活

の
様

々
な

場
面

で
良

い
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。
そ

し
て

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

に
は

、
意

識
し

て
継

続
す

る
こ

と
が

ポ
イ

ン
ト

で
す

。
「
病

は
気

か
ら

」
「
fa

n
c
y 

m
ay

 k
ill

 o
r 

c
u
re

（
病

気
で

死
ぬ

の
も

助
か

る
の

も
思

い
込

み
次

第
）
」

「
心

・
技

・
体

」
「
健

全
な

肉
体

に
は

健
全

な
精

神
が

宿
る

」
・・

・
「
心

と
体

」
の

繋
が

り
を

表
す

こ
と

わ
ざ

は
、

古
く
か

ら
残

っ
て

い
ま

す
。

先
人

た
ち

の
経

験
か

ら
生

ま
れ

、
受

け
継

が
れ

た
こ

れ
ら

の
言

葉
は

、
言

い
か

え
れ

ば
、

人
が

地
球

上
で

生
命

と
し

て
の

営
み

を
始

め
、

そ
の

命
を

後
世

に
伝

え
る

と
い

う
使

命
を

重
ね

て
出

た
1
つ

の
結

果
と

言
え

ま
す

。

近
年

で
は

自
律

神
経

を
含

め
脳

科
学

の
発

展
に

よ
り

、
そ

の
関

係
性

は
科

学
的

に
も

証
明

さ
れ

て
い

ま
す

。
単

な
る

精
神

論
や

根
性

論
で

は
な

く
、

医
学

に
お

け
る

解
剖

学
、

生
理

学
、

心
理

学
、

脳
科

学
、

理
学

療
法

法
の

視
点

か
ら

も
裏

付
け

が
あ

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

自
律

神
経

は
自

分
の

分
身

に
似

て
お

り
、

気
分

や
体

調
に

よ
っ

て
変

化
し

ま
す

。
個

人
や

年
齢

、
性

別
に

よ
っ

て
も

そ
の

症
状

と
し

て
の

現
れ

方
は

異
な

り
ま

す
。
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ph
p

西
洋

医
学

、
東

洋
医

学
、

代
替

医
療

、
民

間
療

法
を

含
め

て
数

多
く
の

考
え

方
が

あ
る

中
で

、
ど

の
側

面
に

も
否

定
的

で
あ

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。

全
く
同

じ
人

間
は

い
ま

せ
ん

の
で

、
そ

の
方

に
合

っ
た

改
善

に
ど

れ
だ

け
貢

献
で

き
る

か
が

全
て

だ
と

思
い

ま
す

。
心

（
ス

ト
レ

ス
）
と

体
（
姿

勢
）
は

自
律

神
経

に
密

接
な

関
係

が
あ

る
と

い
う

の
は

、
先

に
述

べ
た

と
お

り
で

す
。

睡
眠

不
足

の
状

態
が

続
く
と

・
・・

１
．

食
欲

を
増

進
さ

せ
る

ホ
ル

モ
ン

の
分

泌
が

増
え

る
２

．
自

律
神

経
の

乱
れ

に
よ

り
、

血
圧

の
調

節
が

上
手

く
い

か
な

く
な

る
３

．
血

糖
値

を
下

げ
る

イ
ン

ス
リ

ン
の

分
泌

量
が

減
り

血
糖

値
が

上
が

り
や

す
く
な

る
な

ど
、

睡
眠

不
足

は
生

活
習

慣
病

に
も

大
き

く
関

わ
っ

て
き

ま
す

そ
れ

で
は

、
「
睡

眠
の

質
」
を

上
げ

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

生
活

を
送

れ
ば

い
い

の
か

ポ
イ

ン
ト

１
日

の
光

を
浴

び
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
２

運
動

も
適

度
に

行
い

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

３
３

食
し

っ
か

り
食

べ
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
４

寝
る

直
前

ま
で

食
べ

る
の

は
控

え
ま

し
ょ

う
ポ

イ
ン

ト
５

寝
る

前
の

お
茶

や
コ

ー
ヒ

ー
、

た
ば

こ
は

控
え

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

６
寝

酒
は

控
え

ま
し

ょ
う

ポ
イ

ン
ト

７
寝

る
前

の
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
の

使
用

は
控

え
ま

し
ょ

う
質

の
良

い
睡

眠
は

か
ら

だ
と

こ
こ

ろ
の

健
康

を
つ

く
り

ま
す

副
交

感
神

経
が

働
く
睡

眠
時

は
、

心
身

の
疲

れ
を

解
消

し
、

細
胞

の
修

復
も

行
わ

れ
る

大
切

な
時

間
で

す
。

就
寝

前
は

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
状

態
で

、
で

き
れ

ば
部

屋
は

消
灯

し
た

状
態

で
眠

り
に

つ
く
こ

と
が

お
す

す
め

で
す

。
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レ
ジ

リ
エ

ン
ス

（
re

si
lie

n
c
e
）
と

は
、

「
回

復
力

」
「
弾

性
（
し

な
や

か
さ

）
」
を

意
味

す
る

英
単

語
で

す
。

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
な

」
と

形
容

さ
れ

る
人

物
は

、
困

難
な

問
題

、
危

機
的

な
状

況
、

ス
ト

レ
ス

と
い

っ
た

要
素

に
遭

遇
し

て
も

、
す

ぐ
に

立
ち

直
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

も
と

も
と

は
物

体
の

弾
性

を
表

す
言

葉
で

す
が

、
そ

れ
が

心
の

回
復

力
（
精

神
的

な
強

さ
の

指
標

の
一

つ
）
を

説
明

す
る

も
の

と
し

て
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

「
心

が
折

れ
る

」
と

い
う

表
現

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

れ
は

耐
え

忍
ぶ

か
ら

折
れ

て
し

ま
う

わ
け

で
、

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

で
、

ス
ト

レ
ス

を
「
受

け
流

す
」
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
決

し
て

「
折

れ
る

」
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

-
-
-

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

メ
リ

ッ
卜

は
、

【
メ

リ
ッ

卜
1
】

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
な

り
づ

ら
い

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

原
因

は
、

ス
ト

レ
ス

で
す

。
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
処

理
で

き
な

い
の

で
、

心
も

身
体

も
疲

れ
て

し
ま

い
、

メ
ン

タ
ノ

レ
疾

患
に

な
る

リ
ス

ク
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
高

い
人

は
、

ス
ト

レ
ス

を
上

手
に

受
け

流
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

は
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

の
最

大
の

予
防

に
な

り
ま

す
。

【
メ

リ
ッ

卜
2
 】

メ
ン

タ
ル

疾
患

が
治

り
や

す
い

「
メ

ン
タ

ノ
レ

疾
患

が
治

り
ま

せ
ん

」
と

い
う

人
は

、
「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
が

低
い

」
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

物
事

を
悲

観
的

に
捉

え
、

目
先

の
症

状
に

一
喜

一
憂

し
、

す
ぐ

に
「
自

分
に

は
無

理
」
と

思
い

、
先

生
や

コ
ー

チ
、

主
治

医
に

も
相

談
し

な
い

。
そ

の
よ

う
な

「
思

考
パ

タ
ー

ン
」
に

な
っ

て
い

な
い

で
し

ょ
う

か
。

「
メ

ン
タ

ル
疾

患
を

治
す

」
「
再

発
し

な
い

」
た

め
に

は
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
が

不
可

欠
で

す
。
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【
メ

リ
ッ

卜
3
】

身
体

疾
患

の
予

防
、

長
生

き
で

き
る

メ
ン

タ
ル

疾
患

に
限

ら
ず

、
「
学

校
や

職
場

の
ス

ト
レ

ス
」や

「
人

間
関

係
」
の

ス
ト

レ
ス

は
、

身
体

疾
患

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
そ

う
し

た
ス

ト
レ

ス
を

受
け

流
す

こ
と

で
、

身
体

の
病

気
に

な
る

リ
ス

ク
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
メ

リ
ッ

卜
4
 】

悩
み

が
な

く
な

る
、

学
校

生
活

が
が

楽
し

く
な

る
ス

ト
レ

ス
を

上
手

に
受

け
流

せ
る

よ
う

に
な

っ
た

な
ら

、
人

間
関

係
の

悩
み

も
消

え
て

、
毎

日
が

楽
し

く
な

る
は

ず
で

す
。

そ
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

や
学

業
に

も
集

中
で

き
て

、
成

果
も

出
せ

る
は

ず
で

す
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

と
、

「
悩

み
」
や

「ス
ト

レ
ス

」か
ら

解
放

さ
れ

毎
日

が
楽

し
く
な

り
、

メ
ン

タ
ル

疾
患

、
身

体
疾

患
、

両
方

の
予

防
が

で
き

て
、

長
生

き
で

き
る

。
究

極
の

健
康

法
で

あ
り

、
幸

福
に

な
る

方
法

が
、

「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
」
こ

と
な

の
で

す
。
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じ
ゃ

ぁ
～

自
分

は
ス

ト
レ

ス
に

強
い

の
か

、
弱

い
の

か

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

重
要

性
は

理
解

で
き

た
と

思
い

ま
す

が
、

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

が
湧

か
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
「

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

、
高

い
人

」
の

特
徴

を
表

に
ま

と
め

ま
し

た
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
高

い
人

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
o
r 

無
理

し
て

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

な
る

ニ
ュ

ー
卜

ラ
ル

で
い

る
0
 か

1
0
0
で

考
え

る
（
二

分
思

考
）

グ
ラ

デ
ー

シ
ョ

ン
で

考
え

る
完

璧
主

義
、

頑
固

、
ま

じ
め

だ
い

た
い

、
ボ

チ
ボ

チ
で

い
い

、
自

由
「
無

理
」
「
こ

れ
じ

ゃ
ダ

メ
だ

」
が

口
癖

「
な

ん
と

か
な

る
」
「
そ

れ
で

い
い

」
が

口
癖

悲
観

的
、

現
実

を
受

け
入

れ
な

い
楽

観
的

、
現

実
を

受
け

入
れ

る
（
受

容
力

）
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

苦
手

事
実

と
感

情
を

わ
け

で
考

え
る

最
初

の
目

標
に

固
執

す
る

、
融

通
が

利
か

な
い

目
標

を
変

更
す

る
、

切
り

替
え

上
手

（
柔

軟
性

）
過

去
や

未
来

を
気

に
し

て
不

安
に

な
る

今
に

注
目

す
る

プ
ラ

イ
ド

や
体

面
を

気
に

す
る

結
果

に
こ

だ
わ

る
（
結

果
オ

ー
ラ

イ
）

細
か

い
と

こ
ろ

に
こ

だ
わ

る
全

体
を

見
通

す
（
大

局
観

）
一

喜
一

憂
す

る
長

期
的

に
考

え
る

（
大

局
観

）
人

を
信

頼
し

な
い

、
ま

ず
疑

う
人

を
信

頼
す

る
、

ま
ず

信
じ

る
（
つ

な
が

り
）

自
分

ひ
と

り
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

（
孤

独
）

人
に

相
談

す
る

（
つ

な
が

り
）

「
前

例
が

な
い

の
で

で
き

な
い

」
と

考
え

る
「
な

ん
と

か
で

き
る

方
法

は
な

い
か

」
と

考
え

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
こ

と
を

変
え

よ
う

と
す

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
と

「
変

え
ら

れ
る

」
を

分
け

て
考

え
る

生
真

面
目

、
真

に
受

け
る

笑
い

、
ユ

ー
モ

ア
で

受
け

流
す

（
ユ

ー
モ

ア
カ

）

こ
れ

を
見

て
い

た
だ

く
と

、
自

分
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

が
高

い
の

か
、

低
い

の
か

。
ま

た
、

自
分

の
ど

の
部

分
を

改
善

し
て

い
け

ば
い

い
の

か
も

、
自

ず
と

わ
か

る
は

ず
で

す
。
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レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
低

い
人

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
高

い
人

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
o
r 

無
理

し
て

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

な
る

ニ
ュ

ー
卜

ラ
ル

で
い

る

0
 か

1
0
0
で

考
え

る
（
二

分
思

考
）

グ
ラ

デ
ー

シ
ョ

ン
で

考
え

る

完
璧

主
義

、
頑

固
、

ま
じ

め
だ

い
た

い
、

ボ
チ

ボ
チ

で
い

い
、

自
由

「
無

理
」
「
こ

れ
じ

ゃ
ダ

メ
だ

」が
口

癖
「
な

ん
と

か
な

る
」
「
そ

れ
で

い
い

」
が

口
癖

悲
観

的
、

現
実

を
受

け
入

れ
な

い
楽

観
的

、
現

実
を

受
け

入
れ

る
（
受

容
力

）

感
情

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
苦

手
事

実
と

感
情

を
わ

け
で

考
え

る

最
初

の
目

標
に

固
執

す
る

、
融

通
が

利
か

な
い

目
標

を
変

更
す

る
、

切
り

替
え

上
手

（
柔

軟
性

）

過
去

や
未

来
を

気
に

し
て

不
安

に
な

る
今

に
注

目
す

る

プ
ラ

イ
ド

や
体

面
を

気
に

す
る

結
果

に
こ

だ
わ

る
（
結

果
オ

ー
ラ

イ
）

細
か

い
と

こ
ろ

に
こ

だ
わ

る
全

体
を

見
通

す
（
大

局
観

）

一
喜

一
憂

す
る

長
期

的
に

考
え

る
（
大

局
観

）

人
を

信
頼

し
な

い
、

ま
ず

疑
う

人
を

信
頼

す
る

、
ま

ず
信

じ
る

（
つ

な
が

り
）

自
分

ひ
と

り
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

（
孤

独
）

人
に

相
談

す
る

（
つ

な
が

り
）

「
前

例
が

な
い

の
で

で
き

な
い

」
と

考
え

る
「
な

ん
と

か
で

き
る

方
法

は
な

い
か

」
と

考
え

る

「
変

え
ら

れ
な

い
」
こ

と
を

変
え

よ
う

と
す

る
「
変

え
ら

れ
な

い
」
と

「
変

え
ら

れ
る

」
を

分
け

て
考

え
る

生
真

面
目

、
真

に
受

け
る

笑
い

、
ユ

ー
モ

ア
で

受
け

流
す

（
ユ

ー
モ

ア
カ

）

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

で
は

、
具

体
的

に
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

？

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

に
は

、
9
つ

の
能

力
が

あ
り

ま
す

。

1
自

尊
感

情
：
自

分
を

過
小

評
価

し
な

い
、

自
己

否
定

し
な

い
2
自

己
効

力
感

：
自

分
に

で
き

る
、

と
い

う
感

覚
3
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
：
感

情
的

に
な

ら
な

い
4
楽

観
性

：
す

ぐ
悲

観
的

に
な

ら
な

い
5
思

考
の

柔
軟

性
：
融

通
が

利
く

6
大

局
観

：
全

体
を

見
通

す
7
つ

な
が

り
：
ひ

と
り

で
悩

ま
な

い
、

相
談

す
る

8
洞

察
力

：
自

分
や

周
囲

を
客

観
的

に
洞

察
す

る
力

9
ユ

ー
モ

ア
：
笑

い
で

受
け

流
す

こ
の

、
9
つ

の
能

力
を

そ
れ

ぞ
れ

高
め

て
い

く
こ

と
が

、
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

る
方

法
と

な
り

ま
す

。

精
神

面
に

お
い

て
、

結
果

が
出

せ
な

い
方

の
多

く
は

、
も

っ
と

厳
し

い
練

習
を

や
っ

て
お

け
ば

よ
か

っ
た

。
と

振
り

返
っ

た
り

、
「
弱

い
か

ら
負

け
た

」
「
実

力
が

な
い

か
ら

負
け

た
」
と

い
っ

て
自

分
を

納
得

さ
せ

た
い

気
持

ち
に

な
っ

た
り

、
今

回
は

運
が

悪
か

っ
た

と
か

、
し

ょ
う

が
な

い
、

と
言

っ
た

り
す

る
人

も
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
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6

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

の
9
つ

の
能

力

1
自

尊
感

情
自

分
を

過
小

評
価

し
な

い
、

自
己

否
定

し
な

い

2
自

己
効

力
感

自
分

に
で

き
る

、
と

い
う

感
覚

3
感

情
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
感

情
的

に
な

ら
な

い

4
楽

観
性

す
ぐ

悲
観

的
に

な
ら

な
い

5
思

考
の

柔
軟

性
融

通
が

利
く

6
大

局
観

全
体

を
見

通
す

7
つ

な
が

り
ひ

と
り

で
悩

ま
な

い
、

相
談

す
る

8
洞

察
力

自
分

や
周

囲
を

客
観

的
に

洞
察

す
る

力

9
ユ

ー
モ

ア
笑

い
で

受
け

流
す

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト
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こ
れ

は
コ

ロ
ナ

肺
炎

の
C

T
画

像
で

す
。

熱
が

な
く
て

も
、

P
C

R
検

査
陰

性
で

も
、

息
切

れ
と

か
あ

っ
た

ら
、

必
ず

C
T
を

撮
っ

て
く
だ

さ
い

！
コ

ロ
ナ

肺
炎

の
可

能
性

あ
り

ま
す

。

こ
う

な
ら

な
い

た
め

に
も

、
自

律
神

経
を

整
え

ま
し

ょ
う

。

13
7

13
7

＜
コ

ロ
ナ

肺
炎

＞

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
ま

ず
は

、
姿

勢
を

整
え

る

驚
く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

実
を

い
う

と
、

姿
勢

は
自

律
神

経
の

乱
れ

と
密

接
に

関
わ

っ
て

い
ま

す
。

『
病

院
で

自
律

神
経

失
調

症
や

更
年

期
障

害
と

言
わ

れ
た

』
、

『
の

ぼ
せ

、
ホ

ッ
ト

フ
ラ

ッ
シ

ュ
、

め
ま

い
、

頭
痛

、
疲

労
感

、
不

眠
、

イ
ラ

イ
ラ

、
肩

こ
り

な
ど

定
ま

ら
な

い
症

状
が

あ
る

』
『
病

院
で

色
々

な
検

査
を

し
た

が
、

問
題

無
し

と
言

わ
れ

た
が

ど
う

し
て

も
辛

い
症

状
が

あ
る

』
、

『
肩

こ
り

、
頭

痛
、

歯
ぎ

し
り

、
不

眠
な

ど
症

状
が

全
身

に
多

々
あ

る
』
、

『
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

が
多

く
、

肩
こ

り
が

ひ
ど

い
』
、

『
最

近
元

気
が

出
な

く
て

仕
事

（学
校

）
に

ま
と

も
に

行
け

な
く
な

っ
た

』
、

『
常

に
イ

ラ
イ

ラ
し

て
し

ま
う

』
な

ど
、

現
在

の
体

の
状

態
が

ど
の

よ
う

に
自

律
神

経
に

影
響

し
て

い
る

の
か

、
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

13
8

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

姿
勢

の
歪

み
の

チ
ェ

ッ
ク
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自
律

神
経

に
と

っ
て

、
姿

勢
が

天
井

に
向

か
っ

て
ピ

ン
と

の
び

、
積

み
木

の
よ

う
に

連
な

り
1
つ

1つ
の

背
骨

に
柔

軟
性

が
あ

る
状

態
が

理
想

的
で

す
。

猫
背

な
ど

の
悪

い
姿

勢
を

続
け

て
い

る
と

、
背

中
と

肩
の

筋
肉

が
硬

く
な

り
、

そ
こ

か
ら

つ
な

が
っ

て
い

る
頭

蓋
骨

を
包

む
筋

肉
も

硬
く
な

っ
て

い
き

ま
す

。
さ

ら
に

は
悪

い
姿

勢
に

よ
っ

て
内

臓
が

圧
迫

さ
れ

、
内

臓
の

働
き

が
弱

っ
て

い
き

ま
す

。

代
表

的
な

例
と

し
て

わ
か

り
や

す
い

の
が

胃
で

す
。

胃
が

弱
る

と
、

上
方

に
持

ち
上

が
る

た
め

、
横

隔
膜

の
上

が
り

下
が

り
の

邪
魔

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

そ
れ

に
よ

り
肺

の
膨

ら
む

範
囲

が
狭

く
な

り
、

背
中

や
肩

の
筋

肉
が

大
き

く
固

ま
っ

て
し

ま
う

の
で

す
。

そ
れ

に
伴

っ
て

頭
蓋

骨
を

包
む

筋
肉

が
硬

く
な

り
、

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く
な

る
こ

と
も

自
律

神
経

が
乱

れ
る

原
因

と
な

り
ま

す
。

悪
い

姿
勢

は
百

害
あ

っ
て

一
利

な
し

と
い

う
わ

け
で

す
ね

。
悪

い
姿

勢
は

他
に

も
あ

り
ま

す
。

猫
背

に
加

え
て

、
胸

を
張

り
す

ぎ
て

反
っ

た
姿

勢
も

あ
ま

り
良

い
姿

勢
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
あ

ぐ
ら

の
姿

勢
で

座
っ

た
り

、
足

を
組

ん
で

椅
子

に
座

っ
た

り
す

る
の

も
、

自
律

神
経

の
乱

れ
に

つ
な

が
り

ま
す

。

背
中

を
反

る
姿

勢
は

、
胸

推
（
背

中
の

骨
）
や

腰
椎

（
腰

の
骨

）
に

負
担

が
か

か
り

、
骨

が
歪

み
ま

す
。

骨
が

歪
む

と
、

椎
骨

と
椎

骨
の

聞
か

ら
出

て
い

る
体

の
各

器
官

に
つ

な
が

る
神

経
が

圧
迫

さ
れ

て
、

各
器

官
が

弱
り

ま
す

。

各
器

官
と

は
、

内
臓

や
目

や
鼻

、
腕

、
足

な
ど

体
の

部
分

の
こ

と
で

す
。

13
9

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
ま

ず
は

自
分

の
体

が
ゆ

が
ん

で
い

る
か

ど
う

か
、

今
の

状
態

を
確

認
し

て
次

の
チ

ェ
ッ

ク
に

進
み

ま
す

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

内
臓

を
圧

迫
す

る
の

で
、

猫
背

や
胸

を
張

り
す

ぎ
る

姿
勢

は
ダ

メ
！

で
は

、
ど

の
よ

う
な

姿
勢

が
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

こ
こ

で
は

姿
勢

が
悪

く
な

っ
て

い
な

い
か

の
「
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
」
と

「
背

骨
の

柔
軟

性
の

チ
ェ

ッ
ク

」
を

し
ま

す
。

姿
勢

や
柔

軟
性

の
違

い
は

人
そ

れ
ぞ

れ
あ

り
ま

す
が

、
次

の
チ

ェ
ッ

ク
項

目
が

現
時

点
で

で
き

る
か

で
き

な
い

か
、

自
分

の
姿

勢
が

ど
の

方
向

に
ず

れ
て

い
る

か
を

確
か

め
て

く
だ

さ
い

。

姿
勢

の
チ

ェ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、
ス

マ
ホ

な
ど

で
ご

自
身

の
姿

勢
を

写
真

に
撮

り
、

お
確

か
め

く
だ

さ
い

。
チ

ェ
ッ

ク
の

中
に

は
、

今
は

と
て

も
で

き
な

い
と

い
う

も
の

も
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

き
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

、
体

の
動

き
を

改
善

す
る

た
め

の
ス

ト
レ

ッ
チ

方
法

を
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

と
き

に
痛

み
が

出
た

場
合

は
す

ぐ
に

や
め

て
く
だ

さ
い

。

姿
勢

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
で

す
。

つ
ま

ず
は

楽
に

立
っ

て
み

て
く
だ

さ
い

。
足

を
軽

く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

び
ま

す
。

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。

14
0

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
ま

ず
は

自
分

の
体

が
ゆ

が
ん

で
い

る
か

ど
う

か
、

今
の

状
態

を
確

認
し

て
次

の
チ

ェ
ッ

ク
に

進
み

ま
す

頭
の

付
け

根

背
骨

お
尻

の
割

れ
目

耳
た

ぶ

肩

股
関

節
の

付
け

根

膝
の

皿
の

1c
m

後
ろ

外
く
る

ぶ
し

の
1c

m
前

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り
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首
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

は
、

横
と

正
面

か
ら

、
首

の
ず

れ
を

確
認

し
ま

す
。

①
横

向
き

の
と

き
、

肩
の

位
置

を
基

準
に

し
た

線
に

対
し

て
耳

た
ぶ

が
前

に
ず

れ
て

い
る

か
？

、
後

ろ
に

ず
れ

て
い

る
か

？
確

認
し

ま
す

。

②
正

面
の

と
き

、
体

の
中

心
線

に
対

し
て

頭
が

右
に

ず
れ

え
て

い
る

か
？

左
に

ず
れ

て
い

る
か

？
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
O

K
で

す
。

前
後

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

を
行

い
ま

す
。

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

を
行

い
ま

す
。

14
1

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
首

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
OK

で
す

。
前

後
に

ず
れ

て
い

る
場

合
：
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
：
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

前
？

後
ろ

？

左
？

右
？

①
横

向
き

の
と

き
、

肩
の

位
置

を
基

準
に

し
た

線
に

対
し

て
耳

た
ぶ

が
前

に
ず

れ
て

い
る

か
？

、
後

ろ
に

ず
れ

て
い

る
か

？

②
正

面
の

と
き

、
体

の
中

心
線

に
対

し
て

頭
が

右
に

ず
れ

え
て

い
る

か
？

左
に

ず
れ

て
い

る
か

？

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

そ
し

て
胸

を
張

っ
た

り
曲

げ
た

り
せ

ず
、

を
背

中
と

く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
て

く
だ

さ
い

。

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
る

と
背

筋
が

す
っ

と
、

理
想

的
な

形
で

立
ち

ま
す

。

加
え

て
目

線
は

真
正

面
を

向
く
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
姿

勢
を

特
に

意
識

せ
ず

に
で

も
で

き
る

よ
う

、
心

が
け

て
み

ま
し

ょ
う

。

ま
ず

は
自

分
の

体
が

ゆ
が

ん
で

い
る

か
ど

う
か

、
今

の
状

態
を

確
認

し
て

次
の

チ
ェ

ッ
ク

に
進

み
ま

す
。

14
2

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
姿

勢
の

歪
み

チ
ェ

ッ
ク

足
を

軽
く
閉

じ
た

状
態

で
立

ち
、

横
と

後
ろ

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

チ
ェ

ッ
ク

。
各

ポ
イ

ン
ト

に
目

印
を

つ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
線

で
結

ぶ

結
ん

だ
線

が
ま

っ
す

ぐ
に

な
ら

な
け

れ
ば

体
が

歪
ん

で
い

ま
す

。
胸

を
張

っ
た

り
曲

げ
た

り
せ

ず
、

を
背

中
と

く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
て

く
だ

さ
い

。
画

像
：h

tt
ps

:/
/y

og
aj

ou
rn

al
.jp

/1
43

76

背
中

と
く
っ

つ
け

る
イ

メ
ー

ジ
で

お
腹

を
へ

こ
ま

せ
て

み
る

。
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普
段

の
姿

勢
に

気
を

つ
け

て
い

て
も

、
意

外
と

見
落

と
し

が
ち

な
の

が
、

電
車

の
中

で
の

姿
勢

で
す

。
通

学
途

中
の

電
車

内
で

運
良

く
空

い
た

席
に

座
っ

て
、

う
っ

か
り

寝
て

し
ま

う
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？

そ
し

て
、

そ
の

時
に

、
首

か
ら

頭
部

が
下

が
り

、
う

つ
む

い
た

姿
勢

に
な

っ
て

い
た

ら
要

注
意

。
そ

れ
は

自
律

神
経

に
と

っ
て

あ
ま

り
良

い
状

態
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

ま
た

、
電

車
の

中
を

見
渡

す
と

、
車

内
の

全
員

が
ス

マ
ホ

の
画

面
を

見
な

が
ら

下
を

向
い

て
い

る
光

景
を

よ
く
目

に
し

ま
す

。
下

を
向

き
続

け
て

い
る

と
、

首
に

負
担

が
か

か
り

、
首

の
筋

肉
が

硬
く
な

り
ま

す
。

首
の

筋
肉

が
硬

く
な

る
と

、
そ

の
筋

肉
が

支
え

て
い

る
頚

椎
（
首

の
骨

）
が

引
っ

張
ら

れ
て

、
歪

ん
で

し
ま

う
の

で
す

。
頚

椎
か

歪
む

と
、

椎
骨

と
椎

骨
の

間
に

あ
る

神
経

が
圧

迫
さ

れ
、

痛
み

か
出

た
り

、
そ

の
神

経
の

働
き

を
弱

め
た

り
し

ま
す

。

頚
椎

の
聞

か
ら

出
て

い
る

神
経

は
、

首
か

ら
上

の
頭

部
周

辺
の

器
官

に
つ

な
が

る
神

経
の

た
め

、
こ

れ
ら

の
神

経
が

圧
迫

さ
れ

る
と

、
目

の
奥

の
痛

み
や

頭
痛

な
ど

の
症

状
が

出
ま

す
。

ま
た

、
首

の
筋

肉
が

硬
く
な

る
と

頭
蓋

骨
の

動
き

も
悪

く
な

り
、

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く
な

り
ま

す
。

脳
脊

髄
液

の
重

要
性

に
つ

い
て

は
、

こ
こ

ま
で

何
度

も
触

れ
て

き
た

と
お

り
で

す
。

脳
脊

髄
液

の
流

れ
が

悪
く
な

る
と

、
自

律
神

経
の

乱
れ

に
繋

が
っ

て
き

ま
す

。

頚
椎

の
歪

み
を

正
す

た
め

に
も

、
電

車
の

中
で

は
下

を
向

か
ず

、
前

を
向

く
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
通

学
中

は
つ

い
つ

い
ス

マ
ホ

を
見

て
し

ま
い

が
ち

で
す

が
、

ス
マ

ホ
を

見
な

い
時

間
を

つ
く
る

こ
と

で
、

自
然

と
前

を
向

く
姿

勢
で

い
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

14
3

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
首

の
歪

み
チ

ェ
ッ

ク
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

判
定

：
線

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

な
ら

ば
OK

で
す

。
前

後
に

ず
れ

て
い

る
場

合
：
首

の
ス

ト
レ

ッ
チ

左
右

に
ず

れ
て

い
る

場
合

は
：
首

の
横

ず
れ

・
傾

き
対

策
ス

ト
レ

ッ
チ

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
で
下
を
向
い
て
い
る
と

頚
椎

が
圧

迫
さ
れ

て
し

ま
う
！

次
は

、

①
横

向
き

で
寝

て
両

股
関

節
と

膝
を

垂
直

に
曲

げ
、

下
に

な
っ

た
手

で
膝

と
骨

盤
が

動
か

な
い

よ
う

に
、

し
っ

か
り

押
さ

え
ま

す
。

背
骨

柔
軟

性
チ

ェ
ッ

ク
：
背

骨
ね

じ
り

チ
ェ

ッ
ク

で
す

。
横

と
正

面
か

ら
、

首
の

ず
れ

を
確

認
し

ま
す

。

②
上

の
手

は
頭

の
上

に
置

き
、

肘
が

床
に

つ
く
よ

う
に

上
半

身
を

ひ
ね

っ
て

体
を

開
き

ま
す

。

※
反

対
側

も
行

い
ま

し
ょ

う
。

判
定

：
肘

が
床

に
つ

け
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ
を

行
い

ま
す

。

14
4

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
ね

じ
り

チ
ェ

ッ
ク

横
と

正
面

か
ら

、
首

の
ず

れ
を

確
認

し
ま

す
。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
肘

が
床

に
つ

け
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ

①
横

向
き

で
寝

て
両

股
関

節
と

膝
を

垂
直

に
曲

げ
、

下
に

な
っ

た
手

で
膝

と
骨

盤
が

動
か

な
い

よ
う

に
し

っ
か

り
押

さ
え

る
。

②
上

の
手

は
頭

の
上

に
置

き
、

肘
が

床
に

つ
く
よ

う
に

上
半

身
を

ひ
ね

っ
て

体
を

開
く
。

下
半

身
は

し
っ

か
り

固
定

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り
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次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
胸

椎
の

ば
し

テ
ス

ト
で

す
。

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
ま

す
。

土
下

座
を

す
る

よ
う

に
、

肘
の

力
を

抜
い

て
胸

骨
を

床
に

近
づ

け
て

背
筋

を
の

ば
し

ま
す

。

判
定

：
胸

骨
が

床
に

つ
け

ば
O

K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ
で

改
善

を
行

い
ま

す
。

14
5

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
胸

椎
の

ば
し

テ
ス

ト

判
定

：
胸

骨
が

床
に

つ
け

ば
OK

で
す

。
出

来
な

か
っ

た
場

合
：
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
る

。
土

下
座

を
す

る
よ

う
に

、
肘

の
力

を
抜

い
て

胸
骨

を
床

に
近

づ
け

て
背

筋
を

の
ば

す
。

胸
を

床
に

近
づ

け
る

お
尻

～
腰

も
丸

め
る

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
も

も
抱

え
込

み
テ

ス
ト

で
す

。

正
座

の
姿

勢
か

ら
膝

を
肩

幅
に

開
き

、
床

に
つ

け
ま

す
。

土
下

座
を

す
る

よ
う

に
、

肘
の

力
を

抜
い

て
胸

骨
を

床
に

近
づ

け
て

背
筋

を
の

ば
し

ま
す

。

①
下

側
の

足
を

ま
っ

す
ぐ

に
の

ば
し

ま
す

。

②
下

側
の

足
を

1
3
5
度

に
曲

げ
ま

す
。

③
下

側
の

足
を

9
0
度

に
曲

げ
ま

す
。

※
反

対
側

も
行

い
ま

し
ょ

う
。

判
定

：
：
３

つ
と

も
膝

が
胸

に
つ

け
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
胸

椎
の

ば
し

（
座

位
）
ス

ト
レ

ッ
チ

で
改

善
を

行
い

ま
す

。

14
6

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
も

も
抱

え
込

み
テ

ス
ト

横
向

き
に

寝
て

、
上

側
の

足
を

抱
え

込
み

、
胸

に
つ

け
る

。
下

側
の

足
は

3段
階

に
曲

げ
て

そ
れ

ぞ
れ

行
う

。

②
下

側
の

足
を

13
5度

に
曲

げ
る

③
下

側
の

足
を

90
度

に
曲

げ
る

。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
３

つ
と

も
膝

が
胸

に
つ

け
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
の

ば
し

（
座

位
）

①
下

側
の

足
を

ま
っ

す
ぐ

に
の

ば
す

。

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り
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次
は

、
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
弓

な
り

テ
ス

ト
で

す
。

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

、
腰

を
後

ろ
に

反
ら

せ
ま

す
。

手
は

腰
に

当
て

て
も

O
K
で

す
。

や
り

や
す

い
位

置
で

行
い

ま
す

。

判
定

：
：
判

定
：
背

骨
全

体
が

そ
れ

て
い

れ
ば

O
K
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

は
、

胸
椎

ひ
ね

り
ス

ト
レ

ッ
チ

胸
椎

の
ば

し
ス

ト
レ

ッ
チ

胸
椎

横
た

お
し

ス
ト

レ
ッ

チ
で

改
善

を
行

い
ま

す
。

い
か

が
で

し
た

か
？

ご
自

身
の

今
の

姿
勢

と
背

骨
の

状
態

を
把

握
し

て
い

た
だ

け
た

で
し

ょ
う

か
。

背
骨

の
中

に
あ

る
脊

髄
に

は
交

感
神

経
、

副
交

感
神

経
が

点
在

し
ま

す
。

良
い

姿
勢

で
あ

る
こ

と
と

背
骨

の
柔

軟
性

が
あ

る
こ

と
は

自
律

神
経

の
乱

れ
を

防
ぐ

一
因

と
な

り
ま

す
。

交
感

神
経

が
過

敏
に

な
っ

て
い

る
と

筋
肉

は
硬

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
体

の
柔

軟
性

が
落

ち
て

し
ま

い
ま

す
。

よ
っ

て
、

チ
ェ

ッ
ク

に
ひ

っ
か

か
る

項
目

が
多

い
方

は
交

感
神

経
が

過
敏

に
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

ひ
っ

か
か

っ
た

チ
ェ

ッ
ク

に
対

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
交

感
神

経
を

整
え

る
た

め
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

行
い

ま
し

ょ
う

。

現
時

点
で

こ
の

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
な

か
っ

た
と

し
て

も
、

ス
ト

レ
ッ

チ
や

こ
の

チ
ェ

ッ
ク

の
体

勢
で

ス
ト

レ
ッ

チ
を

継
続

的
に

行
え

ば
、

柔
軟

性
が

上
が

っ
て

い
き

ま
す

。

14
7

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

★
背

骨
柔

軟
性

チ
ェ

ッ
ク

：
背

骨
弓

な
り

テ
ス

ト
足

を
肩

幅
に

開
い

て
立

ち
、

腰
を

後
ろ

に
そ

ら
せ

る
。

手
は

腰
に

当
て

て
も

OK
で

す
。

や
り

や
す

い
位

置
で

行
い

ま
す

。

※
反

対
側

も
行

う

判
定

：
背

骨
全

体
が

そ
れ

て
い

れ
ば

OK
で

す
。

出
来

な
か

っ
た

場
合

：
胸

椎
ひ

ね
り

ス
ト

レ
ッ

チ
胸

椎
の

ば
し

ス
ト

レ
ッ

チ
胸

椎
横

た
お

し
ス

ト
レ

ッ
チ

）NG
①

腰
だ

け
曲

が
っ

て
い

る

NG
②

膝
が

曲
が

っ
て

い
る

心
と

体
が

ら
く
に

な
る

自
律

神
経

の
整

え
方

理
学

療
法

士
柿

澤
健

太
郎

著
彩

図
社

よ
り

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
姿

勢
を

整
え

る
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

紹
介

し
ま

す
。

自
律

神
経

を
整

え
る

4
つ

の
ス

ト
レ

ッ
チ

は
、

順
天

堂
大

学
医

学
部

教
授

で
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

ス
ポ

ー
ツ

ド
ク

タ
ー

で
も

あ
る

小
林

教
授

が
推

奨
し

て
い

る
方

法
で

す
。

簡
単

な
動

作
な

の
で

、
自

宅
は

も
ち

ろ
ん

、
外

出
先

で
も

、
ち

ょ
っ

と
し

た
時

間
で

実
践

で
き

ま
す

。

筋
肉

の
硬

直
は

自
律

神
経

に
大

き
く
影

響
し

ま
す

。
筋

肉
の

硬
直

を
防

ぐ
運

動
を

す
る

こ
と

は
と

て
も

大
切

で
す

。
と

は
い

え
、

突
然

運
動

を
始

め
て

も
長

続
き

し
ま

せ
ん

。

ま
ず

は
自

律
神

経
が

整
う

、
簡

単
な

ス
ト

レ
ッ

チ
を

や
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
そ

の
場

に
立

っ
て

行
っ

た
り

、
学

校
の

椅
子

に
座

っ
た

ま
ま

で
き

ま
す

。

メ
ニ

ュ
ー

は
全

部
で

4
種

類
。

肩
、

首
、

背
中

、
腕

と
あ

り
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

挑
戦

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

ど
の

ス
ト

レ
ッ

チ
も

難
し

い
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

や
り

方
は

重
要

と
な

り
ま

す
。

ス
ト

レ
ッ

チ
の

基
本

は
、

筋
肉

に
痛

み
が

出
な

い
、

少
し

伸
び

て
い

る
な

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

2
0
～

3
0秒

止
め

る
の

が
基

本
で

す
。

筋
肉

を
止

め
て

い
る

間
は

、
大

き
く
息

を
吐

き
続

け
る

の
も

重
要

で
す

。

も
し

息
を

吐
き

き
っ

た
ら

、
途

中
で

1
回

吸
っ

て
、

ま
た

吐
き

続
け

ま
す

。
さ

ら
に

効
果

を
高

め
る

た
め

に
は

、
自

分
で

伸
ば

し
た

い
筋

肉
の

場
所

を
意

識
し

な
が

ら
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

ス
ト

レ
ッ

チ
を

生
活

に
取

り
入

れ
て

、
自

律
神

経
を

整
え

、
心

と
身

体
の

健
康

管
理

に
役

立
て

ま
し

ょ
う

。
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8

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト
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gs
/p

re
ss

-re
le

as
e/
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35

9

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ

（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

（
２

）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ
（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ
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（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

や
り

方

1
. 
両

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

ま
す

。

2
. 
両

腕
を

上
げ

て
、

右
手

の
先

を
左

手
で

つ
か

み
ま

す
。

3
. 
息

を
吐

き
な

が
ら

上
体

を
左

に
倒

し
、

右
の

体
側

を
伸

ば
し

ま
す

。

4
. 
息

を
吸

い
な

が
ら

上
体

を
戻

し
、

体
を

上
方

向
へ

伸
ば

し
ま

す
。

5
. 
つ

か
む

手
を

反
対

に
替

え
、

反
対

側
も

同
様

に
伸

ば
し

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

体
側

を
伸

ば
す

こ
と

で
、

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

な
が

ら
、

筋
肉

へ
の

血
流

を
促

す
ス

ト
レ

ッ
チ

で
す

。

体
側

を
伸

ば
す

と
き

に
曲

げ
た

側
の

腸
が

圧
迫

さ
れ

る
の

で
、

腸
に

刺
激

を
与

え
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

で
き

る
だ

け
手

の
端

を
持

つ
と

効
果

的
で

す
。

14
9

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ht
tp

s:/
/g

oo
da

y.n
ik

ke
i.c

o.
jp

/a
tc

l/r
ep

or
t/

14
/0

91
10

00
33

/0
91

70
00

10
/?

SS
=i

m
gv

ie
w

&
FD

=1
93

68
60

25
2

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
１

）
体

側
を

伸
ば

す
ス

ト
レ

ッ
チ

体
側

を
伸

ば
す

こ
と

で
、

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
を

整
え

な
が

ら
、

筋
肉

へ
の

血
流

を
促

し
ま

す
。

手
の

ひ
ら

を
天

井
に

向
け

る

足
を

肩
幅

に
開

い
て

立
ち

、
手

の
指

を
組

ん
で

手
の

ひ
ら

を
天

井
に

向
け

る
。

腕
は

耳
よ

り
後

ろ
の

位
置

で
真

っ
す

ぐ
に

伸
ば

す
。

鼻
か

ら
大

き
く
息

を
吸

う
。

体
側

が
一

挙
に

伸
び

る
よ

う
に

大
き

く
口

か
ら

息
を

吐
き

な
が

ら
腰

を
左

に
ス

ラ
イ

ド
さ

せ
て

、
全

身
で

弓
な

り
を

つ
く
る

。
こ

の
と

き
、

左
の

わ
き

の
下

、
腰

、
骨

盤
の

側
面

が
伸

び
、

さ
ら

に
左

足
の

小
趾

に
体

重
が

か
か

っ
て

い
る

感
覚

が
あ

れ
ば

、
効

い
て

い
る

証
拠

で
す

。

最
大

ま
で

伸
ば

し
た

ら
20

秒
キ

ー
プ

。
呼

吸
は

止
め

な
い

こ
と

。
手

を
組

み
替

え
て

反
対

側
も

同
様

に
行

い
ま

す
。

左
右

交
互

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

（
2
）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
.
足

を
肩

幅
に

開
い

て
立

ち
ま

す
。

2
. 
両

腕
を

前
に

伸
ば

し
て

右
手

の
先

を
左

手
で

つ
か

み
ま

す
。

3
. 
息

を
吐

き
な

が
ら

、
右

腕
を

左
手

で
左

側
に

ひ
っ

ぱ
り

ま
す

。
斜

め
上

、
真

横
、

斜
め

下
の

3
方

向
ず

つ
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

4
. 
1
に

戻
り

つ
か

む
手

を
反

対
に

替
え

、
反

対
側

も
同

様
に

ひ
っ

ぱ
り

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

腕
か

ら
背

中
、

わ
き

腹
ま

で
の

筋
肉

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
刺

激
す

る
ス

ト
レ

ッ
チ

で
す

。

手
の

端
を

持
っ

て
行

う
と

筋
が

伸
び

や
す

く
、

よ
り

効
果

的
で

す
。

15
0

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ
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ポ
イ

ン
ト

ht
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/p
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-re
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e/
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35

9

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
２

）
腕

・
背

中
・
わ

き
腹

を
伸

ば
す

ス
ト

レ
ッ

チ

腕
か

ら
背

中
、

わ
き

腹
ま

で
の

筋
肉

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
刺

激
し

ま
す

。

足
を

肩
幅

に
開

き
、

手
を

前
に

出
し

て
肩

の
高

さ
ま

で
上

げ
、

左
手

で
右

手
の

指
先

を
つ

か
む

上
体

は
、

そ
の

ま
ま

を
保

ち
、

息
を

吐
き

な
が

ら
、

左
手

で
右

手
を

真
横

に
ひ

っ
ぱ

り
ま

す
。

斜
め

上
、

真
横

、
斜

め
下

の
3
方

向
ず

つ
伸

ば
し

ま
し

ょ
う

。

最
初

に
戻

り
つ

か
む

手
を

反
対

に
替

え
、

反
対

側
も

同
様

に
ひ

っ
ぱ

り
ま

す
。
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（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
．

両
ひ

じ
を

曲
げ

て
肩

よ
り

上
に

上
げ

る
（
腕

が
上

が
ら

な
い

人
は

で
き

る
と

こ
ろ

ま
で

で
O

K
）
。

手
は

軽
く
握

っ
て

鎖
骨

の
あ

た
り

に
置

く
。

2
．

両
ひ

じ
を

、
ゆ

っ
く
り

と
後

ろ
に

引
く
。

5秒
か

け
て

息
を

吐
き

な
が

ら
、

ひ
じ

の
位

置
は

で
き

る
だ

け
下

げ
な

い
よ

う
に

。
肋

骨
か

ら
肩

甲
骨

を
「
は

が
す

」
意

識
で

ぎ
ゅ

っ
と

強
め

に
寄

せ
る

。

3
．

肩
甲

骨
を

寄
せ

た
ま

ま
ひ

じ
を

下
げ

、
脱

力
す

る
。

こ
れ

を
5
回

繰
り

返
す

。

ポ
イ

ン
ト

朝
起

き
た

時
に

5
回

、
寝

る
前

に
5
回

、
習

慣
に

す
る

の
が

お
す

す
め

で
す

。
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
の

合
間

な
ど

に
も

随
時

行
う

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

一
つ

ひ
と

つ
の

動
作

を
じ

っ
く
り

と
行

う
こ

と
が

大
切

で
す

。

肩
甲

骨
を

肋
骨

か
ら

は
が

す
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

で
動

か
し

、
肩

甲
骨

周
辺

の
筋

肉
を

ほ
ぐ

し
ま

し
ょ

う
。

肩
甲

挙
筋

と
菱

形
筋

を
意

識
し

て
動

か
す

こ
と

で
、

背
中

か
ら

肩
に

か
け

て
楽

に
な

り
ま

す
。

猫
背

や
冷

え
の

改
善

な
ど

の
効

果
も

期
待

で
き

ま
す

。
肩

甲
骨

の
ス

ト
レ

ッ
チ

を
習

慣
化

し
て

、
自

由
に

動
く
肩

甲
骨

を
取

り
戻

し
ま

し
ょ

う
。

15
1

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

監
修

／
遠

藤
健

司
先

生
（
東

京
医

科
大

学
整

形
外

科
学

分
野

准
教

授
）

ht
tp

s:/
/k

en
ko

.sa
w

ai
.co

.jp
/b

od
y-

ca
re

/2
02

00
2.

ht
m

l

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
３

）
肩

甲
骨

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

2
．

両
ひ

じ
を

、
ゆ

っ
く
り

と
後

ろ
に

引
く
。

5秒
か

け
て

息
を

吐
き

な
が

ら
、

ひ
じ

の
位

置
は

で
き

る
だ

け
下

げ
な

い
よ

う
に

。
肋

骨
か

ら
肩

甲
骨

を
「は

が
す

」意
識

で
ぎ

ゅ
っ

と
強

め
に

寄
せ

る
。

腕
が

V
字

に
な

る
よ

う
に

1
．

両
ひ

じ
を

曲
げ

て
肩

よ
り

上
に

上
げ

る
（腕

が
上

が
ら

な
い

人
は

で
き

る
と

こ
ろ

ま
で

で
O

K
）。

手
は

軽
く
握

っ
て

鎖
骨

の
あ

た
り

に
置

く
。

3
．

肩
甲

骨
を

寄
せ

た
ま

ま
ひ

じ
を

下
げ

、
脱

力
す

る
。

こ
れ

を
5
回

繰
り

返
す

。

肩
甲

骨
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

習
慣

化
し

て
、

自
由

に
動

く
肩

甲
骨

を
取

り
戻

し
ま

す
。

（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

や
り

方

1
. 
椅

子
に

腰
か

け
て

、
両

ひ
ざ

が
直

角
に

曲
が

る
よ

う
に

座
り

ま
す

。

2
. 
右

足
首

を
左

ひ
ざ

の
上

に
乗

せ
ま

す
。

3
. 
足

先
を

持
っ

て
、

右
足

首
を

グ
ル

グ
ル

と
回

し
ま

す
。

4
. 
1
.の

姿
勢

に
戻

り
乗

せ
る

足
を

反
対

に
し

て
、

左
足

も
同

様
に

回
し

ま
す

。

ポ
イ

ン
ト

足
首

を
ひ

ざ
の

上
に

置
く
こ

と
で

、
股

関
節

の
可

動
域

を
広

げ
ま

す
。

さ
ら

に
、

足
首

を
グ

ル
グ

ル
と

回
す

こ
と

で
、

そ
の

動
き

を
股

関
節

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
と

め
自

律
神

経
の

バ
ラ

ン
ス

を
整

え
た

い
時

は
、

適
度

に
身

体
を

動
か

す
こ

と
が

大
切

で
す

。

今
回

ご
紹

介
し

た
ス

ト
レ

ッ
チ

方
法

は
、

自
宅

で
も

外
出

先
で

も
簡

単
に

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

短
時

間
で

す
っ

き
り

と
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

日
常

生
活

に
も

積
極

的
に

取
り

入
れ

て
み

ま
し

ょ
う

。

15
2

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

ht
tp

s:/
/w

w
w.

de
lla

.co
.jp

/b
lo

gs
/p
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ss

-re
le
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e/

12
35

9

「
自

律
神

経
を

整
え

る
」
４

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
（
４

）
股

関
節

を
動

か
す

ス
ト

レ
ッ

チ

1
. 椅

子
に

腰
か

け
て

、
両

ひ
ざ

が
直

角
に

曲
が

る
よ

う
に

座
り

ま
す

。

2
. 右

足
首

を
左

ひ
ざ

の
上

に
乗

せ
ま

す
。

3
. 足

先
を

持
っ

て
、

右
足

首
を

グ
ル

グ
ル

と
回

し
ま

す
。

4
. 1

.の
姿

勢
に

戻
り

乗
せ

る
足

を
反

対
に

し
て

、
左

足
も

同
様

に
回

し
ま

す
。

足
首

を
ひ

ざ
の

上
に

置
く
こ

と
で

、
股

関
節

の
可

動
域

を
広

げ
ま

す
。
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講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

の
内

容
の

最
後

は
、

（
５

）
そ

の
他

、
関

連
事

項
と

し
て

、
一

連
の

用
語

集
を

掲
載

い
た

し
ま

し
た

。

15
3

B
IT

（
B

io
 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
r）

を
用

い
た

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

１
：

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

方
法

・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
取

得
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
解

析
方

法
・
バ

イ
タ

ル
デ

ー
タ

の
評

価
方

法
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

仕
様

方
法

等

２
：

ス
ト

レ
ス

度
診

断
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
問

診
記

入
問

診
結

果
説

明

３
：

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

バ
イ

タ
ル

デ
ー

タ
に

よ
る

評
価

の
事

例

４
：

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
や

ア
ド

バ
イ

ス
の

ポ
イ

ン
ト

５
：

そ
の

他
、

関
連

事
項

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
系

科
目

の
遠

隔
教

育
導

入
モ

デ
ル

の
構

築

用
語

集
-
1

か
行

加
速

度
単

位
時

間
あ

た
り

の
速

度
の

変
化

率
の

こ
と

で
、

１
秒

間
に

ど
れ

だ
け

速
度

が
増

す
か

を
表

し
ま

す
。

加
速

度
の

S
I単

位
は

、
ｍ

/
ｓ
²

交
感

神
経

運
動

を
す

る
と

体
は

興
奮

状
態

と
な

り
ま

す
。

こ
の

時
、

心
臓

の
拍

動
数

は
早

く
な

り
、

汗
が

分
泌

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、
体

を
活

発
に

活
動

さ
せ

る
時

に
働

く
神

経
が

交
感

神
経

で
す

。
交

感
神

経
は

「
闘

争
と

逃
走

の
神

経
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

車
で

言
え

ば
“
ア

ク
セ

ル
”
の

役
割

と
言

え
ま

す
。

さ
行

閾
値

（
し

き
い

ち
）

境
界

と
な

る
値

。
そ

の
値

を
境

に
、

上
下

で
意

味
や

条
件

、
判

定
な

ど
が

異
な

る
よ

う
な

値
の

こ
と

。

姿
勢

変
動

回
数

寝
返

り
回

数
の

こ
と

。
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

心
拍

数
（
H

e
ar

t 
R

at
e
）

一
定

の
時

間
内

に
心

臓
が

拍
動

す
る

回
数

を
い

い
、

通
常

は
1
分

間
の

拍
動

の
数

を
い

い
ま

す
。

ま
た

、
心

臓
が

血
液

を
送

り
出

す
際

に
は

、
動

脈
に

拍
動

が
生

じ
る

の
で

、
こ

の
回

数
を

脈
拍

数
あ

る
い

は
単

に
脈

拍
と

い
い

ま
す

。
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行

加
速

度
単

位
時

間
あ

た
り

の
速

度
の

変
化

率
の

こ
と

で
、

１
秒

間
に

ど
れ

だ
け

速
度

が
増

す
か

を
表

し
ま

す
。

加
速

度
の

S
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位
は
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交
感

神
経

運
動

を
す

る
と

体
は

興
奮

状
態

と
な

り
ま

す
。

こ
の

時
、

心
臓

の
拍

動
数

は
早

く
な

り
、

汗
が

分
泌

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、
体

を
活

発
に

活
動

さ
せ

る
時

に
働

く
神

経
が

交
感

神
経

で
す

。
交

感
神

経
は

「
闘

争
と

逃
走

の
神

経
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

車
で

言
え

ば
“
ア

ク
セ

ル
”
の

役
割

と
言

え
ま

す
。

さ
行

閾
値

（
し

き
い

ち
）

境
界

と
な

る
値

。
そ

の
値

を
境

に
、

上
下

で
意

味
や

条
件

、
判

定
な

ど
が

異
な

る
よ

う
な

値
の

こ
と

。

姿
勢

変
動

回
数

寝
返

り
回

数
の

こ
と

。
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

心
拍

数
（
H

e
ar

t 
R

at
e
）

一
定

の
時

間
内

に
心

臓
が

拍
動

す
る

回
数

を
い

い
、

通
常

は
1
分

間
の

拍
動

の
数

を
い

い
ま

す
。

ま
た

、
心

臓
が

血
液

を
送

り
出

す
際

に
は

、
動

脈
に

拍
動

が
生

じ
る

の
で

、
こ

の
回

数
を

脈
拍

数
あ

る
い

は
単

に
脈

拍
と

い
い

ま
す

。

自
律

神
経

自
律

神
経

は
末

梢
神

経
系

の
う

ち
植

物
性

機
能

を
担

う
神

経
系

で
あ

り
、

動
物

性
機

能
を

担
う

体
性

神
経

系
に

対
比

さ
れ

ま
す

。
自

律
神

経
系

は
内

臓
諸

臓
器

の
機

能
を

調
節

す
る

遠
心

性
機

序
と

内
臓

か
ら

の
情

報
を

中
枢

神
経

系
に

伝
え

る
求

心
性

の
機

序
と

い
う

2
つ

の
系

か
ら

な
っ

て
お

り
、

交
感

神
経

系
と

副
交

感
神

経
系

の
２

つ
の

神
経

系
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

自
律

神
経

活
動

度
心

臓
の

収
縮

は
電

気
的

な
刺

激
に

よ
る

も
の

で
す

。
ま

ず
、

心
臓

の
中

の
洞

結
節

と
い

う
と

こ
ろ

が
自

発
的

に
電

気
的

に
興

奮
し

、
そ

の
興

奮
が

心
臓

の
筋

肉
全

体
に

伝
わ

る
と

、
心

臓
は

収
縮

し
ま

す
。

体
の

胸
部

の
2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

の
R

R
間

隔
の

ば
ら

つ
き

の
度

合
い

を
示

す
の

が
C

V
R

R
 （
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o
e
ff

ic
ie

n
t 

o
f 

V
ar

ia
ti
o
n
 o

f 
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R
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）
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R
R

間
隔

変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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梢
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経
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う

ち
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物
性

機
能

を
担

う
神

経
系

で
あ

り
、

動
物

性
機

能
を

担
う

体
性

神
経

系
に

対
比

さ
れ

ま
す

。
自

律
神

経
系

は
内

臓
諸

臓
器

の
機

能
を

調
節

す
る

遠
心

性
機

序
と

内
臓

か
ら

の
情

報
を

中
枢

神
経

系
に

伝
え

る
求

心
性

の
機

序
と

い
う

2
つ

の
系

か
ら

な
っ

て
お

り
、
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経

系
と

副
交

感
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経
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の
２

つ
の

神
経
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で
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成

さ
れ
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い

ま
す

。
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活
動

度
心

臓
の

収
縮

は
電

気
的

な
刺
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に

よ
る

も
の

で
す

。
ま

ず
、

心
臓

の
中

の
洞

結
節

と
い

う
と

こ
ろ

が
自

発
的

に
電

気
的

に
興

奮
し

、
そ

の
興

奮
が

心
臓

の
筋

肉
全

体
に

伝
わ

る
と

、
心

臓
は

収
縮

し
ま

す
。

体
の

胸
部

の
2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
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呼
び

、
R
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ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の
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す
る

時
間

が
判
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ま
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。
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臓

の
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か
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の
収
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ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

の
R

R
間

隔
の

ば
ら

つ
き

の
度

合
い

を
示

す
の

が
C

V
R
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 （
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変
動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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速

度
の

変
化

率
の

こ
と

で
、

１
秒

間
に

ど
れ

だ
け

速
度

が
増

す
か

を
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し
ま

す
。

加
速

度
の
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は
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交
感

神
経

運
動

を
す

る
と

体
は

興
奮

状
態

と
な

り
ま

す
。

こ
の

時
、

心
臓

の
拍

動
数

は
早

く
な

り
、

汗
が

分
泌

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、
体

を
活

発
に

活
動

さ
せ

る
時

に
働

く
神

経
が

交
感

神
経

で
す

。
交

感
神

経
は

「
闘

争
と

逃
走

の
神

経
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

車
で

言
え

ば
“
ア

ク
セ

ル
”
の

役
割

と
言

え
ま

す
。

さ
行

閾
値

（
し

き
い

ち
）

境
界

と
な

る
値

。
そ

の
値

を
境

に
、

上
下

で
意

味
や

条
件

、
判

定
な

ど
が

異
な

る
よ

う
な

値
の

こ
と

。

姿
勢

変
動

回
数

寝
返

り
回

数
の

こ
と

。
男

性
と

女
性

で
は

平
均

回
数

は
異

な
り

、
男

性
の

平
均

は
3
5
回

、
女

性
の

平
均

は
2
5
回

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

心
拍

数
（
H

e
ar

t 
R

at
e
）

一
定

の
時

間
内

に
心

臓
が

拍
動

す
る

回
数

を
い

い
、

通
常

は
1
分

間
の

拍
動

の
数

を
い

い
ま

す
。

ま
た

、
心

臓
が

血
液

を
送

り
出

す
際

に
は

、
動

脈
に

拍
動

が
生

じ
る

の
で

、
こ

の
回

数
を

脈
拍

数
あ

る
い

は
単

に
脈

拍
と

い
い

ま
す

。
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律

神
経

自
律

神
経
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梢
神

経
系

の
う

ち
植

物
性

機
能

を
担

う
神

経
系

で
あ

り
、

動
物

性
機

能
を

担
う

体
性

神
経

系
に

対
比

さ
れ

ま
す

。
自

律
神

経
系

は
内

臓
諸

臓
器

の
機

能
を

調
節

す
る

遠
心

性
機

序
と

内
臓

か
ら

の
情

報
を

中
枢

神
経

系
に

伝
え

る
求

心
性

の
機

序
と

い
う

2
つ

の
系

か
ら

な
っ

て
お

り
、

交
感

神
経

系
と

副
交

感
神

経
系

の
２

つ
の

神
経

系
で

構
成
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れ

て
い

ま
す

。
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臓
の
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縮

は
電

気
的

な
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激
に

よ
る

も
の

で
す

。
ま

ず
、

心
臓

の
中

の
洞

結
節

と
い

う
と

こ
ろ

が
自

発
的

に
電

気
的

に
興

奮
し

、
そ

の
興

奮
が

心
臓

の
筋

肉
全

体
に

伝
わ

る
と

、
心

臓
は

収
縮

し
ま

す
。

体
の

胸
部

の
2
か

所
に

電
極

を
装

着
し

、
そ

の
間

の
電

圧
（
心

電
図

）
を

測
定

す
る

と
、

収
縮

時
に

大
き

な
電

気
的

パ
ル

ス
が

発
生

す
る

こ
と

が
判

り
ま

す
。

こ
れ

を
R

ピ
ー

ク
と

呼
び

、
R

ピ
ー

ク
の

時
間

を
求

め
る

こ
と

で
心

臓
の

収
縮

す
る

時
間

が
判

り
ま

す
。

心
臓

の
収

縮
か

ら
次

の
収

縮
ま

で
の

時
間

間
隔

（
こ

れ
を

R
R

間
隔

と
い

い
ま

す
）
は

、
実

は
一

定
で

は
な

く
、

時
々

刻
々

と
変

動
し

て
い

ま
す

。
こ

の
R

R
間

隔
の

ば
ら

つ
き

の
度

合
い

を
示

す
の

が
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V
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動

係
数

で
あ

り
、

自
律

神
経

活
動

度
と

も
呼

ば
れ

糖
尿

病
リ

ス
ク

の
検

知
に

も
利

用
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

を
さ

ら
に

解
析

す
る

こ
と

で
、

交
感

神
経

活
動

と
副

交
感

神
経

活
動

の
大

き
さ

に
関

す
る

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
す
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睡
眠

効
率

(S
le

e
p

E
ff
ic

ie
n
c
y)

睡
眠

効
率

と
は

、
ベ

ッ
ド

や
布

団
な

ど
の

寝
床

に
入

っ
て

横
に

な
っ

て
い

る
時

間
に

対
し

て
、

実
際

の
睡

眠
時

間
の

割
合

を
表

す
数

値
で

す
。

睡
眠

効
率

は
、

ど
れ

だ
け

効
率

の
良

い
睡

眠
が

と
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
目

安
と

な
り

ま
す

。
睡

眠
効

率
は

次
の

よ
う

に
計

算
し

て
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①

寝
床

に
つ

い
た

時
間

＝
B

e
d
In

②
最

終
的

に
寝

床
を

出
た

時
間

＝
S
le

e
p
In

③
睡

眠
時

間
（
眠

っ
て

い
た

は
ず

の
時

間
）

④
①

～
②

ま
で

の
寝

床
に

い
た

時
間

⑤
③

÷
④

×
1
0
0
＝

睡
眠

効
率

た
行

糖
尿

病
リ

ス
ク

糖
尿

病
の

リ
ス

ク
と

は
、

自
律

神
経

の
活

動
度

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
判

り
ま

す
。

糖
尿

病
に

罹
っ

て
い

る
人

の
自

律
神

経
活

動
度

を
見

て
み

る
と

一
定

の
数

値
以

下
に

な
る

こ
と

が
判

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
数

値
以

下
の

人
す

べ
て

が
糖

尿
病

で
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
故

に
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

と
言

い
ま

す
。
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ic
ie

n
c
y)

睡
眠

効
率

と
は

、
ベ

ッ
ド

や
布

団
な

ど
の

寝
床

に
入

っ
て

横
に

な
っ

て
い

る
時

間
に

対
し

て
、

実
際

の
睡

眠
時

間
の

割
合

を
表

す
数

値
で

す
。

睡
眠

効
率

は
、

ど
れ

だ
け

効
率

の
良

い
睡

眠
が

と
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
目

安
と

な
り

ま
す

。
睡

眠
効

率
は

次
の

よ
う

に
計

算
し

て
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①

寝
床

に
つ

い
た

時
間

＝
B

e
d
In

②
最

終
的

に
寝

床
を

出
た

時
間

＝
S

le
e
p
In

③
睡

眠
時

間
（
眠

っ
て

い
た

は
ず

の
時

間
）

④
①

～
②

ま
で

の
寝

床
に

い
た

時
間

⑤
③

÷
④

×
1
0
0
＝

睡
眠

効
率

た
行

糖
尿

病
リ

ス
ク

糖
尿

病
の

リ
ス

ク
と

は
、

自
律

神
経

の
活

動
度

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
判

り
ま

す
。

糖
尿

病
に

罹
っ

て
い

る
人

の
自

律
神

経
活

動
度

を
見

て
み

る
と

一
定

の
数

値
以

下
に

な
る

こ
と

が
判

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
数

値
以

下
の

人
す

べ
て

が
糖

尿
病

で
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
故

に
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

と
言

い
ま

す
。

な
行

入
眠

潜
時

（
S
le

e
p
 L

at
e
n
c
y）

入
眠

潜
時

（
に

ゅ
う

み
ん

せ
ん

じ
）
と

は
、

覚
醒

状
態

か
ら

眠
り

に
入

る
ま

で
の

所
要

時
間

の
こ

と
で

、
眠

気
の

強
さ

や
寝

つ
き

の
良

し
悪

し
を

示
す

客
観

的
指

標
と

し
て

使
わ

れ
ま

す
。

は
行

表
皮

温
度

人
の

体
温

は
測

定
す

る
場

所
に

よ
っ

て
違

っ
て

い
ま

す
。

体
の

表
面

の
温

度
を

「
表

皮
温

度
」
ま

た
は

「
皮

膚
温

」
、

脳
や

内
臓

な
ど

の
体

の
内

部
の

温
度

を
「
深

部
体

温
」
と

い
い

ま
す

。
「
皮

膚
温

」
は

、
手

足
な

ど
体

の
中

心
か

ら
離

れ
る

ほ
ど

、
室

温
な

ど
の

影
響

を
受

け
て

低
く
な

り
ま

す
。

副
交

感
神

経
「
副

交
感

神
経

は
交

感
神

経
の

逆
の

働
き

を
す

る
」
と

考
え

れ
ば

良
い

で
す

。
車

で
言

え
ば

“
ブ

レ
ー

キ
”
で

す
。

交
感

神
経

は
運

動
時

な
ど

の
興

奮
し

た
時

に
活

発
と

な
る

の
に

対
し

て
、

副
交

感
神

経
は

体
が

ゆ
っ

た
り

と
し

て
い

る
時

に
強

く
働

き
ま

す
。

ら
行

離
床

回
数

睡
眠

時
間

中
に

寝
床

を
離

れ
た

回
数

を
言

い
ま

す
。
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と
で
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し
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を

示
す

客
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て
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っ
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ま

す
。

体
の

表
面

の
温

度
を

「
表

皮
温

度
」
ま

た
は

「
皮

膚
温

」
、

脳
や

内
臓

な
ど

の
体

の
内

部
の

温
度

を
「
深

部
体

温
」
と

い
い

ま
す

。
「皮

膚
温

」
は

、
手

足
な

ど
体

の
中

心
か

ら
離

れ
る

ほ
ど

、
室

温
な

ど
の

影
響

を
受

け
て

低
く
な

り
ま

す
。

副
交

感
神

経
「
副

交
感

神
経

は
交

感
神

経
の

逆
の

働
き

を
す

る
」
と

考
え

れ
ば

良
い

で
す

。
車

で
言

え
ば

“
ブ

レ
ー

キ
”

で
す

。
交

感
神

経
は

運
動

時
な

ど
の

興
奮

し
た

時
に

活
発

と
な

る
の

に
対

し
て

、
副

交
感

神
経

は
体

が
ゆ

っ
た

り
と

し
て

い
る

時
に

強
く
働

き
ま

す
。

ら
行

離
床

回
数

睡
眠

時
間

中
に

寝
床

を
離

れ
た

回
数

を
言

い
ま

す
。
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睡
眠

効
率

と
は

、
ベ

ッ
ド

や
布

団
な

ど
の

寝
床

に
入

っ
て

横
に

な
っ

て
い

る
時

間
に

対
し

て
、

実
際

の
睡

眠
時

間
の

割
合

を
表

す
数

値
で

す
。

睡
眠

効
率

は
、

ど
れ

だ
け

効
率

の
良

い
睡

眠
が

と
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
目

安
と

な
り

ま
す

。
睡

眠
効

率
は

次
の

よ
う

に
計

算
し

て
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
①

寝
床

に
つ

い
た

時
間

＝
B

e
d
In

②
最

終
的

に
寝

床
を

出
た

時
間

＝
S

le
e
p
In

③
睡

眠
時

間
（
眠

っ
て

い
た

は
ず

の
時

間
）

④
①

～
②

ま
で

の
寝

床
に

い
た

時
間

⑤
③

÷
④

×
1
0
0
＝

睡
眠

効
率

た
行

糖
尿

病
リ

ス
ク

糖
尿

病
の

リ
ス

ク
と

は
、

自
律

神
経

の
活

動
度

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
判

り
ま

す
。

糖
尿

病
に

罹
っ

て
い

る
人

の
自

律
神

経
活

動
度

を
見

て
み

る
と

一
定

の
数

値
以

下
に

な
る

こ
と

が
判

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
数

値
以

下
の

人
す

べ
て

が
糖

尿
病

で
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
故

に
糖

尿
病

の
リ

ス
ク

と
言

い
ま

す
。

な
行

入
眠

潜
時

（
S
le

e
p
 L

at
e
n
c
y）

入
眠

潜
時

（
に

ゅ
う

み
ん

せ
ん

じ
）
と

は
、

覚
醒

状
態

か
ら

眠
り

に
入

る
ま

で
の

所
要

時
間

の
こ

と
で

、
眠

気
の

強
さ

や
寝

つ
き

の
良

し
悪

し
を

示
す

客
観

的
指

標
と

し
て

使
わ

れ
ま

す
。

は
行

表
皮

温
度

人
の

体
温

は
測

定
す

る
場

所
に

よ
っ

て
違

っ
て

い
ま

す
。

体
の

表
面

の
温

度
を

「
表

皮
温

度
」
ま

た
は

「
皮

膚
温

」
、

脳
や

内
臓

な
ど

の
体

の
内

部
の

温
度

を
「
深

部
体

温
」
と

い
い

ま
す

。
「
皮

膚
温

」
は

、
手

足
な

ど
体

の
中

心
か

ら
離

れ
る

ほ
ど

、
室

温
な

ど
の

影
響

を
受

け
て

低
く
な

り
ま

す
。

副
交

感
神

経
「
副

交
感

神
経

は
交

感
神

経
の

逆
の

働
き

を
す

る
」
と

考
え

れ
ば

良
い

で
す

。
車

で
言

え
ば

“
ブ

レ
ー

キ
”
で

す
。

交
感

神
経

は
運

動
時

な
ど

の
興

奮
し

た
時

に
活

発
と

な
る

の
に

対
し

て
、

副
交

感
神

経
は

体
が

ゆ
っ

た
り

と
し

て
い

る
時

に
強

く
働

き
ま

す
。

ら
行

離
床

回
数

睡
眠

時
間

中
に

寝
床

を
離

れ
た

回
数

を
言

い
ま

す
。

15
7

そ
の

他
、

関
連

事
項

用
語

集
-
3

A A
C

C
加

速
度

セ
ン

サ
の

略
記

A
I（

A
p
n
e
a-

In
d
e
x）

無
呼

吸
指

数

A
N

S
自

律
神

経
au

to
n
o
m

ic
 n

e
rv

o
u
s 

sy
st

e
m

の
略

A
N

S
A

c
ti
vi

ty
自

律
神

経
活

動

A
p
n
e
a

無
呼

吸

A
H

I（
A

p
n
e
a-

H
yp

o
pn

e
a-

In
d
e
x）

無
呼

吸
低

呼
吸

指
数

15
8

８
．

用
語

集
-
3

用
語

解
説

A A
C

C
加

速
度

セ
ン

サ
の

略
記

A
I（

A
p
n
e
a-

In
d
e
x）

無
呼

吸
指

数

A
N

S
自

律
神

経
au

to
n
o
m

ic
 n

e
rv

o
u
s 

sy
st

e
m

の
略

A
N

S
A

c
ti
vi

ty
自

律
神

経
活

動

A
p
n
e
a

無
呼

吸

A
H

I
（
A

p
n
e
a-

H
yp

o
p
n
e
a-

In
d
e
x）

無
呼

吸
低

呼
吸

指
数

B B
IT

B
io

 I
n
fo

rm
at

io
n
 T

ra
c
e
rの

略
で

、
生

体
情

報
追

跡
装

置
を

意
味

し
、

株
式

会
社

人
間

と
科

学
の

研
究

所
の

登
録

商
標

で
す

。

B
IT

A
S

B
IT

 A
n
al

ys
is

 S
o
ft

の
略

で
、

様
々

な
生

体
の

状
態

を
解

析
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

す
。

B
e
d
In

体
動

が
止

ま
っ

た
＝

寝
床

に
つ

い
た

こ
と

を
意

味
し

ま
す

。

B
e
d
O

u
t

離
床

し
た

＝
起

床
し

た
こ

と
を

意
味

し
ま

す
。

C C
V

R
R

C
o
e
ff

ic
ie

n
t 

o
f 

V
ar

ia
ti
o
n
 o

f 
R

-
R

 i
n
te

rv
al

s 
の

略
記

で
、

自
律

神
経

活
動

度
と

い
い

ま
す

。

E E
C

G
心

電
図
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d
e
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数
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で
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装
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を

意
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、
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間

と
科

学
の

研
究

所
の

登
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商
標

で
す

。

B
IT

A
S

B
IT

 A
n
al

ys
is

 S
o
ft

の
略

で
、

様
々

な
生

体
の

状
態

を
解

析
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

す
。

B
e
d
In

体
動

が
止

ま
っ

た
＝

寝
床

に
つ

い
た

こ
と

を
意

味
し

ま
す

。

B
e
d
O

u
t

離
床

し
た

＝
起

床
し

た
こ

と
を

意
味

し
ま

す
。

C C
V

R
R

C
o
e
ff
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ie

n
t 

o
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V
ar

ia
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 o
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R

-
R
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の
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で
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自
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神
経

活
動
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と

い
い

ま
す

。

E E
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図

15
9

そ
の

他
、

関
連

事
項

用
語

集
-
4

G G 標
準

重
力

加
速

度
を

基
準

と
し

た
、

加
速

度
の

単
位

。
重

力
加

速
度

の
単

位
の

ｇ
と

は
違

い
、

大
文

字
で

G
と

書
か

れ
ま

す
。

重
力

加
速

度
と

は
、

物
体

を
落

と
し

た
と

き
に

、
そ

の
物

体
の

速
度

が
単

位
時

間
あ

た
り

ど
れ

だ
け

早
く

な
る

か
を

示
し

た
量

で
す

。
単

位
に

は
加

速
度

と
同

じ
ｍ

/
ｓ
²が

用
い

ら
れ

、
重

力
を

意
味

す
る

英
語

の
gr

av
it
yの

頭
文

字
を

と
っ

て
gで

表
さ

れ
ま

す
。

H
F

高
周

波
（
H

i 
F
re

q
u
e
n
c
y）

の
略

語

H
R

（
H

ar
t-

R
at

e
）

心
拍

数

H
R

V
H

e
ar

t 
R

at
e
 V

ar
ia

ti
o
n
の

略
記

L L
F

低
周

波
（
L
o
w

 F
re

q
u
e
n
c
y）

の
略

語
で

、
メ

イ
ヤ

ー
波

と
呼

ば
れ

る
約

１
０

秒
周

期
の

血
圧

変
化

を
信

号
源

と
す

る
変

動
波

を
言

い
ま

す
。
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標

準
重

力
加

速
度

を
基

準
と

し
た

、
加

速
度

の
単

位
。

重
力

加
速

度
の

単
位

の
ｇ
と

は
違

い
、

大
文

字
で

G
と

書
か

れ
ま

す
。

重
力

加
速

度
と

は
、

物
体

を
落

と
し

た
と

き
に

、
そ

の
物

体
の

速
度

が
単

位
時

間
あ

た
り

ど
れ

だ
け

早
く

な
る

か
を

示
し

た
量

で
す

。
単

位
に

は
加

速
度

と
同

じ
ｍ

/
ｓ
²が

用
い

ら
れ

、
重

力
を

意
味

す
る

英
語

の
gr

av
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yの

頭
文

字
を

と
っ

て
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表
さ

れ
ま

す
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e
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の
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語
で
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イ
ヤ
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０
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期
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血
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を
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。

M M
E
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s
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ta
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で

、
運

動
の

強
度

を
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。
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p
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は
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１
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４
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で

の
４
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に
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、
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４
が
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最

も
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レ

ベ
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で
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。

通
常

、
健

康
な

成
人

の
場

合
に

は
入

眠
後

、
約
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間
以

内
に

段
階

４
に

ま
で

達
し

、
そ

の
後

徐
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に
浅

く
な

っ
て

レ
ム

睡
眠

に
な

る
、

と
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う
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０
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程
度
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期
を

一
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に
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回
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返
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。
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般
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は
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れ
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p
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睡
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 e
ye
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o
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m
e
n
t 
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e
e
p
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略
記

で
、

急
速

眼
球

運
動

睡
眠

と
も

呼
ば

れ
ま

す
。

急
速

眼
球

運
動

（
ra

p
id

e
ye

m
o
ve

m
e
n
t-

R
E
M

）
が

出
現

す
る

睡
眠

で
、

お
よ

そ
90

分
の

周
期

で
ノ

ン
レ

ム
睡

眠
と

交
替

し
な

が
ら

現
れ

る
。

通
常

は
総

睡
眠

時
間

の
2
0
～

2
5
％

を
占

め
る

。
レ

ム
睡

眠
に

な
る

と
眼

球
ば

か
り

で
な

く
呼

吸
や

脈
拍

も
増

加
し

血
圧

は
ノ

ン
レ

ム
睡

眠
の

時
に

比
べ

て
少

し
高

く
な

る
。

ま
た

、
こ

の
段

階
で

は
、

複
雑

な
内

容
の

鮮
明

な
夢

が
よ

く
起

こ
り

神
経

活
動

は
活

発
に

な
る

。
筋

肉
の

緊
張

や
反

射
活

動
は

強
く
抑

え
ら

れ
て

い
る

た
め

、
一

般
的

に
は

レ
ム

睡
眠

は
体

の
睡

眠
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

R
R

I（
R

R
 I
n
te

rv
al

）
心

拍
の

間
隔

を
計

測
す

る
に

は
、

心
電

図
の

鋭
い

ピ
ー

ク
で

あ
る

R
波

を
利

用
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
R

波
の

発
生

時
刻

と
、

ひ
と

つ
前

の
R

波
の

発
生

時
刻

の
時

間
差

が
心

拍
間

隔
と

な
り

ま
す

。
R

波
と

R
波

の
間

隔
を

計
測

す
る

こ
と

か
ら

、
「
R

R
間

隔
」
と

呼
ば

れ
ま

す
。

R
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E
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、
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と
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も
増

加
し

血
圧

は
ノ

ン
レ

ム
睡

眠
の

時
に

比
べ

て
少

し
高

く
な

る
。

ま
た

、
こ

の
段

階
で

は
、

複
雑

な
内

容
の

鮮
明

な
夢

が
よ

く
起

こ
り

神
経

活
動

は
活

発
に

な
る

。
筋

肉
の

緊
張

や
反

射
活

動
は

強
く
抑

え
ら

れ
て

い
る

た
め

、
一

般
的

に
は

レ
ム

睡
眠

は
体

の
睡

眠
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

R
R

I（
R

R
 I
n
te

rv
al

）
心

拍
の

間
隔

を
計

測
す

る
に

は
、

心
電

図
の

鋭
い

ピ
ー

ク
で

あ
る

R
波

を
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を
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も
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。
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2

第
1章

.A
Iの

概
要

2

3

1-
1.
AI
の
定
義 AI

(人
工
知
能

)
ロ
ボ
ッ
ト

学
習
デ
ー
タ
か
ら
法
則
を
導
き
出
し
、

予
測
を
立
て
る

自
ら
行
動
を
起
こ
せ
る

形
は
な
く
て
も
よ
い

自
動
的
に
行
動
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
機
械

自
ら
行
動
を
起
こ
せ
な
い

(単
純
作
業

)

身
体
が
必
要

AI
は

Ar
tif

ic
ia

lI
nt

el
lig

en
ce

（
ア

ー
テ

ィ
フ

ィ
シ

ャ
ル

・
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
）

の
略

で
あ

る
。

平
成

28
年

版
情

報
通

信
白

書
に

記
述

が
あ

る
通

り
、

AI
に

関
す

る
確

立
し

た
定

義
は

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

あ
え

て
い

え
ば

、
「

AI
」

と
は

、
人

間
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

と
同

じ
よ

う
な

形
で

動
作

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

あ
る

い
は

人
間

が
知

的
と

感
じ

る
情

報
処

理
・

技
術

と
い

っ
た

広
い

概
念

で
理

解
さ

れ
て

い
る

。
人

間
は

知
能

を
持

っ
て

い
て

、
物

事
を

認
識

し
た

り
言

葉
を

使
っ

た
り

、
問

題
を

解
決

し
た

り
芸

術
的

な
創

造
を

し
た

り
と

、
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

を
し

て
い

る
。

AI
は

こ
う

し
た

人
間

の
知

能
を

、
デ

ー
タ

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
計

算
に

よ
っ

て
機

械
的

に
実

現
し

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

。

AI
と

普
通

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
違

い
と

し
て

は
、

普
通

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
事

前
に

教
え

ら
れ

た
こ

と
だ

け
を

行
う

こ
と

が
可

能
で

あ
り

、
つ

ま
り

、
人

間
に

分
か

る
こ

と
し

か
で

き
な

い
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

際
に

は
、

人
間

が
一

か
ら

十
ま

で
丁

寧
に

書
く

必
要

が
あ

る
。

一
方

、
AI

は
こ

れ
ま

で
の

学
習

デ
ー

タ
か

ら
法

則
を

導
き

出
し

、
人

間
に

さ
え

分
か

ら
な

い
予

測
を

立
て

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

例
え

ば
、

過
去

10
年

間
の

天
気

と
美

術
館

入
場

者
の

デ
ー

タ
を

学
習

さ
せ

る
こ

と
で

、
来

月
の

利
益

の
推

測
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

ま
た

、
AI

と
ロ

ボ
ッ

ト
を

比
較

し
て

み
る

と
、

大
き

な
違

い
は

自
ら

行
動

を
起

こ
せ

る
か

ど
う

か
と

い
う

点
で

あ
る

。
ロ

ボ
ッ

ト
は

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
で

教
え

ら
れ

た
こ

と
し

か
で

き
な

い
が

、
AI

は
未

知
の

課
題

や
問

題
に

直
面

し
て

も
答

え
を

導
き

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
加

え
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
は

実
作

業
を

行
う

た
め

の
身

体
が

必
要

と
な

る
が

、
AI

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
た

め
身

体
は

不
要

で
そ

の
分

機
械

や
シ

ス
テ

ム
、

ス
マ

ホ
の

中
に

入
り

込
む

こ
と

が
で

き
る

点
も

大
き

な
違

い
だ

。

な
お

、
人

間
の

よ
う

に
複

数
の

タ
ス

ク
を

実
行

で
き

る
AI

の
登

場
は

、
早

く
と

も
20

45
年

ご
ろ

だ
と

言
わ

れ
て

い
る

。
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4

1-
2.
AI
の
分
類

AI
の
分
類
と
は
？

特
化
型

AI
  (
弱
い

AI
)

何
か

1つ
の
こ
と
に
特
化
し
た

タ
ス
ク
し
か
で
き
な
い
人
工
知
能
。

汎
用
型

AI
 (強
い

AI
)

汎
用
的
な
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
工
知
能
。

未
だ
開
発
中
。

AI
は

「
汎

用
型

AI
」

と
「

特
化

型
AI

」
の

大
き

く
2つ

に
分

類
さ

れ
る

。
2つ

と
も

AI
と

定
義

さ
れ

て
い

る
も

の
の

意
味

合
い

は
大

き
く

異
な

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
違

い
を

理
解

し
て

お
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

①
特

化
型

AI
自

動
運

転
や

画
像

認
識

、
自

然
言

語
処

理
な

ど
、

現
在

実
用

化
さ

れ
て

い
る

AI
は

「
特

化
型

AI
」

に
分

類
さ

れ
る

。
自

動
車

を
運

転
す

る
、

画
像

が
誰

の
顔

な
の

か
を

認
識

す
る

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
決

ま
っ

た
役

割
だ

け
を

こ
な

す
AI

が
特

化
型

AI
と

な
る

。
囲

碁
が

強
い

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

で
は

人
間

の
能

力
を

上
回

る
も

の
は

あ
る

が
、

人
間

の
よ

う
に

何
に

で
も

対
応

で
き

る
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

。

特
化

型
AI

は
「

弱
い

AI
」

と
も

呼
ば

れ
、

人
間

か
ら

与
え

ら
れ

た
デ

ー
タ

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
沿

っ
て

、
役

割
を

果
た

す
。

何
で

も
で

き
る

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
、

人
間

が
で

き
る

こ
と

の
一

部
分

を
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

計
算

で
再

現
し

て
い

る
状

態
だ

。
想

定
外

の
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

っ
て

も
、

自
分

で
判

断
し

て
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

②
汎

用
型

AI
(強

い
AI

)
人

間
は

知
能

を
使

っ
て

、
多

様
な

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
自

動
車

を
運

転
し

て
移

動
し

た
り

、
仕

事
上

の
問

題
を

解
決

し
た

り
、

知
人

と
会

話
し

た
り

、
突

然
起

こ
っ

た
危

機
に

対
応

し
た

り
、

挙
げ

て
い

く
と

き
り

が
な

い
。

汎
用

型
AI

は
、

こ
う

し
た

さ
ま

ざ
ま

な
出

来
事

に
、

柔
軟

に
対

応
で

き
る

シ
ス

テ
ム

と
定

義
さ

れ
て

い
る

。
自

分
が

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
判

断
し

、
何

を
す

れ
ば

よ
い

の
か

自
分

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
映

画
に

出
て

く
る

人
造

人
間

の
よ

う
な

も
の

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

が
、

こ
う

い
っ

た
汎

用
型

AI
は

、
ま

だ
実

現
し

て
い

な
い

。
何

で
も

で
き

る
AI

開
発

は
、

こ
れ

か
ら

の
研

究
課

題
で

あ
る

。

「
弱

い
AI

」
と

の
対

比
で

、
汎

用
型

AI
は

「
強

い
AI

」
と

呼
ば

れ
る

。
人

間
か

ら
与

え
ら

れ
た

デ
ー

タ
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
っ

て
行

動
す

る
の

で
は

な
く

、
自

意
識

や
心

の
よ

う
な

も
の

を
持

ち
、

自
分

で
考

え
判

断
し

て
行

動
す

る
AI

と
い

う
意

味
で

あ
る

。
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5

1-
3.
AI
の
機
能

予
測

■
数
値
予
測
：
売
上
需
要
予
測
、
与
信
ス
コ
ア
リ
ン
グ
、
発
症
リ
ス
ク
評
価

■
ニ
ー
ズ
・
意
図
予
測
：
個
人
単
位
で
の
発
注
予
測
、
興
味
の
推
移

■
マ
ッ
チ
ン
グ
：
商
品
レ
コ
メ
ン
ド
、
検
索
連
動
広
告
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ッ
チ
広
告

分
類

■
情
報
の
判
断
・
仕
分
：
画
像
分
類
、
文
章
分
類
、
迷
惑
メ
ー
ル
判
定

■
音
声
・
画
像
・
動
画
の
識
別
：
音
声
認
識
、
顔
認
証
、
手
書
文
字
認
識

■
異
常
検
知
・
予
知
：
故
障
検
出
・
予
兆
検
知
、
医
療
画
像
診
断

実
行

■
作
業
の
自
動
化
：
自
動
運
転
、

Q
&

A対
応
、
ク
レ
ー
ム
処
理
対
応

■
表
現
の
生
成
：
画
像
生
成
、
機
械
翻
訳
、
文
章
要
約
、
作
曲

■
行
動
の
最
適
化
：
ゲ
ー
ム
攻
略
、
配
送
経
路
の
最
適
化

AI
が

果
た

す
機

能
と

し
て

「
識

別
」

「
予

測
」

「
実

行
」

と
い

う
大

き
く

3種
類

が
あ

る
。

①
予

測
は

、
過

去
の

デ
ー

タ
を

学
習

す
る

こ
と

で
、

未
来

、
あ

る
い

は
異

な
る

条
件

で
の

結
果

を
予

測
す

る
。

応
用

分
野

と
し

て
は

、
例

と
し

て
売

り
上

げ
や

需
要

の
予

測
が

あ
る

。
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

の
お

勧
め

を
表

示
す

る
た

め
に

、
個

人
の

興
味

や
関

心
事

を
予

測
す

る
た

め
に

も
使

わ
れ

る
。

予
測

は
最

も
実

用
化

が
進

ん
で

い
る

分
野

で
あ

る
と

言
え

る
。

②
分

類
は

、
主

に
顔

認
証

や
音

声
認

識
、

迷
惑

メ
ー

ル
の

判
定

な
ど

に
使

わ
れ

る
。

顔
認

証
や

画
像

認
識

は
機

械
学

習
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

一
つ

で
あ

る
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
深

層
学

習
）

の
登

場
に

よ
っ

て
、

近
年

急
速

に
発

達
し

、
そ

の
精

度
が

著
し

く
向

上
し

て
い

る
。

③
実

行
は

、
車

両
の

自
動

運
転

や
機

械
翻

訳
、

囲
碁

や
将

棋
な

ど
の

ゲ
ー

ム
い

っ
た

分
野

で
あ

る
。

5
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1-
4.
AI
の
得
意
分
野
・
不
得
意
分
野

AI
が
得
意
な
こ
と

AI
が
苦
手
な
こ
と

・
単
純
作
業

・
記
憶
・
計
算
速
度

・
認
識

・
パ
タ
ー
ン
化

・
創
造
的
作
業

・
文
章
の
解
釈

・
非
合
理

・
不
確
実
・
未
経
験

得
意

な
こ

と
①

単
純

作
業

：
例

え
ば

、
倉

庫
の

中
で

荷
物

を
運

ぶ
作

業
。

現
在

も
人

間
が

機
械

を
使

っ
て

運
ん

で
い

る
が

、
人

間
が

い
な

く
て

も
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

セ
ン

サ
ー

で
障

害
物

を
判

断
、

ど
う

す
れ

ば
時

間
が

短
縮

で
き

る
か

を
判

断
す

る
こ

と
で

、
よ

り
効

率
的

に
物

を
運

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

②
記

憶
・

計
算

速
度

：
大

量
の

デ
ー

タ
を

処
理

す
る

能
力

(ス
ピ

ー
ド

)は
人

間
の

比
で

は
な

い
。

ま
た

、
記

憶
装

置
の

分
だ

け
デ

ー
タ

を
記

憶
可

能
。

記
憶

装
置

は
容

量
が

足
り

な
く

な
れ

ば
増

強
で

き
る

。
AI

専
用

の
巨

大
な

ス
ト

レ
ー

ジ
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

企
業

も
あ

る
。

③
認

識
：

画
像

や
動

画
に

対
し

、
そ

れ
が

何
で

あ
る

か
を

認
識

す
る

（
例

：
ネ

ッ
ト

上
に

あ
る

写
真

の
検

索
）

人
間

が
発

す
る

声
を

認
識

し
、

テ
キ

ス
ト

に
書

き
出

し
た

り
、

話
し

た
内

容
に

対
し

て
反

応
し

た
り

す
る

（
例

：
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

）
人

が
日

常
的

に
使

う
言

語
を

理
解

す
る

（
例

：
接

客
ロ

ボ
ッ

ト
）

④
パ

タ
ー

ン
化

(共
通

点
の

検
索

)：
膨

大
な

デ
ー

タ
と

買
い

物
デ

ー
タ

を
照

合
し

、
お

す
す

め
商

品
を

表
示

す
る

。
画

像
か

ら
共

通
点

を
見

つ
け

る
こ

と
も

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
大

量
の

防
犯

カ
メ

ラ
映

像
か

ら
犯

人
を

見
つ

け
、

自
動

追
跡

す
る

技
術

も
開

発
さ

れ
て

い
る

。

苦
手

な
こ

と
①

創
造

的
作

業
：

ゼ
ロ

の
状

態
か

ら
新

し
い

も
の

を
生

み
出

す
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
作

業
は

で
き

な
い

。
但

し
「

創
造

」
の

定
義

に
よ

る
。

例
え

ば
AI

が
書

い
た

小
説

は
、

あ
る

作
家

の
作

品
を

10
00

編
以

上
読

み
込

ま
せ

、
そ

れ
を

分
析

し
て

書
か

れ
た

も
の

で
あ

る
。

②
文

章
の

解
釈

：
文

章
を

書
い

た
り

、
認

識
し

た
り

す
る

こ
と

は
で

き
る

が
、

文
章

を
解

釈
は

で
き

な
い

。
例

え
ば

G
oo

gl
e翻

訳
は

文
章

を
理

解
し

て
翻

訳
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

く
、

こ
れ

ま
で

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

翻
訳

し
て

い
る

だ
け

。
③

気
持

ち
の

汲
み

取
り

・
非

合
理

な
こ

と
：

発
し

た
言

葉
が

、
必

ず
し

も
言

葉
本

来
の

意
味

を
表

し
て

い
る

と
は

限
ら

な
い

の
が

人
間

。
本

当
の

気
持

ち
を

汲
み

取
り

、
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

と
は

AI
に

は
困

難
で

あ
る

。
人

間
は

、
負

荷
集

中
・

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
低

下
・

人
材

育
成

を
考

慮
し

て
仕

事
を

人
員

に
配

分
す

る
が

、
AI

は
仕

事
が

早
い

人
に

仕
事

を
割

り
当

て
続

け
る

。
人

間
は

、
は

っ
き

り
と

し
た

理
由

が
分

か
ら

な
い

場
合

や
答

え
が

出
な

い
場

合
で

も
考

え
る

が
、

AI
は

合
理

的
・

論
理

的
な

こ
と

に
し

か
対

応
で

き
な

い
。

④
不

確
実

・
未

経
験

な
こ

と
に

対
す

る
判

断
・

行
動

：
AI

に
行

動
し

て
も

ら
う

に
は

、
そ

の
行

動
を

す
る

と
い

う
判

断
の

過
程

と
な

る
「

ロ
ジ

ッ
ク

」
を

学
習

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
学

習
し

て
い

な
い

こ
と

は
、

判
断

も
実

行
も

で
き

な
い

。

6
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1-
5.
AI
を
活
用
し
て
で
き
る
こ
と

予
測

■
投
手
が
次
に
投
げ
る
球
種
・
コ
ー
ス
の
予
測

■
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
展
開
を
予
測

■
売
上
・
在
庫
予
測

■
株
価
予
測

自
然
言
語
処
理

■
W
eb
自
動
応
答
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

■
SN
S投
稿
内
容
の
解
析

画
像
認
識

■
手
書
き
文
字
の
デ
ー
タ
変
換

■
車
線
・
障
害
物
の
検
出

■
体
操
競
技
の
自
動
採
点

音
声
認
識

■
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

■
議
事
録
自
動
作
成

AI
の

活
用

例
と

し
て

主
な

も
の

を
4つ

挙
げ

る
。

①
画

像
認

識
：

写
真

や
映

像
か

ら
文

字
や

顔
な

ど
の

特
徴

を
認

識
・

検
出

す
る

。

②
自

然
言

語
処

理
：

人
間

が
使

っ
て

い
る

言
葉

を
認

識
す

る
技

術
。

③
音

声
認

識
：

人
間

の
発

し
た

言
葉

を
認

識
し

、
そ

れ
を

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
に

変
換

す
る

。

④
予

測
：

過
去

の
時

系
列

デ
ー

タ
か

ら
未

来
の

数
値

な
ど

を
予

測
す

る
。
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1-
6.
身
近
な
AI

【
AI

 x 
家
電
】
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

1.
【

AI
 x

 家
電

】
Si

ri 
&

 ア
レ

ク
サ

等
の

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
私

た
ち

の
身

近
に

あ
る

AI
家

電
の

ひ
と

つ
が

、
米

Ap
pl

e社
の

「
Si

ri（
シ

リ
）

」
や

米
Am

az
on

社
の

「
A

le
xa

（
ア

レ
ク

サ
）

」
の

よ
う

な
ス

マ
ー

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

で
あ

る
。

Si
riや

A
le

xa
は

、
自

動
音

声
対

話
の

で
き

る
音

声
応

答
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
だ

。
こ

の
技

術
は

、
AI

技
術

の
中

核
で

あ
る

「
マ

シ
ン

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

機
械

学
習

」
、

「
自

然
言

語
処

理
（

N
LP

、
N

at
ur

al
 L

an
gu

ag
e 

Pr
oc

es
sin

gの
略

）
」

、
「

自
然

言
語

生
成

（
N

LG
、

N
at

ur
al

 
La

ng
ua

ge
 G

en
er

at
io

nの
略

）
」

に
よ

っ
て

成
り

立
っ

て
い

る
。

人
間

が
Si

riや
A

le
xa

の
よ

う
な

ス
マ

ー
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

質
問

や
指

示
を

す
る

と
、

ま
ず

は
ス

ピ
ー

カ
ー

自
身

が
そ

の
内

容
を

「
理

解
」

し
よ

う
と

す
る

。
こ

れ
が

N
LP

で
あ

る
。

そ
し

て
、

ス
ピ

ー
カ

ー
自

身
が

応
答

を
人

間
の

わ
か

る
言

葉
で

行
う

。
こ

れ
が

N
LG

で
あ

る
。

Si
riや

Al
ex

aは
、

莫
大

な
デ

ー
タ

を
機

械
学

習
を

用
い

て
学

び
、

質
疑

応
答

を
行

う
。

つ
ま

り
、

人
々

が
Si

riや
Al

ex
aを

使
え

ば
使

う
ほ

ど
、

そ
れ

ら
の

デ
ー

タ
を

更
に

学
ん

で
よ

り
ス

マ
ー

ト
な

AI
家

電
へ

と
成

長
し

て
い

く
と

い
う

こ
と

だ
。

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ta
bl

ea
u.

co
m

/j
a-

jp
/d

at
a-

in
sig

ht
s/

ai
/e

xa
m

pl
es

8

9

1-
6.
身
近
な
AI

【
AI

 x 
小
売
】
完
全
無
人
の
コ
ン
ビ
ニ

2.
【

AI
 x

 小
売

】
完

全
無

人
の

コ
ン

ビ
ニ

人
材

不
足

や
コ

ス
ト

削
減

、
そ

し
て

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
も

後
押

し
と

な
り

、
コ

ン
ビ

ニ
業

界
で

も
AI

を
活

用
す

る
「

無
人

コ
ン

ビ
ニ

」
が

注
目

を
集

め
て

い
る

。
完

全
無

人
の

コ
ン

ビ
ニ

の
事

例
と

し
て

あ
げ

ら
れ

る
の

は
、

東
京

の
高

輪
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
駅

構
内

に
開

店
し

た
「

T
O

U
C

H
 T

O
 G

O
」

と
い

う
店

舗
だ

。
店

舗
の

中
に

は
、

多
数

の
カ

メ
ラ

と
赤

外
線

が
設

置
さ

れ
、

商
品

棚
に

は
重

量
計

が
設

置
。

そ
れ

ら
の

デ
ー

タ
ポ

イ
ン

ト
か

ら
得

ら
れ

る
情

報
を

も
と

に
、

AI
は

「
誰

が
何

を
棚

か
ら

取
っ

た
か

」
を

正
確

に
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

、
客

は
バ

ー
コ

ー
ド

の
ス

キ
ャ

ン
な

ど
を

せ
ず

に
自

分
の

カ
バ

ン
に

商
品

を
そ

の
ま

ま
入

れ
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
買

い
物

が
済

ん
だ

あ
と

は
、

出
口

の
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
で

購
入

品
の

確
認

を
し

、
電

子
マ

ネ
ー

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
で

支
払

い
を

す
る

だ
け

。
ま

た
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
マ

ー
ト

で
も

AI
ロ

ボ
ッ

ト
を

用
い

た
無

人
化

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。
こ

の
AI

搭
載

ロ
ボ

ッ
ト

「
T

X 
SC

AR
A」

は
、

店
舗

ス
タ

ッ
フ

へ
の

作
業

負
荷

の
大

き
い

飲
料

商
品

の
補

充
業

務
を

全
て

裏
で

行
う

。
作

業
を

行
う

だ
け

で
な

く
、

過
去

の
売

り
上

げ
デ

ー
タ

や
直

近
の

商
品

補
充

デ
ー

タ
な

ど
を

も
と

に
、

商
品

の
補

充
や

陳
列

の
最

適
化

も
行

う
こ

と
が

可
能

だ
。
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w
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m
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1-
6.
身
近
な
AI

【
AI

 x 
自
動
車
】
自
動
運
転

3.
【

AI
 x

 自
動

車
】

車
の

自
動

運
転

日
本

の
ト

ヨ
タ

や
米

国
の

テ
ス

ラ
な

ど
、

自
動

車
業

界
で

は
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

ふ
ん

だ
ん

に
使

っ
た

自
動

車
開

発
が

活
発

に
進

ん
で

い
る

。
も

ち
ろ

ん
、

車
の

自
動

運
転

技
術

の
開

発
に

は
AI

の
画

像
認

識
や

機
械

学
習

が
活

躍
し

て
い

る
。

現
在

は
、

完
全

な
自

動
運

転
の

で
き

る
自

動
車

は
ま

だ
存

在
し

な
い

。
し

か
し

、
緊

急
ブ

レ
ー

キ
な

ど
自

動
車

運
転

の
一

部
だ

け
を

ア
シ

ス
ト

す
る

「
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
」

が
で

き
る

自
動

運
転

の
車

の
普

及
は

進
ん

で
お

り
、

ま
た

、
ホ

ン
ダ

が
20

21
年

3月
に

発
売

開
始

を
し

た
「

レ
ジ

ェ
ン

ド
」

は
、

「
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ジ

ャ
ム

パ
イ

ロ
ッ

ト
」

と
呼

ば
れ

る
、

渋
滞

時
の

自
動

運
転

機
能

を
作

動
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
。

す
る

と
、

渋
滞

時
と

い
う

限
定

的
な

条
件

下
で

は
あ

る
が

、
全

て
の

運
転

を
機

械
が

行
う

自
動

運
転

が
可

能
と

な
り

話
題

と
な

っ
た

。
自

動
車

の
AI

活
用

は
自

動
運

転
だ

け
に

と
ど

ま
ら

な
い

。
例

え
ば

、
AI

が
得

意
と

す
る

「
画

像
認

識
技

術
」

を
、

自
動

車
の

製
造

過
程

に
お

け
る

検
査

フ
ェ

ー
ズ

に
活

用
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

田
技

術
研

究
所

で
は

、
車

の
デ

ザ
イ

ン
設

計
に

も
AI

の
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

技
術

の
活

用
を

行
な

っ
て

い
る

。
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1-
6.
身
近
な
AI

【
AI

 x 
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
】
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

4.
【

AI
 x

 カ
ス

タ
マ

ー
サ

ポ
ー

ト
】

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
・

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
カ

ス
タ

マ
ー

サ
ポ

ー
ト

の
業

務
に

も
、

AI
の

技
術

が
利

用
さ

れ
始

め
て

い
る

。
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

で
よ

く
目

に
す

る
「

チ
ャ

ッ
ト

機
能

」
に

用
い

ら
れ

て
い

る
「

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
」

が
、

身
近

な
事

例
の

一
つ

と
言

え
る

。
顧

客
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

莫
大

な
量

の
問

い
合

わ
せ

情
報

や
回

答
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
AI

に
機

械
学

習
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
が

24
時

間
休

み
な

く
人

間
の

代
わ

り
に

答
え

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

ま
た

、
チ

ャ
ッ

ト
や

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
顧

客
の

対
応

を
し

て
い

る
際

に
も

、
AI

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

顧
客

か
ら

の
質

問
を

理
解

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

回
答

例
を

自
動

表
示

す
る

こ
と

に
よ

り
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

業
務

を
支

援
す

る
こ

と
も

可
能

と
な

る
。

す
る

と
、

顧
客

満
足

度
を

高
め

る
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

や
チ

ャ
ッ

の
作

業
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
だ

。
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第
2章

.
機

械
学

習
の

種
類

と
仕

組
み

、
活

用
例

12

13

2-
1.
機
械
学
習
の
種
類

教
師

あ
り

学
習

(2
-2

)

教
師

な
し

学
習

(2
-3

)

分
類

機
械

学
習

M
L

(M
ac

hi
ne

 L
ea

rn
in

g)

深
層

学
習

DL
 (

De
ep

 L
ea

rn
in

g)

AI
/人

工
知

能
AI

(A
rt

ifi
ci

al
 I

nt
el

lig
en

ce
)

機
械

学
習

機
械

学
習

は
、

人
間

や
動

物
が

経
験

を
通

し
て

自
然

に
学

習
す

る
こ

と
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

さ
せ

よ
う

と
す

る
デ

ー
タ

解
析

テ
ク

ニ
ッ

ク
で

あ
る

。

混
合

し
が

ち
な

違
い

か
ら

説
明

す
る

と
、

AI
（

人
工

知
能

）
が

最
も

広
義

の
概

念
と

な
る

。
機

械
学

習
は

AI
に

含
ま

れ
、

深
層

学
習

(デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
)も

ま
た

AI
の

一
部

で
あ

り
、

機
械

学
習

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

1つ
で

も
あ

る
。

「
AI

(人
工

知
能

)」
を

実
現

す
る

た
め

の
デ

ー
タ

分
析

技
術

の
１

つ
が

「
機

械
学

習
」

で
、

「
機

械
学

習
」

に
お

け
る

代
表

的
な

分
析

手
法

が
「

深
層

学
習

(デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
)」

と
言

わ
れ

て
い

る
。

機
械

学
習

と
は

、
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
方

法
の

１
つ

で
、

デ
ー

タ
か

ら
、

「
機

械
」

（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

）
が

自
動

で
「

学
習

」
し

、
デ

ー
タ

の
背

景
に

あ
る

ル
ー

ル
や

パ
タ

ー
ン

を
発

見
す

る
方

法
。

近
年

で
は

、
学

習
し

た
成

果
に

基
づ

い
て

「
予

測
・

判
断

」
す

る
こ

と
が

重
視

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

機
械

学
習

に
は

2種
類

の
手

法
が

使
用

さ
れ

る
。

一
つ

は
既

知
の

入
力

デ
ー

タ
と

出
力

デ
ー

タ
を

用
い

て
モ

デ
ル

を
訓

練
し

、
将

来
の

出
力

を
予

測
で

き
る

「
教

師
あ

り
学

習
」

。
も

う
一

方
は

、
入

力
デ

ー
タ

の
隠

れ
た

パ
タ

ー
ン

や
固

有
の

構
造

を
見

出
す

「
教

師
な

し
学

習
」

で
あ

る
。

ht
tp

s:/
/j

p.
m

at
hw

or
ks

.c
om

/d
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ov
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2-
2.
教
師
あ
り
学
習
と
は

犬
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

解
析

ラ
ベ
ル
付
き
訓
練
デ
ー
タ

特
微
量
を
割
り
出
す

分
類
は
・
・
・

う
さ
ぎラ
イ
オ
ン

犬

牛
鶏

「
教
師
あ
り
学
習
」
の
活
用
例

・
受
信
し
た
電
子
メ
ー
ル
が
ス
パ
ム
か
ど
う
か
を
自
動
判
断
す
る

・
新
築
の
住
宅
販
売
価
格
を
、
過
去
の
実
績
に
基
づ
い
て
予
測
す
る

・
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る
候
補
者
に
つ
い
て
の
投
票
率
を
予
測
す
る

教
師

あ
り

学
習

は
、

学
習

デ
ー

タ
に

正
解

を
与

え
た

状
態

で
学

習
さ

せ
る

手
法

で
あ

る
。

既
知

と
な

っ
た

過
去

の
入

力
デ

ー
タ

と
出

力
デ

ー
タ

を
機

械
学

習
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
に

あ
ら

か
じ

め
与

え
る

こ
と

で
、

そ
れ

ら
を

「
正

解
デ

ー
タ

」
と

し
て

計
算

す
る

機
械

学
習

の
手

法
で

あ
る

。
例

え
ば

、
大

量
の

動
物

の
画

像
デ

ー
タ

が
存

在
し

た
時

に
、

「
こ

れ
は

ネ
コ

”」
「

こ
れ

は
”イ

ヌ
”」

・
・

・
と

い
っ

た
よ

う
に

あ
ら

か
じ

め
ラ

ベ
リ

ン
グ

し
て

お
く

。
十

分
な

正
解

デ
ー

タ
を

用
意

し
、

そ
れ

ら
を

教
師

(正
解

)と
し

て
機

械
学

習
を

行
う

。
未

学
習

の
画

像
を

読
み

込
ま

せ
た

場
合

に
も

、
正

解
の

中
か

ら
一

致
す

る
デ

ー
タ

を
見

つ
け

出
し

、
“ネ

コ
”か

“イ
ヌ

”を
判

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

デ
ー

タ
に

正
解

を
与

え
な

い
「

教
師

な
し

学
習

」
と

対
を

な
す

機
械

学
習

の
学

習
手

法
と

な
っ

て
い

る
。
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2-
2.
教
師
あ
り
学
習

分
類

回
帰

新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が

好
き

or
 好

き
じ

ゃ
な

い
が
予
測

新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に

今
後

何
回

訪
れ

る
か

予
測

過
去
の
デ
ー
タ

分
類
と
回
帰
の
違
い
の
イ
メ
ー
ジ

分
類

の
主

な
目

的
は

、
分

析
し

た
い

デ
ー

タ
が

所
属

す
る

ク
ラ

ス
分

け
を

予
測

す
る

こ
と

だ
。

特
に

、
YE

S 
or

 
N

O
の

よ
う

に
予

測
対

象
の

ク
ラ

ス
数

が
２

つ
の

場
合

、
二

値
分

類
と

呼
ば

れ
る

。
例

・
・

・
化

粧
品

ブ
ラ

ン
ド

Aで
新

商
品

を
販

売
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

顧
客

向
け

に
新

商
品

の
案

内
を

行
う

時
に

、
過

去
の

購
買

履
歴

デ
ー

タ
を

使
っ

て
、

な
る

べ
く

新
商

品
を

買
っ

て
く

れ
そ

う
な

人
を

予
測

し
て

、
そ

の
人

た
ち

の
み

に
D

M
を

送
付

す
る

。

回
帰

・
・

・
回

帰
の

主
な

目
的

は
、

連
続

す
る

値
の

傾
向

を
も

と
に

予
測

を
行

う
こ

と
だ

。
具

体
的

な
活

用
例

で
は

、
企

業
が

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

広
告

費
の

増
額

を
検

討
す

る
際

に
、

「
広

告
費

を
増

や
す

こ
と

で
ど

の
く

ら
い

の
売

り
上

げ
を

見
込

め
る

か
？

」
な

ど
の

予
測

を
す

る
際

に
使

わ
れ

る
。
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2-
3.
教
師
な
し
学
習

何
か
の
グ
ル
ー
プ

何
か
の
グ
ル
ー
プ

正
解
ラ
ベ
ル
が
な
い
為
、
似
て
い
る
デ
ー
タ
を

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
ま
で
し
か
で
き
な
い

教
師

な
し

機
械

学
習

で
は

過
去

の
デ

ー
タ

を
何

か
し

ら
の

観
点

に
基

づ
い

て
似

て
い

る
デ

ー
タ

同
士

を
分

類
す

る
。

教
師

が
な

い
(正

解
ラ

ベ
ル

が
な

い
)状

態
で

の
分

類
と

な
る

為
、

教
師

な
し

学
習

で
は

こ
の

グ
ル

ー
ピ

ン
グ

そ
の

も
の

が
学

習
と

な
り

、
主

な
タ

ス
ク

と
な

る
。

教
師

な
し

学
習

の
特

徴
は

、
分

類
は

行
え

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

グ
ル

ー
プ

が
持

つ
意

味
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

そ
の

為
、

機
械

が
分

類
し

た
結

果
に

対
し

て
、

人
が

解
釈

を
つ

け
る

必
要

が
あ

る
。

人
の

目
で

は
判

断
で

き
な

い
大

量
の

デ
ー

タ
や

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

も
機

械
は

分
類

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
為

、
潜

在
的

な
ク

ラ
ス

タ
ー

の
発

見
や

、
異

常
な

デ
ー

タ
の

発
見

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。
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2-
4.
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
法

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

と
は

、
複

数
の

モ
デ

ル
を

組
み

合
わ

せ
て

学
習

器
を

生
成

す
る

機
械

学
習

の
手

法
で

あ
る

。
各

学
習

器
の

予
測

結
果

か
ら

多
数

決
を

取
る

こ
と

で
予

測
結

果
を

出
力

。
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
学

習
に

用
い

ら
れ

る
各

学
習

機
は

弱
学

習
器

と
よ

ば
れ

、
単

体
で

は
精

度
の

よ
い

も
の

で
は

な
い

が
、

複
数

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

精
度

の
高

い
モ

デ
ル

を
構

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

に
は

、
バ

ギ
ン

グ
、

ブ
ー

ス
テ

ィ
ン

グ
、

ス
タ

ッ
キ

ン
グ

の
3つ

の
手

法
が

存
在

す
る

。
バ

ギ
ン

グ
は

予
測

値
と

正
解

値
の

誤
差

（
バ

イ
ア

ス
）

を
最

小
に

す
る

よ
う

に
学

習
す

る
手

法
で

、
ブ

ー
ス

テ
ィ

ン
グ

は
予

測
値

の
ば

ら
つ

き
（

バ
リ

ア
ン

ス
）

を
最

小
に

抑
え

る
手

法
で

あ
る

。
バ

イ
ア

ス
と

バ
リ

ア
ン

ス
は

ト
レ

ー
ド

オ
フ

の
関

係
に

あ
る

が
、

ス
タ

ッ
キ

ン
グ

は
バ

イ
ア

ス
と

バ
リ

ア
ン

ス
の

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
な

が
ら

学
習

す
る

。
ブ

ー
ス

テ
ィ

ン
グ

は
バ

ギ
ン

グ
に

比
べ

て
精

度
が

高
い

だ
が

、
バ

リ
ア

ン
ス

を
抑

え
る

よ
う

に
学

習
す

る
た

め
過

学
習

に
陥

り
や

す
い

傾
向

に
あ

る
。

ま
た

、
バ

ギ
ン

グ
は

並
列

に
、

ブ
ー

ス
テ

ィ
ン

グ
は

直
列

に
学

習
を

進
め

る
た

め
、

バ
ギ

ン
グ

の
方

が
高

速
に

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

学
習

の
フ

ロ
ー

(1
) 複

数
の

学
習

器
で

学
習

用
デ

ー
タ

を
学

習
。

(2
) 各

学
習

器
に

つ
い

て
予

測
デ

ー
タ

で
予

測
を

行
い

、
予

測
結

果
を

出
力

。
(3

) 全
て

の
学

習
器

の
結

果
を

集
計

し
、

最
終

的
な

予
測

結
果

を
出

力
。

17

320



18

2-
5.
汎
化
能
力
評
価

訓
練
デ
ー
タ

学
習
デ
ー
タ

学
習
段
階

実
装
段
階

正
し
く
予
測

で
き
ま
し
た

正
し
く
予
測

で
き
ま
せ
ん

で
し
た

汎
化
性
能
・
・
・
未
知
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
発
揮
で
き
る
能
力

「
予

測
」

は
生

物
や

人
工

知
能

に
と

っ
て

不
可

欠
な

能
力

で
あ

る
。

特
に

実
世

界
で

は
、

限
ら

れ
た

数
の

過
去

の
経

験
（

訓
練

デ
ー

タ
）

か
ら

学
ん

だ
知

識
の

み
に

基
づ

い
て

、
新

た
に

遭
遇

し
た

入
力

信
号

（
テ

ス
ト

デ
ー

タ
）

の
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
を

予
測

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

以
前

に
見

た
こ

と
の

な
い

入
力

デ
ー

タ
の

将
来

の
結

果
を

予
測

す
る

能
力

を
「

汎
化

」
と

い
う

。
汎

化
能

力
は

、
訓

練
予

測
誤

差
と

テ
ス

ト
予

測
誤

差
の

差
で

あ
る

「
汎

化
誤

差
」

で
決

ま
る

た
め

、
汎

化
誤

差
の

小
さ

い
予

測
手

法
を

見
つ

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
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2-
6.
使
用
す
る
機
械
学
習
の
選
択

出
力

デ
ー

タが
あ

る
か

？

YE
S

NO

数
値

を
予

測
？

高
速

or
正

確
？

階
層

的
？

確
率

を
付

与
？

サ
ポ

ー
ト

ベ
クタ

ー
マ

シ
ン

単
純

ベ
イズ

k平
均

法
・

ファ
ジ

ー
c平

均
法

階
層

クラ
ス

タリ
ング

混
合

ガ
ウス

モ
デ

ル

YE
S

NO

YE
S

NO

YE
S

NO

線
形

回
帰

ア
ンサ

ンブ
ル

法

決
定

木
ニュ

ー
ラル

ネ
ット

ワ
ー

ク

高
速

正
確

数
十

種
類

も
手

法
が

あ
る

中
で

、
実

際
に

ど
の

手
法

を
使

っ
た

ら
よ

い
の

か
？

最
も

優
れ

た
手

法
や

、
何

に
で

も
使

え
る

手
法

と
い

う
も

の
は

な
い

。
適

切
な

手
法

を
探

す
に

は
、

試
行

錯
誤

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
部

分
が

あ
り

、
極

め
て

経
験

豊
富

な
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

テ
ィ

ス
ト

で
も

、
う

ま
く

機
能

す
る

か
ど

う
か

は
試

し
て

み
な

い
と

分
か

ら
な

い
。

し
か

し
、

出
力

デ
ー

タ
が

あ
る

か
、

数
値

を
予

測
す

る
必

要
が

あ
る

か
、

速
さ

と
精

度
の

ど
ち

ら
を

重
視

す
る

か
な

ど
、

あ
る

一
定

の
基

準
は

あ
る

。
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2-
7.
強
化
学
習

環
境

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

状
態
・
報
酬

行
動

強
化
学
習
の
イ
メ
ー
ジ

強
化

学
習

は
機

械
学

習
の

領
域

に
分

類
さ

れ
る

、
具

体
的

に
は

ど
の

よ
う

な
も

の
な

の
か

。
強

化
学

習
は

、
「

環
境

」
と

「
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
」

と
い

う
2つ

の
要

素
か

ら
な

る
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、

「
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
」

が
「

環
境

」
の

中
で

最
も

よ
く

振
る

舞
う

よ
う

に
学

習
す

る
手

法
で

あ
る

。
「

環
境

」
は

、
「

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

」
の

行
動

に
よ

っ
て

与
え

る
報

酬
を

変
化

さ
せ

、
「

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

」
は

「
環

境
」

の
中

で
最

も
多

く
報

酬
が

得
ら

れ
る

よ
う

な
振

る
舞

い
を

、
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
学

習
す

る
。

従
来

の
機

械
学

習
で

は
人

手
で

デ
ー

タ
収

集
を

行
う

こ
と

で
教

師
デ

ー
タ

を
作

成
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

が
、

強
化

学
習

で
は

環
境

を
用

意
す

る
こ

と
で

デ
ー

タ
を

自
ら

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

(A
ge

nt
)は

、
環

境
に

対
し

て
行

動
を

起
こ

す
学

習
者

の
よ

う
な

立
場

の
こ

と
。

強
化

学
習

で
は

こ
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

が
環

境
に

対
し

て
様

々
な

試
行

を
繰

り
返

し
、

状
態

ご
と

に
行

動
を

最
適

化
し

て
い

く
。

環
境

(E
nv

iro
m

en
t)

は
、

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
行

動
に

対
し

て
状

態
の

更
新

と
報

酬
の

付
与

を
行

う
、

観
測

者
の

よ
う

な
立

場
の

こ
と

で
あ

る
。

強
化

学
習

は
、

以
下

の
手

順
を

繰
り

返
し

行
う

。
•1

. エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

が
環

境
に

対
し

て
行

動
を

起
こ

す
。

•2
. 環

境
が

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

に
更

新
さ

れ
た

状
態

と
報

酬
を

与
え

る
。

•3
. エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
は

報
酬

を
も

と
に

行
動

の
方

策
を

修
正

し
、

1に
戻

る
。

ht
tp

s:/
/a

vi
nt

on
.c

om
/b

lo
g/

20
17

/1
0/

ba
sic

-d
ee

p-
re

in
fo

rc
em

en
t-

le
ar

ni
ng

/
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2-
8.
深
層
学
習 機

械
学

習
M

L
(M

ac
hi

ne
 L

ea
rn

in
g)

深
層

学
習

D
L 

(D
ee

p 
Le

ar
ni

ng
)

AI
/人

工
知

能
AI

(A
rt

ifi
ci

al
 I

nt
el

lig
en

ce
)

深
層

学
習

と
は

、
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
も

言
わ

れ
る

機
械

学
習

の
方

法
の

1つ
で

あ
る

。
人

間
の

神
経

細
胞

の
仕

組
み

を
再

現
し

た
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

用
い

ら
れ

て
お

り
、

画
像

認
識

や
音

声
認

識
と

い
っ

た
多

数
の

分
野

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。
機

械
学

習
に

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

含
ま

れ
、

さ
ら

に
深

い
と

こ
ろ

に
深

層
学

習
が

あ
る

。
機

械
学

習
は

人
が

パ
タ

ー
ン

や
デ

ー
タ

を
与

え
な

い
と

理
解

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

が
、

深
層

学
習

は
機

械
自

身
が

必
要

な
知

識
を

判
断

し
成

長
し

て
い

く
。

つ
ま

り
、

深
層

学
習

の
方

が
画

像
認

識
と

い
っ

た
高

度
な

こ
と

も
可

能
と

な
る

。
深

層
学

習
は

近
年

注
目

さ
れ

て
い

る
自

動
運

転
車

な
ど

に
お

い
て

も
重

要
視

さ
れ

て
お

り
、

標
識

を
認

識
す

る
こ

と
や

人
と

物
の

区
別

を
行

う
こ

と
も

、
こ

の
深

層
学

習
が

可
能

に
し

た
技

術
で

あ
る

と
言

え
る

だ
ろ

う
。

ま
た

、
自

動
車

だ
け

で
は

な
く

電
話

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

、
テ

レ
ビ

な
ど

の
音

声
認

識
を

行
う

上
で

も
非

常
に

大
切

な
役

割
を

担
っ

て
お

り
、

注
目

さ
れ

て
い

る
。

深
層

学
習

の
技

術
は

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
ベ

ー
ス

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
の

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
多

層
に

し
て

活
用

す
る

こ
と

で
、

デ
ー

タ
の

特
徴

を
よ

り
深

め
て

学
習

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

深
層

学
習

の
モ

デ
ル

は
非

常
に

高
い

精
度

を
誇

り
、

人
間

の
認

識
精

度
を

超
え

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。
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2-
9.
深
層
学
習
の
構
造

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

入 力 デ ー タ

出 力 デ ー タ

入
力
層

隠
れ
層

出
力
層

深
層

学
習

(デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
)と

は
、

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(人

間
の

脳
神

経
系

ニ
ュ

ー
ロ

ン
を

モ
デ

ル
化

し
た

も
の

)の
中

間
層

(隠
れ

層
)を

増
や

し
て

多
層

化
し

た
も

の
。

多
層

化
に

よ
り

、
よ

り
人

間
の

脳
に

近
く

な
り

、
情

報
伝

達
と

処
理

の
増

加
、

特
徴

量
・

汎
用

性
・

予
測

の
精

度
が

向
上

。
入

力
デ

ー
タ

の
パ

タ
ー

ン
を

判
断

し
、

分
類

や
識

別
し

て
い

く
学

習
を

行
う

が
、

そ
の

実
行

回
数

と
デ

ー
タ

数
が

多
い

ほ
ど

、
識

別
精

度
が

上
が

る
。

デ
ー

タ
の

特
徴

は
、

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

自
身

が
考

え
る

た
め

、
人

間
は

入
力

不
要

。

22
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2-
10
.深
層
学
習
の
種
類

畳
み

込
み

ニュ
ー

ラル
ネ

ット
ワ

ー
ク

Co
nv

ol
ut

io
n 

Ne
ur

al
 N

et
w

or
k

再
帰

型
ニュ

ー
ラル

ネ
ット

ワ
ー

ク
Re

cu
rr

en
t N

eu
ra

l N
et

w
or

k

LS
TM

長
・短

期
記

憶
Lo

ng
 S

ho
rt

 T
er

m
 M

em
or

y

特 徴

■
畳

み
込

み
層

(特
徴

抽
出

)
×

プー
リン

グ
層

(分
析

)
■

画
像

の
特

徴
を

抽
象

化
(特

徴
を維

持
しつ

つ
圧

縮
)

■
動

画
・音

声
の

認
識

不
可

■
RN

Nと
異

な
る

点
は

長
期

時
系

列
デ

ー
タを

扱
え

る
点

■
RN

Nの
欠

点
を

解
消

■
2次

元
デ

ー
タの

画
像

認
識

■
短

期
時

系
列

デ
ー

タを
中

間
層

に
再

入
力

■
動

画
・音

声
・文

章
を認

識
■

長
い

デ
ー

タは
不

得
手

■
短

い
音

声
認

識
■

短
い

翻
訳

■
短

い
文

章
作

成
用 途

CN
N

RN
N

LS
TM

■
画

像
か

らキ
ャプ

シ
ョン

生
成

■
自

然
な

テ
キ

ス
ト読

み
上

げ
■

動
画

に
リア

ル
タイ

ム
で

字
幕

深
層

学
習

と
い

っ
て

も
、

学
習

の
方

法
や

構
造

に
よ

っ
て

、
い

く
つ

か
の

タ
イ

プ
に

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
代

表
的

な
深

層
学

習
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

モ
デ

ル
を

説
明

す
る

。

①
C

N
N

（
畳

み
込

み
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
：

畳
み

込
み

層
と

プ
ー

リ
ン

グ
層

で
構

成
さ

れ
、

畳
み

込
み

層
は

画
像

の
局

所
的

な
特

徴
を

抽
出

し
て

際
立

た
せ

、
プ

ー
リ

ン
グ

層
は

局
所

的
な

特
徴

を
ま

と
め

て
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

し
、

分
析

す
る

手
法

。
画

像
の

特
徴

を
抽

象
化

し
、

パ
タ

ー
ン

学
習

を
進

め
る

。
動

画
や

音
声

の
認

識
が

で
き

な
い

と
い

う
デ

メ
リ

ッ
ト

は
あ

る
が

、
主

に
画

像
認

識
や

動
体

検
知

の
速

さ
に

お
い

て
優

れ
て

お
り

、
最

も
よ

く
使

用
さ

れ
て

い
る

。

②
RN

N
（

再
帰

型
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
：

音
声

デ
ー

タ
の

よ
う

な
可

変
長

の
時

系
列

デ
ー

タ
を

扱
う

た
め

、
隠

れ
層

の
値

を
再

び
隠

れ
層

に
入

力
す

る
手

法
。

時
系

列
デ

ー
タ

の
学

習
や

、
自

然
言

語
処

理
分

野
（

音
声

認
識

な
ど

）
で

使
わ

れ
て

い
る

。
長

い
系

列
デ

ー
タ

を
学

習
さ

せ
る

と
上

手
く

学
習

で
き

な
い

と
い

う
デ

メ
リ

ッ
ト

問
題

が
あ

る
た

め
、

短
時

間
の

デ
ー

タ
し

か
処

理
で

き
な

い
。

③
LS

T
M

法
（

Lo
ng

 S
ho

rt
 T

er
m

 M
em

or
y）

：
RN

N
の

デ
メ

リ
ッ

ト
を

解
消

し
た

、
長

期
の

時
系

列
デ

ー
タ

を
学

習
で

き
る

手
法

。
自

然
言

語
分

野
で

の
処

理
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

画
像

か
ら

の
キ

ャ
プ

シ
ョ

ン
生

成
や

自
然

な
テ

キ
ス

ト
の

読
み

上
げ

が
可

能
。

ま
た

、
動

画
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
解

析
し

て
字

幕
を

追
加

す
る

な
ど

、
今

ま
で

は
人

が
行

っ
て

い
た

分
野

も
自

動
化

さ
れ

た
。
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2-
11
.畳
み
込
み
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

入
力
層

畳
み
込
み
層

プ
ー
リ
ン
グ
層

出
力
層

全
結
合
層

C
N

N
(c

on
vo

lu
tio

na
l n

eu
ra

l n
et

w
or

k,
 畳

み
込

み
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

)は
主

に
画

像
認

識
の

分
野

で
用

い
ら

れ
る

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
で

あ
る

。
デ

ー
タ

を
学

習
す

る
こ

と
で

入
力

画
像

か
ら

特
徴

量
を

抽
出

し
そ

れ
ら

を
区

別
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

、
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
画

像
認

識
の

分
野

に
応

用
す

る
上

で
大

変
重

要
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
C

N
N

は
入

力
層

、
畳

み
込

み
層

、
プ

ー
リ

ン
グ

層
か

ら
な

っ
て

い
る

。
畳

み
込

み
層

で
は

フ
ィ

ル
タ

ー
（

ま
た

は
カ

ー
ネ

ル
と

呼
ば

れ
る

）
を

使
っ

て
、

画
像

の
特

徴
を

抽
出

す
る

。
こ

れ
は

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

限
っ

た
こ

と
で

は
な

く
、

画
像

処
理

で
一

般
的

に
使

わ
れ

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

だ
。

プ
ー

リ
ン

グ
と

は
情

報
を

圧
縮

す
る

行
為

の
こ

と
で

あ
る

。
「

畳
み

込
み

」
の

役
割

は
、

画
像

か
ら

の
エ

ッ
ジ

抽
出

等
の

特
徴

抽
出

だ
っ

た
が

、
「

プ
ー

リ
ン

グ
層

」
に

関
し

て
は

そ
の

抽
出

さ
れ

た
特

徴
が

「
平

行
移

動
な

ど
が

起
き

て
も

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

ロ
バ

ス
ト

性
を

与
え

る
」

と
い

う
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

C
N

N
は

、
主

に
画

像
を

カ
テ

ゴ
リ

ご
と

に
分

類
す

る
作

業
（

一
般

物
体

認
識

）
に

お
い

て
価

値
を

発
揮

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
知

ら
れ

て
い

る
。

た
だ

、
写

真
に

写
っ

た
動

物
が

犬
な

の
か

猫
な

の
か

を
分

類
し

た
い

場
合

に
は

、
「

犬
と

猫
が

正
し

く
識

別
で

き
る

能
力

」
を

持
た

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
、

写
真

の
犬

が
左

端
に

映
っ

て
い

る
か

、
右

端
に

映
っ

て
い

る
か

、
と

い
っ

た
情

報
は

特
に

重
要

で
は

な
い

わ
け

だ
。

つ
ま

り
、

画
像

の
カ

テ
ゴ

リ
を

分
け

る
タ

ス
ク

に
お

い
て

、
あ

ま
り

重
要

で
は

な
い

「
位

置
に

関
す

る
情

報
」

を
上

手
に

削
ぎ

落
と

し
て

い
る

の
が

、
こ

の
「

プ
ー

リ
ン

グ
層

」
な

の
で

あ
る

。
全

結
合

層
は

、
従

来
の

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
基

本
的

な
要

素
だ

。

1.
無

人
レ

ジ
店

舗
2.

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
を

活
用

し
た

物
体

検
出

3.
医

療
に

お
け

る
画

像
診

断

ht
tp

s:/
/a

ism
ile

y.
co

.jp
/a

i_
ne

w
s/

cn
n/

24

25

2-
12
.再
帰
型
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

入
力

層

隠
れ

層

出
力

層

入
力

層

隠
れ

層

出
力

層

入
力

層

隠
れ

層

出
力

層

出 力

入 力

出 力

入 力

入
力

層

隠
れ

層

出
力

層

今
日

は
晴
れ

時
間

方
向
に

展
開

再 帰 構 造 を 持 ち 、

出 力 を 次 の 入 力 に

使 う の が 特 徴

RN
N

（
Re

cu
rr

en
t N

eu
ra

l N
et

w
or

k）
は

、
可

変
長

の
時

系
列

デ
ー

タ
（

音
声

な
ど

）
を

対
象

と
し

て
、

隠
れ

層
(中

間
層

)の
値

を
再

び
隠

れ
層

に
入

力
す

る
と

い
う

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
造

の
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
隠

れ
層

に
戻

す
と

い
う

操
作

を
、

時
間

軸
方

向
に

展
開

す
る

。
長

時
間

前
の

デ
ー

タ
を

利
用

し
よ

う
と

す
る

と
、

誤
差

が
消

滅
し

た
り

演
算

量
が

爆
発

す
る

な
ど

の
問

題
が

あ
り

、
短

時
間

の
デ

ー
タ

し
か

処
理

で
き

な
い

と
い

う
RN

N
に

対
し

て
、

長
・

短
期

記
憶

は
、

RN
N

と
同

じ
構

造
だ

が
長

時
間

の
デ

ー
タ

を
処

理
で

き
る

。
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2-
13
.深
層
学
習
の
用
途

１
、
自
動
運
転

２
、

Io
T

３
、
自
動
翻
訳

４
、
医
療
研
究

５
、
在
庫
管
理

６
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

深
層

学
習

は
様

々
な

分
野

に
お

い
て

応
用

さ
れ

て
お

り
、

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
も

運
用

さ
れ

て
い

る
。

以
下

で
は

深
層

学
習

を
応

用
し

た
具

体
例

に
つ

い
て

具
体

的
に

説
明

す
る

。

①
自

動
運

転
自

動
車

の
自

動
運

転
で

は
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

は
運

転
に

も
っ

と
も

重
要

な
認

知
の

プ
ロ

セ
ス

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
認

知
プ

ロ
セ

ス
で

利
用

さ
れ

る
人

工
知

能
は

、
画

像
処

理
の

分
野

で
力

を
発

揮
し

て
い

る
。

車
載

カ
メ

ラ
に

よ
っ

て
周

囲
を

認
知

し
、

障
害

物
や

走
行

レ
ー

ン
を

識
別

す
る

こ
と

で
、

安
全

な
自

動
運

転
を

行
っ

て
い

る
。

②
Io

T
物

の
IT

で
あ

る
Io

T
は

複
数

の
モ

ノ
を

繋
ぐ

時
、

複
数

の
情

報
を

蓄
積

し
て

次
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を

予
見

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

は
こ

の
情

報
の

蓄
積

と
分

析
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

③
自

動
翻

訳
自

然
言

語
分

野
で

文
脈

な
ど

を
読

み
取

り
判

断
し

て
、

よ
り

文
脈

に
沿

っ
た

単
語

を
選

択
す

る
こ

と
で

、
人

が
翻

訳
し

た
よ

う
な

自
然

な
翻

訳
を

す
る

自
動

翻
訳

に
も

、
LS

T
M

法
を

用
い

た
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
活

用
さ

れ
て

い
る

。
④

医
療

研
究

AI
が

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

診
断

画
像

や
健

康
診

断
の

数
値

、
各

種
の

論
文

や
デ

ー
タ

報
告

な
ど

の
医

療
デ

ー
タ

を
解

析
す

る
こ

と
で

、
病

気
の

早
期

発
見

と
適

切
な

治
療

を
見

つ
け

、
提

案
す

る
。

ま
た

、
人

間
で

は
限

界
の

あ
る

大
量

の
デ

ー
タ

の
解

析
に

よ
り

、
今

ま
で

見
過

ご
さ

れ
て

き
た

様
々

な
医

療
に

役
立

つ
デ

ー
タ

を
提

案
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
⑤

在
庫

管
理

顧
客

の
デ

ー
タ

を
AI

が
解

析
し

、
パ

タ
ー

ン
や

傾
向

を
見

つ
け

出
す

こ
と

で
、

天
候

や
季

節
、

曜
日

な
ど

に
よ

っ
て

商
品

の
購

買
傾

向
を

導
き

出
し

、
発

注
数

を
決

定
す

る
こ

と
で

、
在

庫
の

無
駄

な
く

仕
入

れ
を

行
い

廃
棄

の
量

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
今

ま
で

は
店

員
の

経
験

則
な

ど
か

ら
行

わ
れ

て
い

た
仕

入
れ

が
、

AI
に

よ
っ

て
正

し
い

デ
ー

タ
で

判
断

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
⑥

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

サ
ー

バ
ー

の
平

常
状

態
を

学
習

さ
せ

て
お

き
、

外
部

か
ら

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
受

け
た

と
き

、
シ

ス
テ

ム
の

状
態

を
分

析
し

て
平

常
状

態
と

比
較

、
な

に
が

起
き

て
い

る
の

か
判

断
し

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

の
検

知
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

24
時

間
監

視
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

今
ま

で
は

ア
ラ

ー
ト

に
よ

っ
て

人
が

対
応

し
て

い
た

も
の

が
、

よ
り

早
く

対
処

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。
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3-
1.
AI
導
入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

課
題
の

整
理

AI
活
用
の

業
務
範
囲

の
決
定

デ
ー
タ
の

収
集

導
入
す
る

AI
製
品
の

決
定

AI
学
習
の

開
始

サ
ー
ビ
ス

に
組
込
む

開
発
し
た

AI
の
評
価

本 格 導 入

抱
え
て
い
る
課
題
は
？

人
が
行
う
作
業
と

AI
が
行
う
作
業
を
整
理

AI
を
利
用
す
る
目
的
や

自
社
の
現
状
、
費
用
は
？

機
械
学
習
が
完
了
！

サ
ー
ビ
ス
に
組
み
込
み

ど
ん
な
デ
ー
タ
を

ど
れ
程
の
量
を
集
め
る
か

AI
に
デ
ー
タ
を

学
習
さ
せ
る

AI
を
現
場
に
本
格

導
入
し
、
稼
働

AI
は

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
で

活
用

さ
れ

て
い

る
。

実
際

に
AI

を
ど

の
よ

う
に

ビ
ジ

ネ
ス

に
活

用
す

べ
き

な
の

か
、

導
入

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

説
明

す
る

。

①
課

題
を

整
理

す
る

自
社

で
抱

え
て

い
る

課
題

を
整

理
し

、
ど

こ
に

AI
を

利
用

す
る

の
か

定
め

る
。

②
AI

を
活

用
す

る
業

務
範

囲
を

決
定

す
る

人
が

行
う

作
業

と
AI

が
行

う
作

業
を

整
理

し
、

AI
を

活
用

す
る

範
囲

を
決

め
る

。
③

必
要

な
デ

ー
タ

を
集

め
る

ま
ず

は
、

AI
の

能
力

を
発

揮
す

る
た

め
に

は
デ

ー
タ

を
集

め
る

必
要

が
あ

る
。

ベ
ー

ス
と

な
る

デ
ー

タ
が

多
け

れ
ば

多
い

ほ
ど

、
AI

は
よ

り
性

能
の

高
い

提
案

が
可

能
で

す
。

で
き

る
だ

け
多

く
の

デ
ー

タ
を

登
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

④
利

用
す

る
AI

を
決

め
る

AI
を

利
用

す
る

目
的

や
自

社
の

現
状

、
費

用
に

沿
っ

て
、

利
用

す
る

AI
製

品
を

決
定

。
⑤

学
習

を
開

始
す

る
デ

ー
タ

や
AI

製
品

が
用

意
で

き
た

ら
、

AI
に

デ
ー

タ
を

学
習

さ
せ

る
。

こ
の

と
き

に
専

門
的

な
知

識
が

必
要

に
な

る
た

め
、

AI
に

詳
し

い
人

財
を

用
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

⑥
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
使

っ
て

サ
ー

ビ
ス

に
組

み
込

む
機

械
学

習
が

完
了

し
た

ら
、

サ
ー

ビ
ス

に
組

み
込

む
た

め
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
が

必
要

。
⑦

開
発

し
た

AI
を

評
価

す
る

試
験

運
用

を
踏

ま
え

て
、

技
術

的
な

現
実

性
、

課
題

解
決

へ
と

導
い

て
く

れ
る

の
か

な
ど

を
評

価
。

場
合

に
よ

っ
て

は
、

AI
を

導
入

す
る

業
務

範
囲

な
ど

を
見

直
す

こ
と

が
大

切
。

⑧
本

格
導

入
さ

せ
る

評
価

後
は

、
AI

を
現

場
に

本
格

導
入

し
、

稼
働

。
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3-
2.
AI
導
入
の
課
題

責
任
の
所
在
に
関
す
る

判
断
が
難
し
い
・
・
・

サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
の

リ
ス
ク
・
・
・

AI
を
扱
え
る
人
財
が

少
な
い
・
・
・

AI
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

人
が

単
純

作
業

に
手

を
煩

わ
せ

る
こ

と
が

な
く

な
る

。
こ

れ
ま

で
単

純
作

業
に

当
て

て
い

た
分

の
時

間
を

使
っ

て
、

人
に

し
か

で
き

な
い

作
業

に
リ

ソ
ー

ス
を

割
く

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
し

か
し

、
AI

導
入

に
は

い
く

つ
か

課
題

も
あ

る
の

が
現

実
だ

。

①
責

任
の

所
在

に
関

す
る

判
断

が
難

し
い

AI
に

何
ら

か
の

ト
ラ

ブ
ル

が
起

こ
っ

た
際

に
、

誰
が

責
任

を
負

う
べ

き
な

の
か

、
判

断
が

難
し

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
AI

を
利

用
し

て
い

て
何

ら
か

の
ミ

ス
で

情
報

漏
え

い
や

事
故

な
ど

の
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し
た

場
合

、
開

発
し

た
側

に
問

題
が

あ
る

の
か

、
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
て

い
る

側
に

問
題

が
あ

る
の

か
な

ど
、

判
断

が
つ

き
に

く
い

と
い

え
る

。

②
サ

イ
バ

ー
攻

撃
な

ど
の

リ
ス

ク
が

あ
る

AI
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
を

利
用

す
る

。
そ

の
た

め
、

悪
意

の
あ

る
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

遭
う

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

万
が

一
AI

を
利

用
し

た
シ

ス
テ

ム
が

サ
イ

バ
ー

攻
撃

に
遭

っ
た

場
合

、
シ

ス
テ

ム
の

停
止

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
最

悪
の

場
合

は
、

営
業

停
止

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

だ
ろ

う
。

AI
を

導
入

す
る

場
合

は
、

デ
ー

タ
を

安
全

に
取

り
扱

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
を

よ
り

し
っ

か
り

と
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

③
AI

を
扱

え
る

人
財

が
少

な
い

AI
を

導
入

す
る

際
に

は
、

大
量

の
デ

ー
タ

を
蓄

積
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

AI
に

何
ら

か
の

不
具

合
が

発
生

し
た

場
合

は
、

シ
ス

テ
ム

を
管

理
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

こ
で

AI
に

つ
い

て
の

知
識

と
リ

テ
ラ

シ
ー

を
持

っ
た

人
財

が
必

要
で

あ
る

。
AI

の
導

入
が

増
え

て
い

く
中

で
、

AI
を

扱
え

る
人

財
が

不
足

し
て

い
る

状
況

が
現

実
で

あ
る

。
AI

を
扱

え
る

人
財

の
雇

用
は

も
ち

ろ
ん

、
AI

を
扱

え
る

人
財

を
育

て
る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
既

存
の

従
業

員
に

対
し

て
研

修
を

実
施

し
、

AI
を

扱
え

る
人

財
に

す
る

ほ
か

、
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
基

礎
知

識
を

得
た

こ
と

が
証

明
で

き
る

G
検

定
の

取
得

を
支

援
す

る
の

も
良

い
か

も
し

れ
な

い
。
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第
4章

.A
Iと

ス
ポ

ー
ツ

30

31

4-
1.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
AI
の
導
入
が
注
目
さ
れ
る
理
由

コ
ロ
ナ
前
の

20
19
年
と
比
べ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
等
へ
の
関
心
、
運
動
量
、
観
戦
頻
度
等
の
変
化

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

や
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

な
ど

世
界

的
な

大
会

が
数

々
開

催
さ

れ
、

ま
す

ま
す

ス
ポ

ー
ツ

人
気

は
高

ま
っ

て
い

る
。

そ
し

て
、

健
康

志
向

の
高

ま
り

か
ら

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
こ

と
に

よ
る

産
業

拡
大

が
大

き
な

後
押

し
と

な
っ

て
い

る
。

確
か

に
20

20
年

以
降

、
新

型
感

染
症

の
流

行
な

ど
で

、
ス

ポ
ー

ツ
を

含
め

た
余

暇
市

場
は

落
ち

込
ん

だ
が

、
20

21
年

か
ら

大
き

く
復

調
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

人
々

の
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
か

か
わ

り
方

は
、

単
に

ス
ポ

ー
ツ

を
テ

レ
ビ

で
観

戦
し

た
り

、
ス

タ
ジ

ア
ム

に
行

っ
て

応
援

し
た

り
と

言
っ

た
従

来
の

関
係

性
か

ら
変

化
が

起
こ

っ
て

い
る

。
図

が
示

す
よ

う
に

、
多

く
の

人
が

、
よ

り
主

体
的

に
自

分
が

ス
ポ

ー
ツ

に
か

か
わ

る
こ

と
を

望
ん

で
い

る
こ

と
が

見
て

取
れ

る
。

ひ
い

き
の

チ
ー

ム
を

応
援

す
る

際
も

、
よ

り
詳

細
な

デ
ー

タ
と

照
ら

し
合

わ
せ

な
が

ら
ゲ

ー
ム

を
観

戦
し

、
自

分
な

り
の

見
方

や
楽

し
み

方
を

造
り

出
し

て
楽

し
む

の
が

こ
れ

か
ら

の
ス

ポ
ー

ツ
と

の
か

か
わ

り
方

で
あ

る
と

言
え

る
だ

ろ
う

。
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

に
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

活
用

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

そ
れ

が
、

ス
ポ

ー
ツ

と
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

掛
け

合
わ

せ
た

「
ス

ポ
ー

ツ
テ

ッ
ク

」
と

呼
ば

れ
る

分
野

で
あ

る
。

ht
tp

s:/
/a

i-m
ar

ke
t.j

p/
in

du
st

ry
/a

i-s
po

rt
s/
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4-
2.
ス
ポ
ー
ツ
に
AI
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

AI
×
ス
ポ
ー
ツ

動
的

シ
ー

ン
や

リ
ア

ル
タ

イ
ム

デ
ー

タ
で

新
し

い
観

戦
体

験
を

提
供

戦
略

立
案

、
戦

術
の

高
度

化
に

貢
献

で
き

る

場
の

混
雑

状
況

の
予

測

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
・

メ
ン

タ
ル

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

サ
ポ

ー
ト

審
判

、
採

点
支

援
で

公
平

な
ジ

ャ
ッ

ジ
が

可
能

①
動

的
シ

ー
ン

や
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

で
新

し
い

観
戦

体
験

を
提

供
試

合
の

見
せ

方
の

部
分

に
A

Iを
活

用
す

る
こ

と
で

、
新

た
な

観
戦

体
験

の
提

供
に

つ
な

げ
ら

れ
る

。
例

え
ば

、
選

手
や

試
合

状
況

の
デ

ー
タ

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

こ
れ

ま
で

は
感

覚
的

に
捉

え
て

い
た

プ
レ

イ
の

迫
力

や
運

動
能

力
を

、
客

観
的

な
デ

ー
タ

と
視

覚
的

に
わ

か
り

や
す

い
映

像
と

融
合

さ
せ

て
表

現
で

き
る

。
ま

た
、

動
き

が
激

し
く

ス
ポ

ー
ツ

中
継

が
難

し
い

も
の

や
、

従
来

撮
影

で
き

な
か

っ
た

場
所

に
AI

が
活

用
で

き
る

。
AI

を
活

用
し

た
自

動
追

尾
が

可
能

な
ド

ロ
ー

ン
を

導
入

す
れ

ば
、

選
手

の
細

か
い

動
き

も
全

体
的

に
見

ら
れ

る
だ

ろ
う

。
よ

く
知

ら
れ

て
い

る
ス

ポ
ー

ツ
で

も
新

し
い

見
方

が
生

ま
れ

る
か

も
し

れ
な

い
し

、
今

ま
で

さ
ほ

ど
大

衆
的

な
人

気
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
競

技
に

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
が

当
た

る
か

も
し

れ
な

い
。

②
戦

略
立

案
、

戦
術

の
高

度
化

に
貢

献
で

き
る

経
験

や
勘

に
依

存
し

な
い

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

戦
略

策
定

が
可

能
と

な
る

。
こ

れ
ま

で
は

監
督

や
コ

ー
チ

な
ど

が
戦

略
を

た
て

る
こ

と
が

一
般

的
で

あ
っ

た
。

対
戦

相
手

の
デ

ー
タ

か
ら

、
AI

の
活

用
で

デ
ー

タ
ド

リ
ブ

ン
な

戦
略

の
策

定
が

可
能

。
全

く
新

し
い

観
点

か
ら

競
技

を
見

直
す

き
っ

か
け

に
な

り
、

戦
術

の
高

度
化

も
期

待
だ

ろ
う

。
③

会
場

の
混

雑
状

況
の

予
測

AI
は

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

大
量

の
デ

ー
タ

か
ら

、
競

技
会

場
の

当
日

混
雑

状
況

を
分

析
し

て
予

測
で

き
る

よ
う

に
な

る
だ

ろ
う

。
会

場
の

混
雑

状
況

の
予

測
が

で
き

れ
ば

、
観

戦
者

は
事

前
に

そ
れ

に
合

わ
せ

た
行

動
の

予
定

を
立

て
ら

れ
る

。
よ

り
多

く
の

人
が

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
る

こ
と

な
く

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
め

る
だ

ろ
う

。
会

場
運

営
者

に
と

っ
て

も
警

備
員

の
数

の
増

減
や

、
適

切
な

配
置

で
対

応
で

き
る

。
④

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
・

メ
ン

タ
ル

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

サ
ポ

ー
ト

選
手

個
々

の
身

体
デ

ー
タ

や
医

療
デ

ー
タ

か
ら

、
ケ

ガ
や

メ
ン

タ
ル

の
不

調
を

予
測

で
き

る
よ

う
に

な
る

だ
ろ

う
。

予
測

で
き

れ
ば

未
然

に
防

ぐ
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

従
来

は
選

手
自

身
、

も
し

く
は

監
督

や
コ

ー
チ

な
ど

が
主

観
的

に
判

断
す

る
し

か
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

AI
の

力
を

借
り

て
、

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
の

調
整

や
、

メ
ン

タ
ル

の
サ

ポ
ー

ト
を

お
こ

な
え

る
よ

う
に

な
る

だ
ろ

う
。

客
観

的
な

視
点

か
ら

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
の

把
握

が
可

能
と

な
る

。
⑤

審
判

、
採

点
支

援
で

公
平

な
ジ

ャ
ッ

ジ
が

可
能

多
く

の
競

技
で

、
審

判
や

競
技

の
採

点
は

人
間

が
目

視
で

判
断

す
る

た
め

、
採

点
者

の
主

観
に

よ
る

部
分

が
大

き
く

誤
審

の
源

と
な

っ
て

い
る

。
選

手
の

体
力

や
体

格
の

向
上

に
よ

っ
て

、
高

難
度

や
高

速
の

技
や

プ
レ

イ
を

瞬
時

に
正

し
く

判
断

す
る

こ
と

は
ま

す
ま

す
難

し
く

な
っ

て
い

る
。

AI
の

目
を

使
え

ば
、

審
判

の
判

定
基

準
や

、
演

技
の

採
点

基
準

を
明

確
化

し
公

平
な

ジ
ャ

ッ
ジ

が
可

能
と

な
る

だ
ろ

う
。

人
の

感
覚

に
依

拠
し

た
定

性
的

な
部

分
が

多
か

っ
た

判
定

だ
っ

た
が

、
AI

と
の

融
合

で
定

量
的

な
デ

ー
タ

と
な

る
。

観
客

や
視

聴
者

に
と

っ
て

も
わ

か
り

や
す

く
な

る
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

を
よ

り
楽

し
め

る
効

果
も

期
待

で
き

る
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

や
サ

ッ
カ

ー
の

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
、

テ
ニ

ス
の

四
大

大
会

な
ど

世
界

的
な

ビ
ッ

グ
イ

ベ
ン

ト
で

既
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
①

【
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
能
力
・
戦
術
を
向
上
さ
せ
る
AI
活
用
事
例
4選
】

■
AI
で
食
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
オ
ン
キ
ヨ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

A
Iで

食
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
オ

ン
キ

ヨ
ー

ス
ポ

ー
ツ

）
AI

を
搭

載
し

た
食

事
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ア

プ
リ

と
し

て
開

発
さ

れ
た

の
が

、
オ

ン
キ

ヨ
ー

ス
ポ

ー
ツ

株
式

会
社

が
手

掛
け

る
「

fo
od

 c
oa

ch
」

。
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
士

の
食

事
指

導
が

受
け

ら
れ

、
ア

ス
リ

ー
ト

レ
ベ

ル
に

応
じ

た
食

事
メ

ニ
ュ

ー
を

提
案

し
て

く
れ

る
。

レ
ス

リ
ン

グ
の

世
界

的
プ

レ
イ

ヤ
ー

を
数

多
く

輩
出

し
た

至
学

館
大

学
と

の
開

発
だ

。
食

べ
た

も
の

を
一

覧
か

ら
選

び
、

栄
養

価
の

計
算

が
簡

単
に

で
き

る
。

食
ト

レ
結

果
や

将
来

的
な

予
測

か
ら

、
3段

階
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

的
確

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
定

期
的

に
通

知
し

て
く

れ
る

。
栄

養
素

の
過

不
足

を
グ

ラ
フ

や
点

数
で

わ
か

り
や

す
く

表
示

。
食

事
・

サ
プ

リ
に

加
え

、
身

体
状

況
、

競
技

種
目

、
ポ

ジ
シ

ョ
ン

な
ど

の
デ

ー
タ

を
AI

が
総

合
的

に
判

断
可

能
で

あ
る

。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
①

【
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
能
力
・
戦
術
を
向
上
さ
せ
る
AI
活
用
事
例
4選
】

■
自
分
の
泳
ぎ
を
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

（
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
）

自
分

の
泳

ぎ
を

確
認

で
き

る
ス

マ
ー

ト
ス

イ
ミ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

（
コ

ナ
ミ

ス
ポ

ー
ツ

）
コ

ナ
ミ

ス
ポ

ー
ツ

株
式

会
社

が
活

用
す

る
AI

シ
ス

テ
ム

「
ス

マ
ー

ト
ス

イ
ミ

ン
グ

」
は

、
レ

ッ
ス

ン
中

の
生

徒
が

泳
い

だ
直

後
に

自
分

の
映

像
を

確
認

で
き

る
。

独
自

開
発

の
AI

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

り
対

象
人

物
を

自
動

追
従

し
て

、
複

数
の

カ
メ

ラ
か

ら
最

適
な

ア
ン

グ
ル

を
組

み
合

わ
せ

た
動

画
を

生
徒

ご
と

に
AI

が
自

動
編

集
す

る
。

コ
ナ

ミ
ス

ポ
ー

ツ
で

は
、

ソ
ニ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ズ
株

式
会

社
が

展
開

し
て

い
る

ス
マ

ー
ト

ス
イ

ミ
ン

グ
レ

ッ
ス

ン
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

い
る

。
コ

ナ
ミ

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

に
よ

る
指

導
技

術
と

の
相

乗
効

果
で

、
楽

し
く

学
び

続
け

る
こ

と
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
。

動
画

は
レ

ッ
ス

ン
に

活
用

し
た

り
、

進
級

テ
ス

ト
の

映
像

は
保

護
者

も
見

た
り

す
る

の
も

可
能

で
、

対
象

レ
ー

ン
以

外
に

は
モ

ザ
イ

ク
が

か
か

り
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

も
配

慮
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
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■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
分
析
に
よ
る
戦
況
把
握

（
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド
）

4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
①

【
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
能
力
・
戦
術
を
向
上
さ
せ
る
AI
活
用
事
例
4選
】

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
分

析
に

よ
る

戦
況

把
握

（
ブ

レ
イ

ン
パ

ッ
ド

）
株

式
会

社
ブ

レ
イ

ン
パ

ッ
ド

で
は

、
AI

の
機

械
学

習
を

活
用

し
て

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

の
試

合
で

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
分

析
環

境
を

構
築

。
ス

ポ
ー

ツ
の

戦
況

を
示

す
デ

ー
タ

か
ら

、
戦

況
の

予
測

を
可

能
と

す
る

。
選

手
・

監
督

に
大

き
な

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

と
ス

ト
レ

ス
が

か
か

る
試

合
中

で
あ

っ
て

も
デ

ー
タ

ド
リ

ブ
ン

な
傾

向
を

つ
か

め
る

た
め

、
監

督
や

コ
ー

チ
の

知
見

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

総
合

的
な

判
断

が
可

能
。

人
間

で
は

扱
い

き
れ

な
い

情
報

量
を

処
理

で
き

る
こ

と
で

戦
術

の
高

度
化

が
期

待
で

き
る

。

35

329



36

■
AI
・
画
像
解
析
で
カ
ー
リ
ン
グ
を
強
化
（
北
海
道
北
見
市
）

4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
①

【
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
能
力
・
戦
術
を
向
上
さ
せ
る
AI
活
用
事
例
4選
】

AI
・

画
像

解
析

で
カ

ー
リ

ン
グ

を
強

化
（

北
海

道
北

見
市

）
カ

ー
リ

ン
グ

が
盛

ん
な

北
海

道
北

見
市

で
は

、
人

気
の

カ
ー

リ
ン

グ
で

ス
ポ

ー
ツ

テ
ッ

ク
が

活
用

さ
れ

て
い

る
。

画
像

解
析

を
活

用
し

た
姿

勢
推

定
で

、
選

手
の

姿
勢

や
動

き
を

分
析

し
て

フ
ォ

ー
ム

の
研

究
を

重
ね

て
い

る
。

北
見

市
で

は
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
出

場
し

メ
ダ

ル
を

獲
得

し
た

ロ
コ

・
ソ

ラ
ー

レ
が

本
拠

地
を

置
い

て
お

り
、

北
見

市
が

建
設

し
た

先
端

拠
点

の
「

ア
ル

ゴ
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

北
見

カ
ー

リ
ン

グ
ホ

ー
ル

」
で

、
北

見
工

業
大

学
な

ど
が

10
種

類
の

競
技

力
向

上
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

、
シ

ョ
ッ

ト
成

功
率

や
試

合
展

開
な

ど
を

客
観

的
な

デ
ー

タ
で

示
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

北
見

工
業

大
学

で
は

、
AI

で
作

戦
を

考
え

る
「

デ
ジ

タ
ル

カ
ー

リ
ン

グ
」

の
開

発
に

取
り

組
み

、
A

I同
士

で
対

戦
さ

せ
学

習
デ

ー
タ

を
蓄

積
し

、
最

善
手

と
な

る
選

択
肢

を
増

や
す

手
法

で
作

戦
を

立
て

る
。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
②

【
試
合
観
戦
に
新
体
験
を
提
供
す
る
AI
活
用
事
例
3選
】

■
試
合
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示
す
る
新
し
い
観
戦
体
験

（
Xリ
ー
グ
）

•試
合

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
表

示
す

る
新

し
い

観
戦

体
験

（
Xリ

ー
グ

）
日

本
社

会
人

の
ア

メ
リ

カ
ン

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

ト
ッ

プ
リ

ー
グ

で
あ

る
X1

SU
PE

R（
Xリ

ー
グ

）
で

、
AI

技
術

を
活

用
し

た
動

画
ク

リ
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
の

「
C

LI
P-

LI
V

E」
で

実
証

実
験

を
行

っ
た

。
試

合
時

間
に

沿
っ

た
プ

レ
イ

単
位

で
自

動
ク

リ
ッ

プ
で

き
、

簡
単

に
リ

プ
レ

イ
再

生
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
AI

に
よ

っ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
処

理
で

き
る

の
が

特
長

で
、

プ
レ

イ
終

了
か

ら
数

秒
後

に
は

、
観

客
は

自
分

の
ス

マ
ホ

で
再

度
見

た
い

シ
ー

ン
を

リ
プ

レ
イ

再
生

可
能

。
気

に
入

っ
た

映
像

を
SN

Sに
投

稿
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

ス
タ

ジ
ア

ム
や

テ
レ

ビ
で

の
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
に

新
し

い
観

戦
体

験
に

よ
る

価
値

の
向

上
で

観
客

や
視

聴
者

に
よ

り
楽

し
ん

で
も

ら
え

る
よ

う
な

取
り

組
み

の
事

例
で

あ
る

と
言

え
る

。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
②

【
試
合
観
戦
に
新
体
験
を
提
供
す
る
AI
活
用
事
例
3選
】

■
AI
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
映
像
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
N
TT
／
SP
LY
ZA
）

•A
Iカ

メ
ラ

を
活

用
し

た
ス

ポ
ー

ツ
映

像
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

（
N

T
T

／
SP

LY
ZA

）
株

式
会

社
N

T
T

Sp
or

tic
tが

提
供

す
る

ス
ポ

ー
ツ

中
継

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
の

「
ST

A
D

IU
M

T
U

BE
」

は
、

無
人

撮
影

カ
メ

ラ
で

AI
に

よ
る

自
動

撮
影

や
編

集
な

ど
の

機
能

を
備

え
て

い
る

。
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

向
け

の
映

像
分

析
ツ

ー
ル

を
手

掛
け

る
株

式
会

社
SP

LY
ZA

の
「

SP
LY

ZA
T

ea
m

s」
と

協
業

を
開

始
し

、
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

現
場

の
映

像
活

用
の

包
括

的
サ

ポ
ー

ト
を

手
掛

け
て

い
る

。
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

の
デ

バ
イ

ス
を

使
用

し
、

選
手

の
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

や
チ

ー
ム

内
の

状
況

を
把

握
で

き
る

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
向

け
の

映
像

分
析

ツ
ー

ル
で

あ
る

。
独

自
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

AI
カ

メ
ラ

「
Pi

xe
llo

t」
は

撮
影

・
収

録
・

編
集

・
ラ

イ
ブ

配
信

ま
で

を
自

動
で

実
行

可
能

。
AI

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
た

映
像

を
送

信
し

て
、

コ
ー

チ
ン

グ
や

デ
ー

タ
分

析
に

役
立

て
た

い
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

の
現

場
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
開

発
さ

れ
た

。
プ

ロ
の

カ
メ

ラ
マ

ン
の

腕
が

な
く

て
も

、
試

合
を

簡
単

に
映

像
化

で
き

る
の

が
メ

リ
ッ

ト
だ

。
高

品
質

の
映

像
デ

ー
タ

を
基

に
コ

ー
チ

ン
グ

や
デ

ー
タ

分
析

を
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
②

【
試
合
観
戦
に
新
体
験
を
提
供
す
る
AI
活
用
事
例
3選
】

■
AI
に
よ
る
公
平
な
審
判
を
実
現
（
H
aw
k-
Ey
e）

•A
Iに

よ
る

公
平

な
審

判
を

実
現

（
H

aw
k-

Ey
e）

H
aw

k-
Ey

e
In

no
va

tio
ns

Lt
d.

は
ソ

ニ
ー

グ
ル

ー
プ

の
企

業
で

、
ボ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

技
術

を
活

用
し

た
テ

ニ
ス

の
イ

ン
・

ア
ウ

ト
や

、
サ

ッ
カ

ー
の

ゴ
ー

ル
な

ど
判

定
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

を
手

掛
け

て
い

る
。

ま
た

、
ビ

デ
オ

リ
プ

レ
イ

技
術

に
よ

る
審

判
判

定
補

助
サ

ー
ビ

ス
も

提
供

し
、

現
在

で
は

、
世

界
中

で
20

種
類

の
ス

ポ
ー

ツ
競

技
に

、
サ

ー
ビ

ス
や

放
送

映
像

の
ビ

ジ
ュ

ア
ル

効
果

を
追

加
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

し
て

い
る

。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
③

【
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
わ
る
AI
活
用
事
例
2選
】

■
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
る
チ
ケ
ッ
ト
価
格
決
定

•ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

に
よ

る
チ

ケ
ッ

ト
価

格
決

定
需

給
に

応
じ

て
入

場
料

が
変

わ
る

の
が

「
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
（

価
格

変
動

性
）

」
。

AI
に

よ
っ

て
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

需
要

予
測

を
し

て
、

価
格

を
柔

軟
に

変
更

し
て

い
く

。
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
の

チ
ケ

ッ
ト

で
導

入
が

広
が

っ
て

お
り

、
サ

ッ
カ

ー
の

Jリ
ー

グ
、

プ
ロ

野
球

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
Bリ

ー
グ

な
ど

で
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
ス

株
式

会
社

が
開

発
す

る
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
導

入
が

進
ん

で
い

る
。

需
要

に
合

わ
せ

て
価

格
を

変
動

さ
せ

る
こ

と
で

、
収

益
と

動
員

数
の

最
大

化
を

目
指

せ
る

だ
ろ

う
。

不
当

な
高

額
転

売
へ

の
抑

止
力

と
な

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

て
い

る
。
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4-
3.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
活
用
事
例
③

【
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
わ
る
AI
活
用
事
例
2選
】

■
AI
を
活
用
し
た
会
場
周
辺
の
混
雑
予
測

•A
Iを

活
用

し
た

会
場

周
辺

の
混

雑
予

測
過

去
の

デ
ー

タ
か

ら
未

来
を

予
測

で
き

る
AI

は
、

人
流

を
分

析
し

て
混

雑
や

渋
滞

対
策

に
も

活
用

さ
れ

て
い

る
。

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

と
株

式
会

社
un

er
ry

は
、

人
流

情
報

を
推

計
す

る
技

術
を

共
同

で
開

発
し

て
お

り
、

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
「

明
日

の
混

雑
予

報
ポ

ー
タ

ル
」

に
活

用
さ

れ
た

。
明

日
の

混
雑

予
報

ポ
ー

タ
ル

は
、

イ
ベ

ン
ト

当
日

と
前

後
1日

の
混

雑
予

報
と

実
績

を
地

図
上

に
表

示
し

、
イ

ベ
ン

ト
の

混
雑

回
避

を
目

的
に

運
用

さ
れ

た
。

N
T

T
ド

コ
モ

が
提

供
す

る
人

口
統

計
情

報
と

un
er

ry
が

提
供

す
る

位
置

情
報

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

混
雑

を
予

測
す

る
。
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4-
4.
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
AI
導
入
の
注
意
点
・
デ
メ
リ
ッ
ト

学
習
デ
ー
タ
の
質
が
低
い
と

高
精
度
の
分
析
や
予
測
が
で
き
な
い

デ
ー
タ
の
活
用
法
や
目
的
を

明
確
に
し
な
い
と
意
味
が
な
く
な
る

思
考
の
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
り
に
く
く

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
し
ま
う

ス
ポ

ー
ツ

分
野

に
AI

を
取

り
入

れ
る

点
で

注
意

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

点
、

デ
メ

リ
ッ

ト
を

説
明

す
る

。

学
習

デ
ー

タ
の

質
が

低
い

と
高

精
度

の
分

析
や

予
測

が
で

き
な

い
AI

が
高

精
度

で
分

析
や

予
測

を
す

る
た

め
に

は
大

量
の

学
習

デ
ー

タ
が

必
要

。
さ

ら
に

重
要

な
こ

と
は

そ
の

デ
ー

タ
の

質
で

あ
る

。
ス

ポ
ー

ツ
分

野
に

限
ら

ず
AI

の
デ

ー
タ

は
、

質
と

量
と

も
に

充
実

し
て

い
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

も
と

も
と

競
技

人
口

が
少

な
い

競
技

種
目

で
あ

れ
ば

、
フ

ォ
ー

ム
や

戦
術

の
参

考
に

で
き

る
高

品
質

の
映

像
デ

ー
タ

の
入

手
が

ネ
ッ

ク
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
AI

は
多

く
の

デ
ー

タ
を

学
習

し
て

パ
タ

ー
ン

モ
デ

ル
を

生
成

す
る

。
デ

ー
タ

が
使

え
な

い
も

の
ば

か
り

で
あ

る
と

、
高

精
度

の
分

析
や

予
測

は
で

き
な

い
。

ど
の

よ
う

な
デ

ー
タ

が
重

要
で

活
用

で
き

る
か

、
不

足
す

る
デ

ー
タ

を
ど

の
よ

う
に

入
手

で
き

る
か

は
、

デ
ー

タ
収

集
の

専
門

家
に

相
談

で
き

る
だ

ろ
う

。

デ
ー

タ
の

活
用

法
や

目
的

を
明

確
に

し
な

い
と

意
味

が
な

く
な

る
大

量
の

デ
ー

タ
を

必
要

と
す

る
AI

だ
が

、
何

の
た

め
に

取
得

す
る

の
か

、
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

の
か

を
あ

ら
か

じ
め

明
確

に
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
く

さ
ん

の
デ

ー
タ

を
取

得
で

き
た

け
れ

ど
、

一
体

何
の

た
め

に
取

得
し

た
の

か
わ

か
ら

な
い

と
、

プ
レ

イ
ヤ

ー
側

か
ら

も
協

力
を

得
に

く
く

な
っ

て
し

ま
う

か
も

し
れ

な
い

。
導

入
の

初
期

段
階

で
、

取
得

し
た

デ
ー

タ
を

ど
の

よ
う

に
活

用
す

る
の

か
と

い
う

目
的

を
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

が
重

要
だ

。

思
考

の
プ

ロ
セ

ス
が

わ
か

り
に

く
く

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

化
し

て
し

ま
う

AI
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

は
わ

か
り

に
く

い
た

め
、

導
き

出
さ

れ
た

結
果

が
ブ

ラ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
化

す
る

危
険

性
が

あ
る

点
は

注
意

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

人
間

の
理

解
力

を
超

え
た

推
奨

結
果

が
導

き
出

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
人

間
の

直
観

に
反

す
る

よ
う

な
結

論
を

、
現

場
の

監
督

や
コ

ー
チ

、
プ

レ
イ

ヤ
ー

が
ど

の
程

度
受

け
入

れ
る

べ
き

か
と

い
う

問
題

が
生

じ
る

だ
ろ

う
。

AI
の

判
断

は
中

立
で

あ
る

か
と

い
う

議
論

が
さ

れ
て

お
り

、
説

明
可

能
な

AI
モ

デ
ル

を
取

り
入

れ
る

動
き

も
広

ま
っ

て
い

る
。

近
年

は
ス

ポ
ー

ツ
で

も
さ

ま
ざ

ま
な

こ
と

に
AI

が
採

用
さ

れ
て

い
る

。
AI

は
こ

れ
ま

で
も

デ
ー

タ
分

析
や

審
判

の
判

定
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
AI

の
進

化
に

よ
っ

て
、

今
以

上
の

利
用

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
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講師用指導ガイド（スポーツ・医学関連知識） 

 



講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

（
ス

ポ
ー

ツ
・
医

学
関

連
知

識
）

1

令
和

４
年

度
「
専

修
学

校
に

お
け

る
先

端
技

術
利

活
用

実
証

研
究

」

－
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
を

活
用

し
た

ス
ポ

ー
ツ

系
科

目
の

遠
隔

教
育

導
入

モ
デ

ル
の

構
築

－

講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

（
ス

ポ
ー

ツ
・
医

学
関

連
知

識
）

1

2

講
師
用
指
導
ガ
イ
ド
（
ス
ポ
ー
ツ
・
医
学
関
連
知
識
）

全
体
構
成

１
．

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康

２
．

身
体

の
仕

組
み

と
働

き

３
．

呼
吸

循
環

器
系

の
働

き
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給

４
．

体
力

を
構

成
す

る
要

素
の

体
系

５
．

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
原

理
・
原

則

６
．

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
種

類

７
．

ス
ポ

ー
ツ

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

８
．

外
傷

・
障

害
の

予
防

９
.コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

の
手

法

1
0
.外

科
的

応
急

処
置

2
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１
．

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康

3

1
）
健

康
と

は
W

H
O

に
よ

る
定

義
（
2
）
我

が
国

の
健

康
の

現
状

と
課

題
生

活
習

慣
病

、
平

均
寿

命
、

フ
レ

イ
ル

、
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
症

候
群

（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

病
気

の
リ

ス
ク

低
減

、
認

知
症

予
防

、
フ

レ
イ

ル
、

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

症
候

群
の

予
防

、
改

善
、

体
力

向
上

、
ス

ト
レ

ス
解

消
（
4
）
健

康
日

本
2
1
（
第

二
次

）
と

健
康

の
た

め
の

「
身

体
活

動
基

準
」

健
康

日
本

2
1
（
第

二
次

）
、

1
日

の
歩

数
の

目
標

、
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

身
体

活
動

基
準

2
0
1
3

3

1
）
健

康
と

は
W

H
O

に
よ

る
定

義

世
界

保
健

機
関

(W
H

O
)が

、
「
運

動
・
身

体
活

動
と

座
り

が
ち

な
行

動
に

関
す

る
W

H
O

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
(W

H
O

 G
u
id

e
lin

e
s 

O
n
 P

h
ys

ic
al

 
A

c
ti
vi

ty
 A

n
d
 S

e
d
e
n
ta

ry
 B

e
h
av

io
u
r)

を
発

表
し

ま
し

た
。

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.w
h
o
.in

t/
p
u
b
lic

at
io

n
s/

i/
it
e
m

/
9
7
8
9
2
4
0
0
1
5
1
2
8
 ）

新
た

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

は
、

一
般

的
な

成
人

に
対

し
て

1
週

間
で

1
5
0
分

～
3
0
0
分

の
中

強
度

の
有

酸
素

運
動

（
も

し
く
は

7
5
分

～
1
5
0
分

の
高

強
度

の
有

酸
素

運
動

）
を

行
う

こ
と

を
奨

め
て

お
り

、
青

少
年

に
対

し
て

は
、

平
均

し
て

1
日

に
6
0
分

以
上

の
運

動
実

施
を

推
奨

し
て

い
ま

す
。

W
H

O
の

調
査

に
よ

る
と

、
成

人
の

4
人

に
1
人

、
若

者
の

5
人

に
4
人

は
十

分
な

運
動

・
身

体
活

動
を

行
っ

て
い

ま
せ

ん
。

運
動

不
足

に
よ

り
、

世
界

で
5
.2

兆
円

(5
4
0
億

米
ド

ル
)の

直
接

医
療

費
が

失
わ

れ
、

1
.5

兆
円

(1
4
0
億

米
ド

ル
)

の
生

産
性

低
下

が
引

き
起

こ
さ

れ
て

い
ま

す
。

「
世

界
中

で
運

動
不

足
を

解
消

す
れ

ば
、

年
間

で
最

大
5
0
0
万

人
の

死
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

」
と

W
H

O
で

は
強

調
し

て
い

ま
す

。

4

現
代

人
の

運
動

不
足

に
関

し
て

運
動

・
身

体
活

動
と

座
り

が
ち

な
行

動
に

関
す

る
W

H
O

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

W
H

O
の

調
査

に
よ

る
と

、

成
人

の
4
人

に
1
人

若
者

の
5
人

に
4
人

十
分

な
運

動
・
身

体
活

動
を

行
っ

て
い

な
い

4
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（
2
）
我

が
国

の
健

康
の

現
状

と
課

題
生

活
習

慣
病

「
生

活
習

慣
病

」
と

は
、

偏
っ

た
食

生
活

・
運

動
不

足
・
過

度
の

飲
酒

・
喫

煙
・
ス

ト
レ

ス
な

ど
の

生
活

習
慣

が
原

因
と

な
っ

て
起

こ
る

病
気

の
こ

と
を

い
い

ま
す

。
こ

れ
に

は
、

肥
満

や
糖

尿
病

、
高

血
圧

症
、

脂
質

異
常

症
を

は
じ

め
、

動
脈

硬
化

か
ら

つ
な

が
る

虚
血

性
心

疾
患

、
脳

血
管

疾
患

、
そ

し
て

悪
性

新
生

物
（
が

ん
）
も

含
ま

れ
ま

す
。

ま
た

、
生

活
習

慣
と

関
連

の
あ

る
疾

患
と

し
て

、
肝

臓
病

、
腎

臓
病

、
肺

疾
患

、
高

尿
酸

血
症

（
痛

風
）
、

ア
レ

ル
ギ

ー
が

あ
り

、
さ

ら
に

生
活

機
能

障
害

（
低

下
）
を

も
た

ら
す

認
知

症
、

骨
粗

し
ょ

う
症

、
歯

周
病

な
ど

も
、

生
活

習
慣

病
と

関
わ

り
が

あ
り

ま
す

。

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.ja
p
a.

o
rg

/
lif

e
st

yl
e
_d

is
e
as

e
s/

5

生
活

習
慣

病

5

（
2
）
我

が
国

の
健

康
の

現
状

と
課

題
平

均
寿

命

諸
外

国
の

平
均

寿
命

に
関

し
て

（
厚

生
労

働
省

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
to

u
ke

i/
sa

ik
in

/
h
w

/
lif

e
/
lif

e
1
0
/
0
3
.h

tm
l）

年
齢

区
分

別
人

口
の

割
合

の
推

移
に

関
し

て
（
総

務
省

統
計

局
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
ta

t.
go

.jp
/
d
at

a/
jin

su
i/

2
0
2
1
n
p
/
in

d
e
x.

h
tm

l）

先
進

諸
国

に
例

を
見

な
い

急
速

な
ス

ピ
ー

ド
で

高
齢

化
が

進
行

し
て

い
る

。
人

口
の

高
齢

化
に

伴
い

、
「
寝

た
き

り
」
「
認

知
症

」
な

ど
支

援
や

介
護

を
要

す
る

高
齢

者
が

急
増

す
る

と
見

ら
れ

て
い

る
。

6

平
均

寿
命

6

日
本

の
平

均
寿

命
（

2
0
2
1
年

分
）

男
性

：
8
1
.4

7
年

女
性

：
8
7
.5

7
年

→
年

々
上

昇
傾

向
に

あ
る

同
時

に
、

高
齢

化
も

急
速

に
進

ん
で

い
る

諸
外

国
の

平
均

寿
命

に
関

し
て

（
厚

生
労

働
省

）

年
齢

区
分

別
人

口
の

割
合

の
推

移
（
総

務
省

）
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（
2
）
我

が
国

の
健

康
の

現
状

と
課

題
フ

レ
イ

ル

フ
レ

イ
ル

は
、

厚
生

労
働

省
研

究
班

の
報

告
書

で
は

「
加

齢
と

と
も

に
心

身
の

活
力

（
運

動
機

能
や

認
知

機
能

等
）
が

低
下

し
、

複
数

の
慢

性
疾

患
の

併
存

な
ど

の
影

響
も

あ
り

、
生

活
機

能
が

障
害

さ
れ

、
心

身
の

脆
弱

性
が

出
現

し
た

状
態

で
あ

る
が

、
一

方
で

適
切

な
介

入
・
支

援
に

よ
り

、
生

活
機

能
の

維
持

向
上

が
可

能
な

状
態

像
」
と

さ
れ

て
お

り
、

健
康

な
状

態
と

日
常

生
活

で
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

な
介

護
状

態
の

中
間

を
意

味
す

る
。

多
く
の

方
は

、
フ

レ
イ

ル
を

経
て

要
介

護
状

態
へ

進
む

と
考

え
ら

れ
て

い
る

が
、

高
齢

者
に

お
い

て
は

特
に

フ
レ

イ
ル

が
発

症
し

や
す

い
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

。
老

年
医

学
の

専
門

家
は

、
次

に
挙

げ
る

5
つ

の
徴

候
の

う
ち

3
つ

以
上

そ
ろ

う
と

「
フ

レ
イ

ル
」
、

1つ
か

2
つ

に
該

当
す

る
場

合
は

「プ
レ

フ
レ

イ
ル

（
フ

レ
イ

ル
の

前
段

階
）
」
と

評
価

す
る

。
①

歩
行

速
度

の
低

下
歩

行
速

度
の

低
下

は
、

加
齢

に
伴

う
運

動
器

の
障

害
や

心
肺

機
能

が
低

下
す

る
状

態
、

脳
や

神
経

の
病

気
、

貧
血

や
消

耗
性

疾
患

な
ど

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
り

、
筋

力
の

低
下

や
活

動
能

力
の

低
下

を
伴

い
、

移
動

能
力

が
全

般
に

障
害

さ
れ

が
ち

で
あ

る
。

②
疲

れ
や

す
い

心
の

病
気

や
、

体
の

消
耗

を
き

た
す

病
気

、
あ

る
い

は
心

肺
機

能
の

低
下

を
招

く
状

態
な

ど
が

原
因

で
起

き
る

こ
と

が
あ

る
が

、
し

ば
し

ば
服

用
し

て
い

る
薬

が
原

因
と

な
る

こ
と

も
あ

る
。

③
活

動
性

の
低

下
意

欲
の

低
下

や
抑

う
つ

な
ど

が
原

因
に

な
っ

た
り

、
移

動
能

力
の

低
下

に
関

連
す

る
病

気
や

状
態

が
原

因
に

な
っ

た
り

す
る

。
④

筋
力

の
低

下
筋

力
の

低
下

は
、

加
齢

に
伴

っ
て

起
き

る
生

物
学

的
な

変
化

で
あ

る
。

加
齢

の
影

響
以

外
に

は
、

筋
肉

を
使

わ
な

い
こ

と
に

よ
る

衰
え

、
病

気
や

薬
の

影
響

に
よ

る
衰

え
、

栄
養

の
不

足
に

よ
る

衰
え

が
あ

る
。

⑤
体

重
減

少
意

図
し

な
い

体
重

減
少

は
、

消
耗

性
疾

患
や

悪
性

腫
瘍

な
ど

が
潜

在
し

て
い

る
こ

と
も

あ
る

た
め

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
半

年
で

5
%
よ

り
大

き
な

体
重

減
少

（
5
0
kg

の
人

な
ら

2
.5

kg
よ

り
大

き
な

体
重

減
少

）
が

あ
る

場
合

に
は

、
心

や
体

に
隠

れ
た

病
気

が
な

い
か

調
べ

る
必

要
が

あ
る

。

フ
レ

イ
ル

の
予

防
に

関
し

て
（
東

京
都

医
師

会
：
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.t
o
ky

o
.m

e
d.

o
r.
jp

/
c
it
iz

e
n
/
fr

ai
lt
y）

7

フ
レ

イ
ル

に
関

し
て

7

年
齢
を
重
ね
る
中
で
、
心
と
体
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
き
た
状
態
を
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
と
呼
ぶ

い
き
い
き
と
前
向
き
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
『
フ
レ
イ
ル
の
予
防
』
が
必
要

（
2
）
我

が
国

の
健

康
の

現
状

と
課

題
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
症

候
群

運
動

器
は

骨
・
関

節
・
筋

肉
・
神

経
な

ど
で

成
り

立
っ

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

ら
の

組
織

の
障

害
に

よ
っ

て
立

っ
た

り
歩

い
た

り
す

る
た

め
の

身
体

能
力

（
移

動
機

能
）
が

低
下

し
た

状
態

が
、

ロ
コ

モ
で

す
。

ロ
コ

モ
が

進
行

す
る

と
、

将
来

介
護

が
必

要
に

な
る

リ
ス

ク
が

高
く
な

り
ま

す
。

本
来

は
高

齢
者

に
発

症
が

見
ら

れ
ま

す
が

、
運

動
不

足
や

食
習

慣
の

乱
れ

に
よ

り
、

成
長

期
の

子
ど

も
や

若
者

の
間

に
も

こ
れ

ら
の

病
気

の
予

備
軍

が
増

加
し

て
い

ま
す

。

（
h
tt

p
s:

/
/
lo

c
o
m

o
-
jo

a.
jp

/
lo

c
o
m

o
/
）

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
o
u
ri
tu

.o
r.
jp

/
ka

n
ag

aw
a/

c
o
n
te

n
t/

fi
le

s/
ab

o
u
t/

ka
n
ko

/
ka

n
ko

u
b
u
tu

9
/
2
4
9
-
2
-
3
.p

d
f）

8

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

に
関

し
て

運
動

不
足

や
食

習
慣

の
乱

れ
に

よ
り

、

成
長

期
の

子
ど

も
や

若
者

の
間

に
も

こ
れ

ら
の

病
気

の
予

備
軍

が
増

加

「
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
」

運
動

器
の

障
害

の
た

め
に

移
動

機
能

の
低

下
を

き
た

し
た

状
態

を
い

う

（
出

典
：
h
tt

p
s:

/
/
lo

c
o
m

o
-
jo

a.
jp

/
lo

c
o
m

o
/
） 8
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コ
ロ

ナ
禍

の
生

活
習

慣
の

変
化

に
関

し
て

実
際

に
、

人
々

の
身

体
活

動
量

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
を

示
し

た
デ

ー
タ

も
発

表
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

筑
波

大
学

大
学

院
と

健
康

機
器

メ
ー

カ
ー

の
タ

ニ
タ

が
東

京
都

内
に

オ
フ

ィ
ス

が
あ

る
大

手
企

業
の

社
員

お
よ

そ
 

1
0
0
 人

（
平

均
年

齢
 4

8
 歳

）
を

対
象

に
行

っ
た

調
査

を
分

析
し

た
と

こ
ろ

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
が

現
わ

れ
る

前
は

、
1
 日

の
歩

数
は

平
均

約
１

万
 1

,5
0
0
 歩

だ
っ

た
も

の
が

、
テ

レ
ワ

ー
ク

に
切

り
替

え
た

社
員

は
、

そ
の

歩
数

が
 2

9
％

減
り

、
座

っ
て

い
る

時
間

も
長

く
な

っ
て

い
た

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

中
に

は
１

日
の

歩
数

が
 

7
0
％

減
少

し
、

１
日

2
,7

0
0
 歩

程
度

と
、

厚
生

労
働

省
が

推
奨

し
て

い
る

１
日

 8
,0

0
0
 歩

を
大

幅
に

下
回

る
ケ

ー
ス

も
あ

っ
た

と
し

て
い

ま
す

。
 （

出
典

：
筑

波
大

学
大

学
院

人
間

総
合

科
学

研
究

科
 久

野
研

究
室

）

身
体

活
動

量
の

減
少

が
多

く
の

疾
患

リ
ス

ク
の

増
加

に
つ

な
が

る
こ

と
は

、
よ

く
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
例

え
ば

、
肥

満
、

肥
満

症
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

や
フ

レ
イ

ル
、

あ
る

い
は

糖
尿

病
、

脂
質

異
常

症
、

高
血

圧
、

骨
粗

鬆
症

、
サ

ル
コ

ペ
 ニ

ア
な

ど
の

生
活

習
慣

病
は

、
い

ず
れ

も
身

体
活

動
量

が
少

な
い

こ
と

が
そ

れ
ら

の
発

症
お

よ
び

発
症

後
の

進
行

に
か

か
わ

り
ま

す
。

C
O

V
ID

-
1
9
 に

よ
る

重
症

化
の

リ
ス

ク
と

し
て

も
、

肥
満

や
一

部
の

生
活

習
慣

病
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.h
e
al

th
-
n
e
t.
o
r.
jp

/
e
tc

/
p
d
f/

te
le

w
o
rk

_u
n
d
o
u
_t

an
ak

a.
p
d
f）

そ
れ

に
伴

い
、

ス
ポ

ー
ツ

庁
で

は
コ

ロ
ナ

禍
の

健
康

二
次

被
害

予
防

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

発
表

し
て

い
ま

す
。

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
e
xt

.g
o
.jp

/
sp

o
rt

s/
b
_m

e
n
u
/
sp

o
rt

s/
m

c
at

e
to

p
0
5
/
js

a_
0
0
0
1
0
.h

tm
l#

0
0
1

9

コ
ロ

ナ
禍

の
生

活
習

慣
の

変
化

●
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
不
安

●
ス
ト
レ
ス
蓄
積

●
体
重
増
加

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
悪
化

●
体
力
の
低
下

●
腰
痛
・
肩
こ
り
・
疲
労

●
体
調
不
良

〈
子
供
〉

●
発
育
・
発
達
不
足

〈
高
齢
者
〉

●
転
倒
に
よ
る
寝
た
き
り

●
フ
レ
イ
ル
ロ
コ
モ

➡
自

己
免

疫
力

の
向

上
感
染
に
対
す
る
抵
抗
力

➡
ス

ト
レ

ス
解

消
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善

➡
体

重
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

➡
体

力
の

維
持

・
向

上
筋
力
の
維
持
・
向
上

➡
血

流
の

促
進

腰
痛
・
肩
こ
り
の
改
善

冷
え
性
・
便
秘
の
解
消
良
好
な
睡
眠

〈
子

供
〉

➡
発

育
期

の
健

全
な

成
長

〈
高

齢
者

〉

➡
筋

量
・

筋
力

の
維

持
転

倒
防

止
➡

認
知

症
予

防
➡

食
欲

増
進

運
動

の
効

果

●
感

染
症

予
防

三
つ
の
密
を
避
け
る

手
洗
い
の
徹
底
な
ど

●
熱

中
症

対
策

水
分
補
給
適
度
な
休
憩
屋
内
で
の
運
動

●
適

度
な

運
動

運
動
を
再
開
す
る
と
き
は
、
い
つ
も
よ
り
軽
め
か
ら

運
動
強
度
や
運
動
量
は
徐
々
に
増
や
す

コ
ロ

ナ
禍

の
運

動
の

注
意

点

新
し

い
生

活
様

式
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
の

在
り

方
コ

ロ
ナ

禍
の

健
康

二
次

被
害

感
染

症
対

策
に

よ
る

活
動

制
限

・
運

動
不

足
の

長
期

化
に

よ
る

影
響

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
習
慣
の
変
化
や
体
へ
の
影
響
に
関
し
て

１
）
１
日
当
た
り
の
歩
数
が
減
少

２
）
体
重
が
増
加

３
）
休
校
中
に
運
動
不
足
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
自
宅
学
習
の
集
中
力
が
続
か
な
い
こ
と
等
の
訴
え

４
）
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
肩
こ
り
・
腰
痛
」
「
目
の
疲
れ
」
等
の
不
調
の
訴
え
が
増
加

５
）
座
位
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
血
流
の
悪
化
や
血
栓
が
で
き
る
リ
ス
ク
が
上
昇

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
高
齢
者
向
け
健
康
二
次
被
害
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
） 9

（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

病
気

の
リ

ス
ク

低
減

日
本

で
は

運
動

不
足

に
よ

る
死

亡
者

数
は

、
喫

煙
、

高
血

圧
に

次
ぐ

第
3
位

で
そ

の
数

は
年

間
約

5
万

人
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

発
表

さ
れ

て
い

ま
す

（
グ

ラ
フ

1
）
。

そ
の

た
め

運
動

は
、

多
く
の

病
気

の
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

、
心

臓
病

、
糖

尿
病

、
高

血
圧

、
肥

満
、

お
よ

び
一

部
の

癌
の

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

運
動

は
ス

ト
レ

ス
や

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
も

で
き

、
精

神
的

な
健

康
に

も
良

い
影

響
を

与
え

ま
す

。
健

康
を

維
持

す
る

た
め

に
は

、
毎

日
適

度
な

運
動

を
す

る
こ

と
が

推
奨

さ
れ

て
い

ま
す

。

外
因

に
よ

る
死

亡
数

（
健

康
長

寿
ネ

ッ
ト

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.t
yo

jy
u
.o

r.
jp

/
n
e
t/

ke
n
ko

u
-
ty

o
ju

/
ke

n
ko

u
-
u
n
d
o
u
/
u
n
d
o
u
-
si

b
o
u
.h

tm
l）

、
身

体
活

動
量

と
生

活
習

慣
病

等
及

び
生

活
機

能
低

下
の

リ
ス

ク
と

の
量

反
応

関
係

を
メ

タ
解

析
し

た
結

果
に

よ
る

と
、

身
体

活
動

量
が

１
メ

ッ
ツ

・
時

／
週

増
加

す
る

ご
と

に
、

リ
ス

ク
が

0
.8

%
減

少
す

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
3
9
。

こ
れ

は
、

１
日

の
身

体
活

動
量

の
2
～

3
 分

の
増

加
に

よ
っ

て
0
.8

%
、

5
 分

で
1
.6

%
、

1
0
 分

で
3
.2

%
の

リ
ス

ク
低

減
が

期
待

で
き

る
と

解
釈

で
き

る

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

の
運

動
と

日
常

の
生

活
活

動
を

合
わ

せ
て

身
体

活
動

と
言

い
ま

す
。

日
本

人
の

場
合

、
日

常
の

身
体

活
動

量
が

最
も

少
な

い
人

た
ち

と
比

べ
、

身
体

活
動

量
が

最
も

多
い

人
た

ち
が

が
ん

に
か

か
る

リ
ス

ク
は

、
男

性
で

0
.8

7
倍

、
女

性
で

0
.8

4
倍

と
1
0
％

以
上

下
が

る
と

い
う

研
究

が
あ

り
ま

す
（
N

H
K
 一

般
サ

イ
ト

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.n
h
k.

o
r.
jp

/
ke

n
ko

/
at

c
_7

2
.h

tm
l）

1
0

運
動

の
健

康
に

対
す

る
意

義
病

気
の

リ
ス

ク
低

減

1
0

外
因

に
よ

る
死

亡
数

の
グ

ラ
フ

（
厚

生
労

働
省

）

日
本

で
の

運
動

不
足

に
よ

る
死

亡
者

数
は

喫
煙

、
高

血
圧

に
次

ぐ
第

3
位

と
な

っ
て

い
る

身
体

活
動

量
と

癌
リ

ス
ク

の
関

係
（
N

H
K
）

適
度

な
運

動
が

生
活

習
慣

病
や

癌
の

リ
ス

ク
を

低
減

す
る
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（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

認
知

症
予

防

1
日

に
歩

く
距

離
別

に
7
年

間
の

認
知

症
発

症
率

を
比

較
し

た
研

究
の

結
果

、
「
4
0
0
m

歩
く
人

（
0
.2

5
マ

イ
ル

）
」
と

「
3
.2

km
以

上
歩

く
人

（
2
マ

イ
ル

）
」
を

比
較

し
た

場
合

、
1
日

の
歩

行
距

離
が

4
0
0
m

の
人

で
は

認
知

症
の

発
症

リ
ス

ク
が

約
2
倍

高
く
な

る
こ

と
が

分
か

っ
て

い
る

。
ま

た
、

日
本

人
を

対
象

と
し

た
研

究
と

し
て

、
運

動
習

慣
が

な
い

人
（
運

動
習

慣
が

週
1
回

未
満

）
の

認
知

症
発

症
率

を
1
と

し
て

、
「
週

に
1
回

以
上

」
の

運
動

習
慣

が
あ

る
人

を
比

較
し

た
場

合
、

後
者

で
は

4
0
%
ほ

ど
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

の
リ

ス
ク

が
低

く
な

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
（
ユ

ニ
チ

ャ
ー

ム
H

P
：
h
tt

p
s:

/
/
jp

.li
fr

e
e
.c

o
m

/
ja

/
d
e
m

e
n
ti
a-

p
re

ve
n
ti
o
n
/
ac

ti
vi

ty
-
0
1
.h

tm
l）

認
知

症
は

、
毒

素
で

あ
る

「
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
」
や

、
「
タ

ウ
た

ん
ぱ

く
」
と

い
う

物
質

が
脳

の
な

か
に

た
ま

る
こ

と
で

起
こ

る
。

ど
ち

ら
も

誰
の

脳
に

も
発

生
す

る
が

、
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
に

つ
い

て
は

通
常

、
そ

の
多

く
が

脳
の

な
か

に
は

と
ど

ま
ら

ず
に

排
出

さ
れ

る
。

タ
ウ

た
ん

ぱ
く
も

過
剰

に
発

生
す

る
こ

と
は

な
い

。
運

動
習

慣
が

な
い

人
の

脳
を

み
る

と
、

運
動

し
て

い
る

人
に

比
べ

て
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
が

排
出

さ
れ

ず
に

残
り

、
タ

ウ
た

ん
ぱ

く
が

過
剰

に
発

生
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

。
つ

ま
り

、
運

動
は

認
知

症
の

原
因

と
な

る
物

質
を

脳
か

ら
取

り
除

く
、

も
し

く
は

発
生

を
抑

制
す

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
る

。
な

ぜ
こ

ん
な

こ
と

が
起

こ
る

か
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
解

明
さ

れ
て

い
な

い
が

、
脳

の
血

液
の

め
ぐ

り
が

良
く

な
る

た
め

、
老

廃
物

を
外

に
出

せ
る

。
そ

れ
に

よ
り

、
原

因
物

質
も

排
出

さ
れ

や
す

い
環

境
に

な
っ

て
い

る
な

ど
の

説
が

唱
え

ら
れ

て
い

る
。

あ
る

研
究

で
は

、
歩

行
が

脳
の

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
神

経
を

活
性

化
し

て
海

馬
や

大
脳

皮
質

の
血

流
を

増
や

す
の

で
は

な
い

か
と

考
え

、
そ

れ
を

証
明

す
る

実
験

を
行

わ
れ

た
。

結
果

は
、

歩
く
こ

と
は

年
齢

関
係

な
く
脳

の
血

流
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
歩

く
と

い
う

運
動

が
で

き
な

い
場

合
で

も
、

皮
膚

や
筋

、
関

節
に

刺
激

を
あ

た
え

る
こ

と
で

、
同

様
の

効
果

が
得

ら
れ

る
こ

と
も

わ
か

っ
て

い
る

。
（
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.t
m

gh
ig

.jp
/
re

se
ar

c
h
/
to

p
ic

s/
2
0
1
4
1
2
-
3
4
0
4
/
）

1
1

運
動

に
よ

る
認

知
症

予
防

1
1

運
動

習
慣

が
な

い
人

に
比

べ
て

「
週

に
1回

以
上

」
の

運
動

習
慣

が
あ

る
人

は
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

リ
ス

ク
が

40
%

低
く
な

る

（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

フ
レ

イ
ル

、
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
症

候
群

の
予

防
、

改
善

、

ロ
コ

モ
の

予
防

や
改

善
を

図
る

た
め

に
は

、
習

慣
的

な
運

動
、

活
動

的
な

生
活

、
適

切
な

栄
養

摂
取

、
運

動
器

疾
患

を
管

理
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

運
動

に
つ

い
て

は
筋

力
、

バ
ラ

ン
ス

能
力

、
柔

軟
性

、
持

久
力

の
維

持
改

善
が

重
要

で
、

特
に

筋
力

と
バ

ラ
ン

ス
能

力
を

高
め

る
事

を
目

的
と

し
た

ロ
コ

モ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

日
本

整
形

外
科

学
会

が
発

表
し

て
い

る
。

（
国

民
健

康
保

険
団

体
連

合
：
h
tt

p
s:

/
/
ko

ku
h
o
re

n
-
ka

go
sh

im
a.

o
r.
jp

/
h
o
t/

1
1
2
8
9
）

栄
養

の
ポ

イ
ン

ト
は

“
毎

日
の

食
事

”
で

あ
る

。
毎

日
３

度
の

食
事

の
際

に
は

、
栄

養
素

等
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く
摂

る
こ

と
が

重
要

で
、

①
 毎

食
、

主
食

、
主

菜
、

副
菜

を
揃

え
、

彩
り

の
よ

い
献

立
に

し
、

牛
乳

・
乳

製
品

、
果

物
を

毎
日

適
量

食
べ

る
こ

と
、

②
骨

や
筋

肉
の

“
素

”
と

な
る

た
ん

ぱ
く
質

、
不

足
し

が
ち

な
カ

ル
シ

ウ
ム

(C
a)

や
、

ビ
タ

ミ
ン

D
(V

D
)、

ビ
タ

ミ
ン

K
(V

K
)な

ど
の

摂
取

を
心

が
け

る
必

要
が

あ
る

。
（
日

本
整

形
外

科
学

会
：
h
tt

p
s:

/
/
lo

c
o
m

o
-
jo

a.
jp

/
c
h
e
c
k/

fo
o
d
/
）

1
2

フ
レ

イ
ル

・
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
の

予
防

と
改

善

1
2

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

の
予

防
に

は
、

適
切

な
食

事
と

運
動

習
慣

が
大

切
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（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

体
力

向
上

運
動

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
心

身
と

も
に

健
康

で
豊

か
な

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

、
生

活
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
。

運
動

の
具

体
的

な
効

果
は

以
下

が
挙

げ
ら

れ
る

。
•体

力
や

持
久

力
が

つ
き

、
身

体
活

動
を

行
い

や
す

く
な

る
こ

と
。

•生
活

習
慣

病
の

予
防

。
•ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

や
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
っ

て
、

身
体

の
柔

軟
性

が
高

ま
り

筋
力

・
筋

肉
量

が
増

え
、

膝
痛

や
腰

痛
な

ど
の

運
動

器
疾

患
に

よ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
改

善
す

る
可

能
性

が
高

ま
る

こ
と

。
•ラ

ン
ニ

ン
グ

な
ど

の
有

酸
素

運
動

に
よ

っ
て

心
肺

機
能

が
高

ま
り

、
風

邪
に

か
か

り
に

く
く
な

る
こ

と
。

•健
康

的
な

体
格

を
維

持
で

き
、

自
己

効
力

感
が

高
ま

る
こ

と
。

•爽
快

感
や

達
成

感
が

得
ら

れ
、

ス
ト

レ
ス

の
発

散
や

精
神

的
な

充
実

が
得

ら
れ

、
精

神
的

な
安

定
が

も
た

ら
さ

れ
や

す
い

こ
と

。
•生

き
が

い
や

趣
味

が
み

つ
か

り
、

社
会

的
な

意
義

や
役

割
を

持
つ

こ
と

に
つ

な
が

る
こ

と
。

1
3

体
力

向
上

1
3

体
力

向
上

で
、

心
身

と
も

に
豊

か
な

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

、
生

活
の

質
向

上
に

つ
な

が
る

。
３

つ
の

基
本

運
動

を
習

慣
的

に
続

け
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

ス
ト

レ
ス

解
消

自
律

神
経

と
は

、
身

体
の

働
き

を
調

整
す

る
神

経
の

こ
と

で
、

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

の
二

つ
か

ら
成

り
立

っ
て

い
る

。
主

に
交

感
神

経
は

身
体

の
働

き
を

促
し

、
副

交
感

神
経

は
逆

に
休

ま
せ

る
と

い
っ

た
役

割
を

持
ち

、
状

況
に

応
じ

て
そ

れ
ぞ

れ
が

働
く
こ

と
で

、
自

律
神

経
は

私
た

ち
の

身
体

を
常

に
ベ

ス
ト

な
状

態
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
自

律
神

経
の

バ
ラ

ン
ス

が
整

わ
な

く
な

る
と

、
こ

れ
ら

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

う
ま

く
い

か
な

く
な

り
、

身
体

に
様

々
な

不
調

を
感

じ
て

く
る

。

適
度

な
運

動
は

身
体

の
血

流
を

良
く
す

る
だ

け
で

な
く
、

気
分

転
換

に
も

な
り

、
ス

ト
レ

ス
発

散
に

も
つ

な
が

る
。

毎
日

の
散

歩
や

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

な
ど

の
定

期
的

な
運

動
は

、
生

活
の

リ
ズ

ム
が

で
き

る
た

め
、

自
律

神
経

を
整

え
る

こ
と

に
と

て
も

効
果

的
で

あ
り

、
ス

ト
レ

ッ
チ

や
ヨ

ガ
は

自
律

神
経

を
整

え
、

場
所

も
取

ら
ず

自
宅

で
も

で
き

る
な

ど
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
実

践
し

や
す

い
も

の
で

あ
る

。
（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.a
sa

h
i.c

o
m

/
re

lif
e
/
ar

ti
c
le

/
1
3
4
6
2
4
0
7
）

1
4

（
運

動
と

自
律

神
経

の
関

係
）

自
律

神
経

の
バ

ラ
ン

ス
が

乱
れ

る
と

、
体

に
様

々
な

不
調

が
。

。
。

適
度

な
運

動
で

バ
ラ

ン
ス

を
保

て
る
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（
3
）
運

動
の

健
康

に
対

す
る

意
義

ス
ト

レ
ス

解
消

運
動

に
は

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
気

分
を

発
散

さ
せ

た
り

、
こ

こ
ろ

と
体

を
リ

ラ
ッ

ク
ス

さ
せ

、
睡

眠
リ

ズ
ム

を
整

え
る

作
用

が
あ

る
。

と
く
に

効
果

的
な

の
は

、
体

の
中

に
空

気
を

た
く
さ

ん
取

り
入

れ
な

が
ら

行
う

有
酸

素
運

動
。

軽
い

ラ
ン

ニ
ン

グ
や

サ
イ

ク
リ

ン
グ

、
ダ

ン
ス

な
ど

も
有

酸
素

運
動

に
あ

た
る

。
そ

の
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

場
合

は
、

近
所

を
散

歩
し

た
り

、
緑

の
多

い
公

園
な

ど
で

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
過

ご
す

だ
け

で
も

効
果

が
あ

る
。

ま
た

、
運

動
す

る
と

自
律

神
経

の
交

感
神

経
が

活
性

化
さ

れ
て

優
位

に
な

り
、

意
欲

的
で

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

思
考

に
な

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

以
下

の
2
つ

の
こ

と
が

関
連

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
(1

)脳
内

で
分

泌
さ

れ
る

エ
ン

ド
ル

フ
ィ

ン
は

、
人

が
ス

ト
レ

ス
に

積
極

的
な

意
志

で
立

ち
向

か
お

う
と

す
る

と
き

に
分

泌
さ

れ
る

物
質

で
気

分
の

高
揚

・
幸

福
感

な
ど

が
得

ら
れ

る
。

(2
)脳

の
情

報
伝

達
の

バ
ラ

ン
ス

を
整

え
る

セ
ロ

ト
ニ

ン
が

増
え

る
と

心
が

落
ち

着
い

て
さ

わ
や

か
な

気
分

に
な

り
、

集
中

力
も

高
ま

る
。

不
安

感
や

抑
う

つ
感

な
ど

も
改

善
さ

れ
る

。
（
サ

ワ
イ

健
康

推
進

課
：
h
tt

p
s:

/
/
ke

n
ko

.s
aw

ai
.c

o
.jp

/
b
o
d
y-

c
ar

e
/
2
0
1
8
0
3
.h

tm
l）

1
5

ス
ト

レ
ス

解
消

1
5

適
度

な
運

動
は

う
つ

病
も

予
防

。

運
動

す
る

と
自

律
神

経
の

交
感

神
経

が
活

性
化

。

意
欲

的
で

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

思
考

に
。

（
4
）
健

康
日

本
2
1
（
第

二
次

）
と

健
康

の
た

め
の

「
身

体
活

動
基

準
」

健
康

日
本

2
1
（
第

二
次

）

「
健

康
日

本
2
1
」
は

、
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
国

民
の

健
康

の
増

進
の

総
合

的
な

推
進

を
図

る
た

め
の

基
本

的
な

方
針

と
し

て
、

平
成

1
2
年

（
2
0
0
0
年

）
に

ス
タ

ー
ト

し
た

運
動

で
、

正
式

名
称

は
「
2
1
世

紀
に

お
け

る
国

民
健

康
づ

く
り

運
動

」
で

あ
る

。

（
日

本
生

活
習

慣
病

予
防

協
会

：
h
tt

p
s:

/
/
se

ik
at

su
sy

u
ka

n
b
yo

.c
o
m

/
c
al

e
n
d
ar

/
2
0
2
1
/
0
1
0
5
0
6
.p

h
p
）

1
6

健
康

日
本

2
1
（
第

二
次

）
と

は

1
6

健
康

日
本

21
と

は
、

厚
生

労
働

省
の

方
針

と
し

て
20

00
年

に
ス

タ
ー

ト
し

た
、

21
世

紀
に

お
け

る
国

民
健

康
づ

く
り

運
動

の
こ

と
で

あ
る

。
20

13
年

か
ら

は
、

健
康

日
本

21
（
第

二
次

）
と

し
て

新
た

な
数

値
目

標
の

も
と

活
動

が
続

い
て

い
る

。

今
後

の
健

康
づ

く
り

運
動

の
検

討
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
厚

生
労

働
省

サ
イ

ト
）
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（
4
）
健

康
日

本
2
1
（
第

二
次

）
と

健
康

の
た

め
の

「
身

体
活

動
基

準
」

1
日

の
歩

数
の

目
標

メ
ッ

ツ
は

、
運

動
で

消
費

す
る

カ
ロ

リ
ー

が
、

安
静

に
し

て
い

る
と

き
の

何
倍

に
当

た
る

か
を

表
す

単
位

と
し

て
、

国
際

的
に

使
わ

れ
て

い
る

単
位

で
あ

る
。

座
っ

て
安

静
に

し
て

い
る

状
態

が
1
メ

ッ
ツ

、
普

通
の

速
さ

の
歩

行
が

3
メ

ッ
ツ

に
当

た
る

。
こ

の
メ

ッ
ツ

（
運

動
強

度
）
に

、
実

施
時

間
を

掛
け

る
と

、
「
メ

ッ
ツ

・
時

」
と

い
う

単
位

に
な

り
、

身
体

活
動

の
量

を
計

算
で

き
る

。
例

え
ば

、
3
.0

メ
ッ

ツ
の

身
体

活
動

を
1
時

間
行

っ
た

場
合

は
、

3
.0

メ
ッ

ツ
×

1
時

間
＝

3
.0

メ
ッ

ツ
・
時

と
な

り
、

3
0
分

行
っ

た
場

合
は

、
3
.0

メ
ッ

ツ
×

0
.5

時
間

＝
1
.5

メ
ッ

ツ
・
時

と
な

る
。

1
8
-
6
4
歳

の
身

体
活

動
（
生

活
活

動
・
運

動
）
の

基
準

強
度

が
3
メ

ッ
ツ

以
上

の
身

体
活

動
を

2
3
メ

ッ
ツ

・
時

/
週

行
う

。
具

体
的

に
は

歩
行

又
は

そ
れ

と
同

等
以

上
の

強
度

の
身

体
活

動
を

毎
日

6
0
分

以
上

行
う

。

プ
ラ

ス
・
テ

ン
身

体
活

動
が

不
足

し
て

い
る

た
め

に
、

日
本

で
年

間
5
2
,5

0
0
人

も
の

人
々

が
亡

く
な

っ
て

い
る

。
今

よ
り

1
0
分

多
く

か
ら

だ
を

動
か

す
事

で
で

、
死

亡
、

生
活

習
慣

病
、

が
ん

の
リ

ス
ク

を
3
〜

4
％

減
ら

せ
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
。

（
藤

井
寺

市
：

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.c
it
y.

fu
jii

d
e
ra

.lg
.jp

/
so

sh
ik

i/
ke

n
ko

u
_f

u
ku

sh
i/

ko
re

ik
ai

go
/
gy

o
m

u
an

n
ai

/
ka

ig
o
yo

b
o
u
/
1
4
8
6
1

9
9
0
3
9
3
0
0
.h

tm
l）

（
ソ

ラ
イ

ア
シ

ス
ラ

イ
フ

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
yo

w
ak

ir
in

.c
o
.jp

/
ka

yu
m

i/
ka

n
se

n
/
so

ra
/
e
xe

rc
is

e
/
2
1
aw

/
c
o
lu

m
n
0
1
.h

tm
l）

1
7

一
日

の
運

動
量

の
目

安
（
M

E
T
s）

1
7

「
M

ET
s（

m
et

ab
ol

ic 
e
q
u
iv

al
e
n
ts

：
メ

ッ
ツ

）
」
と

は

体
を

動
か

し
た

と
き

に
感

じ
る

き
つ

さ
（
身

体
活

動
の

強
さ

）
を

表
す

指
数

。
座

っ
て

楽
に

し
て

い
る

安
静

時
の

状
態

を
1と

し
た

と
き

と
比

較
し

て
何

倍
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

消
費

す
る

か
を

示
し

て
る

。

<
1
8
～

6
4
歳

の
日

常
生

活
で

体
を

動
か

す
量

の
基

準
>

3
メ

ッ
ツ

以
上

の
身

体
活

動
を

、
1
週

間
の

合
計

で
2
3
（
メ

ッ
ツ

・
時

）
具

体
的

に
は

、
歩

行
（
3
メ

ッ
ツ

）
又

は
そ

れ
と

同
等

以
上

の
身

体
活

動
を

毎
日

6
0
分

以
上

が
目

安
。

身
体

活
動

の
例

+
1
0
（
プ

ラ
ス

テ
ン

）

２
．

身
体

の
仕

組
み

と
働

き

1
8

（
1
）
神

経
系

・
骨

格
筋

・
骨

格
・
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

身
体

運
動

の
発

現
の

仕
組

み
、

随
意

、
不

随
意

、
感

覚
（
2
）
神

経
系

の
仕

組
み

と
働

き
神

経
系

の
構

成
単

位
、

中
枢

神
経

系
の

仕
組

み
と

働
き

、
身

体
運

動
と

神
経

経
路

、
反

射
に

よ
る

動
作

の
調

節
、

筋
へ

の
刺

激
の

伝
達

、
（
3
）
骨

格
筋

の
仕

組
み

と
働

き
骨

格
筋

の
構

造
、

筋
繊

維
タ

イ
プ

、
骨

格
筋

の
形

状
と

名
称

、
骨

格
筋

の
活

動
様

式
、

筋
力

を
規

定
す

る
因

子
（
4
）
骨

格
の

仕
組

み
と

働
き

骨
の

構
造

と
強

度
、

骨
・
骨

格
の

分
類

、
骨

・
骨

格
の

働
き

、
（
5
）
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

関
節

の
仕

組
み

、
関

節
の

可
動

範
囲

と
柔

軟
性

、
関

節
の

て
こ

作
用

1
8
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（
1
）
神

経
系

・
骨

格
筋

・
骨

格
・
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

身
体

運
動

の
発

現
の

仕
組

み

体
を

動
か

す
際

に
必

要
な

組
織

と
し

て
、

①
脳

（
命

令
を

出
す

組
織

）
②

神
経

（
命

令
を

伝
え

る
組

織
）

③
筋

肉
（
命

令
を

受
け

る
と

縮
む

組
織

）
④

骨
（
関

節
を

含
む

）
が

あ
り

、
こ

の
4
つ

の
組

織
の

中
で

実
際

に
動

く
こ

と
が

出
来

る
の

は
筋

肉
だ

け
と

な
る

。

脳
か

ら
命

令
が

送
ら

れ
、

命
令

が
神

経
が

通
じ

て
筋

肉
に

伝
わ

り
、

そ
れ

に
反

応
し

た
筋

肉
が

収
縮

す
る

。
一

部
の

例
外

を
除

い
た

す
べ

て
の

骨
格

筋
は

、
別

々
の

骨
と

骨
に

「
関

節
」
を

介
し

て
つ

な
が

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

骨
と

骨
を

つ
な

い
で

い
る

骨
格

筋
が

収
縮

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
骨

（
関

節
）
が

動
か

さ
れ

る
。

（
構

造
解

剖
学

カ
ラ

ダ
の

動
く
仕

組
み

：
h
tt

p
s:

/
/
r-

b
o
d
y.

c
o
m

/
b
lo

g/
2
0
2
0
0
5
2
3
/
9
3
2
/
）

1
9

身
体

運
動

発
現

の
仕

組
み

1
9

①
脳

（
大

脳
皮

質
）
か

ら
神

経
を

通
じ

て
筋

肉
に

指
令

が
送

ら
れ

る
②

筋
肉

が
収

縮
す

る
③

骨
と

骨
を

繋
い

で
い

る
筋

肉
が

収
縮

す
る

こ
と

で
、

関
節

が
動

く

脳

関
節

（
2
）
神

経
系

の
仕

組
み

と
働

き
神

経
系

の
構

成
単

位

神
経

系
は

、
中

枢
神

経
系

（
脳

と
 脊

髄
）
と

 末
梢

神
経

系
（
脳

と
脊

髄
以

外
の

神
経

）
と

い
う

2
つ

の
部

分
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

神
経

系
の

基
本

的
な

構
成

単
位

は
神

経
細

胞
（
ニ

ュ
ー

ロ
ン

）
で

、
神

経
細

胞
は

、
大

き
な

細
胞

体
と

以
下

の
2
種

類
の

神
経

線
維

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
①

軸
索

：
長

く
伸

び
た

1
本

の
突

起
で

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
電

気
信

号
と

し
て

伝
送

す
る

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
②

樹
状

突
起

：
通

常
は

多
数

あ
る

枝
で

、
ほ

か
の

神
経

細
胞

か
ら

信
号

を
受

け
取

る
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

樹
状

突
起

は
神

経
伝

達
物

質
受

容
体

を
介

し
て

受
け

取
っ

た
情

報
を

電
気

信
号

に
変

え
て

細
胞

体
に

伝
え

、
軸

索
は

他
の

細
胞

へ
神

経
伝

達
物

質
を

放
出

し
情

報
を

伝
え

る
。

こ
の

よ
う

に
１

つ
の

方
向

性
を

持
っ

た
情

報
の

流
れ

が
神

経
細

胞
と

し
て

の
機

能
を

成
立

さ
せ

て
い

る
。

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
e
d
.n
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o
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-
u
.a

c
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/
Y
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u
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/
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c
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ld

e
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u
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n
e
u
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-
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p
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2
0

神
経

系
の

仕
組

み
と

働
き

・
神

経
系

の
構

成
単

位

2
0

【
神

経
細

胞
の

情
報

伝
達

の
仕

組
み

】
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（
2
）
神

経
系

の
仕

組
み

と
働

き
中

枢
神

経
系

の
仕

組
み

と
働

き

中
枢

神
経

系
は

、
形

態
学

的
に

は
上

位
脳

（
大

脳
皮

質
）
、

下
位

脳
（
間

脳
、

延
髄

、
橋

、
中

脳
、

小
脳

、
基

底
核

）
と

脊
髄

の
３

つ
に

大
き

く
分

け
ら

れ
る

。
機

能
を

考
え

る
場

合
に

は
、

脳
は

大
脳

、
脳

幹
（
間

脳
、

延
髄

、
橋

、
中

脳
）
、

小
脳

な
ど

に
区

分
さ

れ
て

い
る

。
末

梢
神

経
系

は
、

体
性

神
経

系
と

自
律

神
経

系
に

分
け

ら
れ

る
。

体
性

神
経

系
は

、
形

態
学

的
に

は
脳

神
経

と
脊

髄
神

経
に

分
け

ら
れ

て
い

る
が

、
機

能
的

に
は

運
動

神
経

（
遠

心
性

神
経

）
と

知
覚

神
経

（
求

心
性

神
経

）
に

分
け

ら
れ

て
い

る
。

自
律

神
経

系
は

形
態

学
的

に
も

機
能

的
に

も
交

感
神

経
と

副
交

感
神

経
に

分
け

ら
れ

て
い

る
。

神
経

は
、

①
皮

膚
や

身
体

の
さ

ま
ざ

ま
な

部
位

か
ら

情
報

を
脳

に
送

る
役

割
②

送
ら

れ
て

き
た

情
報

を
分

析
、

整
理

、
判

断
し

、
そ

の
情

報
に

応
じ

て
適

切
な

決
定

を
下

す
司

令
塔

の
役

割
③

そ
の

決
定

を
末

梢
に

伝
え

る
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

②
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

の
が

中
枢

神
経

系
で

、
①

と
③

の
役

割
を

担
っ

て
い

る
の

が
末

梢
神

経
系

で
あ

る
。

中
枢

神
経

系
は

、
身

体
の

さ
ま

ざ
ま

な
部

位
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
情

報
を

受
け

取
り

、
分

析
、

整
理

、
判

断
し

、
そ

の
情

報
に

対
し

て
適

切
な

指
令

を
下

す
司

令
塔

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
脊

髄
レ

ベ
ル

で
は

反
射

な
ど

自
動

的
な

情
報

処
理

が
行

わ
れ

る
。

下
位

脳
（
脳

幹
、

小
脳

）
で

は
呼

吸
や

心
拍

動
な

ど
生

命
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

で
き

な
い

活
動

を
無

意
識

的
、

本
能

的
に

行
っ

て
い

る
。

上
位

脳
（
大

脳
皮

質
）
は

、
運

動
調

節
や

感
覚

の
認

知
、

あ
る

い
は

精
神

活
動

や
記

憶
な

ど
高

度
な

情
報

処
理

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

、
脳

の
高

次
神

経
機

能
と

も
よ

ば
れ

て
い

る
。

末
梢

神
経

系
は

、
体

性
神

経
と

自
律

神
経

に
分

け
ら

れ
る

。
体

性
神

経
は

、
痛

み
を

伝
え

る
神

経
（
知

覚
神

経
）
や

手
足

を
動

か
す

な
ど

運
動

に
か

か
わ

る
神

経
（
運

動
神

経
）
か

ら
な

り
、

動
物

神
経

と
も

い
わ

れ
る

。
自

律
神

経
は

呼
吸

、
循

環
、

消
化

な
ど

の
植

物
性

機
能

に
か

か
わ

る
神

経
で

、
意

思
と

は
無

関
係

に
働

く
の

で
植

物
神

経
と

も
い

わ
れ

る
。

（
看

護
ro

o
! 
：
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.k
an

go
-
ro

o
.c

o
m

/
le

ar
n
in

g/
2
1
0
3
/
）

2
1

神
経

系
の

仕
組

み
と

働
き

・
中

枢
神

経

2
1

（
堺

章
：
新

訂
目

で
み

る
か

ら
だ

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

．
p.

13
6、

医
学

書
院

、
20

00
よ

り
改

変
）

中
枢

神
経

は
、

主
に

情
報

を
処

理
し

、
そ

の
情

報
に

対
し

て
適

切
な

指
令

を
出

し
て

い
る

。

（
2
）
神

経
系

の
仕

組
み

と
働

き
身

体
運

動
の

発
現

の
仕

組
み

、
随

意
、

不
随

意
、

感
覚

随
意

運
動

と
は

、
自

ら
の

意
思

に
よ

っ
て

動
か

す
運

動
で

あ
る

。
そ

れ
に

よ
り

、
自

ら
の

意
図

す
る

行
動

の
目

的
を

達
成

す
る

だ
け

で
な

く
、

言
語

の
生

成
や

、
表

情
を

表
わ

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

社
会

生
活

に
欠

か
せ

な
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

。
一

方
、

脳
病

変
に

よ
り

、
自

ら
が

意
図

し
な

い
異

常
な

規
則

的
あ

る
い

は
不

規
則

的
運

動
が

発
生

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
そ

れ
を

不
随

意
運

動
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
随

意
運

動
の

発
現

に
は

、
運

動
の

動
機

や
目

的
の

形
成

、
運

動
計

画
・
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
、

運
動

指
令

の
伝

達
と

実
行

の
４

つ
の

段
階

が
想

定
さ

れ
る

。
運

動
の

動
機

の
形

成
は

、
身

体
内

部
か

ら
の

情
報

（
お

腹
が

空
い

た
、

ト
イ

レ
に

行
き

た
い

な
ど

）
や

外
部

環
境

か
ら

の
情

報
を

快
・
不

快
の

感
覚

や
過

去
の

経
験

な
ど

か
ら

判
断

し
て

、
行

動
を

起
こ

そ
う

と
す

る
ま

で
の

段
階

で
あ

る
。

こ
の

段
階

に
は

、
身

体
内

部
や

外
部

か
ら

の
情

報
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

感
覚

・
知

覚
系

、
情

動
を

司
る

辺
縁

系
、

身
体

内
部

や
外

部
か

ら
の

情
報

、
記

憶
な

ど
を

統
合

し
て

行
う

べ
き

行
動

を
決

定
す

る
大

脳
皮

質
連

合
野

が
関

連
し

て
い

る
。

運
動

の
計

画
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
は

、
行

動
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

順
序

で
運

動
を

行
う

か
、

そ
の

運
動

を
達

成
す

る
た

め
に

ど
の

筋
を

、
ど

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、

ど
の

程
度

の
強

さ
で

収
縮

さ
せ

れ
ば

よ
い

か
を

決
定

す
る

段
階

で
あ

る
。

こ
の

段
階

に
は

、
運

動
関

連
領

野
（
補

足
運

動
野

、
運

動
前

野
、

一
次

運
動

野
な

ど
）
、

大
脳

基
底

核
、

外
側

小
脳

な
ど

が
関

連
し

て
い

る
。

（
京

都
府
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学

療
法

士
会
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不
随

意
運

動
の

一
種

で
あ

る
反

射
弓

と
は

、
脳

を
介

さ
な

い
反

射
の

神
経

経
路

を
い

う
。

具
体

的
に

は
、

受
容

器
に

適
切

な
刺

激
を

与
え

る
と

、
受

容
器

か
ら

感
覚

神
経

（
求

心
路

）
を

通
じ

て
後

根
か

ら
反

射
中

枢
で

あ
る

脊
髄

を
通

り
、

前
根

か
ら

運
動

神
経

（
遠

心
路

）
を

通
じ

て
効

果
器

が
反

応
す

る
（
筋

肉
が

収
縮

す
る

）
、

と
い

う
一

連
の

経
路

を
反

射
弓

と
い

う
。

反
射

弓
に

関
し

て
（
看

護
ro

o
!：

h
tt

p
s:

/
/
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w
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o
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1
7
2
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/
）

2
2

身
体

運
動

発
現

の
仕

組
み

2
2

＜
随

意
運

動
＞

＜
不

随
意

運
動

（
反

射
）
＞

運
動

の
発

動
欲

求
↓

運
動

プ
ラ

ン
の

作
成

↓
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
戦

略
の

選
択

と
形

成
↓

運
動

の
実

行

随
意

運
動

と
不

随
意

運
動

の
違

い

感
覚

器
↓

反
射

中
枢

↓
効

果
器

（
筋

）

刺
激

入
力

か
ら

活
動

発
現

ま
で

の
時

間
が

短
い

特
徴

を
持

つ

345



（
3
）
骨

格
筋

の
仕

組
み

と
働

き
骨

格
筋

の
構

造

筋
肉

に
は

「
骨

格
筋

」
「
心

筋
」
「
平

滑
筋

」
の

3
種

類
が

あ
り

、
骨

格
筋

は
、

主
に

骨
に

つ
い

て
い

る
筋

肉
の

こ
と

を
い

い
、

身
体

を
動

か
す

働
き

を
持

つ
。

心
筋

は
心

臓
を

拍
動

さ
せ

る
筋

肉
で

、
平

滑
筋

は
血

管
や

内
臓

を
動

か
す

筋
肉

で
あ

る
。

筋
肉

の
代

表
格

で
あ

る
骨

格
筋

の
構

造
は

、
「
筋

束
」
と

呼
ば

れ
る

束
が

集
ま

っ
て

出
来

て
い

る
。

さ
ら

に
筋

束
は

、
「
筋

線
維

」
と

呼
ば

れ
る

長
い

線
維

が
束

に
な

り
構

成
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
筋

線
維

1
本

1
本

が
、

骨
格

筋
の

細
胞

に
該

当
し

、
骨

格
筋

は
他

の
細

胞
と

比
べ

て
長

く
、

全
長

5
0
c
m

に
達

す
る

も
の

も
あ

り
ま

す
。

そ
し

て
、

筋
線

維
の

細
胞

質
に

は
、

「
筋

原
線

維
」
と

呼
ば

れ
る

タ
ン

パ
ク

質
の

束
が

詰
ま

っ
て

い
る

。

筋
肉

を
収

縮
さ

せ
る

装
置

は
、

筋
線

維
の

中
に

存
在

す
る

筋
原

線
維

で
あ

る
。

筋
原

線
維

は
、

「
太

い
線

維
」
と

「
細

い
線

維
」
の

2
種

類
が

規
則

正
し

く
交

互
に

並
ん

だ
構

造
を

し
て

お
り

、
太

い
線

維
は

主
に

「
ミ

オ
シ

ン
」
、

細
い

線
維

は
主

に
「
ア

ク
チ

ン
」
と

い
う

タ
ン

パ
ク

質
か

ら
出

来
て

い
る

。
筋

肉
を

収
縮

さ
せ

る
信

号
が

届
く
と

、
太

い
線

維
（
ミ

オ
シ

ン
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
）
が

細
い

線
維

（
ア

ク
チ

ン
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
）

を
た

ぐ
り

よ
せ

、
2
つ

の
線

維
が

ス
ラ

イ
ド

す
る

仕
組

み
に

な
っ

て
お

り
、

筋
原

線
維

全
体

が
短

く
な

り
、

筋
肉

の
収

縮
が

起
こ

る
。

（
日

本
成

人
予

防
協

会
H

P
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.ja
p
a.

o
rg

/
）

2
3

骨
格

筋
の

仕
組

み
と

働
き

・
骨

格
筋

の
構

造

2
3

筋
肉

の
構

造

筋
肉

の
弛

緩
の

際
に

は
、

筋
原

線
維

の
ミ

オ
シ

ン
と

ア
ク

チ
ン

が
働

く

（
3
）
骨

格
筋

の
仕

組
み

と
働

き
筋

繊
維

タ
イ

プ

筋
線

維
の

中
に

、
解

糖
系

（
糖

を
利

用
し

て
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
生

み
出

す
仕

組
み

）
の

酵
素

が
多

い
か

、
有

酸
素

系
（
酸

素
を

使
っ

て
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
生

み
出

す
仕

組
み

）
の

活
性

が
高

い
か

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

解
糖

系
の

代
謝

が
高

い
タ

イ
プ

と
、

有
酸

素
性

の
代

謝
が

高
い

タ
イ

プ
に

見
事

に
分

か
れ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
前

者
が

糖
を

用
い

る
F
G

（
fa

st
 g

ly
c
o
ly

ti
c
）
、

後
者

を
酸

化
系

の
S
O

（
sl

o
w

 o
xi

d
at

iv
e
）
と

分
類

し
た

。

筋
肉

が
弛

緩
す

る
際

、
ミ

オ
シ

ン
が

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
で

あ
る

A
T
P

（
ア

デ
ノ

シ
ン

三
リ

ン
酸

）
と

い
う

物
質

を
分

解
す

る
こ

と
で

筋
収

縮
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

得
て

い
る

。
こ

の
時

の
酵

素
活

性
（
A

T
P

as
e
活

性
）
を

染
色

法
に

よ
っ

て
調

べ
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

弱
酸

性
の

時
に

よ
く
染

ま
っ

て
、

高
い

活
性

を
示

す
タ

イ
プ

や
、

弱
酸

性
の

時
に

活
性

が
高

く
な

る
タ

イ
プ

、
弱

ア
ル

カ
リ

性
の

時
に

活
性

が
高

く
な

る
タ

イ
プ

な
ど

が
出

て
き

た
。

こ
れ

を
、

代
謝

特
性

の
タ

イ
プ

分
け

と
照

ら
し

合
わ

せ
、

S
O

に
あ

た
る

も
の

を
タ

イ
プ

Ⅰ
、

F
O

G
に

相
当

す
る

も
の

を
タ

イ
プ

Ⅱ
a、

F
G

に
あ

た
る

も
の

を
タ

イ
プ

Ⅱ
b
と

し
た

。

（
陸

上
競

技
の

理
論

と
実

践
：
h
tt

p
s:

/
/
sp

ri
n
t-

c
o
n
d
it
io

n
.in

fo
/
c
at

e
go

ry
1
0
/
e
n
tr

y2
0
3
.h

tm
l）

2
4

骨
格

筋
の

仕
組

み
と

働
き

・
筋

繊
維

の
タ

イ
プ

2
4

筋
繊

維
の

タ
イ

プ
と

特
徴

筋
繊

維
の

タ
イ

プ
分

け
に

は
、

い
く
つ

か
の

分
類

法
が

あ
る

。

①
代

謝
特

性
に

よ
る

分
類

（
F
G

、
S
O

、
F
O

G
）

②
染

色
法

/
ミ

オ
シ

ン
の

構
造

に
よ

る
分

類
（
タ

イ
プ

Ⅰ
、

タ
イ

プ
Ⅱ

a、
タ

イ
プ

Ⅱ
x）

③
力

学
的

特
性

に
よ

る
分

類
（
速

筋
、

遅
筋

）
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（
3
）
骨

格
筋

の
仕

組
み

と
働

き
骨

格
筋

の
形

状
と

名
称

骨
格

筋
は

少
な

く
と

も
一

つ
の

関
節

を
ま

た
が

っ
て

、
そ

の
関

節
を

構
成

す
る

両
骨

に
付

着
し

、
一

方
の

骨
を

固
定

し
て

他
方

の
骨

を
動

か
す

働
き

を
す

る
。

骨
格

筋
は

そ
の

活
動

す
る

場
所

に
よ

っ
て

大
き

さ
、

形
状

は
さ

ま
ざ

ま
で

、
極

小
の

筋
は

中
耳

に
あ

る
束

状
の

ア
ブ

ミ
骨

筋
、

最
大

の
筋

は
大

腿
筋

(だ
い

た
い

き
ん

)な
ど

で
あ

る
。

形
状

も
羽

状
（
大

腿
直

筋
）
、

半
羽

状
（
半

膜
様

筋
）
、

多
羽

状
の

ほ
か

、
板

状
（
板

状
筋

）
、

三
角

形
（
三

角
筋

）
、

方
形

（
腰

方
形

筋
）
な

ど
が

あ
る

。
骨

格
筋

の
典

型
は

紡
錘

状
（
中

央
部

が
膨

ら
ん

で
筋

腹
と

な
り

、
両

端
に

向
か

っ
て

細
く
な

る
）
で

、
そ

の
先

端
は

腱
(け

ん
)組

織
に

移
行

し
て

そ
れ

ぞ
れ

骨
に

固
着

す
る

。
両

端
の

う
ち

、
比

較
的

動
か

な
い

端
を

筋
頭

と
よ

び
、

他
端

を
筋

尾
と

よ
ぶ

が
、

筋
頭

が
2
～

4
分

裂
し

て
い

る
場

合
に

は
、

二
頭

筋
（
上

腕
二

頭
筋

）
、

三
頭

筋
（
下

腿
三

頭
筋

）
、

あ
る

い
は

四
頭

筋
（
大

腿
四

頭
筋

）
と

よ
ぶ

。
こ

の
ほ

か
、

骨
格

筋
が

付
着

し
て

い
る

体
の

部
位

に
よ

っ
て

名
称

が
つ

け
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
（
大

胸
筋

、
大

殿
筋

）
。

骨
格

筋
の

筋
腹

が
細

長
い

と
き

は
、

筋
腹

中
間

に
腱

組
織

が
介

在
し

て
筋

腹
を

補
強

し
て

い
る

場
合

が
あ

る
。

腹
直

筋
は

こ
の

典
型

例
で

、
3
、

4
個

の
腱

（
腱

画
）
が

入
っ

て
い

る
。

下
顎

(か
が

く
)の

下
方

に
走

る
顎

二
腹

筋
は

前
腹

、
後

腹
に

筋
腹

が
分

か
れ

、
中

間
腱

が
舌

骨
に

付
着

し
て

い
る

。
（
日

本
大

百
科

全
書

：
h
tt

p
s:

/
/
ko

to
b
an

k.
jp

/
w

o
rd

/
%
E
9
%
A

A
%
A

8
%
E
6
%
A

0
%
B

C
%
E
7
%
A

D
%
8
B

-
6
5
1
9
9
）

（
イ

ラ
ス

ト
：
h
tt

p
s:

/
/
vi

su
al

-
an

at
o
m

y-
d
at

a.
n
e
t/

m
u
sc

le
/
d
e
ta

il_
0
4
4
.h

tm
l）

紡
錘

状
筋

・
・
・
形

状
か

ら
分

か
る

通
り

、
骨

の
付

着
部

か
ら

付
着

部
ま

で
筋

繊
維

が
平

行
に

並
ん

で
い

る
筋

肉
で

、
並

行
筋

と
も

呼
ば

れ
て

い
る

。
筋

繊
維

が
縮

む
距

離
は

筋
肉

の
縮

む
距

離
に

等
し

い
の

で
、

１
本

の
長

さ
が

長
い

分
速

い
ス

ピ
ー

ド
で

収
縮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
胸

に
あ

る
大

胸
筋

や
力

こ
ぶ

を
作

る
上

腕
二

頭
筋

が
こ

の
筋

肉
と

な
る

。
羽

状
筋

・
・
・
鳥

の
羽

の
よ

う
に

斜
め

に
位

置
し

て
い

る
の

が
羽

状
筋

で
、

紡
錘

状
筋

と
は

違
い

短
い

筋
繊

維
が

密
集

し
て

い
る

筋
肉

に
な

る
。

筋
繊

維
の

長
さ

が
短

い
の

で
収

縮
ス

ピ
ー

ド
は

早
く
な

い
が

、
筋

繊
維

の
数

が
多

い
た

め
に

強
い

力
を

発
揮

で
き

る
。

代
表

的
な

も
の

が
、

二
の

腕
と

呼
ば

れ
る

上
腕

三
頭

筋
や

、
ふ

く
ら

は
ぎ

の
腓

腹
筋

や
肩

の
三

角
筋

中
部

な
ど

と
な

る
。

2
5

骨
格

筋
の

仕
組

み
と

働
き

・
骨

格
筋

の
名

称
と

形
状

2
5

参
考

文
献

：
（
「
ビ

ジ
ュ

ア
ル

版
筋

肉
と

関
節

の
仕

組
み

が
わ

か
る

辞
典

」
P2

3：
西

東
社

）

骨
格

筋
の

名
称

骨
格
筋
は
、
形
状
で
大
き
く
分
け
る
と

紡
錘
状
筋
と
羽
状
筋
に
大
別
さ
れ
る
。

（
3
）
骨

格
筋

の
仕

組
み

と
働

き
骨

格
筋

の
活

動
様

式
、

筋
力

を
規

定
す

る
因

子

筋
収

縮
に

は
３

種
類

あ
る

。
・
短

縮
性

筋
収

縮
・
・
・
筋

肉
が

縮
み

な
が

ら
収

縮
し

、
力

を
発

揮
し

て
い

る
状

態
・
等

尺
性

筋
収

縮
・
・
・
筋

肉
の

長
さ

に
変

化
が

な
い

状
態

で
収

縮
し

、
力

を
発

揮
し

て
い

る
状

態
・
伸

張
性

筋
収

縮
・
・
・
筋

肉
が

伸
び

な
が

ら
収

縮
し

、
力

を
発

揮
し

て
い

る
状

態

（
D

E
N

T
A

L
 P

L
A

Z
A

：
h
tt

p
s:

/
/
p
d
f.
d
e
n
ta

l-
p
la

za
.c

o
m

/
d
e
n
ta

lm
ag

az
in

e
/
n
o
1
5
1
/
1
5
1
-
6
/
）

筋
力

を
決

め
る

要
因

と
し

て
２

つ
挙

げ
ら

れ
る

。
①

筋
断

面
積

（
筋

量
）
が

挙
げ

ら
れ

る
。

一
般

に
最

大
筋

力
と

筋
断

面
積

の
間

に
は

正
の

相
関

関
係

が
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

筋
断

面
積

や
筋

量
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
は

大
き

な
最

大
筋

力
を

発
揮

す
る

う
え

で
重

要
と

な
る

。
筋

断
面

積
や

筋
量

は
筋

の
量

的
要

因
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

②
神

経
系

の
要

因
が

挙
げ

ら
れ

る
。

神
経

系
の

要
因

と
は

「
大

脳
か

ら
の

運
動

指
令

を
筋

に
伝

え
、

よ
り

多
く
の

筋
線

維
を

活
動

さ
せ

る
能

力
」
と

い
い

換
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

具
体

的
に

は
運

動
単

位
の

発
火

頻
度

や
同

期
化

（
運

動
単

位
の

動
員

能
力

）
、

拮
抗

筋
に

お
け

る
活

動
抑

制
な

ど
を

指
す

。
私

た
ち

が
筋

力
を

発
揮

す
る

際
に

は
大

脳
の

運
動

野
か

ら
の

指
令

が
脊

髄
神

経
と

運
動

神
経

を
介

し
て

筋
線

維
の

動
員

を
引

き
起

こ
す

。
こ

の
際

、
筋

線
維

の
動

員
能

力
は

最
大

筋
力

の
大

小
に

直
接

的
に

影
響

を
及

ぼ
す

。
す

な
わ

ち
、

筋
力

発
揮

時
に

ど
れ

だ
け

多
く
の

筋
線

維
を

動
員

で
き

る
か

が
、

最
大

筋
力

の
大

き
さ

と
密

接
に

関
係

す
る

。

（
引

用
文

献
は

じ
め

て
学

ぶ
健

康
・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
シ

リ
ー

ズ
 5

体
力

学
）

2
6

骨
格

筋
の

仕
組

み
と

働
き

・
筋

収
縮

の
様

式

2
6

鉄
棒
の
懸
垂
に
み
る
三
つ
の
筋
活
動
様
式

筋
力

を
決

め
る

要
因

と
し

て
、

筋
肉

の
断

面
積

と
神

経
系

が
挙

げ
ら

れ
る

筋
収

縮
の

３
様

式
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（
4
）
骨

格
の

仕
組

み
と

働
き

骨
の

構
造

と
強

度
人

の
か

ら
だ

は
2
0
6
個

も
の

骨
の

組
み

合
わ

せ
で

支
え

ら
れ

て
い

る
。

骨
は

か
ら

だ
を

支
え

る
だ

け
で

な
く
、

内
臓

を
保

護
す

る
こ

と
や

、
カ

ル
シ

ウ
ム

な
ど

の
ミ

ネ
ラ

ル
を

貯
め

て
お

く
は

た
ら

き
を

し
て

い
る

。
ま

た
、

筋
力

を
受

け
て

、
立

っ
た

り
歩

い
た

り
と

い
っ

た
動

作
を

生
み

出
す

働
き

も
し

て
い

る
。

そ
し

て
、

骨
髄

で
の

造
血

機
能

も
挙

げ
ら

れ
る

。
骨

は
骨

膜
に

包
ま

れ
、

皮
質

骨
お

よ
び

海
綿

骨
か

ら
な

る
。

皮
質

骨
は

骨
の

表
層

、
海

綿
質

は
内

部
に

見
ら

れ
そ

の
間

隙
に

は
骨

髄
が

あ
る

。

骨
の

主
成

分
は

、
リ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
と

タ
ン

パ
ク

質
で

あ
る

。
骨

の
中

の
無

機
質

（
主

に
カ

ル
シ

ウ
ム

と
リ

ン
）
の

量
を

「
骨

量
（
骨

塩
量

）
」
と

い
い

、
単

位
体

積
内

の
骨

量
を

「
骨

密
度

」
と

い
う

。
骨

は
、

体
を

支
え

運
動

の
軸

と
な

る
だ

け
で

な
く
、

体
内

の
カ

ル
シ

ウ
ム

の
９

９
％

を
蓄

え
て

い
て

、
カ

ル
シ

ウ
ム

の
貯

蔵
庫

の
役

割
も

は
た

し
て

い
る

。
カ

ル
シ

ウ
ム

は
細

胞
の

活
動

を
正

常
に

保
つ

た
め

に
欠

か
せ

な
い

物
質

で
、

血
液

中
の

濃
度

は
カ

ル
シ

ウ
ム

を
調

節
す

る
ホ

ル
モ

ン
の

働
き

に
よ

っ
て

、
常

に
一

定
に

保
た

れ
て

い
る

た
め

、
カ

ル
シ

ウ
ム

の
摂

取
量

が
不

足
す

る
と

、
血

液
中

の
カ

ル
シ

ウ
ム

濃
度

を
維

持
し

よ
う

と
し

て
骨

の
中

の
カ

ル
シ

ウ
ム

が
溶

け
出

し
、

結
果

的
に

骨
密

度
が

減
少

す
る

。
逆

に
カ

ル
シ

ウ
ム

を
た

く
さ

ん
摂

取
す

る
と

、
血

液
中

の
余

分
な

カ
ル

シ
ウ

ム
が

骨
に

取
り

込
ま

れ
て

骨
密

度
が

増
加

す
る

。

（
h
tt

p
s:

/
/
m

e
d
ic

k.
b
iz

/
c
at

e
go

ry
/
se

le
c
t/

p
id

/
1
3
7
1
4
2
）

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.a
lo

h
a-

p
ila

te
s.

c
o
m

/
1
4
5
8
3
8
9
4
9
6
0
1
8
9
）

2
7

骨
格

の
仕

組
み

と
働

き
・
骨

の
構

造
と

強
度

2
7

骨
の

強
度

は
、

骨
密

度
と

骨
質

で
決

ま
る

。

骨
密

度
を

あ
げ

る
た

め
に

（
4
）
骨

格
の

仕
組

み
と

働
き

骨
・
骨

格
の

役
割

、

【
骨

の
機

能
】

•支
持

作
用

：
頭

部
や

内
臓

を
支

持
し

、
身

体
を

支
え

る
•運

動
作

用
：
付

着
す

る
筋

、
腱

の
収

縮
・
伸

張
等

に
よ

り
可

動
性

の
あ

る
関

節
を

支
点

に
運

動
が

行
わ

れ
る

•造
血

作
用

：
骨

髄
（
赤

色
骨

髄
）
で

、
赤

血
球

や
白

血
球

、
血

小
板

を
新

生
す

る
•貯

蔵
作

用
：
カ

ル
シ

ウ
ム

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

、
カ

リ
ウ

ム
、

リ
ン

等
の

電
解

質
が

骨
中

に
貯

蔵
さ

れ
必

要
に

応
じ

て
血

中
に

放
出

さ
れ

る
・
保

護
作

用
：
骨

格
を

形
成

し
、

頭
蓋

骨
や

胸
腔

等
、

脳
や

内
臓

な
ど

重
要

な
器

官
を

保
護

す
る

（
解

剖
生

理
学

攻
略

ペ
ー

ジ
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
M

ir
ak

u
ru

ts
u
b
u
ya

ki
F
an

/
）

2
8

骨
格

の
仕

組
み

と
働

き
・
骨

格
の

役
割

2
8

＜
骨

の
役

割
＞

①
支

持
作

用
②

運
動

作
用

③
造

血
作

用
④

貯
蔵

作
用

⑤
保

護
作

用
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（
5
）
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

関
節

の
仕

組
み

肩
や

肘
（
ひ

じ
）
、

あ
る

い
は

股
や

膝
や

足
首

や
指

な
ど

、
人

の
体

に
は

全
部

で
6
8
個

も
の

関
節

が
あ

り
、

骨
と

骨
と

の
結

合
部

を
関

節
と

い
う

。
こ

れ
ら

の
関

節
を

動
か

す
こ

と
で

、
歩

い
た

り
、

し
ゃ

が
ん

だ
り

、
あ

る
い

は
物

を
つ

か
ん

だ
り

と
い

う
よ

う
に

、
日

常
生

活
を

営
む

上
で

必
要

な
動

作
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。

膝
関

節
は

、
体

の
中

で
も

人
間

の
動

作
に

深
く
関

わ
り

、
繰

り
返

し
使

用
す

る
部

位
で

あ
る

。
膝

関
節

に
は

、
体

を
安

定
さ

せ
た

り
、

関
節

内
で

起
こ

る
摩

擦
や

衝
撃

の
ダ

メ
ー

ジ
を

減
ら

す
た

め
の

優
れ

た
機

能
が

備
わ

っ
て

い
る

。
膝

関
節

内
の

骨
の

表
面

は
、

そ
れ

ぞ
れ

軟
骨

と
呼

ば
れ

る
水

分
の

多
い

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

よ
う

な
も

の
で

覆
わ

れ
て

い
て

関
節

が
滑

ら
か

に
動

く
よ

う
に

で
き

て
い

る
。

ま
た

、
脛

骨
と

大
腿

骨
の

間
に

は
半

月
板

と
い

う
柔

ら
か

い
組

織
が

あ
り

、
２

つ
の

骨
の

軟
骨

へ
の

衝
撃

が
吸

収
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
膝

関
節

は
関

節
包

と
い

う
袋

に
包

ま
れ

、
そ

の
中

は
関

節
液

と
呼

ば
れ

る
液

体
で

満
た

さ
れ

て
お

り
、

関
節

液
は

関
節

を
滑

ら
か

に
動

か
す

潤
滑

油
の

役
割

を
果

た
す

と
共

に
、

軟
骨

に
酸

素
や

栄
養

を
与

え
て

い
る

。
（
人

工
関

節
ド

ッ
ト

コ
ム

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.ji
n
ko

-
ka

n
se

ts
u
.c

o
m

/
p
ai

n
/
kn

e
e
/
st

ru
c
tu

re
/
p
re

se
rv

e
.h

tm
l）

2
9

関
節

の
仕

組
み

と
働

き
・
関

節
の

仕
組

み

2
9

膝
関

節
の

構
造

関
節

と
は

、
骨

と
骨

の
結

合
部

を
言

う
。

関
節

面
・
関

節
包

・
関

節
腔

及
び

特
殊

装
置

（
靱

帯
な

ど
）
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

。

（
5
）
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

関
節

の
可

動
範

囲
と

柔
軟

性

関
節

可
動

域
と

は
、

体
の

各
関

節
が

動
く
範

囲
（
角

度
）
の

こ
と

で
あ

る
。

関
節

ご
と

に
測

定
方

法
が

決
ま

っ
て

お
り

、
目

安
と

な
る

角
度

は
「
参

考
可

動
域

」
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
関

節
可

動
域

に
制

限
が

生
じ

る
因

子
は

骨
性

、
軟

部
組

織
性

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

骨
と

骨
が

当
た

っ
て

そ
れ

以
上

動
か

な
い

場
合

は
骨

性
、

筋
肉

や
腱

、
関

節
包

な
ど

が
関

節
を

硬
く
固

定
し

て
い

る
場

合
は

軟
部

組
織

性
の

制
限

と
な

る
。

（
O

G
メ

デ
ィ

ッ
ク

・
：
h
tt

p
s:

/
/
o
gw

-
m

e
d
ia

.c
o
m

/
m

e
d
ic

/
c
at

_c
lin

ic
/
3
4
5
8
）

柔
軟

性
は

「
骨

格
構

造
」
と

「
軟

部
組

織
（
筋

組
織

・
筋

膜
・
腱

・
靱

帯
・
関

節
包

な
ど

）
」
に

よ
っ

て
決

定
す

る
。

前
者

は
先

天
的

な
要

素
が

多
く
努

力
で

変
化

し
に

く
い

い
が

、
後

者
は

変
化

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

後
者

の
筋

組
織

・
筋

膜
・
腱

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
柔

軟
性

を
高

め
る

運
動

と
し

て
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

が
あ

り
、

特
に

動
的

柔
軟

性
の

向
上

の
た

め
に

は
動

的
ス

ト
レ

ッ
チ

と
い

う
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
が

効
果

的
と

さ
れ

て
い

る
。

3
0

関
節

の
仕

組
み

と
働

き
・
関

節
の

可
動

範
囲

と
柔

軟
性

3
0

関
節

可
動

域
の

柔
軟

性
に

は
、

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
が

効
果

的
と

さ
れ

て
い

る
。

関
節

可
動

域
の

基
本

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

例
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（
5
）
関

節
の

仕
組

み
と

働
き

関
節

の
て

こ
作

用

第
1
の

テ
コ

と
は

、
回

転
の

中
心

と
な

る
「
支

点
」
を

挟
ん

だ
両

サ
イ

ド
に

力
を

加
え

る
「
力

点
」
、

力
が

加
え

ら
れ

て
動

か
さ

れ
る

「
作

用
点

」
が

あ
る

場
合

を
い

う
。

ヒ
ト

の
関

節
運

動
で

例
え

る
な

ら
「
下

腿
三

頭
筋

に
よ

る
足

首
の

底
屈

」
や

「
上

腕
三

頭
筋

に
よ

る
肘

の
伸

展
」
に

当
た

る
。

第
2
の

テ
コ

は
、

作
用

点
が

真
ん

中
に

あ
り

、
一

番
遠

く
に

力
点

が
あ

る
テ

コ
を

い
う

。
こ

の
第

2
の

テ
コ

は
、

人
間

の
関

節
運

動
に

は
存

在
し

な
い

と
さ

れ
て

い
る

が
、

足
の

母
指

球
を

支
点

に
し

て
、

か
か

と
を

持
ち

上
げ

る
下

腿
三

頭
筋

の
運

動
は

、
こ

の
第

2
の

テ
コ

に
当

て
は

ま
る

。

第
3
の

テ
コ

は
、

作
用

点
と

支
点

の
間

に
力

点
が

あ
る

テ
コ

を
い

う
。

関
節

運
動

で
い

う
と

、
「
上

腕
二

頭
筋

に
よ

る
肘

の
屈

曲
」
が

挙
げ

ら
れ

る
。

（
陸

上
競

技
の

理
論

と
実

践
～

S
p
ri
n
t 

&
 C

o
n
d
it
io

n
in

g～
：
h
tt

p
s:

/
/
sp

ri
n
t-

c
o
n
d
it
io

n
.in

fo
/
c
at

e
go

ry
3
3
/
e
n
tr

y3
8
1
.h

tm
l）

3
1

関
節

の
仕

組
み

と
働

き
・
て

こ
の

作
用

3
1

上
腕
二
頭
筋
に
よ
る
肘
の
屈
曲
な
ど

下
腿
三
頭
筋
の
運
動
な
ど

下
腿
三
頭
筋
や
大
腿
四
頭
筋
な
ど

３
．

呼
吸

循
環

器
系

の
働

き
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給

3
2

（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

呼
吸

器
系

の
仕

組
み

と
働

き
、

循
環

器
系

の
仕

組
み

と
働

き
、

肺
と

血
液

及
び

組
織

に
お

け
る

ガ
ス

交
換

、
酸

素
及

び
二

酸
化

炭
素

の
運

搬
（
2
）
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
器

系
の

応
答

呼
吸

器
系

の
調

節
、

循
環

器
系

の
調

節
（
3
）
運

動
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
供

給
筋

収
縮

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
、

A
T
P

の
再

合
成

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
質

3
2
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（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

呼
吸

器
系

の
仕

組
み

と
働

き

呼
吸

器
は

、
酸

素
を

取
り

込
み

二
酸

化
炭

素
を

排
出

す
る

ガ
ス

交
換

の
は

た
ら

き
を

に
な

う
器

官
で

あ
る

。
仕

組
み

は
、

空
気

の
流

通
路

で
あ

る
気

道
系

と
ガ

ス
交

換
の

場
で

あ
る

肺
胞

系
か

ら
な

り
た

っ
て

い
る

。
気

道
は

鼻
、

口
、

咽
頭

、
喉

頭
（
の

ど
）
ま

で
の

上
気

道
と

、
そ

こ
よ

り
奥

の
気

管
、

気
管

支
、

細
気

管
支

ま
で

の
下

気
道

に
分

け
ら

れ
、

細
気

管
支

は
ぶ

ど
う

の
房

状
を

し
た

肺
胞

へ
と

連
な

っ
て

る
。

肺
胞

は
酸

素
を

取
り

込
み

、
二

酸
化

炭
素

を
排

出
す

る
ガ

ス
交

換
と

い
う

肺
の

主
要

な
は

た
ら

き
を

す
る

場
で

あ
る

。
呼

吸
運

動
の

仕
組

み
は

、
呼

吸
中

枢
か

ら
の

呼
吸

運
動

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

刺
激

に
よ

り
、

肋
間

筋
と

横
隔

膜
で

構
成

さ
れ

る
呼

吸
筋

が
収

縮
す

る
こ

と
で

、
胸

郭
を

拡
げ

た
り

縮
め

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
行

わ
れ

る
。

（
小

林
製

薬
H

P
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
e
ih

ai
to

.jp
/
st

ru
c
tu

re
/
lu

n
g.

h
tm

l）
（
中

外
医

学
社

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
h
u
ga

iig
ak

u
.jp

/
u
p
fi
le

/
b
ro

w
se

/
b
ro

w
se

3
4
2
9
.p

d
f）

3
3

呼
吸

器
系

の
仕

組
み

と
働

き

3
3

＜
肺

と
気

道
の

内
部

＞

呼
吸

の
役

割
は

、
運

動
を

持
続

す
る

た
め

に
二

酸
化

炭
素

を
体

外
に

排
出

す
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
の

働
き

を
ガ

ス
交

換
と

い
う

。

（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

循
環

器
系

の
仕

組
み

と
働

き

循
環

器
系

と
は

、
血

液
や

リ
ン

パ
液

を
体

内
で

循
環

さ
せ

る
こ

と
で

、
酸

素
や

栄
養

素
を

運
搬

し
た

り
、

老
廃

物
の

回
収

を
行

う
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

で
あ

る
。

左
心

室
か

ら
送

り
出

さ
れ

た
(動

脈
血

)は
、

大
動

脈
・
動

脈
を

通
っ

て
各

臓
器

や
筋

肉
な

ど
に

行
き

渡
り

、
毛

細
血

管
で

酸
素

と
二

酸
化

炭
素

、
さ

ら
に

栄
養

と
老

廃
物

の
交

換
を

行
っ

て
、

静
脈

血
と

な
り

、
静

脈
・
大

静
脈

と
通

っ
て

、
右

心
房

に
戻

っ
て

く
る

。
こ

の
経

路
を

体
循

環
経

路
と

い
う

。
一

方
、

右
心

室
か

ら
出

た
血

液
は

、
肺

動
脈

を
経

て
左

右
の

肺
の

毛
細

血
管

に
至

り
、

肺
胞

で
二

酸
化

炭
素

と
酸

素
の

ガ
ス

交
換

が
行

わ
れ

た
後

、
肺

静
脈

を
通

っ
て

左
心

房
に

戻
る

。
こ

の
経

路
を

肺
循

環
経

路
と

い
う

。

（
看

護
ro

o
!：

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
an

go
-
ro

o
.c

o
m

/
le

ar
n
in

g/
7
0
9
4
/
）

3
4

循
環

器
系

の
仕

組
み

と
働

き

3
4

循
環

器
系

の
働

き
は

、
酸

素
運

搬
や

二
酸

化
炭

素
・
老

廃
物

の
除

去
な

ど
が

あ
る

。

ま
た

、
体

循
環

と
肺

循
環

の
２

つ
の

経
路

に
分

け
ら

れ
る

。

＜
体

循
環

と
肺

循
環

の
経

路
と

働
き

＞
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（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

肺
と

血
液

及
び

組
織

に
お

け
る

ガ
ス

交
換

肺
胞

は
直

径
0
.2

m
m

ほ
ど

の
小

さ
な

袋
で

、
そ

の
周

囲
を

網
の

目
の

よ
う

に
肺

動
脈

や
肺

静
脈

に
つ

な
が

る
毛

細
血

管
が

と
り

ま
い

て
い

る
。

肺
に

お
け

る
酸

素
と

二
酸

化
炭

素
の

ガ
ス

交
換

は
、

こ
の

毛
細

血
管

で
行

わ
る

。
息

を
吸

え
ば

、
酸

素
は

毛
細

血
管

を
通

じ
て

体
内

に
運

ば
れ

、
息

を
吐

け
ば

、
二

酸
化

炭
素

が
出

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
ガ

ス
交

換
は

、
濃

度
の

高
低

に
よ

っ
て

物
質

が
移

動
す

る
「
拡

散
」
と

呼
ば

れ
る

現
象

に
よ

っ
て

な
さ

れ
て

い
る

。
酸

素
は

、
濃

度
の

高
い

肺
胞

か
ら

濃
度

の
低

い
毛

細
血

管
へ

移
動

し
、

二
酸

化
炭

素
は

濃
度

の
高

い
毛

細
血

管
か

ら
濃

度
の

低
い

肺
胞

へ
と

自
然

に
移

動
し

て
い

る
。

（
看

護
ro

o
!：

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
an

go
-
ro

o
.c

o
m

/
le

ar
n
in

g/
1
6
1
7
/
）

3
5

肺
と

血
液

お
よ

び
組

織
に

お
け

る
ガ

ス
交

換

3
5

＜
肺

胞
の

構
造

と
ガ

ス
交

換
の

仕
組

み
＞

（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

酸
素

及
び

二
酸

化
炭

素
の

運
搬

血
液

は
、

酸
素

や
栄

養
の

運
搬

、
け

が
を

し
た

と
き

の
止

血
、

細
菌

や
ウ

イ
ル

ス
な

ど
の

病
原

菌
の

撃
退

な
ど

、
人

間
が

生
き

て
い

く
う

え
で

欠
く
こ

と
の

で
き

な
い

も
の

で
あ

る
。

成
人

の
血

液
量

は
、

男
性

で
体

重
の

約
8
％

、
女

性
で

7
％

と
い

わ
れ

、
全

血
液

量
の

1
/
3
を

失
う

と
生

命
に

危
険

が
及

ぶ
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

血
液

の
成

分
は

、
約

5
5
%
は

血
漿

、
残

り
の

約
4
5
%
は

血
球

か
ら

で
き

、
赤

血
球

の
主

な
働

き
は

、
肺

で
酸

素
を

取
り

込
み

、
体

の
各

組
織

に
運

搬
す

る
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
働

き
は

、
赤

血
球

中
の

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

が
担

っ
て

い
る

。
ま

た
、

組
織

か
ら

は
二

酸
化

炭
素

を
受

け
取

っ
て

肺
へ

と
運

搬
す

る
働

き
も

こ
な

す
。

な
お

、
赤

血
球

が
赤

く
見

え
る

の
は

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
一

方
、

血
漿

は
体

内
に

酸
素

や
栄

養
を

運
び

、
炭

酸
ガ

ス
な

ど
の

老
廃

物
を

肺
や

腎
臓

に
運

ぶ
働

き
を

し
て

い
る

。

（
日

本
赤

十
字

社
H

P
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.jr
c
.o

r.
jp

/
m

r/
re

la
te

/
kn

o
w

le
d
ge

/
）

3
6

酸
素

お
よ

び
二

酸
化

炭
素

の
運

搬

3
6

血
漿

は
、

老
廃

物
や

二
酸

化
炭

素
を

運
び

出
す

働
き

を
す

る

赤
血

球
中

の
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
が

酸
素

を
運

び
、

二
酸

化
炭

素
を

回
収

す
る

働
き

を
す

る
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（
2
）
運

動
に

対
す

る
呼

吸
循

環
器

系
の

応
答

呼
吸

器
系

の
調

節

呼
吸

運
動

の
調

節
は

呼
吸

中
枢

を
流

れ
る

血
液

の
温

度
、

成
分

に
よ

っ
て

影
響

さ
れ

、
血

液
の

温
度

上
昇

、
二

酸
化

炭
素

の
増

加
、

p
H

の
減

少
に

よ
っ

て
中

枢
が

興
奮

し
、

呼
吸

運
動

が
促

進
さ

れ
る

が
、

呼
吸

中
枢

は
二

酸
化

炭
素

に
対

す
る

感
受

性
が

最
も

強
い

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
呼

吸
中

枢
の

血
液

に
影

響
を

与
え

る
の

が
、

大
脳

・
肺

・
大

動
脈

・
頸

動
脈

か
ら

の
情

報
で

あ
る

。
大

脳
の

興
奮

が
呼

吸
中

枢
に

入
力

さ
れ

こ
と

に
よ

る
呼

吸
亢

進
す

る
仕

組
み

を
フ

ィ
ー

ド
フ

ォ
ワ

ー
ド

調
節

と
い

う
。

一
方

、
動

脈
や

肺
な

ど
で

の
二

酸
化

炭
素

や
酸

素
の

分
圧

の
変

化
に

よ
っ

て
、

呼
吸

運
動

の
促

進
・
抑

制
す

る
仕

組
み

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

効
果

と
い

う
。

3
7

運
動

に
対

す
る

呼
吸

循
環

器
系

の
応

答
呼

吸
器

系
の

調
節

3
7

＜
呼

吸
調

節
の

仕
組

み
＞

大
脳

・
肺

・
動

脈
か

ら
の

情
報

を
統

合
し

て
、

呼
吸

中
枢

か
ら

呼
吸

筋
に

指
令

が
出

さ
れ

る
こ

と
で

呼
吸

調
節

が
行

わ
れ

て
い

る
。

フ
ィ

ー
ド

フ
ォ

ワ
ー

ド
調

節
（
呼

吸
亢

進
）
と

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
調

節
（
呼

吸
促

進
・
抑

制
）
が

あ
る

。

（
1
）
呼

吸
循

環
器

系
の

仕
組

み
と

働
き

循
環

器
系

の
調

節

循
環

系
は

、
延

髄
に

あ
る

心
臓

血
管

中
枢

（
心

臓
中

枢
と

血
管

運
動

中
枢

）
に

よ
っ

て
調

節
さ

れ
て

い
る

。
心

臓
の

拍
動

は
、

心
臓

中
枢

か
ら

心
臓

に
連

絡
さ

れ
る

交
感

神
経

と
副

交
感

神
経

（
迷

走
神

経
）
に

よ
っ

て
自

律
神

経
性

に
調

節
さ

れ
て

い
る

。
交

感
神

経
は

拍
動

頻
度

を
増

加
さ

せ
、

収
縮

力
を

強
く
す

る
な

ど
し

て
心

ポ
ン

プ
機

能
の

促
進

に
作

用
し

、
副

交
感

神
経

は
シ

ン
ポ

ン
プ

機
能

の
抑

制
に

作
用

す
る

。

神
経

系
調

整
は

、
動

脈
お

よ
び

心
肺

圧
受

容
器

等
の

刺
激

を
受

け
た

心
臓

中
枢

や
血

管
運

動
中

枢
が

、
血

圧
を

調
節

す
る

。
体

液
性

調
節

は
、

血
液

中
を

流
れ

る
ホ

ル
モ

ン
や

代
謝

産
生

物
な

ど
に

よ
っ

て
行

わ
れ

る
。

（
日

本
産

婦
人

科
医

会
H

P
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.ja
o
g.

o
r.
jp

/
le

c
tu

re
/
）

3
8

循
環

器
系

の
調

節

3
8

交
感

神
経

は
心

ポ
ン

プ
機

能
を

促
進

す
る

。
副

交
感

神
経

は
シ

ン
ポ

ン
プ

機
能

を
抑

制
す

る
。

＜
循

環
調

節
の

仕
組

み
＞

な
お

、
血

圧
は

神
経

性
調

節
と

体
液

性
調

節
に

よ
て

調
節

さ
れ

る
。
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（
3
）
運

動
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
供

給
筋

収
縮

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

源

人
間

が
筋

肉
を

動
か

す
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

は
、

A
T
P

と
呼

ば
れ

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

の
化

合
物

が
利

用
さ

れ
る

。
A

T
P

は
A

d
e
n
o
si

n
e
 T

ri
-
P

h
o
sp

h
at

e
（
ア

デ
ノ

シ
ン

3
リ

ン
酸

）
の

略
で

、
ア

デ
ニ

ン
、

リ
ボ

ー
ス

、
3
つ

の
リ

ン
酸

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

A
T
P

か
ら

1
つ

の
リ

ン
酸

が
離

れ
A

D
P

（
A

d
e
n
o
si

n
e
 D

i-
P

h
o
sp

h
at

e
：
ア

デ
ノ

シ
ン

2
リ

ン
酸

）
に

分
解

さ
れ

る
と

き
に

生
じ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
し

、
筋

収
縮

が
行

わ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

筋
内

に
貯

蔵
さ

れ
て

い
る

A
T
P

の
量

は
ご

く
限

ら
れ

て
い

る
為

、
運

動
を

続
け

る
に

は
A

T
P

の
再

合
成

や
産

生
が

必
要

と
な

る
。

A
T
P

を
再

合
成

あ
る

い
は

産
生

す
る

経
路

は
大

き
く
3
つ

存
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

「
A

T
P

-
C

P
系

」
「
解

糖
系

（
乳

酸
系

）
」
そ

し
て

「
有

酸
素

系
」
と

呼
ば

れ
る

。
こ

れ
ら

3
つ

の
経

路
に

は
そ

れ
ぞ

れ
特

徴
が

あ
り

、
運

動
時

間
や

強
度

に
よ

っ
て

貢
献

度
が

変
化

す
る

。

A
T
P

-
C

P
系

A
T
P

は
ご

く
僅

か
な

量
し

か
筋

中
に

貯
蔵

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
大

き
な

力
を

生
み

出
す

と
筋

内
の

A
T
P

は
瞬

く
間

に
涸

渇
し

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
A

T
P

の
消

費
が

激
し

い
器

官
に

お
い

て
は

A
T
P

を
再

合
成

生
す

る
機

構
が

備
わ

っ
て

い
る

。

解
糖

系
（
乳

酸
系

）
こ

の
経

路
に

よ
っ

て
は

、
3
0
~6

0
秒

程
度

最
大

限
の

筋
収

縮
が

可
能

で
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

有
酸

素
系

こ
の

経
路

は
大

変
複

雑
で

あ
り

、
ま

た
代

謝
の

過
程

で
酸

素
を

必
要

と
す

る
為

に
（
好

気
的

）
、

先
に

挙
げ

た
2
つ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

系
と

異
な

り
瞬

間
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

に
は

不
向

き
で

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
供

給
量

は
大

き
い

た
め

、
有

酸
素

系
の

A
T
P

産
生

に
よ

っ
て

長
時

間
の

運
動

が
可

能
と

な
る

。

（
D

N
S
 筋

肉
を

動
か

す
3
つ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

系
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.d
n
sz

o
n
e
.jp

/
n
u
tr

it
io

n
_g

u
id

e
/
1
-
3
）

3
9

運
動

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
筋

収
縮

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

源

3
9

筋
収

縮
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

は
、

A
T
P

（
ア

デ
ノ

シ
ン

3
リ

ン
酸

）
が

利
用

さ
れ

る
。

＜
A

T
P

産
生

、
再

合
成

の
３

経
路

＞

（
3
）
運

動
の

た
め

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
供

給
A

T
P

の
再

合
成

A
T
P

-
C

P
系

筋
内

の
ク

レ
ア

チ
ン

が
リ

ン
酸

と
結

合
し

て
ク

レ
ア

チ
ン

リ
ン

酸
と

な
り

、
A

D
P

に
リ

ン
酸

を
与

え
る

こ
と

で
A

T
P

を
再

合
成

す
る

と
い

う
働

き
を

担
っ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
ク

レ
ア

チ
ン

リ
ン

酸
の

貯
蔵

量
も

限
ら

れ
て

お
り

、
A

T
P

-
C

P
系

の
持

続
時

間
は

~8
秒

程
度

で
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。
尚

、
こ

の
経

路
は

酸
素

を
代

謝
の

過
程

で
必

要
と

し
な

い
嫌

気
的

代
謝

で
あ

る
。

解
糖

系
（
乳

酸
系

）
筋

内
に

貯
蔵

さ
れ

て
い

る
糖

質
（
炭

水
化

物
）
、

す
な

わ
ち

グ
リ

コ
―

ゲ
ン

は
ピ

ル
ビ

ン
酸

に
分

解
さ

れ
る

。
ピ

ル
ビ

ン
酸

は
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

で
代

謝
さ

れ
る

が
、

急
激

に
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
が

分
解

さ
れ

る
場

合
、

す
な

わ
ち

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
が

急
激

に
高

ま
っ

た
状

態
で

は
、

ピ
ル

ビ
ン

酸
は

一
時

、
嫌

気
的

に
乳

酸
へ

と
還

元
さ

れ
る

。
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
が

ピ
ル

ビ
ン

酸
へ

と
分

解
さ

れ
、

そ
し

て
乳

酸
へ

と
還

元
さ

れ
る

一
連

の
反

応
経

路
を

解
糖

系
と

呼
び

、
こ

の
時

に
発

生
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
A

T
P

の
産

生
に

用
い

ら
れ

る
。

有
酸

素
系

（
T
C

A
回

路
）

こ
の

経
路

で
は

、
ピ

ル
ビ

ン
酸

や
、

脂
肪

が
分

解
し

遊
離

脂
肪

酸
か

ら
生

成
さ

れ
た

ア
セ

チ
ル

C
o
A

が
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

内
で

T
C

A
回

路
（
ト

リ
カ

ル
ボ

ン
酸

回
路

：
T
ri
c
ar

b
o
xy

lic
ac

id
）
に

取
り

込
ま

れ
、

複
雑

な
過

程
を

経
て

処
理

さ
れ

る
。

そ
の

後
、

電
子

伝
達

系
に

入
り

、
そ

こ
で

多
く
の

A
T
P

が
再

合
成

さ
れ

る
。

（
D

N
S

筋
肉

を
動

か
す

3
つ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

系
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.d
n
sz

o
n
e
.jp

/
n
u
tr

it
io

n
_g

u
id

e
/
1
-
3
）

4
0

A
T
P

の
再

合
成

4
0

＜
 A

T
P

-
C

P
系

＞

＜
 解

糖
系

＞
＜

有
酸

素
系

（
T
C

A
回

路
）
＞
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４
．

体
力

を
構

成
す

る
要

素
の

体
系

4
1

（
1
）
体

力
の

概
念

行
動

体
力

、
防

衛
体

力
（
2
）
行

動
体

力
の

分
類

形
態

、
機

能
（
3
）
行

動
体

力
の

種
類

と
特

性
筋

力
と

パ
ワ

ー
、

パ
ワ

ー
の

大
き

さ
と

運
動

時
間

、
持

久
力

、
調

整
力

と
柔

軟
性

4
1

（
1
）
体

力
の

概
念

行
動

体
力

、
防

衛
体

力

『
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

運
動

基
準

2
0
0
6
～

身
体

活
動

・
運

動
・
体

力
～

報
告

書
』
で

は
、

体
力

（
p
h
ys

ic
al

 
fi
tn

e
ss

）
と

は
、

「
身

体
活

動
を

遂
行

す
る

能
力

に
関

連
す

る
多

面
的

な
要

素
（
潜

在
力

）
の

集
合

体
」
で

あ
る

と
定

義
づ

け
、

客
観

的
・
定

量
的

に
把

握
で

き
る

狭
義

の
要

素
と

し
て

、
「
①

全
身

持
久

力
（
全

身
持

久
性

体
力

）
、

②
筋

力
、

③
バ

ラ
ン

ス
能

力
（
平

衡
性

体
力

）
、

④
柔

軟
性

（
柔

軟
性

体
力

）
、

⑤
そ

の
他

（
敏

し
ょ

う
性

体
力

な
ど

）
」

の
5
つ

で
構

成
さ

れ
る

と
し

て
い

る
。

行
動

体
力

は
、

自
ら

外
部

へ
働

き
か

け
る

（
発

動
す

る
）
力

、
行

動
す

る
力

、
体

を
動

か
す

力
の

こ
と

。
防

衛
体

力
は

、
体

の
機

能
を

正
常

に
維

持
す

る
た

め
、

病
気

や
ス

ト
レ

ス
、

細
菌

の
感

染
な

ど
の

刺
激

に
抵

抗
す

る
力

、
寒

暑
な

ど
の

外
部

の
環

境
に

適
応

す
る

力
の

こ
と

を
指

す
（
上

図
）
。

行
動

体
力

は
、

大
き

く
形

態
と

機
能

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
①

形
態

一
般

的
な

身
長

や
体

重
だ

け
で

な
く
、

身
体

各
部

の
大

き
さ

や
そ

の
比

率
、

そ
し

て
体

脂
肪

や
除

脂
肪

体
重

な
ど

の
体

組
成

も
含

ま
れ

る
。

急
激

な
身

体
の

移
動

や
方

向
転

換
が

要
求

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
や

、
接

触
が

あ
る

コ
ン

タ
ク

ト
ス

ポ
ー

ツ
で

は
、

物
理

的
な

量
と

し
て

の
形

態
が

大
き

い
事

が
、

そ
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
に

影
響

す
る

。
②

機
能

全
身

持
久

力
（
全

身
持

久
性

体
力

）
、

筋
力

な
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

系
の

要
素

と
、

バ
ラ

ン
ス

能
力

（
平

衡
性

体
力

）
、

柔
軟

性
（
柔

軟
性

体
力

）
、

そ
の

他
（
敏

し
ょ

う
性

体
力

な
ど

）
な

ど
の

神
経

系
要

素
と

が
あ

る
。

（
ア

ス
レ

シ
ピ

：
h
tt

p
s:

/
/
at

h
le

te
re

c
ip

e
.c

o
m

/
c
o
lu

m
n
/
4
5
/
ar

ti
c
le

s/
2
0
2
1
1
0
2
5
0
0
0
0
5
9
3
）

4
2

行
動

体
力

と
防

衛
体

力

4
2

体
力

防
衛

体
力

行
動

体
力

体
格

姿
勢

身
体

形
態

病
気

・
ス

ト
レ

ス
な

ど
へ

の
抵

抗
力

環
境

な
ど

へ
の

適
応

力

体
力

は
、

行
動

体
力

と
防

衛
体

力
に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る

形
態

機
能

全
身

持
久

力
筋

力
バ

ラ
ン

ス
能

力
柔

軟
性

そ
の

他
（
敏

捷
性

体
力

な
ど

）
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（
3
）
行

動
体

力
の

種
類

と
特

性
筋

力
と

パ
ワ

ー

パ
ワ

ー
と

は
1
秒

間
当

た
り

に
筋

肉
が

ど
の

く
ら

い
仕

事
を

す
る

か
と

い
う

こ
と

な
の

で
、

最
も

単
純

な
計

算
式

は
パ

ワ
ー

=
力

×
距

離
÷

時
間

に
な

る
。

仮
に

筋
肉

が
出

す
力

が
一

定
だ

と
す

る
と

（
等

張
力

性
条

件
）
、

力
は

時
間

に
依

存
せ

ず
に

一
定

に
な

る
の

で
、

パ
ワ

ー
＝

力
×

（
距

離
÷

時
間

）
と

な
る

。
距

離
÷

時
間

は
速

度
な

の
で

、
等

張
力

性
条

件
の

も
と

で
は

パ
ワ

ー
＝

力
×

速
度

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

筋
肉

に
は

、
高

い
速

度
で

縮
ん

で
い

る
時

ほ
ど

小
さ

な
力

し
か

発
揮

で
き

ず
、

逆
に

縮
む

速
度

が
遅

い
時

ほ
ど

大
き

な
力

を
発

揮
で

き
る

と
い

う
特

性
が

あ
る

。
こ

れ
を

、
筋

肉
の

「
力

-
速

度
関

係
」
と

い
う

。
一

方
で

、
筋

肉
の

「
力

-
速

度
関

係
」
は

、
伸

張
性

収
縮

時
で

は
逆

の
こ

と
が

起
こ

り
、

速
度

が
高

い
時

に
、

大
き

な
力

を
発

揮
し

や
す

い
。

こ
の

「
力

-
速

度
関

係
」
を

基
に

、
パ

ワ
ー

を
プ

ロ
ッ

ト
し

て
図

を
作

成
す

る
と

、
短

縮
性

収
縮

で
は

、
筋

肉
の

長
さ

が
変

わ
ら

な
い

、
等

尺
性

最
大

筋
力

の
3
0
-
3
5
%
く
ら

い
で

、
パ

ワ
ー

が
最

大
に

な
る

こ
と

が
分

か
る

。

4
3

行
動

体
力

の
種

類
と

特
性

筋
力

と
パ

ワ
ー

4
3

物
体

に
力

を
加

え
て

動
か

す
こ

と
を

【
仕

事
】
と

い
い

、
単

位
時

間
あ

た
り

の
仕

事
を

仕
事

率
（
パ

ワ
ー

）
と

い
う

。

仕
事

率
（
パ

ワ
ー

）
=
力

×
速

度

と
表

す
事

が
で

き
る

。

＜
筋

肉
の

力
-
速

度
関

係
か

ら
得

ら
れ

る
力

-
パ

ワ
ー

の
関

係
＞

筋
肉

の
特

性
か

ら
、

最
大

筋
力

の
3
0
～

3
5
％

く
ら

い
の

力
を

出
し

て
い

る
と

き
に

パ
ワ

ー
が

ピ
ー

ク
に

な
る

。

（
3
）
行

動
体

力
の

種
類

と
特

性
パ

ワ
ー

の
大

き
さ

と
運

動
時

間

運
動

（
筋

収
縮

）
は

A
T
P

（
ア

デ
ノ

シ
ン

三
リ

ン
酸

）
が

分
解

さ
れ

る
と

き
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

使
っ

て
お

こ
な

わ
れ

る
。

し
か

し
、

筋
肉

内
の

A
T
P

の
反

応
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
だ

け
で

は
足

り
ず

、
分

解
し

た
A

T
P

を
絶

え
ず

再
合

成
す

る
必

要
が

あ
り

、
こ

の
再

合
成

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

、
時

間
の

長
さ

と
パ

ワ
ー

の
大

き
さ

に
よ

っ
て

3
つ

の
過

程
を

へ
て

供
給

さ
れ

て
い

る
。

・
ハ

イ
パ

ワ
ー

非
乳

酸
性

機
構

（
A

T
P

-
C

P
系

）
は

、
筋

肉
内

に
蓄

え
ら

れ
て

い
る

C
P

（
ク

レ
ア

チ
ン

リ
ン

酸
）
が

C
（
ク

レ
ア

チ
ン

）
と

P
（
リ

ン
酸

）
に

分
解

す
る

と
き

に
発

生
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
す

る
過

程
で

あ
る

。
こ

の
反

応
は

、
無

酸
素

的
反

応
で

あ
り

、
乳

酸
を

生
成

し
な

い
非

乳
酸

性
機

構
で

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
時

間
は

約
8

秒
で

、
最

大
の

特
徴

は
す

ぐ
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

利
用

で
き

る
こ

と
で

あ
り

、
主

に
数

秒
の

激
し

い
運

動
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

・
ミ

ド
ル

パ
ワ

ー
乳

酸
性

機
構

（
解

糖
系

）
は

、
酸

素
の

供
給

が
間

に
合

わ
な

い
状

態
で

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

が
ピ

ル
ビ

ン
酸

を
経

て
乳

酸
に

分
解

さ
れ

、
こ

の
時

に
生

じ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
っ

て
A

T
P

を
再

合
成

す
る

過
程

で
あ

る
。

こ
の

反
応

は
、

無
酸

素
的

反
応

で
あ

り
、

乳
酸

を
蓄

積
す

る
乳

酸
性

機
構

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

時
間

は
約

3
3
秒

で
、

A
T
P

-
C

P
系

と
合

わ
せ

る
と

無
酸

素
的

過
程

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
は

約
4
1
秒

し
か

続
か

な
い

。
・
ロ

ー
パ

ワ
ー

有
酸

素
性

機
構

は
、

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

お
よ

び
脂

肪
が

ク
レ

ブ
ス

回
路

を
経

て
、

水
と

二
酸

化
炭

素
に

完
全

に
分

解
さ

れ
る

。
こ

の
時

に
多

量
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

供
給

さ
れ

て
い

る
。

有
酸

素
的

反
応

で
、

乳
酸

も
蓄

積
さ

れ
図

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
は

ブ
ド

ウ
糖

と
脂

肪
が

中
心

で
あ

り
、

こ
れ

ら
の

物
質

が
あ

る
限

り
運

動
が

続
け

ら
れ

る
。

4
4

パ
ワ

ー
の

大
き

さ
と

運
動

時
間

4
4

段
階

運
動

時
間

エ
ネ

ル
ギ

ー
獲

得
機

構
ス

ポ
ー

ツ
の

種
類

パ
ワ

ー
の

種
類

1
3
0
秒

間
以

下
非

乳
酸

性
機

構
砲

丸
投

げ
、

1
0
0
m

走
、

ゴ
ル

フ
、

テ
ニ

ス
、

ハ
イ

・
パ

ワ
ー

2
3
0
秒

〜
9
0
秒

非
乳

酸
性

機
構

＋
乳

酸
性

機
構

2
0
0
m

走
、

4
0
0
m

走
、

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

、
1
0
0
m

競
泳

ミ
ド

ル
パ

ワ
ー

3
9
0
秒

〜
3
分

間
乳

酸
性

機
構

＋
有

酸
素

性
機

構
8
0
0
m

走
、

体
操

競
技

、
ボ

ク
シ

ン
グ

ミ
ド

ル
パ

ワ
ー

4
3
分

間
以

上
有

酸
素

性
機

構
1
5
0
0
m

競
泳

、
マ

ラ
ソ

ン
、

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

ロ
ー

・
パ

ワ
ー

＜
運

動
時

間
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
獲

得
機

構
か

ら
見

た
ス

ポ
ー

ツ
種

目
と

パ
ワ

ー
の

種
類

＞

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

生
み

出
す

機
構

は
、

時
間

の
長

さ
と

パ
ワ

ー
の

大
き

さ
に

よ
っ

て
、

３
つ

に
分

け
ら

れ
る

。
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（
3
）
行

動
体

力
の

種
類

と
特

性
持

久
力

運
動

を
持

続
す

る
持

久
力

は
、

力
の

持
久

力
・
ス

ピ
ー

ド
の

持
久

力
・
パ

ワ
ー

の
持

久
力

の
3
つ

に
分

類
で

き
る

。
さ

ら
に

、
持

久
力

を
活

動
し

て
い

る
筋

へ
酸

素
や

栄
養

を
送

り
続

け
る

能
力

で
あ

る
全

身
持

久
力

と
、

１
つ

の
筋

肉
が

長
時

間
あ

る
い

は
何

回
も

反
復

し
て

力
を

発
揮

し
続

け
る

能
力

を
意

味
す

る
筋

持
久

力
に

分
類

で
き

る
。

ま
た

、
全

体
と

し
て

ロ
ー

パ
ワ

ー
運

動
を

長
時

間
継

続
し

な
が

ら
、

ハ
イ

パ
ワ

ー
運

動
と

ミ
ド

ル
パ

ワ
ー

運
動

が
休

息
を

挟
ん

で
何

回
も

繰
り

返
さ

れ
る

持
久

力
を

、
間

欠
的

持
久

力
と

い
う

。

（
試

合
期

に
向

け
た

持
久

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
：
h
tt

p
s:

/
/
n
o
te

.c
o
m

/
ko

_b
m

k/
n
/
n
d
7
a9

d
0
a3

e
3
4
5
）

4
5

持
久

力

4
5

＜
持

久
力

の
分

類
①

＞
＜

持
久

力
の

分
類

②
＞

多
く
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

ポ
ー

ツ
で

必
要

と
さ

れ
る

、
高

強
度

運
動

を
短

い
休

息
時

間
を

挟
ん

で
何

回
も

繰
り

返
す

持
久

力
を

、
間

欠
的

持
久

力
と

い
う

。

（
3
）
行

動
体

力
の

種
類

と
特

性
調

整
力

と
柔

軟
性

調
整

力
と

は
、

神
経

の
働

き
に

よ
っ

て
、

関
節

を
運

動
中

の
姿

勢
を

調
整

し
て

バ
ラ

ン
ス

を
と

っ
た

り
（
平

衡
性

）
、

運
動

を
機

敏
に

（
敏

捷
性

）
、

巧
み

に
お

こ
な

っ
た

り
す

る
（
巧

緻
性

）
能

力
で

あ
る

。
ま

た
、

柔
軟

性
も

発
揮

す
る

力
の

大
き

さ
を

調
整

す
る

神
経

系
も

関
連

す
る

た
め

、
調

整
力

の
範

疇
で

捉
え

る
こ

と
も

で
き

る
。

ス
キ

ャ
モ

ン
の

発
育

発
達

曲
線

を
参

照
す

る
と

、
運

動
神

経
を

司
る

神
経

系
は

、
生

ま
れ

て
か

ら
1
2
歳

頃
ま

で
に

、
急

激
に

成
長

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
。

こ
の

時
期

は
、

動
き

を
頭

で
理

解
さ

せ
体

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、

見
た

ま
ま

感
じ

た
ま

ま
の

イ
メ

ー
ジ

に
従

っ
て

体
全

体
で

技
術

を
吸

収
し

て
い

く
特

別
な

時
期

で
、

こ
の

時
期

を
ゴ

ー
ル

デ
ン

エ
イ

ジ
と

呼
ん

で
い

る
。

柔
軟

性
の

定
義

や
概

念
に

つ
い

て
は

様
々

な
捉

え
方

が
あ

り
ま

す
が

、
通

例
、

柔
軟

性
と

は
関

節
の

可
動

域
（
関

節
が

動
く
範

囲
）
と

そ
の

範
囲

で
の

筋
肉

や
腱

の
伸

張
性

（
伸

び
や

す
さ

）
の

こ
と

を
指

し
、

「
静

的
柔

軟
性

」
と

「
動

的
柔

軟
性

」
の

2
つ

に
大

別
さ

れ
る

。
動

的
柔

軟
性

と
は

、
動

き
の

中
で

求
め

ら
れ

る
体

の
柔

ら
か

さ
で

、
関

節
の

可
動

域
の

中
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
可

動
性

や
、

筋
肉

の
強

さ
（
筋

力
や

パ
ワ

ー
）
、

動
作

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

も
含

ま
れ

る
。

（
国

立
ス

ポ
ー

ツ
科

学
セ

ン
タ

ー
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.jp
n
sp

o
rt

.g
o
.jp

/
h
p
sc

/
）

4
6

調
整

力
と

柔
軟

性

4
6

調
整

力
と

は
、

平
衡

性
・
敏

捷
性

・
巧

緻
性

な
ど

の
要

素
を

い
い

、
神

経
系

と
の

関
わ

り
が

深
い

。

神
経

系
は

、
6
歳

で
成

人
の

9
0
％

の
レ

ベ
ル

に
達

す
る

柔
軟

性
は

、
静

的
柔

軟
性

と
動

的
柔

軟
性

に
分

類
さ

れ
る

。
動

的
柔

軟
性

は
、

調
整

力
と

し
て

捉
え

る
こ

と
も

で
き

る
。
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５
．

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
原

理
・
原

則 4
7

最
適

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
践

す
る

に
は

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

原
理

・
原

則
に

つ
い

て
理

解
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
基

礎
的

な
考

え
方

と
し

て
、

原
理

原
則

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

設
計

に
つ

い
て

解
説

す
る

。

（
1
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

原
理

オ
ー

バ
ー

ロ
ー

ド
、

特
異

性
、

可
逆

性
、

適
時

性

（
2
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

5
つ

の
原

則
全

面
性

、
意

識
性

、
漸

進
性

、
個

別
性

、
反

復
性

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

変
数

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
決

定

4
7

（
1
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

原
理

◆
オ

ー
バ

ー
ロ

ー
ド

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

を
得

る
た

め
に

荷
は

、
既

に
持

っ
て

い
る

能
力

を
刺

激
す

る
負

荷
が

必
要

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

日
常

生
活

で
身

体
に

か
か

る
以

上
の

負
荷

や
、

あ
る

レ
ベ

ル
以

上
の

負
荷

を
課

す
こ

と
（
過

負
荷

）
に

よ
っ

て
効

果
が

期
待

で
き

る
。

◆
特

異
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
生

理
学

的
適

応
に

は
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
種

類
に

よ
る

特
異

性
が

認
め

ら
れ

る
。

た
と

え
ば

、
ウ

エ
イ

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

は
筋

力
の

高
め

る
こ

と
は

で
き

る
が

、
心

配
機

能
の

向
上

は
望

め
な

い
。

ま
た

、
同

じ
ウ

エ
イ

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

も
低

強
度

か
つ

高
回

数
で

行
う

と
、

最
大

筋
力

で
は

な
く
金

持
久

力
の

改
善

が
主

た
る

効
果

に
な

る
。

そ
れ

ば
か

り
か

持
久

性
の

向
上

ば
か

り
を

重
点

的
に

行
う

と
、

元
々

備
わ

っ
て

い
る

ス
ピ

ー
ド

が
落

ち
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
目

的
に

応
じ

て
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

種
類

、
強

度
、

量
、

頻
度

を
選

択
す

る
必

要
が

あ
る

。

◆
可

逆
性

あ
る

一
定

期
間

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
し

て
効

果
が

得
ら

れ
て

も
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
止

め
る

と
、

ま
た

元
に

戻
っ

て
し

ま
う

。
こ

れ
を

可
逆

性
と

い
う

。
そ

の
内

容
は

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
が

低
下

す
る

と
い

う
現

象
だ

け
で

な
く
、

生
理

・
生

化
学

的
に

も
変

化
を

も
た

ら
す

。
科

学
性

の
意

味
を

理
解

し
て

お
け

ば
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

間
隔

な
ど

も
自

ず
と

適
切

に
計

画
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◆
適

時
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

は
各

年
代

を
通

し
て

、
い

つ
も

同
じ

よ
う

に
得

ら
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

特
に

発
育

発
達

期
に

お
い

て
は

年
齢

に
応

じ
て

体
力

要
素

ご
と

に
異

な
る

発
達

経
緯

を
た

ど
る

こ
と

が
分

か
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
発

達
の

ス
パ

ー
ト

期
を

う
ま

く
捉

え
て

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
と

効
果

が
大

き
い

。
つ

ま
り

体
力

要
素

が
伸

び
る

時
期

に
合

わ
せ

て
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
と

効
率

的
で

あ
る

。

4
8

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
原

理

4
8

オ
ー

バ
ー

ロ
ー

ド

特
異

性
可

逆
性

適
時

性

す
べ

て
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
オ

ー
バ

ー
ロ

ー
ド

（
過

負
荷

）
に

よ
る

生
理

学
的

適
応

に
よ

る
が

、
常

に
３

つ
の

性
質

を
考

慮
し

て
行

う
考

慮
に

入
れ

て
行

う
必

要
が

あ
る

。

１
２

３

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
は

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

し
た

部
位

や
動

作
に

現
れ

る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
は

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
中

断
す

る
と

少
し

ず
つ

消
失

し
て

し
ま

う

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
は

各
年

代
を

通
し

て
、

い
つ

で
も

同
じ

よ
う

に
得

ら
れ

る
も

の
で

は
な

い

日
常

生
活

よ
り

も
高

い
（
強

い
）
運

動
負

荷
を

か
け

な
い

と
体

力
、

機
能

は
向

上
し

な
い
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（
2
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

5
つ

の
原

則
①

全
面

性
体

力
の

諸
要

素
を

偏
る

こ
と

な
く
高

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

種
目

に
必

要
な

専
門

的
な

体
力

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
種

目
ご

と
に

特
に

必
要

な
体

力
要

素
は

あ
る

に
し

て
も

、
基

礎
的

な
体

力
を

高
め

る
為

に
、

身
体

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
し

、
強

さ
、

粘
り

強
さ

、
速

さ
な

ど
の

諸
要

素
を

オ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
に

鍛
え

る
必

要
が

あ
る

。
特

に
発

育
発

達
期

に
は

一
つ

の
種

目
に

偏
る

こ
と

な
く
、

様
々

な
運

動
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

将
来

の
選

択
範

囲
を

広
げ

つ
つ

、
ス

ケ
ー

ル
の

大
き

い
ア

ス
リ

ー
ト

に
育

つ
よ

う
に

仕
向

け
る

よ
う

に
す

る
。

②
意

識
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
う

え
で

、
強

制
さ

れ
て

行
う

の
で

は
な

く
、

自
分

の
意

思
に

よ
る

方
が

よ
り

効
果

的
で

あ
る

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

目
的

を
し

っ
か

り
理

解
し

、
「
自

分
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
は

何
が

、
ど

の
よ

う
に

必
要

な
の

か
」
と

い
う

こ
と

を
自

覚
し

な
が

ら
行

え
ば

効
果

は
大

き
く
な

る
。

コ
ー

チ
は

、
一

方
的

に
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

支
持

す
る

の
で

は
な

く
、

ア
ス

リ
ー

ト
自

身
も

そ
の

意
味

を
理

解
し

な
が

ら
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

進
め

る
よ

う
に

方
向

づ
け

る
べ

き
で

あ
る

。

③
漸

進
性

あ
る

一
定

の
負

荷
で

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
続

け
た

場
合

に
は

、
あ

る
一

定
の

水
準

に
達

す
る

と
、

そ
れ

以
上

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
効

果
が

得
ら

れ
に

く
く

な
る

。
体

力
の

向
上

に
伴

い
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
負

荷
も

漸
進

的
に

増
や

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
つ

ま
り

、
強

く
な

っ
た

ら
強

く
な

っ
た

な
り

の
負

荷
が

必
要

だ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
能

力
以

上
の

強
い

負
荷

を
一

気
に

課
す

と
障

害
を

引
き

起
こ

す
危

険
も

あ
る

の
で

、
階

段
を

上
が

る
よ

う
に

徐
々

に
強

度
を

増
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

④
個

別
性

各
ア

ス
リ

ー
ト

の
年

齢
、

体
格

、
性

別
、

体
力

水
準

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
経

験
、

技
術

水
準

な
ど

の
特

性
を

配
慮

し
て

、
個

人
に

応
じ

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
負

荷
を

与
え

る
必

要
が

あ
る

。
あ

る
い

は
、

個
人

競
技

で
は

戦
い

方
に

個
人

の
特

徴
が

あ
り

、
団

体
競

技
で

は
ポ

ジ
シ

ョ
ン

な
ど

の
役

割
に

も
差

が
あ

る
。

個
人

を
伸

ば
す

た
め

に
は

、
こ

の
よ

う
な

個
別

性
の

問
題

を
考

慮
し

な
が

ら
必

要
な

負
荷

を
与

え
る

よ
う

な
コ

ー
チ

ン
グ

を
心

掛
け

る
。

⑤
反

復
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
を

上
げ

る
た

め
に

は
、

反
復

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
。

特
に

体
力

の
場

合
は

、
一

夜
漬

け
で

目
覚

ま
し

く
向

上
す

る
こ

と
は

あ
り

え
な

い
。

体
力

は
繰

り
返

し
、

コ
ツ

コ
ツ

と
反

復
を

重
ね

て
は

じ
め

て
向

上
す

る
こ

と
を

認
識

し
て

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

4
9

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
5
つ

の
原

則

4
9

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
原

則

全
面

性

漸
進

性 反
復

性
意

識
性個

別
性

１

２

３
４

５

全
身

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
必

要
が

あ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
質

や
量

は
段

階
的

に
増

や
し

て
い

く

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
を

得
る

に
は

継
続

・
反

復
が

必
要

個
人

差
に

応
じ

て
自

分
に

合
っ

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
目

的
を

理
解

す
る

と
効

果
が

上
が

る

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

は
一

般
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

は
、

特
定

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
一

連
の

事
象

を
論

理
的

に
処

理
し

て
い

く
手

順
を

指
す

。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

は
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

計
画

的
に

処
方

さ
れ

た
一

連
の

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
時

間
的

配
列

の
こ

と
で

あ
る

。

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
、

個
々

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
内

容
を

厳
密

に
設

定
し

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
デ

ザ
イ

ン
に

は
次

ペ
ー

ジ
よ

り
述

べ
る

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

変
数

」
を

操
作

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

5
0

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

計
画

的
に

処
方

さ
れ

た
一

連
の

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
時

間
的

配
列

の
こ

と
。

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
0

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

１
．

個
々

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
内

容
を

厳
密

に
設

定
し

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
必

要
が

あ
る

。

２
．

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
デ

ザ
イ

ン
に

は
、

目
標

を
見

据
え

て
「
プ

ロ
グ

ラ
ム

変
数

」
を

操
作

す
る

こ
と

が
重

要
！

効
果

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

計
画

の
為

に
・
・
・

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
は

」

359



（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
設

定
さ

れ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
成

要
素

の
こ

と
。

全
部

で
６

項
目

あ
る

。

１
．

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

２
．

強
度

３
．

量
４

．
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
配

列
５

．
休

息
時

間
６

．
頻

度

次
頁

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

の
変

数
に

つ
い

て
記

載
す

る
。

5
1

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

設
定

さ
れ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
要

素
の

こ
と

。
全

部
で

６
項

目
あ

る
。

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
1

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
１

．
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
項

目
選

択
）

「
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
項

目
選

択
」
と

は
、

実
施

す
る

運
動

の
種

類
や

名
称

の
こ

と
で

、
実

施
す

る
運

動
の

選
択

を
そ

の
も

の
を

指
す

。

例
え

ば
ウ

エ
イ

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

あ
れ

ば
、

ス
ク

ワ
ッ

ト
、

ク
リ

ー
ン

と
い

っ
た

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

が
あ

る
。

5
2

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
2

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

実
施

す
る

運
動

の
種

類
や

名
称

の
こ

と
で

、
実

施
す

る
運

動
の

選
択

を
そ

の
も

の
を

指
す

。

ウ
エ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
あ

れ
ば

、
ス

ク
ワ

ッ
ト

、
ク

リ
ー

ン
な

ど
、

実
際

の
種

目
の

こ
と

。
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（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
２

．
強

度
）

「
強

度
」
と

は
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
を

実
施

す
る

強
度

の
こ

と
を

指
す

。
強

度
の

設
定

方
法

に
は

、
重

量
、

高
さ

、
速

度
な

ど
の

「
物

理
的

方
法

」
と

、
心

拍
数

や
発

揮
能

力
な

ど
の

「
生

理
的

方
法

」
が

あ
る

。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
に

「
絶

対
的

方
法

」
と

「
相

対
的

方
法

」
が

あ
り

、
そ

れ
に

よ
っ

て
変

数
を

決
定

す
る

。
「
絶

対
的

方
法

」
は

個
人

差
に

か
か

わ
ら

ず
、

一
定

の
強

度
（
kg

な
ど

）
を

絶
対

値
と

し
て

負
荷

す
る

場
合

に
用

い
る

。
「
相

対
的

方
法

」
は

個
人

の
最

大
値

に
対

す
る

パ
ー

セ
ン

ト
に

よ
っ

て
設

定
さ

れ
る

。

5
3

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
3

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

・
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
を

実
施

す
る

強
度

の
こ

と
。

・
設

定
方

法
に

は
「
物

理
的

方
法

」
と

「
生

理
的

方
法

」
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
「
絶

対
的

方
法

」
「
相

対
的

方
法

」
に

よ
っ

て
決

め
ら

れ
る

。

物
理

的
方

法

重
量

、
高

さ
、

速
度

な
ど

生
理

的
方

法

絶
対

的
方

法

相
対

的
方

法

心
拍

数
、

発
揮

能
力

な
ど

個
人

差
に

関
わ

ら
な

い
一

定
の

強
度

（
kg

な
ど

）

個
人

の
最

大
値

に
対

す
る

パ
ー

セ
ン

ト
（
％

H
R

M
ax

、
最

大
反

復
回

数
）

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
３

．
量

）

「
量

」
と

は
前

述
の

「
強

度
」
と

は
区

別
さ

れ
た

負
荷

の
大

き
さ

を
表

す
変

数
で

あ
る

。
時

間
の

長
さ

、
距

離
、

回
数

、
装

仕
事

量
に

よ
っ

て
設

定
さ

れ
る

。

例
え

ば
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
で

は
、

距
離

、
反

復
回

数
ウ

エ
イ

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

は
、

拳
上

回
数

や
セ

ッ
ト

数
が

該
当

す
る

。

一
般

に
、

強
度

が
強

く
な

れ
ば

、
量

は
少

な
く
な

り
、

量
が

多
く
な

る
と

、
強

度
は

低
く
な

る
と

い
う

よ
う

に
、

「
強

度
」
と

「
量

」
は

相
反

す
る

関
係

に
あ

る
。

5
4

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
4

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

・
強

度
と

は
異

な
る

負
荷

の
大

き
さ

を
表

す
変

数
。

時
間

の
長

さ
、

距
離

、
回

数
、

装
仕

事
量

に
よ

っ
て

設
定

さ
れ

る
。

・
強

度
が

高
く
な

れ
ば

量
は

少
な

く
な

り
、

量
が

多
く
な

る
と

強
度

は
低

く
な

る
と

い
う

、
強

度
と

量
は

相
反

す
る

関
係

に
あ

る
。

ラ
ン

ニ
ン

グ
で

は
距

離
や

反
復

回
数

が
該

当
す

る
。

ウ
エ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
は

挙
上

回
数

や
セ

ッ
ト

数
が

該
当

す
る

。
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（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
４

．
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
の

配
列

）

「
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
の

配
列

」
と

は
、

文
字

通
り

、
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
を

す
る

順
序

の
こ

と
。

複
数

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
や

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
１

回
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
で

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
効

果
は

、
そ

の
順

序
に

よ
っ

て
大

き
く
影

響
さ

れ
る

。

一
般

的
に

は
、

前
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
後

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

著
し

い
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

が
原

則
と

な
る

。
例

） ・
強

い
持

久
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

後
に

、
ス

ピ
ー

ド
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

→
ス

ピ
ー

ド
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

質
の

低
下

・
高

強
度

な
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

後
に

、
繊

細
な

技
術

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
→

技
術

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
困

難

但
し

、
意

図
的

に
実

施
順

序
を

原
則

と
違

わ
せ

る
こ

と
も

あ
る

。
例

） 1
日

の
中

で
、

予
選

～
決

勝
な

ど
の

複
数

ラ
ウ

ン
ド

が
あ

る
競

技
→

疲
れ

た
状

態
で

の
競

技
が

必
要

な
為

、
あ

え
て

前
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
疲

れ
た

状
態

を
作

り
出

す
こ

と
も

あ
る

。

5
5

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
5

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

・
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
を

す
る

順
序

の
こ

と
。

・
個

々
の

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
順

序
で

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

が
大

き
く
変

わ
る

。
→

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

特
性

や
相

互
関

係
の

及
び

疲
労

の
影

響
を

考
慮

し
て

、
も

っ
と

も
適

切
な

順
序

を
設

定
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

前
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
後

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

著
し

い
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

が
原

則
と

な
る

。

高
強

度
の

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

繊
細

な
技

術
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

繊
細

な
技

術
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
高

強
度

の
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
５

．
休

息
時

間
）

「
休

息
時

間
」
と

は
、

個
々

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
間

や
セ

ッ
ト

間
の

休
息

時
間

の
こ

と
で

あ
る

。
動

作
の

繰
り

返
し

に
よ

る
疲

労
を

回
復

さ
せ

る
時

間
も

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

種
類

や
目

的
に

よ
っ

て
制

御
さ

れ
る

べ
き

変
数

の
１

つ
で

あ
る

。

休
息

時
間

の
考

え
方

は
大

き
く
２

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

で
き

る
だ

け
完

全
回

復
さ

せ
て

、
最

大
努

力
を

反
復

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
と

、
あ

え
て

不
完

全
な

回
復

状
態

で
さ

ら
に

負
荷

を
か

け
て

い
く
必

要
が

あ
る

場
合

と
が

あ
る

。

い
ず

れ
の

場
合

で
も

目
的

や
レ

ベ
ル

に
応

じ
て

、
秒

単
位

・
分

単
位

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
。

5
6

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
6

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

・
個

々
の

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

間
や

セ
ッ

ト
間

の
休

息
時

間
の

こ
と

。

・
休

息
時

間
の

考
え

方
は

２
つ

に
大

別
さ

れ
る

。

・
目

的
や

レ
ベ

ル
に

応
じ

て
、

秒
単

位
・
分

単
位

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
。

休
息

時
間

の
考

え
方

完
全

な
回

復
状

態

不
完

全
な

回
復

状
態

最
大

努
力

を
反

復
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
で

き
る

だ
け

完
全

な
回

復
状

態
に

な
る

休
息

時
間

を
設

定

不
完

全
な

状
態

で
負

荷
を

か
け

て
い

く
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
完

全
に

回
復

し
き

ら
な

い
休

息
時

間
を

設
定
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（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
（
６

．
頻

度
）

「
頻

度
」
と

は
、

一
定

期
間

内
に

お
け

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
回

数
の

こ
と

。
通

常
、

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
週

あ
た

り
で

実
施

す
る

回
数

を
設

定
す

る
。

個
々

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
の

疲
労

回
復

に
要

す
る

時
間

や
目

的
に

応
じ

て
個

別
に

頻
度

を
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

5
7

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
7

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

・
一

定
期

間
内

に
お

け
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

回
数

の
こ

と
。

・
通

常
、

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
週

あ
た

り
で

実
施

す
る

回
数

を
設

定
す

る
。

月
火

水
木

金
土

日

ウ
エ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
ベ

ン
チ

プ
レ

ス
）

○
○

○

（
3
）
体

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計
◆

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

決
定

設
定

し
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

目
標

を
達

成
す

る
べ

く
、

各
変

数
の

相
互

関
係

に
注

意
し

な
が

ら
操

作
し

、
最

も
妥

当
と

思
わ

れ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

決
定

す
る

。

個
々

の
変

数
に

つ
い

て
は

選
択

肢
は

膨
大

な
も

の
が

あ
り

、
そ

れ
ら

の
順

列
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

は
幾

通
り

も
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

作
成

で
き

る
為

、
そ

の
数

は
ほ

ぼ
無

限
に

あ
る

。

そ
の

中
か

ら
最

適
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

一
つ

選
び

出
す

と
い

う
作

業
は

容
易

で
は

な
い

が
、

コ
ー

チ
の

長
年

の
試

行
錯

誤
に

よ
る

経
験

と
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

に
関

す
る

最
新

の
科

学
的

研
究

情
報

を
参

照
し

な
が

ら
、

判
断

し
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

5
8

体
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

計

5
8

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

決
定

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

項
目

選
択

強
度

量

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

の
配

列

休
息

時
間

頻
度

最
適

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

数
を

考
慮

し
て

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

検
討

コ
ー

チ
の

経
験

最
新

の
科

学
的

研
究

情
報
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６
．

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
種

類

5
9

（
1
）
形

態
別

分
類

持
続

性
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
レ

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

ス
ピ

ー
ド

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

筋
力

・
パ

ワ
ー

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法
、

筋
持

久
力

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

調
整

力
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
柔

軟
性

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
3
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

例
・
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

頚
部

、
上

肢
、

体
側

、
肩

、
上

腕
背

部
、

上
背

部
、

胸
部

、
腰

背
部

、
大

腿
内

側
、

大
腿

後
部

、
大

腿
後

部
、

な
ど

・
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

、
ク

ラ
ン

チ
、

バ
ッ

ク
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
、

バ
ー

ド
ド

ッ
グ

、
ヒ

ッ
プ

リ
フ

ト
、

フ
ォ

ワ
ー

ド
ラ

ン
ジ

、
ス

ク
ワ

ッ
ト

、
バ

ー
ビ

ー
、

な
ど

・
エ

ア
ロ

ビ
ッ

ク
ダ

ン
ス

マ
ー

チ
（
そ

の
場

足
踏

み
）
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
ス

テ
ッ

プ
タ

ッ
チ

、
ス

テ
ッ

ピ
ン

グ
ア

ウ
ト

（
マ

ン
ボ

）
、

キ
ッ

ク
、

ジ
ャ

ン
ピ

ン
グ

ジ
ャ

ッ
ク

、
ツ

イ
ス

ト
、

ス
ウ

ィ
ン

グ
、

な
ど

5
9

（
1
）
形

態
別

分
類

持
続

性
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

休
息

無
し

で
軽

度
の

運
動

を
続

け
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
持

続
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
。

有
酸

素
系

の
運

動
で

全
身

持
久

力
を

高
め

る
に

は
適

し
て

い
る

。
水

泳
、

エ
ア

ロ
ビ

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

な
ど

が
あ

げ
ら

れ
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
系

は
、

運
動

の
強

度
と

時
間

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

貢
献

度
が

変
化

す
る

。
図

は
、

各
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

機
構

の
貢

献
度

を
模

式
的

に
示

し
て

い
る

。
短

距
離

走
の

よ
う

な
高

強
度

で
短

時
間

の
運

動
で

は
、

A
T
P

-
P

C
r系

や
解

糖
系

が
中

心
と

な
る

。
反

対
に

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
や

ジ
ョ

ギ
ン

グ
の

よ
う

に
強

度
が

低
い

運
動

の
場

合
は

、
長

時
間

に
継

続
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
場

合
で

は
有

酸
素

系
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
機

構
が

主
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
な

る
。

（
農

畜
産

業
振

興
機

構
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.a
lic

.g
o
.jp

/
jo

h
o
-
s/

jo
h
o
0
7
_0

0
2
4
3
3
.h

tm
l）

6
0

形
態

別
分

類
持

続
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

6
0

休
息

な
し

で
軽

度
の

運
動

を
続

け
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
持

続
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
。

低
強

度
か

つ
長

時
間

の
運

動
は

、
有

酸
素

系
に

依
存

す
る

た
め

、
呼

吸
・
循

環
器

系
に

負
荷

を
与

え
る

こ
と

が
わ

か
る

。
す

な
わ

ち
、

全
身

持
久

力
を

改
善

す
る

の
に

適
し

て
い

る
。
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（
1
）
形

態
別

分
類

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
は

、
高

強
度

の
運

動
と

低
強

度
の

運
動

を
交

互
に

繰
り

返
す

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
い

う
。

例
と

し
て

は
、

2
0
0
m

を
早

く
走

り
、

2
0
0
m

の
ジ

ョ
ギ

ン
グ

で
繋

ぐ
と

い
う

組
み

合
わ

せ
が

あ
げ

ら
れ

る
。

高
強

度
運

動
と

休
息

（
低

強
度

運
動

）
、

セ
ッ

ト
回

数
の

設
定

に
よ

っ
て

、
筋

持
久

力
、

ス
ピ

ー
ド

持
久

力
、

全
身

持
久

力
、

筋
力

、
パ

ワ
ー

、
ス

ピ
ー

ド
、

な
ど

の
体

力
要

素
を

オ
ー

ル
ラ

ウ
ン

ド
で

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

6
1

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

6
1

高
強

度
の

運
動

と
低

強
度

の
運

動
を

交
互

に
繰

り
返

す
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

イ
ン

タ
ー

バ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
。

（
1
）
形

態
別

分
類

レ
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

高
強

度
の

運
動

の
間

に
完

全
休

息
を

取
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
レ

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
。

間
に

休
息

時
間

を
十

分
と

っ
て

、
1
回

1
回

を
ほ

ぼ
全

力
で

追
い

込
ん

で
走

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

、
レ

ー
ス

に
近

い
時

に
行

う
運

動
強

度
の

高
い

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
あ

る
。

ウ
エ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

も
こ

の
形

態
に

属
し

、
セ

ッ
ト

間
の

休
息

時
間

に
よ

っ
て

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
の

分
泌

量
が

変
化

し
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

効
果

に
影

響
を

も
た

ら
す

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
。

6
2

レ
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

6
2

高
強

度
の

運
動

の
間

に
完

全
休

息
を

取
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
レ

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
い

う
。

ウ
エ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

も
こ

の
形

態
に

属
し

て
い

る
。
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（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

ス
ピ

ー
ド

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

ス
ピ

ー
ド

に
は

反
応

ス
ピ

ー
ド

、
反

復
ス

ピ
ー

ド
、

移
動

ス
ピ

ー
ド

、
に

大
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
反

応
ス

ピ
ー

ド
は

五
感

か
ら

の
情

報
を

処
理

す
る

速
さ

で
神

経
系

の
関

与
が

大
き

い
と

さ
れ

る
。

反
復

ス
ピ

ー
ド

は
拮

抗
筋

に
関

す
る

相
反

神
経

支
配

の
神

経
系

の
関

与
が

大
き

い
と

さ
れ

る
。

移
動

ス
ピ

ー
ド

は
神

経
系

だ
け

で
な

く
筋

力
・
パ

ワ
ー

の
関

与
が

大
き

い
と

さ
れ

る
。

6
3

体
力

要
素

に
よ

る
分

類
ス

ピ
ー

ド
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

6
3

ス
ピ

ー
ド

は
、

反
応

ス
ピ

ー
ド

・
反

復
ス

ピ
ー

ド
・
移

動
ス

ピ
ー

ド
に

大
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

＜
反

応
ス

ピ
ー

ド
を

鍛
え

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
例

＞
＜

反
復

ス
ピ

ー
ド

を
鍛

え
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

例
＞

＜
移

動
ス

ピ
ー

ド
を

鍛
え

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
例

＞

（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

筋
力

・
パ

ワ
ー

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

・
最

大
筋

力
筋

の
横

断
面

積
な

ど
の

構
造

的
要

因
で

あ
る

量
的

要
素

と
、

神
経

系
の

要
因

で
あ

る
質

的
要

素
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

発
揮

で
き

る
力

の
上

限
の

こ
と

を
示

す
も

の
と

定
義

さ
れ

る
。

・
ス

ピ
ー

ド
筋

力
力

─
速

度
関

係
を

考
え

る
中

で
、

こ
の

速
度

の
制

約
を

受
け

な
が

ら
発

揮
す

る
筋

力
タ

イ
プ

と
し

て
定

義
さ

れ
る

。
・
ス

タ
ー

ト
筋

力
発

揮
で

き
る

力
の

上
限

を
意

味
す

る
最

大
筋

力
だ

け
で

は
な

く
、

力
の

立
ち

上
が

り
速

度
が

極
め

て
重

要
に

な
り

、
こ

の
力

の
立

ち
上

が
り

速
度

を
意

味
す

る
筋

力
タ

イ
プ

と
し

て
定

義
さ

れ
る

。
・
弾

性
筋

力
筋

の
収

縮
様

式
を

考
慮

す
る

中
で

、
短

時
間

・
高

負
荷

型
の

S
S

C
運

動
に

よ
る

筋
力

タ
イ

プ
と

し
て

定
義

さ
れ

る
。

以
上

４
つ

の
筋

力
と

、
目

的
の

ス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
構

造
に

注
目

し
て

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
組

み
立

て
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

（
陸

上
競

技
の

理
論

と
実

践
～

S
p
ri
n
t

&
C

o
n
d
it
io

n
in

g～
：

h
tt

p
s:

/
/
sp

ri
n
t-

c
o
n
d
it
io

n
.in

fo
/
c
at

e
go

ry
5
/
e
n
tr

y3
8
4
.h

tm
l）

6
4

筋
力

・
パ

ワ
ー

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

6
4

最
大

筋
力

・
ス

ピ
ー

ド
筋

力
・
ス

タ
ー

ト
筋

力
（
力

の
立

ち
上

げ
）
・
弾

性
筋

力
＋

目
的

の
ス

ポ
ー

ツ
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
構

造

こ
れ

を
考

慮
し

て
、

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
し

て
い

く
。
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（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法

筋
力

を
高

め
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

手
段

に
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

運
動

を
用

い
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

際
に

は
、

ま
ず

用
い

る
運

動
と

負
荷

方
法

に
つ

い
て

設
定

す
る

。
用

い
る

運
動

を
選

択
す

る
場

合
に

は
、

身
体

の
ど

の
部

位
の

筋
群

を
高

め
た

い
の

か
に

留
意

し
、

主
働

筋
や

拮
抗

筋
、

身
体

部
位

の
貢

献
度

に
も

注
目

す
る

。
ス

ポ
ー

ツ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
構

造
モ

デ
ル

、
体

力
と

技
術

の
二

面
性

や
相

対
性

に
つ

い
て

も
十

分
配

慮
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

負
荷

方
法

に
つ

い
て

は
、

用
い

る
負

荷
重

量
、

回
数

、
セ

ッ
ト

数
、

セ
ッ

ト
間

の
休

息
時

間
、

動
作

特
性

に
つ

い
て

選
択

す
る

こ
と

が
必

要
に

な
る

。
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

方
法

は
、

最
大

筋
力

法
・
最

大
反

復
法

・
動

的
能

力
法

・
負

荷
軽

減
法

・
プ

ラ
イ

オ
メ

ト
リ

ッ
ク

法
が

挙
げ

ら
れ

る
。

（
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
理

論
と

方
法

論
-

日
本

ス
ポ

ー
ツ

協
会

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.ja
p
an

-
sp

o
rt

s.
o
r.
jp

/
P

o
rt

al
s/

0
/
d
at

a/
ik

u
se

i/
d
o
c
/
k3

-
3
9
.p

d
f）

6
5

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法

6
5

筋
力

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
方

法
は

、
最

大
筋

力
法

・
最

大
反

復
法

・
動

的
能

力
法

・
負

荷
軽

減
法

・
プ

ラ
イ

オ
メ

ト
リ

ッ
ク

法
が

挙
げ

ら
れ

る
。

（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

筋
持

久
力

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

筋
持

久
力

と
は

、
筋

が
何

回
も

連
続

し
て

強
い

収
縮

を
繰

り
返

し
た

り
、

ア
イ

ソ
メ

ト
リ

ッ
ク

収
縮

な
状

態
で

長
い

間
力

を
出

し
続

け
る

能
力

で
あ

る
。

筋
持

久
力

を
決

定
す

る
生

理
学

的
な

要
因

は
、

筋
肉

に
酸

素
を

運
搬

す
る

能
力

、
筋

肉
で

酸
素

を
利

用
す

る
能

力
、

そ
し

て
筋

肉
に

貯
蔵

さ
れ

て
い

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
の

量
が

挙
げ

ら
れ

る
。

代
表

的
な

筋
持

久
力

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

は
、

表
に

示
し

た
1
5
回

以
上

の
低

負
荷

・
高

回
数

の
ア

イ
ソ

ト
ニ

ッ
ク

ス
が

挙
げ

ら
れ

る
。

（
パ

ソ
ナ

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.p
as

o
n
a.

c
o
.jp

/
jo

b
/
w

o
rk

st
yl

e
/
sp

o
rt

s/
c
o
lu

m
n
/
vo

l_
0
5
.h

tm
l）

6
6

筋
持

久
力

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

6
6

<
1
R

M
に

対
す

る
パ

ー
セ

ン
テ

ー
ジ

と
反

復
回

数
の

関
係

>

筋
持

久
力

を
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
に

は
、

低
負

荷
・
高

回
数

の
ア

イ
ソ

ト
ニ

ッ
ク

ス
が

あ
げ

ら
れ

る
。
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（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

調
整

力
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

調
整

力
は

、
5
-
1
2
歳

ま
で

の
こ

の
時

期
に

神
経

回
路

へ
刺

激
を

与
え

、
そ

の
回

路
を

張
り

巡
ら

せ
る

た
め

に
多

種
多

様
な

動
き

を
経

験
さ

せ
る

こ
と

が
、

と
て

も
大

切
な

こ
と

で
あ

る
。

と
り

わ
け

、
体

操
競

技
や

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス

ケ
ー

ト
な

ど
の

競
技

で
は

早
期

習
得

が
顕

著
で

あ
る

。

具
体

例
と

し
て

、
合

図
に

す
ば

や
く

反
応

し
て

ダ
ッ

シ
ュ

や
方

向
転

換
を

し
た

り
、

低
い

ハ
ー

ド
ル

を
す

ば
や

く
跳

び
越

し
た

り
す

る
運

動
は

、
敏

捷
さ

（
敏

捷
性

び
ん

し
ょ

う
せ

い
）
を

高
め

る
の

に
効

果
的

で
あ

る
。

ま
た

、
平

均
台

を
使

っ
た

運
動

や
倒

立
、

回
転

な
ど

を
と

り
入

れ
た

ト
ー

レ
ニ

ン
グ

は
、

バ
ラ

ン
ス

能
力

（
平

衡
性

へ
い

こ
う

せ
い

）
の

向
上

に
有

効
と

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
の

ほ
か

に
、

調
整

力
を

高
め

る
た

め
に

は
、

力
の

発
揮

や
動

作
の

タ
イ

ミ
ン

グ
の

正
確

性
を

要
求

す
る

運
動

な
ど

も
と

り
い

れ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
特

定
の

動
作

や
運

動
種

目
に

か
た

よ
る

こ
と

な
く
、

多
様

な
体

の
動

き
か

ら
な

る
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
も

と
づ

い
て

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

（
ス

キ
ャ

モ
ン

の
発

達
・
発

育
曲

線
.：

h
tt

p
:/

/
ka

su
ga

so
c
c
e
r.
w

e
b
.f
c
2
.c

o
m

/
d
o
c
/
sc

am
m

o
n
.p

d
f）

6
7

調
整

力
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

6
7

調
整

力
を

高
め

る
に

は
、

早
期

に
神

経
系

に
刺

激
を

与
え

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

（
2
）
体

力
要

素
に

よ
る

分
類

柔
軟

性
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

柔
軟

性
を

高
め

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
関

節
を

大
き

く
動

か
し

て
、

筋
肉

、
腱

（
け

ん
）
、

靱
帯

（
じ

ん
た

い
）
な

ど
を

十
分

に
伸

ば
す

方
法

（
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

）
に

よ
っ

て
お

こ
な

わ
れ

る
。

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

は
、

弾
み

や
反

動
を

使
っ

て
お

こ
な

う
動

的
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

と
、

ゆ
っ

く
り

伸
ば

し
て

か
ら

静
止

す
る

静
的

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
と

が
あ

る
。

そ
の

ほ
か

に
も

、
バ

リ
ス

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
と

い
う

反
動

を
つ

け
て

筋
肉

を
伸

ば
し

、
瞬

間
的

に
可

動
域

が
広

ゲ
ル

ス
ト

レ
ッ

チ
や

、
P

N
F
と

い
う

筋
や

腱
の

感
覚

受
容

器
を

刺
激

し
て

反
応

を
促

し
、

本
来

の
持

っ
て

い
る

柔
軟

性
を

引
き

出
す

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
も

あ
る

。
柔

軟
性

が
高

ま
る

こ
と

で
、

関
節

の
可

動
範

囲
が

大
き

く
な

り
、

動
作

が
無

理
な

く
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、

け
が

を
予

防
す

る
の

に
も

役
立

つ
。

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
は

、
自

然
な

呼
吸

を
し

な
が

ら
、

心
地

よ
い

痛
み

（
ス

ト
レ

ッ
チ

感
）
を

感
じ

る
と

こ
ろ

ま
で

筋
肉

を
ゆ

っ
く
り

伸
ば

し
、

伸
ば

し
た

位
置

で
２

０
～

３
０

秒
間

、
伸

展
し

て
い

る
筋

肉
を

意
識

し
な

が
ら

静
止

状
態

を
保

つ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

（
高

校
保

健
体

育
：

h
tt

p
s:

/
/
ga

ku
e
n
.g

if
u
-
n
e
t.
e
d
.jp

/
~c

o
n
te

n
ts

/
ko

u
_h

o
ke

n
n
/
h
o
ke

n
/
0
2
p
u
rp

o
se

/
0
2
1
.h

tm
l）

6
8

柔
軟

性
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

6
8

＜
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
目

的
と

効
果

＞
・
障

害
予

防
・
疲

労
の

緩
和

・
関

節
可

動
域

の
拡

大
・
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン

＜
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
種

類
と

そ
の

方
法

＞
・
ス

タ
テ

ィ
ク

ス
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

・
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

・
バ

リ
ス

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
・
P

N
F

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

留
意

点
・
実

施
中

の
呼

吸
は

自
然

な
リ

ズ
ム

を
維

持
す

る
こ

と
・
伸

展
さ

れ
て

い
る

筋
肉

に
意

識
を

向
け

る
こ

と
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（
3
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

例
・
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

頚
部

、
上

肢
、

体
側

、
肩

、
上

腕
背

部
、

上
背

部
、

胸
部

、
腰

背
部

、
大

腿
内

側
、

大
腿

後
部

、
大

腿
後

部
、

な
ど

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.t
ak

ah
as

h
is

h
o
te

n
.c

o
.jp

/
b
o
o
k/

0
3
2
3
9
.h

tm
l）

6
9

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

例
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

6
9

「
伸

ば
さ

な
い

」
か

ら
グ

ン
グ

ン
伸

び
る

！
新

伸
び

感
の

ス
ト

レ
ッ

チ
で

、
体

の
根

本
を

改
善

疲
れ

た
体

が
よ

み
が

え
る

リ
セ

ッ
ト

7秒
ス

ト
レ

ッ
チ

価
格

13
20

円
（
税

込
）

著
者

名
栗

田
聡

（
著

者
）

濱
栄

一
（
著

者
）
ペ

ー
ジ

数
16

0

（
3
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

例
・
レ

ジ
ス

タ
ン

ス
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

、
ク

ラ
ン

チ
、

バ
ッ

ク
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
、

バ
ー

ド
ド

ッ
グ

、
ヒ

ッ
プ

リ
フ

ト
、

フ
ォ

ワ
ー

ド
ラ

ン
ジ

、
ス

ク
ワ

ッ
ト

、
バ

ー
ビ

ー
、

な
ど

h
tt

p
s:

/
/
to

ku
te

ik
e
n
sh

in
-
h
o
ke

n
si

d
o
u
.jp

/
n
e
w

s/
2
0
1
3
/
0
0
2
8
5
2
.p

h
p

7
0

レ
ジ

ス
タ

ン
ス

エ
ク

サ
サ

イ
ズ

7
0

「
7
分

間
集

中
運

動
」

（
1
）
ジ

ャ
ン

プ
→

（
2
）
壁

座
り

→
（
3
）
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

→
（
4
）
ク

ラ
ン

チ
（
腹

筋
運

動
）

→
（
5
）
イ

ス
の

昇
降

→
（
6
）
ス

ク
ワ

ッ
ト

→
（
7
）
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

（
三

頭
筋

運
動

）
→

（
8
）
プ

ラ
ン

ク
→

（
9
）
膝

の
上

げ
下

げ
→

（
1
0
）
ラ

ウ
ン

ジ
→

（
1
1
）
腕

の
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

運
動

→
（
1
2
）
サ

イ
ド

・
プ

ラ
ン

ク
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（
3
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

例
・
エ

ア
ロ

ビ
ッ

ク
ダ

ン
ス

マ
ー

チ
（
そ

の
場

足
踏

み
）
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
ス

テ
ッ

プ
タ

ッ
チ

、
ス

テ
ッ

ピ
ン

グ
ア

ウ
ト

（
マ

ン
ボ

）
、

キ
ッ

ク
、

ジ
ャ

ン
ピ

ン
グ

ジ
ャ

ッ
ク

、
ツ

イ
ス

ト
、

ス
ウ

ィ
ン

グ
、

な
ど

h
tt

p
s:

/
/
tr

ic
ra

ft
-
jp

.c
o
m

/
ae

ro
b
ic

s-
le

ss
o
n
/

7
1

エ
ア

ロ
ビ

ッ
ク

ダ
ン

ス

7
1

【
図

解
】
さ

ぁ
！

始
め

よ
う

！
自

宅
で

カ
ラ

ダ
を

動
か

す
！

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

4
つ

の
基

本
ス

テ
ッ

プ
と

基
本

動
作

！

７
．

ス
ポ

ー
ツ

と
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

7
2

（
1
）
ス

ポ
ー

ツ
と

心
ス

ポ
ー

ツ
と

心
の

関
係

（
2
）
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
味

（
3
）
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

意
味

、
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
違

い
（
4
）
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
5
）
個

人
差

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

性
差

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

、
能

力
差

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

、
性

格
的

な
特

徴
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ
（
6
）
日

常
生

活
に

お
け

る
相

談
日

常
生

活
・
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
心

理
的

問
題

（
7
）
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

は
、

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
目

的
、

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
注

意
点

7
2
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ス
ポ

ー
ツ

と
心

の
関

係
に

は
二

つ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

仕
方

が
あ

る
。

一
つ

は
ス

ポ
ー

ツ
が

心
の

面
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

す
か

と
い

う
問

題
で

、
特

に
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

心
理

的
な

効
果

に
注

目
し

、
ス

ポ
ー

ツ
が

ス
ト

レ
ス

解
消

や
精

神
的

健
康

の
増

進
に

果
た

す
役

割
、

ま
た

長
期

的
に

は
人

格
形

成
に

及
ぼ

す
よ

う
な

影
響

な
ど

が
取

り
上

げ
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
は

特
に

日
常

的
な

生
活

に
根

差
し

た
大

衆
的

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

お
い

て
重

要
な

テ
ー

マ
に

な
っ

て
い

る
と

い
え

よ
う

。

こ
れ

に
対

し
て

二
つ

目
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
行

う
上

で
心

の
要

素
は

ど
の

よ
う

に
関

与
す

る
の

か
と

い
う

問
題

を
取

り
上

げ
る

立
場

で
あ

る
。

特
に

競
技

ス
ポ

ー
ツ

に
お

い
て

は
最

高
の

成
績

や
記

録
を

出
す

た
め

の
心

の
条

件
が

問
題

に
な

り
、

そ
の

た
め

の
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
注

目
さ

れ
て

き
て

い
る

。
ま

た
一

般
の

ス
ポ

ー
ツ

に
お

い
て

も
、

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
動

機
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
継

続
の

問
題

、
効

率
的

な
技

能
習

得
法

な
ど

広
範

囲
に

わ
た

っ
て

問
題

が
挙

げ
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
に

ス
ポ

ー
ツ

を
一

つ
の

行
動

と
い

う
視

点
か

ら
な

が
め

、
心

と
の

関
係

を
よ

く
理

解
す

る
こ

と
に

よ
り

、
指

導
や

コ
ー

チ
ン

グ
は

よ
り

一
層

、
効

率
的

で
適

切
な

も
の

に
な

っ
て

い
く
と

い
え

よ
う

。

7
3

ス
ポ

ー
ツ

と
心

「
ス

ポ
ー

ツ
と

心
の

関
係

」

7
3

効
果

ス
ポ

ー
ツ

す
る

こ
と

に
よ

る
心

理
的

な
効

果
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

上
で

の
心

理
的

な
影

響

要
旨

ス
ポ

ー
ツ

を
し

た
こ

と
で

得
ら

れ
る

心
の

充
実

に
つ

い
て

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
上

で
求

め
ら

れ
る

心
の

持
ち

よ
う

に
つ

い
て

例
・
ス

ト
レ

ス
解

消
・
精

神
的

健
康

の
増

進
・
人

格
形

成

・
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

動
機

・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

継
続

ス
ポ

ー
ツ

と
心

の
関

係
に

は
二

つ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

仕
方

が
あ

る
。

一
つ

は
ス

ポ
ー

ツ
が

心
の

面
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

す
か

、
も

う
一

つ
は

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
行

う
上

で
心

の
要

素
は

ど
の

よ
う

に
関

与
す

る
の

か
で

あ
る

。

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
は

ス
ポ

ー
ツ

競
技

に
お

い
て

、
競

技
者

が
自

己
の

能
力

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
に

は
周

囲
か

ら
の

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
克

服
し

た
り

、
必

要
な

時
に

は
注

意
を

集
中

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
必

要
に

応
じ

て
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

り
、

逆
に

最
適

な
水

準
ま

で
緊

張
を

高
め

た
り

す
る

な
ど

自
己

の
こ

こ
ろ

の
状

態
を

適
切

に
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
は

こ
の

よ
う

に
競

技
の

場
で

自
己

の
潜

在
的

な
能

力
を

最
高

度
に

発
揮

す
る

た
め

の
こ

こ
ろ

の
面

に
お

け
る

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

あ
る

い
は

自
己

管
理

を
意

味
し

て
い

る
。

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
意

味
1
9
8
5
年

に
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

た
め

の
強

化
対

策
と

し
て

日
本

体
育

協
会

（
現

日
本

ス
ポ

ー
ツ

協
会

）
の

ス
ポ

ー
ツ

医
科

学
委

員
会

に
お

い
て

”
ス

ポ
ー

ツ
選

手
の

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

研
究

”
が

発
足

し
、

さ
ま

ざ
ま

な
種

目
の

ス
ポ

ー
ツ

に
利

用
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

こ
の

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
い

う
用

語
が

日
本

の
競

技
界

に
普

及
し

た
。

し
か

し
、

従
来

、
日

本
の

競
技

に
お

い
て

の
精

神
面

の
強

化
は

厳
し

い
練

習
や

体
力

面
の

鍛
錬

の
み

に
頼

り
、

科
学

的
、

合
理

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
対

し
、

十
分

な
配

慮
を

し
て

こ
な

か
っ

た
と

言
え

よ
う

。
こ

の
よ

う
な

伝
統

的
な

考
え

方
に

お
い

て
は

”
根

性
”
あ

る
い

は
”

忍
耐

力
”
と

い
っ

た
一

般
的

な
精

神
面

の
み

が
強

調
さ

れ
、

競
技

種
目

の
特

性
に

応
じ

て
必

要
に

な
る

注
意

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、

あ
る

い
は

適
切

な
緊

張
水

準
の

維
持

な
ど

、
具

体
的

な
こ

こ
ろ

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
法

に
つ

い
て

の
対

処
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

し
か

し
伝

統
的

な
日

本
の

武
道

に
お

い
て

は
宮

本
武

蔵
の

五
輪

書
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に

こ
こ

ろ
の

面
に

お
け

る
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

必
要

性
や

具
体

的
な

方
策

に
つ

い
て

説
か

れ
て

お
り

、
こ

の
問

題
は

け
っ

し
て

目
新

し
い

も
の

で
は

な
い

。
現

在
の

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
経

験
の

み
に

依
存

し
た

時
代

と
異

な
り

、
科

学
的

、
合

理
的

な
考

え
方

が
取

り
入

れ
ら

れ
、

ま
た

ス
ポ

ー
ツ

科
目

固
有

の
条

件
が

加
味

さ
れ

る
な

ど
現

代
的

な
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
法

に
な

っ
て

い
る

。

A
u
d
ib

le
版

『
五

輪
書

』
| 
宮

本
武

蔵
| 
A

u
d
ib

le
.c

o
.jp

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.a
u
d
ib

le
.c

o
.jp

/
p
d
/
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4
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F
/
B

0
0Y

T
6U

A
0
Q

7
4

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

「
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
味

」

7
4

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
は

競
技

の
場

で
自

己
の

潜
在

的
な

能
力

を
最

高
度

に
発

揮
す

る
た

め
の

こ
こ

ろ
の

面
に

お
け

る
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
あ

る
い

は
自

己
管

理
を

意
味

し
て

い
る

。

伝
統

的
な

日
本

の
武

道
に

お
い

て
は

宮
本

武
蔵

の
五

輪
書

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

に
こ

こ
ろ

の
面

に
お

け
る

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
必

要
性

や
具

体
的

な
方

策
に

つ
い

て
説

か
れ

て
い

る
。
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メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
い

う
用

語
と

並
ん

で
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

い
う

用
語

が
あ

る
。

最
近

で
は

む
し

ろ
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

い
う

用
語

の
ほ

う
が

頻
繁

に
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

し
か

し
、

国
際

的
に

見
る

と
こ

の
用

語
は

ス
ポ

ー
ツ

領
域

の
み

で
な

く
、

音
楽

、
演

劇
、

あ
る

い
は

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

幅
広

い
人

間
の

生
活

領
域

に
お

い
て

使
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

。
従

っ
て

正
確

に
は

ス
ポ

ー
ツ

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
ち

な
み

に
、

日
本

ス
ポ

ー
ツ

心
理

学
会

認
定

の
資

格
制

度
に

お
い

て
は

こ
の

よ
う

な
正

確
な

使
い

方
が

な
さ

れ
て

い
て

、
”
ス

ポ
ー

ツ
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
指

導
士

”
と

い
う

名
称

が
使

わ
れ

て
い

る
。

さ
て

、
一

般
的

に
み

る
と

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

い
う

用
語

は
混

同
し

て
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

多
い

様
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

れ
ら

の
用

語
は

本
来

、
こ

こ
ろ

の
強

化
に

つ
い

て
異

な
る

側
面

を
意

味
し

て
い

る
。

繰
り

返
し

に
な

る
が

前
述

し
た

よ
う

に
、

メ
ン

タ
ル

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
「
自

己
の

能
力

を
最

高
度

に
発

揮
す

る
た

め
の

自
己

管
理

あ
る

い
は

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

」
を

意
味

し
て

い
る

。
こ

の
自

己
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

心
理

的
技

能
が

必
要

に
な

る
。

た
と

え
ば

、
そ

れ
ら

の
技

能
と

し
て

は
そ

れ
ぞ

れ
の

競
技

状
況

に
応

じ
て

適
切

な
緊

張
の

レ
ベ

ル
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
た

り
、

適
切

に
注

意
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

集
中

さ
せ

た
り

、
ま

た
イ

メ
ー

ジ
を

目
的

に
か

な
っ

た
よ

う
に

描
く
こ

と
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

よ
う

。
こ

れ
ら

の
機

能
は

そ
れ

ぞ
れ

の
競

技
者

に
と

っ
て

生
ま

れ
な

が
ら

に
備

わ
っ

て
い

る
も

の
で

は
な

く
、

一
定

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
っ

て
習

得
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
は

こ
の

よ
う

な
「
心

理
的

技
能

の
訓

練
」
を

意
味

し
て

い
る

。

ス
ポ

ー
ツ

指
導

に
携

わ
る

コ
ー

チ
や

指
導

者
に

と
っ

て
そ

れ
ぞ

れ
の

種
目

の
技

術
指

導
、

体
力

面
に

お
け

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

そ
し

て
こ

の
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
の

理
解

は
”
心

技
体

”
の

ト
ー

タ
ル

な
発

達
や

強
化

に
つ

な
が

る
不

可
欠

な
条

件
で

あ
る

。

【
関

西
の

議
論

】
「
五

郎
丸

ポ
ー

ズ
何

の
意

味
も

な
い

」
女

性
博

士
が

語
る

開
発

秘
話

…
「
験

担
ぎ

で
は

あ
り

ま
せ

ん
」
（
4
/
5
ペ

ー
ジ

）
-

産
経

ニ
ュ

ー
ス

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
an

ke
i.c

o
m

/
ar
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c
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6
-

L
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4
3
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E
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O
F
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Z
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S
7
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E
5
2
U

D
L
B

E
/
4
/

7
5

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

「
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

意
味

」

7
5

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
は

、
「
能

力
を

最
高

に
発

揮
す

る
た

め
の

自
己

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
メ

ン
タ

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
」
を

身
に

着
け

る
た

め
の

手
法

で
あ

る
。

ラ
グ

ビ
ー

日
本

代
表

の
激

闘
で

、
一

躍
脚

光
を

浴
び

た
五

郎
丸

選
手

の
ル

ー
テ

ィ
ン

。
メ

ン
タ

ル
コ

ー
チ

の
荒

木
氏

は
、

目
標

達
成

の
た

め
に

何
を

す
べ

き
な

の
か

を
五

郎
丸

選
手

と
話

し
合

い
、

キ
ッ

ク
ま

で
の

動
作

を
6
つ

の
ス

テ
ッ

プ
に

分
解

し
て

言
語

化
し

た
「
プ

レ
・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

・
ル

ー
テ

ィ
ン

」
を

導
入

。
日

々
の

練
習

で
は

そ
れ

ぞ
れ

の
動

作
を

１
０

点
満

点
で

採
点

し
、

プ
レ

・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

・
ル

ー
テ

ィ
ー

ン
を

身
に

着
け

て
い

っ
た

。

緊
張

や
興

奮
の

レ
ベ

ル
が

高
す

ぎ
て

も
低

す
ぎ

て
も

、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

は
低

下
す

る
。

緊
張

や
興

奮
が

高
過

ぎ
れ

ば
力

み
や

焦
り

、
注

意
散

漫
な

ど
に

つ
な

が
る

。
反

対
に

、
そ

れ
ら

が
弱

過
ぎ

る
と

ぼ
ー

っ
と

し
た

り
、

集
中

で
き

な
く
な

っ
た

り
す

る
。

競
技

会
で

実
力

発
揮

す
る

た
め

に
は

、
自

分
の

競
技

や
個

性
に

合
っ

た
状

態
に

も
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
一

般
的

に
、

緊
張

・
興

奮
が

強
い

場
合

に
は

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

っ
て

気
分

を
落

ち
着

か
せ

る
。

緊
張

・
興

奮
が

弱
い

場
合

に
は

サ
イ

キ
ン

グ
ア

ッ
プ

に
よ

っ
て

気
分

を
高

揚
さ

せ
る

。

メ
ン

タ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

技
法
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ハ
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リ
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ク
セ

ー
シ

ョ
ン

「
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
と

は
」

下
図

は
心

理
状

態
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

関
係

を
模

式
的

に
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

に
、

緊
張

・
覚

醒
水

準
・
不

安
、

動
機

な
ど

の
心

理
状

態
と

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
は

逆
U

字
の

関
係

に
あ

る
。
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呼
吸

法
と

は
、

「
息

を
口

か
ら

吐
き

、
鼻

か
ら

吸
う

」
と

い
う

動
作

を
腹

式
呼

吸
で

意
識

的
に

ゆ
っ

く
り

と
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

心
拍

を
安

定
さ

せ
た

り
気

持
ち

を
落

ち
着

か
せ

た
り

し
て

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
方

法
。

呼
吸

は
、

生
命

維
持

に
と

っ
て

必
要

な
も

の
だ

が
、

そ
れ

と
同

時
に

心
や

精
神

の
動

き
と

も
密

接
な

関
係

に
あ

る
。

人
間

は
、

緊
張

や
焦

り
を

感
じ

た
り

興
奮

状
態

に
な

っ
た

り
す

る
と

、
呼

吸
が

乱
れ

た
り

荒
く
な

っ
た

り
す

る
こ

と
は

よ
く
知

ら
れ

て
い

る
が

、
呼

吸
法

は
、

逆
に

呼
吸

を
整

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
気

持
ち

を
落

ち
着

か
せ

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

し
て

い
る

。
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介
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1
.p

d
f

7
7

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

「
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
呼

吸
法

」

呼
吸

法
と

は
、

「
息

を
口

か
ら

吐
き

、
鼻

か
ら

吸
う

」
と

い
う

動
作

を
腹

式
呼

吸
で

意
識

的
に

ゆ
っ

く
り

と
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

心
拍

を
安

定
さ

せ
た

り
気

持
ち

を
落

ち
着

か
せ

た
り

し
て

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す
方

法
。

自
律

訓
練

法
と

は
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
体

勢
、

環
境

と
決

ま
っ

た
言

葉
を

用
い

て
自

己
暗

示
を

行
い

、
気

持
ち

や
体

調
の

安
定

を
目

指
す

方
法

。
ド

イ
ツ

の
精

神
科

医
シ

ュ
ル

ツ
が

考
案

し
た

自
律

訓
練

法
は

、
心

身
の

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

を
生

み
出

す
方

法
と

し
て

医
学

や
教

育
で

よ
く
用

い
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
で

も
、

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

出
場

の
射

撃
競

技
者

に
実

施
し

た
心

理
学

的
サ

ポ
ー

ト
で

用
い

ら
れ

て
以

来
、

現
在

に
至

る
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

種
目

で
そ

の
効

果
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

腕
や

肩
、

背
中

と
い

っ
た

主
要

な
筋

肉
に

対
し

、
1
0
秒

間
力

を
入

れ
て

緊
張

さ
せ

た
後

、
1
5
～

2
0
秒

間
力

を
抜

い
て

筋
肉

を
緩

め
る

。
こ

の
基

本
動

作
を

覚
え

て
し

ま
え

ば
、

あ
と

は
使

う
筋

肉
の

部
位

を
変

え
る

だ
け

な
の

で
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
簡

単
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

自
律

訓
練

法
と

は
？

効
果

や
公

式
、

や
り

方
に

つ
い

て
の

コ
ツ

、
参

考
本

の
探

し
方

な
ど

に
つ

い
て

解
説

し
ま

す
| 
L
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A
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仕
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：
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リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

法
～

「
漸

進
的

筋
弛

緩
法

」
| 
精

神
科

外
来

・
精

神
科

訪
問

診
療

の
さ

く
ら

ク
リ

ニ
ッ

ク
：

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
ak

u
ra

-
c
l.j

p
/
2
0
1
6
/
0
2
/
re

la
xa

ti
o
n
/

7
8

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

「
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
自

律
訓

練
法

」

自
律

訓
練

法
と

は
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
体

勢
、

環
境

と
決

ま
っ

た
言

葉
を

用
い

て
自

己
暗

示
を

行
い

、
気

持
ち

や
体

調
の

安
定

を
目

指
す

方
法

。
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催
眠

法
か

ら
発

展
し

た
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
法

で
、

自
己

暗
示

に
よ

り
、

心
身

の
リ

ラ
ッ

ク
ス

を
促

す
。

「
温

か
さ

」
「
重

さ
」
な

ど
、

自
ら

の
内

的
感

覚
に

焦
点

を
当

て
、

自
分

で
実

施
で

き
る

方
法

。
「
安

定
し

て
落

ち
着

い
て

い
る

状
態

」
を

感
じ

取
る

＜
背

景
公

式
＞

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

自
己

暗
示

を
行

い
、

内
的

体
験

を
す

る
6
つ

の
＜

標
準

公
式

＞
を

確
認

し
な

が
ら

進
め

る
。

身
体

的
感

覚
を

感
じ

な
が

ら
実

施
す

る
た

め
、

楽
な

姿
勢

、
集

中
で

き
る

静
か

な
環

境
で

行
う

と
よ

い
。

感
覚

を
大

事
に

す
る

あ
ま

り
、

無
理

に
身

体
感

覚
を

誘
導

さ
せ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

注
意

す
る

。

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

法
｜

目
的

、
意

義
、

実
施

方
法

（
足

浴
、

呼
吸

法
、

漸
進

的
筋

弛
緩

法
、

自
律

訓
練

法
）

| 
ナ

ー
ス

専
科

：
h
tt

p
s:

/
/
kn

o
w

le
d
ge

.n
u
rs

e
-
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n
ka

.jp
/
5
0
0
4
4
9

7
9

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

「
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
漸

進
的

弛
緩

法
」

催
眠

法
か

ら
発

展
し

た
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
法

で
、

自
己

暗
示

に
よ

り
、

心
身

の
リ

ラ
ッ

ク
ス

を
促

す
。

「
温

か
さ

」
「
重

さ
」
な

ど
、

自
ら

の
内

的
感

覚
に

焦
点

を
当

て
、

自
分

で
実

施
で

き
る

方
法

。

性
差

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

一
般

的
に

男
子

と
女

子
の

指
導

は
か

な
り

異
な

る
と

い
わ

れ
る

。
あ

る
研

究
者

が
実

施
し

た
、

優
秀

な
一

流
指

導
者

を
対

象
と

し
た

調
査

結
果

に
よ

る
と

、
男

子
は

、
生

理
的

に
は

長
時

間
練

習
す

る
よ

り
も

比
較

的
短

時
間

で
集

中
し

て
行

わ
せ

る
方

法
が

効
率

的
と

さ
れ

る
。

心
理

的
に

は
「
自

主
性

が
あ

る
」
「
自

尊
心

が
高

い
」
と

い
っ

た
特

徴
が

挙
げ

ら
れ

、
練

習
方

法
も

自
主

性
を

重
視

し
、

高
い

目
標

を
持

っ
て

取
り

組
ま

せ
る

指
導

が
な

さ
れ

て
い

る
。

競
技

者
と

の
接

し
方

に
関

し
て

は
必

要
以

上
に

介
入

せ
ず

、
自

由
や

奔
放

さ
を

重
視

す
る

傾
向

が
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

競
技

者
こ

こ
に

必
要

以
上

に
細

か
な

指
示

を
せ

ず
、

自
主

性
を

伸
ば

す
指

導
が

効
果

的
と

考
え

て
い

る
指

導
者

が
多

い
。

一
方

、
女

子
は

、
生

理
的

に
は

「
持

続
力

が
あ

る
」
「
長

時
間

耐
え

ら
れ

る
」
心

理
的

に
は

「
感

情
的

」
「
依

存
的

」
「
受

動
的

」
と

い
う

特
徴

を
考

え
る

と
「
必

ず
一

緒
に

練
習

に
参

加
す

る
」
「
個

人
指

導
を

多
用

す
る

」
「
長

時
間

の
繰

り
返

し
の

反
復

練
習

」
と

い
う

練
習

法
が

重
視

さ
れ

る
。

競
技

者
に

対
す

る
接

し
方

に
関

し
て

は
「
全

員
に

公
平

」
「
精

神
面

を
重

視
」
と

い
っ

た
男

子
よ

り
も

感
情

面
で

細
や

か
な

配
慮

が
必

要
で

あ
り

、
チ

ー
ム

運
営

に
関

し
て

は
「
部

内
の

小
グ

ル
ー

プ
形

成
に

注
意

」
が

大
切

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

の
男

女
の

違
い

（
女

子
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
の

男
性

コ
ー

チ
向

け
）
 |
 【

G
O

E
M

O
N

】
女

子
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
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p
:/

/
go

e
m

o
n
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e
ta

c
at
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c
o
m

/
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n
d
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e
n
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l-
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n
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g-
ge

n
d
e
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#
i-

1
5

8
0

個
人

差
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ

「
性

差
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ
」

男
性

と
女

性
の

思
考

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
が

あ
り

、
そ

れ
を

考
慮

す
る

こ
と

で
よ

り
発

想
力

や
好

奇
心

、
集

中
力

を
発

揮
し

、
成

果
を

上
げ

や
す

く
な

る
。

374



能
力

差
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ

学
校

の
部

活
動

な
ど

で
は

所
属

部
も

幅
広

く
、

初
心

者
も

上
級

者
も

混
在

し
て

、
能

力
に

開
き

が
あ

る
の

が
現

状
で

あ
ろ

う
。

こ
の

よ
う

な
状

況
で

は
競

技
力

を
高

め
る

た
め

の
練

習
方

法
と

集
団

全
体

の
志

気
を

維
持

し
、

落
ち

こ
ぼ

れ
を

作
ら

な
い

シ
ス

テ
ム

を
並

列
さ

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
多

く
の

指
導

者
が

集
団

全
体

の
目

標
の

ほ
か

に
個

人
目

標
を

よ
り

明
確

に
し

、
全

体
の

や
る

気
が

高
ま

る
よ

う
な

指
導

が
な

さ
れ

て
い

る
。

た
と

え
ば

全
員

に
面

接
を

行
っ

た
り

し
て

競
技

者
自

身
が

存
在

感
を

感
じ

取
れ

る
よ

う
な

働
き

か
け

を
し

て
い

る
。

大
切

な
こ

と
は

、
指

導
者

が
「
勝

つ
」
と

か
「
レ

ギ
ュ

ラ
ー

に
な

る
」
と

い
う

結
果

だ
け

で
な

く
、

む
し

ろ
「
自

分
を

向
上

、
成

長
さ

せ
る

プ
ロ

セ
ス

で
あ

る
」
こ

と
を

重
視

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
、

だ
れ

も
が

プ
レ

ー
ヤ

ー
と

し
て

平
等

で
あ

る
と

い
う

姿
勢

を
み

せ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
ま

た
練

習
の

運
営

や
試

合
の

応
援

な
ど

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

や
下

級
生

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

を
持

た
せ

る
よ

う
な

指
導

や
、

能
力

差
が

あ
っ

て
も

競
争

と
機

能
的

な
協

力
関

係
が

で
き

て
こ

そ
チ

ー
ム

が
安

定
す

る
こ

と
を

心
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

ト
ッ

プ
エ

リ
ー

ト
ば

か
り

の
組

織
ほ

ど
、

成
果

を
上

げ
る

の
に

苦
し

む
ワ

ケ
| 
武

器
と

し
て

の
組

織
心

理
学

| 
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
・
オ

ン
ラ

イ
ン

：
h
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1
2
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8
1

個
人

差
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ

「
能

力
差

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

」

上
図

は
サ

ッ
カ

ー
の

ナ
シ

ョ
ナ

ル
チ

ー
ム

を
調

査
し

た
組

織
心

理
学

の
非

常
に

示
唆

的
な

研
究

。
あ

る
割

合
ま

で
は

、
ト

ッ
プ

タ
レ

ン
ト

が
増

え
る

ほ
ど

、
チ

ー
ム

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

が
高

く
な

っ
て

い
く
が

、
そ

れ
を

過
ぎ

て
ト

ッ
プ

タ
レ

ン
ト

の
選

手
が

多
く
な

り
す

ぎ
る

と
、

チ
ー

ム
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
が

下
が

っ
て

い
く
。

連
携

で
き

る
関

係
性

が
な

け
れ

ば
、

チ
ー

ム
の

力
は

上
が

ら
な

い
。

能
力

差
が

あ
っ

て
も

競
争

と
機

能
的

な
協

力
関

係
が

で
き

て
こ

そ
チ

ー
ム

が
安

定
す

る
こ

と
を

心
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

性
格

的
な

特
徴

を
考

慮
し

た
コ

ー
チ

ン
グ

指
導

現
場

で
は

当
然

競
技

者
の

性
格

の
特

徴
を

考
慮

し
た

指
導

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

ー
が

身
体

活
動

や
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
や

り
方

に
影

響
す

る
と

い
う

考
え

方
も

注
目

さ
れ

て
き

た
。

た
と

え
ば

、
覚

醒
レ

ベ
ル

が
高

す
ぎ

て
も

低
す

ぎ
て

も
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

は
低

下
す

る
と

い
う

逆
U

字
型

曲
線

と
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

ー
に

関
係

が
あ

る
こ

と
は

よ
く
知

ら
れ

て
お

り
、

ア
イ

ゼ
ン

ク
の

理
論

に
従

え
ば

、
向

性
と

最
適

刺
激

量
の

間
に

は
、

外
向

者
ほ

ど
高

い
刺

激
の

も
と

で
力

を
発

揮
す

る
傾

向
が

あ
る

こ
と

が
確

か
め

ら
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
課

題
の

難
易

度
と

の
関

連
で

、
複

雑
で

難
易

度
が

高
い

課
題

の
最

適
覚

醒
水

準
は

、
簡

単
で

難
易

度
の

低
い

課
題

の
そ

れ
よ

り
も

低
い

と
い

う
関

係
が

あ
り

、
向

性
と

の
関

連
で

は
正

確
性

を
要

求
さ

れ
る

よ
う

な
種

目
を

実
施

す
る

場
合

、
内

向
者

は
特

に
覚

醒
水

準
を

下
げ

る
よ

う
な

働
き

か
け

が
必

要
で

あ
り

、
逆

に
難

易
度

の
低

い
課

題
の

場
合

、
外

向
者

は
覚

醒
水

準
を

高
め

る
働

き
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

他
、

外
向

者
は

社
会

的
に

動
機

づ
け

ら
れ

や
す

く
、

内
向

者
は

達
成

動
機

が
高

い
傾

向
に

あ
り

、
外

向
者

は
「
ら

せ
ん

階
段

方
式

」
、

内
向

者
は

「
積

み
上

げ
方

式
」
の

練
習

の
し

か
た

が
適

し
て

い
る

と
い

う
傾

向
な

ど
、

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
ー

の
特

徴
に

よ
っ

て
指

導
の

し
か

た
を

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

自
分

を
知

ろ
う

－
そ

の
2
 「

ゾ
ー

ン
」
と

は
？

－
：
C

ra
m

e
rJ

ap
an

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
ra

m
e
r.
c
o
.jp

/
tr

ai
n
in

g/
m

e
n
ta

l_
0
4
.h

tm
l

8
2

個
人

差
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ

「
性

格
的

な
特

徴
を

考
慮

し
た

コ
ー

チ
ン

グ
」

下
図

は
逆

Ｕ
字

仮
説

を
少

し
発

展
さ

せ
た

図
。

競
技

種
目

や
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

ー
に

よ
っ

て
、

高
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
出

す
た

め
に

必
要

な
こ

こ
ろ

の
状

態
は

異
な

る
た

め
、

そ
れ

に
合

わ
せ

た
コ

ー
チ

ン
グ

が
必

要
に

な
る

。
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日
常

生
活

・
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
心

理
的

問
題

一
般

的
に

競
技

者
は

、
ス

ポ
ー

ツ
を

実
施

し
て

い
く
上

で
直

面
す

る
心

理
的

問
題

を
多

く
抱

え
な

が
ら

生
活

を
送

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
個

人
で

解
決

策
を

考
え

る
こ

と
は

当
然

と
し

て
、

自
分

で
判

断
す

る
だ

け
で

な
く
、

家
族

や
親

友
や

先
生

、
指

導
者

な
ど

身
近

な
人

へ
の

相
談

を
勿

論
の

こ
と

、
必

要
な

ら
ば

専
門

的
な

能
力

を
必

要
と

す
る

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ポ
ー

ツ
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
指

導
士

に
相

談
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
こ

と
を

認
識

さ
せ

る
。

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
競

技
に

か
か

わ
る

中
で

、
家

庭
、

学
校

、
ク

ラ
ブ

（
学

校
の

運
動

部
、

地
域

の
ク

ラ
ブ

）
を

通
し

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
ス

ト
レ

ス
を

受
け

な
が

ら
生

活
し

て
い

る
。

中
学

校
サ

ッ
カ

ー
競

技
者

を
対

象
に

、
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
を

図
の

様
に

分
類

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

ス
ト

レ
ス

を
ア

ス
リ

ー
ト

自
身

が
い

か
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

か
、

ま
た

指
導

者
と

し
て

い
か

に
心

理
的

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
か

が
重

要
で

あ
る

。

8
3

日
常

生
活

に
お

け
る

相
談

「
日

常
生

活
・
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
心

理
的

問
題

」

下
図

は
中

学
校

サ
ッ

カ
ー

競
技

者
を

対
象

に
し

た
調

査
で

、
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
を

図
の

様
に

分
類

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

ス
ト

レ
ス

を
ア

ス
リ

ー
ト

自
身

が
い

か
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

か
、

ま
た

指
導

者
と

し
て

い
か

に
心

理
的

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
か

が
重

要
で

あ
る

。

家
庭

（
4
因

子
）

家
庭

内
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

親
と

指
導

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
親

か
ら

の
干

渉
親

の
学

業
優

先

学
校

（
4
因

子
）

先
生

と
の

信
頼

関
係

学
校

仲
間

の
イ

ジ
メ

先
生

か
ら

の
注

意
・
指

導
学

業
停

滞

競
技

（
8
因

子
）

チ
ー

ム
メ

イ
ト

と
の

人
間

関
係

指
導

者
に

よ
る

評
価

/
練

習
の

量
・
質

試
合

出
場

固
執

/
練

習
固

執
チ

ー
ム

メ
イ

ト
と

の
競

争
/
ケ

ガ
発

生
病

気
に

よ
る

練
習

欠
場

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
は

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
、

「
イ

メ
ー

ジ
」
を

用
い

て
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

を
目

指
す

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
あ

る
。

頭
の

中
で

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

あ
る

た
め

、
実

際
に

か
ら

だ
を

動
か

す
身

体
練

習
（
フ

ィ
ジ

カ
ル

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

）
や

身
体

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
の

対
比

か
ら

、
メ

ン
タ

ル
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
、

メ
ン

タ
ル

リ
ハ

ー
サ

ル
と

呼
ば

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

●
ハ

ー
バ

ー
ド

大
学

の
実

験
ハ

ー
バ

ー
ド

大
学

の
パ

ス
カ

ル
レ

オ
ー

ネ
教

授
ら

が
1
9
9
5
年

に
報

告
し

た
研

究
結

果
。

実
験

で
は

ピ
ア

ノ
の

課
題

を
５

日
間

行
う

。
参

加
者

は
全

員
一

度
も

ピ
ア

ノ
を

弾
い

た
こ

と
が

な
い

人
た

ち
で

、
３

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

け
ら

れ
る

。

A
：
５

日
間

２
時

間
練

習
す

る
グ

ル
ー

プ
B

：
５

日
間

２
時

間
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
だ

け
を

す
る

グ
ル

ー
プ

C
：
何

も
練

習
し

な
い

グ
ル

ー
プ

そ
し

て
、

こ
の

３
つ

の
グ

ル
ー

プ
の

間
に

ど
ん

な
違

い
が

現
れ

た
か

を
調

べ
て

み
よ

う
と

い
う

の
が

こ
の

実
験

で
あ

る
。

こ
の

研
究

の
ポ

イ
ン

ト
は

イ
メ

ト
レ

を
し

た
だ

け
で

指
の

運
び

が
ス

ム
ー

ズ
に

な
り

、
ミ

ス
も

減
っ

た
と

い
う

こ
と

。

【
イ

メ
ト

レ
】
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

誰
で

も
で

き
る

最
高

の
練

習
で

あ
る

。
そ

の
方

法
と

ポ
イ

ン
ト

を
解

説
！

【
ガ

イ
ド

動
画

付
き

】
：
h
tt

p
s:

/
/
sp

o
rt

sm
e
n
ta

l-
lo

g.
c
o
m

/
%
E
3
%
8
0
%
9
0
%
E
3
%
8
2
%
A

C
%
E
3
%
8
2
%
A

4
%
E
3
%
8
3
%
8
9
%
E
5
%
8
B

%
9
5
%
E
7
%
9
4
%
B

B
%
E
4
%
B

B
%
9
8
%
E
3
%
8
1
%

8
D

%
E
3
%
8
0
%
9
1
%
E
3
%
8
2
%
A

4
%
E
3
%
8
3
%
A

1
%
E
3
%
8
3
%
B

C
%
E
3
%
8
2
%
B

8
%
E
3
%
8
3
%
8
8
%
E
3
%
8
3
%
A

C
%
E
3
%
8
3
%
B

C
%
E
3

%
8
3
%
8
B

%
E
3
%
8
3
%
B

3
%
E
3
%
8
2
%
B

0
%
E
3
%
8
1
%
A

F
%
E
8
%
A

A
%
B

0
%
E
3
%
8
1
%
A

7
/

8
4

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

「
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

は
」

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
、

「
イ

メ
ー

ジ
」
を

用
い

て
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

を
目

指
す

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
あ

る
。

◯
ハ

ー
バ

ー
ド

大
学

の
実

験
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イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
目

的

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
は

2
つ

の
目

的
が

考
え

ら
れ

る
。

1
つ

は
運

動
技

能
を

獲
得

す
る

た
め

の
も

の
で

あ
り

、
身

体
練

習
の

補
助

手
段

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
、

運
動

技
能

の
効

果
的

な
獲

得
に

大
変

有
効

で
あ

る
。

も
う

1
つ

は
試

合
に

お
い

て
緊

張
や

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

に
負

け
な

い
で

、
自

分
の

持
っ

て
い

る
本

来
の

実
力

を
発

揮
す

る
こ

と
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
2
つ

の
目

的
に

つ
い

て
、

描
く
イ

メ
ー

ジ
の

内
容

や
そ

の
描

い
た

イ
メ

ー
ジ

で
重

要
と

さ
れ

る
側

面
等

を
整

理
し

た
も

の
が

表
で

あ
る

。

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
注

意
点

①
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

時
は

集
中

し
た

状
態

で
実

施
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
・
イ

メ
ー

ジ
を

描
い

て
い

る
時

、
周

り
が

う
る

さ
い

状
態

だ
と

途
中

で
イ

メ
ー

ジ
が

途
切

れ
た

り
、

消
え

た
り

す
る

た
め

、
慣

れ
な

い
時

は
静

か
な

場
所

を
確

保
し

て
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

そ
の

上
で

、
練

習
場

面
や

試
合

場
面

で
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
さ

ら
に

効
果

が
期

待
で

き
る

。
・
長

時
間

実
施

せ
ず

、
短

時
間

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
繰

り
返

す
。

た
と

え
ば

、
マ

ラ
ソ

ン
の

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
か

ら
と

い
っ

て
、

1
回

で
2時

間
以

上
も

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
わ

け
で

は
な

い
。

1
回

に
2
-
3
分

以
内

が
適

切
で

あ
る

。
・
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

前
に

、
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

イ
メ

ー
ジ

を
描

き
や

す
い

状
態

と
な

る
。

②
質

の
高

い
イ

メ
ー

ジ
を

用
い

る
・
イ

メ
ー

ジ
に

は
、

明
瞭

性
（
鮮

や
か

さ
）
と

統
御

可
能

性
（
イ

メ
ー

ジ
を

動
か

す
）
の

2
つ

の
質

が
あ

り
、

こ
の

両
方

の
質

が
高

い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

中
で

も
、

統
御

可
能

性
の

方
が

大
切

で
あ

る
。

鮮
や

か
に

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
こ

と
が

で
き

て
も

、
そ

の
イ

メ
ー

ジ
を

動
か

す
こ

と
が

で
き

な
い

と
、

か
え

っ
て

マ
イ

ナ
ス

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
・
イ

メ
ー

ジ
を

描
く
場

合
、

単
に

視
覚

的
に

描
く
だ

け
で

な
く
、

筋
間

隔
や

聴
覚

等
も

動
員

し
て

描
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
目

的
に

合
わ

せ
て

、
必

要
な

要
素

を
イ

メ
ー

ジ
に

反
映

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
・
イ

メ
ー

ジ
を

さ
ま

ざ
ま

に
変

化
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

確
か

め
る

。
た

と
え

ば
、

自
分

が
実

施
し

て
い

る
よ

う
に

描
い

た
り

、
外

か
ら

見
て

い
る

よ
う

に
描

い
て

み
る

。
ま

た
、

イ
メ

ー
ジ

を
ス

ロ
ー

モ
ー

シ
ョ

ン
で

描
い

た
り

、
あ

る
部

分
を

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
し

た
り

す
る

こ
と

も
大

切
で

あ
る

。
さ

ら
に

は
、

よ
り

質
の

高
い

イ
メ

ー
ジ

で
あ

る
な

ら
ば

、
イ

メ
ー

ジ
を

逆
転

再
生

す
る

こ
と

も
で

き
る

は
ず

で
あ

る
。

8
5

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

「
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

目
的

、
注

意
点

」

イ
メ

ー
ジ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

は
、

運
動

技
能

獲
得

の
た

め
と

実
力

発
揮

の
た

め
の

2
つ

の
目

的
に

分
類

さ
れ

る
。

描
く
イ

メ
ー

ジ
の

内
容

や
そ

の
描

い
た

イ
メ

ー
ジ

で
重

要
と

さ
れ

る
側

面
等

を
整

理
し

た
も

の
が

下
表

で
あ

る
。

種
類

運
動

技
能

獲
得

の
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
力

発
揮

の
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

目
的

・
身

体
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

補
助

手
段

・
運

動
技

能
の

効
率

的
な

獲
得

試
合

に
お

け
る

自
分

の
心

理
状

態
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

描
く
イ

メ
ー

ジ
の

内
容

・
自

分
が

獲
得

し
た

い
動

き
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
・
自

分
が

実
施

し
よ

う
と

し
て

い
る

プ
レ

ー
ス

タ
イ

ル
や

作
戦

・
今

ま
で

で
も

っ
と

も
調

子
の

よ
か

っ
た

試
合

（
ピ

ー
ク

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
）
の

再
現

・
大

き
な

試
合

で
落

ち
着

い
て

プ
レ

ー
で

き
て

い
る

と
こ

ろ
・
リ

ラ
ッ

ク
ス

す
る

場
面

や
風

景
の

イ
メ

ー
ジ

重
要

点
運

動
を

実
施

し
て

い
る

様
な

感
覚

（
肌

感
覚

等
）
を

と
も

な
っ

て
、

し
か

も
現

実
の

運
動

と
一

致
し

て
い

る
イ

メ
ー

ジ
を

描
く
よ

う
に

す
る

実
際

に
そ

の
場

面
を

経
験

し
て

い
る

よ
う

な
緊

張
感

や
興

奮
等

、
情

緒
的

な
反

応
を

と
も

な
っ

て
イ

メ
ー

ジ
を

描
く
よ

う
に

す
る

導
入

段
階

で
の

イ
メ

ー
ジ

の
内

容

・
実

際
に

運
動

を
実

施
し

た
後

、
運

動
感

覚
が

鮮
明

な
う

ち
に

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
よ

う
に

す
る

・
V

T
R

な
ど

を
利

用
し

て
自

分
が

ど
の

よ
う

に
運

動
し

た
か

を
理

解
し

た
後

イ
メ

ー
ジ

を
描

く
よ

う
に

す
る

・
も

っ
と

も
印

象
に

残
っ

た
、

し
か

も
う

ま
く
い

っ
た

試
合

を
イ

メ
ー

ジ
で

再
現

す
る

・
緊

張
し

た
り

、
興

奮
し

た
で

き
ご

と
を

実
体

験
に

も
と

づ
い

て
呼

び
起

こ
し

、
イ

メ
ー

ジ
に

お
い

て
再

現
す

る
・
日

常
生

活
に

お
い

て
大

変
リ

ラ
ッ

ク
ス

で
き

た
こ

と
を

明
確

に
記

憶
し

、
再

現
す

る

応
用

段
階

で
の

イ
メ

ー
ジ

の
内

容

・
理

想
の

フ
ォ

ー
ム

で
実

施
し

て
い

る
イ

メ
ー

ジ
を

描
き

、
そ

れ
を

自
分

で
置

き
換

え
て

み
る

・
失

敗
し

た
と

き
の

イ
メ

ー
ジ

を
描

き
、

そ
の

原
因

を
分

析
し

、
修

正
し

た
イ

メ
ー

ジ
を

描
く
よ

う
に

す
る

・
過

去
に

負
け

た
試

合
を

イ
メ

ー
ジ

で
再

現
し

、
負

け
た

原
因

や
心

理
状

態
を

分
析

し
た

イ
メ

ー
ジ

の
中

で
勝

つ
よ

う
に

再
構

成
す

る
・
将

来
の

試
合

を
想

像
し

、
そ

こ
で

自
分

が
勝

つ
よ

う
に

イ
メ

ー
ジ

を
描

く

８
．

外
傷

・
障

害
の

予
防

8
6

（
1
）
外

傷
・
障

害
と

対
策

関
節

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

（
2
）
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
・
障

害
の

基
礎

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

、
ス

ポ
ー

ツ
障

害
（
3
）
頭

頸
部

の
外

傷
・
障

害
頭

部
外

傷
、

頚
部

の
外

傷
・
障

害
（
4
）
上

肢
の

外
傷

・
障

害
肩

甲
帯

部
の

外
傷

、
肩

甲
帯

部
の

障
害

、
肘

の
外

傷
・
障

害
、

手
・
手

指
の

外
傷

・
障

害
（
5
）
体

幹
の

外
傷

・
障

害
腰

痛
、

腰
椎

分
離

症
、

腰
椎

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
、

骨
盤

部
の

ス
ポ

ー
ツ

障
害

（
6
）
下

肢
の

外
傷

・
障

害
大

腿
・
膝

、
下

腿
・
足

部

8
6
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ア
ラ

イ
メ

ン
ト

と
は

、
言

う
な

れ
ば

骨
・
関

節
の

配
列

の
こ

と
で

、
骨

の
並

び
、

骨
の

形
の

こ
と

で
あ

る
。

身
近

な
例

で
言

え
ば

、
O

脚
、

X
脚

、
扁

平
足

な
ど

の
形

態
上

の
特

徴
を

表
す

も
の

で
あ

る
。

人
体

の
構

造
は

真
っ

直
ぐ

で
は

な
く
、

彎
曲

と
ね

じ
れ

が
存

在
す

る
。

こ
の

彎
曲

と
ね

じ
れ

の
度

合
い

が
強

い
と

医
学

的
に

問
題

と
な

り
、

特
に

ス
ポ

ー
ツ

傷
害

発
生

と
の

関
連

も
大

き
く
な

る
。

骨
形

態
の

歪
み

は
運

動
効

率
を

低
下

さ
せ

、
筋

腱
へ

の
負

担
を

大
き

く
す

る
。

従
っ

て
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
の

よ
う

な
単

純
で

負
荷

的
に

軽
い

運
動

で
も

、
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
上

の
異

常
が

あ
る

と
、

同
じ

動
作

を
繰

り
返

し
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
ス

ト
レ

ス
の

積
み

重
ね

が
生

じ
、

傷
害

を
引

き
起

こ
す

こ
と

に
な

る
。

た
と

え
て

言
え

ば
、

自
転

車
の

ペ
ダ

ル
の

棒
が

ね
じ

れ
て

連
結

し
て

い
た

り
、

車
輪

が
歪

ん
で

い
た

と
す

れ
ば

、
自

転
車

を
懸

命
に

こ
い

で
も

力
が

う
ま

く
伝

わ
ら

ず
、

効
率

が
悪

い
の

で
、

こ
ぐ

人
は

疲
れ

や
す

い
し

、
自

転
車

の
連

結
部

分
は

無
理

な
負

荷
が

繰
り

返
し

か
か

る
こ

と
に

よ
っ

て
熱

を
持

っ
た

り
、

磨
耗

し
て

故
障

の
原

因
に

な
っ

た
り

す
る

。
ま

た
、

も
と

も
と

骨
格

の
ね

じ
れ

や
彎

曲
が

あ
れ

ば
、

急
激

な
ス

ト
ッ

プ
、

タ
ー

ン
や

転
倒

、
相

手
の

タ
ッ

ク
ル

な
ど

の
際

に
、

関
節

に
不

利
な

肢
位

で
負

荷
が

か
か

り
や

す
く
外

傷
を

起
こ

し
や

す
い

。
つ

ま
り

、
構

造
的

に
も

外
力

に
対

し
て

壊
れ

や
す

く
、

突
発

的
な

外
傷

発
生

機
転

に
お

い
て

大
き

な
外

傷
に

つ
な

が
る

ケ
ー

ス
が

多
い

と
言

え
る

。
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
の

評
価

は
、

特
に

ス
ポ

ー
ツ

傷
害

の
発

生
要

因
の

１
つ

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
お

い
て

不
利

益
と

な
る

骨
・
関

節
の

配
列

や
形

態
の

異
常

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
選

手
個

々
の

身
体

的
な

特
徴

を
把

握
す

る
材

料
と

し
て

重
要

で
あ

る
。

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

の
み

か
た

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.b
o
o
kh

o
u
se

h
d
.c

o
m

/
p
d
ff

ile
/
V

I-
1
2
.p

d
f

下
肢

の
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
を

整
え

る
-

社
会

医
療

法
人

恵
仁

会
：

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
e
iji

n
n
e
t.
o
r.
jp

/
m

e
d
ic

al
/
ku

ro
sa

w
a/

kr
-
fe

at
u
re

/
al

ig
n
m

e
n
t.
h
tm

l

8
7

外
傷

・
障

害
と

対
策

「
関

節
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
」

本
来

は
整

列
し

た
も

の
の

状
態

を
示

す
言

葉
で

、
関

節
や

人
工

関
節

の
機

能
を

十
分

発
揮

で
き

る
よ

う
な

最
適

な
位

置
関

係
の

こ
と

。

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

の
評

価
は

、
特

に
ス

ポ
ー

ツ
傷

害
の

発
生

要
因

の
１

つ
と

し
て

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

お
い

て
不

利
益

と
な

る
骨

・
関

節
の

配
列

や
形

態
の

異
常

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
選

手
個

々
の

身
体

的
な

特
徴

を
把

握
す

る
材

料
と

し
て

重
要

で
あ

る
。

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

と
は

大
き

な
力

が
加

わ
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
生

す
る

も
の

で
、

骨
折

、
脱

臼
、

肉
離

れ
、

捻
挫

、
筋

断
裂

な
ど

が
あ

る
。

ス
ポ

ー
ツ

障
害

と
は

繰
り

返
さ

れ
る

運
動

に
よ

っ
て

積
み

重
な

っ
て

そ
の

結
果

痛
み

が
出

て
く
る

も
の

で
あ

り
、

野
球

肘
、

テ
ニ

ス
肘

、
シ

ン
ス

プ
リ

ン
ト

な
ど

が
有

名
。

痛
み

を
抱

え
た

ま
ま

運
動

を
続

け
て

い
る

と
、

痛
み

を
か

ば
っ

て
周

辺
の

筋
肉

が
凝

り
固

ま
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
痛

み
を

か
ば

う
た

め
に

骨
や

筋
肉

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

て
、

本
来

痛
く
な

い
部

分
に

痛
み

を
持

っ
て

し
ま

う
事

も
あ

る
。

特
に

ス
ポ

ー
ツ

の
場

合
は

、
気

持
ち

が
昂

ぶ
っ

て
い

る
際

は
痛

み
を

忘
れ

て
損

傷
し

た
筋

肉
を

酷
使

し
て

し
ま

い
、

ケ
ガ

の
悪

化
や

痛
み

の
連

鎖
を

引
き

起
こ

し
て

し
ま

い
が

ち
で

あ
る

。

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

・
障

害
-

き
ぼ

う
整

骨
院

：
h
tt

p
s:

/
/
ki

b
o
u
-
s.

jp
/
c
o
u
rs

e
/
sp

ra
in

/

8
8

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

・
障

害
の

基
礎

「
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
」
・
「
ス

ポ
ー

ツ
障

害
」

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

と
は

大
き

な
力

が
加

わ
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
生

す
る

も
の

で
、

骨
折

、
脱

臼
、

肉
離

れ
、

捻
挫

、
筋

断
裂

な
ど

が
あ

る
。

ス
ポ

ー
ツ

障
害

と
は

繰
り

返
さ

れ
る

運
動

に
よ

っ
て

積
み

重
な

っ
て

そ
の

結
果

痛
み

が
出

て
く
る

も
の

で
あ

り
、

野
球

肘
、

テ
ニ

ス
肘

、
シ

ン
ス

プ
リ

ン
ト

な
ど

が
有

名
。
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頭
部

外
傷

は
、

何
ら

か
の

外
力

が
加

わ
っ

て
起

こ
る

。
外

力
の

程
度

に
よ

り
、

頭
部

の
損

傷
の

程
度

は
変

わ
る

。
大

き
な

外
力

が
加

わ
れ

ば
、

軟
部

組
織

だ
け

で
な

く
、

頭
蓋

骨
や

頭
蓋

内
に

も
損

傷
を

来
し

て
し

ま
う

。
ま

た
、

頭
部

に
加

速
に

よ
る

力
や

回
転

す
る

力
が

加
わ

る
と

、
軟

部
組

織
や

頭
蓋

骨
の

損
傷

が
な

く
て

も
頭

蓋
内

に
損

傷
を

来
す

こ
と

が
あ

る
。

軟
部

組
織

の
損

傷
や

、
変

形
の

大
き

な
陥

没
骨

折
で

は
外

見
上

の
診

察
で

診
断

が
可

能
だ

が
、

そ
の

他
の

頭
蓋

骨
あ

る
い

は
頭

蓋
内

病
変

は
画

像
検

査
が

必
要

に
な

る
。

頭
部

外
傷

い
ず

み
の

病
院

高
知

県
高

知
市

薊
野

北
町

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.iz
u
m

in
o
.o

r.
jp

/
si

c
k/

p
as

t/
2
0
1
5
1
1
0
6
_n

e
rv

e
5
8
.h

tm
l

頭
部

外
傷

に
つ

い
て

｜
対

象
疾

患
｜

脳
神

経
外

科
-

新
百

合
ヶ

丘
総

合
病

院
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
h
in

yu
ri
-

h
o
sp

it
al

.c
o
m

/
d
e
p
ar

tm
e
n
t/

1
7
_n

e
u
ro

su
rg

e
ry

/
d
is

e
as

e
_0

3
.h

tm
l

8
9

頭
頸

部
の

外
傷

・
障

害

「
頭

部
外

傷
」

頭
部

外
傷

と
は

、
頭

に
外

力
が

加
わ

っ
た

た
め

に
生

じ
る

損
傷

の
こ

と
。

外
力

の
強

さ
に

よ
っ

て
、

損
傷

が
皮

膚
で

あ
れ

ば
傷

や
た

ん
こ

ぶ
、

頭
蓋

骨
な

ら
骨

折
、

硬
膜

な
ら

内
外

の
出

血
、

脳
の

損
傷

に
ま

で
及

ぶ
。

出
血

の
場

合
は

部
位

に
よ

り
、

頭
蓋

内
血

腫
、

硬
膜

外
血

腫
、

硬
膜

下
血

腫
、

く
も

膜
下

出
血

に
区

別
さ

れ
る

。

●
バ

ー
ナ

ー
症

候
群

バ
ー

ナ
ー

症
候

群
と

は
ア

メ
リ

カ
ン

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

や
ラ

グ
ビ

ー
、

柔
道

や
相

撲
な

ど
対

戦
相

手
と

の
接

触
に

よ
り

、
身

体
に

衝
撃

が
か

か
る

コ
ン

タ
ク

ト
ス

ポ
ー

ツ
で

み
ら

れ
る

首
に

生
じ

る
疾

患
。

重
大

な
後

遺
症

を
残

す
こ

と
は

少
な

い
が

、
受

傷
を

繰
り

返
す

こ
と

も
多

い
為

、
そ

の
予

防
が

重
要

と
な

る
。

バ
ー

ナ
ー

症
候

群
は

、
首

に
加

わ
っ

た
衝

撃
に

よ
り

首
が

側
方

に
傾

き
、

神
経

が
挟

み
込

ま
れ

た
り

反
対

側
に

引
っ

張
ら

れ
た

り
す

る
こ

と
で

症
状

が
現

れ
る

。
首

か
ら

指
に

か
け

て
電

気
が

走
り

、
焼

け
つ

く
よ

う
な

痛
み

や
脱

力
、

し
び

れ
な

ど
の

症
状

が
生

じ
る

。
症

状
は

ほ
と

ん
ど

の
場

合
は

一
過

性
に

生
じ

ま
す

が
、

痛
み

や
し

び
れ

が
数

か
月

続
く
こ

と
も

あ
る

。
一

般
的

に
は

特
別

な
治

療
は

不
要

で
、

多
く
の

場
合

は
首

の
安

静
の

み
で

症
状

は
改

善
す

る
。

症
状

が
継

続
す

る
場

合
は

痛
み

止
め

な
ど

の
薬

物
療

法
に

加
え

装
具

に
よ

る
首

の
安

静
を

行
い

、
経

過
観

察
を

す
る

。
症

状
の

軽
減

に
伴

い
再

発
予

防
を

目
的

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
く
。

●
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

首
に

は
7
個

の
椎

体
と

い
う

骨
と

、
そ

の
骨

と
骨

と
を

つ
な

ぐ
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
よ

う
な

柔
ら

か
い

組
織

が
あ

る
。

こ
の

組
織

を
椎

間
板

と
言

い
、

周
囲

は
繊

維
輪

と
い

う
比

較
的

し
っ

か
り

と
し

た
繊

維
性

組
織

で
包

ま
れ

て
い

る
。

椎
間

板
が

動
く
こ

と
で

首
が

曲
が

っ
た

り
回

旋
し

た
り

す
る

が
、

こ
の

椎
間

板
の

繊
維

輪
に

亀
裂

が
入

る
と

椎
間

板
内

の
奥

に
あ

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

で
言

う
と

こ
ろ

の
中

の
綿

の
よ

う
な

も
の

（
髄

核
）
が

、
外

に
出

て
き

て
し

ま
う

。
こ

の
髄

核
の

外
へ

の
脱

出
を

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
と

呼
ぶ

。
現

在
も

継
続

し
行

わ
れ

て
い

る
治

療
は

保
存

治
療

（
頚

椎
ネ

ッ
ク

な
ど

の
固

定
に

よ
る

頚
部

の
安

静
、

薬
物

療
法

、
神

経
根

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

の
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
）
と

外
科

的
治

療
が

あ
る

。
（
レ

ー
ザ

ー
治

療
、

前
方

固
定

術
、

椎
間

孔
拡

大
術

、
椎

弓
切

除
、

椎
弓

形
成

術
な

ど
）

バ
ー

ナ
ー

症
候

群
｜

大
府

市
整

形
外

科
：
h
tt

p
:/

/
m

ae
h
ar

a-
c
lin

ic
.jp

/
si

c
k/

%
E
3
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8
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9
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3
%
8
3
%
B

C
%
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3
%
8
A

%
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%
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7
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%
9
9
%
E
7
%
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E
%
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4
/

頚
椎

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
｜

教
え

て
、

ド
ク

タ
ー

！
腰

・
首

・
ひ

ざ
の

病
気

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.iw
ai

.c
o
m

/
se

ik
e
i-

q
a/

c
o
n
te

n
t/

0
0
5
-
ke

it
su

ih
e
ru

n
ia

.p
h
p

9
0

頭
頸

部
の

外
傷

・
障

害

「
頚

部
の

外
傷

・
障

害
」

頚
部

の
損

傷
に

は
、

頚
椎

捻
挫

や
重

症
の

頚
椎

損
傷

（
頚

椎
の

脱
臼

・
骨

折
）
と

そ
れ

に
伴

う
頚

髄
損

傷
が

あ
る

。
頭

部
外

傷
と

同
様

に
、

衝
突

や
転

倒
に

よ
り

頚
部

に
強

い
屈

曲
力

や
伸

展
力

が
働

き
、

頚
椎

損
傷

を
引

き
起

こ
す

。
こ

れ
に

回
旋

力
が

加
わ

る
と

さ
ら

に
損

傷
を

起
こ

し
や

す
く

な
る

。
障

害
に

は
バ

ー
ナ

ー
症

候
群

や
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

な
ど

が
あ

る
。

バ
ー

ナ
ー

症
候

群
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
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鎖
骨

骨
折

や
肩

鎖
関

節
損

傷
（
Ⅰ

度
：
捻

挫
、

Ⅱ
度

：
亜

脱
臼

、
Ⅲ

度
：
脱

臼
）
は

肩
か

ら
の

転
倒

や
鎖

骨
部

へ
の

直
撃

に
よ

り
受

傷
す

る
こ

と
が

多
い

。
鎖

骨
骨

折
は

、
鎖

骨
の

中
央

か
ら

外
側

1
/
3
に

起
こ

り
や

す
い

。
骨

折
し

た
か

ら
だ

に
近

い
方

の
骨

は
筋

に
引

か
れ

後
情

報
に

移
動

し
や

す
く
、

そ
の

反
対

側
は

逆
に

前
下

方
に

行
き

や
す

い
。

肩
間

接
脱

臼
は

、
転

倒
に

よ
る

後
外

側
か

ら
の

直
達

外
力

か
、

接
触

に
よ

り
外

転
外

旋
位

で
介

達
外

力
が

加
わ

っ
た

場
合

、
前

下
方

に
上

腕
骨

頭
が

外
れ

て
起

こ
る

。
そ

の
他

、
腱

板
損

傷
や

胸
鎖

関
節

損
傷

な
ど

が
あ

る
。

上
肢

の
外

傷
の

対
応

、
特

に
固

定
に

は
「
三

角
巾

」
が

有
用

で
あ

る
。

肩
鎖

関
節

脱
臼

｜
一

般
社

団
法

人
日

本
骨

折
治

療
学

会
骨

折
の

解
説

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.js
fr

.jp
/
ip

p
an

/
c
o
n
d
it
io

n
/
ip

1
6
.h

tm
l

9
1

上
肢

の
外

傷
・
障

害

「
肩

甲
帯

部
の

外
傷

」

柔
道

・
ラ

ク
ビ

ー
な

ど
の

コ
ン

タ
ク

ト
ス

ポ
ー

ツ
で

の
転

落
・
転

倒
な

ど
で

肩
の

外
側

を
強

く
打

ち
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

鎖
骨

骨
折

や
肩

鎖
関

節
の

ず
れ

と
言

っ
た

外
傷

に
繋

が
る

。

肩
鎖

関
節

損
傷

の
分

類

肩
甲

帯
部

の
障

害
を

大
き

く
分

け
る

と
有

痛
性

疾
患

と
不

安
定

性
疾

患
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

代
表

例
に

は
イ

ン
ピ

ン
ジ

メ
ン

ト
症

候
群

と
反

復
性

肩
間

接
脱

臼
が

挙
げ

ら
れ

る
。

●
イ

ン
ピ

ン
ジ

メ
ン

ト
症

候
群

イ
ン

ピ
ン

ジ
メ

ン
ト

（
衝

突
）
症

候
群

は
肩

の
痛

み
の

も
っ

と
も

一
般

的
な

原
因

で
あ

る
。

ま
た

、
ス

イ
マ

ー
で

よ
く
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
水

泳
肩

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
他

に
も

肩
を

酷
使

す
る

ア
ス

リ
ー

ト
（
野

球
や

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
で

も
一

般
的

な
ケ

ガ
で

あ
る

。
ロ

ー
テ

ー
タ

ー
カ

フ
（
イ

ン
ナ

ー
マ

ッ
ス

ル
）
は

複
数

の
筋

肉
/
腱

の
集

ま
り

で
上

腕
骨

と
肩

を
繋

げ
て

い
る

。
ロ

ー
テ

ー
タ

ー
カ

フ
に

は
棘

上
筋

、
棘

下
筋

、
小

円
筋

、
肩

甲
下

筋
が

含
ま

れ
、

こ
れ

ら
の

筋
肉

は
、

腕
を

上
げ

る
・
旋

回
さ

せ
る

こ
と

を
補

助
す

る
。

ロ
ー

テ
ー

タ
ー

カ
フ

は
肩

峰
の

下
を

通
っ

て
お

り
、

こ
の

ロ
ー

テ
ー

タ
ー

カ
フ

が
肩

峰
に

対
し

て
引

っ
か

か
る

状
態

や
擦

れ
て

い
る

状
態

を
イ

ン
ピ

ン
ジ

メ
ン

ト
と

呼
ぶ

。
多

く
の

ケ
ー

ス
で

イ
ン

ピ
ン

ジ
メ

ン
ト

の
原

因
は

オ
ー

バ
ー

ユ
ー

ス
（
使

い
す

ぎ
）
で

あ
る

。
繰

り
返

し
の

肩
の

使
用

に
よ

り
肩

峰
下

の
腱

や
滑

液
包

が
炎

症
を

起
こ

す
。

人
が

腕
を

上
げ

る
と

き
、

肩
峰

下
の

ス
ペ

ー
ス

が
狭

く
な

る
が

、
も

と
も

と
肩

峰
下

は
上

腕
二

頭
筋

腱
・
ロ

ー
テ

ー
タ

ー
カ

フ
・
靭

帯
・
滑

液
包

な
ど

多
く
の

組
織

が
あ

る
。

こ
の

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

内
で

腱
や

滑
液

包
な

ど
が

炎
症

を
起

こ
し

腫
れ

る
と

、
腱

/
滑

液
包

が
肩

峰
な

ど
の

骨
に

衝
突

し
て

し
ま

う
こ

と
で

肩
に

痛
み

や
他

の
症

状
を

起
こ

し
て

し
ま

う
。

●
反

復
性

肩
間

接
脱

臼
肩

は
、

小
さ

な
受

け
皿

（
関

節
窩

）
に

大
き

な
球

（
上

腕
骨

頭
）
が

乗
る

構
造

を
し

て
い

る
。

人
体

で
も

っ
と

も
動

く
関

節
。

動
き

や
す

い
反

面
、

脱
臼

を
し

や
す

い
関

節
で

あ
る

。
肩

関
節

脱
臼

は
、

主
に

外
傷

で
お

こ
る

。
脱

臼
の

方
向

で
前

方
・後

方
・
垂

直
脱

臼
に

分
け

れ
て

い
る

が
、

9
0％

以
上

が
前

方
の

脱
臼

で
あ

る
。

転
ん

だ
り

、
大

き
な

衝
突

で
腕

が
後

ろ
に

も
っ

て
い

か
れ

た
際

に
起

こ
る

。
ラ

グ
ビ

ー
・
ア

メ
フ

ト
・
柔

道
な

ど
の

コ
ン

タ
ク

ト
ス

ポ
ー

ツ
で

多
く
、

野
球

の
ヘ

ッ
ド

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
な

ど
で

も
起

こ
る

。
初

回
に

脱
臼

を
し

て
か

ら
再

発
を

繰
り

返
す

場
合

が
あ

り
、

そ
の

よ
う

な
状

態
を

反
復

性
脱

臼
と

い
う

。

イ
ン

ピ
ン

ジ
メ

ン
ト

症
候

群
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M
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節
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| 
ス

ポ
ー

ツ
医

学
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上
肢

の
外

傷
・
障

害

「
肩

甲
帯

部
の

障
害

」

肩
甲

帯
部

の
障

害
を

大
き

く
分

け
る

と
有

痛
性

疾
患

と
不

安
定

性
疾

患
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

代
表

例
に

は
イ

ン
ピ

ン
ジ

メ
ン

ト
症

候
群

と
反

復
性

肩
間

接
脱

臼
が

挙
げ

ら
れ

る
。

イ
ン

ピ
ン

ジ
メ

ン
ト

症
候

群
反

復
性

肩
間

接
脱

臼
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●
肘

間
接

脱
臼

肘
関

節
脱

臼
の

大
部

分
の

ケ
ー

ス
は

、
尺

骨
が

上
腕

骨
の

後
ろ

に
抜

け
る

後
方

脱
臼

と
な

る
。

後
方

脱
臼

に
な

る
と

、
強

い
痛

み
が

発
生

し
、

ひ
じ

の
曲

げ
伸

ば
し

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
く
な

る
。

後
方

脱
臼

は
、

ひ
じ

を
伸

ば
し

た
状

態
で

手
を

つ
い

た
と

き
に

発
症

す
る

こ
と

が
多

い
が

、
前

方
脱

臼
は

、
ひ

じ
を

曲
げ

た
状

態
で

ひ
じ

を
ぶ

つ
け

た
と

き
に

発
症

す
る

こ
と

が
多

い
と

い
わ

れ
て

い
る

。
前

方
脱

臼
に

な
る

と
、

上
腕

骨
の

先
端

が
飛

び
出

し
、

肘
頭

骨
折

を
合

併
す

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

だ
と

い
わ

れ
て

い
る

。
脱

臼
し

た
際

に
骨

折
を

合
併

し
て

し
ま

う
と

、
動

揺
関

節
（
関

節
が

不
安

定
と

な
り

、
異

常
な

動
き

を
し

て
し

ま
う

状
態

の
こ

と
）
や

可
動

域
制

限
な

ど
の

後
遺

障
害

を
残

す
ケ

ー
ス

が
多

い
こ

と
か

ら
、

注
意

が
必

要
。

●
野

球
肘

野
球

肘
と

は
、

野
球

の
投

球
動

作
に

よ
り

肘
を

痛
め

る
ス

ポ
ー

ツ
障

害
の

総
称

。
他

の
ス

ポ
ー

ツ
と

比
べ

て
、

野
球

の
投

球
ほ

ど
、

肩
や

肘
な

ど
身

体
の

同
じ

部
分

に
同

じ
力

が
か

か
り

続
け

る
ス

ポ
ー

ツ
動

作
は

な
い

。
こ

の
負

担
に

加
え

て
、

成
長

期
の

小
中

学
生

の
関

節
付

近
に

は
、

大
人

の
成

熟
し

た
骨

に
比

べ
て

明
ら

か
に

弱
い

成
長

軟
骨

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
小

学
生

の
野

球
選

手
に

お
け

る
野

球
肘

の
発

生
率

は
、

2
0
％

に
も

及
ぶ

。
野

球
肘

に
は

、
肘

の
内

側
に

発
生

す
る

内
側

側
副

靭
帯

損
傷

(内
側

型
野

球
肘

)と
、

肘
の

外
側

に
発

生
す

る
離

脱
性

骨
軟

骨
炎

(外
側

型
野

球
肘

)の
2
種

類
が

あ
る

。
内

側
型

野
球

肘
の

方
が

頻
度

が
圧

倒
的

に
高

く
、

特
に

野
球

少
年

が
多

く
罹

患
す

る
。

図
で

示
し

た
よ

う
に

、
投

球
動

作
に

よ
っ

て
肘

の
内

側
に

離
れ

よ
う

と
す

る
力

が
繰

り
返

し
か

か
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
生

し
、

成
長

が
終

わ
っ

た
高

校
生

以
降

で
は

骨
と

骨
を

つ
な

ぐ
靭

帯
自

体
が

損
傷

さ
れ

、
少

年
期

に
は

靭
帯

が
付

着
し

て
い

る
成

長
軟

骨
付

近
の

骨
成

分
が

傷
む

。
し

か
し

、
重

症
と

な
る

こ
と

は
少

な
く
、

多
く
の

場
合

は
安

静
に

す
る

こ
と

で
軽

快
す

る
。

外
側

型
野

球
肘

は
、

肘
の

上
の

上
腕

骨
と

下
の

橈
骨

(と
う

こ
つ

)が
、

投
球

動
作

で
ぶ

つ
か

る
力

が
か

か
り

続
け

る
こ

と
で

、
雨

だ
れ

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

へ
こ

ま
す

が
ご

と
く
、

骨
の

表
面

に
あ

る
関

節
軟

骨
を

傷
つ

け
て

い
く
。

こ
れ

が
進

行
し

て
発

症
し

、
発

生
頻

度
は

低
い

も
の

の
、

ど
ん

ど
ん

悪
化

す
る

場
合

は
手

術
が

必
要

と
な

る
こ

と
も

あ
る

。

肘
関

節
脱

臼
（
ち

ゅ
う

か
ん

せ
つ

だ
っ

き
ゅ

う
）

| 
福

岡
の

弁
護

士
に

よ
る

後
遺

障
害

・
等

級
認

定
サ

ポ
ー

ト
：
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野
球

肘
(や

き
ゅ

う
ひ

じ
)と

は
| 
済

生
会

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
ai
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ai
.o
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e
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b
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上
肢

の
外

傷
・
障

害

「
肘

の
外

傷
・
障

害
」

肘
の

外
傷

に
は

、
肘

間
接

脱
臼

、
内

側
側

副
靭

帯
損

傷
な

ど
が

あ
る

。
肘

の
障

害
に

は
、

成
長

期
の

骨
端

症
で

あ
る

野
球

肘
、

テ
ニ

ス
肘

な
ど

が
あ

る
。

肘
関

節
脱

臼
野

球
肘

●
突

き
指

突
き

指
は

、
日

常
よ

く
見

ら
れ

る
指

の
外

傷
の

総
称

の
ひ

と
つ

。
ス

ポ
ー

ツ
、

特
に

ボ
ー

ル
を

使
っ

た
競

技
な

ど
で

発
生

す
る

。
指

に
対

し
て

ま
っ

す
ぐ

の
方

向
(長

軸
方

向
)に

力
が

働
く
と

、
末

節
骨

（
一

番
先

端
の

指
骨

）
ま

た
は

中
節

骨
（
2番

目
の

指
骨

）
に

損
傷

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

「
腱

や
靱

帯
」
が

損
傷

さ
れ

る
と

、
脱

臼
や

関
節

が
不

安
定

な
状

態
と

な
り

、
「
骨

」が
損

傷
さ

れ
れ

ば
骨

折
と

な
る

。
両

者
が

同
時

に
損

傷
さ

れ
る

と
、

脱
臼

骨
折

と
い

う
こ

と
に

な
る

。
突

き
指

の
中

に
は

、
こ

の
よ

う
に

正
し

い
診

断
と

治
療

が
必

要
な

損
傷

が
紛

れ
込

ん
で

お
り

、
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
査

な
ど

を
用

い
た

医
師

の
診

察
が

必
要

。
突

き
指

を
し

た
ら

、
ま

ず
冷

却
を

す
る

。
そ

し
て

、
無

理
や

り
に

引
っ

張
っ

た
り

せ
ず

、
整

形
外

科
を

受
診

す
る

。
こ

う
い

っ
た

外
傷

と
い

う
の

は
、

早
期

で
あ

れ
ば

治
療

も
し

や
す

く
、

あ
と

あ
と

の
後

遺
症

も
少

な
く
済

む
。

こ
れ

を
、

日
数

が
た

っ
て

か
ら

受
診

し
て

診
断

が
つ

い
た

と
し

て
も

、
後

遺
症

が
残

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
突

き
指

を
し

た
ら

早
め

に
整

形
外

科
の

受
診

を
推

奨
す

る
。

突
き

指
－

た
か

が
突

き
指

、
さ

れ
ど

突
き

指
―

｜
一

般
社

団
法

人
日

本
骨

折
治

療
学

会
骨

折
の

解
説

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.js
fr

.jp
/
ip

p
an

/
c
o
n
d
it
io

n
/
ip

2
7
.h

tm
l

「
マ

レ
ッ

ト
変

形
（
槌

指
）
」
｜

日
本

整
形

外
科

学
会

症
状

・
病

気
を

し
ら

べ
る

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.jo
a.

o
r.
jp

/
p
u
b
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/
si

c
k/

c
o
n
d
it
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n
/
m
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le

t_
fi
n
ge

r.
h
tm

l

9
4

上
肢

の
外

傷
・
障

害

「
手

・
手

指
の

外
傷

・
障

害
」

手
や

指
で

は
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
が

多
い

。
中

で
も

突
き

指
（
槌

指
）
は

、
日

常
よ

く
見

ら
れ

る
指

の
外

傷
の

総
称

の
ひ

と
つ

。
ス

ポ
ー

ツ
、

特
に

ボ
ー

ル
を

使
っ

た
競

技
な

ど
で

発
生

す
る

。

「
腱

や
靱

帯
」
が

損
傷

「
骨

」
が

損
傷

指
を

伸
ば

す
伸

筋
腱

が
切

れ
た

た
め

に
生

じ
る

も
の

で
、

腱
性

マ
レ

ッ
ト

指
（
腱

性
マ

レ
ッ

ト
フ

ィ
ン

ガ
ー

）
と

呼
ぶ

。

第
1
関

節
の

関
節

内
の

骨
折

が
生

じ
、

伸
筋

腱
が

つ
い

て
い

る
骨

が
関

節
内

骨
折

を
起

こ
し

て
ず

れ
た

状
態

に
な

っ
た

も
の

で
、

骨
性

マ
レ

ッ
ト

指
（
骨

性
マ

レ
ッ

ト
フ

ィ
ン

ガ
ー

）
と

呼
ぶ

。
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ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
よ

っ
て

腰
を

「
そ

る
」
「
ま

げ
る

」
「
ひ

ね
る

」
動

作
を

多
く
行

う
こ

と
に

よ
り

、
腰

の
関

節
や

筋
肉

、
筋

膜
、

靱
帯

な
ど

へ
負

担
が

か
か

り
、

微
細

損
傷

を
お

こ
す

こ
と

で
運

動
時

痛
が

起
こ

る
。

痛
み

を
我

慢
し

な
が

ら
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

続
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
椎

間
板

や
椎

間
関

節
が

変
性

し
、

腰
の

痛
み

の
他

に
、

太
も

も
や

ふ
く

ら
は

ぎ
、

足
の

し
び

れ
や

感
覚

の
異

常
な

ど
の

腰
椎

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
を

疑
う

症
状

が
で

る
こ

と
も

あ
る

。
場

合
に

よ
っ

て
は

手
術

を
必

要
と

す
る

状
態

に
進

展
し

て
い

く
。

ま
た

腰
痛

に
な

り
や

す
い

競
技

種
目

と
し

て
、

ウ
エ

イ
ト

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

や
競

泳
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

ひ
ね

る
動

作
が

多
い

野
球

や
サ

ッ
カ

ー
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

や
、

そ
る

動
作

の
多

い
体

操
、

剣
道

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
な

ど
の

競
技

で
も

腰
痛

を
発

症
し

て
い

る
人

が
多

い
。

ス
ポ

ー
ツ

活
動

と
腰

痛
の

関
係

| 
ア

レ
ッ

ク
ス

脊
椎

ク
リ

ニ
ッ

ク
：
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tt
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体
幹

の
外

傷
・
障

害

「
腰

痛
」

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
よ

っ
て

腰
を

「
そ

る
」
「
ま

げ
る

」
「
ひ

ね
る

」
動

作
を

多
く
行

う
こ

と
に

よ
り

、
腰

の
関

節
や

筋
肉

、
筋

膜
、

靱
帯

な
ど

へ
負

担
が

か
か

り
、

微
細

損
傷

を
お

こ
す

こ
と

で
運

動
時

痛
が

起
こ

る
。

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

選
手

の
3
0
％

近
く
が

腰
椎

分
離

症
だ

と
も

言
わ

れ
る

ほ
ど

、
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

人
に

多
く
見

ら
れ

る
「
腰

椎
分

離
症

」
。

「
腰

椎
分

離
症

」
と

は
、

腰
椎

の
椎

弓
根

と
い

う
部

分
が

、
繰

り
返

し
の

外
力

に
よ

っ
て

、
骨

に
亀

裂
が

入
っ

た
り

、
分

離
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

疲
労

骨
折

を
起

こ
し

て
し

ま
う

疾
患

の
こ

と
。

腰
椎

分
離

症
は

、
1
0
歳

～
15

歳
の

成
長

期
に

よ
く

運
動

を
さ

れ
る

子
ど

も
か

ら
青

年
や

高
齢

者
に

至
る

ま
で

幅
広

く
み

ら
れ

る
症

状
で

、
そ

の
他

の
ス

ポ
ー

ツ
障

害
同

様
に

、
オ

ー
バ

ー
ユ

ー
ス

（
使

い
す

ぎ
）
が

原
因

で
な

る
こ

と
が

非
常

に
多

い
。

腰
椎

分
離

症
は

徐
々

に
進

行
し

て
い

く
疾

患
で

あ
る

た
め

、
1
回

の
衝

撃
や

外
力

で
発

症
し

て
し

ま
う

こ
と

は
あ

ま
り

な
く
、

太
も

も
の

裏
の

ハ
ム

ス
ト

リ
ン

グ
ス

と
呼

ば
れ

る
部

分
や

股
関

節
周

り
の

筋
肉

が
固

い
人

が
ス

ポ
ー

ツ
で

負
荷

を
か

け
す

ぎ
る

と
、

発
症

し
や

す
い

傾
向

が
あ

る
。

腰
痛

分
離

症
の

主
な

症
状

は
、

運
動

時
や

安
静

時
の

腰
の

痛
み

。
特

に
後

ろ
に

反
る

と
症

状
が

強
く
な

る
特

徴
が

あ
る

。
ま

た
、

お
し

り
や

太
も

も
の

辺
り

に
痛

み
や

痺
れ

が
出

る
場

合
も

あ
る

。
完

全
に

骨
が

分
離

し
て

し
ま

っ
た

場
合

で
も

、
再

癒
合

で
き

る
場

合
も

あ
る

が
、

３
ヶ

月
か

ら
６

ヶ
月

ほ
ど

の
安

静
が

必
要

に
な

る
。

実
際

の
と

こ
ろ

、
症

状
が

軽
減

し
た

途
端

に
「
治

っ
た

」
と

勘
違

い
を

し
て

、
分

離
し

て
し

ま
っ

た
ま

ま
運

動
を

続
け

て
し

ま
う

人
も

多
く
、

症
状

を
繰

り
返

し
て

し
ま

い
が

ち
で

あ
る

。

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
と

腰
痛

に
な

り
や

す
い

？
ス

ポ
ー

ツ
と

腰
痛

の
関

係
と

は
-

名
古

屋
の

鍼
灸

接
骨

院
・
ハ

ー
ト

メ
デ

ィ
カ

ル
グ

ル
ー

プ
名

古
屋

の
鍼

灸
接

骨
院

・
ハ

ー
ト

メ
デ

ィ
カ

ル
グ

ル
ー

プ
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.h
e
ar

t-
m

e
d
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o
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/
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e
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7
0
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分
離

症
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間

庭
整
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外

科
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tt
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体
幹

の
外

傷
・
障

害

「
腰

椎
分

離
症

」

「
腰

椎
分

離
症

」
と

は
、

腰
椎

の
椎

弓
根

と
い

う
部

分
が

、
繰

り
返

し
の

外
力

に
よ

っ
て

、
骨

に
亀

裂
が

入
っ

た
り

、
分

離
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

疲
労

骨
折

を
起

こ
し

て
し

ま
う

疾
患

の
こ

と
。
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「
腰

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
」
と

は
、

背
骨

と
背

骨
の

間
で

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

役
目

を
し

て
い

る
椎

間
板

の
一

部
が

飛
び

出
て

神
経

を
圧

迫
し

て
し

ま
う

疾
患

。
主

な
症

状
は

腰
痛

に
加

え
て

、
足

に
し

び
れ

や
痛

み
が

出
た

り
、

足
に

力
が

入
り

に
く
く
な

っ
た

り
と

い
う

下
肢

の
神

経
症

状
。

腰
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

の
原

因
と

し
て

は
、

加
齢

な
ど

に
よ

っ
て

椎
間

板
の

髄
核

（
ず

い
か

く
）
を

取
り

巻
く
線

維
輪

（
せ

ん
い

り
ん

）
が

弾
力

を
失

っ
て

し
ま

い
、

亀
裂

が
入

っ
て

髄
核

が
押

し
出

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

。
特

に
重

い
も

の
を

持
ち

上
げ

た
り

、
腰

を
強

く
ひ

ね
っ

た
り

と
い

う
動

作
が

引
き

金
に

な
っ

て
発

症
す

る
こ

と
が

多
い

の
が

特
徴

。

疼
痛

の
強

い
急

性
期

は
安

静
が

第
一

で
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

休
止

し
た

う
え

で
消

炎
鎮

痛
剤

、
プ

レ
ガ

バ
リ

ン
な

ど
の

内
服

治
療

を
開

始
す

る
。

痛
み

が
持

続
す

る
場

合
、

神
経

根
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
の

ブ
ロ

ッ
ク

治
療

を
考

慮
す

る
。

穿
破

型
と

よ
ば

れ
る

靱
帯

を
破

っ
て

脱
出

し
た

タ
イ

プ
の

ヘ
ル

ニ
ア

は
３

～
６

ヶ
月

程
度

で
自

然
吸

収
が

見
込

ま
れ

る
。

神
経

麻
痺

が
出

現
し

て
い

る
場

合
、

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

保
存

療
法

の
効

果
が

無
い

場
合

、
ま

た
長

期
間

に
わ

た
り

日
常

生
活

や
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
支

障
を

き
た

し
、

早
期

の
除

痛
を

希
望

さ
れ

る
場

合
に

は
手

術
を

検
討

す
る

。

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
と

腰
痛

に
な

り
や

す
い

？
ス

ポ
ー

ツ
と

腰
痛

の
関

係
と

は
-

名
古

屋
の

鍼
灸

接
骨

院
・
ハ

ー
ト

メ
デ

ィ
カ

ル
グ

ル
ー

プ
名

古
屋

の
鍼

灸
接

骨
院

・
ハ

ー
ト

メ
デ

ィ
カ

ル
グ

ル
ー

プ
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.h
e
ar

t-
m

e
d
ic

al
.c

o
.jp

/
b
lo

g/
ar

c
h
iv

e
s/

7
0
8

ス
ポ

ー
ツ

傷
害

と
は

| 
千

葉
メ

デ
ィ

カ
ル

セ
ン

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

整
形

外
科

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
e
ik

e
ik

ai
-

c
m

c
.jp

/
ss

m
t/

b
re

ak
/
w

ai
st

.h
tm

l
『
飯

島
整

形
外

科
』
：
ド

ク
タ

ー
飯

島
の

ス
ポ

ー
ツ

医
学

Ｑ
＆

A
：
腰

椎
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

：
h
tt

p
:/

/
iij

im
a-

se
ik

e
i.j

p
/
q
a/

0
8
1
1
3
0
_a

n
s.

h
tm

l

9
7

体
幹

の
外

傷
・
障

害

「
腰

椎
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア

」

「
腰

椎
間

板
ヘ

ル
ニ

ア
」
と

は
、

背
骨

と
背

骨
の

間
で

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

役
目

を
し

て
い

る
椎

間
板

の
一

部
が

飛
び

出
て

神
経

を
圧

迫
し

て
し

ま
う

疾
患

。

●
概

要
主

に
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

よ
っ

て
、

筋
肉

の
急

激
な

収
縮

に
よ

り
、

筋
･靱

帯
･腱

と
骨

と
の

付
着

部
で

骨
の

一
部

が
引

き
剥

が
さ

れ
て

生
じ

る
骨

折
を

「
裂

離
骨

折
（
剥

離
骨

折
）」

と
い

う
。

正
式

名
称

は
裂

離
骨

折
だ

が
、

一
般

呼
称

と
し

て
剥

離
骨

折
と

呼
ば

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

特
に

、
骨

盤
や

足
関

節
、

膝
関

節
な

ど
に

生
じ

や
す

い
骨

折
。

こ
こ

で
は

、
骨

盤
裂

離
骨

折
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

成
長

期
の

骨
盤

に
は

力
学

的
に

弱
い

骨
端

線
（
成

長
軟

骨
）
が

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
の

裂
離

骨
折

は
こ

の
骨

端
線

で
起

こ
る

の
が

特
徴

。
そ

の
た

め
、

主
に

成
長

期
の

中
学

生
や

高
校

生
に

多
く
み

ら
れ

る
外

傷
で

、
陸

上
や

サ
ッ

カ
ー

、
野

球
な

ど
の

ス
ポ

ー
ツ

中
の

急
な

方
向

転
換

を
は

じ
め

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

や
ダ

ッ
シ

ュ
、

ジ
ャ

ン
プ

、
キ

ッ
ク

な
ど

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
。

痛
み

や
腫

れ
な

ど
の

ほ
か

、
重

症
の

場
合

は
感

覚
障

害
や

歩
行

困
難

を
伴

う
た

め
、

早
め

に
適

切
な

治
療

を
受

け
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
●

原
因

成
長

期
の

骨
盤

に
あ

る
骨

端
線

（
成

長
軟

骨
）
は

力
学

的
強

度
が

弱
く
、

裂
離

骨
折

が
発

生
す

る
。

陸
上

や
サ

ッ
カ

ー
、

野
球

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

際
に

、
骨

と
付

着
し

て
い

る
筋

肉
が

急
激

に
収

縮
し

、
骨

が
耐

え
ら

れ
な

く
な

っ
て

骨
折

を
生

じ
る

。
ダ

ッ
シ

ュ
や

走
り

幅
跳

び
な

ど
で

縫
工

筋
や

大
腿

筋
膜

張
筋

が
収

縮
す

る
こ

と
で

起
こ

る
「
上

前
腸

骨
棘

裂
離

骨
折

」
、

短
距

離
走

や
キ

ッ
ク

な
ど

で
大

腿
直

筋
が

収
縮

す
る

こ
と

で
起

こ
る

「
下

前
腸

骨
棘

裂
離

骨
折

」
、

全
力

疾
走

や
ハ

ー
ド

ル
競

技
、

走
り

幅
跳

び
な

ど
で

ハ
ム

ス
ト

リ
ン

グ
や

大
内

転
筋

が
収

縮
す

る
こ

と
で

起
こ

る
「
坐

骨
結

節
裂

離
骨

折
」
、

内
外

腹
斜

筋
上

方
へ

の
け

ん
引

力
と

中
殿

筋
下

方
へ

の
け

ん
引

力
が

同
時

に
作

用
し

て
起

こ
る

「
腸

骨
稜

裂
離

骨
折

」な
ど

に
分

け
ら

れ
る

。
●

症
状

ラ
ン

ニ
ン

グ
や

ダ
ッ

シ
ュ

、
ジ

ャ
ン

プ
、

キ
ッ

ク
な

ど
、

ス
ポ

ー
ツ

で
体

を
動

か
し

た
直

後
に

骨
盤

や
お

尻
に

強
い

痛
み

を
感

じ
、

歩
き

づ
ら

く
な

っ
た

り
、

立
ち

続
け

る
こ

と
が

で
き

な
く
な

っ
た

り
す

る
。

剥
離

骨
折

し
た

部
分

に
痛

み
や

腫
れ

、
皮

下
出

血
な

ど
が

生
じ

る
ほ

か
、

場
合

に
よ

っ
て

は
剥

が
れ

落
ち

た
骨

が
元

の
正

し
い

位
置

か
ら

ず
れ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。

症
状

が
重

い
場

合
、

感
覚

障
害

や
歩

行
困

難
に

陥
る

こ
と

も
あ

る
。

ユ
ジ

カ
ワ

@
整

形
D

r✖
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
 o

n
 T

w
it
te

r：
h
tt

p
s:

/
/
tw

it
te

r.
c
o
m

/
yu

jik
aw

a3
2
/
st

at
u
s/

1
3
8
5
5
4
3
2
2
4
2
2
8
3
3
9
7
1
2

9
8

体
幹

の
外

傷
・
障

害

「
骨

盤
部

の
ス

ポ
ー

ツ
障

害
」

主
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
よ

っ
て

、
筋

肉
の

急
激

な
収

縮
に

よ
り

、
筋

･靱
帯

･腱
と

骨
と

の
付

着
部

で
骨

の
一

部
が

引
き

剥
が

さ
れ

て
生

じ
る

骨
折

を
「
裂

離
骨

折
（
剥

離
骨

折
）
」
と

い
う

。
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●
発

症
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
肉

離
れ

は
主

に
ス

ポ
ー

ツ
中

、
筋

肉
が

収
縮

し
て

い
る

時
、

正
反

対
の

伸
ば

さ
れ

る
力

が
加

わ
る

こ
と

に
よ

っ
て

起
こ

る
筋

肉
の

断
裂

で
あ

り
、

「
神

経
と

筋
肉

の
連

携
ミ

ス
」
に

よ
り

誘
発

さ
れ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。
身

体
は

、
脳

か
ら

神
経

を
通

っ
て

指
令

が
伝

わ
る

こ
と

で
筋

肉
が

収
縮

し
、

関
節

が
曲

が
り

動
く
。

通
常

は
、

収
縮

す
る

筋
肉

と
拮

抗
（
き

っ
こ

う
）
す

る
筋

肉
は

弛
緩

（
し

か
ん

）
し

て
い

る
。

け
れ

ど
脳

か
ら

の
伝

達
が

上
手

く
い

か
な

い
こ

と
で

、
本

来
は

緩
ん

で
い

る
べ

き
筋

肉
も

伸
縮

し
て

し
ま

い
、

肉
離

れ
を

起
こ

す
。

急
激

な
運

動
を

求
め

た
よ

う
な

時
に

、
伝

達
ミ

ス
が

起
こ

り
や

す
い

。

●
発

症
の

原
因

【
内

的
要

因
】

①
柔

軟
性

の
欠

如
、

②
筋

力
の

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

・
筋

持
久

力
の

低
下

（
大

腿
二

頭
筋

を
含

む
ハ

ム
ス

ト
リ

ン
グ

（
太

も
も

後
ろ

の
筋

肉
）
の

筋
力

は
、

大
腿

四
頭

筋
（
太

も
も

前
の

筋
肉

）
の

筋
力

よ
り

も
、

6
0
%
以

上
の

強
さ

が
必

要
と

い
わ

れ
て

い
る

）
③

筋
、

関
節

の
協

調
性

の
低

下
（
股

関
節

周
囲

の
柔

軟
性

も
関

係
し

て
い

る
）
、

④
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

不
足

（
筋

肉
を

十
分

に
温

め
た

状
態

で
運

動
を

し
な

い
と

、
肉

離
れ

を
起

こ
し

や
す

く
な

る
）
、

⑤
不

適
切

な
フ

ォ
ー

ム
（
着

地
時

に
下

腿
の

振
り

出
し

が
大

き
い

と
、

ハ
ム

ス
ト

リ
ン

グ
（
太

も
も

後
ろ

の
筋

肉
）
の

肉
離

れ
が

起
き

や
す

く
な

る
）
、

⑥
不

完
全

な
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

（
全

身
の

筋
肉

の
疲

労
も

関
係

し
ま

す
。

筋
機

能
の

低
下

が
起

こ
り

、
肉

離
れ

を
起

こ
し

や
す

く
な

る
）
、

⑦
関

節
の

安
定

性

●
発

症
の

原
因

【
外

的
要

因
】

①
天

候
（
気

温
が

低
か

っ
た

り
、

雨
に

濡
れ

体
温

が
奪

わ
れ

た
り

す
る

環
境

の
も

と
で

は
、

筋
肉

の
温

度
が

上
が

ら
ず

、
肉

離
れ

を
起

こ
し

や
す

く
な

る
）
、

②
練

習
場

の
サ

ー
フ

ェ
イ

ス
（
ク

ッ
シ

ョ
ン

性
に

乏
し

く
場

所
で

は
、

筋
肉

へ
の

衝
撃

負
荷

が
大

き
く
な

る
）
、

③
試

合
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
疲

れ
が

と
れ

な
い

状
態

で
無

理
を

し
て

出
場

す
る

こ
と

で
、

神
経

と
筋

肉
と

の
連

動
ミ

ス
が

生
じ

や
す

く
な

る
）

肉
離

れ
②

発
症

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
原

因
：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.w
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o
-
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h
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o
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o
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/
p
o
st

/
%
E
8
%
8
2
%
8
9
%
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%
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%
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E
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A
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E
3
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8

1
%
A

8
%
E
5
%
8
E
%
9
F
%
E
5
%
9
B

%
A

0

9
9

下
肢

の
外

傷
・
障

害

「
大

腿
・
膝

①
」

大
腿

部
の

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

で
は

肉
離

れ
が

代
表

的
で

あ
り

、
動

作
時

に
お

こ
る

遠
心

性
収

縮
に

よ
り

筋
腱

移
行

部
で

の
損

傷
が

起
こ

り
や

す
い

。

●
靭

帯
損

傷
膝

関
節

は
大

腿
骨

（
太

も
も

の
骨

）
と

、
脛

骨
（
す

ね
の

骨
）
、

膝
蓋

骨
（
膝

の
お

皿
）
の

3
つ

の
骨

で
構

成
さ

れ
、

大
腿

骨
と

脛
骨

が
グ

ラ
グ

ラ
し

な
い

よ
う

に
前

十
字

靭
帯

、
後

十
字

靭
帯

、
内

側
側

副
靱

帯
、

外
側

側
副

靱
帯

の
4

つ
の

靱
帯

で
つ

な
が

っ
て

い
る

。
内

側
・
外

側
側

副
靱

帯
は

膝
関

節
の

両
側

に
あ

り
、

膝
の

左
右

の
動

き
を

抑
え

て
膝

関
節

の
安

定
性

を
高

め
て

い
ま

す
。

一
方

の
前

・
後

十
字

靱
帯

は
大

腿
骨

と
脛

骨
の

間
で

交
差

し
て

お
り

、
前

十
字

靭
帯

は
脛

骨
が

前
へ

出
な

い
よ

う
に

、
後

十
字

靱
帯

は
脛

骨
が

後
ろ

へ
ず

れ
な

い
よ

う
に

動
き

を
抑

制
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

靱
帯

が
耐

え
切

れ
な

い
ほ

ど
の

強
い

力
が

加
わ

っ
て

、
伸

び
た

り
切

れ
た

り
し

た
状

態
を

膝
靱

帯
損

傷
と

い
い

、
膝

に
加

わ
っ

た
力

の
向

き
に

よ
っ

て
損

傷
す

る
靭

帯
が

違
っ

て
く
る

。

●
半

月
板

損
傷

半
月

板
損

傷
は

、
膝

関
節

内
に

あ
る

半
月

板
に

亀
裂

が
生

じ
た

り
、

欠
け

た
り

し
た

状
態

。
若

年
者

か
ら

高
齢

者
ま

で
発

症
し

、
慢

性
化

す
る

と
変

形
性

膝
関

節
症

を
引

き
起

こ
す

可
能

性
も

あ
る

た
め

、
適

切
な

診
断

と
治

療
が

重
要

で
あ

る
。

半
月

板
は

膝
関

節
の

大
腿

骨
と

脛
骨

の
間

に
あ

る
線

維
軟

骨
で

あ
る

。
内

側
と

外
側

の
そ

れ
ぞ

れ
に

あ
り

、
膝

に
か

か
る

荷
重

を
分

散
し

た
り

、
衝

撃
を

吸
収

し
た

り
す

る
働

き
を

持
っ

て
い

る
。

半
月

板
が

損
傷

す
る

と
痛

み
が

生
じ

、
運

動
時

痛
や

膝
を

曲
げ

伸
ば

し
し

た
際

の
引

っ
か

か
り

感
と

い
っ

た
症

状
が

出
現

す
る

。
ひ

ど
い

場
合

に
は

膝
に

水
（
関

節
液

）
が

た
ま

っ
た

り
、

急
に

膝
が

動
か

な
く
な

る
“
ロ

ッ
キ

ン
グ

”
と

い
う

状
態

に
な

り
、

激
痛

の
た

め
歩

け
な

く
な

る
こ

と
も

あ
る

。

前
十

字
靭

帯
損

傷
（
膝

の
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
）
｜

ジ
ョ

ン
ソ

ン
・
エ

ン
ド

・
ジ

ョ
ン

ソ
ン

メ
デ

ィ
カ

ル
カ

ン
パ

ニ
ー

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.jn
j.c

o
.jp

/
jjm

kk
/
ge

n
e
ra

l/
ac

l
半

月
板

損
傷

（
膝

の
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
）
｜

ジ
ョ

ン
ソ

ン
・
エ

ン
ド

・
ジ

ョ
ン

ソ
ン

メ
デ

ィ
カ

ル
カ

ン
パ

ニ
ー

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.jn
j.c

o
.jp

/
jjm

kk
/
ge

n
e
ra

l/
m

e
n
is

c
u
s

1
0
0

下
肢

の
外

傷
・
障

害

「
大

腿
・
膝

②
」

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
膝

の
ケ

ガ
に

は
、

大
き

く
分

け
て

骨
折

・
靱

帯
損

傷
・
半

月
板

損
傷

・
軟

骨
損

傷
の

4
つ

が
あ

り
、

こ
の

う
ち

よ
く
み

ら
れ

る
の

が
、

靱
帯

損
傷

と
半

月
板

損
傷

で
あ

る
。

靭
帯

靱
帯

半
月

板
損

傷

膝
の

痛
み

は
ス

ポ
ー

ツ
に

限
ら

ず
、

日
常

生
活

動
作

で
も

起
こ

り
う

る
。

高
齢

者
の

場
合

は
加

齢
に

よ
る

身
体

の
変

化
が

原
因

で
膝

に
痛

み
が

生
じ

る
こ

と
も

あ
り

、
変

形
性

膝
関

節
症

や
関

節
リ

ウ
マ

チ
、

痛
風

と
い

っ
た

病
気

の
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

。
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●
足

関
節

捻
挫

足
関

節
（
足

首
）
捻

挫
の

ほ
と

ん
ど

は
、

足
関

節
を

内
側

に
捻

っ
て

生
じ

る
。

足
関

節
の

外
側

の
靱

帯
（
前

距
腓

靱
帯

）
が

損
傷

す
る

こ
と

が
多

い
。

外
く
る

ぶ
し

の
周

囲
に

痛
み

や
腫

れ
が

起
こ

る
。

ス
ポ

ー
ツ

で
受

傷
す

る
こ

と
が

多
い

で
す

が
、

歩
行

時
で

も
段

差
な

ど
で

生
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
捻

挫
と

は
、

靱
帯

の
損

傷
で

す
。

軽
度

の
靱

帯
損

傷
は

靱
帯

が
伸

び
る

、
一

部
切

れ
る

も
の

が
あ

る
。

重
度

の
靱

帯
損

傷
で

は
完

全
断

裂
が

起
こ

り
、

足
関

節
が

不
安

定
と

な
る

。

●
ア

キ
レ

ス
腱

断
裂

ス
ポ

ー
ツ

中
な

ど
、

踏
み

込
み

・
ダ

ッ
シ

ュ
・
ジ

ャ
ン

プ
な

ど
の

動
作

で
ふ

く
ら

は
ぎ

の
筋

肉
が

急
に

縮
ん

だ
時

や
、

着
地

な
ど

で
急

に
伸

ば
さ

れ
た

時
に

起
こ

る
。

「
ふ

く
ら

は
ぎ

を
バ

ッ
ト

で
た

た
か

れ
た

感
じ

」
「
破

裂
す

る
よ

う
な

音
が

し
た

」
な

ど
の

症
状

を
感

じ
る

こ
と

も
あ

る
。

腱
の

変
性

(い
わ

ゆ
る

老
化

現
象

)が
原

因
の

土
台

に
あ

る
、

3
0
～

5
0
歳

の
ス

ポ
ー

ツ
を

さ
れ

て
い

る
方

に
多

い
外

傷
。

受
傷

し
た

直
後

は
体

重
を

か
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る
が

、
し

ば
ら

く
す

る
と

歩
行

可
能

と
な

る
こ

と
も

少
な

く
な

い
。

つ
ま

先
立

ち
が

で
き

な
く
な

る
の

が
特

徴
。

ア
キ

レ
ス

腱
が

断
裂

し
て

い
て

も
足

首
（
足

関
節

）
は

動
か

す
こ

と
は

出
来

る
。

足
首

・
足

の
痛

み
で

お
困

り
の

方
へ

: 
井

出
整

形
外

科
内

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

：
h
tt

p
s:

/
/
id

e
-
o
rt

h
o
p
e
d
ic

-
c
lin

ic
.c

o
m

/
sy

o
u
jo

u
b
e
tu

/
an

kl
e
-
fo

o
t/

1
0
1

下
肢

の
外

傷
・
障

害

「
下

腿
・
足

部
」

足
首

や
足

に
痛

み
が

あ
る

と
、

歩
く
動

作
・
仕

事
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
が

困
難

に
な

り
、

日
常

生
活

に
支

障
が

出
や

す
い

症
状

で
あ

る
。

関
節

の
痛

み
・
靱

帯
の

痛
み

・
腱

の
痛

み
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

原
因

が
あ

る
。 足

関
節

捻
挫

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂

９
．

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

手
法

1
0
2

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
と

は
、

「
競

技
者

の
競

技
力

向
上

へ
の

援
助

」
を

目
標

と
し

、
競

技
者

に
対

し
安

全
で

効
果

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
可

能
に

し
、

そ
し

て
最

高
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

ゲ
ー

ム
を

発
揮

し
か

つ
、

ス
ポ

ー
ツ

障
害

の
予

防
を

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

本
項

で
は

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

方
法

と
し

て
、

「
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

」
と

「
テ

ー
ピ

ン
グ

」
の

基
本

に
つ

い
て

解
説

す
る

。

（
1
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

目
的

と
効

果
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
効

果
的

に
進

め
る

た
め

に
、

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

種
類

と
そ

の
方

法
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
使

い
分

け

（
2
）
テ

ー
ピ

ン
グ

テ
ー

ピ
ン

グ
の

目
的

テ
ー

ピ
ン

グ
の

効
果

テ
ー

ピ
ン

グ
の

注
意

事
項

1
0
2
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（
1
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

◆
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
目

的
と

効
果

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

目
的

と
効

果
に

は
４

つ
あ

る
。

①
外

傷
・
障

害
の

予
防

筋
肉

の
緊

張
を

解
き

、
本

来
の

柔
軟

性
を

維
持

す
る

こ
と

で
、

筋
肉

な
ど

の
組

織
に

か
か

る
ス

ト
レ

ス
を

軽
減

し
て

、
外

傷
・
障

害
を

予
防

す
る

。

②
疲

労
の

緩
和

疲
労

し
た

筋
肉

は
硬

く
こ

わ
ば

る
こ

と
が

あ
る

が
、

そ
れ

を
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

っ
て

は
こ

わ
ば

り
を

緩
和

す
る

。
さ

ら
に

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
っ

て
、

筋
肉

中
の

血
液

循
環

を
良

く
な

り
、

疲
労

物
質

の
除

去
を

促
す

。

③
関

節
可

動
域

の
拡

大
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
筋

肉
の

柔
軟

性
を

高
め

、
関

節
可

動
域

が
大

き
く
な

る
。

そ
の

結
果

、
動

作
を

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

④
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
過

度
な

疲
労

に
よ

っ
て

、
筋

肉
や

神
経

は
過

緊
張

の
状

態
と

な
る

。
そ

れ
を

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
り

緩
和

す
る

こ
と

で
、

筋
肉

や
神

経
の

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

を
も

た
ら

す
。

さ
ら

に
は

精
神

的
な

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

効
果

も
期

待
で

き
る

。

参
考

U
R

L
：

ス
ト

レ
ッ

チ
に

期
待

で
き

る
効

果
や

方
法

と
は

| 
P

O
W

E
R

 P
R

O
D

U
C

T
IO

N
 M

A
G

A
Z
IN

E
（
パ

ワ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
マ

ガ
ジ

ン
）

h
tt

p
s:

/
/
c
p
.g

lic
o
.jp

/
p
o
w

e
rp

ro
/
tr

ai
n
in

g/
e
n
tr

y3
9
/

1
0
3

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ

1
0
3

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

目
的

と
効

果

１ ２ ３

外
傷

・
障

害
の

予
防

疲
労

の
緩

和

関
節

可
動

域
の

拡
大

４
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

は
４

つ
の

目
的

と
効

果
が

あ
る

。
目

的
・
効

果

（
1
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

◆
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
効

果
的

に
進

め
る

た
め

に
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
効

果
的

に
進

め
る

た
め

に
は

「
呼

吸
法

」
と

「
競

技
者

の
意

識
」
が

重
要

で
あ

る
。

・
呼

吸
法

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
を

す
る

と
き

に
呼

吸
を

止
め

て
は

い
け

な
い

。
自

然
な

リ
ズ

ム
を

維
持

す
る

こ
と

を
心

掛
け

る
。

・
競

技
者

の
意

識
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

際
は

、
「
こ

こ
が

伸
ば

さ
れ

て
い

る
」
と

い
う

よ
う

に
伸

長
さ

れ
て

い
る

筋
肉

に
意

識
を

向
け

る
よ

う
に

す
る

。

1
0
4

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ

1
0
4

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
に

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
を

効
果

的
に

進
め

る
に

は
「
呼

吸
法

」
と

「
競

技
者

の
意

識
」
の

が
重

要

呼
吸

法
競

技
者

の
意

識

・
常

に
意

識
を

伸
展

さ
れ

て
い

る
筋

肉
に

向
け

る
・
呼

吸
は

自
然

な
リ

ズ
ム

で
・
決

し
て

止
め

た
り

し
な

い
こ

と
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（
1
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

◆
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
種

類
と

そ
の

方
法

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

は
３

つ
の

種
類

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

に
方

法
と

特
徴

が
あ

る
。

①
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

方
法

：
・
反

動
を

つ
け

ず
に

、
筋

肉
を

ゆ
っ

く
り

伸
長

し
て

い
く
。

・
そ

の
伸

長
状

態
を

維
持

す
る

。
特

徴
：

・
伸

張
反

射
※

が
起

き
に

く
く
、

筋
肉

痛
に

な
り

に
く
い

。
・
方

法
が

簡
便

で
、

一
人

で
実

施
で

き
る

。
※

あ
る

筋
が

急
に

引
き

伸
ば

さ
れ

る
と

、
そ

れ
以

上
筋

が
伸

び
て

ダ
メ

ー
ジ

を
受

け
な

い
よ

う
、

そ
の

筋
を

収
縮

さ
せ

て
保

護
し

よ
う

と
す

る
反

射

②
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

方
法

：
・
伸

ば
し

た
い

筋
の

裏
側

に
該

当
す

る
筋

（
拮

抗
筋

）
を

意
識

的
に

縮
め

る
と

、
伸

ば
し

た
い

筋
が

弛
緩

す
る

と
い

う
メ

カ
ニ

ズ
ム

※
を

利
用

す
る

※
「
相

反
神

経
支

配
」
と

い
う

。
特

徴
：

・
筋

肉
の

弾
力

性
（
伸

縮
範

囲
の

大
き

さ
）
を

高
め

る
柔

軟
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
し

て
効

果
が

大
き

い
。

・
効

果
的

に
実

施
す

る
に

は
、

実
施

者
が

伸
長

運
動

に
関

し
て

理
解

し
て

い
る

こ
と

が
必

要

③
バ

リ
ス

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
方

法
：

・
反

動
や

弾
み

つ
け

て
動

き
な

が
ら

、
リ

ズ
ミ

カ
ル

に
伸

長
す

る
。

・
ま

ず
軽

い
ス

ト
レ

ッ
チ

間
が

得
ら

れ
る

範
囲

で
動

か
し

、
徐

々
に

可
動

域
を

広
げ

る
よ

う
に

ス
ト

レ
ッ

チ
す

る
。

特
徴

：
・
競

技
種

目
の

動
作

に
合

わ
せ

た
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

が
可

能
・
急

激
な

伸
長

に
よ

り
、

筋
繊

維
の

微
細

損
傷

や
痛

み
が

起
こ

る
可

能
性

が
あ

る
。

参
考

U
R

L
：

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

種
類

と
そ

の
活

用
法

| 
野

球
の

上
達

方
法

と
怪

我
・
障

害
予

防
な

ら
C

Y
B

E
R

 B
A

S
E
B

A
L
L
[サ

イ
バ

ー
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
]

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.c
yb

e
r-

b
as

e
b
al

l.j
p
/
p
ri
m

ar
y/

7
6
9
0
/

1
0
5

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ

1
0
5

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

種
類

と
そ

の
方

法

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
に

は
３

つ
の

種
類

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

に
方

法
と

特
徴

が
あ

る
。

・
反

動
を

つ
け

ず
、

筋
肉

を
伸

長
・
伸

長
状

態
を

維
持

す
る

ス
タ

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

バ
リ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

・
筋

肉
痛

に
な

り
に

く
い

・
方

法
が

簡
便

。
一

人
で

実
施

で
き

る

・
伸

ば
し

た
い

筋
の

裏
側

に
該

当
す

る
筋

（
拮

抗
筋

）
を

意
識

的
に

縮
め

る
と

、
伸

ば
し

た
い

筋
が

弛
緩

す
る

と
い

う
体

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
利

用
す

る

・
筋

肉
の

弾
力

性
を

高
め

る
柔

軟
性

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
し

て
効

果
大

・
実

施
者

の
伸

長
運

動
に

関
す

る
理

解
が

必
要

・
反

動
や

弾
み

つ
け

て
動

き
な

が
ら

、
リ

ズ
ミ

カ
ル

に
伸

長
す

る
。

・
競

技
種

目
の

動
作

に
合

わ
せ

た
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

が
可

能
・
急

激
な

伸
長

に
よ

り
、

筋
繊

維
の

微
細

損
傷

や
痛

み
な

ど
の

リ
ス

ク
あ

り

３
２

１

方
法

特
徴

（
1
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

◆
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
使

い
分

け
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

は
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

～
ク

ー
リ

ン
グ

ダ
ウ

ン
の

流
れ

の
中

で
種

類
を

使
い

分
け

る
。

①
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
運

動
前

に
予

め
活

動
レ

ベ
ル

を
高

め
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
円

滑
に

行
え

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
目

的
で

あ
る

。

・
そ

の
た

め
、

ス
タ

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
だ

け
で

は
な

く
、

動
き

や
力

発
揮

を
伴

っ
た

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
や

バ
リ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
取

り
入

れ
る

と
よ

り
効

果
的

で
あ

る
。

・
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

を
し

た
結

果
、

そ
の

筋
に

違
和

感
が

あ
れ

ば
、

疲
労

が
残

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
、

当
日

の
練

習
メ

ニ
ュ

ー
な

ど
の

変
更

を
考

慮
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
競

技
中

・
原

則
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

と
同

じ
方

法
で

行
う

。
・
但

し
、

ス
タ

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

長
時

間
実

施
し

て
し

ま
う

と
、

筋
肉

や
神

経
に

鎮
静

作
用

を
も

た
ら

し
て

し
ま

う
の

で
注

意
す

る
。

③
ク

ー
リ

ン
グ

ダ
ウ

ン
・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る

筋
の

緊
張

を
緩

和
、

運
動

に
よ

っ
て

生
じ

た
疲

労
物

質
の

除
去

、
短

縮
し

た
筋

肉
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

前
の

状
態

に
戻

す
こ

と
が

目
的

・
伸

張
反

射
の

起
き

に
く
い

、
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

が
効

果
的

参
考

U
R

L
：

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

種
類

と
そ

の
活

用
法

| 
野

球
の

上
達

方
法

と
怪

我
・
障

害
予

防
な

ら
C

Y
B

E
R

 B
A

S
E
B

A
L
L
[サ

イ
バ

ー
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
]

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.c
yb

e
r-

b
as

e
b
al

l.j
p
/
p
ri
m

ar
y/

7
6
9
0
/

1
0
6

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ

1
0
6

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
の

使
い

分
け

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
は

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
～

ク
ー

リ
ン

グ
ダ

ウ
ン

の
流

れ
の

中
で

種
類

を
使

い
分

け
る

。

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
ク

ー
リ

ン
グ

ダ
ウ

ン
競

技
中

・
運

動
前

に
予

め
活

動
レ

ベ
ル

を
高

め
る

こ
と

が
目

的
・
３

つ
の

ス
ト

レ
ッ

チ
ン

グ
を

組
み

合
わ

せ
る

と
効

果
的

・
原

則
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

と
同

じ
方

法
・
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

の
長

時
間

実
施

は
副

作
用

あ
り

・
疲

労
物

質
の

除
去

、
縮

ん
だ

筋
肉

を
元

に
戻

す
こ

と
が

目
的

・
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
ス

ト
レ

ッ
チ

ン
グ

が
効

果
的
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（
2
）
テ

ー
ピ

ン
グ

◆
テ

ー
ピ

ン
グ

の
目

的
テ

ー
ピ

ン
グ

を
行

う
目

的
は

３
つ

あ
る

。

①
外

傷
・
障

害
の

予
防

運
動

中
に

起
こ

り
う

る
傷

害
を

予
測

し
、

そ
の

部
位

に
予

め
テ

ー
ピ

ン
グ

を
す

る
。

→
傷

害
を

未
然

に
防

ぐ
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

②
傷

害
再

発
の

予
防

現
在

、
外

傷
・
傷

害
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

し
て

い
る

、
も

し
く
は

以
前

受
傷

し
た

部
位

に
テ

ー
ピ

ン
グ

を
す

る
。

→
同

部
位

を
再

び
受

傷
し

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
応

急
処

置
R

IC
E
中

の
圧

迫
、

固
定

R
IC

E
の

中
の

、
C

：
C

o
m

p
rs

si
o
n
（
圧

迫
）
の

処
置

の
為

、
圧

迫
固

定
す

る
。

→
応

急
処

置
と

し
て

、
内

出
血

や
腫

れ
を

防
ぐ

。

参
考

U
R

L
：

足
首

の
テ

ー
ピ

ン
グ

の
目

的
と

巻
き

方
、

各
種

注
意

事
項

を
解

説
！

h
tt

p
s:

/
/
p
ro

fi
ts

.p
ip

ja
p
an

.c
o
.jp

/
c
o
lu

m
n
/
an

kl
e
_t

ap
in

g/
手

首
の

テ
ー

ピ
ン

グ
の

目
的

と
巻

き
方

、
各

種
注

意
事

項
を

解
説

！
h
tt

p
s:

/
/
p
ro

fi
ts

.p
ip

ja
p
an

.c
o
.jp

/
c
o
lu

m
n
/
w

ri
st

_t
ap

in
g/

1
0
7

テ
ー

ピ
ン

グ

1
0
7

１ ２ ３

外
傷

・
障

害
の

予
防

傷
害

再
発

の
予

防

応
急

処
置

R
IC

E
中

の
圧

迫
、

固
定

テ
ー

ピ
ン

グ
に

は
３

つ
の

目
的

が
あ

る
。

テ
ー

ピ
ン

グ
の

目
的

目
的

（
2
）
テ

ー
ピ

ン
グ

◆
テ

ー
ピ

ン
グ

の
目

的
テ

ー
ピ

ン
グ

に
は

５
つ

の
効

果
が

あ
る

。

①
関

節
の

特
定

の
動

き
を

任
意

に
制

限
す

る
テ

ー
ピ

ン
グ

は
関

節
の

正
常

な
可

動
範

囲
を

制
限

す
る

こ
と

な
く
、

異
常

な
動

き
を

制
限

す
る

こ
と

が
可

能
。

傷
害

を
予

防
し

な
が

ら
、

運
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
人

工
的

な
靭

帯
、

腱
と

な
る

靭
帯

や
腱

の
走

行
に

沿
っ

て
、

テ
ー

ピ
ン

グ
す

る
こ

と
で

、
靭

帯
や

腱
を

補
強

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

③
圧

迫
を

与
え

る
テ

ー
ピ

ン
グ

に
よ

り
部

分
的

な
圧

迫
を

加
え

る
。

応
急

処
置

を
目

的
と

し
た

テ
ー

ピ
ン

グ
で

は
、

圧
迫

を
加

え
る

こ
と

で
、

内
出

血
や

腫
れ

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

④
痛

み
を

和
ら

げ
る

傷
害

を
受

け
た

こ
と

で
不

安
定

に
な

っ
た

関
節

を
固

定
し

安
定

さ
せ

る
こ

と
で

、
痛

み
を

軽
減

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

⑤
精

神
的

な
支

え
と

な
る

傷
害

を
受

け
た

競
技

者
が

「
悪

化
・
再

発
す

る
か

も
し

れ
な

い
」
と

い
う

不
安

に
対

す
る

。
精

神
的

な
支

え
と

な
る

。

参
考

U
R

L
：

足
首

の
テ

ー
ピ

ン
グ

の
目

的
と

巻
き

方
、

各
種

注
意

事
項

を
解

説
！

h
tt

ps
:/

/
pr

o
fi
ts

.p
ip

ja
pa

n
.c

o
.jp

/
c
o
lu

m
n
/
an

kl
e
_t

ap
in

g/
手

首
の

テ
ー

ピ
ン

グ
の

目
的

と
巻

き
方

、
各

種
注

意
事

項
を

解
説

！
h
tt

ps
:/

/
pr

o
fi
ts

.p
ip

ja
pa

n
.c

o
.jp

/
c
o
lu

m
n
/
w

ri
st

_t
ap

in
g/

1
0
8

テ
ー

ピ
ン

グ

1
0
8

１ ２ ３

関
節

の
特

定
の

動
き

を
任

意
に

制
限

す
る

人
工

的
な

靭
帯

、
腱

と
な

る

圧
迫

を
与

え
る

テ
ー

ピ
ン

グ
に

は
５

つ
の

効
果

が
あ

る
。

テ
ー

ピ
ン

グ
の

効
果

効
果

４
痛

み
を

和
ら

げ
る

精
神

的
な

支
え

と
な

る
５
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（
2
）
テ

ー
ピ

ン
グ

◆
テ

ー
ピ

ン
グ

の
注

意
事

項
テ

ー
ピ

ン
グ

を
実

施
す

る
際

に
は

以
下

の
1
0
項

目
に

つ
い

て
注

意
す

る
。

１
．

テ
ー

ピ
ン

グ
部

位
は

清
潔

に
す

る
。

２
．

す
り

傷
・
切

り
傷

は
絆

創
膏

等
で

事
前

に
処

置
す

る
。

３
．

テ
ー

ピ
ン

グ
部

位
は

可
能

な
限

り
剃

毛
す

る
。

４
．

テ
ー

プ
の

接
着

性
に

加
え

、
粘

着
ス

プ
レ

ー
利

用
す

る
。

５
．

皮
膚

保
護

の
為

、
ア

ン
ダ

ー
ラ

ッ
プ

を
テ

ー
プ

の
前

に
巻

く
。

６
．

摩
擦

が
生

じ
る

部
位

は
ワ

セ
リ

ン
を

塗
っ

た
ガ

ー
ゼ

で
保

護
す

る
。

７
．

部
位

に
合

っ
た

テ
ー

プ
を

利
用

す
る

。
８

．
テ

ー
プ

は
た

る
み

、
隙

間
、

し
わ

を
作

ら
ず

一
定

の
張

力
で

貼
る

。
９

．
テ

ー
ピ

ン
グ

の
直

後
に

は
血

液
の

循
環

障
害

の
有

無
を

確
認

す
る

。
１

０
．

皮
膚

の
か

ぶ
れ

等
の

原
因

に
な

る
た

め
、

運
動

後
す

ぐ
テ

ー
プ

は
は

ず
す

。

1
0
9

テ
ー

ピ
ン

グ

1
0
9

１ ２ ３

テ
ー

ピ
ン

グ
部

位
は

清
潔

に
す

る
。

テ
ー

ピ
ン

グ
を

実
施

す
る

際
に

は
以

下
の

点
に

注
意

す
る

。

テ
ー

ピ
ン

グ
の

注
意

事
項

４ ５

す
り

傷
・
切

り
傷

は
絆

創
膏

等
で

事
前

に
処

置
す

る
。

テ
ー

ピ
ン

グ
部

位
は

可
能

な
限

り
剃

毛
す

る
。

テ
ー

プ
の

接
着

性
に

加
え

、
粘

着
ス

プ
レ

ー
利

用
す

る
。

皮
膚

保
護

の
為

、
ア

ン
ダ

ー
ラ

ッ
プ

を
テ

ー
プ

の
前

に
巻

く
。

摩
擦

が
生

じ
る

部
位

は
ワ

セ
リ

ン
を

塗
っ

た
ガ

ー
ゼ

で
保

護
す

る
。

部
位

に
合

っ
た

テ
ー

プ
を

利
用

す
る

。

テ
ー

プ
は

た
る

み
、

隙
間

、
し

わ
を

作
ら

ず
一

定
の

張
力

で
貼

る
。

テ
ー

ピ
ン

グ
の

直
後

に
は

血
液

の
循

環
障

害
の

有
無

を
確

認
す

る
。

皮
膚

の
か

ぶ
れ

等
の

原
因

に
な

る
た

め
、

運
動

後
す

ぐ
テ

ー
プ

は
は

ず
す

。

６ ７ ８ ９ 1
0

１
０

．
外

科
的

応
急

処
置

1
1
0

（
1
）
R

IC
E

R
e
st

（
安

静
）
、

Ic
in

g（
冷

却
）
、

C
o
m

p
re

ss
io

n
（
圧

迫
）
、

E
le

va
ti
o
n
（
挙

上
）

（
2
）
創

傷
の

手
当

と
応

急
処

置
傷

の
汚

れ
を

取
り

除
く
、

消
毒

と
被

覆
、

特
殊

な
外

傷
の

場
合

1
1
0
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●
応

急
処

置
(R

IC
E
 処

置
)

ス
ポ

ー
ツ

の
現

場
で

「
ケ

ガ
」
人

が
出

た
と

き
、

病
院

や
診

療
所

に
か

か
る

ま
で

の
間

、
損

傷
部

位
の

障
害

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
に

お
こ

な
う

方
法

を
「
応

急
処

置
(R

IC
E
 処

置
)」

と
い

う
。

こ
の

応
急

処
置

は
、

早
期

ス
ポ

ー
ツ

復
帰

に
欠

か
せ

な
い

も
の

で
あ

る
。

し
か

し
応

急
処

置
を

し
な

か
っ

た
り

、
不

適
切

な
処

置
を

お
こ

な
う

と
復

帰
ま

で
に

時
間

が
か

か
る

。
し

か
し

、
意

識
消

失
、

シ
ョ

ッ
ク

、
頭

・
頚

・
背

部
の

外
傷

や
大

量
出

血
、

脱
臼

・
骨

折
が

疑
わ

れ
る

著
明

な
変

形
な

ど
、

重
症

な
と

き
は

、
す

ぐ
に

救
急

車
や

ド
ク

タ
ー

を
呼

び
、

む
や

み
に

動
か

さ
な

い
よ

う
に

す
る

。

●
R

IC
E
処

置
外

傷
を

受
け

た
と

き
な

ど
の

緊
急

処
置

は
、

患
部

の
出

血
や

腫
脹

、
疼

痛
を

防
ぐ

こ
と

を
目

的
に

患
肢

や
患

部
を

安
静

(R
e
st

)に
し

、
氷

で
冷

却
（
Ic

in
g）

し
、

弾
性

包
帯

や
テ

ー
ピ

ン
グ

で
圧

迫
(C

o
m

p
re

ss
io

n
)し

、
患

肢
を

挙
上

す
る

こ
と

(E
le

va
ti
o
n
)が

基
本

で
あ

る
。

R
IC

E
は

こ
れ

ら
の

頭
文

字
を

と
っ

た
も

の
で

あ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
を

始
め

、
外

傷
の

緊
急

処
置

の
基

本
。

R
IC

E
処

置
は

、
捻

挫
や

肉
離

れ
な

ど
の

四
肢

の
「
ケ

ガ
」
に

行
う

。

「
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
の

応
急

処
置

」
｜

日
本

整
形

外
科

学
会

症
状

・
病

気
を

し
ら

べ
る

：
h
tt

p
s:

/
/
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w
w
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%
E
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%
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1

R
IC

E

「
RI

CE
（
R

e
st

（
安

静
）
、

Ic
in

g（
冷

却
）
、

C
o
m

p
re

ss
io

n
（
圧

迫
）
、

E
le

va
ti
o
n
（
挙

上
）
）
」

◯
RI

CE
処

置
に

必
要

な
機

材

ス
ポ

ー
ツ

活
動

中
に

受
傷

し
た

場
合

、
応

急
処

置
と

し
て

「
R

IC
E
」
を

行
う

。
R

IC
E
と

は
、

R
e
st

（
安

静
）
、

Ic
in

g（
冷

却
）
、

C
o
m

p
re

ss
io

n
（
圧

迫
）
、

E
le

va
ti
o
n
（
挙

上
）
の

4
つ

の
処

置
の

頭
文

字
を

と
っ

た
も

の
で

あ
る

。

●
Re

st
（
安

静
）

損
傷

部
位

の
腫

脹
（
は

れ
）
や

血
管

・
神

経
の

損
傷

を
防

ぐ
こ

と
が

目
的

。
副

子
や

テ
ー

ピ
ン

グ
に

て
、

損
傷

部
位

を
固

定
す

る
。

●
Ici

ng
（
冷

却
）

二
次

性
の

低
酸

素
障

害
に

よ
る

細
胞

壊
死

と
腫

脹
を

抑
え

る
こ

と
が

目
的

。
ビ

ニ
ー

ル
袋

や
ア

イ
ス

バ
ッ

グ
に

氷
を

入
れ

て
、

患
部

を
冷

却
す

る
。

1
5
～

2
0
分

冷
却

し
た

ら
（
患

部
の

感
覚

が
無

く
な

っ
た

ら
）
は

ず
し

、
ま

た
痛

み
が

出
て

き
た

ら
冷

や
す

。

●
Co

m
pr

es
sio

n（
圧

迫
）

患
部

の
内

出
血

や
腫

脹
を

防
ぐ

こ
と

が
目

的
。

ス
ポ

ン
ジ

や
テ

ー
ピ

ン
グ

パ
ッ

ド
を

腫
脹

が
予

想
さ

れ
る

部
位

に
あ

て
、

テ
ー

ピ
ン

グ
や

弾
性

包
帯

で
軽

く
圧

迫
気

味
に

固
定

す
る

。

●
El

ev
at

io
n（

挙
上

）

腫
脹

を
防

ぐ
こ

と
と

腫
脹

の
軽

減
を

図
る

こ
と

が
目

的
。

損
傷

部
位

を
心

臓
よ

り
高

く
挙

げ
る

よ
う

に
す

る
。

「
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
の

応
急

処
置

」
｜

日
本

整
形

外
科

学
会

 症
状

・
病

気
を

し
ら

べ
る

：
h
tt

p
s:

/
/
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w
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1
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7
%
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8
1
%
9
9

%
E
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8
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R
IC

E

「
Re

st
（
安

静
）
」

「
Ici

ng
（
冷

却
）
」

「
Co

m
pr

es
sio

n（
圧

迫
）
」

「
El

ev
at

io
n（

挙
上

）
」
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ス
ポ

ー
ツ

中
の

転
倒

や
衝

突
に

よ
っ

て
、

す
り

傷
や

裂
け

た
傷

が
で

き
る

こ
と

が
あ

る
。

特
に

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
砂

や
土

が
入

っ
た

場
合

が
注

意
が

必
要

で
あ

る
。

①
傷

の
汚

れ
を

取
り

除
く

ま
ず

、
傷

の
汚

れ
を

取
り

除
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

水
道

水
で

構
わ

な
い

の
で

、
流

し
な

が
ら

砂
や

土
な

ど
の

異
物

を
洗

い
流

す
。

傷
に

食
い

込
ん

で
い

る
場

合
は

ガ
ー

ゼ
な

ど
を

使
っ

て
少

し
こ

す
る

よ
う

に
す

る
。

時
間

が
経

っ
て

傷
が

腫
れ

、
異

物
が

埋
ま

っ
て

か
ら

で
は

遅
い

の
で

、
始

め
に

取
り

除
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
処

置
を

す
る

こ
と

で
雑

菌
の

侵
入

を
最

小
限

に
で

き
る

。
逆

に
、

す
ぐ

に
こ

の
よ

う
な

処
置

を
し

な
い

と
雑

菌
で

感
染

し
、

傷
が

長
時

間
完

治
し

な
か

っ
た

り
、

膿
を

持
っ

た
り

、
周

囲
に

も
広

が
っ

た
り

、
と

運
動

に
も

影
響

が
出

る
。

ま
た

傷
自

体
も

変
色

し
て

痕
が

は
っ

き
り

残
り

、
み

か
け

が
悪

く
な

る
。

②
消

毒
と

被
覆

次
に

傷
の

様
子

に
よ

っ
て

、
す

り
傷

な
ら

消
毒

し
て

ガ
ー

ゼ
や

絆
創

膏
で

覆
う

、
裂

け
た

傷
な

ら
小

さ
け

れ
ば

絆
創

膏
で

傷
を

と
じ

る
よ

う
に

寄
せ

る
。

大
き

け
れ

ば
可

能
な

範
囲

で
寄

せ
て

ガ
ー

ゼ
な

ど
で

覆
い

、
病

院
で

縫
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
あ

る
。

学
校

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

で
は

な
く
、

合
宿

地
や

山
な

ど
で

自
然

の
土

で
大

き
く
傷

が
汚

染
さ

れ
た

場
合

に
は

、
破

傷
風

な
ど

の
病

原
菌

の
侵

入
も

あ
り

う
る

た
め

、
病

院
で

ト
キ

ソ
イ

ド
と

い
う

菌
に

対
す

る
薬

を
注

射
し

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
。

子
ど

も
の

傷
に

湿
潤

療
法

消
毒

不
要

、
か

さ
ぶ

た
作

ら
ず

治
す

：
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.a
sa

h
i.c

o
m

/
ar

ti
c
le

s/
A

S
L
8
3
4
V

Y
3
L
8
3
U

B
Q

U
0
1
4
.h

tm
l

1
1
3

創
傷

の
手

当
と

応
急

処
置

「
傷

の
汚

れ
を

取
り

除
く
」
、

「
消

毒
と

被
覆

」

③
特

殊
な

外
傷

の
場

合
傷

の
中

に
は

、
関

節
が

脱
臼

し
た

勢
い

で
皮

膚
ま

で
破

れ
た

も
の

、
骨

折
し

た
骨

の
先

端
で

皮
膚

が
切

れ
た

も
の

、
皮

膚
が

破
れ

る
よ

う
な

直
接

の
外

力
で

骨
折

し
て

い
る

も
の

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
も

の
を

開
放

性
脱

臼
、

開
放

性
骨

折
と

呼
ぶ

。
こ

の
場

合
、

関
節

や
骨

の
中

に
異

物
や

雑
菌

が
侵

入
し

て
い

る
お

そ
れ

が
あ

り
、

化
膿

性
関

節
炎

や
骨

髄
炎

と
い

う
一

生
の

病
気

に
な

る
危

険
も

あ
る

た
め

極
め

て
重

大
で

あ
る

。
も

し
、

傷
口

か
ら

骨
が

み
え

る
よ

う
な

場
合

は
緊

急
に

病
院

で
受

診
し

、
傷

の
内

部
を

抗
生

物
質

で
洗

浄
し

て
も

ら
う

処
置

を
受

け
ね

ば
な

ら
な

い
。

開
放

性
骨

折
（
複

雑
骨

折
）

-
三

六
総

合
研

究
所

：
h
tt

p
:/

/
sa

n
ro

ku
-

fu
k.

jp
/
%
E
9
%
9
6
%
8
B

%
E
6
%
9
4
%
B

E
%
E
6
%
8
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%
A

7
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E
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A

A
%
A

8
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E
6
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8
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%
9
8
%
E
F
%
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C
%
8
8
%
E
8
%
A

4
%
8
7
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E
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9
B

%
9

1
%
E
9
%
A

A
%
A

8
%
E
6
%
8
A

%
9
8
%
E
F
%
B

C
%
8
9
/

1
1
4

創
傷

の
手

当
と

応
急

処
置

「
特

殊
な

外
傷

の
場

合
」

開
放

性
骨

折
と

は
、

骨
折

を
起

こ
し

た
骨

が
皮

膚
を

貫
通

し
体

の
外

に
露

出
し

て
し

ま
っ

て
い

る
状

態
の

事
を

言
う

。

通
常

の
骨

折
と

の
一

番
の

違
い

で
最

も
気

を
つ

け
な

い
と

い
け

な
い

と
こ

ろ
は

細
菌

感
染

。
こ

の
場

合
は

す
ぐ

に
専

門
医

を
訪

ね
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

特
に

go
ld

en
 h

ou
r と

呼
ば

れ
る

受
傷

後
6〜

8時
間

ま
で

の
処

置
が

最
も

重
要

。
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